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ハプスブルク帝国における

啓蒙的絶対主義の政治構造

一一皇帝ヨーゼフ 2世の改革をめぐって一一

（その 2)

丹 後 杏

く昭和52年 8月24日 受理＞

Die politische Struktur des aufgeklarten Absolutismus 

in der Habsburg-Monarchie. 

一一一 Umdie Reform des Kaisers Joseph II.一一

(Zweiter Teil) 

lnhal tsiibersicht 

I. Der Inhalt der aufgeklarten Absolutismus (Fortsetzung). 

3. Die Verwaltungsreform und die Einrichtung der Biirokratismus. 

4. Die finanzielle und juridische Reform und die Milit五rreform.

5. Die Wirtschaftsreform und die W ohlfahrtspfl.ege. 

6. Die Erziehungsreform und die kulturpolitik. 

( un vollendet) 

序章啓蒙的絶対主義について

〔第 I部〕 啓蒙的改革政治の内容

第 1章農業改革と農民解放

第 2章教会ならびに宗教上の諸改革

（以上前号掲載）

第3章行政改革ならびに官僚機構の整備

第 4章財政ならびに司法・軍制上の諸改革

第 5章経済改革ならびに公共・社会福祉事業

第 6章教育改革と文化政策

（本号掲載）

（以下次号以降掲載予定）

第 7章全領域のドイツ化政策

（付） 外交政 策

〔第 E 部〕 改革政治の背景

第 1章社会経済史的考察

第 2章 オーストリアの民族的・地域的多様性

第 3章改革理念の問題

第 4章 ョーゼフ 2世の人間性について

終章 ョーゼフ改革の歴史的意義

Kyδichi Tango 

〔第 I部〕 啓蒙的改革政治の内容〈承前〉

第3章行政改革ならびに官僚機構の整備

政治機構改革の問題は，他のすべての改革の内容と
カナメ

密接な関連を有し，ヨーゼフ改革全体の要たるの位置

を占めるものである．

18世紀初頭にいたるまでのドイツの諸領邦において

は，行政上の機構が財政上の機構と表裏一体を成して

いた上，司法権の独立もみられず，政治機構それ自体

の全般的体系はきわめて非組織的，かつ前近代的な様

相を示していた．しかも，中央・地方を問わず，行・

財政のあらゆる領域に対する等族（Stancle）勢力の

惨透ははなはだしく，部署によっては，ほとんど君主

権の介入の余地もないほどであり，いわば等族国家

(Standestaat）たるの実態を成していたので、ある．も

とより，ハプスブ、ノレク帝国（Habsburg-Monarchie) 

の場合も，その例外ではなかった．そこで，以下しば

らしヒシツェ（0.Hintze）らの研究①の示すとこ

ろにしたがって，オーストリア国家の16世紀以降の政

治機構形成の歩みを辿ってみることにしたい．
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1526年以来，オスマン帝国の圧力としづ外的な要因

によってハプスブソレク家の君主のもとに糾合されるに

いたったオーストリア国家の領土は，構成諸地域それ

ぞれの歴史的事情の相違に基づいて，つぎの 3つの地

域集団に分けられることができる．その第ーは，狭義

の世型地（Erbland），すなわちドイツ的オーストリア

地方一一上および低オーストリア，シュタイエノレマノレ

ク， ケノレンテン， クライン，チロノレなどー一一，第二は

ベーメン王冠の諸地域一一ベーメン，メーレン，シュ

レージェンー－－，第三はジーベンピュノレゲンを含むハ

ンガリ一地域である．②これらの地域集団のうち，ベー

メン王冠の地域が， 17世紀以来漸次ドイツ的オースト

リア地方に結合されてほぼーケの政治的統一体を形成

するにいたったのに反し，ひとりハンガリ一地域のみ

は，独自の憲法を有して半独立の立場を保ちつづけ，

カール 6世（KarlVI）のプラグマティツシュ・ザン

クテイオン（PragmatischeSanktion）によっても，

その状態は根本的に改められることはなかった．さら

に加えて，いずれの地域集団においても，地方行政や

軍事ならびに税務行政の分野は，領邦議会（Landtag) 

に拠った等族の手にその大部分が古有掌握されてお

り，そのような等族勢力の政治への介入自体，国家的

発展と集権化政策の遂行に対する重大な阻害要因をな

していたので、ある．かようなわけで， 18世紀のオース

トリア国家にあっては，さまざまな歴吏的事情によっ

てハプスブ‘ルク王家のもとに集積された諸領邦の複合

体（Landercomplex）ともいうべき複雑な国家の体系③

を，能う限り整序，画一化すること，さらに，統治機

構に対する等族勢力の介入を排除して君主の至上権の

もとでの絶対支配の体制を確立するとともに，君主の

手足となって実務処理にあたる能率的な官僚制度を整

備することが，国制改革（Staatsreform）をすすめる

上での究極の目標としてとくに重視されることになっ

たので、ある．

オ→ストリアの中央行政機構形成の歩みは， 16世紀

における宮廷政庁（Hofkanzlei）の開設とともに，そ

の萌芽的な展開期に入る．この官庁は，開設当初にお

いては単なる事務処理官庁（Schreib-Stelle）にすぎ

なかったが， 17世紀に入って，フェルディナント 3世

(Ferdinand III.）のもとで正規の行政官庁に昇格し，

国内行政や外交に関する事柄のほか司法上の権限をも

併有して，全官庁組織の中心たるの強力な地位を占め

ることになった．そしてp それは，その後，オーストリ

ア世襲地外のベーメン，ハンガリ 一等の地域にもそれ

ぞれ設けられるにいたったので、ある．また，この宮廷

政庁とならんで，その管轄外の分野である財政および

軍事行政をそれぞれ担当すべく，ほぼ同じ時期に

設置されたのが宮廷官房（Hofkammer）と宮廷軍

事庁（Hofkriegsra t）である．官廷官房は領邦君主

(Landesherr）の財政官庁として組織づけられたもの

で，それに各領邦の官房（Kammer）が下属すること

によって統一的な体系を成しており，その意味で，当

然，宮廷政庁とともに君主による集権化政策の主要な

推進母体となるべきであった．さらに，地方行政機構と

しては，各領邦ごとに領邦長官（Landeshauptleute),

各郡（Kreise）ごとに郡長（Kreishauptleute）がそれ

ぞれ君主によって任命されており，中央行政の末端機

構としての役割を果していた．このように， 18世紀初

頭にいたるまでのオーストリアの国家体制は，中央と

地方の行政機構の聞に一応の審級序列が編成され，ハ

ンガリー地域を除けば，少なくとも形式的には，君主

による集権的，官僚的な支配が達成されているかにみ

えたので、ある．しかしながら，その実質においては，

等族側の機関たる領邦議会やその下部機構たる領主庁

などが領邦や郡の行政を事実上掌握し，地方の官僚も

現実には等族の利害の代弁者にすぎないとし、う状況に

あり，中央の行政機構においてすら等族勢力の穆透が

みられた．まさに，このことのなかに，等族の勢力が

君主の行政機構に順応し，その内部を蚕食しつつあっ

た姿をみるべきであろう ．マリア・テレジア (Maria 

Theresia）がその即位当初において直面したオースト

リア国家の実態は，まさしく ，このような姿を示して

いたので、ある． ＠

マリア・テレジア時代の政治機構改革は，その前

半の第一次行政改革（ErsteVerwaltungsreform) 

の時期（1740～50年代）と後半の第二次改革（Zweite

Reform）の時期（1760～70年代）とでは，やや様相

を異にしている．第一次改革の時期にすすめられた機

構改革としては，まず第一に， 1742年，すでにカーノレ

6世の治世にその萌芽的な傾向を示していた官廷政庁

の二部門一一外交的部門（Staatskanzlei）と内政的部

門（Hofkanzlei）一ーへの組織分割が行なわれ，外交的

部門が，その後， 1753年には，王家の家政的事務をも

併せ担当する国家政庁（GeheimeHaus-, Hof und 

Staatskanzlei）へと改組されるにし、たったこと，つい

で，第二には，内政的部門のみを担当することになっ

た宮廷政庁の機能に従来の宮廷官房のそれを結合させ

た形で， 1749年，あらたに，園内の行政ならびに財政

を統括する最高官庁として，管理庁（Directoriumin 

publicis et cameralibus）が設置されたこと，さらに，

第三には，最高司法庁（OberstJustizstelle）が設け

られて，司法権の行政からの分離が一応達成されるに

いたったこと，また，第四には，地方の中 ・下級行政機

構としての領邦政庁（Reprasentationund Kammer) 



や郡庁（Kreisamt）などが整備されたことなどが指摘

されるが，それらは，いずれも，オース トリア国制史

上きわめて画期的な意義を担う変革として注目される

ものである． ところが，つぎの第二次改革の時期に入

ると，折角整備強化された以上のような政治機構が，

とくに第二の点において，かなり大巾な改変をこうむ

ることになる．すなわち，まず， 1765年に，ハプスプ

ルク国家の全領域を管轄範囲とする君主の最高の諮問

機関として枢密院（Staatsrat）が新設された後，管理

庁（Directorium）はその名称を改められて，オースト

リア ・ベーメン合同宮廷政庁（Vereinigteosterreic-

hische-bohmische Hofkanzlei）となり，財’政上の機

能が分離して宮佳官房や会計検査院（Hofrechnungs-

kammer) などの官庁に移管されることになった．そ

して，それにともなって，地方の行政官庁たる領邦政

庁や郡庁などはこの中央官庁に下属することになり，

等族の伝統的特権の制限を企図した数々の措置と相侯

って．ここにp オーストリア・ベーメン地域において

は，君主権のもとでの行政機構の中央集権化がほぼ完

遂されるにいたったのである．

この，第一次改革と第二次改革の行政機構上の明確

な相違を生み出す導因をなしたのは，それぞれの時期

に改革の主要な推進力としての役割を演じた 2人の人

物一一一ハウグヴィッツ（F.羽r.Haugwitz）とカウ ニツ

ツ（W.A. v. Kaunitz）一ーの聞の見解の対立である．

第一次改革の推進者たるハウグヴィッツの念頭に浮か

んだのはプロイセンの範例であり，③かれはp プロイセ

ンの一般管理庁（Generaldirektorium）にならって管

理庁を創設し，行・財政両部門の統合をはかるととも

に，司法部門の独立化をすすめようとした．⑥これに対

して， 1753年以来，宰相（Staa tskanzler）としてオー

ストリアの外交政策を指導するとともに，並行して第

二次改革の推進にあたったカウ ニッツは，プロイセン

的方式をしりぞけ，財政部門を一般行政から切り離す

ことによって，フランスの制度と共通するオーストリ

ア古来の伝統への復帰をはかろうとしたので、ある．⑦

つまり，とりわけ，カウニッツの場合にあっては，新

旧両時代の精神や形式を妥協・折衷せしめんとする混

合主義（Synkretismus）の傾向が色濃くうかがわれる

のであり，③このような，政治的現実への配慮に基づい

た慎重かつ漸進主義的な態度こそが，ハンガリ ーやニ

イデノレラン トなど異質の伝統をもっ地域を改革の対象

から除外したことと相侯って，その， 中央集権化をめ

ざす政治機構を比較的摩擦少なく，順調に進行せしめ

る要因をなすにいたったものと考えられる．

ョーゼフ 2世 (JosephII）は，以上の諸改革の後を

承けて，それをより一層徹底的に推し進めようとする
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かれは個人としてはきわめて市民的，デモクラティッ

クな思想，性向を有した③にもかかわらず，統治者と

してはあくまでも君主権の絶対性を固持した．⑪政治

機構上の改革をすすめるにあたってのかれの理想は，

一人の君主のもとに画一的に整序化された能率的な官

僚制度を創造することであり，そのような官僚制によ

って運営される機能的，効率的な統治体制を樹立する

ことが，その改革の最大の指標をなしたので、ある．そ

のためには，行・財政の分野に対する等族勢力の介入

を名実ともに完全に排除することが何よりも先決肝要

事であり，かれは，従来等族勢力の牙城をなした領邦

議会の権能を無力化し，その下部機構たる領主庁への

支配を強化するなど，細部の組織にいたるまで国家権

力の惨透化をはかろうとした．かようなわけで，国家

による首尾一貫せる行政機構のもとでは，各領邦・地

域聞の区別や諸民族聞の差違・不一致のごときは，し

だいに消滅を余儀なくされるにいたる．ベック（C.A. 

Beck）やマノレティニ（K.A. v. Martini）⑪らの燕陶を

受けた皇帝自身の感覚においては，国家は，まさに，

「正しく，かつ一様な原理」に基づく行政組織によっ

て統治されなければならなかった．⑫

まずp中央の政治機構においては，カウニッツ時代に

一旦行政から分離されていた官廷官房（Hofkammer)

などの財政部門がふたたひ、行政部門のなかに統合化さ

れて，あらたに合同宮廷官庁（VereinigteHofstelle), 

あるいは“Vereinigte bohmische-osterreichische 

Hofkanzlei, Hofkammer und Ministerial banl王ode-

putation”の名称をもっ唯一最高の中央官庁⑬の位置

を占めるにいたったことが一つの重大な変革として注

目される．この中央官庁はかつての管理庁（Directo・

rium）の復活・強化ともみるべきもので，ここに，軍

事，外交，司法以外のあらゆる機構の集中・統合化を

企図したハウグヴィッツの理念がよみがえったものと

考えてよいであろう．⑬地方の行政区画や機構もしだ

いに簡素化されて，ハンガリ ーやニイデ、／レラント，ロ

ムバルディアなどを除く各領邦の行政は，若干の統廃

合をへた後， 1783年以来，つぎの 6つの行政区域ごと

に設けられた領邦政庁（Gubernium）に集中統括され

ることになっTこ． ⑬

1). ベーメンー・・・・プラ ーグ

2）.メーレン，シュレージエンー・－ーブリュン

3). ガリツィア， ブコヴィナー…・レンベノレク

4 ）.上および低オース トリ ア・ー…ヴィ ーン

5）.チロノレ， フォラールベノレクおよび前オースト

リア・・・・・・インスブノレック

6). ケノレンテン， クライン ‘シュタイエノレマノレク，

ゲノレツ，グラディスカ， トリ エスト・・・・・・グラーツ
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そして，それに下属する郡庁（Kreisamt）は，本来

の単なる監督官庁としての機能に加えて，人民の訴訟

の受理，都市の自治への介入，官吏の監察などの広範

な行政上の権限を与えられ，中央権力の末端機構とし

て，等族体制を打破するためのもっとも直接的な役割

を演ずることになったので、ある．⑬

ヨーゼフ 2世は，ハンガリ一地域の行政については，

最初は，従来通り，その独自の憲法と議会とに基づく

伝統的な自主独立性を尊重する方針を用いた．そして，

1782年には，それまでは別箇に組織されていたジーベ

ンピュノレゲンの宮廷政庁その他の機構を廃止して， プ

レスブノレク所在のハンガリーのそれに統合化し，ハン

ガリー王冠下の全地域の行政を一本化することによっ

て，オーストリアとハンガリーの二重体制を樹立しよ

うと企図したので、ある．ところが，このようなかれの

当初の考え方に対して，ハンガリーの分離化をおそれ

る助言者達から異議が唱えられたため，おのずから，

一転して政策転換がはかられることになる．すなわち，

まず，ハンガリー王としての載冠が拒否され，伝統あ

るシュテファンの王冠（Stefankrone）がプレスブノレク

からヴィーンに移された（1784年）ことを手はじめと

して， 1785年には，ハンガリー古来の自治的な行政区

画たる県（Komitat）が廃止され，それに代わって，

地理的ならびに歴史的な条件を完全に無視したフラン

ス風の画一的な行政区画たる管区（Distrikt）が導

入・設定されるにいたった．⑫同時に，伝統ある議会

(Reichstag）ならびにそれに拠る等族一一約300の高

位貴族（Magnat）と約25,000の下位貴族⑬ーーの勢力

もほぼ全面的に抑止され，ハプスブ、ノレク国家の他の地

域に準ずる形で，中央集権的な政治機構のもとに統括

されることになったので、ある．

ついで， ニイデノレラントやロムパノレディアに対しで

も，それぞれの地域の等族的体制と自治性とを排除し，

ハプスブノレク的統一国家への融合化をはかるべく，ハ

ンガリーの場合とほぼ似寄った措置が講ぜられた．す

なわち，この両地方ともに，古来の自治的な州に代わ

る郡（Kreise）という画一的な行政区画が設けられ，

それらは，ニイデルラ γトについては“Conseilde 

gouvernement general”（1787年），ロムバルディア

については“Consigliodi Gouverno”（1786年）と

それぞれよばれた中央官庁の管轄下におかれることに

なった．かようにして，中央集権的な行政の一貫組織

化が成立したことにより，ヴィーンへの依存度は極度

に強められたが，そのことはまた，ハンガリーととも

にこれらの地方の離反を招き，ョーゼフ改革挫折の重

大な要因をなすにいたるのである．⑬

またi皇帝は，以上のように整備・強化された行政

機構の運営を円滑かつ万全たらしめるためには，官僚

組織の内部的革新が不可欠の条件であることを正しく

見通していた．そして，そのために，官吏の身分保障

や待遇改善等に意を用いるとともに，その採用や昇任

の条件，さらには日常の行動，執務状態等にいたるま

で監視・規制の手を伸ばそうとする．「国家の，また，

国民の奉仕者としての官吏」とい うその感覚からすれ

ば，かれは，明らかに，プロイセンのフリートリヒ 2

世（FriedrichII）の態度を意識的に模倣するポーズ

をとっていたように思われる．＠たしかに，国家への奉

仕者として君主の窓意的な解雇からまもられ，固定俸

給制や，恩給制が採用されたことによって官吏の地位は

より安定したものとなったが，その代わり，官吏は，

皇帝の厳格な指導体制のもとで非常に高い水準の勤務

を強制されるにいたった．そして， 1780年12月付で，個

々の官吏の勤務状態を記載した行状符.(Fiihrungslist) 

の提出を命ずるなど，官吏の服務態度等についてはか

なりきびしい拘束・規制が加えられたので、ある．＠ま

た，官吏の任命や昇進についても，階層的出目や縁故

等にのみ依存する従来の慣例をしりぞけ，候補者の専

問的，経験的能力の卓越性がより以上に評価されるよ

うになった．＠だが，このような皇帝の努力にもかかわ

らず，オーストリアの官僚機構は，現実には，決して

理想通りの公平無私な国家への奉仕機関として機能す

ることはなかった．そのような現状に対する失望と不

信感から生まれたのが，官吏の行動を監察することを

主要な使命とした秘密警察（geheimePolizei）の制度

である．

中央集権化された全国的な警察行政については，そ

の成立をベノレゲン（Pergen）伯の活動に負うている

かれは，国内の平和，安全および国家の繁栄を維持す

るための手段としての警察の役割をつよく認識してお

り，そのために，治安ならびに経済警察的な事柄を担

当する公共警察（offentliche Polizei）と国家公安関係

の事柄を担当する秘密警察（geheimePolizei）とを分

離しP後者をヴィ ーγ中心の全国的な組織に整序す

ることをめざした．そして， 1785年には各領邦の首都

ごとに警視庁（Polizeidirektion），翌年にはそれを統

轄するヴィ ーンの上扱警視庁（Polizeioberdire】ction)

がそれぞれ設置されたが，これらはのち中央の警察省

(Polizeiministerium）によって掌握される組織へと発

展してメッテノレニヒ体制へとひきつがれ，国民の生活

や行動のすべてを監督するための中央集権的な警察制

度の基礎を成すにいたったものである．＠

ところで， g ーゼフ 2世によって整備・強化された

オーストリアの中央行政機構においてきわめて奇異と

される点は，かれが，官僚制的に組織された専問別の



国務大臣制を根幹とする近代的な内閣制度を創造しな

かったということである．このことについては，大臣

達に自由な活動の余地を与えず，みずから行政の細部

にまで介入せんとした皇帝の専制的p独裁的な態度に，

当然，ある程度の責めが帰せられるべきであろう．つ

まり 3 当時のオーストリアの行政機構においては，個

々の大臣達は，それぞれの担当分野の別も明確にされ

ず，君主に対する相対的な独立性すら付与されぬまま

に，単なる君主への助言者（Ratgeber）程度の地位に

とどめおかれたので、ある．このような，各大臣の責任

意識の不明確さを前提とした行政における独裁支配

の原則は，つぎの時代に入ると，皇帝に代わる宰相

(Staatskanzler）中心の体制へとそのままうけつがれる

こと Vこなる．

以上のべたような各種の改革によって整備充実化さ

れた行政機構と官僚制度のもとで，今や，オーストリ

アは，卓越した組織力と機能とをもっーケの国家的統

一体となるべきであった．啓蒙の子たる皇帝は，未来

への楽観的な期待感をもってそのことの可能性を確信

し， ドイツ的オーストリア地方やベーメン王冠の諸地

域のほか，ハγガリー，ニイテ、ルラントなどの非ドイ

ツ的地域にまでも画一的に集権化政策を強行しようと

する．その頂点を成すのが，官庁用語としてのドイツ

語の強制，ひいては，ハプスブ、ノレク帝国の全領域をド

イツ化せんとする政策である．だが，このような現実

的状況判断をともなわぬ理念肥大の強行策は，かえっ

て非ドイツ系諸民族の蛾烈な抵抗運動の嵐をよびおこ

すことになり，その結果，国内のすべては混乱の渦の

なかにまきこまれることになる．＠このPヨーゼフ 2世

の改革を挫折せしめる主要な導因となったドイツ化政

策の問題については，また，項を改めて論述されなけ

ればならない．③

註① 0.Hintze, Der, osterreichische und der pre 

ussische Beamtenstaat im 17. und 18. Jahrhunde 

rt. (H. Z. Bd 86. 1901）.なおp 似寄った主題の

邦文文献としては，藤原浩「プロジア・オースト

リア絶対支配成立の比較」（『歴史学研究』136)

がある．

② このほか別個の行政単位をなしていたものとし

てニイデノレラント，ロムバルディアがあり，また

第一次ポーランド分割（1772）の結果，ガリツィ

アとブコヴィナが付加されることになる．

③ ハプスブ、ルク家の全ヨーロツパ的な規模におい

ての領土形成の推移については，シュタットミュ

ラーの以下の概説的叙述に委しい. G. Stadtmiill 

er, Geschichte der habsburgischen Macht. 1966. 

④ 18世紀前半にいたるまでのオーストリア国家の
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政治機構運営上の実態については，マリア・テレ

ジア自身，その『政治遺言（Politisches Testa-

ment）』のなかで，慨嘆の念をこめて記している

ごとくである. J. Kallbrunner, Maria Theresias 

Politisches Testament. 1952. 拙稿「マリア・

テレジアの政治遺言について」（『歴史』 13）を参

照のこと．

⑤ ハウグヴィッツの故郷、ンュレージエン州が，プ

ロイセンの新行政のもとで以前に数倍する財政収

入上の成果をあげたという状況がかれをつよく刺

激したのである. E. Bradler-Rottmann, Die 

Reformen Kaiser Joseph II. 1976. S. 29. 

⑥改革後に到達された成果は，中央から郡にし、た

るまで三段階に整序化された行政機関により中央

集権的に管理されるオーストリア・ベーメン核国

家（Kernstaat）が出現したということであった．

Bradler-Rottmann, a, a. O.,S. 32. なお，この第

一次行政改革の成立事J情やその成果等についてま

とめられたものとしてヴァルターの研究がある．

F. ＼九Talter,Die Theresianische Staatsreform von 

1749. 1958. 前掲拙稿をも参照のこと．

⑨ 第一次行政改革のもっとも重要な成果，たとえ

ば司法と行政との分離などは廃止されることな

し持続的に強化された. Bradler-Rottmann, a. 

a. 0., S. 33. 

⑧ この混合主義（Synkretismus）の傾向こそは，

ヴァリヤヴェークがし、わゆるヨーゼフ主義 (Jos-

ephinismus）の特徴として指摘するところのも

のである. F. v. Valjavec, Der Josephinismus. 

1945. 

⑨ この点をとくに強調し，革命的，民主的皇帝と

いう讃辞を呈しているのがパドヴァーである. s. 
K. Padover, The Revolutionary Emperor Jos-

eph the Second. 1934 (1967). 

⑩ 「もっとも重要なことは， ヨーゼフがヴォノレテ

ールやゾソネ γフェルス (J.v. Sonnenfels）の平

和的な政治哲学にいささかも負うと ころのない権

力欲によって焼きつくされていたということであ

った」とのブランニングの指摘は正しい. T. C. 

W. Blanning, Joseph II and Enlightened Des-

potism. 1970. p. 46. 

⑪ ベックはプーフエンドノレフ（Pufendorf）の体系

に基づく合理主義的，自然法的国家理論におい

て，マノレティニも同様に啓蒙主義刊じされた自然

法理論においてそれぞれ若きヨーゼフの思想形成

に多大の影響を与えたといわれる. H. Conrad, 

Staatsgedanke und Ssaatspraxis des aufgeklarten 
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Absolutismus 1971. SS 16-18. 

⑫ H. Hantsch, Geschichte Osterreichs. Bd. II. 

1962. S. 208 

⑬ その内部はそれぞれ宮中顧問官（Hofrat）によ

って統括される13の部局に組織され，最高官房長

(Oberstkanzler）の指導のも とに，毎週定期的に

聞かれる会議においてさまざまな用務の処理にあ

7こった. Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 38. 

⑭ Hantsch, a. a. 0., S. 215. 

⑮ マリア・テレジア時代の ＂Reprasentationund 

Kammer”は，1783年以来， “Gubernium (Gu-

bernien）”と名称を改められた．

⑮ 18世紀オーストリアの国制改革に関する最近の

研究としては，田熊文夫氏の論文が，やや概括的

ながら，行政改革のほか司法 ・軍政上の改革まで

も包括したものと して注目される．田熊文夫 「十

八世紀オーストリアにおける国制改革」（『西洋史

学』99)

⑫ 「皇帝の狙いは，ハンガリ ーの自治の促進では

なく，ライ タ（Leitha）川の両岸を同ーの行政で再

建する とい う目標を示すことであった」Bradler-

Rottmann, a. a. 0., S. 42. 

⑬ 高位貴族（Magnat）の人々は巨大な収入を享受

していたけれども，主に首都ヴィーンで生活して

おり ーーたとえば，ハ イドンやシューベノレトの

保護者と して知られるエステルハーツィ（Este-

rhazy）家など一一．地元における現実の権力は

下位貴族によって執行されていたので、ある.Blan-

ning, op, cit. p. 47. 

⑬ ただし，ハンガリ ーやニイデ、ルラントの場合と

は異なり， ロムパノレディアでは， ヨーゼフによる

統制の措置が住民の反乱を惹起させるまでにはし、

たらなかったようである.Bradler-Rottmann, a. 

a. 0., S. 45. 

⑫ ヨーゼフはフ リートリヒ 2世のことを「天才

的」 と記述したといわれるが，己れ以外の何も の

をも是認しないというかれの天性を考慮に入れた

場合，それは最大の讃辞 というべきで、あろう

Blanning, op. cit., p. 95. 

＠ ョーゼフ自身， 郡長（Kreishauptleute）に対し

つぎのように指示している．「－－－－一熱心にたゆみ

なくその全エネノレギーを帝国への奉仕に捧げなけ

ればならない．……その管轄区域を勤勉に視察し

その報告を領邦当局に規則的に送らなければなら

ない．…ー」また，高級官僚達は，毎年，その部

下の奉仕の度合い，家族の状況， 富，勤勉さ，知

識，能力，性格および失敗の状況について報告書

を提出することを要求されたので、ある.Blanning, 

op. cit., p. 78. E. C. Hellbling, Osterreichische 

Verfassungs-und Verwal tungsgeschich te. 1956. 

SS. 307-308 

⑫たとえば， 1789年 3月26日の宮廷命令によれ

ば，郡長への任命は租税規定の試験の合格を前提

とするように規定 されている. Bradler-Rottma 

nn, a. a. 0. S. 48 

⑫ ベノレゲンによれば，両者の管轄内容はつぎのよ

うに区別されている．

〔公共警察〕個々の臣民の人格と財産の防衛．た

とえば，火災防止，保健衛生のための配慮，交

通および経済関係の規制．都市の清掃や鋪装 ・

照明，貧民救済など．

〔秘密警察〕臣民または外国人の側から生じうる

ところのあらめる危険に対する国家の防衛．

Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 77. 

＠ 秘密警察は，のちになると，官僚機構，軍隊，

政治的諸党派，聖職者層や外国人などの法や命令

の遵守状況を監視し，皇帝のために世論を探索す

る機関となる．それは，郵便検閲や私文書の再点

検などのほか，危険人物リストの作成や永続的な

尾行活動をすらあえてするよ うになり ，結果とし

てさまざまな弊害を生ずるにいたったといわれ

る.Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 78. 

⑮ このようなヨーゼフ治世末期の混乱のなかか

らそれまで皇帝の急進的な改革政治のもとで特

権的な地位占有を抑止されてきた等族層がふたた

び台頭し，ここにいわゆる「反動（Reaktion）」の

時代が現出することになる．ヴァリャヴェークや

エプス タインの研究を参照されたい. F. v. Valja-

vec, Die Entstehung der politischen Strommu-

ngen in Deutschland von 1770 bis 1815. 1951. 

K. Epstein, The Genesis of German Conserva-

tism. 1975. 

⑮ 第 7章で 「全領域の ドイツ化政策」として論述

されることになる．

第4章財政ならびに司法・軍制上の諸改革

a）.財政改革

ヨーゼフ 2世の財政改革について論述するに先立

ち，われわれは，まず， 16～17世紀以来のオーストリ

ア絶対王政成立期の財政の問題に言及しなければなら

ない．

オーストリアの国家財政は. 16世紀以来．等族勢力

の介入下にあり，財政機構それ自体が，国家，等族の

いずれに主導権があるやも判明せぬほどの二元的性格



を帯びていたといわれる．このような複雑な性格のゆ

えに，財政機構の活動機能はおのずから不如意をきわ

め， 30年戦争以来の諸戦争一一主として対トノレコ戦争

一ーによって生じた財源の枯渇と相挨って，その根本

的改革をはかることは，ハプスブ、ノレク家歴代の君主に

とって不可避の要請をなしていたのである．

オーストリアの国家財政の財源は，伝統的に，中央財

政官庁たる宮廷官房（Hofkammer）による官房収入ーー

王領地収入と間接税収入ーーと， 領邦議会（Landtag) 

の協賛と語、容に依存する特別収入 等族からの貢納

と信用貸し一ーから成っており，一応，形式的には前

者を主体とする君主の財政支配が確立しているかにみ

えた．しかしその実は，前者の収入がその絶対額に

おいてきわめて僅少で，より多くの割合いを後者の収

入に依存するとし、う状況であり，①財政に対する等族

勢力の介入を如何ともなしえないとし、う実状を示して

いたのである．そこで，君主による国家財政の支配を

確立せしめるための手だてとして，財ー政とくに租税行

政に対する等族の介入を阻止することが，まず，当面

の肝要事をなすにいたる．ベッヒャ－ (J. J. Becher) 

シュレーダー （W.Sehr凶 er）ら17世紀のオーストリ

ア・カメラリスト（Kammeralist）によって唱えられ

た財政・経済政策上の理論②や実践の系列も，かよう

な点に目標を設定したものであり，それは，いわば，重

商主義のドイツ版ともみなされるべきものであった．

が，しかし，かような目標をめざしての改革的な行動

がはじめて現実化p具体化される運びにいたったのは，

マリア・テレジア治世初期の1748年のことである

1748年以後 1760年代にいたる聞に行なわれたマリ

ア ・テレジアの諸改革によって，国家財政に対する等

族側からの制約は漸次阻止せられ，従来の二元的性格

は少なくとも表面的には克服されるにいたった．これ

を財政機構についていえば，旧来の中央官庁たる宮廷

官房（Hofkammer）は，ハウグヴィツツ（Haugwitz)

の時代に一旦廃止されて，行政官庁たる管理庁（Dire-

ctorium）のなかにその機能を統合されたが，その後，

カウニッツ（Kaunitz）によって行政と財政の再分離が

行なわれた結果，ふたたび宮廷官房の独立化が実現

し，新設された一般金庫（Generalkasse），会計検査

院（Hofrechenkammer）とともに，最高の財政官庁

として，地方における領邦政庁（Gubernium）や郡庁

(Kreisamt）の財政的機能を統轄することになった．

そして，さらに，末端徴税の任に当る領主庁の吏員す

ら官吏身分として扱われることになり，ここに，一応，

君主による国家財政支配の体制が完成したかにみえた

のである．また，等族の租税認容権についていえば，

それは， 1748年以来，君主による一律課税方式を強制
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されたことにより，漸次その重要性を低下せしめられ

ることになる．しかも，度重なる戦争によって税額が

年々引き上げられたのでp 領邦議会に拠る等族の抵抗

は蛾烈をきわめたが，君主側も新制度を固持してゆず

らず，等族の特権や主張はしだいに抑制されるにいた

った模様で、ある．ただし，オーストリアにおいては，

前述のごとく，全財政のなかでの官房収入の割合がき

わめて薄弱であり，支出の増大にともなう不足分を主

として等族からの特別収入に仰いでいたので，等族の

組織を完全に除去するとし、うわけにはゆかなかった．

つまり，現実には，徴税担当官吏の多くが依然として

等族出身者で占められていたため，さしたる実質的な

変化はみられず，また，アンシャン ・レジーム下の一

般的現象としての税率不平等の状態もほとんど改善さ

れぬままに放置されたので、ある．

ヨーゼフ 2世は，すでにy 共同摂政体制の時代以来，

財政ならびに税制の問題に関して改革的な抱負をいだ

いていたが，単独統治者としての即位とともに，それ

を現実の政策として強力に展開しようとこころみる

マリア ・テレジア時代の方針をひきついで組織ヒの改

革をすすめたことにより ，③等族の国家財政への介入

の余地がますます縮少されてきたのにに対して，徴税

担当官吏の権限は漸次拡大せられ，それは完全に国家

的な性格のものへと変容を遂げるにいたった．だが，

それらの組織上の事柄にもまして，その画期性を高く

評価されているのは，革命的とも称されるところの税

制改革である．

税制についての改革的な措置は，すでに，マリア・

テレジアの時代に，貴族や聖職者の免税権の廃止，土

地の収益高の算定に基づく徴税台l恨の作成などにおい

て部分的に遂行されつつあったので、あるが，＠その徴

税（土地）台帳自体，正確な検地によらず，単に所有

者の自己査定を基本とするものにすぎなかったので，

未だきわめて不完全，不公平なものでしかなかった．

それに対して，皇帝の税制改革は，そのかねて志向せ

る啓蒙主義的な人類平等の理念に能う限り忠実ならん

とし，また，国家財政を充実化せしめんとの現実的な

意図のもとに，納税率平等の原則をかかげて強力にす

すめられようとする．「人類の生計の維持のために自

然が与えてくれた大地はあらゆる収入と支出のための

唯一の源泉である」との皇帝の言葉こそは，まさに，

地租こそが租税の基本たるべきものであり，土地およ

びその生産物を基準にして税率を算定すべきであると

いう，重農主義的な構想に基づく改革上の根本原則の

表明として注目に値しょう．③

改革の本格的な歩みは， 1784年4月に，皇帝が，宮廷

租税規制委員会（Steuerregulierungs-Hofkommissi



8 

on）を設置したことをもって開始される．この委員会

は，ツイ ンツエンドノレフ（Zinzendorf）伯の指導のも

とで税制上のさまざまな問題の処理にあたったが，そ

の最初の重要な使命は，農業に利用される圏内のすべ

ての土地についての正確な台帳を作成することであっ

た．ついで，翌85年4月，矢継早にいくつかの勅令が

公布されたが，それらは，地租を中心とするあらたな

税体系の施行を具体的に規定するとともに，前記土地

台｜｜長（Kataster）の作成を促進するための方策を明示

したものである．そして，それに基つ守いて任命された

特別の委員を中心に検地や収益の調査が行なわれた

後Pそれぞれの土地の10年間の平均収益を基礎とし

て一定の税額が算出され，それは，原則的には王領地，

領主所有地，教会所有地，農民所有地の区別なく，均

一の基準で，収益を貨幣に換算した額を徴収されるこ

とになった．また，その収益配分の基準についても，

農民自身の得分が70%，領主側の得分（教会への十分
2 

のー税を含む）が 12す%，国家への納入分＝地租が17

いという風に整然たる規定がつくられ， 農民は，こ

の得分の中から種子代，耕作費，自治体の費用，教会

の賦課など約20%を差し引し、た総収益の半ばを自己と

その家族の需用に充てることができるようになった．⑦

つまり，この新税制では， 農民達を従来の過大な負担

から解放することがその使命として十分に顧慮された

のである．

ほぼ全国的な規模で、実施された検地事業は，技衛上

の問題や等族層の抵抗などさまざまな障害に遭遇しな

がらも， 着手以来約5年にして完了し，不完全ながら

土地台帳の完成をみるにいたった．そこで，新税制の

施行を前に，実施にあたっての現実の阻害要因や困難

点を克服する目的をもって公布されたのが， 1789年2

月10日の租税ならびに土地台帳規制勅令（Steuer-und

Urbarialpatent），いわゆる地租勅令（Grundsteuer輔

patent）.である．すなわち，この勅令の公布によ っ

て，地租の徴収権は領主・等族の手から完全に剥奪さ

れて行政当局に直結するそれぞれの自治体に委託され

ることになり，ここに，ヨーゼフ 2世治下のオースト

リアにおいては，他国に先がけて納税平等の原則に支

えられた地租中心の課税体系が成立し，現実に実施さ

れる運びにいたった． 実際に新税徴集が開始されたの

は皇帝の死の 4月前の1789年11月のことであり，それ

は等族層にかなりの打撃を与えるとともに，大部分の

農民からは感激の芦をもって迎えられたので、ある．

この革命的とも評されるヨーゼフの税制改革は，プ

ランニング（T.C. W. Blanning）の指摘するごとく，

「もしその規定が完全に遂行されたならだ，農業労働

はきわめて高価なものとなり ，直営地経営は不可能と

なり，多くの貴族達（とりわけグーツヘノレ地主）は貧

しくなり，そして，自由な土地所有農民が広汎に創出

される」というフランス革命の成果にも似た変革が生

ずることになったで、あろう．③しかしながら，これらの

規定の運用の実際について考えてみた場合，たとえば

検地や土地評価のごとき措置が果して当初の目算通り

に円滑に行なわれたか否か，あるいは，税率均等の原

則が特権身分の人々を真に納得せしめえたか否か，き

わめて疑問視されるところである．しかも，改革に対

する等族層の抵抗は蛾烈なものがあり，とりわけハン

ガリーの貴族は皇帝の死の直前にあらゆる措置の撤回

を迫るにいたる．かような状況において，折角の改革

も結局は十分な成果をかち得ないままに，皇帝死後の

反動的体制のもとでその大部分が放棄されることにな

ったのである．③

b）.司 法改革

つぎに，ョーゼフ 2世の改革が司法上の分野の上に

もたらした成果についても，その意義を評価する声は

大きい．

17世紀以前のオーストリア地方においては，古代

のローマ法，中世のザクセン法ならびにシュヴァー

ベン法（Sachsenund Schwaben Spiegel），帝国法

(Kaiserrech t），その他地方法や都市法（Lokalund 

Stadtrecht）など種々雑多な法律が並存しており ，そ

れらの聞には何らの統ーもなく，単に個々別々に運用

されているとしづ状況であったといわれる．そのよう

な状況に対して， 17世紀末，レオポノレト 1世（Leopold

I)は，はじめて統一的な法典の編纂をもくろみ，

『オーストリア法典（CodexAustricus）』の名称のも

とに，フェノレディナン ト1世（FerdinandI）以来の

諸法律を集大成するにいたった．マリア・テレジア

も，啓蒙主義理論の影響下にあった当時の進歩的な法

律学者達の示唆のもとに，前記の法典を増補・完壁化

することを企図し， 1770年に，いわゆる『テレジア法

典（CodexTheresianus）』の草案を作成した．⑬ので

あるが，それは，カウニッツ（Kaunitz）らによりあま

りにも理念的にすぎるとの理由で、拒否されたため，結

局は陽の目を見ずに終わり，その仕事はつぎのヨーゼ

フ2世へとうけつがれることになる．

また，司法制度の面からみても， 17世紀以前のオー

ストリアには，訴訟手続上の統一性がなく，包括的な

告訴の制度もなく，君主のみならず，等族，教会，諸

都市，ギノレドや領主達がそれぞれ個々別々に裁判権を

行使しているという状態であり，そこには公法と私法

の明確な区別すら存しなかったので、ある．⑪このよう

な混乱した状態から近代的，組織的な司法制度への移
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行をはかる上での第一歩とみなされるべきことは，マ の第1巻が出されたにとどまり，未完成に終わったが，

リア・テレジア初期の1749年に第一次行政改革の一環 それでも，その内容は，フランスの人権宣言公布の 3

として行なわれた最高司法庁（OberstJustizstelle）の 年前に，臣民の原則的な自由と平等を言明したものと

創設である．この官庁はその管轄範囲や機能の面で管 して注目に値する．⑪また，民法典編纂のための多くの

理庁（Directorium）から完全に切り離された存在と 準備的な法令が公布されて将来への道が開かれること

なったが，そのことによって，モシテスキュー的な原 になった．たとえば，婚姻が市民的な契約であることを

則における行政権からの司法権の独立がはじめて遂行 言明した1783年 1月16日付の婚姻勅令（Ehepatent），⑬

されるにいたったという点，注目に値する事柄といえ 身分の別や性別等にかかわりなく同ーの法定相続制度

ょう．なお，この時代の末， 1776年に，ゾγネンフ を導入した1786年5月11日付の相続勅令（Erbfolgeー

ェルス（J.v. Sonnenfels）⑫らの学者達から指導され a tent）⑬などはその代表的なものである．これらの

た進歩的グループの圧力によって拷聞が廃止されたこ あらたな法律の出現は，古来の特権のもとに生きる教

となども，刑法の分野での一つの現実的な改善のとこ 会や等族の勢力から重大な脅威として受けとられるに

ろみといえる． いたった．

ヨーゼフ 2世は，当時の進歩的な法律学者ベッカリ 刑法の領域においても，ヨーゼフは，啓蒙的，人道

一ア （C.B. Beccaria），ユスティ (J.H. Justi），マル 主義的な感覚において改革をすすめようとする. 1787 

ティニ（K.A. v. Martini），ゾンネンフェノレスらの影 年 1月13日付で公布された『刑法典 CJosephinische 

響のもとに，オーストリアの司法制度や法律を全領域 Straf Gesetzbuch）』において，中世以来の異端信仰

にわたって単一化することをめざして根本的に改編せ や魔法などをもはや犯罪として記載せず，拷問の廃止

んとする．かれがめざした方向とは，まず第ーに，司 を明記したほか，死刑制度を原則的に廃止し，これを

法権の行政権からの分離独立を明確化することによっ 終身の強制労働にあらためさせたことなどは，⑫ベツ

て最高司法庁（OberstJustizstelle）を頂点とする中央 カリーア的な考え方を具体化したものとして注目すベ

集権的な司法制度を確立するとともに，裁判官を他の きであろう．また，かれは，政治犯罪を一般の刑事犯

何ものによっても抱束を受けることのない独立の地位 罪から明確に区別し，告発された政治犯人に対しては

におくことであり，また，第二には，自然法としづ普 個人の権利と名誉とを有するーケの人間として丁重に

遍的な原理に基礎づけられた理性的な法律を作成する 取扱おうとする．さらに，また，もっとも重要なこ と

ことであった．そのうち，第一の点についていえば， は，法の前には身分や階級による差違をみとめなかっ

1781年に公布された一般一裁判規則（AllgemeineGeri- たということであり，それは，まさに，平等の原理の

ch tsord nung）によって，それは，民事裁判，刑事裁判の 最高の具現化として当時のオーストリアの上流社会に

いずれにおいても，第一審の地方裁判所（Ortsgerichte) 大きなセンセーションをまきおこすにいたったので、あ

から第二審の控訴裁判所（Appellationsgerichte）へ， る．

さらに第三審の最高司法庁へと統一的な審扱序列が設 以上摘記したようなョーゼフ 2世の司法改革は，そ

定されて機能的な運営がはかられるとともに，従来存 の理念の上で法の前での万人の平等の原理を貫ぬこう

した教会裁判や領主裁判のほか各種の特別裁判所もー とした点で，のちにナポレオン 1世がフランスにおい

切廃止され，司法・裁判の仕事は国家によって任命さ て成し遂げた民法典の編纂にも比せられるべき輝かし

れ，その生活と地位を保障された専問的裁判官によっ い事業であったといえる．しかしながら，ナポレオン

て執行されるととになる．⑬第三の法律作成の点につ 1世の事業が統一されたフラソス国民と革命の伝統と

いていえば，まず，民法と刑法とが厳重に区別された に支えられていたのに反して，ヨーゼフ 2世は，その

上で，法の前での万民の平等の原理に基づいてあらた いずれをも欠いた状況のもとで，固阻なる伝統主義と

な決典の編纂が行なわれるとともに，従来宗教的権威 地方的分裂意識とに終始なやまされつづけたのであ

のもとに法的な抱束力を有した教会法や領主により怒 り，われわれは，そのような事t情を十分に酌量した上

意的に行使されていた私的な法律なども完全に廃止さ で，後進国において近代化をめざす改革を推進するこ

れるべきであった．すなわち，すべての国民はもっば との困難さを理解すべきであろう．

ら国家の法による規制の前にのみ服従の義務を負うベ c）.軍制改革

きであるとのいわゆる法治国家（Rechtss taa t）の理想 軍制改革の問題も，マリア・テレジア時代初期の1740

がえがき出されたので、ある． 年代にハウグヴィッツ（Haugwitz）らによって着手さ

民法は，かれの治世の聞には， 1786年11月1日に， れた諸改革一一軍事行政委員（General-Kriegs-Comi・

『一般民法典（AllgemeineBiirgerlich GesetzbuchH ssariat）の設置，軍税（Kontribution）徴集について
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の等族の介入の排除など一ーに端を発するものであ

り，対外的な国威を維持・発揚するために強力に推進さ

れた．それについては，オーストリア継承戦争や3次

にわたるシュレージェン戦争の体験によってえられた

教訓p すなわち，自国の弱さや軍事的欠陥の自覚なら

びにプロセインの成功からの刺激などが改革を促進す

るための主要な機縁をなしたことは勿論である．その

意味において，第3次ジュレージェン戦争が不運な結

末をもって幕を閉じつつあった1762年に，すべての軍

事機構が宮廷軍事庁（Hofkriegsrat）のもとに統轄さ

れ，⑬純粋に軍事的な事柄における最高の決定機関を

なすにいたったということは，オーストリアの軍制史

上画期的なできごとであり，その体制はそのまま1765

年以後のヨ ーゼフ時代にひきつがれることになる．

ヨーゼフ 2世の軍隊に対する関心は幼少時以来のも

ので，それは生涯を通じて変わることなく持続した．

かれは，すでに，共同摂政体制の時代より，完全な自

己責任をもって軍隊組織の改善と兵備の改良に意を用

い，常備軍制を整備強化することにつとめた．すなわ

ち，募兵制度を再組織化することによってその動員力

を高め，各種の養成様関によって将校の教養水準の向

上化をはかるなど，⑬対外的な好機到来時に積極的に

行動できるようなオーストリア国軍の態勢づくりに努

力していたので、ある．その意中，つねに，プロセイン

の範例，すなわちよきライパノレとしてのフリ ートリヒ

大王の幻影が存したことはし、うまでもない．つまり，

大王の登場とともに ドイツ世界には二元的対立の情勢

がつくられつつあり，オーストリアがあくまでもドイ

ツ第一の国家としての伝統的な立場を保持せんとする

かぎり，プロイセンにまさる強大な軍事力を溜養する

ことは，まさに最先決の課題であった. 1778年におけ

るバイエノレン継承戦争の敗北というみじめな体験は，

ますますその思いを切実ならしめたので、ある．

オーストリ アの軍隊は，元来プロイセンのそれとは

異なり，単にハプスブ、ノレク家の領域のためにのみ編成

されたものではなく， 皇帝によって統率される神聖ロ

ーマ帝国の軍隊の一面をも併有していたというこ との

なかに，その問題性が存した．すなわち，オーストリ

ア軍の将校団は，それが主として東エノレベ地方の地主

貴族 (Junker）によって構成されていたプロイセンの

場合とは異なり，その大部分が西南 ドイ ツの貴族や外

国出身者によって占められ，兵士もまた，主に西南

ドイツの傭兵から徴集されるとし、う実態を示してい

た．＠つまり ，そこには，近代国家の国防力の基礎とも

いうべき国民的な背景がほとんど欠落していたのであ

る．このような性格の劣弱な軍事力をもって，フリ ー

トリヒ・ヴィルヘルム 1世（FriedrichWilhelm I ) 

以来能率的に組織されたプロイセン軍の精鋭に括抗せ

んとするなど，およそのぞみうべきことではなかった．

そのような状況を克服せんとつとめた皇帝の軍制改

革のなかで，当然のことながら，歴史的にみてもっと

も重要な意義を占めるのは，国民皆兵的な観念に支え

られて採用，施行された一般徴兵制（Konskription)

である．もっとも，徴兵制の導入という考え方は，す

で、にマ リア・テレジア時代にめばえ， 1770年代より，

戸口調査や徴募区域の設定などの準備がすすめられて

いたので、あるが，ヨーゼフの即位とともに本格的な国

勢調査が行なわれたことにより，＠ 1781年にはオース

トリア・ベーメン地域に限って実施され，やがて他の

領域にも拡大されるにし、たった．これは，まさしく，

理論上は全国民の無差別の兵役義務を承認したもので

あり，その点において，フランス革命の成果にも十分

に比肩しうる重大な改革であったといえる．しかしな

がら，現実の実施状、況はそれほど徹底したものではな

く，実際に徴集されたのは主に下層身分の人々であっ

たというのが真相のようである．＠が，それにしても，

この措置は，ハンガリーやチロノレを除いては云うに足

るほどの抵抗にもあわず，ある程度の効果をあげたこ

とは事実であり，その結果，以後全兵員のをは国内で

の徴兵によって供給され，オーストリアの軍隊の国民

的性格は強められることになったので、ある．また，こ

れに付随して，軍隊の物質的条件や部隊編成と配備

計画の改善等を含むさまざまな改革がすすめられた結

果，オース トリ ア陸軍の実質的な戦力は漸次増強せら

れ， ヨーゼフの治世半ばには，常備兵力30万という目

標をほぼ達成するにいたった．＠そして，組織の面にお

いても，中央の宮廷軍事庁（Hofkriegsrat）と各領邦

の軍団司令部（Generalkommandos）とを結ぶ一貫し

た中央集権的管理体系が確立したことにより，軍事面

に対する等族の介入は完全に排除されることになった

のである．

以上の諸改革により ，皇帝は，十分に整備充実化さ

れた軍事力を不断に擁することになり，類勢挽回のた

めの好機を把握せんものと周辺をうかがうにいたる．

だが，その治世末年に勃発した対 トノレコ戦争は， ロシ

アとの同盟関係への義理立てから不本意におこされた

ものであり，皇帝自身南ハンガリ ーの戦野に赴いて陣

頭指揮をとったにもかかわらず，オースト リアには何

らの成果をももたらさぬままに終わった．このことか

らもうかがわれるごとく，かれは，決してフリートリ

ヒ2世に匹敵するほどの軍略的天才ではなかったので、

ある．そして，われわれは，かれの統治者としての人

格や改革政治の全体をつらぬく特徴ともいえる一種の

アンバランスの感じが生ずるにいたった原因の一つを



そのことのなかに見出すべきではなし、かと考えたいの

である．

註① プロイセンでは王領地収入の割合いが全収入

の半ばにも達していたのに反し，オーストリアの

それは比較にならぬほど僅かであった．それだけ

に，実質的に等族からの貢納に依存する度合が大

きく，財政の二元性克服はプロイセンに比してよ

り一層困難をきわめることになる．第3章の註①

で、紹介したヒンツェ（0.Hintze）や藤原氏らの

論文を参照のこと．

② ドイツ・カメラリズムの財政・経済理論につ

いては，木村元一「カメラリズム成立期の財政」

（『一橋論叢』 22-3）等を参照されたい．

③等族の土地先買権（Einstandsrecht）の廃止，

等族の租税庁（Steueramt）を官房金庫（Kam-

merkasse）に，等族の簿記を官房の簿記にそれぞ

れ統一化したことなど. E. C. Hellbling, Oster-

reichische Verfassungs-und Verwal tungsgeschi-

chte. 1956. S. 303. 

④ マリア・テレジア時代の土地（徴税）台｜｜長規制

は一律的基準によるものではなく，未だ ドミニカ

リストの土地（Dominikalbesitz）とルスティカリ

ストの土地（Rustikalbesitz）との別がかなりの重

要性を有していた．しかも p 前者が後者に比して

50%も低く課税されるという風に不公平に扱われ

ていたので、ある．さらに加えて，貴族の所有地

はその大部分が秘密にされたままであった.E. 

Bradler-Rottmann, Die Reformen Kaiser Joseph 

II. 1976. S. 121 

⑤ ヨーゼフの地租中心主義の考え方は，重農主義

者の 「単一税（impotunique）」の考え方に共通

するものであり，かれが重農主義者の著作を読ん

でし、たことは，すでに多くの同時代人によって指

摘されている.T. C. W. Blanning, Joseph II 

and Enlightened Despotism. 1970. pp. 53 54. 

⑥ 困難をきわめたのは，僅かな測量専門家しかえ

られなかった検地の問題で、あり，結局は，官吏の

厳重な監督のもとで農民達の協力をえてすすめら

れることになる. Bradler-Rottmann, a. a. Q., S. 

122. なお，このような困難な仕事が， とりわけ

エーガー（F.Eger）のごとき非貴族出身の小官

吏によってなされたということは，新時代の到

来を示す指標として注目に値しょう.E. Wan-

germann, The Austrian Achievement. 1973. p. 

92 

⑦ Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 125. 

⑧ Blanning, op. cit., p. 53. 
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⑨ レオポノレト 2世の登場とともに， 等族に対する

妥協譲歩策の一環として，ヨーゼフ時代の措置の

大部分は撤回され，マリア・テレジア時代の土地

台帳に基づく税体系に復せしめられることにな

る．

⑩ この法典は，合理主義的な革新と伝統的な遺風

との混合ともいうべきもので，保守的な人々のみ

ならず， ゾンネンフェノレスやマルティニのごとき

啓蒙的な立場の改革者達からも反対されるにいた

った．また，そのような啓蒙主義と伝統との間の

不明瞭な妥協という性格は， 1768年に公布された

刑法にも明白にうかがわれる．この刑法では，魔

術や異端などに対する刑罰が保持されていたので

ある.Blanning, op. cit., p. 38. 

⑪ Blanning, op. cit., pp. 37-38. 

⑫ 改宗ユダヤ人たるゾンネンフェノレスは，ヴィー

ン大学の行政学の教授としてyまた．みずから主宰

せる週刊誌『偏見なき人（Derohne Vorurteil）』

の執筆者として，啓蒙主義理念と緊密に結びつく

ところのオーストリア・カメラリズム（Kammera-

lismus）の最後の代表者であったといってよい．

ヴォノレテーノレやベッカリーアらの理論に基づくか

れの人道主義的な主張は，マリア・テレジアやヨ

ーゼフ 2世の政策展開に対してかなりの影響力を

もったといわれる．羽Tangermann,op. cit. p.132. 

また，カンは，オーストリアの知的展開の歩みを

考察するにあたって，とくにゾンネンフエルスの

ために 1章を割いている.R. A. Kann, A Study 

in Austrian Intellectual History. 1973. IV. 

Joseph von Sonnenfels. 

⑬ とくに，第二審と第三審の裁判官は国家の官吏

となり，国家によって給料を支払われることにな

っナこ． Brader-Rottmann, a. a. 0., S. 72. 

⑭婚姻法と相続法とを包括したもので，法人格の

概念をはじめて明示した法典として注目される．

緒言において，皇帝はつぎのようにのべる．「す

べての臣民は領邦君主から安全と保護を期待して

いる．臣民の権利を明確に規定し，その行為を，

一般的ならびに特殊的な福祉を要求するようにみ

ちびくことは領邦君主の義務である．」 H.Conrad,

Staatsgedanke und Staatspraxis des aufgekl五rten

Absolutismus. 1971. S. 28. なお，この法典は，

1811年に完成されたが，もっとも本質的なことだ

けを明瞭な形でのべようとしている点でプロイセ

ンの一般ラント法典（AllgemeineLandrecht）よ

りもすぐれているとされる.H. Coing, Epochen 

der Rechtsgeschichte in Deutschland. 1967.邦
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訳『近代法への歩み』（東大出版会） 120～121頁．

⑮従来教会の管轄下にあった両性聞の婚姻契約

は，以後市民的行為として国家の保護権力の支配

下に立つことになり，国家はすべての婚姻立法と

婚姻裁判権を吸収することになった.Bradler-

Rottmann a. a. 0. S. 73 

⑬ 新しい相続法は，嫡出の息子と娘とを対等の地

位におき，非嫡出の子供の地位を改善した.Bra-

dler-Rottmann a. a. 0. S. 73 

⑫死刑は全面的に廃止されたので、はなく， 軍事裁

判や重大な反乱の場合に限定されたのである．な

お拷問や切断刑は廃止されたがp 杖刑や焼印おし

はそのままのこされた. Bradler-Rottmann, a. a. 

0., S. 74. また，死刑の代わりに舟曳きの刑

という極端に残酷な重懲役刑が設けられたが，そ

れは，ゾンネンフェノレスにより，「きびしい，持続

的な，社会のための労働は国家のために有用な刑

罰」として正当化されている. Blanning, op. cit., 

p. 70. 

⑮ ダウン（Daun）『伯の提案に成るもので，前記の

軍事行政委員や軍事司法庁（Militarjustizrat）な

どすべての軍事的な官庁が集中的に統轄される こ

とになった. Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 59. 

⑮ マリア・テレジア時代に設立された軍事アカデ

ミー（TheresianischeMilit注目kademie），幼年学

校（Cadetenhauses），士官学校（Militar-Pfla-

nzschule），砲工学校 (Ingenieur-und Artilleri-

eschule）など．

⑫ このことについては， 17世紀の初めに，スベイ

ン継承戦争や対トルコ戦争で、勇名を馳せたプリン

ツ・オイゲン（PrinzEugen）などの例を想起す

べきであろう．一般にゆたかな土地財産を所有し

たベーメンやハンガリーの貴族達は，将校の勤務

にしたがうことを経済的に必要とは考えなかった

のである. Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 59. 

⑫地区単位で任命された委員が一家族ごとに 2枚

の家族記入用紙，自治体ごとに 4枚の家畜記入用

紙を作成し，調査後は自治体の帳簿にとじ合わせ

られるべきであった．そして3 それが毎年補充さ

れた結果，すべての軍事ならびに行政の諸官庁は

住民と家畜の総数についての情報を不断に収集す

ることができたので、ある.Bradler-Rottmann, a. 

a. 0. SS. 60-61 

⑫主として，最低の無産階層の人々，たとえば，

零細農民，労働者，下級職人，浮浪人，失業者や

軽犯罪者などが徴集され，聖職者，貴族，官吏，

財産のある市民，生産に必要とされた人々などは

免除されたらしい．なお，兵役義務期間は17～40

才で，退役者の服務義務期間は終生であった．

Bradler-Rottmann, a, a, 0., S. 61. 

⑫ ヨーゼフ時代のオーストリア陸軍の部隊編成と

兵力はつぎのようなものであったらしい．

3,061人単位の57歩兵連隊一一174,777人

3,040人単位の17辺境連隊一一51,680人

3守備連隊一一6,995人

砲兵一一13,560人，工兵・地雷工兵一一1,219人

1,252人単位の34騎兵連隊－ 42,568人

1河川警備隊， 13前線支隊一一5,184人

総計 295, 711人（295,983人）

C. A. Macartney, Habsburg Empire. 1968. pp. 

130-131. （数字に若干の誤りがある．）

第5章経済改革ならびに公共・社会福祉事業

a）経済改革

18世紀初頭のオーストリアにおける産業 ・経済界の

一般的状況は，農業生産を中核とする前近代的な生産

様式の優越，内陸国家としての地理的位置にともなう

海外貿易の不振などの事情により，同時代の西ヨーロ

ヅパ諸国に比していちじるしい後進性を示していた．

勿論，それに対して，ハプスブ、ルク家の歴代皇帝は，

カメラリスト（Kammeralist）達①の意見を容れて. 17 

世紀以来，しばしば園内商工業の開発や海外貿易の振

興などをこころみてきたので、あるが，いずれも十分な

成果をあげえないがままに，いわばほとんど不毛の状

態にとどまっていたので、ある． ②

この産業・貿易の振興としづ問題に対して，はじめ

て本格的なとりくみを示したのはマリア・テレジアで

ある．彼女は，その即位当初の第一次行政改革の時期

には商業管理庁（Kommerzdirectorium），後年には商

務庁（Kommerzienrat）を担当官庁として設置し，園

内商工業の強力な保護育成をはかろうとする．すなわ

ち，重商主義の原則にしたがって，ツンフト規制の緩

和による自由な企業活動の促進，高率の保護関税一一

完成品に対する輸入関税，原料に対する輸出関税一ー

の設定，報償金制度，国営マニュファクテュアの設立

などによる工業活動の促進3 内国関税・通行税の廃止

や道路・河川・港湾の改修などによる国内の商品流通の

活液化，さらには，貿易会社の設立育成や外国との通商

条約締結による外国貿易の拡大化など，数多くの経済

保護措置が講ぜられたので、ある．国内の資本不足を補

うために，外国の企業家が多数招致されて，とくにベ

ーメンや低オーストリアで綿布，亜麻布，ガラス 3 製

紙，製鉄などのマニュファクテュアの設立にあたった

が，③そのような工場主のなかでも 3もっとも成功した



1人は女帝の夫たるフランツ・シュテファン（Franz

Stefan）であったといわれる． ＠また， 七年戦争前後

の時期に，西南ドイツ農民によるハンガリ ー，ジーベ

ンピュノレゲンおよびガリツィア方面への大規模な移住

植民が行なわれたことも，⑤東部領域の農業，手工業や

鉱山業の発展を促進した重要な導因として注目されよ

う．以上のようにしてすすめられたマリア ・テレジア

時代の経済保護政策は一先ず成功し，その結果， オー

ストリアの経済状態は大巾に改善され，国家の財政収

入も高められたといわれる．そして，その状態はその

ままつぎのヨ ーゼフ 2世へとうけつがれ，さらに拡大

助長されることになる．

ヨーゼフ 2世の経済政策上の理念においては，重商

主義的な傾向と重農主義的な傾向とが微妙にからみ合

い，＠それが3政策を現実に具体化するにさいしての

功利的な関心とも結びついて，いわば一種の折衷主義

(Eklektizismus）ともいえる特徴を示している． ⑦その

意味で，その政策展開の様相は3 一応はマリア・テレジ

ア時代の産業育成策を大筋において継承しながらも，

より一層複雑をきわめる．たまたま， ヨーゼフ即位直

前の1776年にアダム ・スミスの 『国富論（Wealthof 

Nations）』 が公刊されているが，その影響は未だ大

陸諸国には及ばず，勿論，皇帝も知ることはなかった

ように思われる．

改革の鋒先は，まず，商工業の自由な活動を妨げて

きた中世以来のツンフト強制の束縛をとり 除く ことに

向けられた．そして，手工業者の挨拶の義務の廃止，

ツンフト入会のさいの宴会の風習の廃止等にひきつづ

いて， 1785年には，親方の権利についての世袈的な制

限が撤廃せられ， 6年間の修練をへた熟練せる職人で

あれば身分，信教，国籍の別を問わず，何人たりとも親

方の権利を取得しうることが宣言されるにいたった．

さらに，ツンフト は能う限り解散を悠湿されるととも

に，存続せるものについては，その特権を制限され，

国家の監督下におかれる ことになった．かくして，わ

れわれは，とれらのツソフト抑制政策や並行してすす

められた園内市場自由化の措置③のなかに，「すべての

人が任意の方法でみずからのパンをかせぐことを許さ

れるべきである」③との万民平等の原理に基づいて工

業生産における自由競争を奨励せんとする皐帝の積極

的な意欲を見出すことができるのである．

ついで， 皇帝は，圏内の工業生産力の上昇をはかる

ため，重商主義的な立場から数々の保護助成策を講じ

ようとする．この工業助成策の例としては， 国内の関

税 ・通行税や輸出税の廃止，工場主や輸出業者に対す

る奨励金の交付，外国からの企業家や技術者の招致，

農村家内工業の育成などがあげられるが，とりわけ注
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目されるのは， 1781年にまずチロノレを除くオーストリ

ア・ベーメン地域に適用され，のち1784年にはガリツ

ィアやハンガ リーを含むほんど全領域に拡大された新

関税法の実施により， 綿製品3 麻織物，時計など約200

品目の外国製品の輸入が大巾に抑止されるにいたった

ことである．⑬ま さに，このような工業生産助成策と

ツンフト制限の除去や圏内交通の自由化などの措置と

が相侯って，自由競争に基づく資本の集中化を促進し，

そこに大規模な工業的企業活動が展開されようとす

る．まことに，この， 一方における強力な保護育成策

と，他方における企業の自由な活動を助長せんとの放

任主義的な政策とを並行的にすすめたことによって，

オーストリア各地においても，ょうやく，資本主義的

な経営体系に基づく近代的な工場制度が繭芽的な成長

を遂げよ うとするのである．

以上にひきつづいて当然考慮せねばならぬのは，製

造された工業製品の販路拡張の問題で－ある．すでに，

カーノレ 6世時代の1719年に東方貿易特許会社が，マリ

ア・テレジア時代の1759年にレヴァン トおよびテメス

ヴァノレ商事会社（Levante-undTemesvarer Hande-

lskom pagnie）がそれぞれ設立されて以来， ドナウJll

を下ってバノレカン・近東方面へといたる商業路はオー

ストリアの商品のための期待すべき市場となっていた

が， 皇帝は，1784年に トルコと， 1785年にはロシアと

それぞれ最恵国待遇権をともなう通商条約を締結する

ことによって，積極的な市場拡大をはかろうとする．

他方，ニイデノレラントについては，その地が中世末以

来の商工業の伝統と海外貿易に至便な地理的位置を占

めてはいたものの， 1727年に設立されたオスタン ド会

社が失敗した例もあり，とくに国際関係との微妙なか

らみ合いにより，貿易路拡大への道は困難をきわめる

すなわち， 1648年のヴι ストファーレン条約以来，

オラン夕、、によ るシェノレト河口の封鎖がつづけられてお

り，そのために古来栄えたアントヴェノレベンの港市も

昔日のおもかげを失なってしまったので、ある．そこで，

最後に，マリア・テレジアa:；：：代以来オーストリアの主

要な門戸として着目されてきたトリエスト港の存在が

クローズ・アップされ，⑪1775年には トリエスト港に

本拠をおくオーストリア東インド商事会社（るsterre-

ichisch-ostindischen Handelskompagnie）が設立さ

れるにいたった． ⑫そして，この会社は，皇帝の特許状

をえて3 北アフリカ，中近東，インド，東アジア方面

との通商貿易活動にしたがい，ニコバル諸島の植民地

化をこころみるなど，短期間ながら太洋上に皇帝旗を

ひるがえさせたので、あるが， 1785年における関係銀行

の倒産とともに，その事業を閉じている．また，ヨー

ゼヲは， 1782年に設立されたエジプト貿易会社に援助
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を与えるとともに，独立後の新興国アメリカの将来に

注目し，通商関係を結んだといわれるが，それらも結

局，十分な成果をあげぬままに終わっている．

また，西南 ドイ ツ各地からハンガ リー， ジーベンピ

ユノレゲ、ン，ガリツィア，バナートなどの東方辺境地域

に ドイツ人を移住させるとし、う植民開発事業も，母帝

の政策を継承してひきつづきすすめられた．とりわけ，

南ハンガリーのパチュカ（Batschka）地方への植民事

業は， 1782年に公布された移住勅令（Ansiedlungspa-

tent）に基づき， 皇帝の綿密な配慮のも とで行なわれ，

1784年 3月から 1786年 6月までの 2年余の聞に 2,773 

家族の 11,108人の移住がなされたといわれる．⑬ この

ような， ドイ ツ人を大量に東方に移住させるという皇

帝の植民促進策は，東部辺境地域の産業開発をはかる

とい う経済的な目的を正面に据えながらも， 他方， 全

領域のドイツ化をめざすとし、 う意図が背景に存したこ

とはおそらく否めないところであろう⑪

以上のような各方面にわたる皇帝の保護育成策の結

果，各地における諸産業の勃興，生産力の躍進はめざ

ましいものがあり，とくに首都ヴィ ーンを含む ドイツ

的オーストリア地域ならびにベーメン，メ ーレ ン，シ

ュレージエン等の地域では，各種の製造工業を営む多

数のマニュフ ァクテュアが設立されるにいたった．た

とえば，記録されている統計十こよれば，もっとも工業

化のすすんだベーメンでは， 1781～88年の聞に親方の

数が2倍になり，工場数は 1倍半にまで増大し，⑮低オ

ースト リアでも，工場の従業員数が1783年の94,094人

から 1790年には 182,473人へと約 2倍に増加したとい

われる．⑬またpチロルと前オーストリアを除く全世裂

地からの輸出額も， 1782年の 2,570万グルデンから

1788年には 3,670万グルテンに増加し，ごく概略的な

数字ではあるが，国家の収入は1781年の65,777,780グ

ノレテンから1788年には87,483,740グルテンへと増加し

たとされている． ⑪ベーメンにおける木綿工業，麻織

業，ガラス工業や低オース トリアのぶどう酒醸造業の

ほか，鉱山業や鉄工業の発達もめざましいものがあり，

各地で、生産された鉄や鋼などの優秀さはおとずれる外

国の業者をおどろかしめたほどであった．そのような

工業発達の結果として，中産的産業市民層の台頭はし、

ちじるしく，ヴィ ーン，プラ ーグなどの主要都市では，

それまでのバロック的，貴族的な雰囲気に代わって，

軽快な市民的生活気分が支配的な風潮をなすにいたっ

たので、ある．⑬このような状況について，ハンチ（H.

Hantsch）らによって引用されているー外国人旅行者

一ーリ ースペック (J.C.Riesbeck）ーーの観察記録は

興味深い叙述を含んでいるので，つぎにその一部を紹

介することにする．「本来のオーストリア地方は，全体

的にめぐまれた土地とし、う外見を示している ・一…こ

こでは，異常な貧困状態の痕跡はほとんどみられない．

首都以外の地域の住民のすべては幸福な中産階級の域

に近づきつつある．それは，まさに，温和にして賢明

な統治の結果といえる．農民は土地所有者であり＇ .•. 

貴族の権利は法によって正しく 規制されている． 首都

の南方および東南方の境界に沿って一つづきの村々が

あり，そこは非常な繁栄を示している …ー・ドナウ川

の岸辺で私はさまざまな町や村を見て歩いた．そこの

農民達の大部分は石造りの大きな美しい家に住み， －

ーほとんど毎日肉を，週に 1～2度は焼肉を食べてい

るのである． 」⑬また，かれは，ヴィ ーンについては，

「貧民の数はパ リよりも，そしておそらく ロンドンよ

りもかなり少ない．最下層に属する下女達の服装でさ

えも，かなりの生活水準にある ことを示している．」＠

と記している．ついで，この旅行者は，シュタイエル

マノレクのグラ ーツに走卜き，そこで連日にわたり腹痛を

おこすほどの猛烈な接待を受けた後，チロルで、は，建

築業や行商などにいそしむ住民達の勤勉さに感嘆の声

を発しているのである．勿論，このような旅行者の観

察記録は，それ自体かなり一面的なもので，そこに若

干の誇張があることは否めない．しかし，それにもか

かわらず，オーストリア各地の経済ならびに民衆生活

の状態、がハンガリ 一地方を除き，＠当時の ヨーロッパ

の平均水準以上の良好さを示していたことは事実であ

り，オースト リアが，その後の長期にわたるフランス

革命戦争やナポレオン戦争に十分に対応できるだけの

国力を保ちえたことの要因は，実に，当時の国民の経

済力そのもののなかに存したものと考えられるのであ

る＠

ところで，とれまでのべてきたよ うな熱心な経済振

興策や工業育成策にもかかわらず，ただ一つだけヨー

ゼフ 2世のために遺憾とすべきは，かれが工業の大量

生産方式や技術的改良の面についてはあまり関心を示

さなかったということである．かれは，「機械の使用

は手工業を営む数千の人々を失業せしめるであろう 」

との理由のもとに紡績機械の輸入を禁止したといわれ

るが，そのことなどは，まさに，その時代感覚のズレ

を示すとともに，オ ースト リアの経済的後進性を象徴

する例証といえよう ．しかしながら，その後進的なオ

ーストリア国家においても， 皇帝ョーゼフ 2世の強力

な指導のもとに，万民平等の原理を軸とするあらたな

経済体制が樹立されるにし、たったこと，さらに，産業

経済の近代化が着実にすすめられたことは疑いを容れ

ぬところであり，たとえその進行が緩慢であり，また．

さまざまな障害によってジグザグな歩みを辿らざるを

えなかったにせよ，われわれは，そのことの歴史的な



意義を決して過少評価してはならないと思うのであ

る．

b），公共・社会福祉事業

オーストリア絶対王政下の公共事業や社会福祉事業

の成果は，その出発的においては，マ リア・テレジア

女帝以来のキリスト教的隣人愛の精神に基づくもので

あった．ヨ ーゼフ 2世はこの母より継承した精神的，

制度的な遺産を土台とし 3 さらに加えて，当時の啓蒙

主義ならびにそれと結びつくドイツの行政学（Verwa-

ltungslehre）における福祉国家（Wohlfahrtsstaat)

の理念＠を現実の上に具体化することをめざして，各

種の事業の遂行にあたったので、ある．

まず，公共的な保健衛生の面については，すでに

マリア・テレジアの時代に，中央の官廷衛生代表委

員（Sanitatshofdeputation）と各領邦の衛生委員会

(Sanitatskommission）とを核とする全国的な保健行

政組織が成立しており， ＠その基礎の上に公共病院，産

院，精神病院の設立などの具体的な措置が講ぜられる

ことになる．とりわけ， 1784年に設立されたヴィーン

の一般病院（allgemeine Krankenha us）は，狭義の

病院一一一2,000のベット数と111の病室から成る一一－，

産院，精神病院という 3つの部門を包括した綜合的な

公共医療施設として，その後ながくヨーロッパ諸国の

この種の施設の模範とされるにいたっている＠

さらに，貧民救済事業や慈善施設の整備に対する貢

献も大きく，皇帝は，前述の医療施設のほか多数の孤

児院， 養老院，捨子ホーム，首目者・型rE:t:者収容施設，

未婚の母や私生児のための施設などを設立したことに

より，また，一種の救貧的な社会立法を行なった． ＠こ

とにより，民衆的な人気と不滅の名声とを獲得した．

すなわち，かれの統治のもとで，今やp 従来の個人的な

慈善事業や教会の恩恵的な慈善活動に代わって，「弧

児や身寄りのない病人や生活無能力者のための，ある

いは一般の不具者や嫌悪されている人々に奉仕するた

めの」中央集権的に管理された国家の社会事業が介入

することになったので、ある，そのために充てられた財

源は修道院の解散によって調達された巨額の宗教基金

(Religions fond）であり，低オーストリアのためには

160万グノレデン，ベーメンのためには 100万グルデン

の金額が捧げられたといわれる．＠そして， 1784年に

は，ヴィ ーンに，宮廷慈善施設委員会（Stiftungsho-

fkommission）と慈善施設最高管理局（Stiftungsobe-

rdirektion）が設置され，低オーストリア地域を中心

に漸次各地のあらゆる慈善施設を行政的に統括するこ

とになった．これらの行政機関の長として，救貧制度

全般を管理する地位を占めたのはベーメンの貴族とし

てみずからも救貧事業の私的な実践にあたっていたロ
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ングェヴアノレ (J.N. J. Longueval), ブクォイ (von 

Buquoi）伯の 2人であり p かれらの良心的な努力によ

ってオーストリアの社会福祉事業は，当時のヨ ーロ ツ

パの水準をはるかに凌駕する前進を示したので、ある． ＠

さらに，それらにもまして興味をひく存在は，個人的

な善意と人道主義的な情熱から，数多くの施設づくり

や社会的な援助活動にみずから没頭し，その病人看護

としづ奉仕活動のさ中に死を遂げたといわれるメ ーレ

ンの貴族ベルヒトーノレト（L.Berchtold）伯である．か

ような，今日のヴォランティア活動の先縦ともいうべ

き人物の存在こそは，当時のオーストリアの貴族のな

かに，その特権や財産を濫用するだけではなく，むし

ろそれを社会的な義務の精神において活用することを

心得ていたところの良識的な人々がし、たことの具体的

な証左として，とくに注目に値しよう． ＠

ヨーゼフ 2世の公共的事業としては，そのほか，全

国的な消防制度の整備，首都ヴィーンの都市計画と結

びつくところの道路や公園の建設などがあげられる．

とくに後者についていえば， 皇帝は宮廷の庭園である

アウガノレテン（Augarten）を一般に公開したほか，以

前の宮廷狩猟場たるプラーター（Prater）を市に払い

下げ，市民の好みに合うように設計し直して遊歩用の

公園にするなど民衆生活に寄与した面も大きい．当時

のヴィーンはすでに人口大凡26万を有するヨーロッパ

有数の大都市で、あったが，マリア・テレジアならびに

ヨーゼフ 2世時代の都市構造の合理化をめざす建設事

業によって，バロック・ロココ風あるし、は新古典主義

的な壮麗な建造物と調和のとれた街並とをもち，自然

味ゆたかな郊外に閉まれた美しい都となった．勿論，

それは同時代のパリのごとき豪喜なものではなく，ハ

プスブ、ルク家歴代の君主の飾り気のない質実な人柄を

反映して，むしろ小市民的ともうけとれるほどのつつ

ましい美しさであったといわれる ＠このよ うな街の

たたずまいの美しさのなかで，「ヴィ ーン風」とよば

れる独特の生活情調が醸成せられ，それが音楽や文学

の世界にも影響を与えて，オーストリア文化の基本的

な特徴をなすにいたったものと考えられるのである

この，ヨーゼフ 2世の，上からの社会改革によって

おのずから醸し出された「古き良きオーストリア」の

市民生活の理想は，その後， 19世紀前半のいわゆるピ

ーダーマイヤー （Biedermeier）の時代にいたるまで，

脈々と生命を保ちつづけることになる．たとえば，メ

ツテノレニヒの反動体制下にあって，終始ヨ ーゼフ時代

の幻影を逐いつづけた劇作家グリノレノ勺レツア ー （F.

Grillparzer）の作品『哀れな辻音楽士（Die arme 

Spielmann）』のなかに，われわれはp ヨーゼフの社会

事業の成果についてのある種の感動的な表現を読みと
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ることができるのである．だが，ヨーゼフ改革が三月

以前（Vormi:irz）の時代におよぼした影響の諸相につ

いて語ることは，もはや本稿の目的ではない．非常に

興味深い問題ではあるが，それはまた，いずれ別の機

会にゆずりたし、と思う．

註① 17世紀のベッヒャー（Becher），シュレーダー

(Schroder), 18世紀のユスティ (Justi），ゾンネ

ンフェノレス（Sonnenfels）など．

② 「他のヨーロッパ諸国と比較した場合，ハプ

スブ、ルク帝国は，まだドリルを発明する以前の

油田に似ていた」とプランニソグは評している．

T.C.羽T.Blanning, Joseph II and Enlightened 

Despotism. 1970. p. 55. 

③ とりわけ，マリア・テレジア時代の初期に、ンュ

レージェンの工業地帯を失なったことの埋め合わ

せとして，ベーメン，メーレンや低オーストリア

地方で貴族や外国企業家による諸工業の育成が

はかられるにいたったといわれる. E. Bradler-

Rottmann, Die Reformen Kaiser Joseph IL 

1976. S. 91 

④ トスカナ大公でもあった皇帝フランツ 1世が個

人的な財産家，利殖家として，主として低オース

トリア地方での工場設立など営利的な企業活動で

成功を収めたことはかくれもない事実であり，ブ

ランニングはかれのことを，「18世紀のあらゆる

企業家のなかでもっとも企業心に富んだ人物」と

評している. Blanning, op. cit., p. 56. 

⑤ プロテスタントに対する強制追放措置なども，

このよ うな植民運動の一環として考えることがで

きょ う.Bradler Rottmann, a. a. 0., S. 100. 

⑥ つまりp かれは，ハンチの説くごとく，「コルベ

ールによって育成された富の源泉をで、きるだけ高

額の貿易差額の中に見出そうとする重商主義と，

国家の繁栄を農民の労働に基礎づけられた土地の

中に見出そうとする重農主義というこつの経済の

形式をフランスから学びJ，時と場合に応じて両

者を使い分けるとし、う政策遂行の態度を示したの

である. H. Hantsch, Geschichte Osterreichs. 

1962. Bd IL SS. 228-229. なお，このことにつ

いては，アーレティンがきわめて適切な指摘を行

なっている.K. 0. F. v. Aretin, Der Aufgeklarte 

Absolutismus als europ五ischesProblem. (Der 

Aufgeklarte Absolutismus・Einleitung. 1974.) 

S. 23. 

⑦ この折衷主義（Eklektizismus）とし、う表現は，

ヴアンドゥノレスツカがレオポノレト 2世の政策理念

を特徴づけるにさいして使用したものであるが，

当然，ヨーゼフの場合にもあてはまるものと思

う.A. Wandruszka, Leopold IL 2 Bd. 1963-

64. 

⑧鉱山における奉納制度の放棄（1782），家畜取引

の自由化（1786），市場制限の撤廃（1786），行商

活動の自由化（1787）など. Bradler-Rottmann, 

a. a. 0., S. 108. 

⑨ Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 103. 

⑩ Hantsch, a. a. 0., S. 229. C. A. Macartney, 

Habsburg Empire. 1968. p. 127. ただし，ハ

ンガリー地域の場合は，マリア・テレジア時代以

来いわゆる世襲地から経済的に切り離され，商工

業の発達は促進されず，もつばら農業生産物の供

給地域として扱われていたが，ヨーゼフの時代に

入っても，世襲地との聞の「中間関税線（Zwische-

nzollinie）」は保持され，他の地域に比して不利

な状態のままに据えおかれた. Bradler-Rottma-

nn, a. a. 0., S. 110. 

⑮ 東方との貿易の発展によってトリエストの人口

は短期間内に 3倍に増大したが，とりわけ1770～

80年代にはギリジア人， トルコ人やアノレメニア人

の移住が多かったといわれる.Bradler-Rottma-

nn, a. a. 0., SS. 99-100. 

⑫ 高村象平「オーストリー東インド会社前史」

（『資本主義の歴史的問題』，泉文堂）を参照され

7こし、．

⑬移住せるすべての家族に対しては，旅費，宿舎p

糧食3 家屋建築材料，家具や世帯道具，前貸金が

与えられ， 10年間の租税免除，兵役からの解放な

どの特権，それに病院設備が付与されるなど手厚

く庇護されたといわれる. Bradler-Rottmann, a. 

a. 0., SS. 112-113. 

⑭ ドイツ人の東南ヨーロヅパ植民運動，そしてド

イツ文化の東南方面への拡大の動き等について

は，ヴァリヤヴェークの浩翰な研究がある.F.v. 

Valjavec, Geschichte der deutschen Kulturbe-

ziehungen zu Siidosteuropa. III. Aufkl託rung

und Absolutismus. 1958. 

⑮ この時期のベーメン地方の経済的発展の状況に

ついては，ケノレナーの研究における要約的叙述が

すぐれている.R. J. Kerner, Bohemia in the 

Eighteenth Century. 1932. なお，ベーメンの

代表的な領主マニュファクテュアとしてのワルト

シュタイン（Waldstein）伯の毛織物工場につい

ては，進藤牧郎氏の研究を参照のこと．『ドイツ

近代成立史』（勤草書房），第6章，領主マニュフ

ァクテュア．



⑮ Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 105. とりわ

け，ヴィーン付近のシュヴェツヒアート（Schwe-

chat）の木綿工場は， 45人の管理人と職工長， 410

人の親方（職人頭）， 1,079人の職人， 114人の徒

弟， 183人の労働者， 267人の婦人と 1,208人の区

分け人を有するほどの大規模なものであったとプ

ランニングは言己している. Blanning, op. cit., pp. 

54-56. 

⑫ Blanning, op. cit., p. 56. 

⑬ ただし，首都ヴィーンの場合は，勿論，そこに

商工業の企業活動が活溌に行なわれていたことは

事実であるが，それは，何よりもまず第ーに住宅都

市であり，ベーメンやハンガリーの大貴族達が自

己の荘園で、搾取した収入を消費する場で、あったこ

とがその都市経済の繁栄を支えていたので、ある．

Blanning, op. cit., pp. 88-89. 

⑮ Hantsch, a. a. 0., SS. 230-231. 

⑮ Blanning, op. cit., p. 89. 

⑫ リースペック（Riesbeck）の記録によれば，ハ

ンガリーで観察した場景は世襲地の場合とは

反対であり，エステルハツイ (Ester hazy）公の

隣人達は幽霊のようにみえたと記している. E. 

Wangermann, Austrian Achievement. 1700-

1800. 1973. p. 111. 

⑫ このようなオーストリアの経済の繁栄ぶりにつ

いて，ヨーゼフ自身，弟レオポノレトに宛てた手紙

のなかでいささか誇らしげにつぎのように書き記

している．「ドナウ川を航行し，レヴァントやク

リミア半島方面に向う船は日々増加しつつある．

一各種の工業は禁止された商品もなく繁昌して

いる．最近では，ニュルンベノレク，シュヴァーベ

ンやイギリスからさえも多くの人々がやってきて

マニュファクテュアを営むためにこの国に定住し

ている．・・・・・・」． Blanning, op. cit., p. 55. 

＠ たとえば，ヴォノレフ（C.羽Tolff）の『人間の

社会生活についての理性的思想（Verniinftigen

Gedanken von Gesellschaftlichen Leben der 

Menschen）』において展開された思想などがその

代表的なものといえる．かれによれば，国家は公共

の福祉と安全を促進する義務を有するがゆえに，

未成熟な人民をゆりかごから墓場までその強制命

令によって管理すべきであるというのであり，こ

のようないわば警察国家（Polizeistaat）的な考え

方は，マノレティニ（Martini）やゾンネンフヰノレス

(Sonnenfels）らにも影響をおよぽすにいたってい

る. F. Hartung, Der Aufgeklarte Absolutismus. 

H. IZ. Bd 180. 1955.成瀬治「後進国の近代化」
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（筑摩書房版『世界の歴史』 12）を参照のこと．

@ E. C. Hellbling, Osterreichche Verfassungs-

und Verwaltungsgeschichte. 1956. S. 301. 

⑫ この一般病院の建物は，巨大な規模の，妥協を

許さざる機能主義の様式につらぬかれ，今日にお

いてすら近代建築として通用するものといわれ

る．もし建築において「ヨーゼフ主義 (Josephini-

smus）」というものがあるとするならだ，この建

物こそがその代表的なものというべきであろう．

羽Tangermann,op. cit., pp. 129-130. 

＠ マリア・テレジア時代にも工場での少年労働に

対して若干の規制がなされていたが，ヨーゼフは，

1787年に，宮廷政庁の名で命令を発し， 9才以下

の年少者の工場での労働をきびしく規制してい

る．なお，国営工場については，病人や老人に対

する配慮も行なわれた. Bradler-Rottmann, a. a. 

0., S. 106. 

⑫ Blanning, op. cit., p. 71. 

⑫ ヨーゼフ時代の救貧制度の実態については，つ

ぎのような興味深い記述がのこされている．「毎

週各家にーヶの閉じた箱がもち込まれ，すべての

借家人はその中に任意の額の貨幣を投げ込む．…

ーその義掲金の配分は，毎週教区ごとに4等級

に分けて行なわれる．第1級は 8クローネ，第2

級は 6クローネ，第 3級は4クローネ，第4級は

2クローネ……… 1人の貧民頭（Armenvater）と

1人の会計係がその施設を管理することになる．」

Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 161 

⑫ Hantsch, a. a. 0., S. 226. 

＠ この時代前後のヴィーγの姿をあますところ

なく伝えた好著として，マノレセノレ・プリオンの

つぎの書物を参照されたい.M. Brion, La Vie 

Ouotidienne a Vienne a L’epoque de Mozart 
et de Schubert. 1961.邦訳『ウィーン，はなや

かな日々』（音楽之友社）

第6章教育改革と文化政策

a） 教 育 改 革

教育制度改革の問題も，啓蒙的絶対君主としてとく

に国民の精神的形成に留意せんとするヨーゼフ 2世に

とっての大きな関心事であった．

オーストリアにおける学校教育の体制も，他の分野

におけると同様に，マリア・テレジアの時代に入って

はじめて，等族とくに聖職者階層の支配から脱却し，

近代的な国民教育への基礎づけを与えられるにいたっ

たものということができる．すなわち，女帝は，啓蒙

主義に由来する国家の全能という見解にしたがって，
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教育制度を国家が配慮せねばならぬところの福祉行政

の問題とみなし，学校教育を国家に忠実に奉仕する人

間を養成するための重要な手段という風に考え，数々

の改革をすすめていったので、ある．彼女のもとにあっ

て教育制度改革の佐事を担当した主要な人物は，女帝

の侍医としてオランダから招かれ，主として大学や高

等教育の改善にあたったゲルハノレ ト・ファン・スヴィー

テン（G.van Swieten），①およびプロイセン領のシュ

レージエンから移って民衆のための初等教育を確立す

る仕事を委託されたフェノレピガ－ (J. I. Felbiger）② 

の2人である．この時代に行なわれた教育改革として

は，大学に対する教会とくにイェズス会の支配を打破

し，大学を官吏養成を主目的とする国家の教育機関

に変形せしめたこと，貴族の子弟のための特別の教育

施設としてヴィーンに寄宿学校（Ritterakademie=

Theresianum）を創設’したこ と，東方アカデミー

(Orientalische Akademie）③ や商業アカデミー

(Realhandl ungsakademie）など各種の職業教育機関

を設立したことなどがあげられるが，なかでも重要な

位置を占めるのは1770年代にフェノレピガーらによって

すすめられた初等教育の改革一一師範学校（Normals

chule）の設立，小学校（Trivia Isch ule）の設置とその義

務制化などを含む1774年の普通教育規則（Allgemeine

Schulordnung）の公布＠ーーである． また，教育行政

の面でも，中央の君主に直属する最高の指導機関たる

官廷教育委員会（Studienhofkommission）から各領邦

の教育委員会（Schulkommission）をへて学校現場へ

といたる中央集権的な教育管理体制が整備されて，国

家による教育支配がほぼ達成されるVこいたった．学校

で使用される教科書等についても，これらの教育委員

会の検定をへることが強制されるようになったので、あ

る．

ヨーゼフ 2世は，このマリア・テレジア時代に行な

われた改革の成果を基盤とし，国家機能の運営を最善

ならしめるためには国民教育の普及こそ肝要不可欠で

あるとの確信をもって，さらに積極的な推進をはかろ

うとする．そして，そのために，前代の宮廷教育委員

会を補強する目的で1782年に設置されたのが教育と出

版検閲に関する官廷委員会（Studien-und Bi.icherze-

nsur hofkommission）であり，それは， 議長のチョテ

ツク (J.Chotek）：イ自のもとで官廷図書館長のスヴィ ー

テン（G.van Swieten）⑤によ って運営され，大学，

各種アカデミー，一般教育，出版検閲事務，学問・芸

術の助成など教育ならびに精神文化に関するあらゆる

事柄を包括的に管理する最高の中央機関となった．

このような組織のもとで，かれは，その治世10年の聞

に，教育制度の改善を指向した無数の法令を公布する

にいたったのである．

まず， 1780年，かれは，各地の学校監督官に対してp

半年ごとに分担地域の学校教育の実状を視察すべきこ

とを命じている．初等教育については，マリア・テレ

ジア時代に制定された普通教育規則（Allgemeine

Schulordnung）にしたがって，小学校（Trivialschule) 

の普及とその義務制化を強化推進しようとする．学令

に達した児童を 100人以上有する自治体は必ず学校を

建設すべきであり，その費用は領主，自治体，教区の

三者が分担すべきであると指令される．教育に対する

地方等族とくに教会の影響は完全に排除されて，学校

教育はあくまでも国家の監督と指導のもとで運営され

るべきであった．その結果，当然，私立学校は禁止さ

れ，家庭教師ですら国家試験を受けねばならぬことに

なる．また， 1782年 9月21日付の宮廷命令によれば，

教区の司祭は毎年学令期に達した児童を就学させるよ

う両親に警告せねばならず，その忠告を無視した者に

対しては罰金や労役刑が課せられることになった．⑥

さらに加えて，とりわけ重要なことは，「すべての市

民はその最善の能力をもって国家の仕事に奉仕すべき

である」との論拠から，全国民の子弟に対して性別⑦

や民族・身分・信教の別なく平等に初等普通教育を受

ける権利を付与したということである．以上のような

措置の結果，教会側からの激しい反対にもかかわらず，

初等教育の義務制化はすみやかに実現されようとし，

ドイツ的オーストリア地方においては， ヨーゼフの治

世末年，すでに，学令児童73万人に対して約21万人の

就学（約29%）をみるにいたる．この数字は当時の

ヨーロツパではおそらく最大のものであり，まさに，

教育革命の名に値するできごとといえる．このこと

のなかに，われわれは，ヨ ーゼフ 2世やフヰルピガー

(Felbiger）らの「読み，書きを学ぶ人の数をできる

だけふやす」③との啓蒙主義的な感覚による努力の跡

をみるべきであろう．さらに，これにひきつづいて，

教育課程の編成や教科書・教材の作成も行なわれ，あ

らたに養成され，国家から給与を支払われた教師群を

通じて国家目的に沿う教育がすすめられることになっ

たのである．

また，中等教育，とりわけ従来主として修道院によ

って指導されてきたギムナジウム（Gymnasium）も，

聖職者階層が教師の地位から漸次排除されて国家の管

理下におかれることになった．その教育課程もきびし

く合理化され，従来偏重されてきたラテン語，神学な

どの人文主義的な教養科目に代わって，地理，歴史，

自然科学などの実用的な新科目が導入され，重視され

るようになった．しかも，その講義には，非ドイツ的

地域においですら，ラテン語に代わってドイツ語を使



用することが強制されたので、ある．中等教育における

このような改革は，初等教育の場合とは全く逆の結果

をもたらすことになる．すなわち‘人文主義的な教養

が軽視されることになった結果，ヨーゼフの意向にし

たがわなかった多くのギムナジウムやそれに準ずる中

等学校が廃止され，生徒数も大巾な減少をみるにいた

った．全領域にわたって 813のギムナジウムが閉鎖さ

れたといわれる．マリア・テレジアによって創建され

た前記の寄宿学校（Theresianum）ですら廃止の憂き

目をみることになったので、ある．

高等教育についての皇帝の改革的意図は，はじめ初

等・中等教育の場合に比してかなりゆるやかであり，

一見いわゆる「学問の自由」を許容する姿勢を示して

いるかにみえた．しかしながら，大学に対しては，旧

来のカトリック教会の支配力が破砕され，神学的組織

の残惇が払拭されるとともに，中世以来の自治的な裁

判権なども剥奪され，あらたに国家の直接的な管轄の

もとで，アカデミックな研究施設から官吏養成の場へ

と変形させられることになる．すなわち，かれの実用

主義的な見解によれば，純粋な学問研究を主とし，学

者や研究者を養成する機関などはおよそ無意味で価値

のない存在であり，国家に対する奉仕と義務の念に充

ちた有用な官吏，法律家や医師などを養成し，供給す

ることこそ，高等教育機関のもっとも重要な機能でな

ければならず，かれは，そのような意図にしたがって

大学の組織内容を改造するための改革をすすめていっ

たのである．

ところが，このような一種の国家機械主義（Staats・

mechanismus）に基づく教育の国家管理体制は，初等

教育に対して効果的な影響をおよぼしたにもかかわら

ず，高等教育とりわけ大学に対しては破滅的な結果を

もたらすにいたった．国家によって任命された大学の

管理者は，命令に服しない教授達をきびしく処罰した

ので，教授達から悪霊（Alpdruck）のごとくおそれら

れる存在となり，研究活動などはおよそ行なわれなく

なった．⑨つまり，法律学や財政学のように官吏養成に

直接関係のある学問以外はほとんど尊重されず，たと

えば哲学部のごときは無用化され，その学生はギムナ

ジウムの上級生程度の地位におとされたので、ある．大

学の数も削減され，ヴィーン，プラーグ，ベスト，レン

ベルク，ノレーヴァンの 5大学のみがのこされるにいた

った．⑬このような状態はpつぎのレオポノレト 2世の治

世に入ってようやく是正され，自由な研究を可能なら

しめる方向が打ち出されることになった，

また，ヨーゼフは，宗教的な神学教育についても，

それを国家の担当すべき仕事という風に考えた．そし

て， 1783年には，従来教会側の自由に任せられており，
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教皇至上主義というヒドラの巣とみなされていた教区

神学校（Diozesanseminar）や修道院学校（Orden

hausschule）を廃j止し，それに代わって，国家の監

督下で俗人説教師（Weltgeistliche）や修道司祭

(Ordengeistliche）を養成するところの一般神学校

( Generalseminar）を設立するにいたった．これは，

国家教会主義（Staatskirchentum）の実現をめざすか

れの教会政策の本質とも深くかかわり合うところの措

置であり，かれは，この学校での 6か年の課程で養成

された新しい聖職者に対して，国家目的に沿う，敬度

にして道徳的志操ゆたかな国民を育成することを期待

したのである.＠しかし，ヨーゼフ 2世のこの措置に対

しでも，とくに教会・聖職者側からの反対が激烈をき

わめたため，つぎのレオポノレト時代に入ると，結局は

その全面的な撤回と旧体制への復帰がはかられること

になった．

b）文化政策

つぎに，当時のドイツの思想界を風鹿したいわゆる

啓蒙主義（Aufklarung）の運動L それに対するヨー

ゼフ 2世の態度等について一瞥することにしたい．

18世紀後半のドイツの思想－文学運動に対するフラ

ンス啓蒙主義の影響はとりわけいちじるしいものがあ

り，カント（I.Kant），レッシング（G.E. Lessing) 

ヴオゾレフ（C.Wol百），クロプシュトック（F.G. 

Klopstock), メンデノレスゾーン（M.Mendelssohn) 

など当時の学者，知識人の多くは，いずれも何らかの

形で，その思想的な洗礼に浴したといわれている．わ

けでも，イギリスに源を発し，その勢力を全ヨーロッパ

に拡大しつつあったフリー・メーソン（Freimaurerei) 

の影響は大きく，それが宗教的自由を標模したことに

より，プロイセンのフリートリヒ 2世やオーストリア

のフランツ 1世のごとき君主をも加入せしめていたよ

うである．また，同じころ，それを模倣したも必密結社

として，バイエノレンのヴケイズハウプト（Weishaupt)

により啓蒙会（Illuminati）としづ組織がはじめられ

(1776），フリー・メーソソと似寄った理念をかかげ

で，主として西南ドイツ方面に勢力を扶植しつつあっ

た．この両者ともに，その狙いは本質的に啓蒙的，教

育的であり，あらゆる言論上の手段を講じて，人間の

道徳性を傷つけ，破壊した宗教的，国民的な偏見の一

掃をはかるとともに，それを育んだ旧来の教会勢力や

絶対君主の圧力に対し攻撃の鋒先を向けようとする．

両者の支部はオーストリアのヴィーンにも設けられ，

クレーズノレ（F.K. Kresl), ゾンネンフェルス (J.v. 

Sonnenfels），ハイドン (I.Haydon）など首都の知名

人士の多くがそれに加入していたといわれる．たとえ

ば， 1791年に上演されたモオツアルト（Mozart）のオ
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ベラ『魔笛』のごときも，これらの人々の人道主義的

な理想や教育的情熱のもっ とも首尾一貫した包括的，

劇的な表現といえよう．⑫

ヨーゼフは，い うまでもなく，啓蒙主義的理念のも

っとも純粋な信奉者であり，その意味で，これらの結

社が唱えたのとほぼ同ーの思想的な基盤からその改革

政治を推進しようとしたことは事実である．しかしな

がら，かれの立場はあくまでも国家統治の至上権を担

う絶対君主であり，その感覚からすれば， 当然，こ う

した民間結社の掛密めいた活動に対して警戒の念をい

だかざるをえない．かくして， 1785年には，フリー・メ

ーソンに対する規制措置を発するにいたる．すなわ

ち，「これらの結社は社会的に有用ではあるが，やはり

とりしまるべき必要があった」のであり，⑬皇帝の専

制権力のもとにあっては，啓蒙的事業ですらかれ自身

の手によってのみ行なわれなければならず，かれはす

べてを支配せねばならなかったのである．

この時代のフ リー・ メーソンや啓蒙会の会員のなか

には，前記の学者や知識人達のほか，のちにオースト

リアの 「ジャコパン党 (Jako biner）」を形成した人々

も多数含まれていたといわれる．この人々は，ョ ーゼ

フ2世妓後の反動の時代に，ヨーゼフ改革の再現とフ

ランス革命の精神に沿う急進的な改革の方向とをめざ

したが， 1794年，その主たる指導者と目されたマルテ

ィノヴィチ（I.Martinovics）が逮捕・処刑されたこ

とにより自然に消滅するにいたった．⑪

ヨーゼフ 2世の治世は， 他の偉大な君主，たとえば

エリザベス 1世やノレイ14世の時代におけるごとき学芸

文化の繁栄による輝かしい世紀としての様相を示すこ

とは少ない．かれは，その生来の地味で質実な性格か

らして政治・軍事・経済等の実際的な事柄にのみ興味

を有したがゆえに，精神文化や芸術面の活動には多く

を期待しなかったように思われる．そのようなわけで，

かれは，個人的にも，サン・スー・シーの哲学者とよ

ばれたフリートリヒ 2世にみられるごとき文芸趣味の

ディレッタントたることをもってみずからを装おう と

はしなかったので、ある．だが，それにもかかわらず，

かれによってすすめられた宗教上・経済上の諸改革や

教育開発の事業は，そこにおのずから，自由な市民的

生活の雰囲気を醸成せしめ，学問文化の発達に大きな

寄与をなすにいたった．音楽・演劇を中心とする学芸

の都としてのヴィーンの良き伝統は，実に，このマリ

ア・テレジアならびにヨーゼフ 2世の時代に確固たる

基礎を据えられることになったのである．

以上のことと関連してその重要性が指摘されるの

は，ヨーゼフによる出版検閲制度緩和の問題である．

マリア・テレジアは，カトリック主義的な宗教を擁護

し， 国民の良俗と国家をまもる とし、 う意識から， とく

に治安対策との関連において出版物等に対する検閲措

置を持続強化するという方針を固持した．そして，最

初はその仕事をヴィーン大学や低オーストリアの政庁

に委託したが，のち1753年には，中央政府に下属する

とともに聖職者側にも帰属したかなりあいまいな性格

の図書検閲委員会（Biicherrevisionskommission）を

設置するにいたっている．その結果，この時代には，新

聞の発行や図書出版などの活動はきわめて沈滞した状

況にあったといわれる．それに対して， ヨーゼフ2世は，

共同摂政体制の開始以来，母帝の見解とは異なる独自

の原理を展開させよ うとする．それは，即位後， 1781

年に， 「本格的な今後の図書検閲規定についての原則

(Grundregeln zur Bestimmung; einer ordentlichen 

kiinftigen Biicherzensur）」として提出されたが，そ

れによれば，大衆用の一般的な書物と知識人用の学問

的な書物とが区別され，前者がきびしく検閲されるべ

きであるのに反して，後者は多少の危険箇所があった

にせよ許容されてよいというのである．⑬ついで，1781

年 6月8日付をもって有名な検閲法（Zensurgesetz)

が公布され，それによって，従来存した領邦単位の検

閲官庁は廃止され，そのもっとも重要な仕事はあらた

に設置された中央の宮廷検閲委員会（Zensurhofkom-

mission）に移されることになった．⑬そして，教会によ

る検閲は全面的に排除され，以後検閲の仕事は中央の

委員会の監督下にあって，ョーゼフの「原則」に基づ

く指示を受けた国家の官吏によって行なわれることに

なった．

検閲法は検闘を決して廃止することな く，単にそれ

を制限したにすぎなかったにもかかわらず，それは，

まさしく解放として，また出版の自由として一般から

受けとられた．それに加えて，検閲の内容が1787年以

来大巾にゆるめられ，とりわけ教会側からの宗教上の

規制が事実上廃止された結果，ヨーゼフの時代には，

幾多の反教会的な新聞，小冊子や図書の類が比較的自

由な表現を用いたままで印刷・弘布され，外国の出版

物も自由に提供される としづ状況となった．このよう

な皇帝の検閲緩和政策は，その治世末年には反動への

後退を意味する検閲再強化の措置が講ぜられたとはし、

え，⑫まさしく当時のヴィ ーンをしてヨーロッパ最大

の言論出版の都たらしめるにいたり，そこには市民の

政治的な関心や世俗的好奇心を刺激するような小冊子

類が氾濫していたといわれる．⑬まさに，皇帝の人柄自

体ですら批評の対象となりうるような自由な雰囲気が

存したので、ある．このような雰囲気の中で自由な著作

活動民営まれたことが， 19世紀初期のいわゆる後期ョ

ーゼフ主義（Spatjosephinismus）あるいは初期自由主



義（Friihliberalismus）の運動⑬を準備する土台をな

すにいたったものと考えられるのである．

ヨーゼフ 2世の文化政策を一言につくせば，それは，

当時の一般の領邦君主のロココ的なフランス文化愛好

趣味につよく反接して， ドイツ的な文化を育成発展さ

せることを主眼目とするものであったということがで

きる．プロセインのフリートリヒ 2世が日常の用語と

してフランス語を使用し，ヴォルテールやデ、ィドロら

のフランス啓蒙思想家を招致して王立学士院（Berlin

Akademie）を創設するなど，もつばらフランス的文

化の育成・ 普及をはかったのに反して， ヨーゼフ 2世

は， ドイツの諸君主のなかでのほとんど唯一のゲルマ

ン愛国者として，みずからも能う限りドイツ語をもっ

て語り，書き，さらにまた， ドイツ人の学者や芸術家

に対しては，その本来のドイツ的な資質をもって創作

することを鼓舞・奨励したのである．当時にいたるま

で，ヴィーンの楽壇には，未だにイタリア風のオペラ

をよろこぶ風潮があり， ドイツ風のものはまるでかえ

りみられないとしづ実状であったが，そのような風潮

のなかにあって，皇帝がモオツァノレト（Mozart）の出

現を心から歓迎し，その独創的なドイツ風オペラたる

『ドン・ジョヴアンニ（Don Giovanni) JIのヴィ ーン

での公演に対して称讃と激励の辞を惜しまなかったと

いうことは， ドイツ文化史上重要な意義を有するでき

ごとであったといえる．それは，まさしく， ドイツ音

楽のイタリア・オペラの影響からの解放の契機として

の歴史的な画期性を指摘されているのである．また，

ヨーゼフ 2世は，共同摂政時代の1776年，ヴィーンに

国民劇場一ーのちのブルグ劇場（BurgTheather）一ー

を創立し，これをドイツ演劇が永久的に上演される場

たらしめた．＠ このような措置もまた，ドイツ的文化の

育成をめざすというかれの政策の一環を成すものであ

り，看過しえぬできごとといえる．つまり，かれは，

ドイツ的な国民演劇の振興をはかるとし、う直接的な目

的に加え，文化的な手段を用いて園内の諸民族を統一

せしめんとのきわめて現実的，政治的な意図のもとに，

この国民劇場を出現させたものとも考えられるので

ある．まさに，ョーゼフの以上のような政策が功を奏

した結果として， 19世紀のヴィーンは，シューベルト

(F. Schubert）やヨハン・シュトラウス（J.Strauss）の

登場により，また，グリルパルツアー（F.Grillparzer), 

ライムント（F.Raimund），’ネストロイ (J.N. N es troy) 

らの活躍により，音楽と演劇の黄金時代を迎えるにい

たったので、ある．＠

註① ゲルハルト・ファン・スヴィーテン（Gerhard

van Swieten）は，ヴィーン大学とくにその医学

部の組織改革に尽力したことによって知られ，解
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剖学と外科医学の研究体制の確立者としていわ

ゆるヴィーン学派の祖といわれている．かれの医

学史上の功績については，最近ヴィーン大学で行

なわれた、ンンポジウムの記録が公刊されている．

Gerard van Swieten und seine Zeit. Inte-

rnationales Symposium, veranstaltet von der 

Universitat Wien im Institut fur Geschichte 

der Medizin. 8-10 Mai. 1973. 

② フェルピガー (J.I. Felbiger）は当時のョーロ

ツパ切っての教育改革者として知られ，マリア・

テレジアおよびヨーゼフ 2世に仕え，すべての市

民はその所属する共同体に対して有用な寄与を

なすために学ばなければならないとし、う功利主義

的な見解を固持して初等教育の改革にあたった．

T. C. W. Blanning, Joseph II and Enlightened 

Despotism. 1970. pp. 68-69. 最近刊行され

たつぎの書物なども参照されるべきであろう. J. 

Sanzel, Die Schulaufsicht in Reformwerk des 

J. I. von Felbiger. 1976. 

③ トノレコに対する商業的関心の増大しづ状況に応

じて1754年に設立されたアカデミーで，トノレコ語，

アラピア語，ベルシア語等を研究するとともに，

外交官の養成にあたった．のちに領事アカデミー

(Konsularakademie）と改称された.E.Hellbling, 

Osterreich ische Verfassungs und Verwaltun-

gsgeschichte. 1956. S. 300. 

④ このあらたな教育制度によれば，各教区ごとに

市民としての基本的な知識・教養を与える小学校

(Tri vialschule），各郡ごとにやや高度の学問・知

識を教授する主要学校（Hauptschule）や女学校

(Madchenschule）， 各領邦ごとに教師養成にあ

たる師範学校（Normalschule）が設置されるべき

であった. Bradler-Rottmann, Die Reformen 

Kaiser Joseph II. 1976. S. 133. 

⑤ ゲノレハノレト（Gerhard）の息子ゴットフリート・

ファン・スヴィーテソ（Gottfriedvan Swieten). 

父の後をついで教育や検閲の問題を担当し，とく

にョーゼフの治世末期には，検閲の再強化政策に

抵抗し，出版の自由を擁護しようとしたことによ

って知られる. E. Wangermann, The Austrian 

Achievement. 1973. pp. 158-159. 

⑥ Bradler-Rottmann, a.a. 0., S. 140. 

⑦ 18世紀の一般的状況において異例とされるの

は，女子を教育することの必要が力説されたこと

であった. Blanning, op. cit p. 69. 

⑧ ヨーゼフは，1781年11月29日にブリューメゲン

(Bliimegen）に宛ててつぎのように書いている．
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「読み， 書きを学ぶ人の数をできるだけ多く，よ

り高度の学習に向かう人の数をより少なく，大学

での研究に通うのは，もっともえりぬきの才能を

もっ人々のみとされなければならない．」Bradler-

Rottmann, a. a. 0., S. 138 

⑨ H. Hantsch, Geschichte dsterreichs. Bd II. 

1962. SS. 227 228. また，このようなきびしい

政策に対して，ミラボーはつぎのように非難した

といわれる．「偉大なる神よ，かれは魂に制服を着

せることをすらのぞむのか．それはまさしく専制

主義の絶頂である．」 Blanning,op. cit., p. 68. 

⑩ このほかの大学，ブリュン，インスブ、ルック，

グラ ーツおよびフライブ、ノレクのそれは，法律学科

をもっギムナジウムの地位におとされることにな

った. Bradler-Rottmann, a. a. 0., S. 139. 

⑪ ヨーゼフは，この一般神学校で養成されたキ リ

スト教的寛容の念に充ちた新しい司祭達が，信仰

の面のみならず，教育や経済などの面で地域住

民に啓発的な奉仕活動を行ない，それによって国

家に貢献することを期待したので、ある. Bradler-

Rottmann, a. a. 0., SS. 155-156. 

⑫ ワンゲノレマンは，このできごとを， 「啓蒙主義の

時代におけるオーストリアの偉業の頂点をなすも

のだと主張しでも決して過言ではなし、」と評価し

ている. Wangermann, op. cit., p. 155. 

⑬ S. K. Padover, The Revolutionary Emperor: 

Joseph II of Austria, 1967. p. 192. 

⑭ オーストリアのジャコパン派運動の問題につ

いてはシラギやワンゲノレマンの詳細な研究があ

る. D. Silagi, Jakobiner in der Habsburger-

Monarchie. 1962, E. Wangermann, From Joseph 

II to the Jacobin Trials. 1959 

⑮ この「原則」においては，つぎのようなかなり

思い切った表現すらみうけられる．「批判は，それ

が単なる誹誘でないかぎり，今や自由に行なうこ

とができる……ーとりわけ，著者が堂々とみずか

らの名前を出したときには，それは決して抑止さ

れるべきではない．」 Bradler-Rottmann,a. a. 

0., S. 80. 

⑮ この委員会は，翌1782年には，宮廷教育委員会

に統合されて，教育ならびに出版検閲に関する宮

廷委員会（Studien-undBiicherzensur hofkomm-

ission）と名称を改められた．

⑫ 具体的な措置としてすすめられたのは1789年7

月1日付の印紙税（Stempelge biihr）賦課であり，

その結果，新聞や小間子の発行部数は減少するに

いたっ7こ. Bradler-Rottmann, a. a. 0., SS. 83-

84 

⑮ この時代に，各種の定期刊行誌の寄稿者とし

て名を成した人物としては，すでに早い時期に活

躍していたゾンネンフ ェノレスのほか，ホーフマン

(L.A. Ho百mann），ベツノレ（J.Pezzle), クラッ

ター（F. Kratter), リヒター（J.Richter) , リ

ーデ、ノレ（A.Riedel）らが知られている． まさに，

ヨーゼフ治世末期における言論の自由の姿は，イ

ギリス大使をして，「イギリスにおけると同様」と

驚嘆せしめたほどであり ，そこにおのずから，皇

帝の政策に対する批判が醸成されることになる．

Wangermann, op. cit., pp. 134-138. なお，

パーナードのつぎの書物も，この時代の急進的な

ジャーナリズム運動の展開の様相をえがし、たも

のとして，興味深い内容を含んでいる． P. P. 

Bernard, Jesuits and J acobins. Enlightenment 

and Enlightened Despotism in Austria. 1971. 

⑮後期ヨーゼフ主義（Spatjosephinismus）の諸問

題については，ヴァリヤヴェークやマースらの研

究に委しい. F. v. Valjavec, Der Josephinismus. 

1945. F. Maass, Der Josephinismus. 5 Bde. 

1952-60. Bd V. Der Spatjosephinismus. 

⑫ Wangermann, op. cit., p. 122. 

⑫ 藤村宏 『ロマン主義と リアリズムの間一一19世

紀ドイツ・オーストリア文学一一』（東大出版会）

を参照のこと．

一一未 完一一
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学生の実態調査について

実態調査委員会

A Survey of the Actual Condition of the Students 

It has been fifteen years since Ariake College of Technology was founded. The educational 

condition have been improved, but, on the other hand, it is pointed out that the ability of 

the present students is notably lower. Therefore, we, the research committee on the actual 

condition of the students, made a survey so that we could understand better the quality of 

our students and find ways of teaching them that will help improve their ability. 

昭和38年 4月に本校は，開校し，以来15年を経過し

た．この15年間を振り返ると色々な面からみて 3期に

わけられると思う．

第 1期は，第 1回卒業生を社会に送り出すまでの 5

年間である．この期間は， 多くの受験者を集め，優秀

な学生が入学して来た．毎年在学生は増加して行き，

高校でもない大学でもない高専独自の教育方法を探求

しながら，学生も教官も一丸となって新しい学校の建

設に意欲的に取り組み，本校の進むべき道を切り聞い

て来た．基本的な教育方針は，この期間に確立された．

第2期は，昭和43年頃から始まる．この43年頃は，

学生運動が盛んであった時期で、ある．この学生運動

は数年後には，段々とおさまり，それに従ってしらけ

の時代に入ってくるが，学生は比較的によく勉強をし

ていた．この第2期は48年頃迄の期間であり，第 1期

において確立された教育方針にのっとり教育にあたっ

て来た時期である．受験者は定員の 4～6倍前後を集

め，順調に発展して来たように思う．経済的高度成長

の為，卒業生は，求人倍率10倍以上としづ引張りだこ

の状態で，就職の為の苦労を何ら味わうことなく社会

へ出で行き，産業界からは，高専卒業生について色々

な批判はあるも，非常な好意をもって迎え入れられ，

又，卒業生は，これに答えて来たと思う．しかし，こ

の期の終り頃には，学生の意識の中に，以前とは異な

つわものがみえるようになって来たように思う

第 3期は，昭和49年頃から現在まで続いている．公

害問題を契機として科学技術に対する不信が生ずる一

方，経済発展の為，多くの若者が大学へ行けるように

なり，高専に対する受験者は減少してきた．文，同時

に，受験者の意識も以前と異なり，高専を高校と同列

視し，高校との相違をほとんど理解する事なく入学L

The Research Committee 

on the Actual Condition 

of the Students 

て来る者が増えて来た．これは学生だけではなく，父

兄についてもいえる． 第 2期までは，このような意識

の学生は，ほとんど見受けなかったことである．この

ことに象徴されるよ うな学生に対しては，第 1期に確

立された教育方針，指導方針では，対応し切れなくな

って来ている

高専の目標とするところは，高く掲げながら，これ

らの学生を教育して行く為には，どのような方策をと

ればよいかの探求は急務を要する．その為には， 先ず

学生の実態がどのよ うになっているかを明確に把握す

る必要がある．把握された学生の実態を共通基盤とし

て議論を重ねて行けば，新しい展望が聞けるはずであ

るという事から，昭和52年 4月に教務主事の諮問機関

として，実態調査委員会を作り，調査にあたって来た．

委員会では，種々討議を重ね，調査する事項を6項目

と決め，各事項を委員が分担して調査の実務にあたっ

た．

調査事項と担当者は，次表の通りである．

事項 I 入学者の中学校時代の成績と入試成績と本

校入学後の成績との相関について

辻一夫 共同調査者松野了二

事項E クラブ所属学生の成績について

大山司朗

事項E 居所区分別学業成績調査 永田良一

事項N 51年度末留年者との面接による実態の聞き

取り調査 瀬戸洋

事項V 学生補導について

樋口大成 共同調査者安元正也

事項百 アンケート方式による生活実態調査

中村安生 原田克身
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本当の実態をつかむためには，数年にわたって継続

的に調査する必要があるものもあるが，この調査によ

って，学生の実態の一部は明らかにされているものと

信ずる．

調査結果に対する考察は，委員会としては行い得な

かった（主に時間的理由）が，各担当者によって一応

は行った．

この調査を足がかりとして，各教官手持の資料を出

し合い，更に不備不足な点を補いながら学生の実態を

充分に把握し，把握された実態に即しながら，それぞ

れの立場から研究討議を重ねて行ったならば，必ずや，

明日の本校教育に明るい希望を見出すことができるも

のと信ずる．

この調査に協力下さった教官事務官学生の方々に感

謝の意を表します．

実態調査委員

下村龍太郎 大山司朗 辻 一夫

永田良一 原田克身 樋口大成

中村安生 瀬戸 洋

調査結果の一部を報告する．

クラブ所属学生の成績

1 はじめに

従来，勉強とクラブ活動の両立の可否については，

いろいろささやかれてきたが，実際にクラブ活動をし

ている学生が，どうし、う成績であるのか，あるいは，

5年間のクラブ活動中，成績がどのように変化してい

るかを明らかにするのも意味があると思い調査してみ

た．調査方法は 2つに分けられる． 1番目は51年度に

おけるクラブ所属学生の成績調査， 2番目は47～51年

度の卒業時にクラブ表彰を受けた学生（ 5年間，一貫

してクラブ活動を続けた学生）の 5年聞を通しての成

績の移り変りの調査である．なお以下の成績における

数字は各クツレープの平均順位が40人中何番目に相当す

るかに換算したものである．また勉強とクラブ活動の

両立について論じられるのは，主に運動部であること

から運動部を主として表わし文化部は参考程度に記

した．

2 クラブ所属学生の成績

学生のクラブ所属は5月における部員名簿から取り

出した． 1年生はこの時点ではまだクラブ所属が流動

表 1 学年別成績

学年I学生数｜｜所ク属学フ生数ブ｜｜学平均成年績｜｜ 平全均学成年績

2 146 66 (81) 18. 5 (18. 6) 

3 152 47 (65) 19.8 (17.5) 20.5 (19.7) 

4 141 57 (69) 22. 3 (21. 9) 

5 129 64 (74) 21. 3 (20. 8) 

（（ ）内は表2にあげた文化部員も含めた順位）

的であるため調査対象から除外した．学年別成績を表

1に，クラブ別成績を表2に， 5番ごとの度数分布を

図 1に示す．なおこの度数分布は，運動部員および他

学生中の何パーセントがそれぞれの区分に所属するか

を表わしている．また調査対象人数は運動部員234人，

他学生334人（うち文化部員57人）である．

表 2 クラブ別成績

ク フ フ名 ｜部員数｜平均成績｜｜ ク フ プ名 ｜部員数｜平均成績

貧IJ 道 15 25.5 陸 上 16 18.1 

サ ツ カ 一 20 25.4 ／、守、 レ 一 17 16.1 

フ ク ピ 一 15 25.0 軟 式 庭 球 18 14.9 

パスケ ツ ト 14 23.7 ハンドボーノレ 9 11. 2 

柔 道 19 23.2 卓 球 14 9.2 

水 泳 11 22.1 自動車工学 8 18.6 

野 球 20 21. 2 E s s 16 18.3 

弓 道 17 20.4 吹 奏 楽 23 17.6 

硬 式 庭 球 28 20.2 高周波研究 10 9.8 
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3 クラブ表彰学生の成績の移り変り

クラブ表彰学生の成績が5年聞を通してどのように

変化しているかをクラブ別に図 2（運動部），図 3（文

化部）に表わした．調査対象人数は運動部員 188人，

文化部員51人である．またこの運動部員中5番以内，

剣道

成
績
（
番
）

ラクピー

15 

10 

2 3
年学

図2 運動部所属学生の成績の移り変り

10番以内に属する人数と35番以下， 30番以下に属する

人数を学年別に表3に示す．

4 考察

以上の結果から考えられる点をいくつかあげてみる

と，
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図3 文化部所属学生の成績の移り変り
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表3 各区分に属する人数の移り変り

～区＼分1・1 ～学～＼年J可よ I 4 I 5 

5 番以内 27 27 25 27 23 

10番以内 57 57 52 49 47 

30番 以 下 33 26 25 37 46 

35番以下 14 7 8 13 24 

( 1）クラブにより成績にかなりの聞きがあるが，体

力消耗の激しいクラブほど成績が落ちるようである．

(2) 3・4・5年と成績が下がり気味なのは，上級生

になるとクラブの中心選手となり，クラブに対する関

心，意欲が強くなるため，勉強に対する気持が薄くな

るのではないか．

(3) 5年生の成績の落ち込みが特に著しいが，これ

は運動部員はほとんど 5年の 7月で部活動を終るので

それ以後はこれまでしたくても時間的にできなかった

ことに目が向けられて，かえって勉強に対する意識が

薄らぐのではないか．

などがある．

5 おわりに

この調査を始める際は，クラブ活動は勉強の面にも

良い影響を与えているのではないかと期待していたの

であるが，意に反して上のような結果になった．しか

しながら表3にみられるように良い成績を維持できる

者も多数いるのであるから勉強とクラブ活動の両立は

不可能ではないと思われる．したがって部員の勉強に

対する意識をいまひとつ高めることが望まれよう．

（大山司朗）

居所区分別学業成績調査

本校学生の生活環境（居所）区分別の割合は昭和50

年度および昭和51年度については自宅生（約52.3%)

寮生（約34.2%），下宿生（約 13.5 %）であり，これ

らの居所区分と学業成績の関係について実態調査を行

っ7こ．

実態調査にさいしては以下のことを勘案した．

( 1 ）実態調査は昭和50年度と昭和51年度の学生につ

いて行い，学業成績は学年末の結果，居所区分は学年

末現在のものを利用した．

( 2）休学中の学生および学年進行中の退学生は調査

より除いた．

( 3）調査は居所区分別の平均点，平均80点以上の学

生数の%（平均的に見て，全て優の学生の割合），平均

65点未満の学生数の%（留年学生の最高平均点は65～

67点であり，平均65点はかなり進扱に難があるのでは

と考えた点数で、ある），留年学生数の%，について行

った．

(4）学業成績の指標として平均点の他は%を用い

た．%を用いることについては，該当居所の学生数が

少いと 1人あたりの%数が大きく，従って図上での変

動も大きくなるが，傾向を掴むのには利用できょう．

調査結果

昭和50年度の調査結果を表l，図 1～図4，昭和51

年度のそれを表2，図5～図 8に示す．ただし，すべ

ての図に用いている符号は共通であり，いずれも該当

学年および本校全体についての ＠……全学生，

①・…一自宅生，口－…ー寮生，ム－…一下宿生 を表し，

また，すべての図の横軸の“全”は 1学年から 5学年

までを総和した“全学年”を示す．

昭和50年度

表 1 居所区分別学生数

学年｜自宅生｜寮生｜下宿生｜全学生

1 87名 51名 3名 141名

2 85 56 13 154 

3 68 67 19 154 

4 59 48 30 137 

5 69 26 30 125 

95 711 

80 

平

。全
の自宅

口安

，点
A 下 宿

75 

70 

65 
全

年学

p
h
d
 

図1 平均点分布



引
出

量
干
均

m∞

点

以

上

の

学

生

数

%

A
U
 

守
h
ム

平
均
白
山
点
未
満
の
学
生
数
%

留

年

学

生

数

M

40 

宅

宿

A
L
自
由
衆
下

。
①

D
A

図2 平均点80点以上の学生分布

20 

ム引
，h
 

。全
①自宅

口寮
ム下宿

学年

図3 平均点65点未満の学生分布

20 

《
ノセ6.:r-、 宅

宿

全

目

安

下

。
①
口

A

10 

図4 留年学生の分布

昭和51年度

表 2 居所区分別学生数

学年 ｜自宅生｜ 寮 生｜下宿生｜全学生

1 93名 60名 5名 158名

2 94 42 10 146 

3 85 44 23 152 

4 56 59 26 141 

5 55 39 35 129 

99 726 
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この調査の範囲内で

( 1 ）全般的にみて自宅生，寮生の学業成績の相違は

殆どないが，それに比べて下宿生の不振が目立つ．

( 2）学年別に自宅生，寮生と下宿生を比較して，そ

の差の最も顕著な学年は昭和50年度3年生，昭和51年

度2年生である．概略的には，下宿生は両年度とも 1

年生はむしろ成績が良く， 5年生は余り差がないが 2

～4年生が振わない．

( 3）この調査目的から少し逸れるが全学生について

の調査結果の具体的な数字を以下にまとめてみた．

昭和50年度 昭和51年度

平均点 73.0 73.2 

平均80点以上の学生数 15.2% 16.5% 

平均65点未満の学生数 10.0% 9.6% 

留年学生数 5.9% 5.4% 

以上，この調査で学生の居所区分と学業成績の関係

がし、くらか具体的な形で判明したと考えられるが，こ

れはあくまでも平均的な観点からみたものであるとい

うことを断っておきたい． （永田良一）

留年 生 との面談

昭和51年度留年した学生は全体で：＇ 39名，内26名が現

在在校している．その全員に暇を見て会ってみた．時

間は永いもので 1時間，短いものは10分位．私に目的

があるとか，腹案があってのことではない．とにかく

会って話したら，何か得られるのではなし、かという，

きわめて行き当りばったりの考えでである．だから当

然その結果も雑然としてとりとめがない．彼らは，あ

る者は雄弁に，ある者はぼそぼそと，ある者はアッケ

ラカンと，ある者は深刻そうに語った．その主なとこ

ろを，上級生下級生の違い，多数意見少数意見など，

言うなれば質的量的なことは一切抜きにして，以下に

個条書風に羅列してみる．便宜上，留年した原因，授

業，その他と三つにわけでみた．

留年した原因について

O当初自分が考えていた学校のイメージとあまりに違

っていたため，勉強する気がしなくなった．

0クラスの雰囲気になじめず勉強しなかヮた．

0両親とのトラブノレで、勉強するのも学校へ行くのもい

ゃになった．

0中学時代比較的真面白な方だったが，寮で上級生か

ら色々なことをならい，精神的に滅茶滅茶になり，そ

の時の衝撃から抜けきれなかったような気がする．

0先生から，あまりに「し、まのままでは留年するぞ，

留年するぞ」と言われて，自分だけがクラスの中で

特別扱いされているように思え，だんだん嫌気がさ

してきた．

0寮において同室の者との相性が悪く，なんとなく部

屋にいるのがし、ゃになり，いきおい他の部屋に遊び

に行くようになり，そのまま勉強しなくなった．

O本来普通高校に行きたかったが，たまたま合格した

ためまわりが入学することを強く勧め入学した．し

かし，やはりそのことがしこりとして残り，勉強に

気乗りがしなかった．

O下宿生活を始めたが，自制できず乱れてしまった．

0個人的アクシデントがあって 1年を棒にふった．

0出身中学からは自分 1人のため，学校へ行くのがだ

んだんいやになり，欠席欠課が多くなった．

0入学当初から勉強らしい勉強はほとんどしていない．

0あまりに遊びすぎた． （パチンコ．麻雀など）

授業について

O宿題をだされた時は，その結果についても指導して

欲しい．

0追試をしてもらいたい．例えば2・3回目の試験が

おもわしくない場合，だんだんやる気がなくなって

しまう．そうし、う意味で追試があるとはげみになる

0教科書に書いてある通りの授業は興味がのりにくい．

0各先生がよくコピーを次から次に読んでおきなさい

と言って渡されるが，自分たちには量的にも消化で

きない．

0基礎不足なのに，高度なことをやられすぎるような

気がする．

0実験は土曜日の方が便利．平日だとながびいて午後

8時 9時になることもしばしば．

0カソニングはきちんと取りしまって欲しい．

0宿題を出してもらいたい．

0小テストをもっとして欲しい．

0緊張した雰囲気の中で、授業してもらいたい．たとえ

暴力に訴えてでも．

0欠点になるような時は，各教科の先生が前もってき

びしく注意してもらいたい．

0欠点ラインが高すぎるような気がする. 3年以下は

高校並でし、し、のではないか．

0単位制を加味して欲しい．

0不必要な教科があるように思える．

0レポート提出が多すぎる. ( 3年生で週2,3通）ほ

とんどレポートを書くことのみに追われて，他の教



1斗を予習復習する暇がない．

0実験，ベアの相手次第で相当影響をうける．

0授業時間数，教科が多すぎる．特に 8時間授業は耐

えがたい．

その他のことについて

0大きなロッカーが欲しい．

0お互いの交流を深める機会がもっとあっていし、ょう

な気がする．

0飲酒，喫煙，制服問題を考慮してもらいたい．

0校内にもっと木が欲しい．

01度処分を受けると，その後学校側から非常に偏見

のある目で見られているような気がする．

0一般的に言って，学校側にあたたかみを感じない．

0学生の主体性を尊重して欲しい．

0留年生のほとんどが，留年はショックだったが，勉

強しなかったのだから仕方がないことだと受けとめ

ていたが， 2人だけは，相対的に言って自分の留年

は納得がし、かないと語った．つまり，自分より勉強

29 

もせず成績も決して良いとは思えない同級生が進級

しているということである．そしてそのことを， 1 

人は自分が先生のところに頼みに行かなかったから

だろうと語り， 1人は自分がカンニングしなかった

からだろうと語った．

印象を一言

いささかの時間と労力を費やして得た結論は，ごく

ごく当り前な結論である．つまり彼らはことさら特別

ではないという．他の者と比べてだらしのない点が多

し、かもしれない，勉強していないかもしれない，しか

しことさら特別ではない．人並くらいには，いやそれ

以上に真面白なのに，いわゆる要領が悪くて，あるい

は運が悪くてウダツのあがらぬ者もいるようだ．もち

ろんこのようなこと，学生に限らず，大人の世界にも

あることではあるが．こんなこと，会って話すまでも

なく，わかりきったことだと言えばそれまでだが，私

は試みたこと自体は決して徒労ではなかったと思って

いる． （瀬戸洋）

学生補導の立場より

勉学意欲の欠除と補導

私の今回の学生実態調査の受持ち範囲は，懲戒処罰

を受けた学生について，各自の留年・退学歴および性

格診断の結果を調査することであり，はじめはその全

貌を，数字を用いて発表することにあった．しかし，

私はそのー欄表を作製したあげく，この駄文に切り換

えたのである

その理由は，在校生，特に低学年生には留年歴と退

学歴が未知であるため，既知のデータのみを以て数値

を出そうとすれば，遠い過去の卒業生のみを対象とし

て在学生を調査の対象から省かなければならないとい

う矛盾に陥ったからである．

しかし，もっと大きい理由は，補導処罰された学生

名のー欄表を眺めた時，補導学生というレッテノレで、マ

ークするのが厭になったからである．

ただ，私の調査の結果の傾向を述べるために， 1例

種類li 1~1 百｜交通違反 l （~） l （~） I* 
＇＊~I~ I k I~ I 4/4Ii1~ I計H

61楽
号色

（※欄の計算には，喫煙の4人を除外ーした）

として，昭和50年度について示すと表のようになる．

この18人の中に在校生が12人いるので， 50年度は，

被補導学生中留年退学歴所有者註 61%

としづ結果になる．ただし，性格テストは全員ほぼ異
まと

常なし，これでおよそ的が絞られてくるようである．

勉学意欲を失うからバイクに熱中するのか

バイクに熱中するから勉学意欲を失うのか

それも 2年生ぐらいが一番多いのは何故か

この傾向は51, 52年ともほぼ同様である．ただ，前記

の矛盾に陥るからデータは省くが，一般に，

2年生中心に勉学意欲が欠除している．

ということが言えそうである．この結果を見て，学校

として，学生の勉学意欲の欠除にどう対処すべきか，

と受けとめてもらいたいのである．

ゆめゆめ，「補導懲戒されるような奴にはロクな奴

はおらん」というような受けとり方をしないでいただ

きたいと願っている．

補導のかなしさ

世には幸せな怒りもあるようだ．相手を悪と信じて

正義感を爆発させる怒りは幸せだと思う．以前，西 ド

イツのアデナウアー老首相が健康法を尋ねられた時，

彼はこう答えたという，「し、つで、も憤概していること

だ」と．これはスポーツで燃やすファイトと同質のも

のであろう．

学生補導にはそんな怒りはない．朝方，おはようと

挨拶を交わした子が，夕方，パイクの交通違反運転で



30 

私の前に引き出される．私は「ばかなまねするんじゃ

ないよ」と怒鳴りつけながらも，罪を憎んで、人を憎ま

ずというに似た心境の怒りは，ひたすら悲しい．

この種のかなしみは，学級担任や親になればもっと

大きかろう．親から次のようなことを言われたことも

ある．「木人は深く反省しています．もう決して再び

しないと言っておりますので一一－－」懲戒は軽くしても

らえないか，ということである．定期試験直前などに

なると，特にこの気持は学級担任の心にも，そして，

学生主事たる私自身にも強く拾頭する．

たしかに，懲戒処罰は本人が反省することを目的と

している．処罰自体が目的ではない．

しかし，もしも同型の規則違反事例にA・B2人の

学生が該当した時， A君は反省不充分だから停学1週

間， B君は既に充分反省しているから訓告のみとした

らどんなことになるだろう．忽ち全学生に知れ渡り，

学生主事はB君にえこと川、きをしたのだろうとか， B

君の担任教官から圧力をかけられたのだろうとか， B

君の親から袖の下をもらったので、はないかとか， A君

の担任教官はA君をかばってやる気のない冷たし、人だ

とかし、う，とんでもない不信感が充満することは火を

見るよりも明らかなことである．だから，仮にB君が

本当に反省していたとしてもA君と差をつけることは

できない．この点で，学生主事は冷たい人だと誤解さ

れても，乗り越えなければならない一つのかなしさで

ある

教職経験のない人から，「学生主事になると p 停学

などを言い渡す時は，威張れてし、し、気持ちで、しょう」

と言われたことがあるが， とんでもない．こんな誤解

は一番辛い．私は学生にいつも次のように言っている

「この次，君がスピード違反をしたくなったら，この

1週間の停学を思い出しなさい．との停学は君の心の

ブレーキなのだよ．再び繰返して『またあいつか』と

言われたら，人間の信用にかかわるからね．」

補導の内容と迷い

停学日数は補導委員会で検討し，教官会議で一応の

コンセンサスを得，校長がその線で申し渡している．

無免許運転，無免許運転有助，ふつうのスピード違反

は本人が申し出るのを当然とし，その場合4日．家裁

その他からわかれば7日というのが普通である．交通

違反は社会的制裁を受けるので学校での再処罰はどう

かという戸もあるが，多くの学校でも独自にやってい

るようである．カンニングは，その時の定期試験全科

目が0点になって停学7日．

その他，無期停学になった事例には，暴力事件，盗

み，交通違反多種の重なり，飲酒運転による物件事故，

スピード違反による人身事故（死亡），下宿屋におい

て喫煙しながらマージャソをやってタバコの火で畳を

無数に焦した事例，へアドライヤーによる寮失火が記

録に残っている（昭和48年度→52年 9月）

停学学生件数は，飲酒・喫煙によるものを除き，

48年度12, 49年度27, 50年度18, 51年度17, 52年度14

合計88人．この中交通違反44人，その中 2年生22人．

（飲酒・喫煙による処罰を私はここでも先でも除いた

が，その理由は，現場を見つけられた者だけが処罰さ

れるのだが，他の処罰と違ってその頻度が実情とは全

くかけはなれているからである．例えば48年には喫煙

で16人， 51年では 2人が処罰されているのだが，それ

を見て，年々喫煙者が減った，減る傾向にある，とい

う判断をされると大間違いになるのである．見つかっ

たものが少ないということは，要領よくなり，悪質に

なったとさえ言えるかもしれないのである．）

停学日数の判断に苦しむのは，行為に対して処罰す

るのか，結果に対して処罰するのかを迫られる事例の

場合である．前方不注意運転で，老人のすぐそばを通

過した場合，仮に同じ行為で、老人に軽症を与えた場合，

重症を与えた場合，牒き殺してしまった場合，この四

者が仮に，同じ行為であってしかも無理もない程度の

前方不注意であった場合，人を殺しても補導処罰なし

で済むだろうか？ 火事（失火）でもこれに類すること

はよくありそうである．ある火の不始末を他人が見て

消した場合と，見ている人がなくて寮を焼いた場合，

どうしても，行為だけでなく，結果が処罰にはいって

くるであろう．やむを得ないことのようだ．

それから頭が痛いのは便所に多数のタバコの吸殻が

発見され，未成年から， 1' 2年生の喫煙の形跡が考

えられることである．低学年化がひどい．担任の先生

から manto manで日ごろから喫煙防止に力を入れ

ていただくしかないだろう． （樋口大成）

アンケート方式による生活実態調査

r.調査対象・方法について

昭和52年7月現在の在学生全員を対象として調査を

行なったが，調査日当日欠席していた者については除

外した.1年生から3年生までは7月5日にクラス担任

の手で， 4年生と 5年生については7月6日から7月14

日の聞に委員又は協力者の手でこの調査を行なった．

7月現在の在学者745名中解答者は726名で，そのう

ちわけは表－ 1の通りである．（ ）内の数字は，在

学生に対する解答者の百分率である



表－ 1
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解答者数

機械科 電 気 科 化学科 建築科 計

1 年 42 38 42 45 167 (98.2) 

2 年 38 37 37 37 149 (97.4) 

3 年 34 41 29 37 141 (97.9) 

4 年 33 33 35 38 139 (97.2) 

5 年 31 32 27 40 130 (96. 3) 

計 I 178 (97. 8) 181 (97. 8) 178 (95. 5）間（98.5) I 726仰 4)

調査方法は質問紙法により，学校生活を中心に71項

目にわたって実施した．

JI.調査結果と考案

各項目の結果に対して，分担者が分析と考察を加え

たが，これは実態調査委員会の一致した意見で、ないこ

とをことわっておく．

調査結果の数字は表－ 1の解答者に対する応答者の

百分率である．

本校は 4学科を設置している．以下，機械工学科を

機械科または機械または単に機と書 くことがある．電

気工学科は電気科，電気，電と書く．工業化学科は化

学科，化学，化と書く．建築学科は建築科，建築，建

と書 くことがある．

以下調査項目別に記しておく

01  居所について

表－ 2 居 所 区 分

1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築区

一

自

学

下

不

宅 I64.1 63.0 63.1 57.6 39.2 I 58.o 

寮 I 33.5 31.5 21.1 21.3 38.5 I 31.5 

宿 I 2.4 6.4 9.3 15i.1 2i.s I 10.2 

明 l o. 7 o. 8 I o. 3 

55.6 67.4 70.4 39.1 

38.8 25.4 17.6 42.6 

5.6 6.6 10.0 17.8 

0. 6 0. 5 

自宅通学生を見ると 5年生は他学年と大きく違って

いる．これは，八代高専の開校による影響である. 4 

年生以下は熊本市以南の学生が減少しており，居所の

上にはっきりとあらわれている．減少した分は，ほと

んどそのまま地元からの入学者によって埋められてい

ることがわかる．下宿生は学年が進むにつれて漸増し

ている

学科別に見ると化学科は70.4%が自宅通学生によっ

て占められている．これに対して，九州には2校しか

設置していない建築科では自宅通学生は約39%であ

る

本校の学寮の定員は296名であるが現在員 240名で

表－ 3

あり，下宿生は調査から見ると74名であるので，人員

の上からは下宿生の大部分は寮に収容可能で、ある．い

ろいろな調査によると下宿生が一番多く問題をかかえ

ているようであるので，下宿した理由をよく調べた上

で，入寮を希望する者があれば，学寮に収容した方が

よいと思う．

02 起床時刻

本校の始業時刻は 8時40分であるので，寮生でも，

朝食・身支度等を考えると 8時以前には起床する必要

があると思う．遠方より通学する学生であろうか約6

%は 6時以前に起床している．全体的に見ると上学年

起床時刻

1年 2年 3年 4年 5年｜全体 l機械電気化学建築

6 時以前 9.0 5.4 5.0 kl. 3 5.4 5.9 5. 1 5. 0 8.2 5.6 

6.00～ 6.30 13.2 7.4 5. 7 12.2 3.8 8. 7 3.9 12. 2 10.6 8.2 

6.30～ 7.00 29.9 14.8 12.8 13. 7 13.l 17.4 11. 2 22. 1 18. 2 1 7. 8 

7.00～ 7.30 41. 3 51. 7 32. 6 25. 9 25. 4 36.0 43. 8 33,1 38.2 29.4 

7.30～8.00 4. 2 14. 8 31. 9 35. 1 47. 1 25.2 32.0 22. 7 20.6 25.4 

8 時以後 1. 8 6.0 11.3 5.8 5.4 6.6 3.3 5.0 3.5 13.7 
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になるにつれて起床時刻がおそくなっている. 5年生

は 1年生より平均30分以上おそいよ うである. 4年生

5年生の最も多いノミーセソトを占めているのは 7時30

分から 8時である.8時以後に起床する学生の中には

準備不足のまま登校し授業を受けている者がし、る と思

うが， 8時以後に起床する学年は 1年生には少ない．

学科別に見た場合，あまり学科による差はないが，

8時以後に起床するとし、う者が13.7%いる建築科が目

立つ．

03朝， 目覚めたときの気分はどうか．

( 1 ）きわやかで、気力が充実している感じ．

( 2）少しはだるいが，すぐに床から離れられる．

( 3）体はだるく睡眠不足という感じ．

( 4）目覚めてから床を離れるまで30分くらし、かか

る．

以上のような選択肢で聞いてみた．結果は図－ 1の

ようになった．

(1）さわやかてー気力充実 (2）すぐに床かり離れられる

(3）睡眠不足という感じ（4)

l年 II~2) 55. l 37. 7 /C4lJ 

2年同 r a 7!1 47. 7 38.,9 
， 

3年 ij 42. 6 48. 2 1s.5 J 

4年 IH 56. l 30. 9 IS日｜

5年 l! 5日2 30. 8 17.7) 

全 体 ｜｜ 52. I :rT.5 !191 

僚依科t ， ， 

50. b 42.1 
、、‘ 

電気科ll 49. 7 39. 2 ~7. 7J 、‘ 

化学科~－~ !:>4. 7 ;&3 

33. 5 I 71) 建築科｜｜ ~3 

図－ I 起 床時気分

若い学生達だから，相当に疲れていても一晩ぐっす

りと眠れば疲れはとれ，気分は爽快になるのではない

かと思っていたが，気力の充実感を覚える学生は意外

に少なく，これに反し，起き出すのに30分くらいもか

かる学生が7.9%もあった. ( 4）と答えた学生の起床

時刻を見ると 7時半以後になっている者が多い．

学年別に見ると 3年生に睡眠不足を覚える学生が

多い．学科別では機械科の 42%が（ 3）をチょツク

している．クラスによって傾向が少し異なっており，

( 3）または（ 4）と答えた者が半数以上のクラス

が7クラスあるが，これは生活の乱れのためで、あろう

か．

04 朝食について

毎日朝食を撰って来る者は半数である. 15%はいつ

も朝食抜きで登校している．一番食欲の旺盛な年頃で

あるのに朝食抜きで、は注意散漫になっlたり，睡魔にお

(1)必ずとる (2〕とらないこ ともある〔3）いつもとらない

1年lCl〕 73. l ｜〔Z）幻 4
， 

2年l 45. 0 41. 6 I 13. 4 J 

1rn :a.o 3 王手l 40. 4 32. 6 

4年｜ 45. 3 36. 7 l is. o I 

5年 ｜ 43. 0 コつ2 I 17. 7 I・

i 15. 4 I 全体 ｜ 50.3 34. 3 

i~主主科l 5[6 3b. 5 j 12.9 I 

電気科｜ 54. l 30. 4 

i is. 3 I 化学科｜ 57. l 27. 6 
？ 

ills語科｜ 40.6 41. 6 17. s I 

図－ 2 朝食を摂るか

そわれたり，体育時に気分が悪く なったりすることが

多発するはずである．また，休憩時間に食堂へ走ると

いうことにもなるだろう．学年別では 3年生に，学科

別では建築科の学生に朝食抜きの者が多い．クラス別

に見た場合，必ず摂るとし、う者が18.9%しかいないク

ラスがある．健康管理上から，必ず朝食を摂って来る

ように指導すべきである．

05 授業中眠たくなることがあるか．

結果は図－ 3のよ うになった．

る
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図－3 授業中眠たくなることは

授業中眠たくなることはないという者は 3.2%しか

いない. 3年生以上と電気科の学生の40%以上がほと

んど毎日眠たくなるとしている．クラス別に見ると 2

クラス（ 4 Eと5A）の学生の半数以上が毎日眠たく

なるとしている．睡魔におそわれるというのは梅雨期

であるということだけで、は説明がつかない．本当に勉

強するのだという強い意志と緊張感の不足ではなかろ

うか．と同時に我々教官側にも学生を睡魔から守り，

学生を引っ張って行く努力が不足しているのではなか

ろうか．

ほとんど毎日眠たくなるという者に，その時刻を尋

ねたが，62%の者は時刻は決まっていない止している．

23.9%の者は特定の授業科目のときと答えている．時

刻がほぼ決まっているとした者は13.7%であった．



06 一番疲れを感じるのは何曜日か．

月曜日が疲れるとし、う者が最も多くて 36.9%であ

る．いわゆる月曜病であろうか． 一般サラ リーマソと

違った面があってもよいと思うが．火，水とだんだん
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少なくなり，木曜日は増えている．疲労感から見ると

一週間は，月曜日から水曜日までと木曜日から 日曜日

までを期間とする 2つの期間からなっているようであ

る．

表 － 4 疲れを 感じる曜日

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築

日曜日 3. 6 2.0 l. 4 l. 4 l. 5 2. 1 3.4 l. 7 1. 2 2.0 

月曜日 30.5 43.0 34.0 24. 5 54. 6 36. 9 43. 8 29. 3 40.0 35.0 

火曜日 18. 8 14. 8 17. 7 2.9 4. 6 12.4 19. 1 11. 7 5. 3 13. 2 

水曜日 3.0 13.4 14.2 11.5 7.7 9. 8 3. 9 16. 6 8.2 10.2 

木曜日 19. 2 14. 8 18. 4 41. 0 10. 0 20. 7 16. 9 21. 0 22. 4 22. 3 

金曜日 15. 6 10. 1 9. 9 18.0 13. 1 13.4 9.0 14.4 18.2 12.2 

7. 8 1. 3 4. 3 。
無回答 o. 6 o. 7 0. 7 

クラス別に見た場合にある曜日に集中しているクラ

スがある.2 Eの月曜日（73.7%), 3 Mの火曜日（64.7 

%), 4Aの木曜日（63.2%), 5 Aの月曜日（62.5%) 

である．これらのクラスは時間割の編成に問題があっ

たので、あろうか．

07 帰宅後仮眠をとるか．

結果は，図－ 4のとおりである．

(1〕とる (2〕ときどき とる (3）とらない

1 年 n］ ~I 38.9 ~32 58. 7 ， 、、
2年 ｜｜ 46.3 51.Q 

3年 11 39. 0 59.Q 

4年 ll 33.9 64. 0 

5年 I) 20. s 75.4 

全体 11 36.2 Sil 3 、、、
機微科川 40.4 57.3 ， ， 
電気科｜｜ 35.4 62.4 

化学科1l 36.5 60. 0 
． 

建築科 II 33. 0 !& Q 

図－ 4 仮眠をとるか

仮眠をとる者は， 2年生が一番多く48.3%である．

全般的には上学年になるにつれて漸減している．仮眠

は帰宅後および休日にする事柄のうちで4番目に多い

行為になっている．

08 就 寝 時刻

50%が24時頃まで起きていることになる. 3年生の

20%は1時過ぎまで起きている．調査時点が7月上旬

であるので21時くらいにはすぐになってしまうので，

それから 2時間程勉強すれば， 24時就寝というこ とに

なろ う．

6. 9 4. 1 2. 8 4. 4 4. 1 5.0 

1. 5 o. 7 1. 1 1. 1 0. 6 

緊張感もあまりなく，何となく l時過ぎまで起きて

(1）～22時（2)22～23 (3) 23～24 (4) 24～1 (5) 1～2 (6〕2～

1年 mczm.s1 C3) 40.1 I〔4〕 36.5 _ J(5JJ6 

2年 lt 17. 4 l 33. 6 f 弘 9 I 9.41 I 
．‘’ a ，白．，ー，． 

3年 II 12. s ! 30. 4 34. o I 14. 9 Is. ol 

4年！（ 14.4 I 34.5 34.5 po.s ¥5.叫
‘ ，”.  • ’ 

5年 1)10. s I 30. 8 I 39. o ( 12. 3 (sAt 
‘、、 、、‘句

全体 l113. 9 I 弘 2 I お.8 110.2μ.8 

機以科I¥11. 21 32. 6 37.1 I 12. 4 (4-司
‘、 一、、 、一一 一一 白

屯吉弘科｜ ¥ 13. 3 I 37. o I :12. o I 9. 4 Js. ~ ，，、、、、、、、 h． 
化学科山 U ｜ お 5 I 32 4 j 8. 2) I 

建築科1'1 13. 2 I’ 31. 0 札 1 I 10. 7 ii 

図－5 就寝時刻

いれば，翌朝は睡眠不足気味になってしまい，昼間睡

魔におそわれると思う．また，夜半まで起きていれば

夜食を摂る者が多いと思う ．これは， ともすれば宿食

になって，朝食が美味でなくなり，つい朝食を摂らな

くなってしまう．夜食を摂るときは宿食にならないよ

うに早めに摂るようにすべきである．

自宅通学生と寮生とを比較すると，寮生の方が平均

30分から 1時間位おそくまで起きている ようである．

寮生の場合， 24時に電燈を消している部屋はほとんど

ないようである．

夢をどれくらい見るかという事も聞いた．

全然見ないとし、う者が18.9%，週に 1～2回見るとい

う者が最も多く 60.6%，ほとんど毎日見る者が18.6%

となっており ，また，毎日2回以上夢を見る者が 1.5 

%いた．普通夢は見てもすぐに忘れてしまって記憶に

はほとんど残らないが，毎日見るとか， 2回以上毎日

見る とし、う人は目覚めが悪いと思われる． 心身の安定

が得られる とあまり夢は見なく なる．
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09 本校へ入学した目的

結果は表－ 5のようになった．

専門的学問技術を修得するためとし、う者が60.3%,

特に 1年生は75.4%もの者が専門的学問技術を修得す

るためとしている．次に多いのは，就職条件をよく

し将来の昇進をはかるためとした者で、ある．これをチ

ェックした者は， 1年生は 2年生以上より 10%以上多

い．現在は不景気で，若年者の就職も難しくなった

が，高専卒業生は 100%就職していることを知って入

表－ 5 入学した目的（ 2つ選択）

区 fノJ＼ 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築

( 1 ) 専門的学問技術を修得するため 75. 4 59. 1 53. 2 51. 8 59. 2 60. 3 59. 6 60. 8 52.4 67.5 

( 2) 教養をたかめ，人間的に成長す 18. 6 12. 8 14. 2 12. 9 18. 5 15. 4 16. 9 14. 9 15. 9 14. 2 
るため

( 3 ) 学生生活を楽しむため 13. 8 18. 8 21. 3 23. 7 16. 9 18. 7 14. 6 16.0 18. 2 25.4 

( 4) 就将来職条件昇進をよくするとともに，
の をはかるため

62. 9 50. 3 47.5 48.2 46.2 51. 5 53. 9 52. 5 51. 8 48. 2 

( 5) 先生や友人との接触を深めるた 3. 0 o. 7 o. 7 o. 7 3. 1 l. 7 l. 7 l. 1 3. 5 o. 5 
め

( 6) 特にこ気れ持を目的なとして入学した
とし、う lまし、 12.0 30. 9 32. 6 38. 8 30.0 28.2 30. 3 29. 3 31. 8 22. 3 

( 7）そ の他 4. 2 8. 7 14. 2 5. 0 10. 0 8. 3 9. 6 9. 9 7. 6 6. 1 

無回答 10.2 19.5 16. 3 18. 7 16.2 15. 8 13. 5 15. 5 18. 8 15. 7 

学して来ているのだろう ．しかしこれは先輩の努力

によって得た信用によるものであるから，これに続く

者は信用を失わないように先輩以上に努力してもらい

たい．学生生活を楽しむためが18.7%で，教養を高め

人間的に成長するための15.4%より多い．また，特に

これを目的として入学したとし、う気持はないとした者

が28.2%であるが，学生生活を楽しむためとかp 目的も

なく入学して来たとし、う消極性が生活の乱れや留年に

なったりする原因の一つになっているのであろうか．

この項目は入学した目的であるために，入学頭初に

考えていた事と現在とでは違っていることが予想され

る．

010 本校を選んで入学した理由． ( 2つ選択）

結果は，表－6のようになった．

本校に対してどれだけの知識を持って勧めたかは不

表－ 6 本校を選んだ 理 由 （ 2つ選択）

区 分 1年 2年 3年 4年 5年 ｜全体 l機械電気 化学建築

( 1 ) 高専では本校が入学しやすそう
3. 6 7. 4 5. 0 2. 9 3. 8 4. 5 5. 1 3.9 5.3 4. 1 だっ7こから

( 2) 大学入試を受けなくてすむ 28. 1 35. 6 41. 8 31. 7 31. 5 33. 6 28. 1 36.5 32.4 37. 1 

( 3) 先輩や知人がし、た 5.0 4. 7 7. 8 5. 8 10. 8 6. 6 8.4 7.2 2.9 7.6 

( 4) 人（親・先生・友人・知人等）のす
33.5 37.0 39. 7 45. 3 37. 7 38. 4 38.8 40.9 41.2 33.5 すめ

( 5) ょいところに就職ができるとい
45. 5 24. 2 12. 1 17. 3 19. 2 24.5 28.7 24.3 24. 7 20.8 うことだから

( 6 ) 自分の能力・自分の性にあって
18.0 18. 8 19. 9 15. 8 16.2 17.8 16.9 18.8 14.7 20.3 し、るカミら

( 7) 国立で設備がよく， しかも経費
25. 7 26.2 26.2 36.0 40.0 30. 4 36.0 27.1 33.5 25.9 がかからないから

( 8) 何となく試験を受けたら合格し
12. 6 28. 8 29. 1 21. 6 23. 8 22.7 20. 2 22. 7 26. 5 21. 8 Tこカミら

( 9) 大学と同じ位の学力がつけられ 9.0 4. 7 6. 4 5. 8 5. 4 6.3 6.2 6.1 5.3 7.6 るから

(10）その他 11. 4 4.0 3.5 5.0 3.1 5.6 3.4 5.0 4. 7 9. 1 

無回答 7. 8 9. 4 8.5 12. 9 8. 5 9. 4 8.4 7. 7 8.8 12.2 



明であるが人の勧めというのが一番多い．大学入試を

受けなくてすむとした者が33.6%いる．高専は短大文

はそれ以上の学問技術を身につけられると ころという

意識を持った上で，大学入試を受けなくてすむという

選択肢をチェックしたと思う ．設備が良く，経費がか

からないからとし、う者が30.4%である．1～3年生は

26%前後であるが， 5年生は高いチェック率になって

おり，まだ，経済的理由は高いウヰイ トを占めている

ことがわかる．入学した目的で，過半数以上の者が指

摘していた就職条件をよくし将来の昇進をはかるため

に対応するところのよいところに就職ができるとする

者は 24.5%になっているが， 1年生がもっとも多く

45.5%になっている．

何となく試験を受けたら合格したからとか，人が勧

めたからとかとし、う主体的な理由もなく消極的に入学

して来た者の中には，心身共に変化の激しい 5年間の

うちには勉学意欲を失なってしまう者も多々あると思

う．入学時のオリエンテーションを徹底的にやってお

く必要性を感じる．

011 本校に入学したことについて，現在どのように

思っているか．

( 1 ）満足している

( 2）多少の不満はあるが大体良かったと思ってい

る．

( 3）かなり不満である

( 4）学校を止めたいくらい不満である．

以上4つにわけで聞いたが，結果は図－ 6のように

なった．

〔4〕学校を止めたい位不満
(1）満足している（2）いくらか不満だが大体良かった（3）かなり不満

1 年[1 ) 1 3.~I （わ 74~ __ LU単JjJ_JJ

2年1 6 . α 5 8 .4 I :!8. 9 16.α｜ 

3年E
4年口て
5年回
全体図

機械科国

•;[ )<(fl 固
化学科図

迎然科Fτ1

44. 0 

66. 9 

63.1 

61. 7 

百五

百まτ

53.5 

百7百

;:J6.匂 悶了18:-4寸

Z止一周
亙玉三耳

亙工コ1]]

亙互コ司

n;::c主ヨ

図－ 6 本校に入学したことについて

本校に入学したことを68%は大体良かったと答えて

いる． 1年生は90%近くが（ 1 ）または（ 2）として

いる.2年， 3年と学年が進むにつれ急激に（ 1 ）ま

たは（ 2）の支持者は減少し， 3年生は45%しかし、な

い. 4年になると落ち着いた気持を取り戻せるのか
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( 1 ）または（ 2）を支持する者が70%近くまでにな

っている. 2年生で35%, 3年生は55%が不満と して

いるが，これだけ急激に不満者が増えるには大きな理

由があるはずである．その理由を掘り起し，問題点を

解決することは学校運営上急務である．学科別に見る

と不満者は， 化学科に多く ，建築科には比較的すくな

い. ( 3）または（ 4）とした者が半数以上のクラスが

4クラス（ 3 C, 3 M, 2 C, 3 E）ある．

その不満の理由を見ると，学生個人に関する事，学

生聞に関する事，教官に関する事，学校全体に関する

事，高専制度に関する事柄の 5つに大別できる

学生個人に関する理由では，自分は工業方面には向

いていないようだからとか，自分の性に合ってはいな

かったとか，自分の生活全般がだらしなくその結果と

して成績が振わなくなったり，欲求不満になっている

とか，勉強する意欲が湧かないとか，校風に合わない

とか，色々な理由をあげている

学生聞に関する事柄では，学生同士もっと交渉を持

ち，気分を引き締めて勉強して行こうではなし、かとい

う気風があまりない事に対する不満が多い．

教官に関する事柄では，学生との交流が少な過ぎる

とか，教科指導がまずいとか，学生を変に甘やかし過

ぎるところがあるとか，学生の持っている能力を引き

出すのでなく，殺しているとかとしづ意見があった．

学校全体に関する事柄では，学校全体に活気がなく

だらけきっているとか，適当に遊んで勉強しなくても

進級ができるようになってしまっているとか，留年者

が多過ぎるとか，学生の意見をもっと聞き入れて欲し

いとか，何事についても中途半端になってしまってい

るからだとか等とし、う理由があった．

高専制度については，規則の問題，時間数の問題，

成績評価と留年についてとか， 一般教養科目が不足し

ているとかp 選択制でない事等をあげている．

012 昨年1年をふりかえって，どのように考えてい

るか．

(1）満足している (2〕まあまあであった （3）非叩に反省無回答

l年¥Cl)18 o I C2l 55. l 1<3l 20. 4 I I 

4・1 .. , 2年11 49. 7 - ~ 
3年II 41.8 54.6 

4年 II 4~. 9 51. 8 

5年ITci:J 4.3_. l 46.9 

全体行~ 47.1 43.4 ｜｜ 

機械科16.71 47. 8 44.1 ｜｜ 

・;r.:気科16.61 45. 9 45.;;l ll 
‘ 

化学科110.11 42. 9 46.5 
' 
II 

迎祭科17.1J 51. 3 38. l ｜｜ 

図ー7 昨 年の反省
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l年生は入試をパスして来ているためか非常に反省

していると答えた者は20.4%で他の学年と異なってい

る.2年生以上は，約半数の者が非常に反省している

としている.5年生の10.0%は満足しているとしてい

るが，これは注目すべきことであろう．充実した生活

をすれば不満は解消され，後悔は残らないからであ

る．非常に反省している者が60%以上いるクラスが2

クラス（ 3 C, 4 M）ある．非常に反省しているとい

う教訓を忘れずに生かしてもらいたい．

013 今年はこのような1年にしたいという生活目標

を持っているか．

(1〕持っている〔2）持っているが努力が足りなL、（3）持たない

1年 ！Ol 27.5 I (2) 41.9 1(3】 29.9 II 

2年 l 25.5 57.0 

3年 l 34.8 47. 5 

4ゴFI 2日E 5Y.O J 11.5 II 

5ゴ1三｜ 33.8 58.5 

全体 l 29. 9 52.3 
， ． 

J笈紋HI 幻 s I sa, 9 
， 

・,i;:気料｜ 30. 9 
ーセ

45. 9 22. 7 

化学科l 32. 9 49.4 I 17. J 

m匹科L 28.4 上 59.4 ! 12.2 I 

図－ 8 今年の生活目標

持たないとする者は，学年が進むに従って漸減して

いる． 下学年のかなりの数の学生が何となく過ごして

いることになるが，これは生活の乱れに通じ 学習面

に影響があらわれて，これまで見て来たように生活上

も精神上も不安定な 3年生を生みだすのではなかろう

か．

014 卒業まで，このように勉強してゆきたいという

具体的な目標や方法を持っているか．

持っているとした者は，図－ 9のようになった．

号ら

70 

60 

50 

40 

30 

20 

1年 2 '¥- 3年 4年 5年 全体機銃J科電気科化学科建築科

図－ 9 

持っている者は 1年生の35.3%から， 5年生の61.5 

%まで漸増してはいるが，最高学年の 5年生が61.5%

というのは少ないと思う．目標をはっき り決めた上で，

その目標を達成するには，どのような方法によるのが

良いかを探求しながら進むのが最も能率があがる．学

習についても同様である．目的意識のないままに学習

を続けてもあまり能率があがるとは思えない．日々の

授業の中で，何の為に学校へ来ているのかとしづ方向

付けが一再ならず必要なことを痛感する．

015 今までに，本校へ入学せず，高校へ行けばよか

ったと悩んだことがあるか．

(1〕ない (2〕悦んだとまではいえない (3〕あ る

1王FJO〕20.4 I C2〕 49.7 I〔3〕 30.O I 

2年 I14. 1 I 40. 9 I 45. o 

3年問弁寸 ~5 61. 0 

4 王手 I 8. 6 I 43. 2 48. l 

5年 I 19. 2 I 42. 3 I お 5

全体 I14. 3 I 41. 6 I 44. 1 

1幾俄科I12. 4 J 4fi. 6 I 41. G 

電気科｜ Hi. O I 42 O I 42. n 

化学科［］［亙 コ

建築科口 豆了

32. 9 「

44. 2 

図 － 10 

三L2.

A2. 6 

高校へ行けばよかったと悩んだことはあるか

図－10に示すように，高校へ行けばよかったと悩ん

だ学生が44.1%いる.1年生にさえ30%いる.3年生

までは増加し， 3年生が悩んだ者は最も多く 61%にも

達している.3年を過ぎると高専生活の半分以上を過

ごし，中学校の同級生は高校を卒業し，それぞれの道

を歩き始めるのを見るためか，または，高専卒という

ことを消極的に受け入れるためか，悩んだことがある

という者が少なくなっている．この悩みのために，ど

れだけのマイ ナスが生じているか計り知れない．これ

だけ多数の学生が悩んでいるとし、う事実を冥剣に受け

止め，その理由を徹底的に追求する必要がある．そし

て方向としては，高専卒業ということに誇りを持たせ

る教育をするのだということで検討したならば解決の

長仁カ‘見出せると思う ．

016 現在，全般的にみて余裕があるか．

(3〕天分余裕がある
〔1〕勉学・クラブだけで手一杯 (2）いくらか余俗あり

1年 (1) 65.3 1(2〕 31.7 (3〕

2年 45.6 -- 38. 3 I i:f. 8 f1 
、、、‘． 

3年 !18.9 31.9 I i1 
’，’・' 

4年 43.2 38.8 I 17.3 U 
、、 ．

5年 43.8 44.6 po.o II 

全体 51. 9 36. 8 I 10 5 !' 
後成科1 55.1 I 31. 5 I 12. 4 (1 

‘ ． 
電気科｜ 49. 2 39. 2 ~ 9. 9 i I 

化学科｜ 日 9 J 33.5 )10.0 II 

建築科｜ 必.2 42. 1 I 9. 6 I 

図－11 余裕があ るか



勉学・クラブで手一杯とする者が51.9%である． 1 

年生は65.3%が手一杯としており，大分余裕があると

いう者は3.0%にしか過ぎない．入学してまだ3ヶ月，

中学校との聞には落差があり，これを登るのに苦労し

ていることを示している. 2年生になると学校にも慣

れていくらか余裕が生ずるのか，手一杯とする者は，

45.6%になる.3年生になると授業時間数は多くなり，

専門科目が半分は入ヮて来るためで、あろうか，手一杯

とする者が殖え58.9%になっている. 4年になると精
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神的に落ち着くためで、あろうか，余裕を取り戻してい

るようにみうけられる．機械科と工業化学科，電気科

と建築科が同じような傾向を示している．

余裕があるとし、う者は10.5%である．これでは，自

分で何かを研究したり，余技を磨く余地はあまりなさ

そうである．

017 自分の心に問うてみて，本気で一生懸命勉強し

ていると思うかどうか．

表－ 7 勉 強についての内省

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜ 全体｜機械電気 化学 建 築

( 1 ) している l. 2 2.0 l. 4 l. 4 0.8 l. 4 2.2 0.6 0.6 2.0 

( 2) 少し怠けている 34.1 16.8 17.7 14.4 16.2 20.4 18.5 17. 1 22.4 23.4 

( 3) 自分の良心の半分くらいやって 21.0 10.7 22.0 13.7 16.2 16.8 15. 7 17. 1 12.9 20.8 
いる

( 4) 実のところあまりしていない 37.7 40.9 39.0 46.8 50.0 42.6 47.8 43. 1 47. 1 33.5 

( 5) 全くしていなし、 6.0 29.5 19.9 23.7 16.9 18.9 1s.1 22.1 11.1 20.3 I 

( 1 ）のしていると（ 2）の少し怠けているとした者

を合せると21.8%である. ( 5）の全くしていないとい

う者が18.6%もいる．学年別に見ると一番余裕のない

としている 1年生が最も良く勉強しているようであ

る．項目16から見れば余裕のある 2年生と 4年生はあ

まり勉強はしていないという自己診断になっている．

これでは，余裕があるというのは，見かけだけのこと

でしかない. 2年生の29.5%, 4年生の23.7%は全く

していないと答えているが本当にしていないのであろ

うか. 4年生， 5年生の70%くらいがあまりしていな

いか，または全くしていないとしづ現状では，学校の

中に活気がないのは当然と思われる

では，どんな理由のために勉強していないかという

と表－ 8のようになった．

表－ 8 勉強 しない理由

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜ 機械電気化学建築

( 1 ）る高か専らに入学したことを後悔して
し、 l. 8 2.7 15.8 5. 1 l. 6 5.3 5.2 5.0 5.9 5.2 

( 2）勉強以外のことに気をとられる 33.9 36.3 18.7 20.4 29.5 28.0 32.8 25.6 32.5 22.3 

( 3）住居の条件が悪い 7.3 2. 7 7.2 4.4 4. 7 5.3 4.0 4.4 2.4 9.8 

( 4）友人に誘われると断りきれない 。2.7 。3.6 1. 6 l. 5 l. 1 0.6 0. 6 3. 6 

( 5に）絞根本られ原る因は自分の心が弱し、こと 49.l 50.0 49.6 62.0 55.0 52.9 52.3 54.4 50.3 54.4 

( 6）その他 6. 7 4. 1 

無回答 1. 2 1. 4 

これによると，根本原因は自分の心が弱し、ことに絞

られるとする者が52.9%になっている. 4年生は62%

で全体平均より 10%多い．勉強以外のことに気をとら

れるからとしづ者が28.0%となっている．この中で 1

年生の大部分と 2年生以上の一部分はクラブの為に余

裕がなく勉強ができないとしているようである．高専

に入学したことを後悔しているからとする者が 5.3%

いるが， 3年生は特に多く 15%にも達している．これ

は，現 3年生だけのことであろうか．

7.2 2.9 7.0 5.6 4.0 8.3 5.3 4. 7 

l. 4 1. 5 0.8 1. 3 0.6 1. 7 3.0 。

018 授業科目数について．

学生は幾分授業時間数も加味して答えているように

思う．現実に科目数，時間数ともに多い 4年生の67.6

%の者は多過ぎると感じている. 5年生は，現在のま

までよいとする者が過半数以上になっている. 2年生

と3年生は，似た傾向を示し，多過ぎるとする者と現

在通りでよいとする者とがほぼ同数である． 1年生は

まだ実状がよくわからないためか現在通りでよいとす
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表－ 6 授業科 目数について

区 分 I 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築｜

(1) 多すぎると感じている I 1s. 6 38. 3 36. 2 67. 6 32. 3 37.9 30. 0 30. 4 51. 2 40 6 

( 2) 現在のままでよいと思う 67.7 38.9 38.3 18.7 52.3 43.9 48.9 45.9 35.3 45.2 

( 3) もっと多くならいたい l. 2 5.4 3.5 2.9 2.3 3.0 3.4 4.4 2.4 2.0 

( 4) わからない 12.6 17.4 22.0 10.1 13. 1 15.0 18.0 19.3 10.6 12.2 

無回答 o. 7 0.1 0.6 

る者が67.7%となっている．

学科別では，化学科以外は，現在のままでよいとす

る者が，多過ぎるとする者よりも多い．しかし化学

科は，多過ぎるとする者が， 51.2%と過半数以上にな

っている．特に化学科のうちでも， 2' 3' 4年生の

す以上が多過ぎるとしている．化学科は，学科の性格

上多くなるのであろうか．

019 予習・復習について．

( 1 ）必ず全科目についてする

( 2）特定の科目についてはする

( 3）時々する

( 4）しない．

(1）全科目する（2）特定の科目のみする

1年 I!(2〕 67.7 

2年 11 22. s I 柑 .3

3年 I 40. 4 I 36. 9 

(4) 
(3）時々するしない

1(3) 28. 7 I幼

29.5 

4年仁二三豆

:i5.<l 

全体 ｜｜ 4D. 2 

i設~科｜｜ よ叩コジ 。．、

電気科I) 牛』 8

化学科｜｜ 3S.2 

jt~；科 l _3S,Ji_ 

図－12

I 27.3 I 41. 7 

31. 5 33.1 

泣よ 辺
一
山
一
国

36.0 

L一回

ともに4つの選択肢を作って予習復習をどれくら

いしているかを調べた．予習についての結果を図－12

に，復習についての結果を図－13に示す．

予習・復習は，学校での授業を受けるには欠かすこ

とのできない事柄である．予復習を全くしないで出席

し受講している と予想して， 講義を進めている教官は

多分いないと思う ．しかし本校の場合，全科目につ

いて，予復習をしている学生は 1%前後しかし、ない．

予習については，特定の教科はするとしづ者が40.2

%であり，しないとする者が22.0%である．これから

考えて，特定の数科目を除いた大半の科目については，

予習はされていないと思わざるを得ない．

復習について見ると，しないとする者が31.5%，と

きどきするとしづ者が44.9%となっており，予習より

されていない. 5年生の50.8%はしないとしている

全般的に見ると上学年がしていないようである

教官は，前固までの授業内容のほとんどを理解し3

記憶している事を前提として今日の授業を進める．し

かし，学生の方は準備をしないまま出席しているので

あるから，教官が熱心に授業を進めてもどれだけ理解

し得るか疑問である．そこに教官の焦りが生じ， 学生

側に学習意欲の喪失が生れる．学生の勉学意欲を振起

すれば，予復習は当然なされるはずである．

(1〕全科目する
(2〕特定の科目のみする (3〕時々ずる (4〕しない

1 生手4.21(2) 31.7 _j (3) 49.7 --- k:4〕14.41

一 1 箆,_.2._ I 

2G. 2 

冨:5

2年qZO. l 
' 

3年11 2l,4 49.6 

4年I!n. 3 I 47.5 
, 

5年I1is I a4.6 
、

全体 il 21.8 44.9 

後械科II 2L9 48 3 

電気科~2 40.0 

50.8 

込L 」
亙工二コ
亙Z一「1

27.1 化学科口二三2

眼科仁豆豆

fl..§ 

ITT 

図－13 復習について

020 授業内容の程度について． （全般的にみて）

表－10に示すように，授業内容について低いとする

者は，2年生以上の 5～ 6%という 率になっている．

電気科の一部の学年は，程度が低いということで学

習意欲を失っているのではないかと思う．高過ぎて理

解できないとする者は16.6%になっている. 3年生の

27. 0%，化学科の学生の20.6%は高過ぎて理解できな

いとしている．

在学生の大部分は，秀才ではなく極く極く普通の学

生であることを思えば，授業内容が高過ぎるという者

が16.5%いることはうなずけないことではない．

1つのクラスの中に授業内容の程度が低いとする者

と，高過ぎて理解できないとする者が同居している．

上位にいる者の意欲を削ぐような方法はまずい方法で

あると同時に，高過ぎて理解できないとする下位の者

を切り捨てて進むとし、う方法はとるべきではない．上
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表－10 授業内容の程度（全般的に）

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜ 全体 ｜機械電気 化学 建 築

( 1) 低いと思う 。5.4 6. 4 5. 7 5.4 4.4 2.2 9.4 l. 2 4. 61 

( 2) 現在程度は適当と思う 52. 7 38. 3 32.6 40. 3 56.2 44. 1 50.0 43.l 41.2 42.l 

(3) 高いと思うが理解できる 22.2 15.4 18.4 11.5 10.8 16.0 13.5 15.0 19.4 16.2 

( 4) 高過ぎて理解できない 10.2 20. 1 27.0 16.5 9.2 16.5 13.5 13.8 20.6 18. 3 

( 5) わからない 15.0 20.8 15. 6 25.2 18.5 18.9 20.8 18.8 17.l 18. 8 

無回答

位の者にも，下位の者以上に手をかけて伸ばしてやら

ないと発展性がそこなわれる．さて，この難問を解く

にはどのようにしたならばよいだろうか．

021 授業の進め方について． （全般にみて）

授業について，学生が肌で感じているのはs 図－14

に示すように半数が不満であるということである．満

足しているのは， 1年生が最も多く 38.3%で， 3年生

は13.5%で最も少ない．全体では，22.9%しか満足し

ていない．これだけ多数の不満者がおるとしづ事実を

認めた上でp 教育方法の工夫，教育技術の研究をより

一層活発に行う必要を感ずる．

(1〕現状で満足 (2〕不満である (3）わからない

1年Im 33.3 1£2) ~2.3 I c3) zs.1 II 

2年Il&.1 I 55.7 24. 8 、、

3年l1 ~.s I 63.8 "22. 7 
、、

4年 l17.3 I ~l.1 :iO. 9 

5年 ｜ 24.6 53.£ I 21. 5 
， 

全体 ｜ 22.S 50. 7 

括主核科1 22 5 55.1 

~IC気科 ｜ 22. 7 48.1 

化学科｜ 22.9 55.9 

建築科1 2:i 4 坐~7

図－14 授業の進め方

022 授業は，どれくらい理解できるか．

( 1 ）ほとんど全部理解できる．

25.8 

21.9 

28.2 

20. 6 

31.5 

( 2）科目によっては理解できない事もある．

( 3）復習すれば理解できる．

( 4）あまり理解できずに困っている．

以上4つの選択肢を作ったが，結果は図－15に示す．

調査項目20で， 授業内容の程度について調べたが，

ここでは，授業内容をどれくらい理解できるかを調べ

た．

ほとんど全部理解できるとした者は2.9%にしか過

ぎない．半数以上の54.4%の者が科目によっては理解

できない事もあるとしており，復習をすれば理解でき

るとしている者が26.0%である．内容の程度が高過ぎ

て理解できないとした者が16.5%いたが，この項で，

o. 7 0.1 0.6 

理解できずに困っている者が16.4%となり，この二つ

はよく一致している．

(1）全部理解できる（2）科目によ ってl:t.;":'ll併できない
(3) i見習すれば型解でさる （4〕耳.l＼ ~i'I できす図っている

1 年間Tて~7 _ K~ ） 22.8 _ K41:$.l1 

2年II 43.0 I 卸.2 I 23.5 I 

3年II 51. l ） 払 7 I －－－ぉ.4 I 

4年lI 51. l 33:8 111.s II 

5年II 61.5 I 20.s I 16. 2 I 
， 

全体I) 54.4 2o.O I 16.4 I 

後彼科｜｜ 5r.I 3U.O I 16.9 I 

電気科 Jl 60.2 三l20.4 j 1H I 
， ， 

化学科I¥ 51.7 お 3 ( 16.s II 

建築科II Si.8 2.Q.1, 

図－15 授業内容の理解の程度

学生の自己判断では， 70～80%の者が，復習をすれ

ば大体理解し得ると考えているようだ．しかし， 復習

は本当になされているかとい うとあまりなされていな

い．従って，半数くらいの学生は消化不良を起してい

ると考えておくべきだろう．

授業中に理解できなかった点があったときの処置法

は，図－16のようになっている．

(1）光生にllflく (2〕友人に聞く (3）自分で調べる 〔4）そのまま放i「［

1 'cfol (1) 1(2) 49. 1 IC3〕 33.5 I〔4〕10勺2

2年11 48. 3 I 26. 8 I 26. 8 I 

3年II 53. 9 I 21. 3 I 20. 6 I 

4 ~－ド II 56. l I 13. 7 I 28-:y-n 

5年li__--19.」 l 2:i. 1 I 33. 1 II 

全休日 49.6 人 1 23.3 1一一三主L」｜

1設械科口 55. l I 20. 8 I 20. 8 I 

'1G:5,<¥科｜｜ 44.2 30. 9 I 22.1 I 

化学科｜｜ 52.4 I 21.8 I 21.8 II 

11!築科｜ ｜ '!7.包 I 19. 8 I 27. 4 II 

図－16 理解できないときは

これから見ると，半数は友人に聞くということにな

っている．しかし，他の項目，終業時刻等から考える

と，友人に問いただけで、充分理解で、きるとは思えない．

やはり，先生の所へ聞きに行くなり，自分で調べるな

りして， 腰を落ち着けて勉強する習慣を作ってもらい
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たい．そのままにしているとしづ者は，学年が進むに

従って漸増している. 5年生はすがそのままにしてい

る．これでは，学校全体が沈滞ムードになるのも無理

はない．上級生の奮起を望む．

023 自分の能力で学習内容を理解していくためには

日に何時間位の自宅学習が必要だと思いますか．

(1〕O～ 2時間 (2〕2～ 4 (3)4～ 6 (4) 6～ 8 (5) 8～ 

1年Ull (2) 64. l 1(3〕 27.5 111 

2年111.41 49.7 I 28.9 1(4〕（5)

3年17.11 50. 4 I お.5 I I II 

4年lo.5/ 50.4 I 33.S I I II 

5 年円2~ 3 I 55. 4 I 23. S I I I 

全体Is. 3 I 54. 3 I 29. 9 j I fl 

後核科k5.61 53. 9 I 34. S I 11 

電気科1551 54. 1 I 34. 3 I I I 

化学科[1Jj 亡口46.5 34. 7 

定制仁g:[j 61.4 I 17.3 I f 11 

図－17 必要と思う自宅学習の時間数

援業内容や程度は以前に比較すれば，学生の実状に

合うように研究されている．それにもかかわらず，以

前より理解できずに困っているとしづ学生が増えてい

るようだ．具体的に何時間位の自宅学習が必要だと思

っているかを見ると54.3%が2～4時間， 29.9%が4

～6時間としている．これから考える と大半の学生は

3時間以上自分で勉強しなければついて行けないと思

っているようである．しかし，現実には学生達は思っ

ている時間の半分位しか勉強しないとしている．何

が学習の妨げになっているかを学生 1人 1人に真剣に

考えさせる必要を感じる．

必要と思っている自宅学習の時間数を見ると， 1年

生から 4年生まで、は学年が進むにつれて増しており，

4年生になると40%強の学生が4時間以上を必要とし

ている. 5年生は， 4年生より短い時間でよいとする

者が増えているが，これは授業時間数が少し、減少して

いるためであろうか．

024 実験実習について．

学科により相違はあるが，実験実習の週当りの時間

数と内容について， 3年生以上に答えてもらった．結

果は図－18，図－19に示する．

高専は，大学工学部に較べて，実験実習が多いとい

う特色を持っているが，学生達はどのよ うに感じてい

るかを調べた．時間数が多いとする者は15.1%，少な

いとする者が18.3%になってほぼ同数である．しかし，

電気科は多いとする者がかなり多く，建築科は少ない

とする者がかなり多く，学科により異なっている．

内容について見る と， 程度が高いとする者が9.5%,

(1〕多いと思う (2）現在通りでよい

3年 1(1)16.3 I (2〕 63.1

4年 1 13. 7¥ 69. 8 

5年 I 15.4 I 臼.1

全体｜ 15.11 日 4

機械科1 13.31 71.4 

電気科｜ 26.4 I 66. o 

化学科IIi.DI 64.8 

(3）少いと思う

巴2-1主主」

主土且

亙互D

E亙l

t;Im 
If.吉l

連祭料「宮司 60.0 

室ょE
g玉円

図－18 週当り時間数
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76.5 

74.5 

85. 7 亡D
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全体cri:I二
機械科巴亡

沼気科区~
化学科~
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図－19・内容について

低いとする者が12.7%になっている.3年生は高いと

する者が18.4%と多く ，これに対して 5年生は19.2%

が低いとしている．

全体として見た場合，実験実習については妥当な線

で行われていると見ているようである．

025 製図について．

(1〕多レと思う (2）現在通りでよい (3〕少い と思う 然回答

1年I(:2) ~6. 0 jc3) 39.2 l I 、
2年jUlll.4] 59. 7 (I 

3年／7.0j 40.S 40.8 

4年I( 72.7 j 13. 7 I 
、、

5年／6.jJ 59.2 耳 7

全体 l~I 59.6 3().s ~ I 

後伎科11 79.2 
: ----

電気科If 55.6 32.4 I iu J 、、
化学科！12.1 I 55.6 l 包 2 110.11 

建築科j7.1l 46.2 45. 7 

図－20 製図の週当りの時間数について

週当りの時間数については図－20に，内容について

は図－21に示す．

現行のカリキュラムに組まれている製図の時間数

は，卒業するまでに機械科18単位，電気科6単位，化

学科6単位，建築科23単位で，相当量の時間を充てて

いる．しかし学生側から見ると，時間数が少ないと

している者は30.8%とかなり多い．特に 3年生の40.8

%，建築科の45.7%の者が時間数は少ないとしてい

る．



内容については，大多数の77.1%の学生が，現在通

りでよいとしている．しかし， 3年生以上の約10%の

者は程度が低いとしている．

〔1）程度がi¥j)¥,、（2）現在通り でよし、（3〕程度が低い 無回答

1年14£1 （；~ ） 83. 2 ~3 518.0l 

2年！Cl〕17.4I 72.5 I l~ .01 

3年I14.l I 74.6 I 11.3 I 

4年 II 74.S 110.8111.51 
＼ 、、、‘

5年 16.ll Sl.6 I 11.2 II 

全体18.81 77.1 ¥7.9¥6.21 

機械科I) 87.6 ~7)11 

電気科15.61 68. 5 I 13. 9 I 12. o I 

化学科118. 2 I 65. 7 

建築科I9.61 78.2 

図－21 製図の内容について

026 実験実習のレポー ト，製図作成の為にどれくら

いの時間を要しているか．

( 1 ）追われていつもこれだけにかかわっている感

じ．

( 2）勉強時間の半分以上．

( 3）勉強時間の半分以下．

( 4）難なくこなしている．

以上4つの選択肢で、調べた．結果は図－22に示す．

実験実習をすれば，それに対するレポートが要求さ

れる．そのレポートを作成するための時間は，実験実

習の時間内にはほとんど取れないのが実状である．

与えられたテーマに対する製図が組まれた時間内に

書き上げられなかった場合は，放課後に書 くか，自宅

に持ち帰って書 く必要がある．これらにどれくらし、か

かわっているかというに， 36.5%の者が追われていつ

もこれだけにかかわっている感じとしている. 3年生

(1) (2〕

l年15.71 (2〕 40.2

2年「ーヲ6.i-
良一山

(3〕 (4〕終回答

39.l 16.91 I 

I 20. 1 16.01 I 

36. 9 17. 8111 
，’，Y 

41.7 I 12.215.0I¥ 

44.6 16.21 I 

I 15.5 I I I 

I 25. 3 16.211 

44.8 16.3¥ 11 

40.6 U生与」l

I 16. 8 I I I 

3年仁二亙豆

4年にこ豆主

5年E三二fil

全体仁二~

機械科亡二二三互互

定気科仁二三豆

化学~IC二三豆

建築科仁ご~

図－22

，「」
、、

40. 7 

41.0 

37.6 

レポート・製図に要する時間

は53.9%, 5年生は46.2%と高い率になっている．勉

強時間の半分以上と答えた者が40.7%で，各学年とも

ほとんど同率になっている. ( 1 ）または（ 2）と答え

た者を合せると 5年生は90.8%, 4年生は81.3%, 3 
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年生は90.8%となり， 3年生以上では，勉強していると

いえば大部分は実験実習のレポートを書いているか，

製図をしていることになる．これからも予習復習があ

まりなされていないことがわかる．レポート作成が具

体的にどのようになされているか良くわからないから

何ともいえないが，いろいろな資料を読み，自分で考

えながら書けば非常な勉強になる．しかし，単に本を

丸写しにしたり，他人がまとめたものをそのまま借用

するのであればほとんど頭には残らないが，学生はど

ちらのやり方に近いだろうか．

難なくこなしている者は，4.2%しかいない．

027 成績評価について． (2年生以上）

結果は図－23のようになった．

(1）甘いと思う（2〕適当と思 う (3）辛い と忍う (4〕わからない

2年 匝旦主♀L .%.2 I~〕 26.8 ｜、（4) 25.5 』

3年 I 2日2 I 31. 0 I 18. 4 I 2D. 6 II 

4年 I 25. 2 I 36. 7 I 18. o I 18. 7 1 J 

5年 ｜氾.8 I ね.1 13.8 17. 7 11 

全体 ｜ 23.6 I 

機械科「寸2.了寸：
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建築科 仁三ITコ

I 17. 2 ! 20. s II 
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38.2 

図－23 成績評価について

評価された成績について学生はどのように感じてい

るかを聞いた． 学年が進むに従って様子がかなり異な

っている．甘いと実感している者は，2年生で10.7% 

であるが， 5年生になると33.8%になっている．反対

に辛いとする者は2年生が26.8%であるがJ 5年生は

僅かに 3.8%になっている．この結果から見ると，低

学年には厳しく， 学年が進むに従って甘くなっている

ようにみえる．これは，上学年の勉強不足，勉学意欲

の喪失の原因になっているのではなかろうか．

60点を合格点とする高専の成績評価は，同年輩では

高校生である低学年には辛いと感じられるのは当然で

はなかろうか．高校では，合格点が40点以下のところ

もあるのであるから．調査はしていないが， 1年生は

もっと成績に敏感なようである．それも， .60点以上で

あるか60点以下であるかに対してである．留年という

ことが 1年生の頭の中には，強烈な事項として映って

し、るカミら．

学科別に見ると，学科によりかなり違っている．甘

いとする者は，電気科は34.3%であるのに対し，化学

科は15.69るである．これに対し，辛いとする者は，機

械科の14.0%に対して化学科は25.8%となっている．

これからみると化学科の学生が一番成績評価は辛いと
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思っているのに対し，電気科の学生が一番甘いとみて

いることになる．

028 宿題について．
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図－24 宿 題 について

宿題はもっと出してもらいたし、としづ者は率として

は9.8%と少ないが，上学年になるに従って増加して

いる．これは，単なる宿題であろうか，それとも宿題

というよりは研究課題のようなものを望んでいるので

あろうか．一方，宿題は出してもらわなくてもよいと

する者は約半数の47.2%である．

学科別に見ると，出してもらいたし、としづ者は電気

科が一番多く，しかも上学年程多くなっている．出し

てもらわなくてもよいとする者は，機械科が一番多く

55.6%となっており，化学科は38.8%と少ない．学生

の意識は以上のようであるが，あまり勉強しなくなっ

た現在で、は，積極的に宿題を出し，またそれに対する

チェックを行うとし、う方針で臨み，勉強する習慣をつ

けさせる必要を感じる．目的意識を持たない学生に一

つの目的を持たせることにもなる．

029 授業を受けているとき， この授業は自分のため

になると思うことがあるか．

〔lJある
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図 － 25 

図－25のようになったが，受けている授業がために

なる，すなわち，有意義としている者は58.8%と少な

い．これはどうしたことであろうか．現に学んでいる

事柄を使っていろいろな実際的な問題を主体的に解決

して行くとしづ経験が少ないからだけであろうか．な

いと答えた者は16.9%であるが， 1年生は少なく， 3年

生が一番多い．わからないとした者が意外に多かった

030 欠課することについて．

本校だけの現象であるかどうかは知らないが，後期

になると，欠課をする者が増える．欠課をすることに

対してどのように考えているかを聞いたが，表－11の

ような結果になった．欠課はすべきではないとする者

は半数より少し多い54.5%である．欠課をするかしな

いかは別問題であるが， 34.2%は欠課することを肯定

している．その理由を見ると，授業中居眠りするくらい

ならば欠課した方がましだとする者が17.1%，欠課し

ても誰にも迷惑になるとは思わないとする者が10.9%

表 － 11 欠 課 することについて

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築

( 1) 欠課はすべきではない 65. 3 47. 0 51. 8 53. 2 53. 8 54.5 64.6 57.5 52. 9 44.2 

( 2) 欠課しでも誰にも迷惑になると
7.2 16. 1 9. 9 7. 9 13.8 10.9 7.3 7. 7 14. 1 14.2 は思わない

( 3) 嫌いな科目のときは欠課しても
0.6 2.0 2.8 。3.1 l. 7 0.6 0.6 l. 8 3. 6 ょいと思う

(4) 授業中居眠ヵり：すまるくらいならば
10. 8 19. 5 19. 1 20. 1 16.9 17.1 16. 3 13. 8 15. 9 21. 8 欠課した方 しだ

( 5) わからない 12. 6 12. 1 6.4 10.l 8.5 10.l 7.9 13. 3 11.2 8. 1 

( 6） その 他 3. 6 l. 3 7. 8 6.5 3.8 4.5 3.4 5.5 2. 4 l. 8 

回答なし 2.0 2. 1 2.2 l. 2 l. 7 6. 6 l. 5 



で，これは 2年生と 5年生に多い．揺れ、な科目のとき

は欠課してもよいと思うとする学生は少なく 1.7 %で

ある．その他とし寸者が 4.5%いるが，これはほとん

ど欠課する事を肯定する意見ばかりであった．

居眠りするくらいならば欠課した方がましだとする

者が17.1%いるとしづ事と，授業中眠たくなる事があ

るとする掌生が97%いるとしづ事は，我々教官として

はよく頭の中に入れておかねばならないことだと思う ．

43 

この結果から見ると，欠課の大部分は学習意欲の不

足からきていると してよいように思う ．

031 休講のとき，どうしていることが多いか．

休講により，空き時間が生じた場合，本校では他の

教官が行くか，時間割を組みかえて繰上げ授業をする

か，それができない場合はそのまま空き時間にしてい

る．この空き時間のことを予想して調査した．

表 － 12 休講時の過し方

区 ノs- 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築

( 1 ) その科目について自習する 1. 3 。。0. 7 。o. 6 1. 1 。。1. 0 

( 2) 科目は限らないが自習する 32. 9 7.4 11.3 8.6 6.9 14. 2 15.2 11.0 17.1 13.7 

( 3) 雑談して時聞をつぶす 46. 7 62.4 50.4 49.6 43.l 50.6 50. 6 52. 5 47. 6 51. 3 

(4) 図書館で過す 9.0 10.l 24.1 16.5 22. 3 16.0 6.7 18.2 21.2 17.8 

( 5）外出する 1. 8 10. 7 

( 6) スポーツをする 1. 8 3.4 

( 7）その他 5.4 5.4 

回答なし 0. 6 0.7 

自習をする者は14.8%である．図書館で過すとした

者が16.0%おり，このうちの大部分が図書館で勉強し

ているものとすると，空き時間に勉強をする者は30

%ぐらいと見てよい．自習をするとしづ者は 1年生に

多く，他学年は少ない．図書館で過す者は上学年に多

い．機械科の学生は，他の学科の学生にくらべて図書館

で過すとしづ者が非常に少ない．半数の50.6%の者は

雑談して時間をつぶすとしている．自宅通学生でクラ

ブに加入していない者にとっては，休講時の雑談は級

友との意見交換の時間であろうし3 息抜きの時間とも

いえ，無意味な事とは思えない．外出する という者が

7.3%特に 2年生は10.7%, 5年生は12.3%いるが，い

ろいろな面からこれは放置できない事だと思う．その

他とする者の中には，仮眠をとるとしづ者が多い．

032 1日平均何時間自宅で勉強しているか．

4年生までしかし、なかった41年度に調査された資料

を図－26に，今回の調査結果を図ー27に示す．図－26

の区分は，（ 1 ）は 1時間，（ 2）は 2時間というよう

になっている .( 5）は 5時間以上と考えられる．

この 2つを比較して見るとよくわかるが，前回時は

(1）〔2〕2時間 (3) 3時間

1年(l〕（記〕 21.6 I〔3〕 52

2年 I 20 I 44 I 

3年 I 31 I 3可3 I 

4年 I 15 I 36.5 I 

全体｜ 17 I 33. 6 I 

(4）盛時間（5)
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図－26 昭和41年の勉強時間
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優秀な学生が集まっていて， しかもこれだけ勉強して

し、7こ．
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図－27 昭和52年の勉強時間

昭和41年では， 1時間とし、う者は17%で， 1年 2年

と進むにつれて漸増し， 3年生は31%が 1時間として

いる．全体として見ると70%の学生は 2～3時間の勉

強をしていた.4時間とし、う者が11.6%いた．

現在の状態を見ると， 1時間以内が38%,1～2時

間が38.6%であるから，2時間以内の者が76.6%にな

る．項目23ですでにみているが，自分の能力で学習内

容を理解して行く為には何時間位の自宅学習を要する

と思うかというのに， 2時間以内とした者は 8.3%,2 

～4時間は54.3%, 4～6時間は29.9%であった． こ

れからみる と必要としている時間の半分も勉強してい

ないことになる．一番勉強していないのは 4年生であ

る. 2年生もほ とんど 4年生とかわらない. 1年生だ

けが比較的勉強をしている．一生の内で， 一番勉強に



033 授業をどうしたら更に良くなると思うか．

(2つ選択）

( 1 ）もっと熱心に授業をして欲しい．

( 2）授業の内容をも っとよく 学生の要求にあわせ

て欲しい．

( 3）授業時間数をもっと少なくして，がっちりや

ってもらいたい．

( 4）自分の好きな授業を選択できるようにして欲

しい．

( 5）新しい指導法・教育器機等を取り入れ，新鮮

な授業をして欲しい．

( 6）社会に即応した内容を取り入れてもらいたい．

( 7）わからない．

( 8）その他．

適し，また，頭を錬えなければならない時期にあまり

勉強しないというのは残念なことである．

居所別に見ると， 1時間以内は自宅通学生36.8%,

寮生33.6%，下宿生は60%である． 1～ 2時間は自宅

生37.1%，寮生43.7%，下宿生は31.4%で， 2～ 3時

間とする者は自宅生19.7%，寮生18.8%，下宿生は7.1

%となっている．自宅通学生と寮生はあまり違いはな

いが3 しかし下宿生はかなり勉強時間が短い．今年度

から，寮では21時から 1時間を沈黙の時間として申し

合わせ，その聞は物音を立てず勉強時間に充てること

にしている．その為であろう．寮生が一番良く勉強し

ていることになっている．外部からの強制が少ない下

宿生は自制しないと勉強はできず，遊んでしまったり，

何ということもなく時間だけが過ぎて行くということ

になる．本校の下宿生はあまり勉強ができていない．
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034 卒業後はこの企業に就職したいとか，こんなこ

とをやりたいとかということをはっきりと決めてい

るか．

以上8つの選択肢によって聞いたが結果は，表－13

結果は，図－28に示す．

014において卒業まで，

のようになった．

これから，学生が授業に対してどのような受け止め

方をしているかがわかる．選択肢の（ 1)(2) (5）と

( 6）の一部は各教官に係わる事柄であり，（ 5）の一部 このように勉強してゆきた

いとし、う具体的な目標や方法を持っているかを調べた

が， 55.8%の者が持たないとしていた．ここでは，卒業

後やりたし、ことをはっきり決めているかどうかを調べ

た．将来の目標をはっきりした上での勉強ι何とな

く勉強するのとでは，結果として現われるところは大

きく異なるはずである．はっきり決めているとする者

は27.0%で， 1年生から 4年生まではほとんど同率で

20～23%である .5年生は最終学年である為か50.8%

と高率になってはいるもののまだ半数でしかない．決

めなければならないとしづ意識は，学年が進むに従っ

て高く はなっている．決めていないとする者が， 5年

は学校運営に係わる事柄であり，（ 3) (4）は高専制

度に係わる事柄である. ( 4）の授業を選択できるよう

にとい う希望が非常に多いが，高専は学年制をとり，

しかも定食型である為に，これを受け入れるには色々

な困難な面がある．しかし， 52年度入学生からは一部

分ではあるが選択する事が可能になった．文，（ 3) 

については卒業までに 10時間減ずることになったの

で，いくらか過密感がなくなるものと思われる．各教

官に係わる事柄については，それぞれ教える立場から

受け止め，より良き授業を行うよう努力するより外に

方法はないだろう．



Cl〕決めている（2）決めたいが資料が少なくて図っている（3）決めていない

1年Ill〕初.4 I (2l 19.2 J（初 日 目日 日
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図－ 28 卒業後のことは決めているか

生の中に未だ14.6%もいる．おそくとも 3年の中頃迄

には，将来の目標を決めるように指導し，各人がそれ

に従って努力精進するようにすれば，随分学校全体の

気分が変わって来ると思う ．
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(2）の資料が少なくて困っているとする者が，全体

では28.8%にもなっているので，就職委員会で，企業

等の資料を蒐集して，各教室へ備えるようにしたら，

どうだろうか．

035 本校では，ここ数年，40名前後の留年者を出し

ているが，これについてどう思っているか．

結果は，表－14に示す．

とにかく厳しすぎると思っている者は， 2年生が一

番多く23.5%，成績・留年について一番関心を持って

いるようにみえる 1年生は21.0%になっている. 2年

生から上学年へ進むに従って率はさがり， 5年生で

は3.1%になっている．

一定の学力水準を持って卒業する為には致し方のな

いことである と消極的に留年者が多いことを支持して

表－ 14 留年について

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築

( 1）とにかく厳しすぎる 21. 0 23. 5 14. 1 6. 4 3. 1 14.2 10.1 11.6 17.l 17.8 

( 2）一定の学致力方水準を持って卒業あする 21. 6 22. 8 19. 9 25. 2 16. 9 21. 3 24.2 16.0 24. 7 20. 8 為にはしのないことでる

( 3）学力水準を努さげすずに留き年者あが少な 33. 5 21. 5 29. 1 32. 4 17. 7 27. 1 24.2 33. 7 22. 9 27. 4 くなるよう 力 べでる

( 4）年勉強すせず遊び然まわあっているから留 15.0 22. 1 30.5 28. 8 56. 9 29. 6 31. 5 32. 6 28. 8 25. 9 るのは当でる

( 5）わからない 7.2 8. 1 o. 7 3. 6 2. 3 4. 5 6. 2 3. 3 3. 5 5. 1 

( 6）その 他 1. 2 2. 0 5. 7 2. 2 3. 1 2. 8 3. 9 2. 2 1. 8 3. 0 

無 回 答 o. 6 1. 4 o. 4 o. 6 1. 2 

いる者が21.3%になっている.4年生に少し多く ，5

年生は少しすくない程度で各学年ともあまりかわらな

い．学力水準をさげずに留年者が少なくなるように努

力すべきだとする者は全体では 27.1%となっている

が，学年による違いが犬きい．学生の姿勢と してはこ

の意見のようにあって欲しいが，5年生の支持率が一

番低い．勉強せず，遊びまわっているから留年するの

は当然であると見ている者は29.6%とかなり多い．こ

れは学年が進むに従って漸増しているが， 5年は特に

多く， 56.9%にも達している．ある面から見れば，勉

強しなければ留年するのは当然である．しかし，こう

いうとらえ方の学生が多いことは学校という組織体

からみれば淋しい．その他の意見は二つに大別され

るようで，もっと厳しくして勉強させるべきで，その

為に留年者が増えたとしても，それは仕方ないとする

意見と，もっ と学生の立場に立ち，学生の実状に合う

ように改められる点は改めて留年者がすくなくなるよ

うにしてもらし、たし、とし、う意見に集約できる．

036 先般行われた中間試験のとき，どの位勉強した

か．

(1〕（2〕 （3〕（4〕（5)(6)

i年IG.6K2l13. 81 (3） ス7.7 I (4) 29.9 応::9.61I 

2年厄:7/11. 4 I 22. 1 I 39. 6ゐ I 19. 5 n 

3年112.l・ •. , 22γ～I 2r~、 I 31.9 ・--.19.2d 

4年II 19. 4 I 15. 8 I 45. ：~ J 12 9 111 
＼‘  

5年 18.5117.7 l 13.8 i 45.3 i 12.3 Ii 
全体l7.4t’16.8 l’ 22. 9 . ・-.! 38. 0 i 比 7(fi

機械科｜ I 15. 7 I 25, 3 I 41. 0 I 12. 4 II 
＼、、

電気科J8.8l12.7 I 26.5 ( 35.9 I 13.8)11 

化学科I12. 6 I 20 o I l~. 9 I 36. 5 I 11. 2 I ti 

建築科｜ I 18. 8 I 23. 4 I 38. fi I 13. 2 J I 

図－29 試験勉強について
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( 1 ）試験時間割が発表される以前から計画を立て

勉強をしていた．

( 2）時間割が発表されてから計画を立て，勉強を

始めた．

( 3）試験範囲の全部に一応目を通して受けた．

( 4）一夜漬けで受けた．

( 5）試験範囲の全部には，目を通さずに受けた．

( 6）その他

以上の選択肢で、調べたが，結果は，図ー29に示す．

6月18日から 1週間3第 1回の定期考査が行われた．

年間行事予定表によっていつから考査が行われるかわ

かっているが，考査時間割発表（開始日より 1週間前）

前より勉強をしていたとする者は 7.4%であるが， 3 

年生が一番多く 12.1%,4年生は僅か3.6%しかし、なか

った.( 2）の時間割発表後から勉強を始めたとする者

は16.8%で， 3年の22.7%, 2年生の11.4%がこのグ

ノレープに入っている．クラブの練習は大部分時間割が

発表されると中止しているが， 1週間前から勉強して

いる者は， 3年生が一番多く 34.8%であり， 2年生は

18.1%, 4年生は23.0%である．試験科目の多い 3年

生， 4年生では，試験範囲の全部に目を通す為には，

正課の授業を受けながらでは 1週間では足りないと思

うが，学生から見るとそうではないらしい．兎に角，

試験範囲の全部に目を通して受験したとする者は22.9

%で，これは， 1年生が最も多く 37.7%で，学年が進

むに従っで減少して行き 5年生は13.8%になってしま

っている．一夜漬けで－受けたとする者が38.0%もいる．

1年生は， 1日1科目の日が多かったから， 一夜漬け

でも何とかなった日もあったかも知れないが，科目数

は多く，範囲も広いはずの 4年生， 5年生の45.3%の

者が， 一夜漬けとしている．これでは，試験の成績が

悪いのは当然であり，文，試験が終ると頭の中は空っ

ぽになるはずである．試験範囲の全部に目を通さずに

受けたとする者が12.7%もいる．この中の大部分の者

は， 日頃の予復習もほとんど行ヮていないと思われる

のでまともな答案は書けなかったと思われる．

平常あまり勉強しない者でも，試験勉強でもよいか

ら少な くとも時間割が発表されてからは，他のことは

全て忘れて勉強に没頭してもらいたい．

居所別にみた場合，自宅生と寮生とはほとんどかわ

らないが，下宿生はほぼ半数が一夜漬けで、受けたとし

ており， 下宿生は一般に勉強不足である．

037 今のカリキュラム (1年生については新カ リキ

ュラム）の中に入っていた、い科目で，希望する科目

があれば書いて下さいという事で調べた．

一般科目のうちに入るもの

日本史，社会科学一般，郷土史，政治等があがって

いたが， 日本史の希望は数名あった．

生物，地学，天文学， このうちで生物については数

多くの希望があった．

保健についての希望も数件あり，これに関連して性

教育もやってもらしザこし、とし、う希望があった．

芸術は， l, 2年で終るが上学年までやってもらい

たいとし、う希望も10名程あった．

外国語については，英会話を増す．フランス語，中

国語，ロ シヤ語等をやってもらいたし、と出ていたが，

フランス語は 5件程の希望であった．

専門科目では，希望者が 2名以上ある科目はなく，

各学科により異っていた．

038 あなたは，できればどんな人生を送りたいと思

うか．

若い人の中にも， マイ ホーム的人生の支持者が非常

に多くなったと言われるが，本校の学生は，官険的な

表－ 15 どんな人生を送りたいか

区 ／ノJ＼ l年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気 化学 建 築

( 1 ）波生乱）万丈の人生（変化の激しい人 6. 0 6. 7 4. 3 10. 1 6. 9 6. 7 2. 8 8. 8 7. 1 8. 1 

( 2）冒険的な野心のある人生 37. 7 40. 9 39.0 30.2 40. 8 37. 7 43. 3 33. 1 38. 8 36.0 

( 3）放浪と的さ人生（目的く人もな）く，ふらふ
ら まよい歩 生

4. 9 6. 0 5. 7 2. 9 5.4 5.0 5. 6 6. 1 3. 5 4. 6 

( 4）マ人イホーム的人生（家族第一主義
の生）

18.0 15. 4 22.0 23. 7 22. 3 20. 1 18. 5 22. 1 17. 6 21. 8 

( 5) 向もうれつ人生（ャ与ラえにら進れむた人目生的）に
ってガムシ

6. 0 4. 7 5.0 8. 6 3. 8 5. 6 5. 6 5. 5 5. 3 6. 1 

( 6）わからない 24. 0 20. 1 18.4 19. 4 14. 6 19. 5 19. 7 18. 8 20.0 19. 8 

(7）その他 3. 6 6. 0 5. 7 5.0 6. 2 5. 2 4. 5 5. 5 7. 6 3. 6 



野心のある人生を送りたし、とし、う者が37.7%と高い率

を示している．マイホーム的人生を送りたいという者

は20.1%で，そう多くない．この調査から見ると，人

生に対する考え方は， 1年生も 5年生もほとんど同じ

傾向を示している．これから見ると，本校生は活動的

エネノレギーを内にひめているといえそうである．
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039 現在， どのようなことをしているときが一番楽

しいですか．

結果は，表－16に示す．

どんなことをしている ときが， 一番楽しいかを尋ね

てみた．これは，どのようなことに興味をもっている

かという事と大いに関係がある． 一番多いのは，友人

表 － 1 6 

区 分 1年 2年 3年 4年 5年 ｜全体 1 機械 電気化学建築

( 1) 勉強をしているとき 。。3. 5 o. 7 3. 8 1. 5 1. 7 o. 6 o. 6 3. 0 

( 2) 友と人きと何となく雑談をしている 46. 7 33. 6 26. 2 27. 3 21. 5 31. 8 31. 5 37. 6 24. 1 33. 5 

( 3) 異き性の友人といっしょにいると 3. 0 9. 4 9. 9 10. 8 3. 1 7. 2 6. 7 3. 3 12. 4 6. 6 

( 4) パイク~又は車）を乗りまわして
し、ると o. 6 9.4 5. 7 3. 6 6. 9 5. 1 5. 6 5. 0 3. 5 6. 1 

( 5) クラブ活動をしているとき 6. 6 4.0 5. 0 7. 9 20. 8 8. 5 7. 9 9. 4 10. 0 7. 1 

( 6) 音り楽しを聞いたきり，楽器を弾いた
ていると

21. 6 14. 8 13. 5 15. 1 15. 4 16. 3 12. 4 17. 7 18. 8 16. 2 

( 7) パチン コ等をしているとき 。2. 7 4. 3 4. 3 3. 8 2. 9 3. 4 3. 3 2. 4 2. 5 

( 8) 本を読んでいるとき 7.8 12. 1 10. 6 15. 8 9. 2 11. 0 15. 7 9. 4 12. 9 6. 6 

( 9）その他 12. 6 12. 1 19. 1 12.2 15. 4 14. 2 15. 2 13. 3 12. 4 15. 7 

無回答 1. 2 2. 0 

と雑談をしている時の31.89るであるが，学年が進むに

従って漸減し， 5年生は 1年生の半分以下になってい

る．これは精神的成長を裏付けているのであろう ．次

に多いのは，音楽を聞いたり，楽器を弾いたりしてい

るときの16.3%である．寮の宿直のとき見まわってみ

ると，多くの寮生が楽器を持ち込んでおり，又，ラジ

オで聞いているのはほとんど音楽番組のようである．

読書は， 11.0%で3位になっている．読書は， 1年生

と5年生は比較的少ない. 5年生は， 2番目に多いの

がクラブ活動をしているときである．最高学年で責任

もあるが，自分達の思うように運営できる為であろう

か．バイク（又は車）を乗りまわしているときという

のは予想よりは少なかったが， 2年生に多いのは，運

転免許が取れ，しばらくは運転に興味を引かれるから

であろう ．

040 一生の思い出になるような経験を本校で持った

か．という事を 3年生以上に聞いてみたが，図－30

はその結果である．

思い出になる経験というものは，勉強にしろ，学校

2. 1 2. 2 1. 5 o. 6 2. 9 2. 5 

行事にしろ，クラブ活動にしろ， 全て積極的に参加

し，苦労しながらも活動してはじめて得られるものと

思う．

(1）持った 「2）ま だ持ただし、 (3）わからなL、

3年IC1219.9 I （己、 63. l P>Fi.6!l 
‘ ． 

4年l 3-＇ヨ.8 44.fつ l 1江二日

5年｜ 4-S.5 3t/.:i I j5. 9 I 

全 休｜ ~. 4 ~7 . B I 1s. 9 U 

j幾減科｜ 比 Z ~.：； 9 18.・1 I] 

‘ 
iB'.気科｜ 34. 9 50: 9 !J.V!) 

: ， 
化学科｜ 3,1.0 50.5 l '5 5 ) 

、

建築科｜ 38.~ 44.3 I J6.s !l 

図 － 3 0 

経験があるとする者は， 3年生が19.9%, 4年生が

38.8%, 5年生が48.5%と学年が進むに従って多 くな

っている．しかし，未だ持たないとする者が， 5年生

に34.6%もいる．卒業時迄には，どのようなことでも

よいから， 積極的に参加し，思い出に残るような経験

を持ってもらいたい．文学校としても，思い出になる

経験を持たせて卒業させたい．

思い出になる経験を持っていれば，困難な事柄に直



48 

面したとき，苦しい悩みに落ち入ったときにも勇気を

与えてくれるものである．

041 毎 月の小遣い．

全般的に見ると，やはり，高学年になるに従って多

くなっている． 1年生は， 5千円迄が59.3%になって

いるが， 5年生では， 1万～ 1万5千円使っている者

が， 30.8%と一番高い率になっている. 2万 5千円以

上使っている者が 2.5%いる．

学科別では，化学科が5千円迄とする者が50.0%で

あり， 1万円迄で80.6%になる．しかし， 建築科の学

生は， 1万円迄で58.9%となり，化学科の学生ょに

かなり多く使っているようである．建築科の学生は，

寮生下宿生が多い為であろう ．

表－ 17 月平均の小遣い

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築
千円

( 1) O～ 5 59. 3 48. 3 37. 6 23.7 22. 3 39. 4 43. 3 40. 5 50.0 25. 4 

( 2) 5～ 10 27. 5 32. 2 31. 2 37. 4 28. 5 31. 3 25. 3 25.4 30. 6 33. 5 

( 3) 10～ 15 5. 4 10. 7 22.0 25.2 30. 8 18.0 18.0 17.l 11.8 24.4 

( 4) 15～ 20 2.4 4. 0 6. 4 7. 9 9.2 5. 8 7. 3 3. 3 3. 5 8. 6 

( 5) 20～ 25 1. 2 2. 7 0.7 1. 4 8. 5 2. 8 3. 4 o. 6 o. 6 6. 1 

( 6) 25～ 30 2. 4 1. 3 0. 7 2. 2 o. 8 1. 5 1. 7 o. 6 2.4 1. 5 

( 7) 30以上 1. 8 0. 7 o. 7 1. 4 1. 0 1. 1 1. 7 o. 6 0.5 

無回答 o. 7 o. 7 o. 3 o. 6 o. 6 

居所別に見ると，表－18のようになる．自宅通学生

の59.1%は5千円迄であるが，寮生，下宿生で5千円

以内で済している者は約 1割である．自宅通学生と寮

生を比較すれば，寮生の方が平均5千円多く使ってい

るように見える．寮生と下宿生とを比較するならば，

平均では下宿生の方が多いようである．寮の場合食費

その他で月平均 1万 9千円位の出費になるから，寮生

は月平均の必要経費は3万から 3万5千円位であろ

う．下宿生の場合は，更に 5千円位多く要るのではな

かろうか．この上にp 授業料と教科書代が必要で、ある

表－ 18 居所別の小遣い （単位：千円）

区 分 0～5 5～10 10～15 I 15～20 I 20～25 I 25～30 

自宅通学生 59. 1 28. 7 7.4 2.4 0.2 1. 2 

寮 生 10.9 35. 8 34. 5 9. 2 7.0 1. 3 

下 宿 生 14. 9 32. 4 27.0 16. 2 2. 7 4. 1 

042 学用品翌 ・書籍費は月平均いくらか．

新年度頭初に購入する教科書以外の書籍とか学用品

は，小遣いの中から支出していると思うが，これらに

支出している額が2千円以内になっている者は43.4%

(1) 0～2千円 （2〕2～4千円 (3) 4～6千円 (4〕6千円以上

l年I (1〕53.9 I ＜己〕 37.I 17.811 

/If:互コ
巴豆~日

J.1b之μ
￥司
五司
区由
主亙幻

2年 l 41. 6 47.0 

3年［ 1
i
T
 ，

I
 

43.3 41.1 

4年［

5年 I

38.S 38.1 
， ， ， ， 

30.8 53. l 

全体仁二二亙二4 41.9 

1幾械科l 47.皇 41.0 

m気科I 48.日 38.1 

化学科l

建築科！

44.1 44. l 

31.0 I M.2 

図－31 学用品費 ・書籍費

二IT]二口

になっている. 2～4千円とする者が41.9%であるの

で，大部分の者は 4千円以内である．学年別にみると

上学年になるに従って多くなっているが，これは当然

と思われる．

学科別に見る と， 建築科は小遣いも多いが，学用品・

書籍費の支出も一番多い．居所による違いは，ほとん

どなかった．

043 将来の目標として，つぎの中からどれを選びま

すかとし、う事で， 11の選択肢を作り，二つを選んで

もらった．その結果は，表－19に示す．

チェック率の分布から見ると，工学系の学生である

ためで、あろうか，非常に堅実で，まじめすぎる位の考

え方であると思う．早く，しっかりした目標を見定め

それに向って努力してもらいたい．
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表－ 19 将来の目標（二つ選択）

区 分 I 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築｜

( 1）まじめに自分なりに努力する 35. 3 26. 2 27. 7 30. 9 34. 6 31. 0 33. 1 32. 6 31. 2 27. 4 

( 2）明るい家庭を作り，生活を楽しむ 46. 7 43. 6 44. 0 38. 1 36. 9 42. 1 46. 1 36. 7 40.0 43. 7 

( 3）教養の豊かな家庭を作る 6. 0 5. 4 5. 7 7. 2 3. 8 5. 6 6. 7 4.4 9. 4 2. 5 

( 4）個人として立派な人間になる 27.0 25.5 25.5 25.2 25. 4 25.8 23. 6 27. 6 24. 1 27.4 

( 5）出世する（高い地位につく） o. 6 6. 0 5.0 8. 6 7.7 5.4 4. 5 4. 4 7. 1 5. 6 

( 6）有名人になる 1. 2 5. 4 3. 5 2.9 3. 1 3. 2 2.2 1. 7 5. 3 3. 6 

( 7）金持ちになる 4. 8 12. 8 16. 3 12. 9 12. 3 11. 6 13. 5 9. 4 11. 2 12. 2 

( 8）仕事に打ちこむ 15.0 17.4 13.5 19. 4 19.2 16. 8 21. 3 14. 9 10. 6 19. 8 

( 9）専門分野で一流になる 30. 5 17.4 17.0 13.7 19.2 20.0 21. 3 21. 0 16. 5 20. 8 

(10）苧世のため，人のためにつくす 9. 6 1. 3 4. 3 2. 9 3. 1 4. 3 1. 1 3. 3 9. 4 3. 6 

(11）その他 3. 0 9.4 10. 6 9. 4 7. 7 7. 9 6. 2 11.0 7. 6 6. 6 

無回答 20.4 29.5 27.0 28. 8 26.9 26. 3 20.2 30. 9 27. 6 26.4 

044 自分の「何」がよくなれば，もっと幸せになれ

ると思うか．という問し、かけで，悩み事を聞いた．

その結果は，表－20に示す．

学業と答えた者が21.6%，生きる目標を見出すとし

た者が21.1%，性格とした者が20.7%で，この三つは

ほとんど同率になっている．しかし，内容的には，分

布の状態は異なっている．学業とした者は，前出の成

績評価についてと留年についての項目から予想される

事であるが， 4' 5年になるとかなり 率は低くなって

いる．性格とした者は，平均的に分布している．生き

る目標を見出すとした者は， 1年生では16.2%である

が，漸増して 4年生になると26.6%とかなり 多くの者

がチェックしている．現代は，価値観が多様化し，自

分の価値観は自分で確立しなければならないが，これ

を反映しているのであろう. 5年生は，他の学年と異

表－ 20 悩みについて

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜ 全体｜機械電気化学建築

( 1) 家庭の経済 2.4 2.0 0. 7 2. 9 2.3 2. 1 3.4 1. 7 1. 2 2.0 

(2) 容貌 ・身体 3. 6 0. 7 2.8 3.6 1. 5 2. 5 1. 1 4.4 3.5 1. 0 

(3）学 業 25. 7 26.2 24. 1 15.8 14. 6 21. 6 22.5 17. 7 24. 1 22.3 

(4) 異性の友人，恋愛関係 7.2 8. 7 4.2 5. 6 o. 8 5. 5 10. 7 5.0 4. 1 2.5 

( 5）対 人 関 係 9. 6 9.4 9.2 8. 6 10. 0 9.4 10. 1 7.2 7. 6 12.2 

( 6） 性 格 19. 2 20. 1 21. 3 23. 0 20. 0 20. 7 21.9 24.9 17.6 18.3 

( 7) よい職場への就職 1. 8 0.7 1. 4 4. 3 19.2 5. 1 3.9 3.3 5.3 7.6 

( 8) 生きる目標を見出す 16. 2 21. 5 22. 7 26. 6 19. 2 21. 1 18.0 23.8 24. 7 18.3 

(9） 家 族 1. 2 0. 7 

(10) 特別な悩みごと 3.0 3.4 

(11） その 他 6.6 3.4 

無回答 3. 6 3.4 

なっている点がある．それはよい職場への就職が19.2

%チェックされていることである．石油ショック以前

であれば，就職問題で頭を痛める事は比較的少なかっ

たで、あろうが，ここ 2～3年は就職事情は非常に厳し

くなっている．これを反映していると思われる． 開校

当時は，比較的大きなウェイトを占めていたで、あろう

家庭の経済とした者は2.1%と少数にはなっている．

045 クラブへの加入状況．

現在何らかのクラブに所属している者は， 65.4%で

o. 7 0. 7 1. 5 1. 0 1. 1 1. 7 1. 2 。
1. 4 。4.6 2.5 3.4 3.3 。3.0 

9. 9 2. 1 5.4 5.5 3.4 6. 1 4. 1 8. 1 

1. 4 6.5 o. 8 3.2 0.6 1. 1 6.5 4. 6 

ある．高校の自由参加のクラブ， 大学のク ラブに比較

すれば，かなり高い加入率と思う．本校のクラブに全

く加入した事のない者は， 9.6%にしかすぎない．現

在一番加入率の高いのは 1年生である．

クラブ加入の動機を，現在加入している者と以前加

入していたが現在は加入していない者に次の 6つの選

択肢を作って聞いた．

( 1）先輩から勧誘されて．

( 2）以前やっていたから．
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(3）加入
(1) Jlll入している (2）現在は加入してL、ない した事はなし、
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図－32 クラブ加入の状況

( 3）友人から勧誘されて．

( 4）面白そうであったから．

( 5 ）今までクラブとしてやったことはなしゃっ

てみたかったから

( 6）その他．

結果は，図－33に示す．

(1〕 （2) (3〕（4) (5〕〔6)

l年 I(l; ZS. 0 I (2) 30. 7 J7・ i1 C4〕20.0 )(5)12. ~· 0 

23. 7 11υ. l I 25. 9 I 11. 5 16. 51/ 

26. o 4. 7 24. 4 I 13. 4 5. SI 

:<7.4 15 .~ 20 2 I 20 2 /6.51 

2年 i 21. 6 l 

3年 ｜ 2~. 4 

4年 l 20. 2 I 
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クラブ加入の 動 機

以前やっていたからとし、う 者が一番多く 27.0%であ

る．面白そうであったからが23.5%，やってみたかっ

たからが14.5%で， 積極的に加入している者が多い．

046 クラブ活動はあなたの生活にどのような影響を

与えたか．をクラブ経験者に聞いたが，結果は表一

21に示す．

表－ 21 クラブ活動のプラス・マイナス ( 2つ選択）

区 ノs- 1年 2年 3年 4年 5年 ｜全体｜ 機械電気化学 建築

( 1 ）身体と精神をきたえるのに役立つ 34. 3 33. 8 24. 4 41. 1 46. 0 35. 8 40. 9 25. 6 34. 0 41. 5 
ている

( 2）勉強るを続けてし、く原動力になって 4.3 4.3 4. 7 1. 6 7. 1 4.4 3. 8 7. 1 5.2 2. 1 し、

( 3）分自転分の好に役きなことがやれるので気 16. 4 13. 7 22. 8 23. 4 21. 4 19.4 16. 4 17. 9 21. 6 21. 3 
換 立っている

( 4）親がでしいき友た人， 良い仲間を得ること 44. 3 33. 1 41. 7 46. 0 38. 1 40.5 41. 5 43. 6 36. 6 40. 4 

( 5）人間関係の理解に役立つている 7. 1 15. 1 22. 8 22. 6 31. 7 19. 6 17. 6 17. 9 22.2 20.2 

( 6）時間を有効に使えるようになった 7. 9 2.9 11.0 11.3 5.6 7. 6 7.5 5. 1 7.2 10. 1 

( 7）勉強時聞がとれなくて困る 34. 3 23. 0 20. 5 11. 3 4.0 19. 1 23.8 20.5 22.2 11.2 

( 8）悪い習慣をおぼえた 3. 6 7.2 3. 1 1. 6 2.4 3. 7 5. 7 3.2 2.0 3. 7 

( 9）クラブの為の出費が多くて困る 12. 1 12.2 16.5 4. 8 4.0 10. 1 7.5 17. 3 9. 8 6.4 

(10）その他 6.4 10.8 8. 7 6.5 7. 1 7.9 8.8 9.0 5. 9 8.0 

無回 答 7. 9 43. 9 23. 6 29. 8 32. 5 32.0 26.4 32. 7 33.3 35. 1 

40.5%の者が，親しい友人，良い仲間を得ることが

で、きたとしているし， 19.6%の者は，人間関係の理解

に役立つているとしている．先輩後輩のあり方，同期

生同志の聞のあるべき姿を理解し，協調の精神を養い，

好ましい友人をクラプ活動を通じて得ていることがわ

かる．人間関係の理解に役立っているとしている者は，

学年が進むに従って漸増しているが，これは，クラブ

活動の中から学ぶべき点はやはり学びとっていること

を示している．身体と精神をきたえるのに役立ってい

るとした者が35.8%である．勉学を続けて行く原動力

になっているとする者は， 4.4%にしか過ぎず，クラ

ブは学習意欲の振起には役立たないようである．時間

を有効に使えるようになヮたとする者が7.6%である

のに対し， 勉強時聞がとれずに困ると している者が，

下殺生を中心にして19.1%もいる．体育クラブの日常

の練習は， 16時半開始， 18時半終了というのが標準の



ょうであるから，着替等をしていれば学校を出るのは，

19時前後になると思う ．クラブの為の出費が多くて因

るとした者が， 10.1%いることは心にとめてお く必要

がある と思う．

( 1 ）から（ 6）まではプラスの面を，（ 7）から（ 9) 

まではマイナスの面を表わしているが，全体的にみる

とプラスの面を主に学生はみてチ ょツクしているよう

である．プラス面とマイナス面とをわけて質問すれば，

かなりチェック率に変動があるのではないかと思う．

その他とした者は，マイナス面をとりあげた者が多か

った．

功罪はあるが，クラブ活動を卒業まで続けたいかと

いうに， 82.1%の者が現在のクラブを続けたし、として

いる．しかし続けたいという者は， 5年生の98.8%か

ら学年が下がるに従って漸減し， 1年生は65.9%にな

っている．面白そうであったから とか，勧誘されたか

ら等で，加入はしてみたが，実際に活動して見る と相

当に苦しい練習等がある為であろうか， 1年生は22.8

%, 2年生は18.4%がやめたいとしている．
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047 以前クラブに加入していたが， 現在加入してい

ない人に，やめた理由を聞いた．

結果は，表－22のようになったが，退部した理由の

第 1位は，クラブ自体が面白くなかったからの32.0%

である．特に.3年生は42.4%が面白くなかヮたからや

めたとしている．通学上無理を理由とした者が， 16.0

%，身体的に無理とした者が14.4%になっている．

表 － 22 クラブを脱退した理由

区 分 1年 2年 3年 4年 5年 ｜全体 ｜機械電気化学建築

(1）勉強ができなかったから 15.2 11.8 9.5 4.8 

(2）身体的に無理だったから 11. 8 7. 3 15. 2 12. 8 23. 3 14. 4 13. 0 13. 7 11. 9 19. 0 

(3）ク ラブ自体が面白くなかったから 17. 6 34. 1 42. 4 31. 9 27. 9 32.0 45. 7 23. 5 31. 0 28. 6 

(4）人間関係がうまくし、かなかったから 5.9 7. 3 15. 2 10. 6 11. 6 10.4 10. 9 17. 6 4.8 7. 1 

(5）通学上無理であったから 11.8 19.5 12.1 12.8 20.9 16.0 4.3 17.6 23.8 19.0 

(6）出費が多過ぎたから 9.8 2.2 2.0 4. 8 2.4 

(7） そ の 他 17.6 9. 8 9. 1 17.0 9. 3 6. 5 11. 8 14. 3 16. 7 

無回答 11. 8 2. 1 2.3 2.2 4.3 2.0 2.4 

048 趣味とか，特別なレジ ャー活動をしているか．

( 1 ）している．

( 2）したし、が，する余裕がない．

( 3 ）していない．

(1）している (2〕 したいが余絡がない〔3）していない
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、、 ． 

2年 l 44.3 ~.9 ZZ.,l2 I 
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図－ 3 5 

結果は，図－35に示したが，している者が46.3%と

なっている．したし、がする余裕がない者が31.4%であ

るので， している者と合せて77.7%は，趣味とか，特

別なレジャ ー活動を持っていると考えてよい．してい

ない者が21.8%いるが，趣味や特別なレジャ ー活動は

生活に潤を与えるものであるので，何でもよいから，

早く見出して活動をしてもらし、たいと思う ．

若年時に趣味としてやっていた事柄は，年をと って

もやはり続くのではなかろうか．又，年をと ってから

趣味として始めたような事柄もその芽は青春時代に出

ていたとい う事が非常に多いと思う．

049 帰宅後及び休日をどのように過ごしているか．

長い順に 3項目をあげてもらったが， JI国序を考えず

に 1人 3項目選択と して集計した．

結果は，表ー23のようになった．

ラジオ・テレピをあげた者は， 65.2%になっている．
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表 － 2 3 

区 分 I 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜ 機械電気 化学建築

( 1）勉 強 41. 9 20. 1 22. 7 23. 0 28. 5 27. 7 32. 6 26.0 22. 9 28.9 

( 2) ラジオ・テレピ 70. 1 67. 8 67.4 59. 7 59.2 65.2 60. 7 75. 7 68.2 56.9 

( 3）スポ ー ツ 21. 0 21. 5 12. 1 12. 2 20. 8 17.6 19. 7 19.2 18.2 14.7 

(4）読 書 15. 6 23.5 30.5 30.2 36. 9 26. 7 25.3 28. 7 26.5 26.4 

( 5） 雑 三R示K火 37. 1 39.6 44.7 46. 8 32.3 40.2 47. 8 32.6 35.3 44.7 

( 6）音 楽 34. 1 30. 9 35.5 33. 1 37. 7 34.2 27.5 33. 7 38.2 37.l 

( 7）映 画 1. 8 7.4 7. 1 14. 4 11. 5 8. 1 8.4 7. 7 7.6 8.6 

( 8）仮 眠 38. 9 34. 9 34.0 28. 8 27. 7 33.2 39.3 30.4 27.6 35.0 

( 9）散 歩 9. 0 8. 1 9.9 8. 6 8. 5 8. 8 5.6 9.4 10.0 10.2 

(10）ショッピ γ グ 6.0 18. 1 10.6 13. 7 10.8 11. 7 7. 9 8. 3 15. 3 15.2 

(11）家 事 7.8 4. 7 5. 7 5.8 6. 9 6.2 5. 6 4.4 7.6 7.1 

(12）そ の 他 16.2 18.8 14.2 13. 7 15.4 15. 7 16. 3 19. 8 15. 9 11. 2 

無 回 答 4. 7 5. 7 10. 1 3.8 4. 7 3.4 5.0 6.5 4. 1 

その内容は，自宅通学生はラジオとテレビは同数位で

はないかと思われるが，寮生・下宿生はほとんどラジ

オと思う ．寮には， 2～3台のテレビしか設置してい

ないし，寮生の大部分はカセットラジオを所有してい

るからである．ラジオ・テレビとする者は学年が進む

に従って漸減している.2位になヮているのは雑談，

050 どんな種類の本をよく読むか．

小説，古典は文学の分野にはいるが，文学という項

は小説，古典を除いた文学の意で、入れた．

小説が一番多く 63.6%となっているが， 1年生は他

学年より幾分低く55.1%となっている．第 2位は趣味

娯楽になっている．この中にはマンガ， 週刊誌が相当

数含まれていると思われる．社会科学とか哲学倫理学

の本は， 5年生の 5～6%の者が読んでいるが，低学

年からもっと読んでもらいたし、と思う．工学系の学校

であるが，工業 ・産業とした者は， 5年生は10.0%で

あるが， 4年生以下は 3%に満たない状態である．

3位は音楽になっているが，楽器を弾いたり，深夜放

送を聞いているのであろうか.27.7%が勉強を， 26.7

%が読書をあげているが案外少ない．しかし， 1年生

は41.9%が勉強をあげ，文読書は学年が進むにつれ漸

増している．勉強にしろ，読書にしろ，若いときに精

力をつぎこんでやっておかないと年をとってからはな

かなかやれないものである．家事の手伝いも考えて家

事とし、う選択肢をもうけたが，意外にチェック率は低

かった．仮眠については，前掲のように，帰宅後仮眠

をとるかとし、うに38.5%が毎日とるか，ときどきとる

としていたから， 33.2%が仮眠をあげていること よく

一致する．

月平均何冊位読んでいるかというに， 2冊以内とす

る者が56.1%である．漫画本，週刊誌は除外して答え

てもらった. 2冊以内とする者は，学年が進むに従つ

で減少している．全般的に見ると，読書量は上学年に

なるに従って漸増している事がわかる．学科別に見た

場合，機械科の学生が他の 3学科の学生よりいくらか

表 － 24 読 書 傾向 ( 2つ選択）

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械 電気 化学建築

( 1）小 説 55. 1 63.8 68.l 69. 8 63. 1 63.6 61.8 64.6 57.6 69.5 
( 2）古 典 0.6 2. 7、0.7 。1. 5 l. 1 2.9 l. 5 

(3）文 Aてt- 19. 2 21. 5 22.0 36. 0 25. 4 24.5 28.7 23.2 27.6 19.3 

( 4）社会科学 2.4 1. 3 3.5 1. 4 5. 4 2.8 2.2 3.3 4. 7 l. 0 
( 5）哲学・倫理学 1. 8 2.0 2.8 0. 7 6.2 2. 6 2.8 3.9 2:4 1. 5 
( 6) 自然科掌 15.6 8.7 9.2 5. 8 10. 0 10.1 8.4 13.3 12.4 6.6 

(7）工業・産業 0. 7 2.0 2.8 2. 2 10. 0 3.4 0.6 2.8 4. 7 5. 1 

( 8）記 録 9.6 5.4 9.2 1. 4 3. 1 5.9 5. 1 6. 6 5. 9 6.1 

( 9）趣味・娯楽 61. 1 63. 8 51. 1 53. 2 53. 1 56.7 60. 7 58. 6 51. 2 56. 2 
(10）そ の 他 14.4 14.1 15.6 12.2 7. 7 12.9 16.3 10.5 10.6 14.2 

無回答 19.8 14.8 14.9 17.3 14. 6 16.4 13.5 13.3 20.0 18.8 



読書量が少ないようである．居所別に見ると，あまり

勉強はしていないとし、う下宿生が最も読書量が多いと

いう結果になっている．自宅生は，新聞・テレビ・ 雑

談に時間をとられるのであろうか2冊以内が61.0%に

なっている．

7冊以上とし、う読書家が， 7%いる．
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これらの本は，どのように調達しているかというに

56.2%は自分で買う としている．本校の図書館より借

用するとした者は13.4%であるが， 2年生と 4年生は

5%前後と図書館の利用が少ない． 友人 ・知人より借

用するとした者が15.3%とかなり多かった．

表 － 25 読 書量 （月平均冊数）

区 分 1年 2年 3年 4年 5年 ｜全体 ｜機械電気 化学建築｜自宅寮生 下宿

！~ト

(1) O ～ 2 64. 7 58. 4 61. 0 46. 0 47. 7 

( 2) 3 ～ 4 23.4 27.5 27.0 35.3 29.2 

( 3) 5 ～ 6 7.2 5.4 6.4 10. 8 13. 1 

( 4) 7 ～ 8 2.4 5.4 4.3 2. 9 5.4 

( 5) 9～ 10 1. 2 0. 7 o. 7 3. 1 

( 6) 11以上 1. 2 2.0 1. 4 3.6 1. 5 

無回答 o. 7 o. 7 

051 あなたのものの見方，考え方に強い影響を与え

た本がありますか．

結果は，図 36のようになった．

読書は， 一部は娯楽であり趣味で、あるかも知れない

が， 心の糧を得る最良の方法であると思う ．本当に心

の糧になると意識しているかし、ないかを，ものの見方

考え方に強い影響を与えた木があるかどうかという表

現で尋ーねた．あると答えた者は44.1%であるが， 学年

(1）ある (2）まだ出会わないがありそうです （わない

1年 I(1) 32. 9 I (2) 31. 7 I C3) 34. 7 II 

2年 I 41.6 I 27.5 I 29.5 11 

3年 I 45.4 I ~7.0 ！日7.「一「

4王I・ I 1l>J.6 3,"11 I i-1. 4 l I 

5 'I' I 53.,S I rn. s 26. 2 ｜｜ 

全 体｜ 44. l 27.3 25. 7 II 

！~世以Fト l 当R~ 24.2 27.5 
， ， 

’，[i:'.;(t科 l 43.6 26.!5 I 28.z 11 、、 、
化学HI 4~.4 2LL7 11 

l.ll ~f'↓ 1 ヌ丙り ;!['i 26.9 

図 － 3 6 

が進むにつれ漸増している．現在までの読書量に比例

しているようである．あると答えた人は，読書の持つ

意味を充分につかんでいると思う．まだ出会わないが

ありそうですとした者は27.3%である．はっきりない

と否定してしまった者は26.9%になっている．趣返す

る為には，或る程度は読書しなければならないだろう ．

それまでは面白味も興味もあまり湧かないかも知れな

いが， じっくりと腰をおちつけて読書をすれば，生涯

の友とも師ともすべき本が見つかるはずである．

56. 1 

28.2 

8.4 

4.0 

l. 1 

l. 9 

0.3 

62.4 54. 7 53.5 53. 9 61. 0 51. 1 43 2 

24. 2 28. 2 30. 6 29. 9 27. 6 29. 7 27.0 

7.3 10. 5 6.5 9. 1 6.4 9. 6 16.2 

3.9 3. 3 4. 1 4. 6 2. 9 5.2 6.8 

l. 1 l. 7 1. 2 o. 5 l. 0 1. 3 1. 4 

1. 1 l. 7 3.5 1. 5 l. 4 2.2 4. 1 

o. 6 o. 5 o. 5 1 4 

052 新聞をどれくらい読んでいるか．

毎日2紙以上読むという者が12.7 %， 毎日1紙と

いう者が59.4%となっている．ほとんど読まない者が

20. 7%いる．寮生の場合，自分で購読していなければ

読む機会は限られている．この為にほとんど読まない

という 者が多いのだろうか.5年生はp 2～3日分ま

とめてとほとんど読まないとし、う者を合せると20%に

(4）ほとんどz沈まなレ
(1）初日 2訳以上〔2】 if}日l紙（3)2～3「！分まと めて絞む

i ~1- l<nJ3. 21 （己）；；国.7 •31 (4l 25.7 I 
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3作 I14.2 I 臼.l IS 5 - -
，一, 

4 イド[ rn.1j !)'.J. 7 j 10.日｜ 19.4 I 

5 w I 15.4 J f>l.(j jIO.Sj9.21 ， ， 
全体 I12. 7 I 59_ 1, ｜γ31 

， ，，， ， ， 
闘がfI ii.9 l 56. 7 {7.3j 24.z I 、、号、
'•ll'. 主1H I 12.2J 60. 2 

化今科 Iii.st 

、、
6:可.5 J5豆 1s. s I 

’..・． 
辿祭料 I14. 1 l 57.4 1s.1! 19.S I 

図 － 3 7 

なるが，就職試験 ・卒業をひかえているのであるから

新聞に目を通し，世界を見るとしづ習慣をつけてもら

し、7こし＼

どんな記事をよ く読んでいるかをみると表－26のよ

うになっている．

全般的に目を通すとした者は， 45.9%である．従っ

て，毎日，新聞を全般的に読んでいる学生は，全体の

28%位しかし、ないことになる．次に多いのは，スポー

ツ・娯楽記事の29.2%である．これは低学年生に多い．
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表 － 2 6 

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築

( 1) 全般的に目を通す 41.9 30.2 48.2 55.4 56.2 45.9 39.3 44.8 53.5 46.2 

( 2) 政治・世界の情勢 3.6 4.0 5.0 2.9 4.6 4.0 3.9 5.0 4.1 3.0 

( 3）経 済 。0.7 1. 4 。0.8 0.6 1. 1 1.1 。。
( 4）文化教養 2.4 4.0 1. 4 2.9 3. 1 2.8 2.8 3.3 1. 1 3.6 

( 5）社会（三面） 9.6 15.4 13.5 13.7 9.2 12.3 12.4 8.8 14.7 13.2 

( 6) スポーツ娯楽 35.9 37.6 26.2 20.1 23.8 29.2 36. 0 31. 5 20. 0 28. 9 

( 7）その他 2.4 4.0 2.1 

無回答 4.2 4.0 2.1 

政治・世界の情勢とし、う記事に注意している者は比較

的少ない．

053 友人関係について．

小・中学校時代の友人で，今も親しくつきあってい

る友人をもっている率は図ー38のようになった．

現在，学内に親しい友人をもっている率は，図－39

のようになっている．

小・中学校時代の友人で，今も親しくしている友人

がし、るとした者は76.4%である．上年生は，時間が経

過している為か，低学年より少ない．

qも

100 

90 

80 

1 ~I~ 2年 3 11'- 4年 5年 全体機減科'."tt気料化学科辿楽科

図 － 3 8 
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学内に親しい友人を持っている率は， 84.4%であ

る．いないと答えた者は14.9%である. 3年生に19.1 

%, 4年生に17.3%, 5年生に17.7%の者がいないと

答えているが，何か問題がありそうである．

次に，好ましい友人関係とは，どんな関係かを尋ね

たが，表－27のような分布になった．

好ましい友人関係とは，悩みが打ちあけられ，また

叱っても反感を持たない関係だとする者が42.3%で一

番多く，学年によるばらつきはほとんどない．社会や

人生について話し合える関係とした者は， 12.1%であ

表 － 2 7 好ましい友人関係

区 ノノ1- 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械電気化学建築

( 1 ）広く浅い関係 4. 8 4.0 0. 7 5. 0 8. 5 4.5 5.6 l. 1 5.9 5. 6 

( 2合）少っ数たで関係も，趣味や性格などで気の 30.5 32. 9 29.8 27.3 23. 8 29. 1 35. 4 27. 1 21. 8 31. 5 

( 3）も悩反み感をが打持ちたあなけい関られ係， また叱って 44. 9 4.0.3 42.6 43.2 40.0 42.3 39.3 38. 1 49.4 42.6 

(4）勉強などで助け合える関係 7.2 4. 7 2.8 2.9 0. 8 3. 9 3.9 4.4 5. 9 l. 5 

( 5）よ相う手に気の持軽ちるに物借も用，自し分て使の持えちる物関係の 2.4 4. 7 4.3 5.8 l. 5 3. 7 4.5 6. 1 2.4 2.0 

( 6）え社る会関や係人生のことについて話し合 5.4 10. 7 13.5 12.2 20. 8 12. 1 7. 9 16. 0 11. 8 12. 7 

( 7）その他 4.2 2.0 6.4 2. 9 4. 6 4.0 3.4 7.2 2.4 3.0 

無回答 0.6 o. 7 0. 7 0.4 o. 6 l. 0 



るが， これを支持した者は学年が進むに従ヮて漸増し

ており，社会人として成長しつつあるのを表している

のであろう ．非常に親密な関係を表している ところの，

相手の持ち物も，自分の持ち物のように気軽に借用し

て使える関係というのを支持した者は 3.7%しかし、か

ない．

054 学内の友人間の話題．

休講時には友人と雑談をして時間をつぶすという者

が最も多く，又，どのようなことをしているときが一

番楽しいかというに友人と何となく雑談をしていると

きとした者が最も多かったが，その雑談の内容は，学

年・学科によっていくらか違いがある. 5年生は56.2

%の者が就職をあげているが，これは，当然な事と思
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う．就職をあげた者は l年生では 1.2%にしか過ぎな

いが3 上学年に進むに従って急激に関心が高ま ってい

る．全学年とも多いのは，遊びの40.5%，異性の32.8

%，趣味の25.8%等である．勉強についての話は， 1 

年生の間では多いが，上学年はあまりしないらしい．

人生・思想をあげた者は 9.0%と比較的少ない．進学

をあげている者は， 3年生に 9.9%あり，他の学年と

異なっているが中学校の同殺生の大学進学と 3年修了

後の方向変換ということを考えてのことであろうか．

055 男女交際について．

現在，交際している異性の人がし、るかというに，図

-40のように， 27.7%がし、るとしている.3' 4年生

に多く， 1 ' 2年生は少ない．異性の友人が欲しいが

表 － 28 学 内の友人聞の 話 題 ( 2つ選択）

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜機械 電気 化学建築｜

( 1）就 庁議 1. 2 3. 4 8.5 23. 7 56.2 17.2 11.8 17.1 16.5 22.8 

( 2） 進 寸,ll三4- 2.4 2. 7 9. 9 0. 7 0. 8 3.3 2. 2 4.4 4. 1 2.5 

( 3) 勉強について 31. 1 11. 4 12. 1 6.5 7. 7 14. 5 14. 0 17. 1 15. 9 11. 2 

( 4) クラブ活動について 19. 2 15.4 14. 2 10. 1 16.2 15.2 13. 5 17. 7 12. 9 16. 2 

( 5 ) 人生 ・思想 2. 4 11. 4 12. 1 10. 8 9. 2 9. 0 11. 2 7. 7 7. 1 9. 6 

( 6）異 性 27. 5 47. 0 31. 2 36. 0 21. 5 32. 8 32.0 34.3 35. 9 29.4 

( 7）趣 味 34. 7 22. 1 24. 8 25.2 20.0 25. 8 27.0 31.5 21.8 22.8 

( 8) 車 7.2 16. 1 14.2 12. 9 10.0 12.0 16. 3 10.5 9.4 11.7 

( 9) 学校内の出来事 15. 6 13.4 15. 6 13. 7 10. 8 13. 9 12.4 10.5 20. 0 13.2 

(10） 遊 び 38. 9 47. 7 39. 7 43. 9 31. 5 40. 5 45. 5 31. 5 39. 4 45. 2 

(11）社 会 2.4 。4.3 1. 4 6. 9 2. 9 1. 7 3. 9 2. 9 3.0 

(12） その他 3.0 0. 7 3.5 3. 6 1. 5 2. 5 3. 9 2.2 0. 6 3.0 

(13）無回答 14.4 8. 7 9.9 11.5 7. 7 10. 6 8.4 11.6 13.5 9. 1 

今はいないとした者は27.0%である．これは， 3' 4 

年生は少なく， 2年生がもっとも多い．

るとした者の18.9%で，これは特に異性を意識したつ

きあい方ではないと思う時々手紙をやりとりしたり P

電話をかけあったりする程度とし、う者が 40.3%であ

り，これは学年が進むにつれて漸減している．時々 デ

ートをするとした者は23.4%，よくデートをしている

という者が16.9%となっている．よくデー トをしてい

る者は 3年生と 5年生に多い．

本校の女子学生は，全体の 5%程であるから，男子

学生の異性の友人の多くは学外の人と思われる

交際の程度はどうかというに，他の向性の友人と同

じようなつきあい方であるとした者が異性の友人がし、

(1〕いる (2) fxしいが今はいない (3）いない

1 1j. I CI) 20 4 I (i'.) 27.5 (J) 50. 9 

2 11 I 21. 5 38. 9 38. 9 

3 11 1 34.0 I 19. 9 44. 7 ｜｜ 

4 11 I 33. 8 I 20.1 43. 9 口

5 11 I 30. 8 27. 7 4J. 5 
， ， ， 

全休 ｜ 27. 7 乙7.0 44.2 一」l
， 

段以利｜ 26. 4. 27.0 46. 6 
， ， 

’，［！： ＇.＜＼HI 23.2 L 30.4 45. 3 一」

イヒ’~；~ rト ｜ 25. 3 30.0 42. 9 11 

池袋HI 3:,_ 0 42. l ｜｜ 

図－ 4 0 

056 「性」「性と愛」に関する知識源について．

特に低学年の場合，暴走し，勉学が続けられなくな

ってしまう事があるところの男女交際，その中心テー

マである性，性と愛についての知識を本校生はどこか

ら得ているかを聞いてみたが，表－29のようであった．

友人からが41.3%，週刊誌からが42.6%で，この両方

を合せる と84%になる．友人の知識の知識源は，他の

友人と週刊誌が大部分という事になれば，週刊誌が知

識源の大部分になっていると考えられる．世間によく
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表－ 2 9 

区 分 1年 2年 3年 4年 5年｜全体｜ 機械電気 化学建築

( 1) 親 1. 4 0.8 0.4 1. 1 0. 5 

(2) 小・中・高専の教師 0. 7 0. 7 0.3 0.6 0. 6 

( 3）友 人 62.3 34.9 34.0 38.8 32.3 41. 3 40.4 38. 1 43.5 43. 1 

(4）文学 書 4.2 6.0 2.8 5.0 2.3 4. 1 2.2 3.9 5. 9 4.6 

( 5）週刊誌 21. 6 47. 0 52. 5 43. 9 52. 3 42.6 45.5 43. 1 38.2 43. 1 

( 6）啓 蒙 書 1. 8 0. 7 0. 7 

( 7）そ の他 9.0 10. 1 7. 1 

無回答 1. 2 1. 3 o. 7 

言われる週刊誌の場合に性と愛との関係は，即物的で

興味本位の記事になっていることが多く，これが本当

の 「性」，「性と愛」と思ったら，異性関係で道をふみ

はずす事も起って来る と思う ．文学書の多くは「性と

愛」が中心テーマになっているが，これから知識を得

ている者は 4.1%しかし、ない．

おわ りに

各項目の応答の聞にどのような相関関係があるかを

調べた上で，分析考察を加えるべきであると考えてい

たが，そこまでUこいたらず，各項目の考察だけで終り

不充分なレポートになってしまった．しかし，この調

査から， 在学生の実態は， 色々な面から見れば卒業し

て行った多くの人 と々基本的には何ら変っていないと

いう事実と，対応策の一部が見出されたと思っている．

0. 8 b. 8 0. 6 1. 7 0. 6 0.5 

9.4 10. 8 9. 2 9.6 12.2 8. 8 6.6 

2.2 o. 8 1. 2 1. 1 2.2 1. 8 

調査を生かすためには調査結果は，学生に知らせる

必要がある ことを考慮してレポートをまとめた．

（中村安生原田克身）
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「総合実習」と「Ea」との関係について

石 崎 勝 典

く昭和52年 6月24日受理＞

On the Relationship between the Comprehensive Practice Center and 

the E3 (Education and Experience in Engineering) Program 

Although it is di伍culthow to motivate students, it is our duty to do it. It is not 

enough to tell them to learn. We have to make them know how to study and have the 

ability to continue their education during their lifetime. 

Here are two examples, the Comprehensive Practice Center and the E3 Program. We 

will discuss the relationship between them. 

§ 1.はじめに

高等専門学校は， 5年間の一貫した教育により，将

来，社会に出てのプロの技術者としての自信のより所

となる基礎を身につけさせるものである．ところが，

現在のカリキュラムの内容だけでは，自己開発の出来

る学生は，ますます少なくなり，与えられた事は出来

るが，自ら勇気を持って問題解決にあたる学生を育成

するには，充分とはし、えない．したがって，まず学生

のやる気，換言すれば，受身ではなく，能動的に学問

に取り組む姿勢，すなわち，学習意欲を引き出す教育

方法を考え出さねばならない．

この為の教育方法として有明高専では，「総合実習」

1)～lDを創出し，昭和51年から実施している．一方3筆者

が昭和50年 8月から一ヶ年間，在外研究員として，イリ

ノイ工科大学の Prof.Dr. Tordaの指導のもとに参

加し，体験した「E3」（E-Cube)12）～15）は，その目的

を同じくするものであるが，教育方法において異なる

点が多々あるので，この点について述べたいと思う．

§ 2.総合実習センターについて

総合実習センターの構想の特徴は，

1）総合：他学科と共同のテーマに取組むことが出来

る．

2）工学的：たんに実験，実習にとどまらず「モノ」

を自ら設計し，製作し，試験，解析する段階に主

で高めることができる．

2）リーダーシップ：従来は，課外クラブ活動にしか

期待出来なかった，上学年生が下学年生を指導す

ることにより， リーダーシップ酒養の教育効果を

期待できる．

Katsunori ISHIZAKI 

4）教官，学生聞の緊密性：グノレープ討議などにより，

意志の伝達力が増強され，また緊密度もます．

5）情報処理教育の具体的場の提供： 積極的学習の場

となる．

すなわち，問題提起から，問題解決手法の検討，実

験装置の設計，製図，製作さらに，実験，実験結果の

検討，研究結果の発表に至る一連の作業を学科，学年

を越えた学生の協力，専門を越えた教官のもとに行な

うものである．

第 1Projectとして， 環境，公害に関する問題をと

り上げ，さらにその中で調査，工学的解析，実験装置

の設計，製作，実験，結果の検討に至る一連の作業の

多くの部分を，学生の手で行なえるものとして，環境

改善プロジェクトを選び，現在，「環境風胴」の製作

が行なわれている．

§ 3. E3について

3.1 目標

イリノイ工科大学（Illinois Institute of Tech-

nology）の Torda教授を ProgramDirectorとする

E3 (=Education and Experience in Engineering) 

の目的は，

(1) 経験 16）の重視，解析能力に対する総合能力の

育成．

(2）創造的な問題解決能力の育成－E3では学生を

interdisciplinary (m ul tidisci plinary) problem 

solversと考える．

(3) 学生に自学自習と自己評価を課し，生涯教育へ

の志向をさせる．

(4）一般教育と工学教育との統合（Integration)
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に要約される．

3.2 単位

イリノイ工科大学の学生はp卒業する為に128単位が

必要であるが， E3では PP(=professionalproject) 58 

単位，MSES(=mathematics, science and engineering 

science) 52単位， HSS (=humanities and social 

science) 24単位，合計 134単位が準備されている．

（表 1)

Rate-of-Progress Guidelmes 

Semester pp MSES HSS 

1 through 6 6 8 3 

7 9 4 3 

8 13 。 3 

TOTAL 58 52 24 

(Required) (52) (52) (24) 

(1) ppは，group活動であり ，groupは，4～ 8

人の学生と教官2名（工科系，人文系各1名）で構成

され，上級生が下扱生を指導して，週 2回の会合 (1

回は，学生のみ， 1回は教官も含めて）が持たれる ．

学生自身， group 活動を通 じ，どれだけ group に

貢献したかを自己評価し， これを基にして， Review

Board (Projectの監督に当る委員会）と， group の

学生との話し合いにより単位が与えられる．

(2) MSESは，LearningModule (L ・M：手引付

自習書）が作られており，他の学部のカリキュラムの

基礎知識に相当するものを E3の学生に自学自習させ

る為のもので，物理・化学・数学・ 電気 ・電算機・設

計 ・流体力学 ・伝熱 ・金属 ・静力学 ・動力学 ・材料力

学 ・熱力学等の科目につき flow chart （表 2参照）が

準備されており， 小刻みにした単位（0.2とか0.3単

位）を取得出来るようになっていて， 1単元が約10時

間の学習に相当する．

（表2) FLO羽rCHART FOR ELEMENTARY CALCULUS MODULES 

352ホ

129 
Analytic Geometry 
th巴 StraightLinc 58* Solid Analytic Geom 

0. -1 Credits 0. 2 Credits Systems of n Lin巴arEquations 
in n Unknowns 

6 
Introduction to 
Optimization 

0. 2 Credits 

16 
Functions 

52 
Limits 

23 

0. 2 Credits 

0. 2 Credits 

0. 3 Credits 

Derin1tiv巴s ｜せ 35
o.2 Credits I 'I Integral as Limit 
t ' I of a Sum 

63 
Optimization 

40 Using D巴Ii vat1、cs
0.4 Credits Diffcrcnti日tionRules for Algebraic Functions 

0. 5 Credits 

59 
Differentials. dy/dx & 
Parametric Equations 

O. 4 Credits 

355* 
Calculus in Polar Coordinates 

0. 4 Credits 

37* 
Introduction to V cc tors: Vector 
Addition, Dot Product 

0. 3 Credits 

38* 
Cross Products of Vectors 

0. 3 Cr巴dits 

70斗

Integration Methods 
Panial Functions 

0. 3 Credits 

72* 
Int巴grationMethods: Misc 

0. 3 Credits 

0. 4 Credits 

78牛

Geometrical App. of 
lntcgr 

0. 5 Cr巴<lits

369本

Limits at In日nitr.
Infinite Limits & 
Improper Integrals 

0. 3 Credits 



L・Mの形式は，

A）題目と著者

B) L・M登録番号

H) 1!Jlj限 時 間

I)追加参考資料

J)認定試験の例
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C）前もって勉強しておくべき L・M

D）大要

となっている（表 3参照）．一表2の69に相当する．ーそ

の単元を学習後， Proctorの試験で90点以上の成績を

とった場合を，その単元の合格とする．E）学習の目的

F）参考 資料

G）手順

（表

(3) HSSは， seminar が聞かれ，その結果試験に

合格すると単位が取得できる（表4参照）．

3) 

A. TITLE AND AUTHOR: Integration Methods-Substitution 

E. Stueben 

B. ACCESSION NUMBER: MS 3 (A) 69 

C. PREREQUISITE: Fundamental Theorem ot Calculus MS 3 (A) 19 

D. ABSTRACT: This module is basic for五ndinganti-derivatives. 

The object is to make an appropriate substitution to reduce the integrand 

to the derivative of an elementary function ( e. g.: sec (x), tan (x), 

which is the derivative of sec(x) ). 

Certain trigonometric integrals are evaluated, and the method of tngono・

metric substitution is covered. 

E. LEARNING OBJECTIVES: 

1 . Memorization of the formulas for the derivatives of the trigonometric and rnverse 

trigonometric functions, the log and exponential functions, and the power functions 

in reverse. ( e.g: memorize the fact that 1/x is the function which results from dほか

entiating ln x.) 

2 . Ability to calculate ¥ f (x) dx by making an appropriate substitution, if this method 

is applicable. 

3. Ability to find integrals at the form 

¥sinnxcosmx dx, ¥secnxcscmxdx, and ¥cscnxctnmxdx for certain choices of n and 

ロ1.

4. Ability to use the method of trigonometric substitution, when applicable, to 五nd

integrals. 

F. REFERENCE: Potter and Morrey, College Calculus with Analytic Geometry, 2nd Ed. 

G. PROCEDURES: 

1 . The process of integration (or, more prorerly, antidifferentiation) is the reverse of 

differentiation; i. e., given a function J(x), we wish to五ndall functions F (x) such 

that F'(x)=f(x). Recall that, if Fi'(x) =f(x), then all functions F(x) such that 

F' (x) = f (x) are of the form F (x) =Fi (x) + C, where C is an arbitrary constant. 

The notation which is the most commonly used is Sf(x) dx. Finding Sf(x) dx means 

五ndingall functions F (x) such that F' (x) = f (x). Thus, for example, S X3dX= 

X4/4 + C, since, for any value of c, (X4/4 + C)' = X3, and moreover, any function 

with derivative X3 is of the form xγ4+C. 羽Thatis S Sin (x) dx? Sex dx? S g' (x) dx, 

for any function g(x) ? 

b 
Keep in mind that, despite notational similarities, S f (x) dx and Sf (x) dx are quite 

a 

di百erentthings. S b f (x) dx is a number which results from taking the limit of a 
a 
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certain type of sum; ) f(x) dx is a Junction whose derivative is F (x). The Funda-

mental Theorem of Calculus relates these two concepts. 

In practice, anti-derivatives are usually found by using “integral tablesぺ Anexample 

of an integral table may be found in the text beginning on page 79 of the Appendices. 

In order to use these tables e百ectively,one must be able to reduce integrals to the 

forms given. 

Memorize formulas 1-15 on pp. 454-455. These (with the exception of formulas 11 

and 12) are merely the reverse of the standard differentiation formulas which you 

have already memorized. 

2. The method of substitution is based on the chain rule for derivatives. Recall: 

[f(g(x) )]' = f' (g(x）） ピ（x).

Consequently, 

U'(g(x)) g'(x)dx=f(g(x)) + C. 
(that is, all functions with derivative f'(g(x)) g'(x) are of the form f(g(x）十C).

For example, let us find ) (Sin (x3) (3x2) dx. Here f' (x) =Sin (x), g (x) = x3, and 

g'(x)=3x2. 

Therefore, f (x) = -cos(x), and f (g (x)) = - cos x3. 

Thus 

) (sin x3）・（3x2)dx = -cos x3十c.
Any integration problem can of course be checked by differentiating the answer. 

In )f(x)dx, the “dx”indicates that xis the variable. Thus, if ) f(x)dx = F (x) + C, 
then, eg, ) f(u) du= F (u) + c, ) f(t) dt = F (t) + C, etc. Now consider the formula 

U'(g(x)) ・g'(x) dx=f(g(x)) +C. 

Suppose we write u=g(x). Then )f'(u）・（g'(x) dx) = f (u) + C. 
Since ) f' (u) du= f(u) + C, it is convenient to write 

du= g' (x) dx. 

This (purely formal) use of the notation leads to the term substitution. In ) (Sin 

x3) (3x2) dx, we“made the substitution" u = x3. Then du= 3x2dx, and ) (Sin x3) 

(3x2) dx =)sin u du=-cos u十 c=-cos x3十c.

If the problem were to五nd) (sin x3) (x) dx, the substitution method would not work. 

Now read pp. 454-458, and do problems 1, 2, 5, 11, 14, 21, 24, 20, 34 and 37 on 

pp. 458-459. 

3. Read pp. 460-461, and do problems l, 5, 16, 23, 24 and 28 on pp. 461-462. 

4. Many integrals can be reduced to the form ) sinn x cosm x dx, 

) sec冗 ztanm x dx, or ) cscπ z  ctnm x dx. Consequently, it is important to be able 

to calculate integrals of this type. Read pp. 462-465. 

Examples: 1) Find ) sec4 xdx. 

) sec4xdx = )sec2 x (secZ x) dx = ) ( 1十tan2x) d(tan x) =) d(tan x）十） (tan2 x) 

×（d(tan x)) =tanx+tan3 x/3十 C

2) Find ) (cos3 x/sin x) dx. 

) (cos3 x/sin x) dx =) (cos2 x/sin(x) (cos x dx) =) [(1-sin2 x)/sin x] d (sin x) 

=¥d(sin(x))/sin(x)-)sin (x) d(sin (x))=ln !sin (x)l-sin2x/z+C. 

Do problems 12, 17, 19, 21, 27 and 31 on p. 465. 

5. Integrals which contain expressions of the type 

ii~， v包写x20r ，，タ士二五 can often be reduced to trigonometric integrals by 



making an appropriate substitution. For example, let us find ~ （がIi/~） dx. 

Make the substitution x = 2 sin e. 
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6. It can be proved that a continuous function f (x) de五nedon a closed interval [a, b] 

takes on a maximum and a minimum value, i. e., there are numbers x1 and x2 in a, 

b such that f (x1) -f (x2) for all x in [a, b], f (x2) is called the maximum, and f (x1) 
is called the minimum. Problems such as those on pp. 187-189 can be reduced to 

the problem of五ndingthe maximum or minimum of a continuous function. Read 

the examples which appear on pp. 182-186 to the point where a function is produced 

(i.e. to the point where steps 1-4 on p. 185 have been followed in each case). Now 

consider problems 1. 3, 6, 7, 9, 21, and 29 on pp. 187-189. In each case set up a 

function which, if maximized or minimized will give the solution to the problem. 

In 1, 7, and 29, try to五ndthe maximum or minimum by graphing the functions. 

H. TIME REQUIRED: 8 hours 

I. ADDITIONAL REFERENCES: 

Any calcuus book has equivalent material. 

J . SAMPLE MASTERY EXAM: 

1 . Sketch the graph of the equation x2y2 = 1. What are the intercepts? Is the graph 

symmetric about the X axis? The Y axis? The origin? 

2. Let f (x) ＝一三L Find f( f(x + y））・
1 +x ・ 

3 I 2月
3. Find Lim三L一一一

z→－3 x+ 3 

( 1 if xくo
4. Let J(x) = i 2x if o豆z豆1

l x2 + 1 if 1くz

Where is f continuous? On the interval [ -1, 2], where does f take on its maximum? 

Its minimum? 

5. Find a function which, if minimized, will provide a solution to the following 

problem: 

An open rectangular box with square ends is to hold 6, 400 cu. ft. If the base will 

cost 75戸persq. ft. and the sides 25戸persq. ft.，五ndthe dimension of the box which 

costs the least. 

（表 4)

HSS SEMINARS 

1972ー73 The Decision Making Process 

Photography 

Space and Time 

Corruption in the City 

Health Care Delivery in the U.S. 

The Short Novel 

Theories of Personality 

1973-74 Perception 

Technics and Civilization 

Shakespeare 

Writing Skills 

1974-75 Photography 

Business Law 

Land Use 

History of Technology 

3.3 Projectを基礎とした教育計画

1.秋期（前期）

2.春期（後期）

次年度の為の Themeが決定される（表5参照）．

例：「エネノレギー危機」，「包装」，「輸送機関」

約 1週間位かけて， 学際的な 「ThemeSeminar J 

が開かれる（表6参照）．教官と学外の問題提案

者が，次年度の Themeに関連した一般的な問題
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について話す．学生は，学生の持っている能力的

素地で問題の意義確認書を提出する ．

例： 「し、かにして風をエネノレギー源として効率

良く 利用出来るか？」「理想的な食物包装の設

計は？」 等．

3.秋 期（前期）

。第 1週－…・問題の意義確認，情報集め（会社，現

地より）

。第2～4週・…ー図書館等で文献を調べ，社会的，

技術的，予算的な面から検討し， 予備計画を

Projectの監督に当る委員会（ReviewBoard）に

提出する ．

。第5～ 6週一一・・ReviewBoardで Projectとして

認められると， groupは， Projectの計画を作る

内容は問題の意義確認， Projectの goalの設定，

LIST OF E3 PROJECTS 

1. Auto Vehicle Location 

2. Tech. Assess. -Deep Tunnel 

3. Acoustics -Evening 

4. Science & State Government 

5. Urban Noise 

6. Acoustics-Day 

7 . Solar Energy 

8 . Highway Tra伍cControl 

9. Dental Occlusion 

10. Snow Job 

11. Space Colonization 

12. Self-Su伍cientCommunity 

13. Dental Screening 

14. Flywheel Energy Storage 

15. Beach Erosion 

16. L/V System 

17. Helicopter Dynamics 

18. Packaging 

19. Fuel Economy 

20. Highway Lightrng 

21. T羽TA

22. Cargo Submarine 

23. Supplemental Energy 

24. Water Quality 

25. Solar Energy 

26. Waste Heat 

27. Life Space 

28. Hydrogen Economy 

29. Noise Control in Industry 

（表

goalを達成する方法の計画，各々の学生の役割

と， 責任体制の決定（個人の LearningModules 

の取得計画も含む） ．

。第7～12週…… 学生が Projectの計画に従って

活動する．情報集め，実験計画， field実験，分

析的な問題解決， Computersimulations等．

。第13～14週……中間あるいは，最終 reportsの

準備．

。第13～16週……中間あるいは，最終reports(group 

内における各人の評価も添付）を ReviewBoard 

に提出し， groupの成果を公表する ．

発表会の後，group 内の各人の評価を基にして

Review Boardと groupの学生との話し合いによ

り単位（PP）が与えられる ．

5) 

Fall 75 

Fall 75 

Fall 75 

Fall 75 

Fall 75 

Fall 75 

Fall 75 Incomplete 

Fall 75 

Spring 75 

Fall 75 (Fall 74) 

Spring 75 

Spring 75 Summer 75 

Spring 75 

Fall 74-Spring 75 

Fall 74-Spring 75 

Fall 74-Spring 75 

Fall 74-Spring 75 

Fall 7 4-Spring 75 

Spring 74 

Spring 74 

Spring 74-Fall 74 

Spring 74 

Fall 74 

Fall 73-Spring 7 4 

Fall 73 

Fall 73 

Fall 73 

Fall 73 

Spring 73 



30. Vestibular System Testmg 

31. Dual Mode Vehicle 

32. Tornado Study 

33. Camera Shutter 

34. Solid Waste Incineration 

35. Coanda Tube 

36. Dual Mode Mass Transit 

37. Short Distance Transportation 

38. Alcohol Detection 

39. Auto Emission 

40. Plastic Recycling 

Spring 73 

Spring 73 

Spring 73 

Spring 73 

Fall 72-Spring 73 

Fall 72-Spring 73 

Fall 72-Spring 73 

Fall 72 

Fall 72 

Fall 72 

Fall 72 

41. Steering System for Urban Vehicle Fall 72 

Source: E3 Program Center Records. 

（表 6)

THEME SEMINARS 

1972-73 The City 

1. R. Fancher and C. Tranby, Commonwealth Edison，“Water Pollution-Waste Heat" 

2. S. Kumar, IIT，“High Speed Tube Transportation" 

3 . P. Baker, City of Chicago “City Organization and Engineering Projects" 
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4. S. Morris, Northeastern Illinois Planning Commission，“Policy Plan vs. Construction 

Solution to Urban Problems" 

5. Jack O’Brien, Mercy Hospital.“Engineering Problems at Mercy Hospital" 

6. James Patterson, IIT, "Urban Waste Treatment-Solid Waste Management" 

7. Paul Gri伍th,IIT.“Economic Problems in the City" 

8 . Marshall Soloway, City of Chicago，“O’Hare Airport-Prospects and Plans" 

9 . Richard Scharf, IIT，“The City as a Concept" 

10. Florence Torda, IIT，“Social Organization of the City" 

11. Peter Tyor, IIT, "The Urban-:Political Machine" 

12. James Bertucci, IIT, "Air and Water Pollution-Health Control'' 

13. Arthur Stawinski, IIT，“The City and Alienation" 

1972-73 I Energy: Resources and Ecology 

1 . Donald Shaw, Midwest Population Center，“Man’s Olympian Arrogance" 

2. 羽T.W. Brandfon, Sargent and Lundy，“Outlook: Fossil and Nuclear Fuels" 

3. R. B. Rosenberg, IGT，“Energy Supply-What are our Alternatives ？” 

4. S. W. Anderson Commonwealth Edison，“Transmission” 

5. Choate Brown, Sargent and Lundy，“Site Survey" 

6. Irving Faber, Kent School of Law IIT，“Impact of Legislation on the Power Industry" 

7. Joseph Baugher, IIT，“Energy Flow in the Sun-Earth System" 

8 . Ken Schug, IIT，“Energy and Matter in the Geosphere" 

9 . I ames Bertucci, IIT，“Energy Relationships in the Biosphere" 

10. Florence Torda, IIT，“Values, Value Con白ictand Policy" 

11. Richard Schart, IIT, "American Political Values and Resource Decisions" 

12. Mark Solomon, IIT，“Energy and Ecology as Public Policy Issues" 

13. Edwin Stueben, IIT，“Limitations of Prediction and Technology Assessment (or 

Figures Don’t Lie but Liars can Figure）日

14. Ken Stevens, IIT，“Alternative Technology, Appropriate Technology" 
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1973-74 II Packaging 

1. T. ＇＼九Tillisand K. Stevens, IIT，“Packaging of the Self" 

2. James Lott and F. Torda, IIT，“Homes as People Packages I” 

3 . D. Joshi and J. Bertucci, IIT，“Homes as People Packages II" 

4 . Jam es Lott and K. Stevens, IIT，“The Place of Work as a People Package I” 

5. J. Baugher and M. Solomon, IIT，“The Place of Work as a People Package II” 

6. P. Torda and R. Scharf, IIT, "The Transportation Unit as a People Package" 

7. P. Torda and S. Kalpakjian, IIT, "Packaging of Things I” 

8. T. ＇＼九Tillisand R. Scharf, IIT，“Packaging of Things II” 

1974-75 Communications 

1 . Bruce Vanderporten, IIT，“Communications as an Economic Resource" 

2 . David Goldberg, Illinois Law Enforcement Commision，“Emergency Service Coordi-

nation" 

3 . R. F. Irving, IIT, "The Problem of Communications" 

4. 羽Tm.Hetzer, IITRI，“Man-Machine Communications" 

5. Paul DeForest, IIT，“Communications in Science and Technology" 

6 . Carole Goodwin, IIT，“Social and Political Communications" 

7 . Dan Costello, IIT，“Information Theory Applied to Communications Engineering" 

8. Bruce De Maeyer and William Demlow, Illinois Bell Telephone Co・9 “Electronic

Telephone Switching: The System and its Introduction" 

9. David Ramey, FAA, Warren Holtsberg, FAA, Tom NcNahon, 0’Hare International 

Airport, Barry Bickley, £3 student, "FAA: Air Tra伍cControl System" 

10. Les Peach, IIT，“Time Multiplexing and Telephone Communications" 

11. Susan Catania, !Member Illinois House of Representatives, "Delivery of Technical 

Information to State Legislators" 

12. Bernhard Ebstein, IITRI，“Implementing Communication Systems, System Design, 

Client Education, Hardware Procurement山

13. Milton Pikarsky, RTA，“The Engineer and Communication" 

14. Martin Cooper, Motorola, Inc., "Mobile Two-Way Communication" 

3.4 E3における問題点

£3に対する他からの批評は，

(1) reports の内容が，他の学部の卒業生に比べて

劣る ．

(2) Learning Modulesの進行状態が，他学部の講

義の進行状態に比べて悪い．

(3) drop outの学生が多い．

これに対し， £3では，次のように反論している．

(1) 4年生が含まれていない groupのは劣るかも

しれないが，他は満足するものである

(2） 合格点が90点以上なので，遅れがちになるので

今後改善していくつもりである．

(3) 以前は dropoutの学生もいたが， £3への認

識が深まり，近年は，他学部よりも少なくなって

いる．

以上であるが， £3に参加してみて，問題点と思わ

れたことは，

(1) group活動において， 実験によって得られるデ

ータの数が少ない．

(2) 自学自習の習慣をつける為に， LearningMo・

dulesがあり，これは学生の評判も良く，着実に

学生の聞に浸透しているが，もう少し，従来の形

式の講義を入れても良いと思う ．

§ 4.まとめ

「£3」は一応， 1976年から軌道に乗っているが，「総

合実習」の方は，現在，工作室，プロジェクトの建物

が完成し，いよいよ風胴の製作にはいる段階である．

今後，解決していかねばならない問題点は，

(1）現在のカリキュラム中にどのように組込むか．

(2) 学年・学科を越えた学生の協力体制，専門を越

えた教官の協力体制の組織作り．

(3) 他の大きなテーマの Projectの結成．

等が考えられる．

又，「£3」はp 「総合実習」とその目的を同じくする

ものであるが，教育方法において異なる点が多々ある．



これらのうち「総合実習」に取り入れることによれ

これを一層充実させると考えられるものは，次の諸点

である．

(1) Learning Modules （手引付自習書）の作成と活

用．

(2) 学生の成績評価に学生の自己評価をもとり入れ

る．

(3）一般教育と工学教育との統合（integration).

上記 3点のうち，まず着手すべきは， Learning

Modulesの作成であると思われる．

参 考資料

1）.「総合実習センター計画の概要」一豊かな創造

性を求めて一実習教育への新構想、

文部省への提出資料 s .47. 9 

2）.「総合実習センタ ー計画の概要」一技術科学独

自の新しい教育方法の開発をめざして一

文部省への提出資料 s .48. 7 

3）.由一郎：「ゆたかな創造力を」一総合実習セン

ター（仮称）の構想－

「有明高専だより」第11号 s.47. 2. 15 

4）.木本知男：「総合実習計画と E3日本セミナー」

「有明高専だより」第21号 s.49. 8. 15 

5）.轟一郎：「総合実習センタ ーその後」

「有明高専だより」第23号 s.50. 2. 15 

6）.木本知男：「総合実習の実施について」一応用

より基礎へー

「有明高専だより」第28号 s.51. 5. 15 

65 

（竹．玉野賀：「総合実習リポート」（1)

「有明高専だより」 第29号 S.51. 8.15 

8）.武下定四郎：「総合実習リポート」（2)

「有明高専だより」第30号 s.51. 11. 15 

9）.松尾保男：「総合実習リポート」 (3) 

「有明高専だより」第31号 s.52. 2. 15 

10）.辻直孝：「総合実習リポート」（4)

「有明高専だより」 第32号 s.52. 5. 15 

11).総合実習センター「総合的実験実習」一新しい

工学教育をめざして一有明工業高等専門学校

総合実習センター運営委員会編 s. 52. 3 

12).“E3 (E Cube）日本セミナー”機械の研究

第26巻第8号 P. 1102 

13）.棚町知弥：“高専教育改善の道を探る”

日本経済新聞 S.49.10.21 

14).清水正夫 ：「E3日本セミナー」 II. Tのトーダ

教授夫妻を迎えて

「有明高専だより」第22号 s.49. 11. 15 

lb,). '・Proceedings of the Japan Seminar on E3" 

有明工業高等専門学校紀要

第11号 p.25 s. 50. 1 

16）.松尾保男：“Experienceと「経験」のはざまで”

一「E3日本セミナー」における問題点一

有明工業高等専門学校紀要

第12号 p.75 s. 51. 1 
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本校の数学教育に おける到達目標

木

冨

荒

成

真

孝
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猿

向

く昭和52年 9月20日 受理＞

The Objective to Achieve in the Mathematical 

Education at Our College 

We set up the minimum standard of scholarly attainments in the mathematical education 

at our college. 

Makoto Araki 

Takashi Naritomi 

1.はじめに

本校の学生のための教科書を書こうとしヴ話が数学

科教官に共通して持上がったのは数年前で、あった．こ

の案自体は消滅したわけで、はないが現在までの聞に色

々の事情があってまだ現実化していない．然しこれは

各教官がそれぞれ5年乃至10年近く本校で授業をして

来た体験から是非やらねばならないこととして感じら

れたことであった．

高専で教えなければならないとされていた数学の内

容が高専低学年の学生と同年代の高校生と比べて余り

にも多くそれは高校の内容と大学教養課程での内容と

を合わせた程の分量で、あり援学時間数は高校と同じく

週6時間である．そのため演習に使える時闘が余りに

も少なく授業は次から次へと新しい内容を追って立止

まることが許されない．学力を定着させることへの絶

望的困難を痛感させられて来たので、あった．このこと

から各自がそれぞれ過去に経験して来た高校における

援業体験と高専教官としての 5年乃至10年の経験を基

礎にして高専で教えるべきだとされている内容を検討

分析して学生に適合した教科書を書こうと各人が斉し

く感じたので、ある．その後教科内容の検討分析を続け

数次の会合を持って話合った結果を各学年の教科内容

の一覧表として纏め昭和51年に校内で発表し各専門学

科の意見を聞かせて貰うための会合を持った．これは

従来の教科内容を或る程度取捨選択し縮小したもので

あったがまだ高等学校のものより内容も多く程度も高

いものである．然し一応各専門学科との諒解点に達し

たと感じている．

そこで本年度更に上記の一覧表に示した教科内容を

Seizyu Saruwatari 

SyδzδMukai 

本校学生の実態を考慮してさらに具体的なものにし授

業及びテス ト等の基準を明らかにしようとする試みが

今回発表する以下の表である．

2.本校学生の実態

3' 4年前から本校の入学生の質が著しく変わった

ように感じられる．数学の学力については各学科とも

パラツキが大きくレベノレも全体として落ちた上に上の

方と下の方の 2グノレープに分極化している．これは入

試成績，診断テス トなどから判断できさらにその後の

基礎テスト，総括テストでも確認され全部の学生を満

足させるような授業をすることがますます困難になっ

て来た．

全般に持久性が不足し論理性の欠如が目立つ．この

ことはたとえテスト等の結果が悪く各自の勉強の欠陥

がはっきりしてもそれを補う努力をしてみるというこ

とがなく分極化をさらに進めるという悪い結果をまね

いていると思われる．新しい内容について授業を受け

てもその説明内容を理解しようとして辛抱強くその論

理を追求しようとするところが少ない．かえって出さ

れた結果を自分独自の感覚的ムード的判断で解釈して

覚えていることの表われとしてテスト等の誤答例にも

およそ数学的思考のレーノレからはみだした荒唐無稽な

ものが頻出しどうし、う考え方によるものかと我々を考

え込ませる．これは中学までの勉強法が間違っていて

それがそのまま体質化，肉体化してその習慣が入学後

も反省されることなく持続し恐らく本人は軽い気持で

授業の中の注意や説明を殆ど聞いていないことの表わ

れでもあると考える．言葉をかえて言えば中学までの
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数学も理解できずしかし或る程度問題は解けるすなわ

ち解らないができる学生がそのまま反省もなく授業を

受けている．高専では数学を除く他教科も高校と比べ

て格段に難かしいため上記のような本人の態度とも相

侯ってますますこの傾向は助長され増幅されている．

このよう な悪い傾向の払拭，間違った勉強法の是正は

数学だけの問題でなく全教科の問題であろうが全教官

が常時そのことを考えていてそのような例に出会った

とき随時指導されねばならない．そうしても恐らく極

めて困難なことであろう ．

3.表作成の経緯

2' 3年前から高専教育方法改善調査会数学分科会

で検討されて来た数学の教科内容については昭和52年

3月31日にその最終結果が発表されたがその内容は我

々が独自に昨年作成した一覧表と項目において略主一

致するものである．然しこれは項目だけを列挙したも

のであるので、実際の対応策の基準にはなりにくい．ま

た現在発行されている高専用の教科書はわずか 3種類

しかなくその聞の難易の差は可成り甚だしい． 一応の

基準を示すものとは考えられるがどれも本校での指導

にはぴったりとは合わない．これは高校の場合その到

達度が割合はっきりしているのに比べて高専の場合そ

の到達度がまだはっきりしていないということでもあ

る．これはまた各専門学科とのかかわりが深い問題で

あるので互いの意見交換，意志疏通が必要なことであ

る．このための努力は今まで数学科でなされているこ

とであるが将来にわたってさらに継続されるべきもの

である．現在までのところ専門学科の教官も含めて各

教官がまだ思い思いに指導しているのが実情で、そのた

めに指導がパラパラになり混乱している部分がある．

ここで前記調査会で一応の結論として出された基準を

本校の実態を考慮して実施可能な形にし教育目標が統

ーしたものとして確立されることが急務であると考え

る．

そのための第一歩は先ず最低限教えるべき教材内容

をその系統性を考慮して位置づけ全教官の共通のもの

としてまとめ上げることである．そのための基礎作業

として欠かせないのが高専で取り扱うべき教材の徹底

的な分析作業でありこの作業をとおして教官相互の理

解を深めつつ重点教材，軽く扱ってよい教材等が明確

になりさらに具体的に個々の教官が教材計画，授業計

画を立てる前提となる ．

今回発表するのは先ず第一学年に教えるべき教材内

容であるが今後引き続いて第二学年，第三学年に対し

でも同様の検討をして順次発表する．これが完成すれ

ば各専門学科の専門教科の配置を適切にするための参

考にもなり得ると考える．

この表では代表的な高校用教科書及び 3種類の高専

用教科書を参照して可成りの数の問題を選択し到達目

標①，到達目標②に分けて掲げた．①②とも全般的に

みて最低基準ですべての学生が修得すべき学力の程度

を示すものである．到達目標①は最下位の学生でも必

らず出来なければならないしこれを実力として定着さ

せることが目標である．現在最も緊急なことは下の方

のグノレープをどの程度できるようにするかということ

であるがこれが目標①を設定した目的である．勿論こ

れは常時考え指導すべきことであるが本人及び家庭も

反省し努力しなければ出来ないことである．また上の

方のグノレープもできるだけその力を伸ばしてし、かねば

ならない．このことはややもすると見落しがちである

がこのことも常に努力を続けていかなければならない

重要なことである．

この表で問題を掲げたのはこの例により学力の程度

を示したので、あるが実行の段階で、は学生の実態に即し

て多少はこの例からずれることもあるであろうし今後

も続けられる検討により問題のさしかえ，新たな挿入

もあり得る．しかしこれを一つの範例として練習問題

やテスト問題を作成することができる．勿論問題の程

度だけが我々の関心なのではない．指導目標及び内容

に示した事項のうち新しい概念の理解が最も必要なこ

とであるが授業における指導法は本来各教官の創意に

よる工夫と研究とに侠つべきものである．そしてその

工夫と研究とをお互いに披歴し合い討議してその技術

を高めていくべきである．学校において指導され滴養

されなければならないのは学生が将来必要になる専門

的知識や技能に対する基礎学力であろう．そのことを

考えるとき何が基礎学力であるかの研究の上に立つ教

育課程の検討と単に何かを覚えさせるのでなく基礎的

な事を理解させるための指導法の研究討議が数学に限

らず全教科に亙って必要であると考える．

4 .表の説明

表は，指導事項，内容，指導目標，到達目標①，到達

目標②の 5欄から成る．

指導事項，内容はそれぞれ教科書の章及び節に見合

う，指導目標は指導事項ごとに通し番号を付けてあり

指導上の重要なポイントと考えられる項目を挙げた．

到達目標①②に挙げた問題は大体において指導目標

の一項目ごとにそれに見合う．ただし欄の空白部分を

大きくしないために①の問題で、②の欄に書いたものが

ある．そのように胡題は番号の肩に矢印を付けた．

すなわち②の欄で番号に発印を付けてあるのは到達目

標①の問題である．



指
導

事
項

H
ヲ

廿
指

導
目

標
到

達
目

標
①

到
達

目
標

②

1
 
整

式
1
1
・
1

整
式
の
構
成
と

I
i

 .
整
式
の
構
成
（
文
字
の

意
味

，
式
の

I
c
 

i
 >
 次

の
式
を

C
〕
の
文
字
に
つ
い
て
の
次
数
｜

③
キ

a3
十
a
-
x
-
l

印

基
本
的
用
語

l規
約
〉
と
基
本
的
用
語
の
意
味
が
わ
か
る
．
｜

を
答
え
，
降
べ
き
の
順
に
整
理
せ
よ
．

｜
 
④

ホ
仰
2十

b
x
一（

x
-
2
c
x
-
d
2
+
3
)

[x
〕

1
・
2

整
式

の
整

理
I
 2.

文
字
に
つ
い
て
の
次
数
を
理
解
し
，

｜
 
①

3
-
2
x
2
+
x
十
5

[
x
〕

I
 c
 

2
げ

が
十

3
x
y
十
2
y
2
-
x

3
y
-
2

を
z
に
つ
い

そ
の
文
字
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
が
｜

②
2
y
-
3
x
y
＋
が

〔
Y
]

I
 

て
降
べ
き
の
順
に
整
理
せ
よ
．

で
き
る
．
（
法
則
…
交
換
，
結
合
，
分
配
）

1
・
3

整
式
の
四
則
計

I
3
，
加
減
算
が
で
き
る
．

I
 c
 

i)
 

次
の
計

算
を
せ
よ
．

算
I
 4
.

乗
法
算
が
で
き
る
．

｜
 
①

 
(
x
2
-
4
x
十
3)
+

 (-
4
x
2
-
x
十
1)

5
.

除
法
算
が
で
き
る
．
割
り
算
の
原
理
｜

②
6a

-
3
(
3
b
+
4
a
）
一

（b
-
3
α
）

⑨
キ
（
α2
+3
α

＋
5)

(2
a2

十
5
a
-
1
)

⑩
ホ
（

-
2
x
)
 3
÷
2
x
2
 

⑪
キ

（l
2
a
x
3
y
2
-
4α

zx
y）
÷
2a
xy
2

⑫
キ

（x
3
十
3x
2
十
2
x
-
1
）÷
（
x
-
2
)

⑬キ
(
2
x
3
+
x
-
7
）÷

（2
x
十
が
－

1)

。 4
 

A
=
B
Q
十
R

が
理
解
で
き
る
．

｜
 
③

似
一
｛

b
-
(
a
x
+
b
)
}
 

④
a
x
-
{
b
x
ー
（
似
－

c)
}

⑤
α

［3
a
+
c
-
{
4
a
-
4
(
3
b
-
c
）｝〕

⑥
（7

x
-
3
十
6x
2)

(
 

-
9
十
2
x
2
+
4
x
)

⑦
（

 -
5
x
)
 (

 
-
3
x
y
2
)
 

⑭＊
 

(
x
4
+
x
z
y
z
+
y
4
）
÷

（x
2
-
x
y
-
y
2
)
 

I
月

⑧
（4
x
-
3
)
 (
x2

ー
2
x
十
1)

1
 • 
4

 
展
開
公
式
と
因

I
6

 .
代
表
的
な
展
開
公
式
を
理
解
し
，

式
I
c
 

i
 )
 
次
の
式
を
展
開
せ
よ
．

数
分
解

｜
 
の
展
開
に
，
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
｜

①
 

(
-
2
x
十
y)
2

7
.

代
表
的
な
因
数
分
解
の
公
式
を
理
解

｜
②

 
(
m
十
3n
)
(
m
-
3
n
)
 

し
，
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

特
に

l
③

 
(2
x
十
5)

(
2
x
+
3
)
 

上
記
の

2
.

に
留
意
す
る
．

④
（x

十
1)

(
x
2
-
x
十
1)

⑤
（2

x
+
 y)
 3

 

(
 2
)
 

次
の
式
を
因
数
分
解
せ
よ

①
6x
2y
2z
 +

 
8x
y2
z2
 

②
 

1
0
0
一

句
2

③
 

9
y
2
+
l
2
y
z
十

十
4z
2

④
x
2
-
x
十士

(
2
）
＊
が
－2

x
-
l

で
割

る
と

，
商

が
2
x

3, 

余
り
が
－
2
x
-
3

と
な
る
整
式
を
求
め
よ
る
．

(
 1
)
 

(
x
2
+
x
y
-
2
y
2
+
4
x
-
y
十
1）
÷

（x
+
2
y
十

3
）
を
計
算
せ
よ
．

⑧
>Iミ

x
2
y
+
x
2
-
y
-
l

⑨
＊

α
3
-
8
b
3
 

(
1
)
 

次
の
式
を
展
開
せ
よ
．

①
（

x
2
-
x
-
2
)
2
 

②
（

α
十
b
-
c
)
（α
－
b
-
c
)
 

③
（

2
x
十
3y
)
(
4
x
2
-
6
x
y
+
9
y
2
)
 

④
（

x
-
2
y
)
 3

 (x
十
2y
)
3

 

(
 2
)
 
次
の
式
を
因
数
分
解
せ
よ
．

①
が

十
3
x
y
+
2
y
2
十

Z
-
y
-
6
 

②
2
x
2
-
5
x
y
-
3
y
2
十
3
x
十
5
y
-
2

③
 

（α
＋
b
)
L
a
3
ー
が

σ
コ 〈。



指
導

事
項

内
、A C
コ

口
且

づ

廿
指

導
目

標
至
lj

達
目

標
①

 

⑤
cz
-

（α
－
b
)2
 

⑥
m
2
-
m
-
2
 

⑦
ρ3

q+
3-
Jl
'q
-5
4P
q 

到
達

目
標

②
。

④
が

十
4

⑤
（

x2
十
x
-
2
)
(x
2
十
x
-
1
2
)
+
2
4
 

⑥
a
b
（α
－b

）十
b
c
(
b
-
c
）十

ca
(c
－α

）

2
 
分
数
式
［

2
・
1

分
数

式
の

性
質

I
1

 .
分

数
の

性
質

と
対

比
し

て
，

分
数

式

の
性

質
を

理
解

で
き

る

2
 .
 L.
 
C.
 
M.
, 

G.
 
C.
 
M
.
 

3
.
約
分
，
通
分
が
で
き
る
．

(
 1
 )
 
次
の
整
式
の
約
数
を
す
べ
て
あ
げ
よ
．

①
xs
yz

②
x
2
-
6
x
十
5

(
 2
)
 

次
の

組
の

G.
C.
 M
.,
 
L.
 
C.
 M

.
を
求
め

よ． xz
十
7
x
y
十
12
y2
,

x2
十
6
x
y
十
8y
2,

xz
十
5
x
y

+
6
y
2
 

(
 3
)
 

次
の
式
を
約
分
せ
よ
．

①
三

二
L

⑦
 

Z
十
2
y

Y
ツ

ポ
1

唱
〆

x
2
-
x
y
-
2
y
2

(
 4
）

キ
次

の
式

を
通

分
せ

よ

①
x2
 

3
x
 

x
2
-
4
x
-
5
 

x
2
-
2
x
-
3
 
,
 
x2
 

3
x
 

1
0
 

②
（

α
－b

) 
（α
－c

) 
,

 (
b
-
a
)
 (
b
-
c
)
 ,

 

(
c
-
a
)
 (
c
-
b
)
 

4
 

2
・
2

分
数

式
の

四
則

I
4
.

乗
法
，
除
法
算
が
で
き
る
．

計
算

I
 s.

加
法

，
減

法
算

が
で
き
る
．

(
 1
)
 

次
の
分
数
式
を
計
算
せ
よ
．

の
x
十
3

,, 
2x
2
十
3
：ピ十

1
百

2
x
2
-
3
x
+
2

・
 

・
 

x2
 

9
 d 生 一 円， J

X 一 Z
X 一X

8 戸。
＋ 一 十

X 一Z
Z 一 広

②  

x
+
2
 

③
一

一
一

十
一

一
一

x
-
2
 

2
-
x
 

④
α
十
1
一ー
ユ－ G十

1

⑤
串

Z
十
8

_
 

x
+
4
 

xz
十
x
-
2

x2
十
3
x
+
2

月

⑥
キ

三
二
L

十
l

二
乙
十
三
二
主
ー

x
y
 

y
z
 

zx
 

1
 
－
」
一

一
企

x
十
1

(
 2
）ホ

唱
を
簡
単
に
せ
よ
．

1
十

ー
ー

と
－

Z
十
1

(
 1
 )
 _
_
_
1
_
 -

_
_
_
1
_
一

寸
」

を
計

算
せ

x
十

2
x
-
2
 

X
6
 
4

 

い よ

2
・
3

比
例

式
＆ c  

と
の

c 一 z
一一

b 一y
一一

α 一z
司 1 4

6
.

比
例

式
の

意
味

が
わ

か
り

，
そ

の
取

I
C

 1
 )
 α

：
b
=
c
:
d

の
と

き
，

次
の

等
式

を
証
明

り
扱
い
が
で
き
る
．

｜
 
せ
よ
．

任
〕

α
十
b

c
+
d
 

~
 

b
 

d
 

②
 
f
土
E一
一

c
+
d

－
 

a
-
b
 

c
-
d
 

l
a
+
r
n
b
+
 

一
＝

？に
を
証
明
せ
よ
．

l
x
+
m
y
十
nz

(
 2
)
 
x
2
-
5
x
y
+
6
y
2
=
0
 
の
と
き

①
 
x

と
Y
の
比
を
求
め
よ
．



x
 

y
 

z
 

(
 2
)
 
x
十
y
十
z＝

丸
一α

＝
てH

＝
てU

で
あ
る
と
き

X,
 
y,
 

Z
の
値
を
求
め
よ
．

3
 
無
理
式

3
・
1

有
理
数
と
無
理

1
 .
有
理
数
は

2
つ
の
整
数

a
,
b
の
比

(
 1
)
 

,
1
2
が
無
理
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

数
t

 
(
b
手

0
）
で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
が

い
る
と
き

1
十
，
；
す
が
無
理
数
で
あ
る
こ
と

を
証
明
せ
よ
．

理
解
で
き
る
．

2
 

(
 2
 )
 
,1

 7
 -

,
;
 3
'
 の

分
母
を
有
理
化
せ
よ
．

3
・
2

無
理
数
の
計
算

2
.
 
i
/
2
，下
；－

3
な
ど
が
有
理
数
で

(
 1
 )
 

,1
2
+

1
 

の
分
母
を
有
理
化
せ
よ
．

2
,
!
2
-
1
 

な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
．

3
.

分
母
の
有
理
化
が
で
き
る
．

(
2
)
 

(
3
1
1
3
 +
2
)
(1
／
百
－

3
i
/
2）

を
簡
単
に

せ
よ
．

(
 3
)
 

x
=
l
十
予
／
互
の
と
き
が
－
3x
4

の
値
を
求

め
よ
．

(
 4
）

〆
4
-
2
1
/
3
 

を
簡
単
に
せ
よ
．

(
 5
)
 

2
+
1
/
3

下，
；－
す 5
~~

 
2
-
1
1
3
 
+
 

を
計
算
せ
よ
．

4
 
二
次
方

4
・
1

二
次
方
程
式
の

1
町

一
一

ペ
（

1
 ）

一
式

を
因

一
一

け

程
式

解
法

か
る
．

①
x2
 

3
x
=
O
 

2
.

二
次
方
程
式
の
解
の
公
式
を
理
解
し

②
x2

-
4
x
-
5
=
0
 

使
う
こ
と
が
で
き
る
．

(
 2
)
 

次
の
方
程
式
を
解
の
公
式
を
用
い
て
解
け

．

①
xz

+
7
x
-
1
2
0
=
0
 

②
2x
2
十
6
x
+
1
=
0

③
2
x
2
-
i／

τ
x
+
l
=
O
 

4
・
2

複
素

数
3
.

虚
数
の
必
要
性
が
わ
か
り

3
負
の
数

(
 1
 )
 次

の
式
を
簡
単
に
せ
よ
．

の
平
方
根
を
虚
数
単
位

t
に
よ
っ
て
表

①
i
/
-
2
 i
/
-
8
 

②
 

2
x
2
-
x
y
+
3
y
2
 
の
値
を
求
め
よ
．

xz
十
3
x
y
-
y
2

(
 1)
 

1
 

の
分
母
を
有
理
化

1
十，

；
3
ー
下
1
2

せ
よ
．

(
 2
)
 

l/
 5

十
干
1
2
4

を
簡
単
に
せ
よ
．

(
 l)
 

X
=

 2
+
1
/
3
：町

－
y

=
2
－，
！

す
の
と
き

2
一
下
／

3
’

2
+
i
/
3
 

x
z
y
+
x
y
z
 
の
値
を
求
め
よ
．

(
 2
)
 

,
1子

－
6
x
+
9

を
根
号
を
除
い
た
式
で
、
表

わ
せ
．

(
 3
 ）
＊
次
の
方
程
式
を
解
け
．

①
2
(
x
十
1
)
2
=
(
x
+
2
)
 (
x
-
2
)
 -

4
 

②
1
6
x
2
=
5
(
8
x
-
5
)
 

③
（

2
x
-
1
)
2
ー

（2
x
ー
3
)
=
4

④
（

x
-
1
)
 (
3
x
-
4
)
 =

1
 

(
 1
 )
 が

＋
(
1
-
2
1／

す
）x

+
2
－，
！

玄
＝

0
を
解

け．

I
 

(
 

2
)
 

x
＇

戸
2
x

り
－

3
=
0

い
と

っ
し

て
解
け

．

(
 2
 )*
 
(
x
+
y
i
）
十（

2
y
-
x
i
)
=
4
-
i

を
満
た
す

実
数

x,
y

の
値
を
求
め
よ
．

4
 

月 5
 

月

-.:
i 

トー
4



指
導

事
項

到
達

目
標

①
h
斗

t
v
 

,.,., 廿
指

導
目

標
内

到
達

目
標

②
。

わ
す
こ
と
が
で
き
る
．

4
.

複
素
数
の
定
義
と
相
等
，
四
則
計
算

の
定
義
が
理
解
で
き
，
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
る

．

②
 

(-
3
十
日）

±
 (
2
-
3
i
)
 

③
（

2
十
3i
)
(
2
-
3
i
)
 

-
2
-
3
 i
 

(4
)
 

4
 
2
i
 

⑤
 

1
 
i／
ご
否

2-
i/
=4
 

4
・
3

二
次
方
程
式
の

I
s
.
判
別
式
の
意
味
が
わ
か
り
解
の
判
別

I
c
 

1
 )
 
次
の
方
程
式
の
解
を
判
別
せ
よ

．

判
別
式

｜
 
が
で
き
る

．
｜
 

①
が

十
3
x
十
1
=
0

6
.

実
解
，
重
複
解
，
虚
解
を
持
つ
条
件

｜
②

x2
十

（x
-
1
)
2
=
0

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

．
③

2x
2 

4
x
+
3
=
0
 

④
が

－
4
m
x
+
5
m
2
=
0

⑤
ρ
が
実
数
，
q
>
o
の
時

x
2
+
jう
x
-
q
=
O

(
 2
)
 

x2
＋
批

十
ん＝

O
が
重
複
解
を
も
つ
よ
う
に

定
数

h
を
定
め
よ
．

(
 3
）ネ

2±
i
が

が
－
4
x
十
5
=
0

の
解
で
あ
る
こ

と
を
示
せ

．

(
 1
)
 

x2
十
似

十
b
=
O

の
解
の

1
つ
が

2
+
i
で
あ

る
時
，
実
数

a,
b
を
求
め
よ

．
ま

た
他

の

解
が

2
-
i
で
あ
る
こ
と
を
示
せ
．

(
 1
)
 2

m
x
2
十

（S
m
十
2
)
x
+
4
m
十
1
=
0

が
重
複

解
を
持
つ
よ
う
に
，
定
数

m
を
定
め
よ
．

(
 2
)
 

（α
－
1）
が
－2

(a
-
2
)
x
-
a
=
O

の
解
を
判

別
せ
よ

．

(
 3
)
 
a
x
(
x
-
2)
 =

4
x
-
9
 
が
重
複
解
を
持
つ
よ

う
に
定
数

α
を
定
め
よ

．

5
 

月

4
・4

解
と
係
数
の
関

I
7
 
解

と
係

数
の

関
係

が
わ

か
る

係

(
 1
)
 2

x
2
-
x
十
5
=
0

の
解
を

α
，
O

と
す
る
と

I
C
 

1
)
 が
－
3
x
+
5
=
0

解
を

α
，
O

と
す
る
と
き
，

き
，
次
の
値
を
求
め
よ
．

｜
 

次
の
値
を
求
め
よ
．

爪
1

1
 

①
ー

十
τ

②
α
2
十
戸
2

α
1:1
 

①
α
3
+
 [3
3 

α 一。
十

日 一 α
②  

4
・5

二
次
方
程
式
の

I
s.

二
次
式
を
，
二
次
方
程
式
の
解
を
求

I
C
 1
)
 つ

ぎ
の
式
を

1
次
式
の
積
で
表
わ
せ
．

解
と
因
数
分
解

｜
 
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
，

一
次
式
の
積
に

｜
①

3x
2
-
2
2
x
+
2
4
 

変
形
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

｜
 

②
2x
2
-
3
x
-
l
 

③
が

十
2

(
 1
)
 x

4
十
が
ー

6
を
次
の
範
囲
で
因
数
分
解
せ
よ

①
 

有
理
数
の
範
囲

②
実

数
の

範
囲

③
複

素
数

の
範

囲

(
 2
)
 

6x
2
-
l9
x
y
十
16
y2

を
因
数
分
解
せ
よ

．

5
 
方
程
式

IS
・
1

記
号

P
(x
),

Q
 I

 1
 .
記
号
の
意
味
，
使
い
方
が
わ
か
る
．

I
 (
 

1
)
 
P
(x
) 
=
 -
3
x
2
-
4
x
十
1

の
と
き

P
(O
),

と
因
数
定

｜
(x
）

な
ど
の
使
い
｜

I
 

P
(l
),
 
P
(
-
1)
, 

P
（α
）， 

P
(-

x)
 

を
求
め

理
｜

方
｜

｜
ょ．



5
・2

剰
余
の
定
理
と

2
.

剰
余
の
定
理
を
導
く
過
程
が
わ
か
り

(
 1)
 

2
x
2
-
3
x
+
 1

を
x
-
2

で
、割

っ
た
と
き
の

因
数
定
理

余
り
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

．
余
り
を
求
め
よ
．

3
.
因
数
定
理
を
用
い
て
，
因
数
分
解
す

(
 2
)
 

が
－7

x
2+

4
x
-
3

を
x
+
l

で
割
っ
た
と

る
こ
と
が
で
き
る
．

き
の
余
り
を
求
め
よ

．

(
 3
)
 

が
－
2x
2
-
1

を
2
x
ー
1

で
割
っ
た
と
き
の

余
り
を
求
め
よ
．

(
 4
)
 
が

－
6x
2
十
ll
x
-
6

を
因
数
分
解
せ
よ

．

(
 5
)
 

が
＋
a
x2
十
6
x
-
4

が
x
+
2

割
り
切
れ
る

よ
う
に
，
定
数

α
を
定
め
よ
．

5
.
 3

恒
等

式
4
.

恒
等

式
の

意
味

を
理

解
し

，
未

定
係

(
 1
)

 つ
ぎ
の
等
式
が
，
恒

等
的
に
成
り
立
つ
よ
う
，

数
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

定
数

a
,
b
を
定
め
よ
．

5
.

組
立
て
除
法
算
が
で
き
る
．

①
3x
2
-
6
x
+
l
＝
α
（x
-
1
)
2
+
b
 

③
 

1
 

＝
一

三
一

十
一

立
一

x
2
-
1
 

x
+
l
 

x
-
1

 

5
・4

高
次

方
程

式
6
.

高
次
方
程
式
を
二
次
式
以
下
の
因
数

(
 1)
 

つ
ぎ
の
方
程
式
を
解
け

．

に
分
解
し
て
，
解
く
こ

と
が
で

き
る

．
①

が
＝
1

②
d

ー
3x

+
2
=
0

7
.

方
程

式
の

次
数

と
，

解
の

個
数

が
ー

③
が
－
4x
2
+
x
十
2
=
0

致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
．

6
 
い
ろ
い

6
・1

必
要
条
件
と
十

1
 .
命
題
と
必
要
条
件
，
十
分
条
件
，
及

(
 1
)

 つ
ぎ
の
（

）
を
埋
め
よ

ろ
の
方
程

分
条
件

び
必
要
十
分
条
件
が
理
解
で
き
る
．

①
x
+
m
=
y
+
n

は
X
=
Y

で
あ
る
た
め
の

式
）
条
件
で
あ
る
．

②
m
x
=
n
y
 は

x
=
y

で
あ
る
た
め
の

）
条
件
で
あ
る
．

③
α2
=
b
2
は

α
＝
b

で
あ
る
た
め
の

）
条
件
で
あ
る
．

(
 6
げ

が
－
4x

十
3

を
因
数
分
解
せ
よ
．

(
7
)
*
 x

の
整
式

P
(
x
）

を
x
ー
2

で
割
る
と

-
4
余
り
，

Z
十
2

で
割

る
と

－
8
余
る
と
い

う
.

P
(x
）

を
が

－
4

で
割
っ
た
と
き
の
余
り

を
求
め
よ
．

(
 1
)

 3
x3

十
m
x
2
十
n
x
十
12

が
が
－
5
x
+
6

で
割

り
切
れ
る
よ
う
に
，
定
数

m
m

を
定
め
よ
．

ま
た
，
因
数
分
解
せ
よ
．

(
 2
）
ホ
が
ー
が

＋
x
＋
α

が
・x
2
十
2
x
+
b

で
割
り
切

れ
る
よ
う
に
，
定
数

a,
b

を
定
め
よ

．

(
 3
 ）
＊
が

十
2x
2
十
3
x
十
4

を
x
-
1

で
割
っ
た
と

き
の
商
と
余
り
を
求
め
よ
．

(
 1)
 

2x
4
十
が
ー

1
=
0

を
解
け
．

(
2
)
 

x
(
x
+
l
)
(
x
+
2
)
=
3
・
4
・5

を
解
け
．

(
 3
)
 

が
＝

1
を
解
け
．

(
 4
)
 
が
－
3
x
十
α
＝
0

が
x
=
2

を
解
に
も
つ
よ

う
に
，
定
数

a
を
定
め
よ

．
ま
た
，
他
の
解
も

求
め
よ
．

④
ネ

α
＝
0

は
め
＝

0
で
あ
る
た
め
の
（

条
件
で
あ
る
．

⑤
キ

α
＝
0

ま
た
は

b
=
O

は
め

＝
0

で
あ
る
た

め
の
（

）
条
件
で
あ
る

．

(
 1
 )
 つ

ぎ
の
（

）
を
埋
め
よ
．

a
c
<
o

は
ax
2
十
b
x
+
c
=
O

（α
手
0
）

が
実

根

を
も
つ
た
め
の
（

）
条
件
で
あ
る
．

5
 

月

‘斗 ω
コ



指
導

事
項

容
｜

指
導

目
標

"'
I 

,p.
. 

内

6
.
 2

 
分
数
方
程
式
の

I
2
.
分

数
方

程
式

を
解

く
こ

と
が

で
き

解
法

｜
 
る． 特
に

，
吟
味
が
必
要
な

こ
と
が
わ

か

る．

｜
 

到
達

目
標

①

(
 1
 )
 
つ
ぎ
の
分
数
方
程
式
を
解
け
．

①
三

了
十

1
=

0

R
 

2x
2 

x
 

_
 

2
 

…
一

一
一

一
一

首
x2

-
4

x
十
2

2
-
x
 

到
達

目
標

②
。

ザ
2
十
三
主
主
＝
＿
＿
＿
＿
！
＿

x~
－

l 
l
-
x
 

6
・
3

無
理
方
程
式
の

I
3
.

無
理

方
程

式
を

解
く

こ
と

が
で

き

解
法

｜
 
る． 特
に

，
吟

味
が

必
要

な
こ
と
が
わ
か

る．

け
解 x ー

を 一 十

式

5 z

雄 ＝ 一 一

哩 一 1 E

劇 一 叶 一 ト

ト J 一 J 一つム

ー ν
／

V

つ

① ②  

(
 1
 )
 
つ

ぎ
の

無
理

方
程

式
を

解
け

．

1ノ
ヲ
王
τ
－

i／
三
五
平
吉

＝
1

 

が
で
き
る

．

6
・
4

連
立

方
程

式
I
 

4
.

二
元
二
次
連
立
方
程
式
を
解
く

こ
と

I
c
 

1
)
 

つ
ぎ
の
連
立
方
程
式
を
解
け
．

①
y
=
x
+
 l, 

x
2
+
y
2
=
2
5
 

②
x
十
y
=
-
4
,

x
y
=
l
 

(
 1
 )
 
つ
ぎ
の
連
立
方
程
式
を
解
け
．

f
十

一
7

3
x
y
-
4
x
2
=
2
 

6
 

7
 
不
等

式
／
7
・
1

不
等

式
の

性
質

I
1
.
 
2
つ
の
数

α
，

b
の
大
小
関
係
が
，

I
 c
 

1
 )
 α
＞
b

の
と

き

2
つ

の
数

の
差

α
－
b
の
正
負
に
よ
っ
｜

m
>
O
 
な

ら
ば

仰
＞
m
b

て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
す
る
．

I
 

m
<
O
 
な

ら
ば

附
く

m
b

2
.

条
件
付
不
等
式
と
，
絶
対
不
等
式
が
｜

で
あ
る

こ
と
を

証
明

せ
よ
．

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

．

7
・
2

2
次

不
等

式
I
 

3
 
1
次

式
の

因
数

に
分

解
し
て
符
号
を
Ic

i
)
 

次
の

不
等

式
を

解
け

調
べ
る
こ
と
に
よ
り
解
く
こ
と
が
で
き
｜

①
が

＋
4
x
-
l
2
く
O

る．

4
.

特
に

，
公

式
と
し
て
ま

と
め
る
こ
と

が
で
ト
き
る

．

②
6
x
2
+
1
0
x
-
4
>
0

 

③
が

く
4

④
x2
 

3
x
+
 1孟

0

⑤
－
2x
2
十
2
x
+
l
>
O

⑥
x2
-
2
x
+
2
>
0
 

⑦
x2
-
x
-
6
>
0

か
つ

が
亘
2
5

⑧
2x

く
Z
十
2
く
2x
2

(
 2
）キ

α
孟
0,

b
孟
O

の
と
き

｜月

α
2
>
b
2

と
α
＞
b

は
同
値
で
あ
る
こ
と
を
証

明
せ
よ
．

(
 2
 )*
 x

2
-
a
x
+
2
=
0
 
が
異
な
る

2
実

根
を

も
っ

よ
う
な

α
の
範
囲
を
求
め
よ
．

(
 1
 )
 
α
は
整
数
で
あ
っ
て
，

x
の

方
程

式
が

十

（α
十
l
)
x
十
α2

_4
α

十
5
=
0

は
実

数
解

を
も

っ

と
い
う
．
。
の
値
を
求
め
よ
．

(
 2
）

二
次

方
程

式
が

－
2
（た

－
2
)
x
+
9
=
0

の
解
を

判
別
せ
よ
．
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詑 1 一a 伺 一 す め

を － 判 十 が 一 と 一

式 石 川 α p 一 3 六

等 o r v 小 き ＼ 戸 一 斗

不 ＞ ド U d 一化 。対 寸 〉 ＝ く 一 一 〉 二 一 一 十

絶 H b 一 川 U 1 ι 一 d h

の ↓ ぃ 十 一 2 ＋ o b 一 ＝ f

f ・ 2 α 一 α ＞ ＞ 一 ヴ ）a E X 一 l l α α 一’ I B 1

っ て れ 一

① ② ③ ④ ⑤ 一 六

で 一

し こ

が 一 と る

と 一 値 え 一 数 ら

る 一 関 取

す 一 ’ を

明 一 た

証 一 ま が 一

を 一 ’ n式 一 て ＝

等 一 し y

不 一 と 法

対 ・ 一 数 記

絶

る 一

関

き 一 ・ て

F h u － －ょ
一 基

式 一 の

等 一 念

不 一 概

対 一 数

絶 一 関
一 礎

円 べ U 一

ヴ t 一 0 0
関

次
ニ

数
口。

と
ヵ
：
で
、
き
る

．

2
.
変

数
の

変
域

（
定

義
域

）
と

値
域

が

わ
か
る

．

(
 2
)
 

つ
ぎ
の
グ
ラ
フ
を
か
け

．

(
 -
2
x
 
(
x
<
O
)
 

y
=
f
(
x
)
=
i
 

l
 

(x
孟

0
)

(
 1
 )
 つ

ぎ
の
絶
対
不
等
式
を
証
明

せ
よ

．

a
,
b
,
c
,
d
が
正
の
数
で
あ
る

と
き

①
（
 

b
 d
){ 

a
 
c
)
 

（
－

十
一

II
ー

＋
－

l
¥
a
 

c
 I
¥
 b

 
d
 I
 

6
 

②
α
2+

b
2+

c
2註

ab
十
b
c
+
c
a

③
（

α
2十

b
2)
(c
2十

d
2）
孟

（a
c
十
b
d)
2

月

(
 1
)
 
/
(x
) 
=
3
x
-
4, 

g
(x
) 
=

 -
x2

+
x
-
3
 

の
と
き
，

①
g
（α
－2

) 
を
求
め
よ

．

②
f
 （α
＋
b)

=
f
（α
）＋

f
(b
）
十
4

を
証
明

せ

よ
．

③
f
 (g
(x
))
 

を
求
め
よ

．

8
・
2

二
次
関
数
の
グ

I
3
.
 y
＝

似
2

の
グ

ラ
フ

を
平

行
移

動
I

C
 1
)
 つ

ぎ
の
グ
ラ
フ
を
か
け

．

ラ
フ

｜
 
し
て

で
き
る
グ
ラ
フ
の
式
が
理
解
で
き

｜
①

y
=
-
2
(x

十
3)
2
十
5

る
．

｜
②

y
=
3x
2
十
2x

+
l

4
.
二

次
関

数
y
=
ax
2
+
b
x
十

C
を
標
｜

③
y
=
2
x
2
-
5
x
 

準
形

に
直
し

，
グ
ラ
フ
を
か
く
こ
と
が

｜
④
 

ー
2
豆広
三五

2
で
あ
る
と
き

で
き
る

．
y
=
-
x
2-

2
x
+
5
 

(
 1
 )
 
原
点
を
通
り

，
頂
点
が

（1
,

-
2
）
で
あ
る

二
次
関
数
を
求
め
よ

．

(
 2
)
 
グ
ラ
フ

y
＝
α
x
2十

bx
+
c

が
x

軸
と
点

I
7
 

(1
, 

0
）
，

点
（

3
,

0
）
で
交
わ
り

，
Y
軸
と
点

(0
,
6
）
で
交
わ
る

よ
う
に

ム
b
'
c
の
値
を
定

｜
月

め
よ

．

(
 2
)
 
y
=
kx
2
十

初
十
1

が
x

軸
に
接
す
る
よ
う

I
C
 3
)
 

グ
ラ
フ

y
=
a
x
2十

bx
+
c

が
z

軸
と

点

に
定
数

た
を
定
め
よ

．
I
 

(3
, 
o）

で
接

し
，

Y
軸

と
点

（
0
,
8
）

で
交

わ
る
よ
う
に

a,
b
,

 c
の
値
を
定
め

よ．

8
・
3

二
次
方
程
式

，

二
次
不
等
式
の

，

二
次
関
数
の
グ

ラ

フ
と
の
関
係

5
.
二
次
方
程
式
の
実
解
が
，
二
次
関
数

I
C
 1
)
 
グ

ラ
フ

y
=
2
x
2
-
5
x
-
1
2

の
x

軸
と
の

の
グ
ラ

フ
と

z
軸
と
の
交
点
の

z
座
標
｜

交
点
を
求
め
よ

．

で
あ
る

こ
と

が
理
解
で
き
る

．
I
 (
 

2
)
 
Y
＝
が

と
y
=
x
十
2

の
グ
ラ
フ
の
交
点
の

座
標
を
求
め
よ

．

(
 3
)
 

グ
ラ
フ
を
用
い
て

，
つ

ぎ
の

不
等

式
を

解

け
．

(
 1
)
 Y

＝
が
－
8
x
+
k

の
グ
ラ

フ
が

x
軸

と
交

わ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

，
ん

を
ど
の
よ
う
な

値
に
す
れ
ば

よ
い

か
．

(
2
)
 y

＝
が
－
6
x
+
p

の
グ
ラ
フ
は
，

ρ
の
変
動

と
と

も
に
，
ど
の
よ
う
に
動
く
か
を
考
え
て
，

次
の
間
に
答
え

よ．

h
司

巳刀



指
導

事
項

指
導

目
標

-:
i σ
コ

，.，
，.，
，’ 

廿
内

到
達

目
標

①
到

達
目

標
②

。
①

3
x
2
<
7
x
-
3
 

②
 

ー
が
十

2
下
／
玄

x
>
2

(
 4
)
 
次
の
関
数
の
グ
ラ
フ
と

z
軸
と
の
位
置
関
係

を
調
べ
よ
．

①
y
=
2
x
2
-
x
+
3
 

②
y
＝

ー
が
十
8
x
+
2

③
 
y
＝

ー
が

＋
6
x
-
9

①
 

す
べ
て
の
実
数

z
に
対
し
て

x
2
-
6
x
+
 

ρ
＞

~o
と
な
る
た
め
の
P
の
値
の
範
囲
を
求

め
よ
．

②
が
－6

x
十
台
＝

0
が
実
数
解
を
も
つ
た
め

の
P
の
値
の
範
囲
を
求
め
よ
．

(
3
)
 
y
=
J
x
2
-
1
J

の
グ
ラ
フ
を
か
け
．

8
.
 4

 
二
次
関
数
の
最

I
6
.

二
次
関
数
の
値
の
変
化
が
わ
か
り
，

I
 c
 

1
 ）
牽
｛x
¥O
三
主
亘

3
｝
ー
の
と
き

一
二
次
関
数

三
一

大
値
，
最
小
値

｜
 最

大
値
，
ま
た
は
最
小
値
を
求
め
る
こ
l十

長
弓

2
ヲ

九
s2:

古
扇

面
範

囲
羽

品

と
が
で
き
る
．

｜
 

よ．
一

一
一

一
ー

7
.

定
義
域
が
制
限
さ
れ
た
二
次
関
数
の

I
C

 2
）一

地
表
面
か
ら
，
真
上
に
初
速
度

主
2
0
(
m／
秒）

で
投
げ
上
げ
た
物
体
の

t
秒
後
の
高
さ

h
(
m
)

は
h
=
2
0
t
-
5
t
2

で
与
え
ら
れ
る
と
い
う
．
投
げ
上
げ
て
か
ら
，

何
秒
後
に
，
最
高
点
に
達
す
る
か
．
ま
た
そ
の

と
き
の
高
さ
を
求
め
よ
．

9
 
い
ろ
い

I
9
・
1

べ
き

関
数

I
 1
 .
奇
関
数
，
偶
関
数
の
違
い
が
わ
か
り
，

I
C
 1)
 

次
の
関
数
は
，
偶
関
数
か
，
寄
関
数
か
，
答
え
よ

I
C
 1
 )
 
実
数
の
集
合

R
上
で
定
義
さ
れ
て
い
る
関

ろ
な
関
数
｜

｜
 
そ
れ
ら
の
特
徴
が
理
解
で
き
る
．

｜
 

①
y
=
-
9
x
十
5

②
y
=
7
x
2
-
3
 

I
 

数
f
(
x）

は
つ
ね
に
，
偶
関
数
と
奇
関
数
の
和

最
大
値
，
ま
た
は
最
小
値
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
．

③
Y
＝
が
（
が
－

5)
④

y
=
x
ー
τ

L
X
＂十

Jピ

..
-4
 

⑤
 
Y
＝
ョ
と
τ

⑥
Y＝
~
 

x
“－

1
 

V J  
⑤  

9
・
2

分
数

関
数

I
 

k
 

I
 c
 

1
)
 

次
の
分
数
関
数
の
グ
ラ
フ
を
か
け
．

2
.
 
y

=
 x

の
グ
ラ
フ
を
も
と
に
し
て

3

y
＝
三

z
十

b
の
グ
ラ
フ
が
か
け

る

①
 
Y

=
 三X
二十
L1

 
②
 
Y
＝

一
三

一
x
-
2
 

也／
可
、）

y
 =
 
3
x
-
1
 

④
 
Y
＝

一
三

一
x
-
1
 

x
十
3

(
 3
）ホ

｛
xi

Jx
l 
<
2
｝

の
と

き
Y
=
3
x
2
-
x
+
3

の
値
域
を
求
め
よ
．

(
 4
 ）
＊
長
さ

2
0
m
の
縄
で
長
方
形
を
作
り
，
そ
の
面

積
を
最
大
に
し
た
い
，
辺
の
長
さ
を
ど
の
よ
う

に
定
め
れ
ば
よ
い
か
．

7
 

月

で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
を
示
せ
．

9
 

(
 1
)
 

Y
＝

三
了

の
グ

ラ
フ

を
か

月



9
・
3

無
理

関
数

3
.
関

数
と

，
そ

の
逆

関
数

の
関

係
を

(
 1
 )
 次

の
無
理
関
数
の

グ
ラ
フ
を
か
け
．

理
解
し

，
無
理
関
数
の
グ
ラ
フ
が
か
け

①
y
=
v
2
X
 

②
y
=
1l
-
x
 

る
．

③
y
＝
下I
x
=
!

④
 
y
=
v
2二
五

⑤
Y
=

V
 

3x
-
6

十
1

10
三

角
関

10
・
1

三
角

比
1

 .
直
角
三
角
形
に
つ
い
て
三
角
比
を
定

(
 1
)

 次
の
図
に
つ
い
て
角

。
の
三
角
比
の
値
を
す

数
義
し
，
そ
の
意
味
と
有
用
性
が
わ
か
る

．
ベ
て
求
め
よ
．

ζ
コ
2~
ハ
も

2
.

特
別
な
角
の
三
角

比
の
値
を
求
め
る

こ
と
が
で
、
き
る
．

(
 2
)
 

次
を

満
た

す
z
を
三
角
関
数
表

を
利
用
し
て

3
.

三
角

関
数

表
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

求
め
よ

．
き
る

．
①

si
n 

10
°2
0' 
=
x
 

②
co
s 
x・

 
=

 0.
 

22
5
0

 

(
 3
)
 

水
平
面
と

10
°
の
傾
き
を
な
す
坂
道
を

10
0

m
登
れ
ば
，
水
平

に
何
m

進
ん
だ
こ
と
に
な
る

か
．
ま
た
，
垂
直
に
何
m
登
っ
た
こ
と
に
な
る

/J
、

10
・
2

一
般
角
と
弧

4
.

一
般
角
と
し
て
の
正
の
角
，
負
の
角

(
 1
)

 
o
x
を
始
線
と
し
て
，
次
の
角
の
表
わ
す
動

度
法

が
理
解
で

き
る

．
径

を
図
示
せ
よ

．
ま
た
，
そ
れ
ぞ
れ
何
象
限
の

角
で

あ
る
か

．

-3
0°
, 

1s
o・
, 

24
0。

，
－

27
0。
，
4
0
0。
，

-
10
0。

5
.

動
径

の
表

わ
す

一
般

角
，

象
限

の
角

(
 2
)
 

次
の
図
で
，

動
径

O
P
の
表
わ
す
一

般
角
を

な
ど
の
用
語
が
理
解
で
き
る

．
求
め
よ

．

(
 1
 )
 無

理
不
等

式

下／
五＝

三
く

_
l
x
 

3
 

を
グ
ラ
フ
を

利
用

し
て
解
け
．

(
4
）
＊
水
平
面
と

30°
の
角
を
な
す
な
め
ら
か
な
斜

面
の

上
に
重
さ

2
0
kg

の
物
体
を
の
せ

，
こ

れ

に
斜
面
と
平
行
な
力

F
を
加
え
て

つ
り
合
わ

せ

る
た
め
に
は

F
は
何

k
g
重
か
．

(
 1
)

 次
の
図
を

利
用
し
て
，

si
n

15
°
の
値
を
求

め
よ
．

ィ
づ
L
J

寸
3

(
 2
)
 

次
の
図
で
，

z
を
角

α
，
O
お
よ
び

α
を
用

い
て
表
わ
せ

．

〆
~
x

(
 4
 ）
＊
次
の
角
に
つ
い
て

60
分
法
は
弧

度
法

に
，

弧
度

法
は

60
分
法
に
変
え
よ

．

①
2
0
0。

②
－

 
1t
 5
 

③
2

 

(
5
）
＊
半
径

f
，

中
心

角
0
ラ
ジ
ア
ン
の

扇
形
の
弧

の
長
さ
を

し
面
積

を
S

と
す
る
と
き

，
次
の

式
を

導
き
出
せ
．

①
 

l
＝

γ
8
 

9
 

月

『
』

『
3



指
導

事
項

内
至
lj

達
目

標
①
 

吾
lj

達
目

標
②
 

¥c
 

①
 

②
 

~
 

②
S
＝

ー1
γ

ze
＝

ー1
γ1
 

川〉
い

2
 

2
 

(
 1
)
 
。
が
第

l
象

限
の

角
の

と
き

，
次

の
角

は
何

象
限

の
角

か
．

①
2
e
 

②
_
l
e
 

p
 

2
 

d
司

廿
指

導
目

標

6
.

弧
度

法
が

理
解

で
き

る

7
.

角
の
大
き
さ
を

60
分

法
と

弧
度

法
で

自
由
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る

。ラ
ジア
ン
l0

 li
lf
l1
1%
1 

｜
｜
｜
｜
｜
｜

ω
 

アラ
ジン
｜子
｜￥
｜什

｜子
｜守

I
 I

 I
 ¥21
00 
I
 I

 
0
ラ
ジ
ア
ン
｜
引
引

｜
平

12~
_1

I
 I

 ¥
 

3
叶

｜

9
 

月

1
0
・
3

一
般

角
の

三

角
関
数

竺 州 市 一 コ 引 一 」 l 一｜一

所 司 ｜ 寸 ｜ 寸 ｜ 寸 ｜ 寸 」 ｜ ｜ 寸 ｜ 「 ｜ 一

の 意 連 o

角 の 関 n

般 時 の

い凶

単 c る

拡 定 き 叫

剖 内

の の で 数 1 域

比 数 解 関 九 値

角 関 理 角 簡 の

三 角 が 三 理 ど

・ 三 味 ・ を な

(
2
）
＊
次
の
値
を
求
め
よ

．

①
s
in

(
 

-2
10
°
）

②
c
o
s
 
3
1
5。

③
t
a
n
 2
40
° 

④
山？

π

⑤
 

c
o
s
 
3π 

⑥
t
a
n
 （一
子）

(
 3
 )
 *
 

s
i
n
 e
,
 co
s
 
e, 

t
a
n
 O

に
つ
い
て

8
の
属

す
る

象
限

ご
と

に
こ

れ
ら

の
値

の
符

号
は

ど
う

な
る
か

．



10
・
4

三
角
関
数
の

I
 

10
.

三
角
関
数
の
相
互
関
係

性
質

I
 
I
)

 s
in
 
0
・
c
o
se
c
e
 

=
 1

 

c
o
s
 
e
・
s
e
c
e
 

=
 1

 

ta
n

 0
・
c
o
t
e
=

1
 

、
s
i
n
e
 

II
)
 t
a
n

 e
 

＝
一
一
一ー
ァ

c
o
s
 
t1 

n u  

l o d  

＝ d 詑

一 。 児 σ

a u 一 a u r E F L

S 一 1 d ＝ ＝

0 一 ・ U 0 1

p u 一q u p u t ・ 、 β υ

＝ H d d  

A U ＋ L P L  

ペ ポ ＋ ＋

r L ：i  

C S 1 ょ 1 i

、、 ，t ノ
E  

な
ど
を
理
解
し
，
使
う
こ
と
が
で
き

る
．

11
. 

2仰
＋
e，

π
土
e,

－%
－土

e,

I
 (
 6
 ）
＊
次
の
も
の
を

正
の
鋭
角
の
三
角
関
数
の
値

で
(

 1
)

 
s
in
 
。
＝

ま
の

と
き

，
残

り
の

三
角

関
数

｜ ｜
 

表
わ
せ

の
値
を
求
め
よ

．

(
 2
)
 

t
a
n
 e

 ＝
ま

の
と
き

，
残

り
の

三
角

関
数

の
値
を
求
め
よ

．

(
 3
)
 

次
の

各
等

式
が

成
り

立
つ

こ
と

を
証

明
せ

よ． ①
（s
i
n
e

十
c
o
s
e)
2=
 1

十
2
s
in

e
 

c
o
s

 e
 

②
c
o
s
2

 e
 -
s
i
n2

 e=
 1

 -
2
s
i
n
2

 e
 

=
 2
c
o
s2
 e

 -
1

 

③
t
a
n
 e

 +
 c
ot
 
e

 =
 s
e
c

 e
 co
s
e
c

 e
 

④
c
o
s

 e
 
,
 1

 +
s
i
n
e
 

2
 

一
一
一

1
十
si
n
e

c
o
s

 e
 

co
sθ
 

(
 4
 )
 次

の
式
を
簡
単
に
せ
よ

．

①
s
i
n
 
3
80° 

山 一 3
s  
o  
c  

②  

1
十
c
o
s(
9
0°

-
e
)

__]_ 
s
in

(90
°

十
e)

I
 

c
o
s
2
e
-
s
i
n2

e
 

－
一

一
十
云
in

(9
0°

 
-
e)

 
‘

 
l
十
c
o
s
(2
7
0°

十
e)

I
 

l
十

2
s
i
n
e
 
c
o
s
 e

 

'
 (
 5
 )
 ム

A
B

 C
に
お
い
て

，
次
の
関
係
が
成
り
立

I
c
 

2
)
 

次
の
等
式
を
証

明
せ
よ

．
-
e
の
三
角
関
数
と

0
の
三
角
関
数
と

｜
｜
 

｜
 

つ
こ
と
を
証
明
せ
よ

．
｜

 
①
 

s
i
n
句

＋
c
o
s
4fJ
=

 1
-
2
s
i
n
 2e

 co
s
 2
e
 

の
関
係
を
理
解
し

，
使
う

こ
と
が
で
き

｜
｜
 

｜
①

s
i
n
(A

+
B
)
=
s
i
n

C
 

I
市

1
十
c
o
s
e
 _

 1
 -
c
o
s

 e
 

る
．

｜
｜

甲
1

s
i
n
 e

 
1
十
s
i
n
e
 

l
②

・
A

十
B

c
 

S
l
l
l
 
－一一

一一
一

＝
＝
c
o
s

 
2

 
2

 

③
ta

n
 7
30° 

④
 
山（
一等
）

⑤
c
o
s(

-
7
2。

）
⑥

ta
n
(-

83
°)
 

⑦
s
i
n
 
12
0°

 
⑧

c
o
s
 
13
4°

 

⑨
 

ta
n

 
1f
~ 

⑩
 
山（

ー
ト

）

⑪
c
o
s

 ~4
土

⑫
t川
－

__j
_子）

(
 1
)

 t
a
n

 e
 

=
 f

で
あ
る
と
き

，
次

の
式

の
値

を
求
め
よ

．
9

 

月

_
 
2

 (1
 +
t
a
n
 e)

 
c
o
s
 
e
 

10
・
5

三
角
関
数
の

グ
ラ
フ
と
周
期

性

12
.
基
本
的
な
三
角
関
数
（

s
i
n
x,
 
c
o
s
 

x,
 
ta

n
 x
）
の
グ
ラ
フ
が
わ
か
り
，
そ
の

周
期
性
な
ど

の
特

徴
が
理
解
で
き
る

13
.

一
般
の

周
期

関
数

の
定

義
を
理
解

し
，

y
=
s
in

仇
y
=

ta
n

 f
な
ど
の
周

期
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

(
 1
)

 y
 =
 s
in
 :c

の
グ
ラ
フ
を
ど
の
よ
う
に
平
行

移
動
す
れ
ば

，
次
の
関
数
の
グ
ラ
フ
が
得
ら
れ

る
カ
ミ

．

①
y

 =
s
in
 
(x

-
%

)
 

②
y

 =
s
in
 
(x
+
 

%
)

 

③
y

 =
s
in
 
(x

-
T)

 +
 2

 

(
 4
 )*
 
y
 ＝
す

s
i
n
(3
x

ー
π
）
+

 1
の
グ
ラ
フ
を
か

け
．

(
5
）
＊
次
の
関
数
の
周
期
を
求
め
よ

①
y

=
 t
a
n
 π

x
 

②
y
=

 s
i
n
 (2

πx
－
~

） 

(
1
)

 O
~

x弓
の
と
き

，
co

s(
2
x
-
f)

 

---
l 

<.
.O
 



内
付廿

与
指

導
目

標
至
IJ

達
日

標
①

 

14
.
平

行
移

動
と

周
期

性
か

ら
，
y
=

(
 2
)
 
y
 =
c
o
s
 z

の
グ
ラ
フ
を
も
と
に
し
て

，
次

a
 s
in
 (
wx

十
α
）
+
 b
の
グ
ラ
フ
が
か

の
グ
ラ
フ
を
か
け

．

け
る

．
①

y
=
 2
 c
o
s
 x
 
②

戸
2
吋

x
-
f
)

(
 3
)
 

次
の

関
数

の
グ

ラ
フ

を
か

け
．
ま
た

，
周
期

を
求
め
よ

．

①
y
=
2
 si
n
~
 

2
 

②
y
=
_
l
 t
a
n
 2
x
 

2
 

③
y
=
 c
o
s
 (2
x
－π

）
 

10
・
6

三
角

方
程

式
15

.
簡

単
な

三
角

方
程

式
を

解
く

こ
と

が
(
 1
 )
 次

の
方

程
式

を
解

け
．

と
三
角
不
等
式

で
、
き
る
．

1
 

①
si
n
 x
=
-
1
7τ

 
16
.

簡
単

な
三

角
不

等
式

を
解

く
こ

と
が

②
c
o
s
 x
=
c
o
s
 %
 

で
、
き
る

．
③

ta
n
 x

=
 v

す

④
2
 s
in
 
2x
 -

3
 s
in

 x
ー

2
=
0

（
た
だ
し
，

O
孟

x
<
2
n
)

⑤
co

s
 (
 

x
-
i)

 
+
 1
 =
 0

 

（
た
だ
し
，

O
孟

x
<
2
n
)

(
2
)
 

次
の
不
等
式
を
解
け
．

①
s
in

 x
 <
 ~ 

②
2
 c
o
s2
x
十

3
s
in
 x

>
 3
 

（
た
だ
し

，
O
亘

x
<
2
π
）

11
 

逆
三
角

11
・1

逆
三

角
関

数
1
 .
逆

三
角

関
数

の
定

義
が

わ
か

り
，

(
 1)
 

次
の
値
を
求
め
よ

．

関
数

三
角

関
数

と
の

聞
の

相
互

変
換

が
で

き
②

針
1
（一
千

）
る

．
①

S
in
-
1
 1
 

至
lj

達
日

標
②

 

の
と

る
値

の
う

ち
，

最
大

値
と

最
小

値
を

求
め

よ
．

(
 2
)
 
y
 =
s
i
n
 z
十

c
o
s
z

の
グ
ラ
フ
を
か
け
．

ま
た
，
周
期
は
い
く
ら
か
．

(
 1
)
 次

の
方

程
式

を
解

け
．

si
n
 2
x
-

(1
 +
i/

す）
si
n 
x
c
o
s
 x
 

十
干
／
す

c
o
s
2x

=
 0

 

(
 2
)
 

次
の

不
等

式
を

解
け

．

co
s

 （什
お

く一
古

（
た
だ
し
，

O
孟

x
<
2
n
)

(
 3
）
キ
逆
三
角
関
数
の
記
号
を
使
っ
て
，
次
の
方
程

式
の

解
を

か
け

．

①
c
o
s
 x
 ＝
よ 3

 

9
 

月 10
 

月

。。 。



③
C
o
s-
10
 

1
 

②
s
i
n
 x

 =
-
l_
 

④
C
o
s-
1
1
7す

5
 

1
 

⑤
 

T
a
n
-
1
 一i
／
一す

⑥
T
a
n-
1 
(
 1
) 

2
.
逆
三
角
関
数
の
グ
ラ
フ
が
か
け
る

．
(
 2
)
 

三
解
関
数
表
を
用
い
て
，
次
の
値
の
近
似
値

(
4
）
＊
次

の
グ

フ
を
か
け

．

を
求
め
よ

．
①

y
=

 S
in
-1
 
x
 

①
S
in
 
i
 0
.
 

25
88
 

②
S
in
-
1
 (
 

-
0
.
 

38
27
) 

②
y

 =
 C
o
s-
1 
x
 

③
C
o
s-
1 

0
.
 

7
4
12

 
④

C
o
s-
1
(-

0
.
 

39
12
) 

③
Y

=
 T
ar
i-
1 
x
 

⑤
T
a
n
-
1
 0. 
15
84

⑥
T
a
n
-
I
 (
 -
0
.
 

76
75
) 

(
 1
 )
 次

の
等
式
を
証
明
せ
よ
．

S
in
-1
 
x
 +
 C
o
s-
1

 x
 ＝
π
／
2

 

12
 
加
法

定
12

・1
 

加
法
定
理

1.
正

弦
の

加
法
定
理
が
理
解
で
き

，
使

(
 1
)
 次

の
角
の
正
弦
・
余
弦
・
正
接
の
値
を
求
め

(
 4
）
水
力

f-1
法
定
理

を
使
っ
て

，
次
の
各
公
式
が
成
り

理
う
こ
と
が
で
き
る

．
よ

．
立
つ
こ
と
を
示
せ

．

①
7
5°

 
②

10
5° 

③
15
。

①
山

（%
－－

α
）

=
c
o
s
α
 

10
 

2
.
余

弦
の

加
法
定
理
が
理
解
で
き
，
使

(
 2
)
 

s
in
 α

＝
ー

c
o
s
 {3 
＝

一
一

＜
α
く

3
 '
 

4
 

②
ω

（
与
十

α
）

＝
一

山
α

う
こ

と
が
で
き
る

月

π
，
π
＜

f3
く

3；
）

の
と
き

，
次
の
値
を
求

③
ta

n
 （
π
一
α
）

=
-
t
a
n
α

 

3
.
正

接
の

加
法
定
理
が
理
解
で
き
，
使

め
よ

．
(
 5
）
ホ
次
の

等
式

を
証
明
せ
よ

．

う
こ
と
が
で
き
る

．
①
 

s
in
 
（α

一
日）

②
c
o
s
 （α

十
f3)

s
in
 (
45°

十
α
）
+

s
in
 (
45°

ー
α
）

③
t
a
n
 
（α
－
(3)
 

=
 i
／
玄

c
o
s
α

(
 3
)
 

次
の
余
接
の
加
法
定
理
を

導
け

．

co
t 
（α

土
日
）
＝

一
1
±
 c
ot
α
・c
ot

β
co
t 

α
土

co
t

{3 

12
・2

い
ろ
い
ろ
の
公

4
.
 
2
倍
角
の
公
式
を
導
き
出
し
，
使
う

(
 1
)
 半

角
の
公
式
を
用
い
て
，
次
の
値
を
求
め
よ
．

(
 1
)
 次

の
3
倍
角
の
公
式
を
導
き
出
せ

．

式
こ
と
が
で
き
る
．

1
(
 

①
s
i
n
s
 

1
(
 

②
c
o
s
 8
 

1
(
 

③
ta

n
8
 

s
in
 
3α

＝
 3
s
in
α

－
 4

 s
in
3α 

(
 2
)
 

次
の
値
を
求
め
よ

．
c
o
s

 3α
＝

 4
 c
o
s3
α

－
 3

 c
o
s
α
 

5
.
半
角
の
公
式
を
導
き

出
し
，
使
う
こ

と
ヵ
：
で
、
き
る
．

①
s
in
 
2
0°

・
s
i
n
40°

・
s
in

80
。

ta
n
 3α

＝
 
3

 ta
n
α

－
 t
a
n
3α
 

②
si
n 

15
。
十

si
n

10
5° 

1
 -
3

 ta
n
2α
 

。。 ト
~

③
c
o
s
 10

5。
ー

c
o
s

15° 
(
 2
)
 

s
in
 
28

を
co
t

O
で
表

わ
せ



指
導

事
項

｜
内

~
 

廿
指

導
目

標
到

達
目

標
①

6
.
積

を
和

に
，

和
を

積
に

変
形

す
る

公
I
C

 3
)
 

次
の
等
式
が
成
り
立
つ
こ
と
を
示
せ
．

式
を

導
き

出
し

p
使
う

こ
と
が
で
き
る
．

c
o
s
 

（）
・c
o
s

3
8

 -
c
o
s
 
58
・c
os
 
7
8
 

=
s
in
 

48
• s

in
 8
8

 

(
 4
)
 

ta
n

 f
 =

 t
と
お
く
と
き
，
次
の
等
式
が

成
り
立
つ
こ
と
を
証
明
せ
よ

①
si
n 

2
 t

②
co
s 

1
-
t
2

 
…
 

x
＝

一
一
一
一
一

…
 

x
＝

一一
一一

一一
宮

1
十
t2

首
1
十
t2

品
2t

3) 
t
a
n
 x

 ＝
一一一
－－－
－：；
；－－

~
 

l
-
t

~ 

到
達

目
標

②

(
 3
)
 

t
a
n
 8

 =
 f

 （π
＜

8
＜

与
）

の
と
き

，

co
s~
 
si

n~
の
値
を
求
め
よ

．
2
'
 

2
 

(
 4
)
 

α
＋

同
十

r
=
 n:
の
と
き
，
次
の
等
式
を
証

明
せ
よ

si
n 
α
十

si
n

{3 
+
S
i
n
 r

 

=
 4

 co
s
~
.
 c
os

立
.

co
s
工

2
 

2
 

2
 

(
 5
)
 

次
の
三
角
方
程
式
を
解
け

．

①
co
s 

3
x
一

c
o
s
7
x

=
 0
 

②
si
n 

x
 +
 si
n 

2
x
 +

 si
n 

3
x
 =

 0
 

12
・3

 単
振

動
と

そ
の

I
1
.

単
振

動
と

振
幅

，
角

速
度

，
初

期
位

I
c
 

1
 )
 次

の
関

数
は

単
振

動
を

表
わ

す
か

．
も

し
単

I
c
 

3
）
ホ
次
の
単
振
動
を
合
成
せ
よ

．

合
成

｜
 

相
，
周
期
，
振
動
数
な
ど
の
用
語
の
｜

振
動

で
あ

れ
ば

，
そ

の
振

11風
初

期
位

相
，

｜
 

①
Y1
 =

 s
in
 
2t
,
 Y
2
 =
 c
os
 
2t

 

意
味

が
理

解
で

き
る

．
｜

 
周
期
お
よ
び
振
動
数
を
求
め
よ

．

8
.
 a
 si
n 
z

十
b

co
s 
x

を

r
 s
i
n
 
(x

十
α
）

ま
Tこ

は r
 c
o
s

 （χ
十

自）

の
形
に
な
お
す
こ
と
が
で
き
る

．

9
.
二

つ
の

単
振

動
の

合
成

の
意

味
を

理

解
し

，
ま
た
合
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
．

①
日

si
n
(

 3 t
十
~

）

店
、

.
2
t
 －
π
 

(2
)

 
x
=
2
 s
in

ー
3

一

③
x
=
2
 c
o
s
 (

3
7
r
t
+
f
)

 

(
 2
)
 

次
の
式
を

一
つ

の
三

角
関

数
で

表
わ

せ
．

①
s
i
n
 x

 +
c
o
s
 x

 

②
si
n 
x
 -

c
o
s
 
x
 

③
干1

3
c
o
s
 z

十
si
n
x

 

④
12

 s
i
n
 x

 +
 5

 co
s 

x
 

②
Y1
 
=
 s
in
 
(2
t
十

与
）
，

Yz
 =
 2

 si
n 
2t

 

(
 1
 )
 
次

の
関

数
の

最
大

値
，
最
小
値
を
求
め
よ

．

①
y

 =
si
n 
z

十
c
o
s
(x

 
＋
号

）

②
y

 =
 s
in
 
2
x

 -
co
s 

2
x
 -

1
 

月

CI
J 

N
 



13
 三

角
形

i
13
・1

正
弦

定
理

と
余

と
三
角

｜
弦

定
理

関
数

1
 .
三
角
形
の
辺
と
角
の
聞
に
成
り
立
つ

I
C
 1
 )
 ム

A
B

 C
に
お
い
て
，
。＝

12
,

B
=
7
5。

関
係
と
し
て

，
正
弦

定
理

と
余
弦
定

｜
C
=
6
0。

の
と
き
，

A
'
c
'

 b
を
求
め
よ

．

理
が

理
解

で
き
る

．
(

 2
)
 
ム
A

B
 C

に
お
い
て
，

α
＝

12
, 

b
 =
 

i／
玄

＋
1
,

 c
 =
v
6
 の

と
き
，

A
,

2
.
正
弦
定
理
と
余
弦
定
理
を
用
い
て
三

B
,
 
C
を
求
め
よ

．

角
形
を
解
く
こ
と
が
で
き
る

．
ま
た

I
c
 

3
)
 
ム

A
B

 C
に
お
い
て
，

b
=
4
,

C
=
5,
 

そ
れ
ら
が
，
測
量
問
題
の
解
決
に
用
｜

A
=

 30
。
の
と
き

，
G
を
求
め
よ

．

い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
．

(
 4
)
 
ム
A

B
 C
に
お
い
て
，

s
i
n
2

 A
=
 s
i
n
2

 B
 +
 si
n
2

 C
 

が
成
り
立
っ
と
き
，
ム

A
B

 C
は
ど
ん
な
三

角
形
か

．

(
 5
)
 

ム
A

B
 C
で
，
次
の
こ
と
が
成
り
立
つ
こ
と

を
示
せ．

①
α
2
く

が
十

c2
な
ら
ば

，
A

は
鋭
角

②
α
2
=

 b
2
十

c2
な
ら
ば

，
A

は
直
角

③
α
2
>
 b
2

 +
 c2

な
ら
ば
，

A
は
鈍
角

(
 6
)

 二
つ
の

地
点

A
,

B
か
ら

川
向

こ
う
の
地
点

P
を
の
ぞ
み
，

ζ
A

 
B

P
=

 42
°，

ζ
B

A
P
=
 6
3。

を
得
た

.
A

,
 B
聞
の
距
離
が

35
7
m
の
と

き
，

A
,

p
聞
の
距
離
を
求
め
よ

．

(
 1
 )
 ム

A
B
 C
に
お
い

α
＝

 2
1／
τ

，
b
 =
 2
, 

B
=

f
の
と
き

，
c
,A

,
 C

を
求
め

よ

(
 2
)
 

次
の
等
式
を
証
明
せ
よ
．
（
正
接
定
理
）

ta
n

 A
-
B

 
－

 
a
-
b
 

2
 

。＋
b

＇－~
－ 

A
+

B
 

一
一
一

2
 

(
 3
)
 

川
向

こ
う
の

2
地
点

C
,

D
聞
の
距
離
を
測

る
た
め

，
基
線
A

B
を
定
め
て

A
B
=

 1
0
0
m
，
ど

C
A

B
=

12
0° 

ζ
B

A
D

 =
7
5。
，
ζ

A
B

D
 =
 4
5° 

ζ
A

 
B

C
=

 30° 

を
得
た
．
こ
れ
か
ら

C
,

D
聞
の
距
離
を
求
め

よ
．

(
 4
)
 
ム
A

B
 C
で
次
の
関
係
が
成
り
立
っ
と
き
，

ム
A

B
 C
は
ど
ん
な
三
角
形
か

．

a
 co

s
 A

十
b

c
o
s
 B

 
=

 c
 co
s
 
C

 

13
・2

三
角

形
の

面
積

I
3
.
三
角
関
数
の
応
用

と
し
て

，
三
角
形

I
c
 

1
 )
 
α
＝

 3
 '
 b

 =
 4

 '
 c

 =
 1
2
0。

の
三
角
形

I
c
 

1
 )
 ム

A
B
 C
の

1
辺

α
と
そ
の
両
端
の
角

B
,

の
面
積
の
公
式
を
導
き

，
そ
れ

を
幸

iJ
I

 
の
面
積
を
求
め
よ

．
｜

 
C
が
与
え
ら

れ
た
と
き

，
ム

A
B

 C
の

面
積

用
し
て
い
ろ

い
ろ
な
三
角
形
の
面
積

I
C

 2
)
 

隣
り
合
っ
た

2
辺
の
長
さ
が

a
,

b
で
，

そ

を
求
め
，
さ
ら
に
四
角
形
の
面
積
も
｜

の
な
す
角
が

0
で
あ
る
平
行
四
辺
形
の
面
積

三
角
形
に
分
割
す
る

こ
と
に
よ
り
求

め
ら
れ
る
こ

と
が
わ

か
る

．

S
を
求
め
る
公
式
を
つ
く
れ

．

(
 3
)
 
ム

A
B

 C
に
お
い
て

α
＝

 1
3
c
m
,
 
b

 =
 1
4
c
m
,
 
c
 =
 1
5
c
m
 

の
と
き
，
次
の
も
の
を
求
め
よ
．

S
は
次
の
式
で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
を
示
せ

S
 

a
2

 s
i
n
 
B

 s
i
n
 
C
 

2
 s
i
n
 
(B

 +
 C
)
 

(
 2
)
 

四
角
形
A

B
C

D
に
お
い
て

A
B

=
4
,
 
A

C
=

9
,

 A
D
=

7
,

 

C
D

=
8
，

ζ
B

A
 C
 =

 3
0° 

11
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C
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指
導

事
項

Eお 品

内

14
指

数
関

卜
4
・1

累
乗

根

数

容
到

達
目

標
①

①
ム

A
B

 C
の
面

積

②
ム

A
B

 C
の
内
接
円
の
半
径

1
 .
累
乗
根
の
意
味
が
わ
か
り
，
計
算
が

I
c
 

1
 )
 
つ
ぎ
の
お
の
お
の
の
値
を
求
め
よ

．

指
導

目
標

到
達

目
標

②

の
と
き
，
こ
の
四
角
形
の
面
積
を
求
め
よ
．

c
 

1
 )
 
,1

3
,
 Vs
, 

~1
10
 

を
大
き
さ
の
順
に

並
べ
よ

14
・2

指
数

拡
張

で
き
る
．

①
v百

②
v市

③
仁

子

④
'V
百

⑤
日

⑥
1叩

(
 2
)
 

つ
ぎ
の
式
を
簡
単
に
せ
よ

①
~1

32
 V
i6

②
（
~
／
2
)
G
÷
~
／豆

E

③
v日

＋
V

m
 -
Vi
6 

(
4
)
*
 
(
x
+
x
-
1
)
2

を
展
開
せ
よ
．

(
 1
 )
 
（α
－a

-1
十
1)

（α
－a

-
1
-
1
）
を
展
開
せ
よ

(
 2
)
 
／
（
£
）
＝

α
x
＋
α
－

X
 （α
＞
o. 

a
手

1）
の
と
き

f
(
x
十
y
)
f
(
x
-
y
)
=
f
(
2
x）

十
／
（
2y
)

で
あ
る
こ
と
を
証
明
せ
よ
．

。 11
 

月

2
.

正
・

負
の

有
理
数
お
よ
び

O
の
指
数

I
c
 

i
 )
 
つ
ぎ
の
式
を
累
乗
の
形
に

書
き
表
わ
せ
．

の
意
味
が
わ
か
り
，
指
数
法
則
を
使

｜ ｜
 

①
 

~／
(z
2 

②
 
一
一
一

一
’

（
干

／
(i
)3

う
こ
と
が
で
き
る
．

③
市

④
 
イ云

(
 2
)
 

つ
ぎ
の
お
の
お
の
の
値
を
求
め
よ
．

①
ぷ

②
（

会
）－

÷
③

3
2
-
0.
4 

④
8
2

×
8
-
3

×
8
-
2
 

(
 3
 )
 
つ
ぎ
の
各
式
を
，
簡
単
な
累
乗
の
形
に
直
せ

＼ h F ノ
α  

／ l ＼
 

②  

3 一 山

1 一2
α  

①  

＼ 1 l l ノ

1 一
μ 一
2 一 幻

／

J I l t＼
 

④  
z  

x  

③  



14・
3

指
数

関
数

3
.
指

数
関

数
の

定
義

と
そ

の
性

質
が

わ
(

 1
 )
 
つ

ぎ
の

数
を

大
き

い
も

の
か

ら
順

に
並

べ

か
る
．

よ ①
10
-
2, 

1Q
l.
5, 

10
-0
.5,
 

10
0,
 
10
0.
5 

②
 
o. 

11
.
5, 

o.
 

1一
人

o.
 

10
, 
o.

 
1-
0.
5, 

0
.

 10
,
5

 

(
 2
)
 

y
=
2
x

と
ベ

士
Yの

グ
ラ
を

書
け

(
 3
)
 

つ
ぎ

の
方

程
式

を
解

け

①
4・
"+
1-
3
×
2x
+2

-
1
6
=
0

 

②
2
x
=
s
v
+
2,

 9
v
=
3
x
-
9
 

15
 

対
数
関

15・
1

 対
数
と
そ
の

1
 .
対
数
の
定

義
が
わ
か
り

，
(

 1
 )
 つ

ぎ
の
お
の
お
の
を
，

n
=
lo
g
α

N
の
形

数
性
質

q
=
a
P←→

P
=
l
o
g
a
q
 

の
相
互
変

換
に
書

き
直
せ

ヵ：
で
、き

る
①

3
4
=
 8
1

 
②

8τ
＝

4
 
③

10°
=

 1
 

15
・2

対
数

関
数

2
.
対

数
関

数
の
定

義
と
そ
の
性

質
が
わ

④
o. 

01
 =

 1
0-

2
 

か
る

．
(

 2
)
 

つ
ぎ
の
お
の
お
の
を

，
a
n
=

N
の
形
に

書

3
 
底

の
変
換
公
式
が
わ
か
り
使
う
こ
と

き
直
せ
．

ヵ
：で

、き
る

①
lo
g
52
5
=
2

 
②

lo
g
2
l
=
O

 

4
.
 

「
対
数

を
と
る

」
と
し
み

言
葉
の
意

③
lo
g1
01
0
=
1

 
④

lo
g1
5

ー
1
＝
一

一3
 

8
 

4
 

味
が
わ
か
る

．
(

 3
)
 

lo
g1
0 

2
=
0
.
 3
0
10
, 

lo
g1
0 

3
=
0
.

 
47
71

を

5
.

対
数

関
数
の
グ

ラ
フ
が
書
け
る

．
用
い
て
，

次
の
対
数
の

値
を
求
め
よ

．

lo
g1
0

 4, 
Io
g
10 
5, 

lo
g
10

 6, 
lo
g1
0 
8, 

lo
g1
0 
9

 

(
 4
 )
 つ

ぎ
の
式

の
値

を
求
め
よ

①
ユ

lo
g1
0
6
4
 +

 lo
g1
0 
1-

-
lo
g
10 
_§
_ 

2
 

3
 

15
 

②
2
lo
g
5

 75
 +

 lo
g5
 
15

 -
3l
o
g
5

 3
 

(
 5
 )
 
つ

ぎ
の

各
式

の
値
を

求
め
よ

①
lo
g
2

 1
6

 
②

lo
g5
 
12
5 

③
lo
g5
l

 

(
4
）
＊
つ
ぎ
の
不
等
式
を
解
け

．

①
3
x
>
2
7

 
②

（÷
r

>
9

 

(
 1
)

 2
2-
x 
>

 8
 
を
解
け

．

(
6
）
＊
つ
ぎ
の
各
方
程
式
を
解
け
．

①
lo
g
2

 x
=

 3
 

②
lo
g2
7 
x

 ＝
よ 9

 

③
lo
g
x

 8
1
=

4
 

(
7
)
*
x
n
＝
α
n
lo
g
a
x
(
x
>
O
)

 
を
証
明
せ
よ

(
 1
 )
 ①

y
=
lo
g
3
(
2
-
x）

の
グ

ラ
フ

を
書

け．

②
Y
=
 _
 _
l
 l
og
3x
3

の
グ

ラ
フ
を

書
け．

3
 

③
y
=
 lo
g
2

 X,
 
y
=
 lo
g 

I
 X,
 

2
 

y
=
lo
g
2

 (
2
x
-
4
）

の
グ

ラ
フ

の
位

置

関
係
を
い
え

．

(
 2
)
 

Y
=
lo
g
3(
X
十
1
)
-
1
,
 
y
=
l
o
g
3(
 -

x）
の
グ

ラ
フ
を

書
け．

(
 3
)
 

つ
ぎ
の
不
等
式
を
解
け
．

①
lo
g
z

 x
く

lo
g
2(
2
-

x)
 

②
lo
g1
 
x

<
lo
g1
 
(
2
-
x
)
 

2
 

2
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指
導

事
項

｜
内

H廿
~
 

指
導

目
標

15
・3

対
数

計
算

6
 
対

数
表

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
る

．

7
.

比
例
部
分
の
法
則
が
わ
か
る
．

8
.

仮
数

の
性

質
，

指
標

の
性

質
が

わ
か

る
．

9
.
対

数
に

よ
る

計
算

が
で

き
る

．

10
.

対
数

目
盛

，
計

算
尺

の
原

理
が

わ
か

る
．

至
lj

達
目

標
①

 
安
lj

達
目

標
②

 

④
lo
gs
 3
2 

⑤
lo
g1
0

 10
00
 

⑥
lo
g4

 _l
 

2
 

⑦
lo
g
巧

2
⑧

lo
gz

(
 1
)

 
つ

ぎ
の

お
の

お
の

の
値

を
対

数
表

か
ら

読
み

(
 2
 ）
＊
つ
ぎ
の
お
の
お
の
の
値
を
求
め

よ．

と
れ

．
①

lo
g

 7
.

 
2
5
7

 
②

lo
g 

4. 
90
1 

①
lo
g 

l. 
2
6
 

②
lo
g 

9. 
0
7

 
③

lo
g 

6. 
0
07

 

③
lo
g 

6. 
7
3

 
④

lo
g 

5. 
50

 

(
 1
)

 つ
ぎ

の
お

の
お

の
の

値
を

求
め

よ
(

 2
 ）
＊

つ
ぎ

の
お

の
お

の
に

適
す

る
真

数
x
の
値
を

①
lo
g 

47
.1

 
②

－
lo
g

 6
0
2
.

 9
 

求
め
よ

．

③
lo
g

 0
.
0
0
5
2
6
 

④
lo
g 

45
6
1

 
①

lo
g
、x
=
3.
0
9
0
9

 
②

lo
g 
x
=
 l. 
33

67
 

⑤
lo
g

 0
.

 
7
8
5
4
 

⑥
lo
g

 0
.0
0
93
27
 

③
lo
g

 X
=
 l. 
6
4
2
4
 

④
lo
g

 x
=
O
.
 

7
63
5 

⑤
lo
g 
x
=
2
.
 

87
77
 

⑥
lo
g 
x
=
5. 

9
9
41
 

(
 1
 )
 対

数
表

を
用

い
て

，
つ

ぎ
の

計
算

を
せ

よ
・

I
 c
 

3
）

キ
対

数
表

を
用

い
て

，
つ

ぎ
の

計
算

を
せ

よ
．

①
4
2
.

 8
1
×
93

1. 
5

 

①
 
ず悪

②
0

 0
8
57

9
÷

0
 0
0
0
6
9
8
1

 

③
6
9
.

 
0
6
4

 
④

V
o. 

0
47

12
 

②
4
・
2
36

×
V
o・

07
85
7

(
 2
)
 

っ
き
、
の
お
の
お
の
は

何
け

た
の

数
か

．
ま
た

0
.

 
7
7
9
2

 

は
，

小
数

第
何

位
に

初
め

て
O
で

な
い

数
字

が
表

わ
れ

る
数

か
．

①
23
0 

②
（÷r 

③
（-ff
 

④
（
ま
r

。 12
 

月

C
わ σ
コ



16
平

面
上

I
16

・1
数

直
線

I
 i
 .
直

線
上

の
点

が
座

標
（

x
）
に
よ
っ

I
C
 i
 )
 
数

直
線

上
の

点
A
(
-
2
)
,

B
(
7
）
を
結
ぶ

I
c
 

3
 ）
＊
数
直
線
上
の
点

A
(
-
1
)
,

B
(
3
）
を
結
ぶ
線

の
点

と
直

線

17
円

て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
．

線
分

を
1
:
2
に
内
分
す
る
点
を
求
め
よ
．

(
 2
)
 

点
A

(x
1)
, 

B
 (x
2
）
を
結
ぶ
線
分
の
中
点
を

2
 
数

直
線

上
に

お
け

る
2
点
を
結
ぶ
線
｜

求
め
よ

分
の

内
分

点
，

外
分

点
が

わ
か

る
．

16
・2

平
面

上
の

点
の

I
3
.

平
面

上
の

点
が

x
-
y

直
交

座
標

に
I
c
 

i)
 

次
の

2
点
聞
の
距
離
を
求
め
よ
．

座
標

｜
 
よ
っ
て
，

2
つ

の
数

の
組

cx
,
 
Y
)
 
I
 

①
 

A
(
l
,
 
2)
, 

B
(
5
,
 
6)
 

で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
．

｜
 

②
A
(
-
4
,
 
2)
, 

B
(
8
,
 
7)
 

分
を

5
:
3
に
外
分
す
る
点
を
求
め
よ
．

(
 1)
 

3
点

A
(
-
1
,
 
4)
, 

B
 (
-
3
,
 
-
2
)
,
 
C

 

(5
, 

2
）

を
頂

点
と

す
る

ム
A

B
 C
の
重
心
の

座
標
を
求
め
よ
．

(
 2
)
 

2
点
p

(
-
3
,
 
2)
, 

Q
 (
4,
 

-
8
）
に
お
い

I
C

 2
)
 

2
点
（

1,
-
2
)
'
 
(3
, 

2
）

か
ら

等
距

離
に

4
.

平
面

上
の

2
点

聞
の

距
離

お
よ

び
内

分
点

，
外

分
点

が
わ

か
る

て
，
次
の
点
を
求
め
よ

①
 

線
分

P
Q
を

3
:

 1
に

内
分

す
る

点

②
 

線
分
P

Q
を

1
:

 3
に

外
分

す
る

点

あ
っ

て
，

か
つ

直
線

x
-
y
=
-
1

上
に
あ
る

点
の
座
標
を
求
め
よ

川
直

線
の

方
程

式
I
s
 平

面
上

の
直

線
を

方
程

式
で

表
わ

す
I
c
 

i)
 

点
（

0,
-
2
）

を
通

り
，

傾
き

2
の
直
線
の

I
c
 

2
）キ

2
点

(1
,

-
3
)
'
 
(3
, 

2
）

を
通

る
直

線
の

I
1
 

こ
と
が
で
き
る
．

｜
 

方
程
式
を
求
め
よ
．

｜
 

方
程
式
を
求
め
よ
．

1
6
・
4
 

2
直

線
の

位
置

I
6
,
 

2
つ

の
直

線
が

直
交

す
る

条
件

・
平

I
c
 

i
 )
 
2
つ

の
直

線
2
x
十
仰
十

3
=
0
,

x
-
S
y
-
3
 I

 (
2
）
＊
点
（

2,
2
）

を
通

り
，

直
線

3
x
十

S
y
=
1
 

関
係

｜
 
行
で
あ
る
条
件
が
わ
か
る
．

I
 

=o
が
次
の

条
件

を
み

た
す

と
き

の
G
の
値
を
｜

に
平

行
お

よ
び

垂
直

な
直

線
を

求
め

よ
．

求
め
よ

①
 

2
つ

の
直

線
が

平
行

I
 c

 
1
)
 

直
線

z
十

3
y

1
=
0

と
直
線

2
x
+
y

 
2
 

②
 

2
つ

の
直

線
が

垂
直

I
 

=o
の
な
す
角
を
求
め
よ
．

1
6
・
5
 

点
と

直
線

の
距

I
1
.

平
面

上
の

点
か

ら
直

線
ま
で

の
距

離
I
c

 i
 )
 
原

点
（

0,
0
）

か
ら

直
線

x
y
+
2
=
0
 I

 c
2
）
＊
点
（

3,
5
）

と
直

線
3
x
十
4
y
-
1
0
=
0

の

離
｜
 
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
．

｜
 

ま
で
の
距
離
を
求
め
よ
．

｜
 

距
離
を
求
め
よ
．

17
・1
 

軌
跡

と
円

の
方

I
i

 
軌

跡
。

意
味

が
理

解
で

き
て

，
円

の
I
c

 
i

 )
 
2
点

A
(

 
1, 

2)
, 

B
(
3
,
 
0
）

か
ら

等
距

I
cs

）
キ

次
の

方
程

式
は

ど
ん

な
凶

形
を

表
わ

す
か

程
式

｜
 
方

程
式

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
｜

 
離

に
あ

る
点

の
軌

跡
を

求
め

よ
｜

 
①

が
＋

y
2
-
2
x
-
4
y
-
2
0
 =

 0
 

(
 2
)
 

次
の
円
の
方
程
式
を
求
め
よ
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＝

1
上

の
勤

を
求

め
，

ま
た

円
の

方
程

式
か

ら
，

中
｜

②
 

中
心

が
（

-
4
,
 
3）

で
点

（
1,

1）
を
通
｜
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＝
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＊
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＝
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＋
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＊
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｜
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．
｜

 
接
す
る
直
線
の
方
程
式
を
求
め
よ
．

る
①

焦
点

（
2
,

0
）
，
準

線
x
=
-
2

②
焦

点
（

O,
p）

，
準

線
y
＝
－
ρ

2
.

接
線

・
法

線
の

方
程

式
を

求
め

る
こ

I
(

 2
)
 

次
の

放
物

線
の

焦
点

の
座

標
，

準
線

の
方

程

と
カ
ミ
で
、
き
る

．
式

を
求

め
よ

①
y
2

 =
 2
x

②
y
＝

χ
2
 

③
4y
2 
=

-
x
 

(
 1
)

 放
物

線
y
2
=

 4
P
x
 (
p

 >
 o）
上

の
点

P
Vこ

お
け

る
接

線
と

x
軸

の
交

点
を

Q
と
し
，
焦
点

を
F

と
す

る
と

き
，

①
F

P
=

F
Q

 
2

 

②
接

線
P

Q
は

点
P

か
ら

x
軸

に
平

行
に

引
｜
月

い
た

直
線

お
よ

び
直

線
P

F
と
等

角
を
な

す
．

こ
と
を
証
明
せ
よ

．

0
0
 

0
0
 



18
・2

楕
円

・
双

曲
線

x2
 

~：
 

(
 1
 )
 次

の
楕

円
，

ま
た

は
双

曲
線

の
方

程
式

を
求

3
.
標

準
形

－
α
T

臼
十

=
l
,
 

め
よ

x
2

 
~：

 
①

焦
点

（
1／
τ

，
0
)
'

(
 

-
1／

玄
，

0
）

か
－
α7

ム
一

＝
土

1
を

導
く

こ
と

が

ら
の

距
離

の
和

が
4
の
楕
円

で
き

る
．

焦
点

，
漸

近
線

の
意

味
が

理
②
 

長
軸

が
x
軸

上
に

あ
り

中
心

が
原

点
，

長
解
で
き
る
．

軸
の

長
さ

が
6
，
短

軸
の

長
さ

が
4
の
楕

円

x2
 

~：
 

③
焦

点
（
5,

0
), 

(
-
5
,
 
0
）

か
ら

の
距

離
4
.
標

準
形

(
i
2
十

=
 1,
 

の
差
が

8
の

双
曲

線

4-“
－＋

白
＝
土

1
の
接

線
の

方
程

④
 

主
軸

の
長

さ
6
，

漸
近

線
Y
＝

土
2
x

の

双
曲
線

式
争

十
争

＝
1
,

 ~
1
 ＿

＿
争

＝
土

1
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

19
不

等
式

19
・1

不
等

式
の

領
域

1
 .
平

面
上

の
領
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On the basis of the assumption that the similitude from the pedagogical point of view 

between a compiler language and another school subject can be estimated by means of the 

partial correlation coe伍cientscomputed out of test marks of students in a class for these 

subjects, it is concluded through statistical assessment that for students of Ariake Technical 

College the pedagogical correlation between ‘FORTRAN and English' is slightly higher than 

that between 'FORTRAN and mathematics' in lower classes, while in upper classes the latter 

is found markedly higher than the former. It is proposed to teach a compiler language 

somewhat like宝nglish’（asa sort of a foreign language) in lower classes of a technical 

college, and definitely like 'mathematics’（as a sort of an applied mathematics) in upper 

classes. 

I wao YAMASHITA 

1.まえがきと要約

6情報処理’に関する基礎教育としては，電子計算機そのものについての知識を与えることと共にコンパイラ一言

語の教育が重要である．本校では機械工学，電気工学，工業化学および建築学の 4学科が，それぞれの独自性を生

かしながら，専門教科への応用を目的として，科学技術計算向きとされる FORTRAN言語を主にしてコンパイ

ラ一言語の教育を行なヲているω．以下は，筆者が機械工学科の s情報処理’教育を担当した過去3年間余の経験

と若干のデータをもとにして，工業高等専門学校における FORTRAN 言語，一般にコンパイラ一言語の教育法

に関して，私見を述べようとするものである．

‘情報処理’の初等教育において，コンパイラ一言語のもつ二面性，すなわち論理を中心とする数学的要素と基本

的な約束事としての文法を中心とする語学的要素と，その何れに着目するのが適当であろうかとしヴ問題を考察の

対象とする．それを検討するための手段として，コンパイラ一言語と数学または英語との 6教育的見地からの’関

連の強さが，上記 3科目の試験成績（点数）の相関（FORTRAN言語と数学， FORTRAN言語と英語）の大小

によって判定できるものと仮定する．調査の資料としては昭和49年度および50年度の本校上記4学科学生の成績を

採用する．分析の結果，下級学年では顕著ではないけれども英語との相関の方が大きしこれに反して，上級学年

では明瞭に数学との相関の方が大きいという傾向が認められる．これを承けて，筆者は 6工業高等専門学校にお

けるコンパイラ一言語の教育は，初心者たる下級生とや L進んだ上級生とでは，その方法を若干異にして実施する

のが適当である．具体的に言うと，下級生に対しては，むしろ語学教育的色彩を濃くして，反覆練習によってコン

パイラ一言語の文法を覚えこませることに力点を置き，一方上級生に対しては論理性に重点を置いて，多数の例題

によってコンパイラ一言語を応用数学の一種として理解させることに努める一ーとしづ方式を採用するのが適当で

あろう’，との見解を提出する．

後に詳しく述べるように，小文の内容は種々の大胆な仮定と多くの未処理の疑問点とを含むものである．これら

の問題点について，関係各位の御批判と御助言を戴くことができれば筆者の望外の喜びである．
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2.資料と分 析 方 法 （2)

2. 1 資料

コンパイラ一言語は FORTRAN,ALGOL, COBOL, PL/Iなどを総称するが，こ与では科学技術計算向き言

語 FORTRANについて考察する．そのために， FORTRANと英語あるいは数学との聞の教育的立場からの関

連の強さの比較が，本校において年4回行なわれる定期試験の成績キを資料として，それぞれの教科の点数聞の偏

相関係数の大小（正負の符号を含めて）を比較することによって可能になるものと仮定する

2. 2 分 析方法

与えられた資料に含まれる 2つの変量x, yのうち，その一方xの値の変動が他方Yの値に影響するとき，エと

Yの聞には相関関係があるとし，特にxの値が定まればYの値も確定する時， zとYの聞には関数関係が成り立つ

とい斗，これは相関関係が最も強い場合に相当する．一般に， 2つの変量間の関係の強弱の度合いは相関の大小に

よって表わされる．その尺度をなすものが相関係数で，その絶対値が 1に近い程正逆何れにせよ相関関係が強く，

0 に近い程弱い．

2つの変量x, yの対応する n個の値（x1,Y1), (x2, Y2），・・・， （xn,Yπ）を座標平面上にプロットする. xとY

の聞の相関が強い場合は，プロットされた点はある線（一般には曲線，特別の場合は直線となる）の近傍に集中す

る．他方，相関が弱い場合には， 点は分散して，それらの点を通る滑らかな線を引くことが困難となる．相関係数

の絶対値が比較的 1に近い値を持つと，プロットされた点を最もよく近似する 1つの線が最小 2乗法によって求め

られる．この線を回帰曲線，その方程式を回帰方程式と呼び3 この線とそのまわりのばらつき工合によって 2つの

変量の聞の関係を調べることができる．これを回帰分析とい斗，特に回帰方程式が y=ax+b(a, bは定数）の形

の直線で与えられる場合を線形回帰分析という. 2つの変量の聞の線形関係の強さの度合はに Yの標本値（Xi,

Yi) (i=l,2，・・・， n）が回帰直線のまわりへ密集する度合によって示され，それを定量化したものが相関係数，

厳密には単相関係数である．単相関係数は， YのXへの回帰直線 y=ax十 bと， xのYへの回帰直線 x=ay+E 

との 2つの方向係数（回帰係数ともいう）の積の平方根（α.a) 1;2 によって与えられる

ところが互に関連する 3つの変量x' y' zがあって， xとY，あるいはxとzの相関関係を調べる場合， xに

Yとzとの両方の要因が同時に関連しているので，単純にxとY，あるし、はzとzの単相関のみでそれら相互の関

係を論ずることはできない．そこでxとYの相関を考えるときには， zkこ関する要因を取扱っているデータ総てに

対して一定化し，またxとzの相関を取るときには， Yを一定化した後， xとY，あるいはzとzの相関係数を求

める．これは前述の単相関係数と区別して，偏相関係数と呼ばれる. xがYとzに， Yがzとxに， zがxとYに

依存する時の回帰方程式は，それぞれ

χ＝αz百 Y十 αxzZ十 flx,

Y＝αyz Z十 αyxX 十 f)y,

Z＝αzx x十 αzyY十戸z

( 1) 

( 2) 

( 3) 

のように平面の方程式となる．ただし αxy，αxz，αyz，αyx，αzx，αzyは各国帰方程式の回帰係数，またん， fly, flz 

は定数項である. zを一定化した時のxとYの偏相関係数は，（ 1), (2）の両式から， Yおよびxの回帰係数の

積の平方根（αxy•αyx)1/2で与えられる．同様に， Yを一定化した時， zとzの偏相関係数は，（ 1), (3）の両

式から（αxz・αzx)1/2で与えられる．

われわれの場合にも， FORTRAN教育の評点には一般に英語および数学教育の評点が共に関連していると考え

なければならない．ょくできる学生は全教科に亘って高い点数をとり，成績のかんばしくない学生は全教科に低い

点数しか取らない傾向があるのは，その 1つのあらわれである．このような場合， FORTRANと英語，あるいは

FORTRANと数学の試験成績聞の相関関係を考える時には，それぞれ数学あるいは英語の点数を，対象とするク

ラス全員の学生に対して，一定にした上で相関を取る 3 上記偏相関を採用するのが適当である．

エド本校では英語および数学の授業は，その教科を 2つの分野にわけで行なわれる場合もあるが，試験の評点はそ

れぞれの分野の成績をある比率で合計し， 100点満点の 1教科として処理することになっている．
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l~l (FO品川長）｜（込）
1 X1 Y1 Z1 

2 Xz Yz Zz 

． ． 

． ． ． 

n χ也 y冗 Zn 

平 均 x y ~ 円

成 績データ表 1つぎに上記の 2種の相関係数の求め方を具体的に述

べる ．今あるクラスでの， FORTRAN，英語および

数学の試験の点数の集合をp それぞれx, yおよびZ

と書き，クラス内での各個人（クラスの学生数を nと

し，個人を番号 1'2，・・・， nで示す）のそれぞれの

教科の得点を X1，九・・・， Xn; Y1, Yz，・・・， Yη ；Z1, Zz, 

・， h で表わす．まず，これらの資料をもとに表 1

を作製する ．こ の表をもとに， XとYの個々のデータ

（均， Yi) (i=l, 2，・・・，n）を xy面上にプロットす

る．同じ均の上で， Yiと回帰直線 y=ax十 bとの

聞の残差 di三 Yi-Y (xi）の 2乗の総和は

( 4) E三~ di2三~ (Yi-aXi-b)2 

である．このEを最小にするような a, bの値は次の条件式から定められる

( 5) nu －－
 x

 

叫

2
日

b
 

X
 

叫

2
M

G
 

y
 

z
 

叫

zh一
一E

一u

n
U

一FO

( 6) 
θE 叫叫
一一一＝ ~ Yi a ~ Xi nb = 0 . 
ab i=l も＝ l

および

( 7) (x一え）

(5), (6）の両式から a, bを求めると，回帰方程式は

~（均一云）（ yi -ji) 
y -ji ＝日1

~（均一元） 2 

1 n .. n 

走 三 ~~Xi ，タ三 ~~Yi
n 'i=l ; 'i~l 

である. ( 7）式はYのXへの回帰直線，すなわち英語の成績 （Y）が FORTRANの成績 （X）と如何なる線形

関係にあるかを示す．逆に， xのYへの回帰直線は同様の方法で次のように求められる．

となる ．こふで

( 8) 
~ (xiー云）（yi-ji) 

x -x = i=l 叫（y-ji).

，~ (Yi -.Y)2 

FORTRANの成績 ex〕と数学の成績（Z）との聞に於て，

( 9) 

zのxへの回帰直線は

~ (Xi 元） (zi一丞）
zー£＝日1 司 (x一公）

~ (Xi一云）2

また一方，

(10) 
~ (xi 云）（ziーゑ）

X 云＝日1叫 （zー£）

~ (zi ゑ）2

であり， xのZへの回帰直線は

-1 n 

z三二之JZi 
n 五二1

となる．こ斗で

である. ( 7）と（ 8）式からXとYの単相関係数は，それぞれの回帰係数の積の平方根として，

、、‘t
ノ

ーム
句

t
ム

〆1
h

、

dxy 三 -A-~ (xi 云） (Yi -ji) 
n i=I 

Pxy ＝ σxy/ （σz・σy).

σu三 1~ iJ (y「タ）2} 2 
¥ n ＇乙＝ I ! 

σベす会（Xi一司2r2 しだた
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である．同様に（ 9）と（10）式からXとZの単相関係数は

(12) Pxz ＝ σxz/ （σz・σz).

σxz三 -b-?J (Xiー丞） (ziーゑ）
n i=l 

である

次に，偏相関係数の計算法，および上記単相関係数と偏相関係数との聞の関係式を導く．前述の通り， XがYと

nこ依存する時，回帰方程式は （1）式，すなわち

σz三（す急 （Zi一z)2f'2 しだた

χ＝αz百 Y十 αxzZ十 f3x

である．個々のデータ （xi,Yi, Zi) ( i= 1, 2，・・・， n）を使って，同じ Yi,Ziの上で均と上記回帰方程式との

残差の 2乗の総和は

(13) 
n 

E三 ?J(Xi一αxyYi一αxzZi - f3x)2 
~＝ l 

で与えられるが，この Eを最小にするためには，

θE 冗 官叫

τ一一＝ ?J Xi Yi一αzν?JYi2ー αxz?J Zi Yi-f3x ?J Yi= 0, 
uαz y i=l ~＝ l i=l も＝ 1

(14) 

(15) ハU一一
ク白

骨

2
内z

 

np 
ク』

司

2
日

z
 

α
 

ク向y
 

叫

2
円

引
u
qz

 
α
 

ク
MX

 

咋

2
山一一

～
E

一一Z
円。一
Q

ス
U

(16) 

(14), (15), (16）式より αxy，αxz，んを決めれば， XがYとZとに対して如何なる線形関係を持つかがわかる

同様の手順により，（ 2), (3）式の残りの回帰係数 αyz，αyx，αzx，αzyおよび残りの定数項 /3y,f3zを総て決

定できる．今後の計算に必要なものだけを示すと次の通りである．

?JJ (zi.一云)2:lJ (Xiー是）（yi-y) - :lJ (xi 走） (zi 乏） ;lJ (Yi -Y) (zi 丞）

αz y= 需舟 ， 官 、？

;lJ (Yi -y) 2 ;lJ (Ziー云）2 - ~ :lJ (Yi -y) (ziーゑ） f 
(17) 

nu 一一
ρμ η
 

ク向

叫

2
日

α
 

引
V
J

π
2

一一
引
uaα

 
x
 

官

2
内一一

E
一ん

（
ぴ
ズ
ぴ

および

:lJ (zi一z)2 ?J (xi一え） (Yiータ） -:lJ （均一云） (Ziーゑ） ;lJ (Yi -y) （勾ーゑ）

会（xi え）2主（行）2- ｛ゑ（均一山一昨

(18) 

;lJ (Yi-y)2 :lJ (Xiーえ） (ziー云） -:lJ （均一え） (Yi -y) ?J (Ziーゑ） (Yi y) 

会（ziー云）2急 （Yiータ）2- ｛孟（日）（yi-Y)}

αyx= 

(19) 

(20) 

~ (Yi-ji)2 ~ (Xi え）（々 一云）－ ~ （均一云）（yiータ） ~ (zi一云） (Yi-y) 

主 （Xi一元）2急（日）2ー（主 （Xi一司 （Yi-y)}

ll:xz= 

および 正Ezx= 

前述の単相関係数 Pxyが 2つの回帰直線の回帰係数の積の平方根として決まった如く， Yを一定に保った場合の

XとZの偏相関係数行zは，（ 1), (3）式に於てXとZの回帰係数の積の平方根として，

(21) rxz = （αxz・αzx)I/Z 

で与えられる．同様にZを一定に保った場合の偏相関係数 rxyは，回帰方程式（ 1), (2）式から

(22) rxy = （αxy・αyx)1/2 

(23) 

これらは（17), (18), (19), (20）式を用いると次のように変形される

Pxz - Pxy・内z

Yxz = i/ (1 -Pxy2) (1 -Pyz2) 

で与えられる
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および
PxY - P:r:z ・内z

rxy ＝予I(1 -Pxz2) (1 -Pyz2) 
(24) 

こ与で Pxy, Pxzはそれぞれ（11)'(12）式で示される．同じ様に， Pvzは y と zの単相関係数で，次式で表わ

される．

Pvz ＝ 内 z/（匂 ・<Jz) . (25) 

しだた σyz三壬三 （Yi-y) (Zi 丞）
,. -i~ 1 

である．従って，単相関係数 Pxy,Pyz, Pxz から，（23)'(24）式を用いて，それぞれ偏相関係数行z, rxy を求

めることができる.rxzは英語の点数 （Y）を一定に保った場合の FORTRANの点数（X）と数学の点数（Z)

との相関を与え， rxyは数学の点数（Z）を一定に保った時の FORTRAN の点数（X）と英語の点数 （Y）と

の相闘を示す．偏相関係数に対しても単相関係数と同様，絶対値が 1に近い程線形回帰直線へのデータの密集度が

高く ，従って正逆何れにせよ相関が強い．一方，その値がOに近い時は殆ど相関がないことになる．

3.分析結果と考察

木校において FORTRAN言語，数学および英語の教育を，カリキュ ラムとして実施している機械工学科， 電

気工学科，工業化学科および建築学科の学生について，昭和49年度および50年度の上記 3科目の定期試験（年4回）

表2 FORTRANと数学および FORTRANと英語の聞の偏相関係数の値

l蚕とぐ三IlE I 2E I 2C I 3C I 3A I 4M I 4E I 4A  

第｜（数学）

昭｜回｜（英語）

7

4
 

円

4

T

i

9
d

つυ

－

－
 

A
o
nu
 

－－

whzu 

円

ノ

】

白

『

M

A
せ

E
1
0

．
 

ハU

A
O

0.245 

0.020 

注 意 ( 1 ) 空欄はFORTRANの授業が開講されなかったか，あるいは FORTRAN，数学，英語の

うちいずれかの試験が実施されなかったために，必要な資料が作製されないことを示す． (2) lE, 

2C等は学年，学科の略記．数字は学年，英字は学科を示す.Mは機械工学科，Eは電気工学科，Cは工

業化学科， Aは建築学科.( 3) ＊はなまの成績に関する資料が得られないことを示す.( 4 ）本表および

表 3に於ては，見易いように，相関係数のうち，正負の符号を含めてその値の大きい方を， ゴチック活字

で印刷した．
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表3 FORTRANと数学および FORTRANと英語の聞の偏相関係数の値

~々三｜ 1 E 2E 2C 3C 3A 4M  4 E 4A  

第 （数 学） o. 474 0.377 0.245 
1 

昭 回 （英語） 0.578 o. 314 0.020 

来日 第 （数 学） o. 240 0.638 0.240 
2 
回 （英語） 0.598 o. 343 o. 199 

49 

0.329 o. 193 0.068 0.260 0.421 0.086 
年

回（英語） -0. 015 0.459 0.421 o. 070 0.059 0.186 

度 ~午てy （数学） 0.160 0.542 o. 410 0.294 0.478 0.380 
4 
回 （英語） o. 044 o. 316 0.655 0.452 o. 229 o. 169 

一
第 （数 学） 0. 429 o. 192 o. 324 0.195 
1 

H百 回 （英語） 0.567 0.321 0.339 o. 164 

手口 第 （数 学） o. 344 0.500 o. 186 -0. 025 0.273 
2 
回 （英語） 0.549 o. 255 0.338 0.259 0.266 

50 

第 （数 学） 0.324 o. 193 0.036 0.344 
年 3 

回 （英 語） o. 028 0.459 0.454 0.070 

度
第 （数 学） 0.373 0.383 0.225 0.344 
4 
回 （英語） 0.098 o. 061 o. 061 o. 306 

の成績全部（ 100点満点の点数）を資料として，前節に述べた方法によって， FORTRAN言語と数学および

FORTRAN言語と英語の間で偏相関係数の値を計算し表 2に示した．表に（数学）または（英語）と記した欄は，

それぞれ＇ FORTRANと数学’および＇ FORTRANと英語’の偏相関係数の値である．一般の高等学校生に相

当する 1年生から 3年生までを下級生，大学 1年生に相当する 4年生を上級生と呼ぶことにすると穴 下級生では

全22例のうち，英語との聞に高い（正負の符号を含めて言う ．即ち逆の相関を除く．以下同じ．）相関値を示すも

の12例，数学との聞に高い相関値を示すもの10例，また上級生で、は全13例のうち，数学との聞に高い相関値を示す

ものが10例，英語との聞に高い相関値を示すものが3例である．

表 2の計算の資料として使用したものは，いわゆる 6なま’の試験成績であるが，次に参考として，表 2に示さ

れたのと同じクラスに対して，教官から教務係に提出された公式の成績報告を用いて同じ分析を行なって見る．こ

の中には，当然出席点その他学生の教科に対する興味や熱心さの大小に関係する要素が混入しているので，一方に

おいて，試験の純粋な評点ではないという欠点を持つけれども p 学生の学習態度（ 3 ( 2）に述べる）を，ある程度

併せ評価したとしづ長所をも持つであろう ．分析の結果は表 3に示されている料． 下級生では全21例のうち，英語

との聞に高い相関値を示すもの13例，数学との問に高い相関値を示すもの 8例，上級生では全14例のうち，数学と

の聞に高い相関値を示すもの13例，英語との間に高い相関値を示すもの 1例である．表 2と表3とでは，その基礎

をなす資料が若干異なるにも拘らず，得られた結論が全く同一で、あることは注意すべきである．なお，表 2および

表 3において 1学級の学生数（前節の nに相当する）は最小28，最大43であった．

大学 2年生に相当する 5年生に対しては，数学の授業が実施されていないために資料が完備せず，調査から
除外せざるを得なかった．

olヰ 表 2と表 3とを比較する と，昭和49年度 3Aの第4回目，昭和50年度 3Cの第 2回目および第 3回目の試験

が実施されず，この期間の評点は課題実習，学習態度などをもとにして行なわれた．その結果は表 3の対応

する欄を計算する際の資料として採用された．また， 1 Eに対して第3，第4回目の試験が実施されている
にも拘らず，表 3にその結果をあげていないのは， FORTRANの評点が電気工学実験の中に含められた
ためである
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要するに，下級生では 2つの相関値の聞には著しい大小の傾向は認められないが，強いて言えば，英語との聞に

大きい値を示すものがやふ多く，これに反して，上級生では数学との聞に大きな相関を与える場合が明確に多い．

上級生に見られるこうした傾向は，上級学年では FORTRAN言語教育において採用される例題が，応用数学の

分野に集中していることから考えると，ある程度当然のことと言われるであろう．しかし初学者（下級生）に見

られる傾向（英語評点との高い相関）は注目に価する．もし今後の更に詳細 ・広範な調査によって，この結果の客

観性と，併せてまた，学生の成績の相関によって教科聞の教育的見地からの関連の強弱が判断できるとし、う小文の

基本的仮定，ならびに FORTRAN の例を以ってひろく コンパイラ 一言語一般に言及することの妥当性とが，す

べて立証されるならば，科学技術計算のためのコンパイラ 一言語の工業高等専門学校における教育法について，次

のような提言をすることが許されるであろう ．

およそコンパイラ一言語が二面性を持つことは否定できない．すなわち， 1つには言語，しかも人工的であり，

かつ計算機とし、う機械に適合させるための言語で、あるために，数多くの約束事を微細な点に至るまで最も厳格に守

らなければならぬという一面があり，また一方には，最終的な目標が，科学技術あるいは管理経営に関する計算お

よび事務処理等，すべて量および性質に関する科学的判断である ことから，コンパイラ一言語の構成自体既に応用

数学の性質を持つという一面がある ．もし前者に重点を置けば， コンパイラ 一言語の教育はむしろ語学教育の性格

を多く持ち，学生に外国語の一種として基本的な文法を暗記させて，それを反覆練習させることによって，次第に

応用能力の領域を拡げてゆくことに努めるべきであり，逆に後者に重点を置けば， コンパイラ 一言語の教育はむし

ろ数学教育の性格を多く持ち，学生に 1つ 1つのステップの論理構造を充分理解させること，すなわちプログラミ

ングのスタ ート からゴーノレに至るまでの道筋を，無矛盾であり形式的にはできるだけ簡潔であり，かつまたで、きる

だけ一般的な妥当性をもっ論理で埋める方法を修得させるべきである．資料の分析結果によれば，下級生では，あ

まり強調することはできないけれども，多少前者に重点を移すことが望ましく ，これに反して上級生に対しては，

明瞭に後者に重点を置くべきであることが示唆されている．

もちろん，コンパイラ 一言語における これらのこ面性は独立に存在するものではない．およそ文法は論理的に整

合でなければならず，また数学の表式が表現に関する文法（むしろ言語としての基本的な規約）を無視して成立し

得ないことは当然である．然しながら，教育の手段としてその何れに重点を置くかについては，また別の基準があ

って然るべきである．上に言わんとするところは，初心者に対しては，基本的な約束事をある程度理屈ぬきに覚え

こませること（例えば少数の重要文例を徹底的に反覆暗記させることによって）に重点を置く ことがやふ有利であ

るらしく，進んだ学年に対しては，これに反して， lつ 1つのステップの意味を理解させることが大切であり，そ

のためには，数多くの応用問題を解かせることが数学の理解度を高めるにあずかつて効果があるのと同じ様に， コ

ンパイラ 一言語の学習に当っても，なるべく多くの例題を学習させるのが有効で‘はあるまいかということである．

以上の提言の基礎をなすのは，前にも述べたように，学生の試験成績の偏相関係数の値の大小が教科の 6教育的

見地からの’関連の強弱に一致するとし、う仮定である．次に，この仮定の妥当性について，若干の問題点を挙げる

ことにしよう

( 1）相関係数計算の資料となったのは定期試験の成績で、あるから，その評点はなまの成績（表 2）とは言いな

がらも，なお純粋に客観的評価たるに止らず，若干の教育的配慮の加えられていることは否定できないであろう ．

( 2）クラスが異なり教師が異なるという事情から，教師の教育方針，評点の規準が必ずしも一様でないことも

止むを得ないであろう．このことが単純な統計処理を全面的に許容するであろうか．

( 3）学生側の問題として，次のことがあげられる ．試験の評点は自然現象でなく，学生と教師との人間関係に

左右され，従って，学生に教科に対する興味や学習意欲を持たせるように教師が指導し得ーたか否かとし、う問題にも

大いに関係がある ．興味ないし学習意欲の大小とし、う問題と教育的見地からの関連の強弱とし、う問題との関係を，

どのように理解するかについて，筆者は現在明確には答え得ない．具体的に言えば，例えば日常の学習活動はもち

ろん授業や試験に際して，学生はコンパイラ 一言語，数学，英語に同じ程度の真剣さと意欲を持ったかどうかは，

必ずしも保証されない．

これらの問題点の解明は現在のところ筆者のょくするところでない．各位の御教示を得れば宰である．

この研究に対して終始御助言を戴いた九州大学応用力学研究所阿部淳一，竹松正樹両教授に，心から謝意を表す

る．また，日頃から御激励を賜わる本校機械工学科木村剛三教授に対して，厚くお礼を申述べる ．成績資料は本校

数学および英語教育担当の一般科の諸先生，情報処理教育担当の各専門学科の諸先生，さらにかつて本校の非常勤

講師であった九州大学応用力学研究所溝田武人，本多忠夫両氏から借用した．また，本校教務係職員各位にも御世
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話になった．こ与に記して謝意を表する ．なお，資料の分析は本校設置の FACOM 230-25 電子計算機によって

行なわれた．
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(1）電子計算機導入委員会・荒木他4名 ：電子計算機導入について，有明工業高等専門学校紀要，

第11号，昭和50年11月， pp.109～120.

( 2）本節の数学的記述は主として次の文献による ．数理統計学においては既によく知られている事柄であるけ

れども，同種の計算を試みられる方の便宜のために概要を記述することとした．

宇喜多義昌，佐藤良人共著 ：例題現代統計学入門，オーム社，昭和47年4月．

脇本和昌著：身近かなデータによる統計解析入門，森北出版， 1973年 8月．
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高専における服装問題の構造

-BS法， KJ法から SD法による構造把握ー

中

武

里

下

夫

大
亜

育

＜昭和52年 9月20日受理＞

Some Comments on Students' Wearing the School Uniform. 

Nowadays, students are unwilling to wear the school uniform. The twenty percent students 

are accustomed to wear private one beeing at their college at least. This phenomenon shonws 

a tendecy to increase. We would like to probe the situation of student’s wearing and the 

reasons why they are not. Both B. S, KJ method and SD method are applied to this problem. 

1.は じめ に

5年制の工業高等専門学校（以下高専とl略す）が，

日本経済の高度成長下の昭和 37年4月に開校して以

来，一部の批判を受けながらも全国の中小士業都市に

設立され，現在では国公私立を合わせると総計 63校

になっている．高専制度の特色として，①充実した技

術教育（中堅技術者教育），②54年一貫の完成教育，

③進路の早期決定の 3点から評価されてきた手，高校

全入問題や高等教育の大衆化の問題との狭間で，その

制度的評価は大きく変ろうとしている

この報告では，高専制度について評価を行うので

はない．問題としたのは，全国の高専に共通して云

える日常化してしまったと考えられる「学生の登校

時の服装の乱れ」についてである．全国的な規模での

「高草生の服装の実態」についての調査資料はなく，

しかも近年では，飲酒，喫煙さらに交通違反などの問
② 

題が厚生補導上の重点項目であり，服装問題はややも

すれば見過ごされる傾向にある．年令的に 15～ 20 

才の学生が一緒に高専生活を送ることから，下級生

( 3年生以下）と下級生（4' 5年生）との聞には，肉

体的，精神的ギャップが大きく，それだけに学生の生

活指導は多くの問題点を抱えている．高専教育の教育

効効を上げるためには，期待と不安で揺れ動く年頃の

学生に対する生活指導の重要性は大きい．しかしやや

もすれば，日常性に埋没し， 「慣れてしまう」ことに

より無感覚に陥りやすい教育現場において，日常的に

くりかえされている諸事象に対する認識を深め，教育

Tsuguo NAKASA TO 

Ikuhiro TAKESHITA 

指導上との関係を明らかにすることは，極めて重要で

はなかろうか．

この報告は，筆者らの“生活の場”である有明高専

における学生の服装の現状をどのように理解，把握し

たらよいのかを問い，この間いに対する筆者らのささ

やかな思考過程そのものの報告となっている．なお，

この報告は，筆者中里と中里が顧問をしている報導

局（代表武下育大）局員との 3ヶ年間に及ぶ一連の報
③ 

導，研究活動のうちの一つである

2.調査の経過

調査経過は，第 1表にまとめ掲げナこ．この調査過程

上， 筆者らは次の 2点を大きな欠陥として考えている．

つまり，①登校時の学生の服装の実態を周年的な継続

した調査の実施により明らかにすることが出来ていな

い，②教官集団の学生服，私服着用に対するプラス，

マイナス評価の評点を得ていない，この 2点で，その

ために，若干の服装調査と筆者らの経験的，印象的な

情報によって，服装の現状を認識せざるを得なかっ

た．

つぎに，服装問題をどう把握するか，そのための方

法としてどのような方法論を採ったらよいのか満足で、

きる答えが得られないままに，筆者らは第 1表に示し
③⑤⑥  

たように， BS法， KJ法， SD法などの理解をし，

これらを採用した. B S法やKJ法は，企業，学校な

どで近年よく利用されているが，衆知を集める方法と

して評価され，またSD法は，社会工学分野で評価を

得ているもので，問題の動態的構造把握をする上で有
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効な方法である ．筆者たちは，まさに手さぐり状態で 「服装問題の構造」の把握にとりくんだ．

Step 

第 1表 思考および調査研究過程

な主 内
n与噂

廿 ｜ 方法，参照事項

IL I 

デ ータ収集

（その 1) 

l 学生服，私服のプラス面，マイナス面 ｜ 
｜ ｜局員内でのBs .I （以下UNr+,-, P !:-_A＋.ーと略） ｜

b I UN  r＋ぺ P LA+,- ｜校内での ヒアリング
｜ ｜ （含教官）

UN  I竹一， P LA＋「 ｜ 
および本校における服装問題全般について Ii～ 4年生を対象とし

c I ー 一一 －－-- 一一一ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｜た自由筆記形式のアン
CIL卜a十 b+cを）データと呼ぶ ｜ケー ト

区1
デ ー タ処理

および発想

13. I 
デ ー タ収集

（その 2)

とその処理

a Iデータより lave！作成 項目の抜き出し

b I lave!の図解化（得られた図解をA型図解と呼ぶ） K J法A型

－~－－－ i － －－（デニ7万郡五百只河 ー ー一一一｜
｜ 発 想学生全般にどれだけ評価されるか｜

データからの lave!(PLA＋ぺ UNI＋，一，その他）に対す I 1～ 4年生を対象とし

a I る学生の評価 iた5段階評価
I Q←否定度肯定度→4

学年別による集計
b I 

（全体，上級生，下級生）［ 3種1
項目毎の平均，分布を

出力（ 3種類）

c I Cbの結果中，上級生，下殻生の aveを〕A型図解にプロッ ト｜下級生をOで囲む

圧1 ｜ ｜問題構造全体における PLA＋，ーとUNr＋，ーの果している機｜医1までより

一元合的検討 I a I 能は単純である Iiつかったこと

（より広い視野から）｜一一一｜一一一 ー ーー ｜ 
の服装問題の検討JIb I stepトc（で得られた）その他の項目の重要性認識 ｜ 発 想

a, bからより広い視野からの問題全体の構造把握の必要性
c I認識

Jo. I 

問題の分析と

そのモデル構築

および動態考察

a 
モデノレプノレディンク、、のためA型図解中の項目および遂次補充

した項目を諸ファクタ ーとして定義する

各ファクタ 一間の関係を考察しさらに feedback loopを捜
b I す S. D.の概念、と

それによる把握

全体的モデル（フロ ーダイヤグラム）の作成および最終的構
c l造把握

回 ｜ ｜結論

3.本校における登校時の服装の現状

本校は昭和38年4月に機械，電機， 化学の 3学科で

開設し，ついで同43年に建築学科が増設され，すでに

1137名の卒業生を世に送っている．本校創立以来 「学

生は，登校時には制服，制帽を着用するものとする．」

とある学生準則が守られ，今日に至っている ．この服

装に関する遵守事項に対して，学生会を中心に“服装

の自由化” を求める働きかけがありはしたが，教官集

団は4' 5年生には替えズボン着用を認めたりまた学

生服と共に背広型制服を決めるなどして対応してきた．

ところで，現在の学生の登校時の制服の現状はどう

だろうか，筆者らの調査不足で周年的な資料は得ては

ないが，夏の終わりの 9月上旬のデーターでみると，

私服着用の割合は， 1年生 1%, 2年生14%, 3年生

15%, 4年生23%, 5年生25%となっており，そのう

ち， 5年生では学科により差が大きく，機械季！と電気

科では極めて少ないのに対し，建築学科では目立って

多くなっている ．その他の特色と しては，上着では実

習服，ポロシャツ，ズボンではジーパンなど着用者が

目立っている ．このような私服着用者の割合を高いと

判断するか，低いと判断するか，あるいは全学生の13



%ぐらいの乱れは教官集団にとっては許容範囲として

是認されてしかるべきなのかについての問題はさしお
⑦ 

いて，筆者らはこの現状を乱れているとしづ認識にた

ち，次の 4点より検討した．

3 - 1 季節性

冬期は，パイク，自転車通学生などによるセーター．

ベスト，ジャンパー，ヤッケ，厚手のウインドブレー

カー，下にはジーパンなどの私服着用が目立ち，他に

は実習服での登校が 3・4年生にみられる．この時期

は私服着用者は10～25%程度であるが，クラスにより

差が大きい．つぎに夏期で、は柄や色、ンャツ，近年では

トレーニングシャツ，ズボンで1主ジーパン， トレーニ

ングタイツ着用が増加してきた．この時期は，冬期間

に比べ10～20%程度と少し、減少する．春期は学年の始

まりということから比較的に乱れは少なくなるが，上

着ではカーディガン，ウインドブレーヵーやスポーツ

スタイルで、の登校が多く， 実習服着用者も特に秋期に

多＼， ~ ・

年聞を通して私服着用者の割合が最も高くなる季節

は冬期と言えるが，これを説明する資料は持たない．

ただ， 筆者の印象ではあるが，年4回の試験時に私服

着用者が比較的増加する傾向があるのは興味深い．い

ずれにしても，季節による温度差に機敏に対処せざる

をえない日本的風土ではあるが，近年の一般的傾向と

して言えることは，日常生活に密着した機能的，スポ

ーティなもの，その利便性を登校時の服装にも求める

｛頃向が強くなっているといえよう．

3 - 2 クラス，学年，学科

1年生は全学年中で最も制服着用が守られ，違反者

はまれで、ある．そして学年が進むにつれて私服着用者

が増加し，最終学年の 5年生になると再び減少してく

る傾向がある．注目されることとして， 2年生後半か

ら3年生になると急に私服着用者が増加することと，

同一学年においてもクラスによる差が大きいことが指

摘されよう．

学科の違いによる服装の乱れは，全体としてみれば

少ないが，学年別，乱れの内容などからみると大きく

異なってくる．つまり，機械，電気学科は4' 5年生

になっても私服着用者は急増することはなく，しかも

実習服などでの登校者が多いことから， 全体的印象で

は，服装の乱れは少ないと言える．これに対して，建

築，化学科などは，上級生になると私服着用者が一般

に増える傾向にあり，しかも，スポーティな服装が多

くみられる．各学科特有の教育内容，就職分野などの

特色といった学科の相違はあるが，服装の乱れの多少

は各学科の教官集団の指導方針，さらに同一学科での

上級生の下級生指導などの差違によるものと思われる．
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3 - 3 学生の居所車境

帰校後，どのような生活環境の下で暮しているかに

よる相違から服装の乱れをみることは重要と考える．

まず，寮生についてみると， 1年生から 3年生までの

下殺生では，制服，帝lj帽着用者が多く乱れは少ないが，

上級生の 4' 5年生になると増えてくるが，一般的に

は乱れは少ない．通学生の場合には，学年があがるに

つれ，パス，自転車からバイク，さらに自動車などと

通学手段を変えるためか，乱れの状態が大きく変わる．

一般には，自転車，パス通学者には制服着用者が多い

が，バイク通学者になると私服着用が増えてくる傾向

がある．下宿生の場合には，一部女子学生と学寮生活

をやめた男子学生とがし、るが，男子学生の一部に私服

着用が目立ち，しかも乱れが大きい．これらの学生は

生活面での乱れの反映と考えられる

3 - 4 留年生

本校では約40名近い留年生が毎年でているが，こ の

留年生の一部に私服着用者が目立つ． 特に下級生での

私服利用者には，この留年生である場合が多い．そし

て留年生が数人いるクラスでは，この留年生の影響を

受けて私服着用者がクラス内で増えていく傾向があ

る．いずれにしても，下学年におけるクラス内の留年

生の存在は，クラスの雰囲気に大きい影響を与える傾

向があると考える．

4.制服と私服着用のプラス，マイナス評

価の構造

服装に関する現状について以上のよ うに若干みてき

たが，つぎに（ 1 ）服装及び私服着用を学生がどう評

価しているか， ( 2）得られた学生の評価の意味をど

のように理解し把握されるのかなど についてみてゆ

く．

4 - 1 制服，私服着用のプラス，マイナス評価

本校での制服，つまり学生服及び私服に関するプラ

ス，マイナス評価について，前掲した第 1表で示した
⑧ 

手順を経て，学生からの評価事項と各々の評点を得た．

まず，これらの評価事項，評点についてみよう

まず，学生服のプラス評価とマイナス評価について，

第 2表と第 3表にその上位得点事項別に取り上げてみ

た．これらの表よりみるに，学生服のマイナス評価事

項に対しては， 3点台の得点を与えているに対し，プ

ラス評価事項には 2点台しか与えていない．そして，

マイナス評価事項としては， 「洗濯のしにくさ」p 「身

体の成長に対する伸縮性のなさ」，「買換えることの不

経済性」などに高い評点を与え，一方プラス評価事項

としては， 「既に決められていることによる迷いのな
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さ」，「みんな同じ」 「気をつかわないで済む」といっ

た事項を高く評価していることが知れる ．

第 2表 学生服着用のプラス評価

｜平評均点｜｜評（a点） ｜｜評（b点） ｜ ｜ 評価事項

高 H~I~
2. 2 ！何し、を着るか迷うことがな

2. 1 里会に気を使わないで済

し、 一一一一一一一一一一
2.2 2.2 1. 8 式典の時，都合がよい．

評

占
2. 2 2.2 2.0 服同装じに．差がなく，皆んな

2. 2 2.0 2. 3 I どんなところに行っても
失礼にならない．

0. 9 0. 9 1. 1 有明bc 両専の学生だと誇刀て
でる．

イ底 0. 9 0. 9 o. 9 目が疲れない．

し、 1. 0 1. 0 0. 9 要学生な会もをの維．持する上で必

評 1. 1 1. 1 1. 0 学う生意会識の一員であるとい
が拘支る．

占
1. 1 1. 1 1. 1 みばえがする．

1. 1 1. 1 1. 2 若者らしさを表す．

注）（ a)l, 2年生の平均評点（ b) 4年生の評点．

第3表 学生服着用のマイナス評価

｜評半引点｜評（a点） ｜｜評（b点） ｜ ｜ 評価事項

3. 1 3. 2 2.4 汚れても洗濯しにくい．

l苛 3. 1 3.4 2.0 五年間はもたない

し、 3. 1 3.2 2. 9 ちゃんと着ないと見苦し

評 3.0 3. 1 2. 6 みんなが感そろ悪って着てい
ないと じがい．

占
2. 9 3. 1 2. 3 きゅうくつである

2. 9 3. 1 2. 3 れ1着てしか持えたポなたいので汚
も替カい．

イ底
1. 2 1. 4 o. 6 ニキピができやすい．

し、 1. 7 1. 8 1. 1 流行に遅れる感じがする

評 2.0 2. 2 1. 4 悪いことをしにくい
占

o. g・ 軍国主義的な印象を与え2.0 2. 4 
6. 

注）（ a)l, 2年生の平均評点（ b) 4年生の評点．

つぎに，第 4表と第 5表の私服のプラス，マイナス

評価をみると，学生服の場合と逆に，私服のプラス評

価事項の方に，マイナス評価事項より， 1点高い評点

を与えているのが知れる．プラス評価事項48のうち，

高い評点を与えたものに， 「寒暖に合わせて自由に服

装を変えられる」，「気軽に着用できる」，「行動的活動

的である」などがあり，マイナス評価事項には， 「派

手になるJ，「学校の帰りに遊びに行く」，「学校という

場にふさわしくなし、」などがある

第4表 私 服着用のプラス評価

ー ｜平評均点｜評（a点） ｜評（b点） 評 価 事 項

3. 2 3. 3 2. 1 I寒装暖をに合えわせて自由に服

i罰
変られる．

3. 1 3. 1 2.7 気軽に着用できる ．
し、

3. 1 3.2 2.5 行動的・活動的である ．
評

占
3. 1 3.1 2. 8 手持の服をきてこれる．

3.0 3.1 3. o I要制服がとして特別に買う必
ない．

1. 1 1. 2 1. 0 みえがはれる ．

イ底 1. 5 1. 7 o. 8 学つ校く．も家庭のようでおち

し、 1. 5 1. 7 1. 0 流行の先端をいける

許ー 1. 8 2. 0 1. 1 自覚ができる．

占
1. 8 2.0 1. 3 見ためがよい．

1. 8 1. 9 1. 5 カミっこし、し、．

注）（ a)l, 2年生の平均評点 ( b) 4年生の評点

第 5表 私 服着用のマイナス評価

｜平評均点｜評（a点） ｜評（b点） ｜ 評価 事 項

2.0 2.0 2. 1 派手になる．

高 2. 0 1. 8 2.4 学校の帰りに遊びに行く．

学校という場にふさわしし、 1. 9 1. 8 2. 1 
くない．

許ー 1. 8 1. 8 1. 8 服ま装れ面るで．の競争意識が生

／＝、、I、
1. 8 1. 7 2. 2 金銭がかかる ．

1. 8 1. 7 1. 9 個人差がでてくる ．

o. 8 0. 9 o. 3 カラフノレなので目が疲れ
る．

低 1. 1 1. 1 1. 1 服を選ぶのにてまどる ．

し、 1. 2 1. 3 1. 1 服今装に気をとられ，勉強
おこたる．

評
1. 2 1. 2 1. 2 見た目が悪い．

1. 2 l. 2 0. 9 ひけめを感じる．
占

1. 2 1. 2 o. 9 雰道化囲気師がと集たまるっ．たような

1. 2 1. 2 o. 9 勉区強別の場と遊びの場との
｜ がつかたい．

注）（ a)l, 2年生の平均評点 ( b) 4年生の評点．

以上の 4つの表から明らかなよ うに，学生の評価事

項及び評点は常識的に推定されることと一致する結果

となったが，ただここで問題としたいのは，表より明

らかなように，上級生（ここでは 4年生のみ）， と下

級生（ここでは し 2年生のみ）との聞の評点に徴妙

な差が出ていることである．つまり上級生の学生服着

用のマイナス評価事項に対しては， 下級生ほど高い評



点を与えてはいず，逆に私服着用のマイナス評価事項

には，下級生より高い評点を与えている．つまり，上

級生は，ある意味での精神的成熟度が高まり，服装に

関しては，それほど問題にしていないように思える評

点を与えている．このような服装に関する上扱生と下

級生の評価のギャップは，高専制度の抱えている 1つ

の断面を示すものであろう ．

4 - 2 評価の構造

このようにして得られた評価事項，評価点をKJ法

A B型図解したものが，第 1-a図， 1-b図で，これ

らの図にもとづいて，①機能性，②経済性，③個性表

現，④イメージ，⑧統一性，⑥明朗さ，⑤帰属意識，

⑥遊びと学習などの 6つの視点より説明を加える

①機能性

掌生服は， 「機能性に劣る」とマイナス評価をし 3

2. 0から3.2点台の評点を与えているに対し，私服では

逆に「機能性に富む」とプラス評価し， 2.4から3.3点

台の高い評点を与えている．学生服では，詰襟， 黒一

色，布地の性質などのために，伸縮性が小さく， 「窮

屈である」， 「身体の成長に対して融通がきかなし、J,

「寒暖に合わせにくし、」とか，「タウンウエアにならな

い」とかし、った活動’性，温度差，生活の幅に対する適

応の低さが指摘されているが，私服では逆に，これら

の欠点が克服されプラスとして評価されている ．しか

し，一方では学生服の機能性の低さが「校則を破りに

くし、」などと学生服のプラス評価事項につながり，逆

に私服の機能性の高さが「開放感がありすぎる」とか

「学校と家とのけじめがつかなくなる」などのマイナ

ス評価につながる．

② 経済性

学生服着用は，年令的に15才から20才までの身体成

長の著しい期間であるだけに，少なくとも 1回の買換

えが必要、であろうと考えるが，それを「買い換えるの

は無駄な出費だ」とマイナス評価する一方で，私服に

ついては，結果的には着替えが多くなるにもかかわら

ず「 l枚が安い」，「手持ちの服を来てこれるJ，「自分

の趣味趣向にあったものが着れる」とプラス評価とな

っている．評点についてみると，上級生と下級生とで，

評点差が 1点と大きいことが注目される．つまり，上

級生になるにつれて， 「何枚もの服をいろいろ着る」

と「同じ服を着る」ことの利便性と不便さとの判断が

より客観性を帯びてくることを意味し，それは生活体

験の多少を物語っているように思われる．また一方

で，近頃の下級生は，夏や冬の休暇中のアノレバイトで

得たお金のかなりの部分を，好みの服を買うために出

費する傾向があることを考え合わせると興味深い．

③ 個性表現
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学生にとって， 登校時にまで服装を通じての個性表

現が必要であるのかないのかの問題は別にしても，学

生の評価に基づけば，服装での個性表現の要求は大き

い．つまり，規則通りの服装では， 「自分の趣味趣向

にあったものが着れない」，「個性がない」， したがっ

て3 「服装による自己主張が出来なし、」と学生服着用に

マイナス評価をしている．これらの評点は，上級生は

1点台と低い評点であるのに対して，下級生は 2.3か

ら2.6点と比較的高い評点を与えている．これが私服

になると，個性表現が富かで， 「学校が明るくなる.L

「現代的である」， 「のびのびと勉強できる」につなが

るとし，プラス評価をしている．これらの評価事項に

対しては，下級生は 2.3から 2.7点の評点を与えてい

るが，上級生は低い評点をつけている．しかし，私服

の有する優れた個性表現が，逆に「 1人 1人がぱらぱ

らになる」ことから，会令，所属の不明瞭さが生じる

ことにもなる

④ イメージ，（ a）統一性，（ b）明朗さ

④一（a) 統一性

学生服は，色，型が同じでしかも全員が着用とい う

ことから，「まとまりがある」，「すっきりしている」，

そして「落着いたムード」となるとしてプラス評価し

ている．さらに， 「みんなが同じ服を着る」ことによ

って，「仲間意識が生まれる」， l全学生が学生服によ

って統一されている」などといった連帯感もしく は帰

属意識が生じることにつながっている．しかし，これ

らの評価事項に対しては，いずれも 1点台の低い評点

しか与えておらず，しかも下級生に比べ上級生が比較

的高い評点を与えていることは興味深い．私服では，

前述したように個性表現の富かきからくるマイナス面

として考えられ「まとまりがない」，「だらしなくみえ

る」などの評価事項となっている

いずれにしても，この統一性は，前述した個性表現

と対置される性格のものであり，個性表現で劣ってい

る学生服は，イメージ的にも統一性を具備しており，

逆にプラス評価を得ている．

④一（ b) 明るさ

学生服は3 詰襟，金ボタン， 黒一色で、「軍国主義的

である」から「前時代的」となり，したがって「抑え

つけられたようなイメージ」，「強制的イメージ」とな

り， 「陰気嘆し、」そして「暗いイメージ」となる．

つまり，学生服は明るさという点からみれば，マイナ

ス評価されるが，逆に「学生らしさ」，「若者らしさ」

としてプラス評価につながる面もある．私服に対して

は，個性表現や機能性に優れていることから「のびの

びと勉強ができる」，「明るくて開放的」となり「学校

が明るくなる」そして私服は「現代的」となる ．現代
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的であれば明るいイメ ージとなり，前時代的であれば

暗いイメ ージに結びつく学生の感覚が服装評価に表わ

されている ．

⑤ 帰属意識

学生服の着用によって， 「全学生が学生服によって

統ーされる」 ことから「仲間意識が生まれ」さらに

「有明高専生としての自覚が強まる」とし集団生活に

おける帰属意識が生まれることにプラス評価を与えて

いる．これらに対する評点は，いずれも低いが，少な

くとも学生服着用のプラス評価事項群では主要な部分

を占めている．この帰属意識の芽生えの期待が「学校

という場の集団生活におけるユニフォ ームとしての意

義」につながる． 学生の評点は，学生服のプラス評価

事項に対してはいずれも低い評点となっているが，こ

の帰属意識についての評点は，特に上級生ほど比較的

高い評点を与えている ．私服の場合には，個性表現の

豊かさなどからして必然的に集団への帰属意識はほと

んど考えられない．

⑥ 遊びと学習のけじめ

学生服着用時は，その窮屈さからなんとなく「悪い

ことをしにくし、」，「校則を破りにくし、」とし， 1. 5点

台のプラス評価をしている ．私服では， 「勉強の場と

遊びの場との区別がつかなくなる」，「学校と家との区

別がつかなくなる」 とし，マイナス評価をしている ．

これらの事項に対しては，いずれも 1.2点から 1.3点

の低い評点を与えているが， 「下校時に寄道をする」

とした事項に対し，特に上級生が 2.4点の高い評点を

与えていることは注目される ．そして，私服着用で

は， 「授業を受けている感じがしなし、」 とか「学生意

識が簿くなる」ということになるとしている．

いずれにしても， 学校と家庭との服装の区別をはっ

きりさせることが，学習と遊びのけじめをつけるるこ

とに少なからず関係があるとし評価している ．

5.服装問題の動態的構造

つぎに問題となるのは，第 1図に示されたKJ法A

B型図解ーより明らかにされるのであるが，学生服と私

服とのプラス，マイナス評価事項の 4つのグノレープ以

外の事項をどのように理解するかということである ．

これらのラベル群は，前掲第 1表の囚－ cより得られ

たもので，これらはし、ずれも本校の服装の現状に対す

る学生からの問題点の指摘である ．学生の多くは，本

校の服装の現状を乱れているという認識に基づいて，

これらの問題点の具体的な指摘をしている ．筆者らは

この一群のラベルを吟味，発想して，本校を教官 ・学

生集団からなる 1つの社会システムとみなし， “服装

，〆／ーーーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーーー『ーーーーー『、、
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第 2図 服装問題のフロー ・ダイヤグラムモデ、ノレ
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フローダイヤグラムに用いた記号の定義 記号名 内 容

ファクター

フロ ーダイヤグラム中に表現される因

果関係を示す全ての因子をいう

RU L…・…………ー現在の服装についての規則

D, U&L・ .. ・・・・・・・一上級生，下級生の区別

RMG  ..…………一上級生と下級生の精神的円熟度の

差
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2. 。
3. 

事実

現事点における既成の事実（例 ：規則）

は左のように示される ．

従属レベル変数

※参考および引用文献小玉陽一・合田陽平等『シス

テム・ダイナミックス』共立出版，上述した記号の

定義は主にこの本を利用・引用した．

の乱れ”を生起させている諸要因の全体構造を第 2図

のようなフロー・ダイアグラムに表わしてみた．つま

りSD法の概論書を読みながら，服装問題の全体構造

のモデノレピ、ノレディングを進めた

このフロー・ダイアグラムに基づいて，本校の服装

TUAC-・・・…－－－－－－一教官と上級生の黙認状態

WE  S……………一服装の乱れによる諸悪響
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WD(U, L）………服装の乱れている状態（上，下級

生）

A(S, C, DBD）…乱れの状態のアンバランス（科，ク

ラス，通学環境）

0 S…ー……………規則どおり の服装の状態

PW…………・…・実習服の着用状態

EAD・一－－－－－－－－－－－－－－羽TDを高めるすべての雰囲気，ム

ード

EA  0・ー・・・一一－－・一一・OSを高めるすべての雰囲気， ム

ー ド

UN  I （十， ー）……学生服（プラス面，マイナス面）

P LA（十， 一）……私服（プラス面，マイナス面）

TA  E……………一教官の意識（教育的放任派）

TA  I・……………ー （無関心派）

TAW・・・・・・・……－－－ （全体的統率重視派）

s c・………………ーもう子供ではない／とし、う意識

V, PUS・・・・・・ ・・・・一上殻生としてのみえ，誇り

VP S…一………・ー留年生の自意識

N P一一……………服装など問題ではないとしヴ意識

I S…－ －…・……一無関心な学生の意識

CN・・・・・・・・・・・・一－・・・・・規則を破っても何も言われないと

し、う意識

B 0・－一一一・…・・・ー一－－わずらわしいとし、う気持

X・・・・ ・・・・・・・・・ ....・・・・しらけ

SAT・…………一今のままで満足だとし、う意識

RL S…一一一一一一上級生（4, 5年）に対する反援意識

RL X……………－一年上の上級生に対する反擁意識

us L…・………・…上級生の指導的立場による責任意

識

O&C-…ー………・規則に対する服従心，モラノレ，良心

ED・・・・・ー・・・・・・・・・・・・学寮生活の影響

RA・・・・・・・・・・・・・・・・一一ー服装の乱れのアンバランスに対す

る反援意識

RF D…………ぃ・・服装の乱れについての問題意識

SM1 ………………学生主事室を中心とする学校教育

的管理意識

SM2………………学生会執行部を中心とする管理意

識

問題の動態的構造を明らかにしてゆく．なお，説明の

都合上，①服装の乱れを助長するノレープ，と②服装の

乱れを是正するループとに分け，さらに各々サブルー

プのモデノレを利用した．
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サプノレーブ rv
サフソレーブ V

サブノレーフ.VI 
サブノレーフ vu

サフ’Jレーフ VIII

第3図 制服着用の乱れを助長するループ

サソノレーフ rrr サブjレーブ IV

サフソレーブ VII

第4図 制服着用を助長するノレープ

5－① 服装の乱れを助長するループ（第 3図

参照）

①－ 1 サブ、ループI

上級生（ 4' 5年生）になると，身体的，社会的成

長につれ精神的円熟度（R MG）は高くなり， 下級生

( 3年生以下）との聞に大きな差がみられる．従って，

1年生から 5年生に対しての一律な規則（RUL）に

対しての反援は， 「我々はもう子供ではなし、」という

意識（ SC), さらに4年生に進級することにより教

室がこれまでの一般棟から各々専門棟に移り，教科内

容も専門教科が大半を占めるなど教育課程上での 1つ

の区切りを意識する ことから「下級生とは違うのだ」

という誇りや，みえの意識（V, PUS）が生まれ，

そして，この SCは， 「自分達が学生服を着用しない

からと言って何も悪いことではなく，自分達にとって

服装なんぞ問題ではなく ，要は中身である」といった

意識 （NP）状態を作り出し，結局は服装の乱れ cw
D）状態を作り出すように働く ．そして，このW D状

態の情報が後述するTA I, TA Eなどの意識を有す

る教官集団もしくは，学生一般に認識されるとどうで

あろうか， これらの結果は，いずれもほぼ黙認という

状態（TuAc）となり，そのことが，上級生に対して

「自分達が私服を着ていても何も言われなし、」という



c N状態を助長する ことになる ．さらに，このCN状

態が， V ・PU SやSCやNP状態を高めるように作

用し， 結局は，服装の乱れを高めているものと考えら

れる．

①－2 サブ〉レープE

教官集団には，TAI, TA Eの他にTAWの意識

を有する 3つのタイプが考えられる. TA Iは， 「煩

わしく，多忙であり，何を言っても無駄だ」とか「自

分の担当するクラス，学科の学生ではないから」とい

った意識で，学生との接触では，殆んど黙認という形

態をとる. TA Eは， TA Iが消極的黙認とし、う形態

をとるに対して，積極的黙認としづかたちで、学生に作

用する ．つまり，教官自身の教育観から「学生各自の

個性を伸ばしたい．高専生はもう大学生並みだ．大人

に近いのだから，上級生についてはRMGは高いはず

であり各自の自覚によって見苦しくない程度にはする

であろう．年令的には20才近くなっている学生に，学

生服着用を規則だからといって強要しなくても良いだ

ろう ．」という意識を意味している ．つぎに， TA羽f

は， 「規則の乱れをなくし，規則を守らせよう」とす

る意識である ．このうち， TA IとTA Eは学生に対

しては黙認としづ態度で表われるために，WD状態を

高める作用をする． これに対し， TAWは「学生が規

則を守らないでいても注意しなし、」とし、ぅ意識から，

TA IやTAEの意識を持つ教官に対して批判的とな

り，教官集団内の意見の調整の困難さを増幅させる作

用として働く場合があり，間接的にではあるがWD状

態を高める．

いずれにしても，これらの教官集団の諸影響は大き

し具体的には各クラス，各学科を通じて表われる．

つまり， TA I, TA  Eの意識を有する教官が担当す

るクラスや学科は，一般にCN, S CさらにNP状態

への傾向が強くなり，それがWD状態を高めるすべて

の雰囲気（EAD）をつくり，結果的にWD状態を大

きくする ．このことが， WD状態のクラス別，学科別

の大きな差異となって表われるものと考えられる．

①－3 サブ、ノレープE

1' 2' 3年生，つまり下級生の 4' 5年生に対ーす

る反楼意識（RLS）と I学年上級生に対する反援意

識（RL X）についてみる．特に， RL Sは， 「本校

の学生であれば一律に規則を守らねばならないのに，

上級生は守っていない，そして教官や一部上級生は自

分たちにばかり規則を守るように注意する」ことに対

する強い不信が反援となり，それがTA IやTA Eを

認識すると CN, EA Dの影響を受け，下扱生のW

D状態は高まる ．もし， TAWが働いたとしても，上

扱生のWD状態が高ければ， TAWは効果的には働か
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ずWD状態を低めることにはならない．つぎのRLX 

は，このサブ・ノレープでは，RL Sと同じ働きをする

ものと考えられる．このRL Sは，例えば 1年生が5

年生のWD状態の情報を得ても， これに対する反応は

一般に鈍く， 「自分たちとは明らかに違う」というこ

とから反楼意識は小さいが， すぐ上の 2年生がWD状

態である場合には，上述したループの働きのなかで反

援意識が高まる ことが考えられるが， このようなすぐ

上級の学年に対する反援意識をRL Xとした．

①－4 サブ、ノレープN

本校では，毎年40名前後の学生が留年し，この留年

生の諸影響は見逃すことが出来なくなってきた．特に

3年から 4年次への進級時に留年する学生が多いが，

近年の傾向としては 2' 3年次への進級時にもみられ

るようになった．これらの留年生の自意識（VPS) 

は， WD状態を高める傾向がある ．つまり，学業成績

が悪く落第し，これまで l年下の者と机を並べる こと

から「自分はこのクラスの者とは違うのだ」という意

識が， 「00さん」と呼ばれることなど，なにかとク

ラスの者から特別視されることにより強まり，自分と

他のクラスの者との区別意識が，私服着用になる傾向

がある ．こ のVp Sは，個人単位よりは複数単位でW

D状態に作用する ．そして， TAl, TAWさらにS

などの黙認により承認され， CNと判断しWD状態を

高める ．

①－ 5 サブ、ループV

R Aは， WD状態が学科，クラスさらに居所環境に

よって生じるアンバランスから生じる反撮意識であ

る．このRAは，学年差によって生じたRL SやRL 

Xと異なり，同一学年で生じる.WD状態の高い学科

やクラス，居所に居る学生に対してのRAは，WD状

態を高める傾向で持って，掌科，クラス，居所聞のギ

ャップを埋める作用をする．こ の場合には，しばしば

実習服着用（PW）となる傾向が強いのは興味深い．

①－6 サブ‘／レープ征

高専生に限らないが，近年の傾向として無感覚意識

(Is）の強い学生が増加している．この ISを有す

る学生が，どのようにして生まれてきたかについて

は，このフローダイアグラムでは説明し得ないが， こ

のシステム外の何らかのソ ースによって生まれてきた

ものであり，この ISは，服装へのわずらわしさ（B

O）やCN状態などにより高められ， WD状態に作用

する傾向を持っている．この ISを持つ学生は，TA 

Wの意識を持つ教官により，クラス担任，クラブ顧問

などを通じての指導を受けても「はい，そう します」

と表面的には素直な態度をみせ一時的にはWD状態を

中止するが，またすぐWD状態にもどってしまう．つ
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まり，制服着用という規則を破ることに対する罪悪感

が希簿で，何度注意されても同じ失敗をくりかえすの

である．近年の IS意識の学生の存在は，学生に対す

る生活指導上の困難さを象徴している

①－7 サブ、ノレープ班

一般的には，サブ、ループ班までのファクターが長期

間にわたってWD状態を維持もしくは増幅するように

働らくと，教官集団と学生集団との聞のコミュ ニケー

ションの断続が生まれ，互いに，あきらめ，しらけな

どのムード（X）が生じてくる．そのために， WD状

態についての情報が学生，教官各々集団にもたらされ

たとしてもいずれも消極的対応に終札場合によって

は 「このままでし、し、じゃないか」という意識（ SAT)

を作る．この SA Tは，XやCNのフラクジョンを受

けているのでWD状態を助長し，逆にWD状態の長

期継続によって高められる としづ悪循環をくり 返すこ

とになる ．

①－8 サブループ咽

WD状態にある学生が，私服の利便性（ PLA+) 

を体験し，それに慣れてくると学生服の不便さ（UN

I ）をますます認識するようになり，制服着用（0

S）の状態にはも どり にくくなる ．つまり ，PLA+ 

がUNIーとの対照においてその利便性が強調され，

そのためにOS状態にある者までもがWD状態に誘わ

れる傾向をもっ，これは，私服のもつPLA＋が，w 

D状態を高める働きをしていること を示すものであ

る．

5－②．制服着用を助長するループ（第 4図参照）

②－ 1 サブノレープ I

us Lは，上級生として下級生を生活指導面におい

て指導的立場にある としづ責任意識である． このUs 
Lは， 2年生以上にはあるはずである.WD状態をU

s Lが認識する とクラブ活動や学寮生活さらに学校行

事な どを通じて制服着用の状態（OS）に回復させる

べく働くのがノ ーマノレな状態と考えるが3 現状では，

図のように， TAWやSMl, SM2などの影響を受

ける時には，このUs LがOS状態を回復する よう作

用する．このUs Lは，高専における学生の生活指導

面における役割は大きい．

②－2 サブノレープE

学校生活での指導的役割を担う両極たる学生主事室

を中心とする教育的管理意識（ SMi) と同じ学生と

し、 う立場で、学生執行部を中心とする管理意識（SM2)

とは，いずれもWD状態を是正し，OS状態を維持す

るファクタ ーとして働く.MS 1は，TSWなどの助

言に基づき，WD状態を教官集団に再認識させ，授業

その他の指導において学生のUs Lや規則に対するモ

ラノレ，良心といった意識（O&C）を高めるよう期待

をかける一方で， MS2には私服のマイナス面（PL

A－）や掌生服のプラス面（UNI＋）を強調するなど

して上級生のUs Lに期待をかけOS状態を保とうと

する．しかしながら， MS1とMS2とは しばしば利

害の不一致をみることから，必らずしもMS2が， M

s 1の期待通りには働かず逆に服装に関する問題意識

(RFD）が高まることにより羽TD状態を高めるよう
③ 

作用する場合が考えられると同時に， MS1とは別に

MS2独自でのOS状態を保とうとする働きも持ち得

る

②－ 3 サブ‘ループE

TAWの意識を持つ教官が，WD状態を認識すると

学科，クラス及びクラブ， 学寮などの指導を通 じて，

0 S状態への回復に強く働く ．この場合には，ク ラス

指導を除くとすべて上級生の下級生指導に期待する傾

向が強いために，結局は上級生のUSL に依存する こ

とになる．それだけに， Us Lの働きは，このループ

においても大きくなり ，TA Wの直接の働きかけは，

その場だけの注意に終る傾向を持っている．

②－4 サブ、ループN

学寮生活の影響がEDである ．学寮の下級生， 特に

1' 3年生は， OS状態が高く，その影響を受けてク

ラスの学生のOS状態が高まるこ とが予想、される．特

に，通学生と学寮生との問には，服装のみならず制帽

着用な どに大きなアンバランスがあるために，学寮生

がHRなどを通じて直接に通学生などに規則の厳守を

要求するか，もしくは学寮の上級生を通じて「学寮生

は，規則をよく守っているのだから，通学生， 下宿生

にも守ってもらわなければこまる」としづ形で， Ms 
1やMs 2に働きかけ， OS状態を結果的に高める作

用をする．一般に， 学寮生の多いクラスほど下級生に

おいてはOS状態が高い傾向を持っている．

②－ 5 サブ〉レープV

O&Cは良心または規則に対する服従，モラノレにし

たがって行動しようとする意識で， このO&Cは， 1 

年次には強く働き次第に弛緩するが， OS状態を高

める作用をする．このO&Cは，あくまで個人単位の

意識であるために，各人の本来的に持っているパーソ

ナリティーに左右される傾向が強く表われる．しか

し，近年では， WD状態にある者が，服従心やモラノレ

が低く ，パーソナリテ ィーが劣っているといった判断

は出来にくくなっていると判断している．つまり， w
D状態に対して，自意識であり ，善悪の判断をしない

学生が増えているからである．それだけに， このO&

CはOS状態回復の基本的に重要なファクタ ーである

にもかかわらず期待しにくくなっている



②－ 6 サブノレープ百

このRAは，学科，クラスその他居所による違いに

よるWD状態のアンバランスに対する反援である．特

に，学科において強く， 「自分たちだけは，せめてO

S状態を維持しなければ」としづ傾向となって表わ

れ，この傾向は，学寮生においても強く作用する．こ

の場合には，乱れに対する問題意識（RFD）の蓄積

が大きくなり， OS状態を回復する働きを持 ってい

る．このRAは， WD状態を推める働きも持ちうるの

ではあるが，ここではOS状態を回復する働きを持っ

ている

②－7 サブ、ノレープ百

学生服のプラス面と私服のマイ ナス面とが， WD状

態からOS状態に回復すべく作用するファクタ ーとな

り得る ．特に服装の乱れによってもたられる悪影響

(WES）が頚在化する過程で，制服としての学生服

などのプラス面が逆に強調され，それによってOS状

態の回復があり得ることを示している

6.おわりに

筆者と報導局局員は，学生会活動の一端を担うと共

に，独自に学校内の諸問題の調査 ・研究活動をねらい

として日常の活動を意義つやけ，ともすれば日常性に埋

没しがちな自分達の状況を認識するなかで， 「なんで

もよいから考える上でのデータを集め，作ることを始

めよう」から出発し，もう 3ヶ年になろうとしてい

る．筆者らは，①資料収集，作成に専念する，②これ

らの資料は出来るかぎり「生まのまま」で教官，学生

集団に公表することを報導活動の基本的姿勢として実

施し，筆者の解釈は最少限に留めてきたつもりであ

る．そして，これまで，若干の資料を作成してきた

が，今回の報告もその延長線に沿うものであった

この報告では，以上のように結論らしきものは導き

だされていない．つまり，今回の作業は， “服装問題

をいかに把握し，どのようにして問題解決の糸口を見

つけていけばよいのかを考える思考過程”にすぎず，

むしろ，この研究を土台にして再び実態・意識調査を

加えていく必要がある．

ここでは，本校，ひいては高専における服装問題の

構造のモデ、ルピ‘ルデ‘ ィングの過程で気の付し、た諸点と

思考過程で利用した諸方法についての感想、を述べる．

1 .服装問題は，高専制度の特色の 1つである 5ヶ

年一貫教育の教育課程と生活指導上の矛盾として顕在

化している．

2.生活指導上での教官集団の役割は大きいにもか

かわらず，服装問題において結果的には上級生の下級

生指導に期待しすぎている．
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3.教育の場として，規則を守ることのしつけは重

要であり，その意味において制服着用を学則と定めて

いる現状では，服装に関する教官集団の指導上の基本

的姿勢の一致が望まれよう．教育の場は，フローダイ

アグラムに示されたような閉ざされた、ンステムではな

く，現実には他の社会システムからの強い影響を受け

ているのであり，現状のままでは教育の場としてふさ

わしくない面が出てこよう，そのために，制服問題に

対する再検討の時期に来ていると考える ．

4.制服問題は，より日常性を帯びているだけに，

問題が不鮮明になりがちで，フローダイアグラムの中

での状態と意識の区別及びファクターの拾い上げなど

に厳密さを欠いでしまった．

5.将来に向けては，筆者らの得ーたモデ、ノレの妥当性

があるかないかの確認のためにも，サブノレープごとの

検討，実態調査などをし，よりよい説明モデルへの修

正が必要となろ う

つぎに，方法，手順などについて気のついたこと，

1 .ブレ ーンストーミングの使用の際には，問題を

明確にして問いかけを行わねば，その有効性は少ない．

ただ，衆知を集める方法としては今回の調査では有効

であった．

2. K J法については，これまでその有効性と限界

などについて云われているが，筆者らの経験では，問題

の摘出には有効であるが，その問題をどのような方策

に基づいて解決してゆけばよいかという点では劣る．

つまり， KJ法での問題の構造化，具体的には，KJ 

法A型， AB型には，ダイ ナミ ックな諸関係を表わせ

得ないために，将来予測的な，いわゆるアセスメント

手法としては劣ろう

3. s D法は，問題をダイナミックに把握してゆく

上で、は優れ，それだけにアセスメント手法にも応用さ

れうるものであり，今後のよりよいモデル作成が望ま

れる

今回の報告作成は，報導局局員のみならず， 学生学

執行部，一般学生及び一部教官の暖かい協力があった

からこそなし得ーたものである．報導局の調査研究活動

を理解して下さっているこれらの人々に対して感謝の

気持を，ここに記して表したい．

、圧

1 ) 葉柳正 (1973） ：「高専制度の評価に関す

る調査研究」，『阿南工業高等専門学校研究紀要，第 9

号』 ppllト132

2) 国立高専協会厚生補導委員会 (1975) ：『高

専における学生の生活指導に関する調査報告』

3) 報導局の活動は，機関紙『メディァ』を通じ

て，発表し報導してきた．その主要なものと して，①
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『学生会に関する学生の意識（アンケ ート調査によ

る）』．②『高専祭について（KJ法による分析および

問題点）』，③ 『学生の生活意識（アンケ ート調査によ

る） 』などがあげられる

4) B S法，アメ リカのA・F・オズボーン氏によっ

て，創造性の開発を行う方法として“BrainStorming" 

方式として生まれた．今日では，会議その他で衆知を

集める方法としてよく知られている ．

5) 地理学者であり文化人類学者である川喜田二

郎氏により案出された方法をいう ．その特色は，異質

な内容を有するデータを含む多くのデータの発想的情

報処理を行う上で有効であり，また図解により表現さ

れる点にある .KJ法は 1つの発想法として今日では

定着し評価されている .KJ法の内容は，次の文献に

詳しい．川喜田二郎 (1964) ：『パーテァ学』中公新

書，同 (1967) ：『発想法』，中公新書，同 (1970): 

『続発想法ー， KJ法の展開と応用』，中公新書など多

数ある

6) s D法は， 1959年にM I Tのフォレスタ ー氏

が，インダストリアノレ・ダイナミックスの技法の概念

が発表され，その後名称がシステム ・ダイナミックス

と改変されたことに由来する .s Dは “フィ ードパッ

クを含むシステムの動的挙動を取り扱う法論”と定義

されている. s D法の詳細については，小玉陽一 ・内

海武士 ・合田周平らによる 『システム ・ダイナミック

ス』共立出版社，1973年 6月， 参照．

7) 第 1表の国一aにおいて行なった調査から，学

生が現状の服装状態に対する評価の傾向が知れるが，

それによれば「乱れている」という意識が比較的強い

ことが知れた．つまり， 1年生は最も低い（ 1. 6点）

が， 2年生（ 2. 2点）， 3年生（ 2. 8点） , 4年生（2.4 

点）， 5年生（ 2. 5点）となり ，漸次増加している．

つまり 3 上級生になるにしたがって乱れの意識が高く

なっていることが知れる

8) 評点の与えかたとして，①「全く考えられ

ない」に対し 0点，②「少しは考えられる」に 1点，

③「だし、たいそのように考えられる」に 2点，④「か

なり考えられる」に 3点，⑤「絶対に考えられる」に

4点として 5段階に分けた．

9) RF Dは，例えば学生会執行部が中心に 「服

装の自由化」などの運動を支えるものであり，また学

生主事室を中心とする「制服着用を守らせよう」とい

う指導の根拠にもなるなど，いずれにしても， WD状

態を高める働きもあり ，逆にOS状態を進める作用も

するもので，いわば「服装に関する問題意識」の蓄積

の状態をいう ．
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連を併用するえ管理図の経済設計（II)

成

中

畠

邑 孝

尊＊

介＊

山

山 吉
見

く昭和52年 9月19日 受理＞

The Economic Design of x Control Charts with 
Combined Use of Runs (II) 

Comparison is made between the economic design of x control charts with combined use 
of runs and that of the charts without it. The optimum value of cost function in the former 

case is smaller than that in the latter, but it is considered that the di百erencebetween those 

optimum values is insigni五cant

1.ま え 拍 手き

さきの論文［ 1〕に引き続いて，上方管理限界線と

下方管理限界線がそれぞれ 2本ある連を併用するえ管

理図と，上方管理限界線と下方管理限界線がそれぞれ

1本ある従来の型のえ管理図について Duncan〔2]

と同じモデノレに対してえ管理図の経済設計を考えて両

方の型の管理図の比較検討を行う．その際，変数とし

ては標本の大きさ n，標本抽出間隔hおよび管理線を

定める係数k（従来の型の場合）またはたi, kz （たi"?':k2,

連を併用する場合）をとり，費用関数Lをそれらの関

数としてこれを最小にする変数の値および最適費用を

計算する.[ 1 Jでは管理限界線の定め方について，

工程が正常のとき外側の管理線の外側に打点されて管

理ハズレになるまでの平均標本数と，外側の管理線と

内側の管理線との聞に続けて二点打点されて管理ハズ

レになるまでの平均標本数とが等しくなるように管理

線を定めるとしづ仮定をおいて最適設計を行い，云管

理図の経済設計においては連を併用する型のものと従

来の型のものとの聞には，経済性に殆んど差がないと

いう結果が得られた．こ斗では， [1Jの最後にも問題

点として指適しているように，〔1］における管理線に

関する仮定を除き， k1 とんを独立に動かした場合に

ついて最適設計を行った結果について報告する．

2.工程の毛デノレと費用関数

工程および管理図に対して次の仮定をおく．

＊ 下関市立大学

Takashi Naritomi, Takashi Nakayama 

and Ryosuke Hatakeyama. 

1 ）工程は正規分布に従い，管理された状態 N(11, 

a2）から出発する．

2）見のがせない原因の発生により，工程は異常状

態 N(μ+oa，σ2）に推移する．（ここで δ之 Oと

して一般性を失わない．）工程の標準偏差 σは変

イ七しないものとする

3）見のがせない原因は平均時間 1／」でランダムに

発生する．すなわち，その発生の時間々隔は母数

Aの指数分布に従う ．

4 ）大きさ nの標本がh時間間隔で工程から無作為

に抽出され，標本平均値云が管理図に打点される．

5）管理線は従来の型の管理図では μ＋kσhi万で，

連を併用する型の管理図では μ±k1σh／玄およ

び μ土んσhi一万で定める．

6）管理ハズレのとき，工程を停止しないで原因を

調べる．

費用関数は〔1Jと同様に Duncanのそデノレを用い

て定式化する.Duncanのモデノレは収入から費用を引

いたものを実収入とする単純な経済原理を用いてい

る．ここで収入は次の 2つの部分に分けられる：

( a ）工程が正常状態にあるときの単位時間あたり

の収入 Vo,

( b）工程が異常状態にあるときの単位時間あたの

り収入 V1・

また，工程を管理するのに必要な費用は次の 3つの

部分に分けられる：

( a）見のがせない原因が存在しないとき，原因を

調べるのに必要な 1回あたりの平均費用 C1,
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( b）見のがせない原因が存在するとき，原因を調

べるのに必要な 1回あたりの平均費用 C2,

( c ）管理図を維持するための単位時間あたりの費

用（α＋bn)/h.

ただし aは標本抽出から打点までの 1回あたりの

（標本の大きさに無関係な）固定費用， bは標本抽

出，検査および計算に必要な標本の l検査単位あた

りの平均費用である ．

いま工程が正常状態にある時間の割合を {3＇異常状

態にある割合を Tとし，また，工程開始から工程に異

常が発生して管理ハズレになり異常の原因が発見され

るまでの平均時間をT，異常が発生する以前に管理ハ

ズレになる期待回数をSとすると単位時間あたりの平

均実収入Iは次式で与えられる

I= (f3Va+rVi) -[C1S/T十Cz!T+（α十bn/h)].

( 1 ) 

ここでf3, r, TおよびSの評価を示す．まず，工

程開始から異常発生までの平均時間は l/..lである

工程が異常状態になってから管理ハズレになるまでの

平均標本数を No，任意の隣りあった 2つの標本の問

で工程に異常が発生する とき，は じめの方の標本から

異常発生までの平均時間を T ，標本をとり必要な検査

や計算等を行って管理図に打点するのに要する平均時

間は標本の大きさに比例すると考えられるので，これ

を仰とし，また管理ハズレになってから原因発見ま

でに要する時間についてはその平均時間を考えること

にして，これをDとする．これらを使えばTは次式で

表わされる

D
 

十η
 

pu 
十Ln m

 

十1

一A一一T
 

( 2 ) 

ここで，

った＝lーの（ト01/n) （従来の型の場合），

( 3 ) 

ゴ；τ＝l一<D（た

十｛の（k1一011万）一（／）(k2一01／万）12－ 1十<D(k1-・01／玄） -{])(k2-r!1I万）

（連を併用する型の場合），

ただし，

<P(z) = ~ ~oo irn= e一三 z. 

( 4 ) 

また，f3, rはTを用いて次式で表される

。－l/..l _I_二立生一一ー－ r-T , T 

Sは次式で表わされる ．

( 5) 

s-2pe-入品

1-e一入九
（従来の型の場合），

( 6) 

つn一入品 I .n 2 n入品 ＼ 

S＝予戸 いI十 1十れー入＂ ) 
（連を併用する型の場合） ．

ただし，

ρ＝1-<D(k), 

ρi=lーの（たi)'

Pz＝の（k1）ーの（k2).

いま（ 1 ）で V。－Viを M とおき， 日十 Y= lな

ることに注意すると Iは次のように表わされる ．

I =V0-[rM+C1S/T +Cz/T + （α＋bn）／幻．

( 7) 

右辺の第2項をLとおけば

L=Vo-1 

となり， Lを費用関数と呼ぶ r = (T -1/ ..l) /Tなる

関係を用いると Lは次式で表わされる．

L=M山 ／γ C1S+C2＋与竺 ( 8) 

Lが最小のとき Iは最大になるので， Lを最小にす

る変数 n,h，たまたは た1, kzの最適値を求める ．

3.計算結果とまとめ

費用関数のパラメ ータの値については じ1Jと同様

の場合を考える ．工程のズレの大き さとして 0= 2, 

1, 0.5の3通りを考える .M( =Vo-Vi）について

は， μ土3σの限界外に出た製品を不良品としたとき，

工程が異常になって不良品が増加する ことによる期待

損失を表わすものと仮定して， Sの値に応じて， o=2

のときM=100, o = 1のとき M=12.87, a= O. 5の

とき M=2.40の3つの値を基準的なものと考える ．

その他のノミラメ ータについては ,l=0. 01, e =0. 05, 

D= 2, C1 =50, C2=25，。＝o. 5, b =0. 1の場合

を基準的なものとして，これらのパラメ ータの 1つず

つを10倍または1/10倍した場合を考える．ただし，3

=0. 5のときMの値を100倍および1000倍した場合も考

える

これらの数値例について，従来の型の場合と連を併

用する型の場合とに対して，直接探索法により数値計

算を行って，費用関数の最適値と変数の最適解を求め

た結果を表 1-1，表 1-2，表 1-3に示す．これらの表
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お
よ
び
変
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の
下
の
括
弧
中
の
数
値
は
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L
の
最
適
値
を
求
め
た
と
き
の
ノ

ξ
ラ
メ
ー
タ
の
値
お
よ
び
変
数
の
最
適
解
の
う
ち
そ
の
欄
に
対

す
る
パ
ラ
メ
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ま
た
は
変
数
以
外
の
値
に
そ
の
ま
ま
固
定
し
，
そ
の
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ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
変
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を
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せ
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と
き

の
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用
関
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の

平
均
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（
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で
あ

る
．
上
段
は
従

来
の
型
の
管
理
図
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
，
下
段
は
連
を
併
用
す
る
型
の
管
理
図
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
．
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k2 

3.0 

2.8 

2. G 

2.4 

2. 2 

百＝ 5

h= 1.4 

3.2 k1 

図 1.費用関数Lの等高線（ o = 2, J =0. 01, 

M=lOO, e =0. 05, D=  2. C1=50, C2=25, 

a =0. 5, b =0. 1). 

において，パラメータおよび変数の値の下の括弧内の

数値は， Lの最適値を求めたときのパラメータの値お

よび変数の最適解のうちその欄に対するパラメータま

たは変数以外の値はそのま L固定し，そのパラメータ

または変数の値を 1%変化させたときの費用関数の値

の平均変化率（%）である．また 1つの数値例につい

て，最適解附近の変数と Lとの関係を図 uこ示す．

[1] の結果および表1-1～表1-3に示した結果か

ら次のことがし、える．

( 1) たとんとの聞の束樽条件をはずした場合L

の最適値はじ 1］の場合より小さくなるが，その

程度はあまり大きくない．

( 2) 従来の型の場合に比べて連を併用する型の場

合の方がLの最適値は小さくなるが，その程度は

あまり大きくはない．

さらに，上に述べたことから次のようなことが考え

られる．すなわち，［ 1］のまえがきで、述べたように，

従来の型の場合に比べて連を併用した場合の方が，あ

る条件の下では検出力が大きくなることが知られてい

るし，また，実際に現場で管理図を使う場合には連や

その他いろいろの異常の見方を加味して行われている

のが普通のようであり，特に第 2種の誤りをなるべく

小さくするために，連を用いる管理図としていろい

ろの型のものを用いることが考えられている（例えば

[3〕などを参照）が，ここで得られた結果によれば，

管理図の経済性から見て最適設計を行った場合，少な

くとも本論文で扱ったモデノレについては従来の型のえ

管理図で十分最適化できると判断される．

また， Lを（前に述べたように） 1つのパラメータ

または変数の関数とみた場合，表 1-1～表 1-3の括弧

内の数値から，従来の型の場合と連を併用する型のい

ずれの場合も， Lの最適値附近のLの値の変化は， 6

の値を変化させた場合を除いて，極めて緩かであるこ

とがわかる．。の値の変化に対するLの値の変化の割

合が比較的に大きいことは，。の値の評価の重要性を

示唆している．
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定圧露点測定による気液平衡計算の検討

一一常圧下における測定一一一

辺

本

田

渡

藤

幾
光

芙

徹

男

樹

く昭和52年 9月20日 受理＞

A Consideration on the Calculation of Vapor-liquid Equilibriam by 

Isobaric Dew Point Method (Part l) 

-Measurement Under Atmospheric Pressure -

(Ethanol 一明Taterand Ethanol-Benzene) 

A simple way of quickly determining isobaric vapor-liquid equ日ibrium,bazed on the dew 

pomt method, has been reported by Kojima et al. Vapor-liquid equilibrium relationships 

were measured under atmospheric pressure for two systems; ethanol-water and ethanol-

benzene. For the purpose of measuring the dew point, we used an automatic temperature 

recorder. As the result, we recognized the relationship that the dew point error increased 

with the rate of condensation increasing. When we wound the ribbon heater around the 

mixing tube in this equilibrium still, the measured dew point was coincided with the values 

of the literature. Also, in the calculation of Eq. (1) we recognized that the term (dt/dy) has 

an e百ecton the value of x. 

1.まえ拍手き

二成分系露点曲線の簡易測定を目的として，実験装

置を作成し，エタノーノレー水系，エタノールーベンゼ

ン系について大気圧下で露点曲線を測定した．

露点温度測定にあたって，自動温度記録計を導入し

て行なった．その結果，凝縮速度と露点の実験値一文

献値の聞に正の関係のあることがわかった．また，露

点測定の際，蒸気混合部にリボンヒーターを巻いて実

験を行なった時，測定した露点は文献値と一致した．

また，（ 1 ）式の計算において （dt/dy）項がzに影響

を与えることがわかった．この装置での常圧下での露

点測定は可能だと思われる．

2.理
~』

言岡

本実験では，採取した試料の密度測定により気相組

成が，自動温度記録計により，露点が測定される．

また，液相組成は，次の計算式により決定される．

Tom Watanabe 

Mitsuo Fuzimoto 

Hideki Ikuta 

_ Y1+Y1・Yz(dt/dY1）・（dlnP2/dt) ( 1 ) 
1-Yi・Y2(dt/dY1）・（dln(P1/P2)/dt)

(1）式は，次の理論（ 2）から導出される

圧力一定の二成分混合液においては， Gibbs-Duhem

式が成立する．

x1 dln r1十Xzdln rz＝一（Ai/RT2)・dT（π；const) 

非理想、系ではラウールの法則が成立しないので次の

様になる.Yi=Yi.π／（均・Pi）をこの式に代入して Y1

で微分すると，

x1 x2 ( dlnP ¥ ( dlnP2 ¥ Ai ( dT ¥ 
一一一＝X1・ト一一工）十Xz（一一一） 一一（一一）
Y1 Y2 ¥ dy1 / ¥ dlnP1 / RT2¥ dy1 / 

液相混合熱の項を無視すると，

x1 -xz －~ dln(Pi/P2) dt . .1 dlnP2 dt 
Y1・Yz 1 dt dy1・ dt dy1 

X1 について整理すると，（ 1 ）式になる．

ここで，（ 1）式の各項について説明する.Yi, Yz, t 

は実測値で， （dt/dY1）は露点曲線から図微分で求めら
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れる．純成分の蒸気圧 piは文献値を Antoine式で整

理したもの（ 2）を Tablelに示す．

Table 1. Constants of Antoine equation 

log P=A-B/(t +C) 

Material I A I B I C 

Benzene I 7. 66496 I 1689. 68 I 273. 15 

Ethanol I 8. 11576 I 1595. 76 I 226. 5 

Water I 7. 9392 I 1650. 4 I 226. 27 

dlπP2/dtは， 2.303 B2・ (t+C2)-2, dlη （P1/P2)/dt 

は， 2.303 {B1・(t+C1)-2-B2・（t+C2）一2｝より求めら

れる．

3.実験装置及び実験方法

3-1 実験装置

作成した実験装置図を Figurelに示す．本体はパ

イレックスガラス製であり，純物質の蒸発室，二種類

の純成分からなる蒸気混合部，凝縮温度測定部，凝縮

器よりなる．蒸発室は容積 2£でフラスコの下部 2/3

はマントルヒ ーターで加熱するようになっている．

蒸気混合部には直径 15mmの円板に 9個の小孔を

あけた 2個の目皿板を設け，乱流拡散させて均一混

合蒸気を得るようにしてある ．温度測定部には長さ

llOmmのサーモ ウェルがあり，温度を内部と均一に

するために鉱油が入っている ．混合部及び，温度測定

。
①Boiling flask ①Drop counter 

②Porous disk ③Asbestos 

③Thermo-couple we! l③Mantle heater 

cThermoo-couple ⑬Magnetic s七日rer

⑤Evacuated Jacket @Automatic temperature-recorder 

⑥Condenser ⑫Slide regulator 

Fig. 1. Schematic diagram of 

experimental apparatus 

部は，できるだけ断熱にするために真空封じの二重管

とし，外側をアノレミ箔，さらにアスベストで覆った．

凝縮器は二重冷却式で下部にドロップカウンタ ーを

設けた．温度測定部はあらかじめ検定した熱電対

（銅ーコ ンスタンタン）を用いた自動温度記録計を

用いて測定した．加熱量の調節にはスライダックを用

し、Tこ．

3-2 実験方法

二種類の純物質各11をそれぞれの蒸発室に仕込み，

スライダックを通して一定電力を供給し，加熱，沸騰

させ，沸点における純物質蒸気を一定の割合で発生さ

せる．混合部において一定組成の二成分蒸気とし，蒸

気混合物の温度を測定して露点温度とした．同時に凝

縮液の密度を測定して混合蒸気の組成を決定した．ま

た，単位時間当りの凝縮量も測定した．同様な測定を

発生蒸気量を変えることにより組成を変化させて行な

った． 1回の仕込みについての実測温度は 3～4点で

ある ．定常に達する時間は，各純物質蒸気が沸点に

達してより約30分である．露点温度の測定は定常状

態に達したことを確認して行なった．密度の測定は

オストワノレドのピクノメーターを用い，各々 3回測定

してその平均値を求めた．気相組成の決定にはあら

かじめ作成した密度対組成線図（at20℃） ( 4 ）より

行なった．

3-3 試料

水はイオン交換水を使用した．水以外の物質は市販

特級品を用いた．

3-4 温度補正

3-4-1 自動温度記録計の検定

ジャ ー瓶にスタ ーラーを取り付け，標準温度計（精

度±o. 1℃），温度測定範囲 20～120℃， O～100℃， 

50～ 100℃の温度計 3本を用い定温状態における温度

を各温度計で測定し，自動測度記録計との差をとり，

3個を平均して，それを誤差とした．そして精度とし

て土o.3℃を与えた

3-4-2 圧力による温度補正

本実験では，圧力を一定（760mmHg）としている

ので，気圧変動の圧力補正が必要である ．このため，

蒸気圧の式 logP=A-B/(t+C）を微分して dt/dP=

(t十C)2/(2.303・B・P）に P=760mmHg,t tこ沸点を代

入して， dt/dP(P=760）を求めて二つの成分の平均

値を求めた．その結果，エタノール水系では 0.0351

C℃／mmHg］，エタノーノレベンゼン系ではo.0422 ［℃／ 

mmHg］である．



4.実験結果

(a）系，エタノールー水系，（ b）系，エタノーノレ

ーベンゼン系，（ c）系，リボンヒーター加熱法による

エタノールーベンゼン系の 760mmHgにおける 露点

曲線の測定結果を Fig.2～Fig. 4に示し，平滑値を

Table 2に示す．また液相組成の計算値と x-Y線図

も同時に示した．

Table 2. Smoothed values of observed 

condensing temperature, fC, and Cal 

culated values of liquid composition x1 

t [°CJ X1 ［－〕

な司（ a)jCb)l(c)I (a) I (b) J (c) 

0. 00 0.0000 0.0000 0. 0000 

0.05 98.8 78. 9 78. 6 0.0056 -0.0017 0.0074 

0. 10 97.4 77. 1 77.2 0.0086 -0. 0013 0. 0144 

0. 15 96. 0 75.2 75.6 0.0007 0.0208 0. 0248 

0.20 93. 5 73.2 74. 1 0.0038 0.0401 0.0419 

0.25 92. 5 71. 6 72. 6 0.0187 0.0748 0.0668 

0.30 90. 9 70.4 71. 2 0.0386 0. 1214 0.0905 

0.35 89. 2 69.2 69. 6 0.0596 0. 2066 0. 1465 

0.40 87.5 68.4 68.4 0.0860 0.3027 0. 2444 

0.45 85. 8 68.0 68.0 0. 1328 0.4431 0.4827 

0.50 84.2 68.4 68.4 0. 1767 0. 6340 0.6016 

0.55 82.5 69.3 69. 1 0.2468 0. 7675 0. 7215 

0.60 81. 1 70. 4 70.2 0.3857 o. 8089 0. 8084 

o. 65 80.2 71. 4 71. 2 0.4962 o. 8294 0.8482 

0. 70 79.4 72. 3 72.6 0.5955 0. 8507 0. 8782 

0. 75 79.0 73.2 73. 3 0. 6978 0. 8971 0. 9079 

0.80 78. 8 74.2 74.3 0. 7730 0. 9347 0. 9320 

o. 85 78. 6 75.3 75.4 0. 8449 0. 9597 0. 9570 

0. 90 78. 6 76.4 76.4 0.9000 0. 9753 o. 9717 

0. 95 78. 6 77.5 77.4 0. 9509 0. 9948 0. 9858 

1. 00 1. 0000 1. 0000 1. 0000 

露点の傾きDとZの計算値と文献値の誤差の関係を

Fig. 7に示す．

4-1 凝縮速度と露点の文献値との誤差の関係

Fig. 5より，エタノールー水系で、は，凝縮速度の範

囲が狭く，文献値とのずれが小さくてはっきりした相

関関係が出ていないが， YIの高い範囲o.7～1. 0で露点

が高く出たのは，凝縮速度が速すぎたためのようであ

る．一方， Fig.6より，エタノーノレーベンゼン系（リ

ボンヒーターなし）では，凝縮速度の範囲が広く，デ

ータのばらつきが大きく，正の相関関係がわかる．結

局エタノーノレー水系で、は， 5.0～9. Og/min，エタノー
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ノレーベンゼン系では， 6.0～10. Og/minが最適凝縮速

度といえる．

4-2 文献値との比較

4-2 1 エタノーノレー水系 (Fig. 2) 

露点は自動温度記録計の精度（土0.3℃）内におさ

まり，エタノール気相成分と露点の関係は，ほぼ文

献値（ 3）と一致した. x-Y曲線については， xが

O～0.08の範囲で YIの値がO～0.05高く 出ている．

4-2-2 エタノーノレーベンゼン系（リボンヒータ

ーなし） (Fig. 3) 

Y-t曲線が文献値（ 5）よりも左にずれて表われ

た．また x-Y曲線では， X1 が 0.05～o.3で Y1が低

く， xがo.8～1. 0で YIが高く出ていて，文献値より

も曲線のふくらみが小さい．
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0・Rieder,R.M.etal (3) 
~ 
。

も
勺
×

90 
。
× 

U
L
 

。
。
。。

下や

~ 

80 。。×。×。

×：Cal cu lated value 

× 
。x

V
〈

、O
 

V
ハ

。
>-.0. 5 

× 。
Q
A
 x

p
x
 

。 0.5 
χ 

1.0 
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liquid equilibrium at 760 mmHg, 

Ethanol (1）～羽Tater (2) 
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Fig. 3. Dew point curve and Vapor-liquid 

equilibrium at 760 mmHg Ethanol (1) 

～Benzene (2) 

4-2-3 エタノールベンゼン系（リボンヒーター

付） (Fig. 4) 

エタノ ールーベンゼン系では，文献値とのずれが大

きかったので，蒸気混合部から温度測定部の問をリボ

ンヒーターを用いて加熱し，そしてヒーターを切るこ

とによって正確な露点を測る（ 1 ）と， x-Y曲線お

よびY-t曲線は文献値とほぼ一致した．

5.考 察

エタノール水系において良い結果が得られたのは，

Fig. 5に見られるように，各凝縮速度が最適凝縮速

度に近かったためだと考えられる.X-Y曲線でZ1が

0～0.08の範囲でY1の値がわずかに高く出ているが，

これは小島氏の計算値（ 2）とも一致している．

リボンヒーターなしのエタノーノレーベンゼン系で，

x-Y曲線のxのずれ Llxと， Y-t曲線の dt/dy

のずれL1Dを Fig.7にプロ ットした.LlxとLIDとの

聞に正の相関関係があることがわかる．このことは，

( 1 ）式の計算で， di/dY1が X1に大きな影響を与え

ているということを意味している．
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リボンヒーターを用いた場合，良い結果が得られた

のは，次の様な事が考えられる．リボンヒータ ーで混

合蒸気を加熱することによって過熱蒸気となり，その

時ヒーターを切ると， 過熱混合蒸気から熱が奪われ露

点まで一定の割合で温度降下を示す．露点では，過熱

蒸気は一部凝縮して凝縮潜熱を放出するために，温度

降下が鈍くなり始めるときの温度を露点とした．この

値は文献値とよく一致した．
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結局，リボンヒーターを用いて測定を行えば本装置

は常圧では使用に耐えるものであることを確かめた．

最後に，この実験を行う にあたって，九州大学教授

宗像健先生，その他の先生方に御指導を受けました

ことを心から感謝致します．
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t : temperature [°C] 
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Y : vapor mol fraction [ －〕
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また， リボンヒーターなしでエタノ ーノレーベンゼン

系を測定した時， 露点の値に誤差が出たのは次の事が

原因と考えられる． 凝縮速度が速い時，露点測定部で、

は熱平衡になっている過熱混合蒸気を測定していたも

のと思われる．だから文献値よりも高く 出たと考えら

れる． また遅い時，凝縮して露点よりも低めに出たの

ではないかと考えられる．
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大牟田・荒尾地域の大気汚染＊

辻 直孝＊＊

＜昭和52年 9月20日受理＞

宮本 信明＊＊

The Air Pollution in Ohmuta and Arao City 

that air pollution is explained by this project. 

The produce of the environmental window tunnel as the五rstproject of the comprehensive 

practice has begun at the Ariake Technical College in 1976. ＼司1ethought, as one purpose, 

In this report, we exhibited the present air pollution in Ohmuta and Arao City. The 

remarkable points are that the large amount of cadmium has been contaminated at the Miike 

Reclaimed Land in Ohmuta City and at the Kamiide area in Arao City, and that the 

concentration of sulfur oxides and the amount of the dust falls were on very high levels at 

the Nanaura area in Ohmuta City. 

まえがき

昭和46年，有明高専では新しい工学教育の方法を開

発することを目標とする委員会が発足した．そして創

出されたのが「総合実習」であるD. そのテーマとし

て地域環境に関連するものを取り上げ，環境風胴の製

作とそれによる実験を第 1次プロジェクトとした．

そして昭和51年度から本格的に環境風胴の製作に着手

L Tこ．

この報文は環境風胴を用いた「大牟田・荒尾地域の

大気汚染に関する実験的考察」についての基礎資料と

するものである．また本校工業化学科で、行なっている

安全工学は公害に関する事項にも多く触れているので

その資料とすることも目的としている．

大牟田・荒尾地域の大気汚染の実態を把握するため

にこの地域の汚染源とみられる煙突を有する主な工

場，施設について調べた．さらに大気汚染の現状につ

いて主に大牟田市および荒尾市の公害対策室の調査結

果に基づいてまとめた．

1.大牟田・荒尾地域の地形と気候

キ この報文を「有明高専総合実習と安全工学に関す

る研究（第 1報）」とする

料有明工業高等専門学校工業化学科
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大牟田市は福岡県の西南端に位置し，東西12.5km, 

南北10.8km，面積76.68km2の広さである．北部，東

部および南部の東半分は低山地の丘陵や山地によって

固まれ，海抜20m以下の沖積台地が市街地の約半分を

占めている．河川は7本あるが，すべて小河川である．

これらの河川はすべて東部山麓地帯に水源を発し，市

街地域を東西に貫流して有明海に注いでいる．有明海

は南北約85km, 1~~4～25km，水深は湾口部で最大 128

mの袋状の内湾である．干満の差は我国最大で 4m～

6mもあり，干潮時の干がたは沖合4kmにも及ぶ．

水温は対馬暖流の影響を受けて7～18℃と高い．

荒尾市は熊本県西北部に位置し，東西 9km，南北

?km，面積57.79km2の広さである．東部は山岳地帯

となり，中部は丘陵状を呈し，西部は平地となってい

る．河川は大牟田市との境を流れる関川の他に 4本あ

るがし、ずれも小河川で有明海に注いでいる．

大牟田・荒尾地域の気候は各季節とも最高気温が高

く，最低気温が低い内陸型で，風が弱く，逆転層が生

じやすい．そのためスモッグが発生しやすい．風向は

冬季は北ないし北西系，夏季は逆に南ないし南東系が

多い．

2.主な煙突を有する工場と施設

大牟田市は明治22年当時官営であった三池炭鉱が三

井に払し、下げられて以来，三井糸企業を中心とした石
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図 1 大牟田・荒尾地域の工場・施設と大気汚染測定網位置
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（注）口印は煙突・工場・施設位置， 0印は測定点位置を示し表 l，表2，表3と対応している．
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表 1 大牟田・ 荒尾地域の煙突を有する主な工場と施設の概要

工 場群 ｜記号｜ 企 業 寸止コ7 i業 種 ｜主要煙突（高さ： H，頂口径： D，単位m)

A ニ大井牟東田工圧業化学所浅（株牟）田工場 化 学，肥料 6H 110, D 2. 3~ (H 50, D 1. 3J4 (H 42, D 
. 5) (H 18. 3～ 5, D 0. 46～0. …4本）

B 三井コ ークス（株） コー クス
(H 69, D 2. 1…2本） (H 63, D 2. 5…3本）

大浦工場群
H 37, D 1. 8) 

c 三三井池製金属煉所鉱業木工（株場） 亜鉛，煉瓦
(H 35, D 1. 21) 

D ニ大井牟三池田製工作所場（株） 4設 械
(H 30, D 0. 5) (H 11～18, D 0. 36～0. 7… 
26本）

E ニ大井牟東田工正業化所学横（株須）工場 月巴
料 I(H 54, D 1. 95) (H 40, D 1. 1) (H 7. 1～ 

2. 5, D 0. 65～1. 5×1. 5…4本）

横須工場群 F 電大牟気化田工学場（株）
カ ーノミイト ~ H 30, D 1. 45§ (H 26. 0, D 2. 5…3本）
石灰窒素 H 25. 5, D 1. ×1) (H 25. 1, D 6. 5×2. 5) 

G 三三井池製金錬属所鉱横業須（株工）場
亜 鉛，カド (H 140, D 2. 8) (H 50, D 1. 4) 
ミウム，硫酸 H 15, D 1. 4) 

H 二三井池製金錬属鉱所業銀水（株工）場
亜鉛，ゲノレ Uf 65, D l.{!f (H 17, D 0. 3) 
マ ニ ウム 19, D 0. 2X 12, D 0. 7XH 9. 5, D 0. 63・・・3本）

銀水工場群
三井軽金属加工（株） アノレ ミサッシ (H 21, D 0. 95) 

J 三三井池アノレミ ニウム（株）
発電所 自家発 電所 (H 180, p 3. 75~ ~ H 130, D 3. 7）ド(H 60, 

D 1. 8・・・ドレイン H 40, D 1. 3・・・ レイン）

K 三井池アノレ ミニ錬ウム場（株）
三 事業所製 工

アノレミ ニウム ~ H 74, D l. ~f ~H1 65, D 3. 7・・・H F 2本）本
H 50, D 1. ( 2～22, D 0. 4～1. 4…4 ) 

L 九州電力（株）港発電所 火力発電所 (H 170, D 3. 12) 

四ツ 山
M 三三井川石鉱炭鉱宮業浦鉱（株） 石

炭（H 80, D 1. O) (H 30, D 1. O) (H 19. 5, 

工場群
D 0. 55) 

N 三井石炭鉱業（株）四ツ山鉱 石 炭 (H 40, D 1. 4) 

。三井三池製作所（株）港工場 』4剖吉応土 械 (H 6. 8～21. 5, D 0. 23～0. 38…15木）

p 三池合板（株） 現在廃止 (H 45, D 1. 5) 

Q 三光 化 学（株） 化 学， 農 薬 (H 33, D 0. 725) 

増永工場群 R 高森興産（株） 食 口口口 (H 32, D 1. 0) 

s 第一紡 績（株） 紡 績 (H 31, D 0. 77) (H 25, D 0. 85) 

T 三井石炭鉱業（株）天領病院 病 院 (H 50, D 1. 3) 

施 設 u 大牟田市ゴミ焼却場 焼 却 炉 (H 45, D 1. 5) 

v 荒尾市ゴミ 焼却場 焼 却 炉 (H 36, D 1. 5) 

東京高級炉材九州工場 (H 35, D 0. 97…3本）

三金パーライト九州工場 (H 25, D 0. 58) 

その 他 の 五興化成大牟田工場 (H 13, D 0. 4) 

西日本ファイパーグラス (H 36, D 2. 2) (H 21. 6, D 2. 5…2本）
工場 ・施設

デンカ加工 (H 15. 95, D 0. 5…3木） (H 8. 58, D 0. 89) 

三井コンク リート大牟田工場 (H 19. 5, D 0. 5) 

w 千倉 化 成 飼 料 (H 25, D 0. 7) 

九州砥石工業 (H 20. 5, D 0. 5×o. 5) 

大牟田電報電話局 (H 39. 7, D 15×1. 3) (H 12, D 0. 42) 

大牟田市立病院 i (H 33. 4, D 1. 1×1. 8) 
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表 2 大牟田地域の大気汚染監視測定網 ( sso年10月現在）

図 視リ 定 項 目

面 硫酸化物黄
降下 弗 オ 灰 一 塩 硫 風

測定点名
はいじん ふん 素

化
キ

化 酸 化 向
番

: I; I~： 
シ

化 ． 
水

夕、、
水 炭 水 風ウイ化 ン

アEヨヨ「
定 動 ム ボ 物 素 ト 素 素 素 素 速

1 倉永 小 学 校 。
一

2 吉野小学校 。
3 上 内 小 学校 。
4 橘 中 学校（局） 。 。 ム ,a 。
5 三池干拓 。 ム

6 内野医院 ム 。。 。
7 三池変 電所 。。 。
8 三池支所 。
9 高泉団地 。
10 三池高校 。
11 と畜場 。。
12 白光中学校（局） 。。。 。。。ム 。
13 白川県営アパート 。。
14 三井金属高取社宅 。
15 平 原 小 学校 。
16 八 本 測 定局 。。。 。。。 。 。 。
17 日出町消防署分署 。
18 中 島 測 定局 。 。
19 市立病院（局） 。

ム 。 。
20 新地 測定局 。。。 。。 。
21 大正小学校 。。 。

一
22 市役所（国設局） 。。。。 。。。 d込 。。 。
23 マリナ一光 洋 。。
24 七浦測定局 。 。。。 。 。。
25 七浦局（民家） 。。
26 勝立中学校 。
27 笹原小学校 。
28 天道小学校 。
29 三池工業高校（局） 。。。 。。 。
30 若宮病院 。 。

一
31 県営白金アパート 。。 。

一
32 九電アパート 。
33 賊 馬 北 小 学校 。

一34 駿 馬 南 小 学校 。
35 有明病院 。
36 三川公民館（局） 。 。。 。~ 

。
37 良永岡仁堂 。
38 三 川支所 。。 。
39 四ツ山測定局 ム 。
40 天領病院四ツ山分院 。。 。
41 有明高専 。

（注） O印はテレメ ーターシステムに組み込まれた測定項目

ム印は52年度新たに組み込まれた測定項目

西原測定局並びに宮内出目測定局は52年度から荒尾市のみでテレメータ ー化
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表3 荒尾地域の大気汚染監視測定網 ( S50年 4月現在）

図

面
硫

化 黄物
ば降

ふ浮んじ遊ん
窒 弗 風

測定点名
酸

し、 素 化 向
番 酸 一

． 
じ

ウイ 化 水 風
下Eミ37 

ん下 定動 ムポ 物 素 速

42 高岡病院 。 。
43 市役所 。 。 。 。 。 。 。 。
44 万田社宅事務所 。 。
45 向一部民家 。
46 第三中堂校 。 。
47 食肉センター 。 。
48 西原児童公園 。 。 。 。
49 有明高専寄宿舎 。
50 平井 農協 。 。
51 清里保育園 。 。
52 九電変 電 所 。
53 府本 農協 。 。
54 荒尾市水源池 。 。
55 水島水源池 。
56 四ツ山診療所 。
57 八幡台下水机理場 。

（注） O印はテ レメーターシステムに組み込まれた測定項目

炭および石炭化学，機械工業，非鉄金属を基幹産業と

する鉱工業都市が形成され，今日に至っている

図 lに示したように大牟田地域は内陸工業地帯の大

浦工場群と臨海工業地帯の横須 ・銀水工場群と四ツ山

工場群が市街地を包囲するように 3ケ所に分散立地し

ている．

荒尾地域は四ツ山工場群の南部の一部がある他は増

永地域に小規模の化学・紡績工場がある程度である ．

大牟田 ・荒尾地域の煙突を有する主な工場と施設の

位置を図 1に，概要を表 1に示した．

表 1に示した工場 ・施設の他にも煙突は低いもので

はあるが以下のところに設置されている．

大牟田地域

大牟田市役所（煙突21.5m, 15. 6m), 大牟田市民

館（20.6m），大牟田市手鎌下水処理場(13m, 9. 9m), 

有明高専 (18.5m），大牟田警察署（20m），大牟田市

清掃事務所（9.5m），大牟田市職員会館 (14.3m), 

大牟田市青年の家 (13.8m），大牟田市体育館 (17m),

三池港湾合同庁舎 （17m），大牟田建設会館 (19.4m) 

平の山病院（15.9m），銀水園療養所（30m），済生会

大牟田病院（25m, 18m），三池保養院 (15.2m), 

大牟田労災療養所（2lm, 12. 9m），永田整形外科

病院 (18.lm）その他工場・施設関係 46本， 企業社

宅浴場－42本．

荒尾地域

荒尾市役所 (12.55m），荒尾電報電話局 (19.7m), 

荒尾市競馬組合（17.5m），荒尾市し尿処理場（lOm,

7. 94m, 7. Om），荒尾市民病院（27m), アソ ニット

(16m, 13.Sm, 10.85m, 12.6m, 12m），カザグリ

ーンランド（17m），第一製網 (18m），荒尾市ショッ

ピングセンター (12.98m) その他工場 ・施設関係－

17本，公衆浴場－5本，企業社宅浴場－13本．
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写真 1 三井会 ークス ( B) 工場南側撮影

右側 3本煙突高さ 63m 頂口径 2.Sm左端三井

東圧化学 llOm煙突 写真手前七浦町民家群

写真2 三井コー クス（B）写真 1の東部分工場

南側撮影左端カルサイン工場煙突 高さ 40m

頂口径 1.4m，中 2本高さ 69m 頂口径 2.lm 

右側 2本低煙突稼動中止

写真3 三井東圧化学浅牟田工場（A）工場西側

撮影高さ llOm 頂口径 2.3m

写真 5 三井金属鉱業浅牟田圧延工場（C）工場

東側撮影高さ 35m 頂口径 1.21m 写真左手前

三井金属本工場写真奥三井三池製作所

一一一←ーー← 一－－

写真 6 三井東圧化学横須工場 (E) 工場北側

撮影高さ 54m 頂口径 1.4m 



写真7 三井東圧化学廃棄物処理施設（El 施設

南側撮影高さ 40m 頂口径 1.lm 

写真 8 電気化学横須工場（ F) 工場南側撮影

高さ 19. Om 頂口径 1.Sm 

？ 
議

写真9 三井 守主恭
~1.,,-.J'·.\ I 

金属鉱業横須 羽f1 
工場（G) , ·，~ . 

工場南側撮影 .. ,.I)' 
中核i義

高さ 140m －ι 見 山開

頂口径 2.Sm
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な！；幻滅~；

写真10 三井金属鉱業銀水工場（H) 工場東南側

撮影右側煙突高さ 65m 頂口径 1.Sm 左側稼

動中止
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三井
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写真15 三井石炭鉱業三川・ 宮浦鉱（M)

工場北側撮影高さ 80m 頂口径 1.Om 
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写真19 大牟田市ゴミ焼却場（U)

高さ 45m 頂口径 1.Sm 

l
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3.ま とめ

3. 1 大気汚染物質

硫黄酸化物 これは大気中で硫酸ミストとなり，酸

性の雨を降らせる ．図7に示したように大牟田，荒尾

地域の降雨のpHは4～ 6が多く， pH低位の傾向があ

る．人体に対する影響については亜硫酸ガスよりも酸

性度の高い濃硫酸滴の付着したススなどの微粒子ない

じ濃硫酸のミスト粒子がより有害であるの． それらは

大気中浮遊粒子状物質として吸入され，呼吸器内面に

沈着した時，局部的に表皮細胞に対して蛋白質凝固作

用および脱水による原形質破壊作用を引起し，気管支

炎その他の呼吸器障害の原因となる．この濃硫酸滴を

含む微粒子は，硫黄含有燃料を用いるボイラ 一等の燃

焼炉から多く発生する ．

図2に大牟田 ・荒尾地域の年平均の経年変化を示し
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写真21 千倉化成（W) 工場西側撮影右側煙突

高さ 25m 頂口径 0.7m 

写真22 三井

石炭鉱業天領

病院（T)

た．それによると昭和42～46年頃をピークとし年々減

少し硫黄酸化物汚染は緩和していることがわかる．

図3に大牟田地域の主要測定局について経年変化を

示した．七浦局を除いて，年々減少の傾向を示してい

る．昭和49年の七浦局で測定された0.044ppmは全国

の測定局の中で2番目に高い濃度値であったお．

図4に2つの測定局の経月変化を示した．七浦局は

三井コ ークスの南側に隣接しており，工場の操業状態

の結果が直接現われると考えられる ．昭和49年， 50年

度で見ると10～11月の秋季に最高値を示し， 1月と

6～7月に最低値を示している．国設局（市役所）に

ついてはほぼ一定の値を示している．このことは国設

局が三工場群のほぼ中央に位置し，平均した状態にあ

るためで、ある．

図5に経時変化を示した．人，工場の活動する午前

9時～午後10時の値が高く，夜間はそのほぼ半分であ

ることがわかる．午後7～10時のピークは接地逆転層
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図2 S02の年平均経年変化
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図 6 NOxの経年変化
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図 8 HFの経年変化
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浮遊ふんじんの経年変化

1009.0 
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降下ばし、じんの経年変化図11
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ができ，拡散が妨げられるからであり，午前5～ 6時

の最低値は人，工場の活動停止なら最も時間が経って

いるためであると考えられる ．その後人，工場の活動

と共に次第に増加し始める．

昭和43年12月大気汚染防止法に基づいて設定された

硫黄酸化物の排出基準が過去5回にわたって強化改訂

された．硫黄酸化物の規制は従来， 着地濃度規制－K

値規制方式が取られていたが，昭和49年 6月大気汚染

防止法が改訂され，総量規制方式が導入された．昭和

49年11月第 1次として全国で11地域，福岡県では北九

州および苅田地域が政令により指定を受けた．昭和50

年12月第 2次として全国 8地域の中に大牟団地域も指

定されたの．

最近の硫黄酸化物の減少傾向は大気汚染防止法に基

づく各事業所の発生源対策の成果によるものである ．

例えば，写真 3' 9' 13, 14に示したように大牟田地

域にある煙突の高煙突化，集合化による排出波度の希

釈拡散化，工場設備の技術化などの成果があげられ

る

窒素酸化物後述する光化学スモッグ生成の主要因

の一つであり，そしてそれ自体人体に有害である窒素

酸化物は物の燃焼に伴って大気中の窒素が酸化されて

生成するものと燃料中に含まれる各種窒素化合物が酸

化されるものとがある ．発生源は大別して自動車など

の移動煙源とボイラーなどの固定煙源である．固定煙

源からの窒素酸化物の接地濃度は移動煙源からのもの

に比べ小さいが排出量が多いために両者とも公害問題

では重要である ．

図 6vこ経年変化を示した．国設局が増加しているこ

とは国道 208号線に面し，しかも市の中心部で交通量

の増加に伴う車からの排出によるものと考えられる ．

硫黄酸化物除去技術は一応の見通しがついているが

重要汚染物質の 1つである窒素酸化物の排出を低波度

まで抑えることは今の段階では難しく，今後の研究開

発が期待される ．

フッ化水素 四ツ山工場群にフッ化水素の発生源と

考えられる三井アルミ ニウムがある ．フッ化水素の汚

染状態を定性的に知るには，指標物として植物を用い

ることがあり，フッ化水素の ppbオーダーの濃度で

被害兆候が見られるといわれている4). フッ化水素に

対する植物の感受性は種類p 品種，生育時期によって

相違する ．最も敏感な植物としてはグラジオラスが知

られている．またフッ化水素の人体への吸収は大気や

水よりも農作物汚染を介する場合が多いと考えられて

いる．

区18にフッ化水素の経年変化を示した．それによる

と年々減少する傾向を示している．植物に含まれるフ
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ッ素量を工場からの距離別に測定した結果は，離れる

ほど減少することを示している．なお昭和50年12月3

工場の煙突排気ガス測定の結果によるとフッ化水素濃

度は協定による排出基準値以下で環境保全協定および

大気汚染防止法は満足されていた．

炭化水素 図 9に国設局， 七浦局の平均値の経年変

化を示した．窒素酸化物と傾向が似ていて， 七浦局は

やや減少し，逆に国設局は増加している．このことか

ら窒素酸化物と同様に車の排出ガスの影響が大きいこ

とがわかる．また経月変化では12～ 2月の冬季が最高

値を 8月の夏季が最低値を示している．これは気候，

気象上によるものであると考えられる ．経時変化はほ

ぼ一定であるが，午前 8～ 9時，午後6～ 8時が幾分

高くなっている ．これは交通量の多い時間帯であるた

めと考えられる ．

オキシダン ト 我国で光化学スモッグ問題に重大な

関心が払われるようになったのは，昭和45年7月の東

京立正高校の光化学スモッグの被害以来である．大気

中における光化学反応の実態に関しての詳細なことは

まだ解明されていない．主として二酸化窒素の紫外線

吸収により原子状酸素の放出が起り，これが空気中の

酸素と結合してオキシダントが形成されると考えられ

ている ．そのためオキシダント濃度は窒素酸化物濃度

と関連していると考えられる

図10にオキシダントの経年変化を示した．それによ

ると減少傾向が見られる ．経月変化については日射の

強い夏季が高い値を示すと予想されるが，年間通して

大きな変化は見られない．これは風向などの気候的な

問題や冬季の暖房によ る燃料消費量の影響などのため

である．経時変化については人，工場の活動，太陽の

日射強度の理由から午後 1～ 3時が最も高い値を示し

ている．

降下ばいじん 図11に経年変化を示した．昭和41～

42年をピークに年々減少している．しかし，大浦工場

群の周辺は測定点16,23, 24, 29の平均値15.Ot/km2／月

で，横須工場群の周辺，測定点11, 20の平均値9.64 

t/km2／月 3 四ツ山工場群周辺測定点38,40の平均値

6. 59t/l王m2／月の 2～ 3倍高い値である， 特に七浦局の

昭和50年33.5t/km2／月はきわめて高い値であり， 昭和

50年11月には最高値53.17t/km2／月を記録している ．

大牟田地域の降下ばいじん量は全国でも多い．

図12に降下ばいじん中の重金属について大牟田地域

の3測定点の経年変化を示した．降下ばいじん中の重

金属の中で特に問題となるのはカドミウムである ．

三井金属三池製煉所は大牟田地域に浅牟田本工場

（大正2年操業），横須工場（昭和27年操業），銀水工

場（昭和29年操業）の 3工場がある ．これら 3工場の
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カドミウム排出量は集じん効果等を十分に考慮しても

操業以来1450トンと見積られている5).

浮遊ふんじん 図13に経年変化を示した．それによ

ると減少の傾向を示している．

図14に浮遊ふんじん中の重金属について経年変化を

示した．最近はほぼ横ばいの値を示している ．

浮遊ふん じんに含まれているカ ドミウムは長期間，

北系の風にのって荒尾市浦川流域にまで及んでいる ．

また大牟田・荒尾の境を東西に流れる関川流域，上井

手付近で lppmをこすカドミウム米が見い出されてい

る．気象観測の結果5九横須工場からの風は海岸線に

沿って南下し， 荒尾市水島地域あるいは気流の巻こみ

によって関川を這って上井手地域に及んで、いることが

わかっている ．一方大牟田市三池干拓の南部分は銀水

工場からの廃液流出などによって，土壌が極度に汚染

されてきた．

産米のカドミウムの吸収は土壌中濃度がし、かに高く

ても一定飽和値となり， 最高で 3ppm位になる．稲の

ポット栽培試験で， 産米中のカドミウム濃度が 3ppm

以上になると生育が阻害され， 3ppm 以上の産米を得

ることは実際上不可能となる．稲の重金属吸収には，

土壌の性質，金属組成，水稲の生育状態などにより，

かなりの差がでてくるために，同じ水田で、もそのサン

プリングの位置によって値が違うのが一般的である．

産米の重金属の吸収はカ ドミウムを 1としたとき次の

ように表わされるの．

Cd: Pb: Cu: Zn=l: 1/16: 1/4: 1/2 

このこと よりカドミ ウムが最も吸収されやすいことが

わかる ．

汚染された農地土壌については客土，吸収抑制資材

（リン酸質肥料および石灰質肥料）の投入などの処置

がとられている ．また汚染米は政府所有米穀との交

換，工業用原材料（合板接着剤原料）などの対策がと

られている

3. 2 総合実習と地域大気汚染

煙突から排出された煙の拡散の様子を正確に知るこ

とは， 影響する因子の数が多く， その変動も多岐にわ

たるために容易で、はない．この状況を把握するために

実地計測，風胴による地形模型，拡散計算式による推

測などが行なわれる．

写真 3'9' 13, 14に示しているように大牟田地域

には110～180mの高煙突が 5本ある ．これらの排出ガ

ス量，亜硫酸ガス排出量，排出温度，排出速度の条件

でボサンケ式7）による有効煙突高さを求めると約 160

～ 250 m位になる ．またサットン式7）による最大濃度

着地位置は約7～IOkmで、ある ．製作中のNp L型環境

風胴の測定部には径1.6mのタ ーンテープ、ノレが設置さ

れる．従って地形模型は1/1,000～1/10,000の縮尺と

なる． 縮尺は相似性の問題から1/100～1/1,000まで

には収めたい．この縮尺の問題は実験にとりかかる上

で重要な問題になろう ．新居浜高専では1/10,000に縮

尺した地形模型を用いた新居浜市の局地風を対象とし

て大気の挙動と有害ガスの拡散状態を調べている8).

大気拡散の実験にと りかかる場合，ダウンドラフト

現象，交差点での自動車排気ガス拡散等の小範囲の実

験からとりかかる必要があろう ．

製作中の環境風胴より大きな規模の環境風胴は全国

的にも少なく，完成後は種々の用途に利用できると期

待される ．

3. 3 総合実習と安全工学

安全工学は主として産業活動に伴う種々の災害の発

生原因および経過を明確にし，防止対策を樹立する科

学と技術に関する各専門分野にまたがる総合工学の知

識体系である．総合とは単なる収集ではなく ，有機的

な体系を意味するものでなくてはならない．その意味

で運用に配慮されれば，まさに 「総合実習」と意義を

等しくする部分が多い．

おわりにこの報文をまとめるにあたり御指導，御便

宜を頂きました方々並びに諸機関に対して深く感謝致

します．
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日本住宅モデュール序論

松 島 寛 ごム
t I口

An Introduction to Housing Module in Japan 

Kanji Matsushima 

In designing houses in Japan so far the unit of a piece of tatami-mat has been applied 

as architectural module, and, though there are slight regional differences in its size, the unit 

has been functioned as modular coordination. 

But since this country adopted the metric system for that of traditional shaku and kan 

measurements and besides went through a rapid economical growth in 1950’s, she has been 

SU百eringas much confusion and diversity in housing module as in many other spheres. 

A number of plans, one of which should be JIS A Architectural Module for instance, 

are now proposed to五nda way out, but none of them are likely to be accepted far and wide. 

Now, reexamining the old and present housing modules, and taking into account the 

actual condition of house planning, I would like to look for a key to establish the modular 

coordination in future. 

近世以来日本に於ては，部屋の広さを示すのに，六

帖間・八帖間と言って，それに敷き込まれる畳数で表

わして来た。

洋風の畳敷でない部屋に就ても，八帖大・十帖大と

称して，畳数を以て言う習わしが一般に行なわれてい

る現在である。

従来，日本の住宅は，畳を基準とするモデューノレに

よって設計されて，若干の地域差を生じつつも一応完

成されたモデュラーコオーディネーションとして機能

していた。

ところが， 1950年代になると，尺貫法に代るメート

ル法の施行を契機とし，急激な経済成長の影響を受け

て，住宅のモデュー／レについても，多様化と混乱が生

じている。

このことについて， JIS A 建築モデュールをはじ

めとして，幾つかの提案もあるが，いずれも実用普及

せず，むしろ消え去る方向にある。

そこで，従来の住宅モデュールを再検討し，現在の

住宅設計の実情と照応して，これからのモデュラーコ

オーディネーションを手操り出す糸口を付けたい。

1. 従来の住宅毛デューノレの概要

1.1 畳は人一人分の寝る広さであったこと

昭和26年夏であったと思うが，藤島亥治郎先生のお

供をして，中仙道鳥居本宿から東海道石部宿周辺にか

けて調査行脚をし，宿場の絵図で宿舎割りしたものを

幾っか見た。

それによると，街道に沿って家屋や路地などが配置

され，本陣や旅寵など主な旅宿は別図になっていた

が，その他は上部，絵図では街道側に，ムシロ何枚と

書いてあって，その下に宿泊を割り当てたで、あろう人

数を書き込んだ紙片が貼りつけてあった。ここで，ム

シロ何枚と書いてあるのは，現代風にいえば，宿泊定

員を示すものであろう。

これを時代から言えば，享保・天保の年号を読んだ

記憶があるので， 19世紀中頃まではムシロ一枚が人一

人分の就寝に要する標準面積と考えられていたとして

よいであろう。

この調査行脚の時，就寝の方法を古老に聞いたとこ

ろによると，常住の寝所には板張りの上に畳が敷き詰

めてあって只今と変りないが，たまに旅人を泊める場

合は土聞にワラを敷きムシ ロを置き並べたと言う。

このことから，ム、ンロは畳の代用品であったことが

判明する。ムシロの下にワラを敷くことも畳の構造的

なりたちに一致する。

畳は積み重ねる ことはできるが3 折りた斗むことは

できない，折りたふんで収納することから考えれば，

敷物としてのムシ ロの方が語源的には畳の概念に近い
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のではないだろうか。

このことから， 寝所若しくは座席の敷物として，ム

シロが構造的に畳に発達したものであろう。そうして

人一人分の就寝に要する広さに定着したのであろう。

畳は既に平安時代の寝殿造りに用法を見ることがで

きるが，床の敷物として敷き詰めて用いられるのは室

町期の高級邸宅に於てであり，江戸時代終末期に至っ

ても前述の通りである。

而も，石部宿にしろ， 鳥居本宿にしろ畿内と言われ

る地域に近く，京師から一日内至二日行程の所でこの

有様であったことは，当時の住居様式の文化的普及を

考える上でよく認識しておかなければならないこと斗

痛感する。庶民の住居は殆んど消滅し，現在うかがし、

知ることのできる往時の住居様式は，当時より高級な

それについてのみなのである。

江戸時代初期までには，京，大坂，堺など主要都市

をはじめ，地方の高級住宅にも畳を敷き詰めた部屋が

流行していた。この部屋を座敷と呼びその住居の主要

室とした。 これが一般の民家に普及し，部屋の大きさ

を示すのに敷き詰める畳数で表わすようになり，木割

術の完成を以て，住宅のモデュールが定着したものと

思われる。この聞にモデューノレの地域差は，普及の過

程に於て既に生じつつあった。このことは後に述べる。

1.2 人間の生活尺度が基準であること．

平面的ひろがりが畳のひろがりで表現されたこと，

畳は人一人の就寝できる広さであることは前に述べた

通りで，人間的尺度が基準となっていることは明白で

ある。そこで立面的ひろがりについて主なものを考察

してみよう。

1.2.1 内法高 （うちのりだか）

人が出はいりする所の標準的高さを内法高と言う。

元来この高さを六尺としたものである。

ノレ， コノレビジェ氏のモデュロールによると，統計上

北欧人の比較的身長の高い人の値を取れば適当として

との寸法を六沢（183cm）に取り，黄金比基準尺，即

ちモデュロール赤列の基準とされた。 図－ ( 1) 

6尺は約182cmで、ある。 6~尺（183cm）に約 1 cmの

差で近似していることは，洋の東西で何等呼応した訳

でもあるまいが，きわめて意義深いものがある。

畳の闘では，六尺から畳の厚さ二寸を差引き，五尺

八寸，約176cmを内法高としている。

1.2.2 天井高

和風住宅設計の際，天井高を決める目安として用い

ている法を紹介したし、。何時 ・誰に習ったものかも覚

えてなく，出所も不明であるが，古来の木割術のもの

を慣習として使っているものらしい。

前に述べた通り，敷居上端 （うわば）から鴨居下端ま

での寸法を内法高と言い，この鴨居下端から天井面ま

での寸法を小壁高と言う，即ち内法高と小壁高を合せ

た寸法が天井高で、ある。

内法高は五尺八寸と一定するので小壁高を勘定する

ことによって天井高を決める。

小壁高を勘定するには，部屋の広さを示す畳数の数

値に三を掛け，得ーた数値を寸単位で、読む。たとえば四

帖半でー尺三寸五分，六帖問でー尺八寸，八帖間では

二尺四寸，十帖聞になると三尺となる按配である。

八帖聞を例に取れば，内法高五尺八寸と小壁高二尺

四寸を合せて，天井高は八尺二寸を目安とする。

この勘定の仕方は，部屋の広さによる天井高に対し

ての視覚的補正をするものであって，あくまで目安，

他のデザイン的な，または構造上の要件を加えて決定

すべきものであることは云うまでもなし、。然し，私が

実際に設計したものについての経験から言えば，坐位

での視覚的補正値としては適当な勘定法である。

図－ 1 モデュロ ール

モデュロールで、人が手を自然に挙げた指先を226cm

とし， 青列黄金分割の基準一一赤列113cmの倍数一ー

にされている。この数値は主に天井高として使われて

いるものである。

天井高で226cmは，やや低いように思われるが，天

井の照明などの器具の取り扱いに便利な高さ として実

用的に用いられているものであろう。また現在で、は空

調の効率から室容積を少なくする為に，天井高は低く

する傾向にあるけれども，感覚的にはやはり低いので

はないかと思われ，一般には採用されていない。

而も，こわが室面積の増減により ，モデュール的に

補正されている例を知らなし、。これを例に出して悪い



こと川主思うが，日本在来の天井高の勘定法が，基準

寸法一一モデューノレーーの割り出し方としては，より

優れている。

天井高は，人体寸法による一定した数値を取るより

も，人間の感覚的，特に視覚的補正を加味した生活尺

度によってモデュール化さるべきものであろう。

1.2.3 紙障子の材料的適応

紙障子は日本建築の風趣を特徴づける重要な要素で

ある。また，畳と同じく張りかえをして，長くその清

新さを楽しむことができることは，その互換性ととも

に甚だ興味のある，世界的にも珍貴な建築部品と言え

よう。さてその障子一一現在は紙障子を単に障子と言

うーーにモデュールの目を当てふみよう。

高さは内法高で五尺八寸である。上下に土tfil・下，i立

を配して，その間に組子を割り付ける，この組子の割

り付けに注意してほしい。

元来，和紙で美濃紙判の｜｜冨は九寸二分のものであっ

て，障子紙の幅をわざわざ九寸二分にしたものではな

い，美濃紙判の巻紙が切り手聞をかけずに貼れるよ う

に障子が作られているべきものなのである。

紙幅九寸二分から糊代二分を取った九寸毎の所に先

づ組子が在る様に配置する。その他の組子は並行しよ

うと直交しようと， はたまた斜交しよ うと，それはデ

ザインによるもので勝手である。

内法高五尺八寸であれば，紙は六段，九寸× 6，五

尺四寸分貼られ，内法高との差引き四寸分が，上下E

の合計見えがかり寸法となり，粧の高さはこの寸法に

よって振り分けられる。

往々，著名な建築家のデザインになるもので，障子

組子割付の］基！準寸法一一半紙判によるものもある

がーー に，どう見ても合致していないようなものを見

受けるが，それは果してデザインの進歩と言えるもの

だろうか。

障子について，まだ気になることがある。

障子の上桓は，襖（ふすま）と同様に，鴨居の溝に見

込み寸法のま Lはいるのが建前であった。古式のもの

はすべてその様になっている。その視的感覚を小股の

切れ上った感じと評された人もある。

然し，現今ではその様な障子を見ない。上－涯の見込

み寸法が溝幅より大きくなって，溝にはいる部分を切

り欠いて作り出しであるので，切り欠きの肩の線が目

立ってわずらわしいし，鴨居に付けてある“むくり”

一一一上反り一ー に並行しなかったり，鴨居との｜境問が

不同になったりしていて，見苦しし、。本来の姿にたち

かえるべきであろう。

1.2.4 書院は書見の為に在った．

室町時代に書院を持つ建物， 書院造りが発達したc
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江戸時代になると書院は単なる床の間のアクセサリ ー

となって今日に及んでいる。

書院は今日で言う書斉であって，書院の棚は全く机

と同じ目的に使用されたもので，その下に膝を入れて

楽に読み書きできるようにしつらえたものもある。

この棚の高さは，内法高の五分之ーで約一尺一寸五

分，前面に明り障子を付けるのが，普通の作りである。

一尺一寸五分の高さは，正座して書見するのに適当

な高さであろう。

木割術では，この例の様に，内法高を規準としたり，

柱径を分掛りとして，違い棚の配置寸法，落し掛けの

高さ，窓高，その他の造作材の見付寸法など，和風住

宅設計に必要なモデューノレの大部分を示していて，視

覚的にも，生活尺度からも今日的意義を失っていな

し、。

然し，規矩術 ・木割術の御本家と言える 「匠明」に

は，それ等を墨守する ことを厳にいましめである。こ

のことは前にも少し触れておいた。

床の間も， 書院も，我々日本人がその生活感覚と生

活尺度で創造した生活空間で‘あって，他の国の建築に

これを生かして充分に貢献できる文化遺産である。

自ら，唯，単なる和室のアクセサリ ーにすぎなくす

る患を反省したい。日本独特の畳 ・建具についても，

同様なことが言える。我々は身近な先輩達が作り，育

て3 用いたモデューノレの所産を，近代化の名目にめし

いて忘れ去ろうとしている。

1.3 大工は簡単な平面図で家を建てること

普通の住宅であれば，板に五十分之一位の縮尺で，

竹のベンで墨書した平面図だけで， 古風な大工は青写

真をわざわざそれに書き換えて，建て上げてゆく。

しかも，それで‘建築主は満足し，よい大工さんであ

ったとほめている。

いわゆる建築家が精々設計図を書いて，建ち上った

ものでも，なかなかその様にはゆかぬ。建築主が色々

と苦情を訴える場合も多し、。

大工達は，先f11から伝習した生活尺度，モデュール

の所産を活用するのに対して，芸術とか学理な どで身

構えした連中は，急激な生産活動に追いたてられ，軽

薄に奇を向い，徒らに名利を追って着実に足が地に着

かず，折角育ちつ Lある伝統の芽さえも踏み潰し去っ

ているかに見える。

我々は住生活の殆んどを畳の部屋で体験して，六帖

の部屋であればそれが生活上どの様に機能するかを知

っている。八帖の部屋との使し、勝手の差も判ってい

る。その認識の程度は，建築主と大工の問に於て大し

た相違はなし、。
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これは，畳数で言う表現が，生活尺度によって成り

立っているからで，生活空間を展開する基本的モデュ

ーノレとして適当したものと言える。

このモデュールを使うことによって，住宅建築に素

人の建築主と専門職である大工とで共通の言語表現が

成り立ち，新しく建つ家の構想が生き生きと浮かび上

り，出来上ったものを見て，こんな筈ではなかったと

言う失敗も無いのである。

我々は日本に於て，この様に便利で機能的なモデュ

ーノレを持っていながら，有効に使う方向に向っていな

いようである。

1975年に韓国旅行した際，ソウノレ郊外の住宅団地で，

各々の住居の床面積が坪数で表示しであるのを見た。

彼の国に日本の住宅モデュールが生きていたのであ

る。

モデュールは，人々の生活に密着し，生活を共にし，

人々の共通の言語にまで同化しなければその命脈を保

ち得るものではない。

ここに，脈々と生きているモデュールがあり ，我々

は既にそれを持っているのである。

大工はこのモデュ ールを駆使して〔建築主の住空間

への希求と構想を〕あの簡単な平面図の上に盛り上げ

ることができるのである。

また，彼等は，純化された生活尺度を伝習して身に

付け，自己の意志にまで固め， 建築主の過大なまでの

要求さえも整理し納得させる腕前と言う技能的説得力

を持っているのである。

時流に乗って，頭の中で、組み立てたモデュ ールで，

これだけのことができるものであろうか。

1.4 プランニングの基準格子

住宅の間取りをする場合，方眼紙の目盛りをある単

位に取って，この格子の上に所要の部屋を置き，並べ，

組み合わせて検討する。

あるいは，この格子に所要床面積に応じた外周，構

造上予想される梁位置，柱位置などを想定して所要室

を割りつける。我々はこの様にしてプランニングする

のが普通の方法である。

この際の格子目盛りは一定の単位にあらかじめ組み

立てられている。日本住宅の場合はこれが「問（けん）」

である。問で閉まれた広さが 「坪（つぼ）」の概念で

あり，その半分が畳一枚，つまりー帖である。

1. 1で述べた通り， 畳一枚分の大きさは一一人が持

ち運びできる大きさと重さをも備えている，人一人分

の就寝に要する広さであった。そうして，この畳を敷

き詰め得る枚数によって部屋の広さの単位 「帖」 とし

ている。

かつて19年前，メ ートノレ法を国民に強制した合理主

義者達も，日本育ちの 日本人であるならば 「せめて寝

室は16.5平米欲しい」などと日常会話では言わないで

あろう。

今，現実に，この畳に換算された生活尺度の基準は，

日の 目を見ないモデュールとして，殆んどの住宅設計

に用いられ，メートノレ法の強制のも とに読みかえと言

う不便さを余義なくされている。また，これに代るモ

デュールを持つことなく ，混乱を重ねて，遂には有用

な文化伝統が潰え去るのではあるまいか。

1.5 住宅用基準格子の現行数値とその批判

各々に就いて， 帖数による基準格子が組まれること

には変りないが，その数値と，数値の勘定の仕方に変

化がある。またその変化の過程に，新しく編成さるべ

きモデューノレに関して，重要な示唆を与える事柄もあ

るので，この論評を加えたい。

1.5.1 京間

京に起り，京で完成し，先づ京から普及したので，

京間と呼ばれる。

畳の大きさ，六尺五寸×三尺二寸五分を用いるもの

を本京問。 同じく六尺三寸×三尺一寸五分のものを並

京間と称したが，本京聞は殿舎 ・社寺 ・高級住宅など

に限られ，一般に普及していないので，只今では京間

と言えば並京聞を指す。

畳の大きさを六尺三寸×三尺一寸五分（長辺の半分）

に一定し，畳を敷き詰め，その外周に接して柱を建て

る。

部屋の一辺について，柱真から柱真までのいわゆる

真々寸法の勘定は，畳の占める寸法に加える ことの柱

径と言うことになり ，これが基準格子聞の寸法とな

る。

六帖聞の場合で， 四寸角の柱を用いたとすると，

短辺の真々寸法は

六尺三寸 ＋ 三尺一寸五分 十四寸

＝ 九尺八寸五分 一一ー一間半 と言う

長辺では

六尺三寸 十 六尺三寸 十 四寸

＝ 十三尺 一間と言う

と言うことになる。

一間と言う場合二通りがある。

六尺三寸に加えて四寸での六尺七寸と，畳長さそのま

まの六尺三寸とである。

六尺七寸の分は畳敷の部屋の幅や引違い建具を建て

込む関口部の柱真々寸法である。従って， 内法幅は変

らないで，畳長六尺三寸そのままである。

問中（まなか， 一間の半分）と言う場合も同様に二



通りできる。ー聞を六尺七寸に取った場合，畳l幅と柱

径を加えた三尺五寸五分と，畳幅そのものの三尺一寸

五分となる。

三尺五寸五分を廊下の，三尺一寸五分を押し入れな

どの真々寸法に使う。

メートルに換算してみよう。今度は前と代って柱を

三寸五分角とする。メートノレの数値はこの程度の近以

値で差し支えない。

柱径 三寸五分 105mm

畳 幅 三尺一寸五分 955mm 

畳幅十柱径 三尺五寸 1060mm 

畳 長 六尺三寸d 1910mm 

畳長十柱径 六尺六寸五分 2015mm 

一間半 九尺八寸 2970mm 

二 間 十一尺九寸五分 3925mm 

尺にしろ，メートノレにしたところで，これだけの寸

法で事足りる。平面図に取りか与ればたちまち覚えて

しまうものである。面倒な様でも，決してそんなもの

ではない。

東京のある建築事務所から私に，数奇屋や茶室のプ

ランニングを送って来て，京間の寸法を入れてくれと

依頼があった。いとも簡単なことであるのに，喰わず

揺れ、と言うものであろう。

私は近畿一円ですべて京間で設計を行なった，大工

は習熟し，材料にも不便はなかった。銘木類ではむし

ろ京間用のものに良い物が出廻っていた。

在来の土壁塗の工法では問題ないのであるが，三六

版や二八版での規格で出回っている新建材を張り立て

るとなると，寸法に過不足ができておさまりに苦労す

る。

然し，この寸法で設計された部屋は，実用的にも，

感覚的にも適当な広さを持ち，押入れの間口・奥行共

に布団の収納には不足のない寸法を保ち，便所や廊下

も実用的には充分の幅が得られ，これらの部分で柱径

だけの加減ができ，寸法の変化が可能である。

また家具類も京聞の寸法に準じて，作られていて，

配置や鼠め込みに都合よく出来ていた。

昔は家移りの際に，畳や建具も運んだと言う。これ

等に互換性があるからで，モデュールを考える上で重

要なことである。

更に重要なことは，あらかじめ畳で必要な生活空間

を定めておいて，その外側に生活空間を閤む構造を配

すると言う発想である。

先ず内容を主として寸法を決める方法であるから，

これを内法（うちのり）法と呼ぶ．従であるべき構造

を以て基準としていないことに注意を要する。
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この分布は近畿とその東周辺隣接部，中国，九州に

及び，またの名を本間（ほんま，ほんけん）あるいは

関西間と称されている。

1.5.2 大坂間

当時の新興都市大坂で流行したので、大坂聞と言う。

京聞の二問である十三尺の半分，六尺五寸ーを一間とし

これで以て柱冥々を割り付けて，京聞を簡便化したも

のであるO 急激な都市化に対応して安普請に採用され

たもので，現在では次に述べる田舎聞に取って代られ

る傾向にある。

1.5.3 田舎間（~＼なかま）

当時では地方の聞と言う意であろう。江戸からその

近隣，更に関東以北に分布した。江戸も東京も既に田

舎ではないので，現在は江戸間とか関東聞と呼んで

いる。

発生の有様は大坂聞の場合と よく似ているが， 更に

強烈である。急激に膨張し続ける都市の住家増に呼応

して，各地から建築職人が集まった。一旗組や比較的

技能の低い人も狩り集められたことであろう，技能も

優れその地で所を得て居れば，わざわざ移住したり，

出稼ぎしたりはしないものである。江戸の大工の技能

水準は低下した。併し多量の住家を建てねばならぬ，

そこで寸法を簡略化し，限られた敷地により多くの部

屋を取る為に寸法を短くすることが計られた。

即ち，六尺五寸ーの端数を取り，短くして一間を六尺

の真々寸法とした。

日光東照宮の造営奉行甲良豊後守，規矩術を完成し

た平内氏，共に江戸の人ではない，前者は近江に帰え

り，後者は紀州、！の出である。

にもかかわらず，江戸の大工の技能水準はなかなか

回復しなかった。小屋組を地上で組んでみて，それか

ら建前に掛ったと聞く，丁寧と言えばそれもそうだが，

それだけの用心をしなければならなかったのだろう 。

京聞に較べて一間当り五寸短く，いさぎよく生活尺

度をかなぐり捨てた一間六尺の真々寸法はし、かにも窮

屈である。押し入れで間口同法五尺七寸，引違い襖で

開く実寸法は二尺八寸となり，布団の出し入れもその

都度両端を引き掛けることになろう。収納も二つ並べ

て入れるにはどうかと思われるが，実際使って居られ

る方々はどの様にして居られるのだろうか。

便所についても，三尺角の中に，前後を壁に触れぬ

ようにかがむことは余程の用心が要ることであろう。

この為に，便器を対角線上に置く方法もある。

内法高は，この間では五尺七寸とされていたもので

あるが，近頃では五尺八寸のものもある。いづれも建

具幅に対して高さがやや過ぎる感じで落ち着かない。

木材の長さも，メートル建で、は余分が多くなり過ぎ
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るので，田舎間用のものが出回って居り，今ではこの

方がむしろ多くなっている。

地方にも都市化が進み，新興の都市周辺に建ち並ぶ

住宅の殆んどは， この田舎聞によっている。現代に於

ても江戸ー期の実態とよく符合するもので， このこと

は，住宅の質と，大工の技術一一むしろ建築業者の良

心一ーがよし、方向に向っているとは，決して言えな

い，憂うべき傾向にある。

而も，メートルに換算した三尺・ー聞の数値を，各

々90cm・180cmとする設計家や，教科書角があるが，一

体彼等は何に迎合しようとしているのだろうか。無見

識と言わざるを得なし、。

江戸の人が，京の人より短少であったと言う証拠は

ない，また人は建物に合わせて伸縮自在でもない，而

も現代では文化的生活の向上に伴ない部屋内に持ち込

まれる生活用品の量も，往時に較べてより多くなり，

ますます生活空間をせばめてゆく。

かかる状態に3 人の生活尺度が，衣・食・住の，住

の建築を業とする人，かかわる人々によって人為的に

縮少されていることへの反省があって然るべきだと思

うが。

1.5.4 団地サイズ

都市化の渦中に疲れた人，野に在って客観視の保て

た人には，前述の反省も良心も有った。然し，奔馬の

如き商業的ペースと，功を急ぐ官僚サイドは遂に奇型

を作った，それが団地サイズである。

依るべきモデューノレもないまま，鉄筋コンクリート

造や，銅構造の躯体にパタ リ一式鶏舎よろしく住空間

を押し込み，小間切れの畳を敷き，畳が敷いであれば

そこを寝る ことができる部屋と称して人を詰め込み，

遊間地に満員電車を積み重ねた様な住宅団地を現出

した。そうして，都市郊外で‘あれば墓地の様に人の滅

多に行かない不便な土地を切り開いてまで，住まわし

てやる式で，造っている。人間不在の考え方である，

だから人気も とみに去って行く 。団地サイズと 言え

ば，今日では狭少 ・窮屈の形容詞にまでなっている。

国民の住環境の充実に各関係機関の果した努力と貢

献が大きいことは認める。然し残念なことに建築の分

野から見れば時期的に，メ ートル法の強行施行による

文化伝統との離背，それによるモデューノレの混乱，モ

デュ ーノレに適応し得ない材料，工業化への過傾斜，商

業主義の刺激過剰のもとで，遂に人間の尺度を振り返

える間もなく，忘れてしまっていたので、はないか。

悪貨は良貨を駆逐する。大規模な住宅建設はこのド

ラマを演出する。主役はモデュ ールで、ある。

これが，悲劇や喜劇で終らないことを祈る。

1.5.5 中京間

主として北陸に普及している好もしく且つ合理的な

間取り法である。京間と同じく内法（うちのり）式で，

畳を長辺では三寸短くして， 六尺×三尺の畳にしてい

‘ヲ，
Q 。

25年程前の経験で古いのであるが，滋賀県湖東地方

で医院併用住宅，各種学校などをこの間取りで設計し

たことがある。

平面的な内法が，すべて尺毎に割り付けられるので

合板類のおさまりがよくその上やや狭いきらいはある

が京聞の特色はよく出すことができて満足すべきもの

であった。材料の切れ端が殆んど出なくて経済的であ

ったことも特に述べておきたい。

住宅に限らず，内装に合板を使うもので大壁部分の

多い中規模位までの建物には，現在も使って便利して

し、る。

1.5.6 四国・ナL~N r苛

一聞を六尺三寸とする柱真々寸法の間取りである。

四国を主として九州に及び，大分県 ・福岡県など九州

北東部一一四国の近接部一ーの密度が高い。九州でも

その他の地方では京間，あるいは京間の影響を受けた

と見られる間六尺五寸の大阪聞に似たもの一一一棟で

双方の寸法と見られるものがあるのでーーが多い。

このことから，四国では大阪間の影響を受けてこれ

が九州に伝わり，九州、｜は比較的に京の影響を直接に受

けたものの様に思われる。

私が京間で設計したものを，別府ーでは，大工が経験

がないからと四国・九州聞に寸法直しをし、福岡では

京間用の梁材が入手困難であると言う大工の申し出

で，これも四国 ・九州問に寸法を変えた，この大工さ

んは大分出身であった。筑後と以南の地方では，京間

の設計でも素直に受け入れられたし，材木も京間用の

ものが難なく用意で、きた。しかし今では九州 ・四国間

でやる大工が多し、。これを本間（ほんけん）と言う人

が，この地方にいるが京聞からの転化であろう。京間

を本間と称する大工も同地に居るので，混同されてい

るようである。

更に面白いことには，六尺真々の田舎聞のことを「き

ょうま」と言っている ことである。そうして，旧家や

民家に用いられている一間が六尺五寸のものを田舎間

と思っていて，全く逆転している。理由はよく判らな

いが， 「き ょう」を「狭」つま りせまいと言う字に当

てる説もあるが，広い方は矢張り田舎聞と云っている

のでこの説は怪しし、。東京式の京の字からとも取れる

が，それでは本来の京聞はどうなるのか。

先づ間取りを建築主や大工と打ち合わす際，この様

な語句の喰い違いは，やふこし くて困る。

尚，この逆転が，深層に，地方意識の東京に対する



コンプレックスではなし、かと心配する。果して鹿児島

ではどうなっているのであろうか。

四国 ・九州聞の寸法，三尺一寸五分，六尺三寸をメ

ートルに換算して， 955mm,1910mmとなるべきとこ

ろを， 950mm,1900mmとする若い建築士があるが，

なるほど寸法的に簡単になり書き込みゃ計算には便利

であって，図面を書く側には都合のよいことではあっ

ても，曲尺に慣れた大工に対しては親切なことでない

ことを申しておきたし、。また，四国 ・九州問規準でで

きている レディメイド ・サッシの取り付けに無理が生

ずる。寸法を大きめに取ることはよいが，小さくする

ことには余程慎重であって欲しし、。

2.メートル法への移行と毛デュール

の適合

2.1 メー トル法の完全施行

昭和26年に出た新計量法で，長さ ・重さ・広さの単

位から日本古来の「尺」「寸」「分」「間」「貫」「坪」

などの単位が廃止されることになり，八年間の猶予期

間を置いて34年 1月からメートル法に統一された。同

法には「メートノレ法以外の計量器具を製造販売した者

に対しては五万円以下の罰金」との罰則規定も伴なっ

て，大工の使う曲尺（さしがね），設計に使う尺の物

差しは店頭から姿を消した。

何が何んでも構わん，建築はメ ー トノレで、ゃれ，理屈

は言うな，の時代が来たので、ある．

メートノレ制自体の利点もあるが，性急な強制的移行

によって果せる哉，弊害続出，苦情，陳情相つぎ，遂

に19年ぶり昭和52年 9月16日，計量行政審議会専門部

会で「計量法で認められる範囲で曲尺などの製造，販

売を認める」との結論をまとめ， 20日の同審議会で最

終的了承を受けることになった。

翌17日付朝日新聞夕刊の素粒子に言わしむれば『カ

ネとクジラがやっと復活．だが，しゃくし定規のかげ

に消えた職人芸は，戻るまし、』と言うことになる。

消えたのは職人芸どころではない，更に大きな観点

から言えば，日本古来の人間による，人間の為の生活

尺度を基準にしたすべての文化伝統を失う結果になっ

たので、ある。

この国では，墓場に遺骸を葬るように，民族博物館

を建てて文化伝統を押し込めておけばそれでよしとす

るのであろうか。若しそうでないとするならば，八年

間の猶予期間は短か過ぎ，尺貫法の復活はおそ過ぎた．

メートノレ法と尺貫法とは，時間をかけてお互の持つ

本質的長所を探求し，更によく馴染ますべきであった。

英 ・米に於ても，メートノレ法を指向しつつもまだ尚

インチ ・ブート建を温存しているのである。何故に首
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に縄をかけてまで性急に追いたてなければならないの

か。今日のモデューノレの不在と混乱の原因はここに問

題の答えがある。

2.2 モデュー）｛，の適合

メートノレ法の完全施行に対応して， J I Sに建築モ

表 1

875 175 35 7 14 28 56 112 (224) ( 448) 

125 25 5 -1 -2 4 8 16 32 64 

375 75 15 3 6 12 24 48 96 192 

(1125) 225 45 9 18 36 72 144 288 576 

(3375) 675 135 27 54 108 216 432 864 (1728) 

備考 1.太字は倍数関係を示す．

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

60 

70 

75 
80 

90 

2. ( ) 内の数値は参考に示したもので基
礎数値に含めない．

表 2 （単位mm)

100 1000 10000 
1080 
1120 

120 1200 
125 1250 
135 1350 
140 1400 

1440 
150 1500 
160 1600 
175 1750 
180 1800 

1920 
200 2000 

2160 
225 2250 
240 2400 
250 2500 
270 2700 
280 2800 

2880 
300 3000 
320 3200 
350 3500 
360 3600 
375 3750 
400 4000 

4320 
450 4500 
480 4800 
500 5000 
540 5400 
560 5600 

5760 
600 6000 
640 6400 
675 6750 
700 7000 
720 7200 
750 7500 
800 8000 

8640 
875 8750 
900 9000 
960 9600 

備考 1. この表は，表 1の基礎数値の単位に lmm,
lOmm, 100mm, lOOOmm, lOOOOmmを適
用し10～lOOOmmの範囲で、 5mmの倍数の

みを採用したものである．
2. 太字は100mmの倍数を示したものである．
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デュールが発表された， A0 0 1の2. 3項の数表の

部分を説明の為に掲げる。

表 lkこ判るように，数字 1から右廻りに，

右は 2倍，下は 3倍，左は 5倍，上は7倍の数とな

る．つまり数のグノレーフ。を決めたものである。

ノレ・コノレピュジェ氏のモデュローノレでは，数のグノレ

ープを黄金尺上に配列して，この格子によって空間を

構成し，視覚的美を求めることを意図している。

J I S建築モデュ ーノレも級数の持つ美を期待したも

のであろう。然し数的興味はあろうが，これが構成美

にまでよく機能するかどうかは疑問である。黄金尺に

は及びもつかないものであろう。

また3 モデュローノレは，人体を尺度の基準としてい

るが， JI Sのものにはなし、。人間の生活尺度はどこ

にも取り入れられていないようである。この中から似

たようなものを選んで、使えと言うのであろう。

そこで探した， 96である。この96はこの表での目玉

のようなもので，発表当時から公約数の多いことでそ

の利用法が騒がれたものであるが， 96cm, 960mmと

読めば三尺一寸五分，即ち京聞の畳の短辺（954mm)

に近いところから，京間・四国・九州聞の設計寸法と

して使って見た。

しかし一間当り lcm余の差は，既製建具はどうにか

取り付けることができても，三六や二八版の既製ボー

ド類では，少々の目地の操作では割付けがうまく行か

ないのである。曲尺に慣れた大工には，何故96で苦労

しているか判らないのである。折角あの三尺一寸五分

に近い値でありながら惜しいことである。

とは言いながら， 960mmは生活尺度の基準としては

よし、値である，何とかして利用したいものである。

このことは， これまで度々述べた生活尺度の観点か

ら，多言を要しまし、。

ところでこれを阻んでいる元兇は何であろうか。

3.壬デューノしと材料規格

3.1 住宅用建具規格

アノレミサッシで現在出廻っているのは，関東間用が

数も種類も最も多く，関西間用がこれに次ぎ，四国九

州聞を加えて，三様となっている。その他のものも出

来るが割高となるのは覚悟しなければならなし、。

サッシ用基準モデュールがある訳でなく，只在来の

尺建の寸法をメートノレに換算して読んでいるだけであ

る。つまり尺で建てられた建物，尺で建てられる建物

に合わせて，尺を基準とする寸法で作られ，メートノレ

で呼称されているにすぎなし、。メートルモデューノレの

枠外にある。

そうしなければ，サッシは売れないのである。しか

もモデュールは雑多に混乱し握み所がない。業者は困

っていることであろう。

3.2 内装用板類の規格

内装用の板類で，我々がー尺角とか二尺角，三六（さ

ぶろく）版とか二八版と呼んでいるのは，尺ではなく

て実は択（フート）なのである。硝子もそうである。

尺と択がよく似た寸法だから混同しても大して差支

えがないので，日本ではそのまま受け入れられている

に過ぎない。

内装用板類の多くは，主として英米圏の吋，択建の

各地へ輸出され，稼いでいる。日本向に寸法を少し減

らして尺建にすると，今度は寸法が少し足りぬとクレ

ームが付く 。日本のつかまえ所のないモデューノレに合

わせて作ったところで，それでは，メーカーも商社も

商売にならぬ。

通産省の度々の勧奨にかかわらず，メーカーが冷淡

なのはこの為である。

メートノレ建の板類も出回っているが割高である。そ

れは国の内外を問わずよく売れないからである。

択建の板類で間に合わないモデュールが普及しない

原因はここにある。

4. 択建号デューノレ

4.1 現状認識

現在，壁用の合板，石綿・石菅系化粧板は 2吹× 8

択版で，建具用のそれは 3唄× 6択大で生産・販売さ

れているものが殆んどである。これは明らかに吋・択

建の国々への輸出を目論んでの寸法である。また園内

では，尺建の建築に通用することを見越してのことで

ある。メートル建の化粧板は少ない。

私の住宅は，将来大壁に改造しでも京聞に近い寸法

になる様に，真々 1メートル単位のメートノレ建で、建ーて

た。ラワン合板と石膏ボードは割高ながら手に入った

が，化粧板類，紙類，シート類の内装材料はすべて継

ぎ足すことになったD 木材は京聞のお膝元の京都府の

ことであり，メートル建のもので充分且つ経済的に間

に合った。メートノレ真々聞の普及の問題点は，化粧板

類，紙類，シート類の生産寸法と言うことになる。

4.2 唄建への順応

日本国ではメートノレ制に踏み切った，と言って国内

ではメートル建の材料を作って売れと号令したところ

で，それでは商売にならぬ。当分メートル建の材料が

出廻る見込みはない。

そこで， 2択・ 3択・ 8択にならって，択に近似し

た 2尺・ 3尺.8尺など，尺建の数値を取り入れたモ

デューノレを作る必要がある。

英米には，日本古来の木割術の様なものはまだ確立



していないようである，幸いなことに我々はこのモデ

ュラーコーディネーションを持ちp経験している。尺建

のモデュラーコーディネーションは，吋唄建圏内に於

ても只，単位を読み変えるだけで利用できるであろう。

材料を買ってもらったお礼に，それ位の貢献はして

もよカミろう。

数列の選択には，モデュローノレがそのまま参考にな

ろう。

モデュローノレで、は，身長 6択が基準になっているか

らである。

4.3 JIS AOOl 1963 の帰趨

既に 2.2で、触れたところであるが，このモデューノレ

は，簡単な級数から機械的に数をえらび，これに美的

解析を加えることもなく，人間的尺度への考慮もな

い。成程，数値群はモテ、ユロールよりも多いが，これ

はO数字を加えて稼いだものであって， 10倍単位のも

のを作ることの他に意味はなし、。空間構成の魅力から

言ってもモデュ ロールに到底及ぶものではない。

特に致命的なことは，日本のモデュールで、ありなが

ら，日本古来の尺・寸に触れなかったことである。

当局の強いノミック ・アップを受けながら，建築の実

際家には見向きもされず，遂に建築の検定教科書から

も姿を消し，古典的存在になってしまった。

然し古典はまだ生きる， lmを基準単位にしたモデ

ュールが確定し，メートル建の建材が，国の内外に売

れるようになる時である。

それは，尺との苦労の多い結婚生活を経てからであ

ろう。

5.毛デュールへの展望

5.1 日本主築は元来基準格子を持つ．

日本建築は木造に於て完全に発達したものである。

柱・梁などを以て，水平・垂直に構成され，外見する

ことのできる縦・横の材は，これがモデューノレの基準

格子そのものであった。

組積造の国では，この例を見ない．組積式構造の建

物に美的解析を試みようとすれば，ここに見えない基

準格子を当てて見なければならなし、。西津でモデュー

ルの発達が遅れたのは，外見視覚に訴える柱・梁の構

成がなかったからである。

西洋で，組積式の構造が，新しく発明された鉄筋コ

ンクリート造の架構式構造に交替しはじめると，心あ

る建築家は日本建築にその構成美の源点を見出そうと

試みた。成果は，まだ上っていないようであるが。

欧米にはまだ規矩・木割の術に類するものがないよ

うである。

日本ではこれを職人芸として賎しんでいるのか，モ
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デュールの目を当ててみようともしていない。

日本こそ汎世界的建築モデユーノレを確立するのに，

最もよい立場にあるのではなかろうか。

5.2 内法方式か真々方式か

種々のモデュール案を見る時，基準格子を内法で取

るべきか，真々にすべきかで，むつかしい問題でまだ

決ってないとか，臨機応変にとか言って，明確な解答

を避けている。

さて，我々は設計図を描くが，描いているのは人聞

が生活する空間そのものではなく，その周辺の構成を

描いているのである。

床も，柱も，壁も，天井も，建具も，照明器具も，

それそのもの L中には人は住まない。

人の住まない柱や梁などの設計に一生懸命になり過

ぎて，人の住む空間のことは忘れ去っているようであ

る。

設計に当り先ずしなければならないことは，人間の

生活空間がどれ位必要かと言う勘定である，日本人は

それを畳で勘定する。経験的にそれで充分満足できる

のである。

先ず生活空間を設定し，それを確保することが第一

義であり，その為に，空間周辺を構成する。空間その

ものは大部分空気で、目には見えない，点にも線にもな

らなし、。次に空間を構成するものを我々は描く，描い

ているものは第二義的なもので，主たる空間に従う

「もの」なのである。人間ではない。

内法方式は，人聞をまじめに見すえ，その生活空間

を生活の尺度で以て計り，大きさを決定することであ

る。周辺の構成はあくまで‘主たる空間に服従し，奉仕

しなければならないのであって，建築とはその為のも

のである。ましてや従たる構成が主たる空間に割り込

み侵すなど以ての外であろう。

冥々方式は，この許されざる以ての外のことを，厚

顔無智にも敢てしようとするものである。いきなり真

々方式を振り廻すものではなし、。内法を完全に計算し

つくして後，構成の条件を勘定してはじめて真々寸法

が二義的に計算されなければならないものなのであ

る。

モデュールの基準格子は内法に従うべきものである

ことは当然である。

既に述べた京聞から田舎間への過程をよく考えて見

れば，真々方式の罪状は明白であろう。

5.3 畳の大きさと 4~尺

現在，アメリカの住宅を見てみると， 4択をー駒と

して， 4択の倍数の基準格子で部屋を割り付けている

ものが多い。

日本では既に畳の短辺（平均的に三尺）の基準格子
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が用いられているのが普通である。

三尺と 4択を要素にしたモデュールは双方に普及す

るであろう。建材の互換性からも都合がよし、。尺で行

くか，択を取るか，それは先に取りかふった方のもの

であろうが，メートノレに換算した場合の読みについて

は，尺の方が都合がよいようである。

さて畳の大きさは，一人分の就寝には既に狭くなっ

ている。ベッドは畳より大きし、。生活様式の変化から

である。だから就寝できる人数の基準にはならない

が，現在ではそうでなくてよい。唯，生活空間の基準

尺度となればよく，坐位・立位での作業（食事）面の

広さ，坐位での占有面の広さ，出入口の高さと幅，家

具の割り付けなどの基準尺度に適当であり，よしんば

過不足が生じても 4択が吸収してくれる。

若干の設計寸法を検討する，尺建とする。

0一人用寝室の幅

壁から五寸離してベッド幅三尺を置し通路を二尺

五寸取る，奥行二尺の家具を置く。合計八尺。

0畳敷の部屋

中京聞の例に全く同じで，問題はない。

0便所

三尺×四尺で適当。

0浴室

四尺×六尺又は六尺×六尺で、適当。

0押入れ

間口の開口で四尺あれば，マット類の収納にも充分

余裕がある。

0天井高

住宅の一般的部屋で八尺あれば適当。

これ位の例で、止めて置きたし、。尚120cmを基準格子

の設計例は数例あるが，内法方式によっていない。

内法方式を取る場合，大壁にするか，真壁にするか，

構造材と壁厚の関係など，施工寸法に移す場合の問題

が生じるが，それは今後の研究に侠ちたし、。こ与では

方向を示し提案に止める。

6.ま と め

古来，我が国では木造建築の発達に伴なって，自ら

モデューノレ的観念を生み，住宅建築に於て人間の最小

限生活尺虚子を畳に求め，これを基準格子にした京聞に

定着した。ところが当時にもあった急激な都市化現象

はこのそデュールをより簡単に，より小さくする方向

に傾斜させ，人間の生活尺度を無視するに至った。

この間，京聞はよく孤塁を守り現代に至った。

然し，大平洋戦争後，日本は性急な工業化を計り，

メートル法の施行を強行し，人間的尺度である尺によ

って育った文化伝統をも消去し，京間によって代表さ

れる日本の住宅モデューノレも瀕死の竿頭に立たされる

ことになった。

更に，おっ取り刀で、出て来た官制の建築モデューノレ

も，工業を馬にした商業主義の騎手達に蹴飛ばされて

しまい，と斗にモデューノレ不在の時代を迎えるに到っ

7こ。

住宅建築は依るべき方向を見失い，混乱を極め，徒

らに折を競い，時流のま斗に流されてその行く方を知

らず放浪し，国民に安住の所を与えようとしていな

し、。

か斗る秋に，温故知新，日本古来の文化伝統を振り

返えり，使い馳れた畳モデューノレに御出馬願わねばな

るまい。

モデュールで、は元来先輩で、ご、ざいと，威張ってばか

り居る訳には参らぬ，そのうち武士は喰わねど高楊子

と言うことに相成らねばよいが？

そこで，善隣友好，一口多いがミス・フートとの

結婚がよろしかろう。よい児が生れること請合いであ

る。その児がメートル氏と結婚する。
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多翼送風機の有効翼巾について

清 森 宏之助

く昭和52年 8月1日受理＞

On the Working E旺ectiveWidth of the Blade of Multi-blade Fan 

Making a series of the experiments to aim at improving the peformance of multi-blade 

fan, the flow pattern and the characteristics were almost grasped. 

Now the present study has been done, using these data, to investigate the working 

effective width of the blade that is essential in case of designing the fan. 

In conclusion it is clear that the effective width of the blade is about 75 % at the suction 

side and 35 % at the delivery side on condition of the uniform自ow.

The outcoms are as follows 

1.まえカ三き

多翼送風機の性能の向上に関する一連の実験におい

て，これまでは主として全圧上昇についての実験をお

こなった．すなわち基準の羽根車に対し翼入口角。11

出口角。2 およひ、翼数をかえた場合，風量・風圧特性

がどのようにかわり，特に圧力係数がどの程度まで向

上するか等につき研究をおこなった．その結果，翼出

口角は 9。30＇，入口 角は 90。の翼が最も風圧が高く，ま

た翼数は実験の範囲内ではその数が多いほどよく，最

高56枚のものが最もよい性能を示した．

またこれらの実験では翼の流入直前，後出直後の流

れの状態を調べることを研究の主目的とし， 5孔ピト

ー管を試作して流動状態を調査した．その結果，吐出

し側ではいずれの羽根車もメリディアン速度は主板側

で大きく，側板に近づくにつれて小さくなり，側板よ

りに逆流していることが判明した．

すなわち設計法としては流体は一様流入，一様流出

の条件をとっているにか込わらず全く異なった流れを

していることが明確となった．このような流れの状態

は既にタフト法による実験で一応判明していたが，定

量的な量値解析は 5孔ピトー管を用うるまでは不明で

あった．

したがって今回はこれまでの実験結果を用いて，一

様流出の条件のもとで風量と翼の作動有効巾との関連

性を調べることを研究目的とした．

2.基準翼の設計ω

多翼送風機は流量が大きく短い翼で大きい全圧上昇

を得ょうとするのであるから，流体が半径方向に流入

Kounosuke Kiyomori 

する場合， Euler式 Ht九oo=U2Cu2/g で示されるよ

うに羽根車出口の Cu2（絶対速度の円周方向分速度）

を大きくとって全圧上昇を大きくしなければならぬ．

このためには前向き羽根が最も都合がよい．

このような前向き羽根は図 1に示すように θ＝180。

一（81十戸z) が大きいときには， 翼の曲率半径が小さ

くなり，曲りの内部で流れのはく離を伴う．

したがってこれを避けるためには曲率半径を大きく

することが望ましいが，実験によると 0は 90° 以下で

なければならぬ．つぎに多翼送風機に関する Eckの

設計法についてのべる ．翼が薄く，主板と側板が平行

なる羽根車の場合，連続の式からつぎの関係式が導か

れる．

以下の記述に用いられる記号はつぎの通り

D ：羽根車直径

b：翼巾

W ：流れの相対速度

U ：羽根車の周速

。： UとWのなす角

Cm：絶対速度のメリデイアン分速度

図 1 前向き翼におけるはく離
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添字

U1 /31=51 °351 

図2 羽根車Aの速度線図

1；羽根車入口直後

2：羽根車出口直前

まず流れの連続性よりつぎの関係式が導かれる．

b1=b2, W1=W2とすれば，

sin [32 一 D1
sin f31 Dz 

さらに f31十戸2=90。，すなわち 8=90。とすれば

tan f32＝会 tan f31 ＝会

また連続の式より ら 2D2=C汎 iD1，一方与＝

ぞの関係がある 流体が半径方向に流入する場

合は，

Cm1 =U1 tan f31 ＝司会＝U2

また

Cm刊九i＊＝山 号＝仏

羽根車出口では

tan f32= Crr 
Cβ2一U2 lス旨

しずこカ：って

C 2 Cm? 1 C , D, 
一等~＝ 1十一一：：.：＂＂－.一一一一一＝ l＋一一笠」一」一
U2 U2 D1 U1 Dz 

Dz 

U, D" D, = 1十tanf31二二.！...＿＝ 1 ＋一三一一」ー
Dz Di Dz 

=2  

以上のように bi=b2, W1= W2, f31十f32=90° の条

件のもとでは，羽根出口の絶対速度の円周方向成分は

周速の 2倍となる．これは基準羽根車Aの設計値でこ

の速度線図を図 2に示す．

この設計法によれば，流体は翼に対し一様流入，一

様流出であり，かつ等しい入口・出口巾に充満して流

れることが前提となっている．しかし実際の吐出し側

の流動状態；土前述のように全く異なったものであり，

また翼入口においても Cm1=U2の関係は全く認めら

れない．

したがって翼車を設計するにあたっては，実際の流

れを考慮してこれらのことを設計法に導入しなければ

ならぬすなわち流体が翼を通過する際に，一様流入，

一様流出の設計法をとるとすれば，それに相当する吸

込および吐出し側の作動有効翼巾を前もって知ってお

く必要がある．さらに一般性をもたせるために，この

有効巾を実際の翼巾の百分率で示すことができれば都

合がよい．

なお文献∞によると，多翼送風機の最初の基本設計

01 7 b 3 
値は一_l_＝一一一＝ー， '91=64。， f32=22°，翼枚

D2 8’ D2 5 

数は64枚であった．この実験に用いた基準の供試羽羽

根車Aの設計値はつぎの通りで，これは前述の設計法

により定めた．

u， ～ 6. 5 
D1=¢246, D2=¢310, -ij;-=0. 795=s’b1 

=b2= 150, 
h 2. 4 I * = 0.485さ了， f31= 51°35＇，。2=

38。25＇， 翼枚数 36枚である．本送風機の設計仕様は風

量75m3/min，送風機全圧90mmAq，回転数1900rpm,

軸動力 2.3kwである．図 3に5孔ピトー管の測定位

置 8個所を示す．

図3 測定位 置

3.吐出し側の作動有効翼巾

多翼送風機の翼は一般に板金製で製作上主板より側

板まで一様断面形をとり，この翼形状は設計風量・風

圧・回転数等により定まるが，流体は翼出口側で一様

に流出しているものとす．吐出し側のメリデイアン速

度は前述の通り Cm2=U1の関係があり，こ込で U1=

πDin π×0. 246×1900 
一一一＝ = 24. 5m/s となる．すな
60 60 

わち吐出し側では設計上一様に 24.5m/sのメリデイ

アン速度で流出しているものと仮定する．



つぎに 5孔ピトー管を用いて測定位置Eのメリデイ

アン速度を実測したものを図 4に示す．これによって

わかるように特性曲線上の 4点（全開，最高効率点，

最高圧力点，失速点）とも，メリデイアン速度は主板

側で大きく，側板側に向って小さくなる傾向にあり，

一様流出の条件と相反している．吐出し側の他の 3点

F, G, H点（これらの点の流れの図は略す）におい

ても全く同様の結果がでている．

,0 
m/s 

30 

20 

｜｜①山 A 町 m i:> 企 ／；~
1 2川 効率 庁②羽tl'"cB 1訳沿rpm

f止c:.¥圧力点

｜ i③羽似IIIC 1鉛伽-pm O 失 述 点

図4 速度分布図（測定位置E)

こ斗で計算は基準の羽根車AC/32=3&0 25＇）に対し設

計上流出角。2のみ異なる羽根車 D(f32= 10° 25＇），羽

根車 E(f32=5。25＇）の 3通りにつきおこなった．そこ

で設計流量 75m3/min近傍の最高効率点ム印（図 4参

照）の曲線を用い，一様流出速度が 24.5m/sである

と仮定したときの作動有効巾を羽根車A, D, Eにつ

いて求めた．その手順を羽根車Aについてのべる．

( i Iプラニメーターを用いて吐出し側測位置E,

F, G, H4点の最高効率曲線（ム印）について，

X軸（翼巾方向）， y車rbCメリデイアン速度），および

ム印曲線に固まれる面積をそれぞれ求める

(ii）つぎにその全面積 9720mm2を求める．これ

は4個所の集計であるからその平均値をとり p こ

れと設計流速 24.5m/s より吐出し側の作動有効

翼巾 49.6mmが求まる．

(iii）翼巾は設計上いずれの羽根車も 150mmであ

るから百分率33%が算出できる
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D, E羽根車についても全く同様の計算をおこない

これらを表 1にまとめる．

表1 吐出し側有効翼巾の計算値%

測定位置 ｜羽根車A 羽根車D I 羽根車E

E 3215 3300 3320 

F 4070 3720 3010 

G 385 1350 720 

H 2050 2160 2950 

集計値 9720 10530 10000 

（単位mm2)

羽根車｜吋作動有咋 巾｜作動有効巾%
mm2 mm2 mm  翼 巾

A 9720 49. 6 33 

B 10530 53. 7 150 36 

c 10000 51. 0 150 I 34 

すなわち羽根車Aにおいては主板よりの33%の領域

が一様なメリデイアン速度 24.5m/s で流出している

ことになる． 実際は図 4に示すように主板より側板側

へと連続的に流れが変化しているが， こ与では一様流

出の条件のもとで、不一連続な流れをしているとして残り

の67%は無効巾とみなし，有効翼巾を求めた．

したがって設計としては33%の翼巾でおこなえばよ

いわけで，羽根車によって表 1のように多少のちがし、

があるけれども，およそ35%とみれば大差ないと考え

られる

4.吸込側の作動有効翼巾

吸込側のメリデイアン速度は主板と側板が平行であ

り，かつ一様な流入速度で流れると仮定したとき，前

述の条件すなわちん＝bz, W1=Wz, f31十f32=90° に

おい理論上 Cm1=U2となる．こLで

一 πD2n π×o.31×1900 
2 一一一一＝ = 30. 9m/sであ

60 

る

吸込側の有効翼巾の決定にあたってつぎの 3種類の

羽根車を用いる．まず基準の羽根車A（翼数Z=36枚）

に対し，同一設計翼でその翼数のみを変更した羽根車

のデータを用L、る．すなわちZ=56~女のものを羽根車

B, Z=30枚のものを羽根車Cとする．

吐出し側の場合と同じく，このときも設計流量 75

m3/min近傍の最高効率点ム印について検討をおこな

う．いまその 1例として吐出し側測定位置E点に対応

する吸込側の位置A点についてそのメリデイアン速度
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の実測値を図5に示す．まず測定点が吐出し側の場合

に比し可成り少ないが，これは各点の流れが殆んど軸

線方向を向き， 5孔ピトー管では構造上測定が不可能

のためで、あった．つぎに図からわかるように各点のメ

リデイアン速度は吐出し側にくらべて， 比較的平均化

されており，全開より失速点に向ってその値が小さく

なっている．しかし Cnn=Czの関係は全く認められ

ない．
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30 
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図5 速度分布図（測定位置A)

こふで測定点が少ないのでつぎの仮定を設ける．吸

込側の測定点A, B, C, Dの測定値は平均化してい

るゆえ， 一様に流入しているものとみなし，各点の測

定平均値のさらにその平均をもって吸込側の一様なメ

リデイアン速度 Vrmとす．計算例を羽根車Aについ

てのべる．まず設計流量 75m3/mnに近い最高効率点

（ム印）の実測平均値 Vrm/sを測定位置A, B, C, 

Dの4点別に求める．つぎにこの 4点の平均流速 Uγm

=14. 38m/sを決める．また設計風量を Qm3/min(Q 

×1Q9mm3/min）とすればつぎの関係式がある．

Q×109＝πD1x×（vァm×103）× 60

この右辺は一様な Vrm×103mm/sの速度で流入し

ている流量であり， Xは有効翼rtJmmである．こ与で

Di=246mm, Q=75m3/min, Vrm=l4. 381m/s, これ

より x=ll2.Smmとなる．翼巾は150mmであるから，

作動有効巾を百分率で示せば 112.5/150 ~ 75%とな

る．羽根車B, Cについても同様に計算をおこない，

この結果を表 2にまとめる．この計算結果より有効翼

巾はおよそ75%とみなして差支えないだろう ．

表2 吸込側有効翼巾の計算値%

l羽根車Al羽根車Bi羽根車C
Vrm/s Vrm/s Uγm/s 

担1
A 14. 33 16.33 13.48 

定 B 19. 56 19. 90 18. 33 

位 c 11. 51 12. 49 10. 77 

置
D 12. 12 13. 90 13.48 

Uγmm/s 14. 38 15. 66 14. 02 

x m立1 112.50 103. 34 115. 42 

翼巾 mm 150 

χ ヂ－／o’ 75 69 77 
翼巾

5.あとがき

( 1）多翼送風機の設計法にこのように一様流入，

一様流出の条件をとれば，吸込側で75%，吐出

し側で35%程度が作動有効翼巾とみなされる．

このことは流体が翼通過中に翼中で加速されて

いる ことを意味している．実際は 2項目でのべ

たように Cm1>Cmょとしづ設計条件に全く反

した流れをしている ことになる．この結果はタ

フト法により定めた流れの状態図とよく一致

し，定量的な裏付けがで、きた．

( 2) 2項でのべたように設計上必要な b1および

ん については直接ふれていないが，設計とし

てはむしろ吐出し側の有効作動巾を基準として

流量，メリデイアン速度の計算をおこない， 全

翼巾は百分率より逆に求むべきものと考えてい

る．

( 3）本実験は Di=246mm, D2=310mm, bi =b2 

=150mmのものについてxあるが，作動有効

巾の百分率が妥当なものかどうかは異なった寸ー

法の羽根車につき確認する必要がある．

( 4）吸込側のメリデイアン速度 Cm1=U2の関係

は全く認められないが，これは別途に検討すべ

き事柄として今回は保留しておく．

最後に本研究にあたり ，終始御懇切な指導を給わり



ました九州大学生井教授並びに実験に熱心な協力をさ

れた本校技官の方々に厚く御礼申し上げます．

参考資料

(i) (1)(2) 生井武文著遠心軸流送風機と圧縮

機
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(ii）有明工業高等専門学校紀要

No. 8送風機吸込側流れの実験的研究

（その 5)

No. 11多翼送風機吐出し側流れに関する

実験的研究 （その 2)
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（七二）

ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス
ト
・
エ
ン
ド
の
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
に
続
く
貴
族
的
な
住
宅
地
区
、

出
己

m
E〈
巾
印
門
吉
田
Hσ

を
中
心
と
す
る
。

（主一）

（
一
八

O
三
｜
六
五
）

水
晶
宮
の
設
計
者
、
本
文
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

（七回）

（
一
八
一
九

l
一
九

O
O）
英
国
の
著
述
家
、
批
評
家
、
社
会
改
良
家
。

（
占
一
品
）

F
gロ
回
旦
江
田
E

（
一
四

O
四
l
七
二
）
イ
タ
リ
ヤ
初
期
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
建
築

家
、
哲
学
者
、
画
家
、
音
楽
家
な
ど
博
学
多
才
の
人
文
主
義
者
。

（七六）

（
一
七
九

O
l
一
八
五
八
）

英
国
の
ロ
シ
ヤ
通
。

（七七）

雑
誌
等
の
出
版
言
論
界
で
活
躍

ロo
c
m
一
自
宅
己
5
5

（
一
八

O
三
｜
五
七
）

（七八）

国ロ
m
r
F
3ロ
（
一
七
八
六

l
一
八
六
一
）
軍
人
、
退
役
後
は
、
学
寮
長
と
し

て
、
ま
た
宗
教
界
で
も
活
躍
。

（七九）

ラ
ン
カ
シ
ャ
l
の
特
別
市
、
綿
織
物
、
繊
維
機
械
工
業
の
中
心
地
、
近
く
に
炭
坑

も
多
い
。

，，、、
F、
Cコ、、、...／

ス
ベ
イ
ソ
北
東
部
の
地
中
海
に
望
む
海
港
。

（八一）

フ
ラ
ン
ス
北
部
、
陶
器
、
醸
造
業
の
町
。

（八ニ）

王
立
天
文
学
会
、
統
計
学
会

の
宮
ユ
2

（
一
七
九
二

l
一
八
七
一
）
数
学
者
、

の
創
立
者
、
政
治
的
に
は
急
進
派
に
属
す
る
。

（八三）

英
国
の
建
築
家
、
土
木
技
師
。

一
八
七
六
年
没
。

九
人
四
V

P
5
0
0
同

F
S
g印
巧

gNσ
一Z
3
0自
己
片

F
O
H
Y印
刷

g
p
（
一
七
七
三

l
一
八

五
九
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
家
、
外
交
官
、
外
相
（
一
八

O
九
｜
四
八
）
、
ウ

ィ
ー
ン
会
議
議
長
（
一
八
一
四
l
二ハ）。

（
〈
五
）

（
一
八

O
二
｜
九
四
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
愛
国
者
、
雄
弁
家
。

（八六）

（
一
八

O
八
｜
七
三
）
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
お
い
。
フ
ラ
ン
ス
大
統
領

八
｜
五
二
）
、
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
（
一
八
五
二
｜
七

O
）。

（
一
八
四

八七）

第
三
代
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
l
侯
ス
チ
ュ
ワ

l
ド
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
夫
人
。

（八八）

人三、炉J

0 

政 E
治 Z
家出
。 阻

むー

ロ
ロ司。
ロ

（
一
八

O
O
l五
九
）
英
国
の
歴
史
家
、
評
論
家
、
詩

（八九）
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（
一
八
九

Oー

英
国
の
歴
史
家
、
著
述
家
。
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（四人）

（
一
八
二
八
l
一
八
五
二
・
三
？
）

後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
。

（甲山）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ラ
ン
カ

シ
ャ
l
の
都
市
、
運
河
で

Z
2凶
ミ
川
に
連
絡
す
る

紡
績
業
の
大
中
心
地
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
自
由
貿
易
の
本
拠
。

（五（〕）

ロ
ン
ド
ン
の
町
名
、

一
七
世
紀
に
は
貴
族
的
な
住
宅
地
で
・あ
っ
た
。

〆’h、
三fi.

一、、J

（
一
七
七
七

l
一
入
五
五
）

建
築
業
者
、
ピ
ュ

I
ジ
ン
の
親
友
の
一
人
。

〆P『、
三五

、『戸ノ

巧
三
E
日

F
5
2
（
一
八
六

O
l
一
九
二
七
）

英
国
の
経
済
学
者
。

r戸、、
互主

一、、Fノ

Z
－与
o
－
2
3豆
島
∞
言
。
r
g
（
一
八

O
二
l
六
五
）
英
国
の
聖
職
者
、
枢
機

卿
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
l
の
大
司
教
。

（五回）

ロ
ー
マ
の
将
軍

の
巳

5
司

F
E
E－cm

に
建
設
さ
れ
た
門
。

（
？
｜
一
一
一
七
B
・C
・）

の
監
察
官
時
代

”『、
ヨ玉
三fi.、、J

（
一
七
九
六

l
一
八
七
九
）

あ
り
。

事
務
弁
護
士
、
地
方
役
人
、
考
古
学
に
関
す
る
著
書

（五六）

出
。
ロ
ミ
何
門
円
三
阻
止
（
一
八

O
九
l
九一一）

タ
！
の
大
司
教
、
枢
機
卿
。

英
国
の
宗
教
家
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

（五七）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
南
部
冨

gm百
円
地
方
の
州
、

農
政
、
漁
業
地
、
又
同
州

の
首
都
、
商
港
も
同
名
。

（五人）

（
一
八
一
四
｜
一
八
五
六
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
家
。

（五九）

（
一
七
八
六
｜
一
八
五
五
）

弁
護
士
、
学
者
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
協
会
代
表
者
。

（穴（〕）

出
作
ロ
ミ

（
一
七
四
六

l
一
八
二

O
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
家
、
雄
弁
家
。

〆’h、、
プて

、ーノ

。巾
O
門
官
当
日
↑
白
日
出
口
品
目
白
円
円
。
ロ
（
一
七
九
一

l
一
八
五
八
）

軍
人
、
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
と
共
に
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
反
対
の
立
場
を
と
る
。

〆’『、
フ旬

、』dノ

（
一
八
二
ハ
｜
一
八
五
五
）

英
国
の
小
説
家
、
プ
ロ

ン
テ
三
姉
妹
の
長
姉

」Q
ミ
岡
、
ミ
（

一
八
四
七）

〆F『、
プて

一、、dノ

イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
指
導
者
と
し
て
の
毛

l
ゼ
の
後
継
者
、
旧
約
聖
書
、
出
エ
ジ

プ
ト
記
、
ヨ
ジ
ュ
ア
記
参
照
。

（六回）

巧ニ一
5
5

（
一
八

O
九
l
一
八
六
七
）

銀
行
家
、
実
業
家
、
パ
l
ミ
ン
ガ
ム
の

初
代
市
長
、
国
民
憲
章
の
た
め
に
尽
力
し
た
国
会
議
員
。

〆－、
フ句
三正、』J’

』

o
r
口
出
σ
ロ
ミ
（
一
八

O
一
1
l
九
O
）
英
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
枢
機
卿
、
神
学

者
、
著
述
家
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
の
指
導
者
。

（六六）

（
一
八
一
九

l
七
五
）
英
国
の
牧
師
、
小
説
家
、
詩
人
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主

義
者
、
戸
割
、
m
h
H
g
h刷
、
丸
町
。
、
（
一
八
五
五
）

（六七）

一
八
五

O
年
，に
キ
ン
グ
ス
リ
ー
が
発
表
し
た
小
説
で
、
こ
れ
で
彼
は
チ
ャ
l
テ
イ

ス
ト
牧
師
の
呼
名
を
得
る
。
先
導
的
な
社
会
小
説
。

（穴人）

z
g
q
H）
旦
門
判
明
－
R
B
2己
2

（
一
七
八

O
l
一
八
六
一
二
）

彼
の
演
説
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

英
国
の
政
治
家
、

（六九）

hzュ2
（

U

印
〈
巾
ロ
門
出
凹
｝
戸
ヲ
H

＝
内
ゆ
（
一
七
九
四
｜
一
八
六
五
）
雑
誌
に
寄
稿
多
数
、

一
入

一
六
l
六
O
年
に
わ
た
る
政
治
日
記
は
出
版
さ
れ
て
有
名
。

（七巳）

〉
円
円
｝
回
日
巧
。
一
－
2
－3
（一
，七
六
九

l
一
八
五
二
）

巧
白
克
己
。
。
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
を
破
る
。

英
国
の
将
軍
、
政
治
家

（七一）

hgュ
2
・
口
内
戸
阻
止
巧
巳
仏
O

（
一
七
八
三
l
一
八
五
五
）
軍
人
、
カ
ト
リ
ヅ
、ク

教
と
選
挙
法
改
正
に
反
対
。
自
由
貿
易
に
反
対
し
た
最
後
の
一
人
。

- 92 -
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（ニ
14）

巧
E
S日
何
者
間
ユ
（
一
八

O
九
｜
九
八
）
英
国
の
政
治
家
。
一
八
六
六
年
か
ら

一
八
九
四
年
に
四
回
首
相
と
な
っ
た
自
由
党
党
主
で
、
保
守
党
の
デ
ィ
ズ
レ
l
リ

と
対
抗
し
た
。

（ニ人）

（
一
八
二

O
ー
一
九
一

O
）
イ
タ
リ
ア
の
フ
ロ
レ
ン
ス
に
生
ま
れ
た
英
国
の
婦
人

博
愛
家
。
ク
リ
ミ
ア
戦
役
に
従
い
、
傷
病
兵
看
護
に
尽
く
し
、
英
国
の
陸
軍
病
院

を
改
革
し
て
赤
十
字
社
の
起
因
を
作
っ
た
。

（ニ九）

同
女
史
が
覚
書
き
の
中
で
自
ら
の
性
質
を
－
評
し
た
言
葉
。

。一一口）

英
国
の
女
流
歴
史
家
。
一
九
五

O
年
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
伝
』
を
出
版
。

〆’旬、

一一一一、ーノ

ロ
ン
ド
ン
の
公
園
。
こ
こ
で
は
よ
く
政
治
的
デ
モ
が
行
わ
れ
る
。

〆’h、
一一一一一」J

ロ
ン
ド
ン
南
東
方
の
郊
外
の
地
区
。

f 「

一一一一一、』dノ

派ロ
の己
中宮
，むの
人与
句 5・

（
一
八
二
八
｜
八
二
）
英
国
の
詩
人
、
画
家
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
前

（三回）

ω
5
2白
同

一

何

回

当

g
Z
2
F
（
一
八
一

0
1六
九
）

f、、
で＝一三五
、ーJ

（
一
八
三
六

l
一
九
一
四
）

に
閣
僚
に
も
な
っ
た
。

英
国
の
政
治
家
。
パ
l
ミ
ン
ガ
ム
市
長
か
ら
、
の
ち

（一一一六）

英
国
中
部
に
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
次
ぐ
大
都
市
で
同
国
最
大
の
工
業
中
心
地
。

つ一一七）

巧ニ］
5
5
開
仏
三
田
正

（
一
八
一
八
｜
八
六
）
英
国
の
政
治
家
。

（一一一八）

原
文
に
は

r
F
F
E
Eロ

に
住
む
人
達
の
こ
と
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
コ
リ
ン
ト
の
地
狭

（一一一九）

ギ
リ
シ
ャ
神
話
、
ゼ
ウ
ス
と
へ
ラ
の
娘
で
青
春
の
女
神
、
オ
リ
ム
パ
ス
の
神
々
の

酌
を
し
た
。

（四〔｝）

書
状
の
郵
税
が
一
ペ
ニ
ー
で
あ
っ
た
昔
の
郵
便
制
度
、
特
に
一
九
世
紀
の
初
め
に

手
紙
も
小
包
も
英
国
全
土
に
わ
た
っ
て
一
ペ
ニ
ー
で
配
達
さ
れ
た
の
で
こ
の
名
が

残
っ
た
。

（四一）

英
国
の
女
流
小
説
家
、
（
一
八
一
九
｜
八

O
）
代
表
作

句

守

口

〉
h
h
p凡
な
き
h刷、与・

吋
〉
向
〉
向
位
向
。
誌

H
V司

（目＝）

H
N
o
Z
ユ
（
一
七
八
八
｜
一
八
五

O
）
英
国
の
政
治
家
、
一
八
二
八
年
に
英
国
の

警
察
制
度
を
完
備
し
た
。
一
八
三
四
ー
さ
一
五
、
一
八
四
一
ー
四
六
の
二
度
に
わ
た

り
首
相
と
な
る
。

（四三）
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（
一
七
九
三
l
一
八
七
五
）

随
筆
、
評
論
多
数
。

（四回）

〉
一
同
日
仏
・
（
一
八

O
九
l
九
二
）
ワ
l
ズ
ワ
l
ス
の
後
を
継
い
で
桂
冠
詩
人
に
任

ぜ
ら
れ
た
英
国
の
代
表
的
詩
人
の
一
人
口
同
誌
ミ
3
3
1
R
S
（
一
八
五

O
）

（四五）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
の
州
、
多
く
の
炭
坑
が
あ
り
、
綿
業
の
中
心
地
リ
パ

0

ア
ー

ル
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
I
の
二
大
都
市
を
持
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
最
も
人
口
が
多

く
産
業
も
発
達
し
た
州
。

（四六）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
パ
l
ク
シ
ャ
l
の
村
（
ウ
イ
ン
ザ

I
の
南
西
約
一

O
粁）

〉
2
2
z
g
F
に
あ
る
競
馬
場
で
毎
年
六
月
に
行
わ
れ
る
競
馬
は
最
も
貴
族
的

な
も
の
で
、
国
王
、
女
王
の
臨
御
が
あ
る
。

（四七）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
の
都
市
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
臨
む
英
国
最
大
の
海
水
浴
場

が
あ
る
。
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政
治
家
、
首
相
（
一
八
五
五
｜
五
八
、

一
八
五
九
l
六
五

五

↓r
o
E
B

（
一
七
九
五
ー
一
八
八
一
）

家
、
歴
史
家
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
思
想
家
、
評
論

（六

（
一
八

O
六
l
七

英
国
の
哲
学
者
、
論
理
学
者
、
経
済
学
者
。

（七）

（
一
八
二
二
｜
八
八
）

英
国
の
詩
人
、
批
評
家
、
教
育
家
。

（八）

（
一
八
六
七
l
一
九
三
五
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
詩
人
、
画
家
。

（九）

子
ゅ
の

H
5
2ロ
巧
R

（
一
八
五
四
l
五
六
）
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ト
ル
コ
、
サ

ル
ジ
ニ
ア
対
ロ
シ
ア
の
戦
争
。

f 「

－ cコ、、戸ノ

F
E
S
富
三
百
%
イ
ン
ド
暴
動
（
イ
ン
ド
土
民
軍
セ
ポ
イ
の
英
官
憲
に
対
す
る

反
乱
（
（
一
八
五
七
l
五
八
）
）
。
事
変
の
終
結
と
と
も
に
東
イ
ン
ド
会
社
は
廃
止
さ

れ
、
イ
ン
ド
の
大
部
分
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
支
配
下
に
イ
ン
ド
帝
国
と
な
っ

た。）

／戸、

一一、、，ノ

（
一
八
一
一

l
九
二
）

英
国
の
政
治
家
、
法
律
家
。

f 「

一一一、ーJ

（
一
八
一
二

l
八
九
）

英
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
代
表
的
な
詩
人
の
一
人
。

f、、

一一一、』J

（
一
八
三
二
ー
一
九

O
四

最
初
の
編
集
者
。

英
国
伝
記
作
家
、

批
評
家
。
『
英
国
人
名
辞
典
』
の

〆戸、、

－ Eヨ、、J

Z2σσ
ユ
の
ゆ
O
円
向
。

（
一
八
六
六
｜
一
九
四
六
）
英
国
の
小
説
家
、
文
明
批
評
家
。

f「

一三五
、ーノ

（
一
八
六
四
l
一
九
五
八
）

に
受
賞
。

英
国
の
政
治
家
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
一
九
三
七
年

（一六）

英
文
学
教
授
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
多
く
の
大
学
で
教
え

（
一
八
九
七
ー

た

（一七）

ぜ
〈
同
一
円
巧

Z
E
g
（
一
九
三
ハ
1

ツ
工
科
大
学
教
授
。

米
国
の
経
済
史
家
。
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ

（一人）

（
一
九
二

O
ー

英
国
の
哲
学
、
文
学
博
士
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
。

（一九）

F
Fロ
〉
ユ
ゲ
ロ
円
（
一
八

O
一
ー
一
八
七
九
）
英
国
の
政
治
家
、
法
律
家
。
ク
リ
ミ

ア
戦
役
調
査
委
員
会
や
行
政
改
革
の
た
め
の
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
を
勤
め
た
。

〆’『、

一－ Cコ
」ノ

』
o
E
（
一
八
一
一
｜
八
九
）
英
国
の
雄
弁
家
、
自
由
主
義
的
政
治
家
。
コ
プ
デ

ン
と
と
も
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
学
派
の
指
導
者
。

回

g
Y
B
E

（
一
八

O
四
l
八
一
）
英
国
の
政
治
家
、
小
説
家
。
首
相
二
回
（
一

八
六
六
。
一
八
七
四
1

八
O
）

J’h、
一一一一、、J

同，

F
o
g
g

（
一
八
二
一
一

i
九
六
）

会
主
義
運
動
を
推
進
。

英
国
の
法
律
家
、
小
説
家
。
キ
リ
ス
ト
教
社

，.－『、

一一一、、J

〉
己
r
oミ
（
一
八
一
五
｜
八
一
一
）
英
国
の
小
説
家
。
郵
便
局
に
勤
務
し
な
が
ら

三
十
五
年
間
に
六
十
巻
の
長
編
小
説
を
書
い
た
。

（
二
回
）

（
一
八
二
六
｜
七
三
）
英
国
の
社
会
科
学
者
。
文
芸
批
評
も
試
み
、
ま
た
『
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
』
の
編
集
長
を
勤
め
た
。

〆’『、

一一三s:.、ー／

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
新
聞
記
者
、
伝
記
作
家
、
社
会

（
一
八
一
二
｜
一
九

O
四）

改
革
家
。

（ニ六）

H
N
F

の
宮
正
（
一
八

O
四
｜
六
五
）

造
工
業
家
。

英
国
の
政
治
家
、
自
由
主
義
経
済
学
者
、
製

ハUQ
J
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言
い
方
を
す
る
と
、
全
階
層
の
人
々
の
あ
い
だ
に
、
進
歩
を
目
指
し
て
の
辛
棒
強
く
熱
心
な

改
革
へ
の
気
運
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
最
後
に
、
し
か
し
、
大
切
な
点
で
あ
る
が
、
「
わ

が
家
の
プ
リ
ン
と
隣
り
の
プ
リ
ン
と
を
こ
と
細
か
に
比
較
す
る
こ
と
は
実
に
い
や
な
こ
と
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
ち
ら
つ
と
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
は
、
ほ
と
ん
ど
ど
れ
を
見
て
も
、
い
つ
だ
っ
て
、
わ
が
国
の
パ
ー
テ
ィ
を
ふ

り
返
っ
て
考
え
る
と
、
満
足
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
よ
う
な
程
度
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
、

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

以
上
の
よ
う
に
、
英
国
の
幸
運
を
並
べ
た
て
た
底
に
は
快
い
気
持
が
流
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
こ
に
加
え
ら
れ
て
い
る
制
限
条
項
は
一
八
五
一
年
の
精
神
を
と
ら
え
る
の
に
重
要
で

あ
る
。
「
性
格
上
の
欠
点
と
か
、
例
外
的
な
ほ
ど
の
不
運
な
ど
の
た
め
に
ま
っ
た
く
の
貧
困

に
陥
っ
て
い
る
人
々
」
と
い
う
語
句
は
、
沈
み
込
ん
だ
階
層
の
国
民
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
を

助
け
る
こ
と
の
で
き
ぬ
人
々
を
ま
た
も
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
そ
う
い
う
連
中
を
デ
ィ
ズ
レ

I

リ
は
、
数
年
前
に
、
第
二
の
国
民
と
見
な
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
や
、
彼
ら
は
第
二
の
国

民
と
見
な
す
ほ
ど
の
大
き
な
集
団
で
は
も
は
や
な
く
な
っ
て
い
た
。
が
、
同
時
に
、
彼
ら
を
、

社
会
理
論
と
か
、
不
可
避
の
事
象
と
か
い
う
名
で
抹
殺
し
よ
う
と
し
た
文
筆
家
た
ち
で
さ
え

も
、
無
視
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
常
に
腹
を
す
か
し
、
社
会
的
に
不
安
定

で
、
彼
ら
の
あ
る
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
ほ
ん
の
些
細
な
事
件
」
の
結
果
、
「
か
な
り
幸

福
な
」
生
活
か
ら
、
「
救
い
難
い
悲
惨
」
へ
落
ち
て
行
き
易
い
も
の
た
ち
で
あ
っ
た
。

「自
尊
心
を
失
わ
な
い
範
囲
内
で
可
能
な
限
り
海
外
と
も
友
好
」
と
い
う
語
句
は
、
こ
の

平
和
な
年
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の
こ
ろ
の
人
々
が
き
め
て
い
た
外
国
と
の
宥
和
策
の
限
界
を

思
わ
せ
る
。
ア
ル
パ

l
ト
公
の
「
わ
れ
わ
れ
は
、
軍
事
独
裁
政
治
と
赤
色
共
和
制
と
が
当
分

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
唯
一
の
力
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
最
も
危
険
な
時
代
に
入
ろ
う

と
し
て
い
る
。
立
憲
君
主
国
た
る
英
国
は
そ
の
両
方
と
も
を
同
等
に
憎
悪
す
る
。
だ
が
、
わ

が
国
の
諸
制
度
の
も
つ
静
か
な
影
響
力
が
、
海
外
で
の
争
い
を
静
め
る
の
に
成
功
す
る
こ
と

が
、
す
べ
て
の
英
国
民
の
熱
烈
な
願
望
で
あ
る
よ
と
い
う
言
葉
は
事
態
を
正
し
く
と
ら
え

て
い
た
。
そ
の
、
諸
制
度
の
も
つ
静
か
な
影
響
力
は
一
八
五
一
年
に
は
明
確
で
あ
っ
た
。
が
、

果
し
て
英
国
民
自
体
、
ア
ル
パ

l
ト
公
が
示
唆
し
た
ほ
ど
、
そ
の
冷
静
さ
は
頼
り
に
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
英
国
民
を
「
世
界
で
も
っ
と
も
金
持
ち
で
、
ど
う
や
ら
も
っ
と
も
け
ん
か

早
い
国
民
」
と
呼
ん
だ
の
は
公
の
友
人
、
ヘ
ン
リ
l
・
コ
l
ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は

続
け
て
、

万
国
博
覧
会
が
終
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
昔
ほ
ど
け
ん
か
早
く
も
な
け
れ
ば
、
他
国
民
に

干
渉
も
し
な
い
国
民
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
万
一
国
際
紛
争
が
生
じ
た
ら
、

そ
の
際
と
る
べ
き
真
の
政
策
は
、
防
御
の
側
に
立
ち
、
そ
し
て
、
そ
の
防
御
の
姿
勢
を
く

ず
さ
ず
に
で
き
る
だ
け
の
準
備
を
整
え
、
ま
た
、
防
御
の
側
に
立
つ
こ
と
に
満
足
を
感
じ

る
こ
と
で
あ
る
と
、
万
国
博
覧
会
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

と
信
じ
て
い
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

大
陸
に
は
、
危
険
な
時
代
が
待
ち
構
え
て
い
る
と
い
う
認
識
は
、
一
八
五
一
年
に
あ
っ
て

は
ま
だ
不
十
分
で
、
自
己
満
足
の
気
分
を
打
ち
破
る
ほ
ど
の
勢
い
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

（
八
九
）

ル
l
エ
リ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ

l
ド
（
F
F
4
2＝
ヨ
巧
。
。
仏
語
阻
止
）
卿
が
言
っ
て
い
る
と
う
り
、

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
人
々
は
危
険
な
、
そ
れ
も
彼
ら
が
思
っ
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
危
険

な
中
で
暮
し
て
い
た
。
現
実
世
界
は
機
械
類
な
ど
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
強
力
で
、

人
間
は
弱
く
、
ま
た
、
思
い
も
か
け
な
い
行
動
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
」
疑
い
を
持
つ
と
い
う

要
素
は
、
自
己
を
批
判
す
る
際
の
図
式
に
は
ま
だ
組
み
込
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

将
来
の
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
社
会
体
制
の
主
な
特
徴
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の

英
国
に
あ
っ
て
は
、
実
質
的
に
は
不
変
の
ま
ま
で
終
る
は
ず
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ク
リ
ミ

ア
戦
争
が
安
易
な
晴
眠
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

- 89 -

｝王

，，ー、

一、』J

（
一
七
九
三
ー
一
八
五
二
）

英
国
の
統
計
家
。

〆F町、

一一、」ノ

豆
諸
口
同
の
r
R
Z

二
二
五
年
ラ
ニ
ミ
！
ド
で
英
国
王
ジ
ョ
ン
が
貴
族
に
迫
ら

れ
て
、
承
認
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
自
由
の
特
許
状
。
英
国
憲
法
の
基
礎
と
な
っ
た
。

fヘ

一一一、ーノ

の
O
B
F
2
5

穀
物
の
輸
入
に
重
税
を
－
課
し
た
法
律
。
十
五
世
紀
以
来
、
数
回
に

わ
た
っ
て
発
布
さ
れ
た
が
、
一
八
三
七
年
以
降
は
民
衆
の
反
対
が
盛
ん
で
、
一
八

四
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

（四）

出
2
M円
て

』

o
y
ロ
叶
2
H】同）一ク

ω己
〈
同
印
の
O
ロロ門

（
一
七
八
四
ー
一
八
六
五
）
英
国
の
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の
提
出
計
画
に
断
固
反
対
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
選
挙
法
改
正
案
の
運
命
は
パ

l
マ
ス
ト

ン
の
去
っ
た
あ
と
と
な
っ
て
は
大
変
む
づ
か
し
い
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
政
府
の
運

命
も
同
様
の
事
態
に
立
ち
い
た
っ
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
卿
は
、
も
し
自
分
が
一
八
三
二
年
の
選

挙
法
改
正
案
を
断
固
死
守
す
る
と
い
う
態
度
を
捨
て
、
新
し
い
改
正
案
を
出
す
よ
う
な
こ
と

を
す
れ
ば
、
自
分
の
立
場
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
局
面
に
ぶ
ち
あ
た
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、

も
し
今
の
よ
う
な
静
か
な
と
き
に
広
範
囲
に
わ
た
る
改
革
案
を
出
せ
ば
、
論
議
は
さ
れ
て
も

廃
案
に
な
る
だ
ろ
う
、
か
と
言
っ
て
、
ま
た
、
穏
便
な
法
案
で
は
、

「圧
力
団
体
」
が
猟
犬

の
よ
う
に
自
分
に
飛
び
か
か
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
て
い
た
。
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
は

そ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
法
を
知
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
彼
は
辞
職
す
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

敗
北
し
、
辞
職
す
る
こ
と
を
避
け
る
唯
一
の
方
法
は
、
一
八
五
一
年
の
二
月
危
機
の
際
、

排
除
さ
れ
た
代
案
を
今
一
度
検
討
し
て
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
二
月
以
降
、
政
治
的
必
然

事
と
し
て
は
っ
き
り
し
て
き
た
一
つ
の
こ
と
は
ホ
イ
ッ
グ
と
ピ

l
ル
党
と
の
連
携
で
あ
っ
た

が
、
た
だ
ち
に
そ
れ
が
実
現
す
る
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
座
に
そ
れ
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
ラ
ッ
セ
ル
の
失
脚
に
つ
な
が
っ
た
。
二
月
は
ま
た
し
て
も
残
酷
な
月
と
な

り
、
首
相
は
一
八
五
二
年
二
月
に
辞
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
パ

l
マ
ス
ト

ン
が
彼
に
圧
力
を
か
け
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
保
護
貿
易
論
者
は
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン

が
彼
ら
と
は
協
力
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
に
、
ラ
ッ
セ
ル
追
放
に
手
を
貸
し
た
。
保
護

貿
易
｜
｜
そ
れ
は
今
や
保
護
貿
易
論
者
に
と
っ
て
事
実
上
名
目
だ
け
の
大
義
名
分
と
な
っ
て

い
た
が
ー
ー
を
徐
々
に
捨
て
去
る
こ
と
で
、
彼
ら

は
教
条
主
義
の
奴
隷
と
い
う
地
位
を
脱

し
、
国
民
政
党
と
な
る
長
く
困
難
な
過
程
へ
の
第

一
歩
を
記
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
第
一

歩
は
、
一
八
四
六
年
に
途
絶
え
た
英
国
政
治
の
二
大
政
党
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
に
必
要
な
条
件

で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
ピ

l
ル
党
員
を
も
っ
と
幅
広
い
ホ
イ
ヅ
グ
日
リ
ベ
ラ
ル
党
へ
最
終
的

に
吸
収
す
る
の
に
必
要
な
条
件
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
二
大
政
党
シ
ス
テ
ム
が
再
び
機

能
し
始
め
る
ま
で
は
、
政
府
執
行
部
は
弱
体
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
議
会
改
革
は
そ
れ
を
一
層

弱
体
化
さ
せ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
で
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
が
一
八

五
一
年
の
暮
に
提
案
し
た
改
革
案
を
見
て
の
女
王
の
不
安
は
、

「
民
主
主
義
を
強
め
る
こ
と

は
英
国
政
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
動
揺
さ
せ
、
現
在
で
も
決
し
て
強
力
す
ぎ
は
し
な
い
の
に
政
府

執
行
部
を
一
層
弱
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

七

一
八
五
一
年
の
暮
の
政
府
執
行
部
の
弱
体
ぶ
り
に
女
王
は
不
安
を
抱
い
た
か
も
知
れ
な
い

が
、
世
間
の
大
方
の
人
は
喜
ん
だ
。
彼
ら
が
強
い
政
府
を
望
む
わ
け
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は

干
渉
さ
れ
た
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
女
王
は
パ

l
マ
ス
ト
ン
の
失
脚
を
喜
び
、
一
方
、
一

八
五

一
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
ろ
、
世
の
中
は
概
し
て
、
そ
の
一
年
が
繁
栄
と
進
歩
の
一
年

（
入
八
）

で
あ
っ
た
の
を
喜
ん
で
い
た
。
マ
コ

l
レ
イ
（
玄
白

g
c
－3）
は
「
一
八
五
一
年
と
い
う
年

は
、
平
和
で
、

豊
か
で
、
気
持
の
よ
い
、
無
邪
気
な
喜
び
に
あ
ふ
れ
、
英
国
の
栄
光
を
よ
く

示
し
た
類
い
ま
れ
な
幸
福
な
年
と
し
て
永
く
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
」
と
書
い
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l

・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
は
ク
リ
ス
マ
ス
時
の
読
者
の
た
め
に
、
そ
の
年
の

雰
囲
気
を
伝
え
る
諸
事
件
を
解
説
し
て
み
せ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
と
も
に
過
ご
す
仲
間
の
幸
わ
せ
の
た
め
に
、
誰
に
も
で
き
る
最
大
の
貢

献
は
、
そ
の
仲
間
に
、
彼
ら
に
は
満
足
と
希
望
と
を
持
ち
、
ま
た
、
自
画
自
賛
す
る
だ
け

の
理
由
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
示
し
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
れ

わ
れ
は
、
英
国
社
会
が
心
を
く
す
ぐ
る
教
訓
を
含
ん
だ
説
教
を
今
の
よ
う
に
心
静
か
に
聞

い
て
お
れ
る
と
き
は
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
の
を
う
れ
し
く
思
う
。
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
の

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
過
去
の
い
か
な
る
年
の
瀬
に
比
べ
て
、
よ

し
ん
ば
多
く
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
同
程
度
に
満
足
し
、
感
謝
す
べ
き
実
質
的

な
理
由
が
あ
る
。

口。

同
紙
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
幸
運
な
事
態
が
到
来
し
た
か
の
理
由
を
次
々
と
説
明
し
て

い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
安
い
食
料
が
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
「
衣
服
、
燃
料
、
住

居
、
及
び
交
通
費
が
、
性
格
上
の
欠
点
と
か
、
例
外
的
な
ほ
ど
の
不
運
な
ど
の
た
め
に
、
ま

っ
た
く
の
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
人
々
を
除
い
て
は
、
ど
ん
な
人
の
手
に
も
届
く
範
囲
内
に
あ

っ
た
こ
と
。
」
第
二
に
、
「英
国
が
完
全
に
平
穏
で
あ
り
、
ま
た
、
最
近
は
、
自
尊
心
を
失
わ

な
い
範
囲
内
で
可
能
な
限
り
海
外
と
も
友
好
を
続
け
て
い
る
こ
と
。
」
第
三
に
、
国
の
雰
囲

気
は
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
永
遠
の
進
歩
へ
至
る
道
へ
足
を
踏
み
出
し
て
い

る
こ
と
。
「
こ
の
二
十
年
間
に
、
広
範
囲
に
分
か
れ
た
各
階
層
聞
に
先
例
の
な
い
ほ
ど
の
好

感
情
が
交
わ
さ
れ
、
ま
た
、
国
民
の
礼
儀
作
法
や
人
々
の
道
徳
は
非
常
に
改
善
さ
れ
、
人
情

味
が
あ
っ
て
、
人
の
心
に
も
か
な
う
法
の
精
神
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
一
般
的
な
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三
］
｝
巾
）
卿
を
そ
の
あ
と
釜
に
据
え
た
。
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
夫
君
殿
下
の
友
人
で
、
二
人
は
万

ペ
作
ソ
ナ

－
グ
ラ
テ
イ

国
博
覧
会
の
た
め
の
委
員
会
で
密
接
な
協
力
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
王
室
と
親
密
な
関
係
の
あ

る
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
駐
仏
大
使
の
息
子
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
外
務
省
に
う
っ
て
つ
け

の
人
物
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
彼
は
い
わ
ば
、
大
使
館
育
ち
で
は
な
く
て
、
水
晶
宮

育
ち
で
あ
っ
た
。
一
般
の
人
々
は
王
室
関
係
者
ほ
ど
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

っ
た
。
人
気
の
点
で
は
パ

I
マ
ス
ト
ン
の
ほ
う
が
優
っ
て
い
た
。
内
閣
は
十
二
月
二
十
二
日

に
ラ
ッ
セ
ル
を
支
持
す
る
決
議
を
し
た
が
、
そ
の
二
日
後
に
、
パ

l
マ
ス
ト
ン
失
脚
の

ニ
ュ

ー
ス
が
タ
イ
ム
ズ
紙
に
報
じ
ら
れ
た
。
辞
職
の
噂
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の

ニ
ュ

ー
ス
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
「
更
迭
は
パ
リ
市
民
の
ク

ー
デ
タ
ー
と
同
じ
く
、
ひ
そ
か
に
、

か
っ
、
素
速
く
実
行
さ
れ
た
し
、
ま
た
、
公
式
の
了
承
も
ほ
ぼ
受
け
た
。
」
多
く
の
人
々
は

タ
イ
ム
ズ
の
報
道
を
信
じ
ず
、
何
か
の
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
夕
刊
の
グ

ロ
ー
ブ
紙

を
待
っ
た
。

パ
ー
マ
ス
ト
ン
追
放
の
理
由
は
す
ぐ
に
は
人
々
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
モ
ー
ニ

ン
グ
・

ク
ロ
ニ
ク

ル
紙
は
、
そ
の
わ
け
は
彼
が
、
英
国
が
外
国
の
亡
命
者
た
ち
の

W
容
所
と
な
っ
て

い
る
件
で
オ
ー
ス

ト
リ
ア
と

ロ
シ
ア
の
大
使
と
口
論
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
報
道
を
流

し
た
。

コ
ス

I
ス
問
題
は
ま
だ
尾
を
ひ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
少
し
た
っ
て
や
っ
と
次
の
よ

う
な

ニ
ュ
ー
ス
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
問
題
が

「
異
常
な

行
動
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
し
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
意
志
疎
通
を
は
か
る
ル
l
ト

が
二
つ
の
ま
っ
た
く
新
し
い
、
対
抗
的
な
も
の
と
な
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
」
と
、
次
に
、

最
近

「
パ
I
マ
ス
ト
ン
卿
は
、
彼
の
言
動
に
は
全
閣
僚
が
責
任
を
分
担
し
て
い
る
と
い
う
事

実
を
完
全
に
無
視
し
て
、

勝
手
な
、
自
分
だ
け
の
行
動
を
と
っ
て
い
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
聞
の
読
者
が
非
常
に
人
気
の
あ
っ
た
外
相
の
失
脚
に
当
惑
し
、
ろ
う
ば
い
し
た
の
に
反

し
、
女
王
は
、
女
王
の
考
え
に
よ
れ
ば
無
思
慮
と
悲
惨
と
の
長
い
一
章
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

も
の
が
、
こ
う
し
て
終
っ
た
、
な
い
し
は
終
っ
た
よ
う
に
見
え
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。
女
王
は

十
二
月
二
十
三
日
、
ベ
ル
ギ
ー
王
に
あ
て
て
、

「
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
陛
下
に
も
同
じ
満

足
と
安
堵
と
を
お
与
え
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
知
ら
せ
を
陛
下
に
お
告
げ
で
き
ま
す

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
は
も
は
や
外
相
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
」

と
手
紙
を
書
い
た
。

一
週
間
後
、
女
王
は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
冷
静
に
考
え
て
み
た
c

「
ど
れ

ほ
ど
の
悲
惨
さ
と
不
運
と
を
こ
う
む
ら
な
く
て
済
ん
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
こ
と
は
、
あ
ま
り

に
も
残
念
で
、
と
て
も
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
や
、
あ
の
男
は
外
務

省
と
は
永
久
に
無
縁
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
聞
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
『
ベ

テ
ラ
ン
』

の
政
治
家

J
1
過
去
の
名
戸
に
し
か
甘
ん
じ
て
い
ら
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
た

ち
は
非
常
な
慰
め
を
感
じ
、
一
方
、
あ
の
男
は
き
っ
と
果
て
し
な
い
悩
み
を
感
じ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
よ
そ
の
慰
め
は
永
く
は
続
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
一
件
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女

王
が
慰
め
を
感
じ
ら
れ
た
一
件
で
は
あ
っ
た
。

女
王
と
夫
君
殿
下
は
パ

l
マ
ス
ト
ン

の
失
脚
に
気
を
強
く
さ
れ
た
。
ジ

ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル

卿
の
政
府
は
弱
体
化
し
、
「
瀕
死
」
の
状
態
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル

は
で
き
る
だ
け
注
意
深
く
、パ

I
マ
ス
ト
ン
を
更
迭
す
る
機
会
を
選
び
、
迅
速
に
行
動
し
た
。

（
八
七
）

デ
ィ
ズ
レ

l
リ
が
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
！
？
。

E
o
E巾
口
己
夫
人
に
あ
て
た
悪
意
に
満
ち
た
手

祇
に
あ
る
と
お
り
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
成
功
し
た
た
め
に
、
ジ
ョ

ニ
l
（
訳
注

ラ
ッ
セ
ル
の

こ
と
）
は
ク
ー
デ
タ
ー
趣
味
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
ラ
ッ
セ
ル
は
、
急
進
派
の
み

ん
な
が
み
ん
な
パ

I
マ
ス
ト
ン
と
同
じ
よ
う
な
、

フ
ラ
ン
ス
新
政
府
へ
の
友
好
的
な
接
近
の

仕
方
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
希
望
し
、
ま
た
、

急
進
派
の
人
と
い
え
ど
も
、
血
に
汚
れ
た
独

裁
政
治
を
嫌
う
気
持
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

政
界
の
急
進
派
の
と
り
で
で
あ
る
パ

l
マ
ス
ト
ン

へ
の
信
頼
の
気
持
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
希
望
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
こ
う
い

う
希
望
を
抱
い
て
い
た
。
そ
し
て
短
期
的
な
見
方
を
す
る
と
そ
の
希
望
は
正
し
か
っ
た
の
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
希
望
と
は
、
パ

ー
マ
ス
ト
ン
が
同
僚
に
対
し
、
ま
た
、

こ
れ
は
あ
ま

り
公
然
と
は
口
に
出
せ
な
い
が
、
女
王
に
対
し
て
も
、
勝
手
に
振
る
舞
っ
た
こ
と
が
人
々
の

不
評
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
希

望
の
全
部
を
以
て
し
て
も
、
急
進
派
と
「
無
派
間
」
の
議
員
の
双
方
の
忠
誠
を
勝
ち
取
る
こ

と
の
で
き
る
強
烈
な
個
性
を
も
っ
人
を
政
府
が
失
っ
た
損
失
は
カ
バ
ー
で
き
な
か
っ
た
。
同

僚
の
一
人
は
、
「
パ

l
マ
ス
ト
ン
は
す
ぐ
れ
た
性
格
と
礼
儀
正
し
さ
と
も
て
な
し
の
良
さ
の

た
め
、
多
く
の
友
人
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は
政
府
の
ほ
か
の
誰
に
も
ま
ね
で
き
な

い
ほ
ど
見
事
に
、
反
対
者
の
怒
り
を
そ
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。
パ
ー
マ

ス
ト
ン
は
更
迭
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
に
あ
っ
て
も
、
自
分
の
後
継
者
た
る
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ル
と
友
好
的
、
か
っ
、
協
力
的
で
あ
ろ
う
と
努
め
さ
え
し
た
。

一
八
五
一

年
の
暮
の
数
ヶ
月
に
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
を
急
進
派
が
支
持
す
る
こ
と
の
矛
盾
が

す
べ
て
顕
著
に
示
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン

は
ロ
シ
ア
、

及
び
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
皇
帝
は

「
憎
む
べ
き
、
の
ろ
わ
し
い
暗
殺
者
」
で
あ
り
、

「
無
慈
悲
な
暴
君
で
あ
り
、

独
裁
者
」
で
あ
る
と
い
う
演
説
に
耳
を
傾
け
て
い
る
一
方
で
、
被
は
ま
た
ラ
ッ
セ
ル
の
新
し

い
改
革
案
、
す
な
わ
ち
、
彼
が
二
月
に
約
束
し
て
以
来
、
待
望
久
し
か
っ
た
選
挙
法
改
正
案

- 87 -
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受
け
、
彼
の
堂
々
た
る
自
由
擁
護
論
や
、
国
際
関
係
の
著
し
い
特
徴
を
流
暢
な
英
語
で
見
事

に
解
析
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
品
も
ち
な
ら
ぬ
賛
辞
す
ら
も
が
寄
せ
ら
れ
た
。
女
王
は
パ

ー

マ
ス

ト
ン
と

コ
ス

l
ス
が
会
う
こ
と
を
恐
れ
、
ア
ル
バ

l
ト
公
も
、
も
し
二
人
が
会
え
ば
、

「も
っ
と
も
ま
ず
い
こ
と
」
が
生
じ
る
だ
ろ
う
と
恐
れ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
が
パ

l
マ
ス
ト
ン
に
、

コ
ス

I
ス
に
会
わ
な
い
よ
う
に
「
強
く
要
求
し
た
」
と
き
、
外
相
パ

l
マ
ス
ト
ン
は
、
自
分

の
家
に
誰
は
迎
え
て
良
い
、
誰
は
い
け
な
い
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
人
か
ら
命
じ
ら
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。
「
私
は
自
ら
の
分
別
を
用
い
る
。
：
；
：
貴
殿
だ
っ

て
、
も
ち
ろ
ん
、
組
閣
に

あ
た
っ
て
は
貴
殿
の
分
別
を
用
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
に
べ
な
い
返
答
を
し
た
。

内
閣
は
ラ
ッ
セ
ル
を
支
持
し
た
。
そ
し
て
パ

l
マス

ト
ン
も

コ
ス

l
ス
に
会
い
は
し
な
か
っ

た
。
彼
は

ロ
ン
ド
ン
郊
外
か
ら
来
た
急
進
的
な
代
表
団
と
は
会
っ
た
が
、
そ
の
と
き
彼
ら
は

彼
の
面
前
で

コ
ス
l
ス
の
勇
敢
な
戦
い
を
派
手
な
言
葉
で
賞
讃
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
独
立
の
敵

で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ロ
シ
ア
の
皇
帝
の
行
為
を
非
難
し
た
。

（
八
六
）

コ
ス
l
ス
の
一
件
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
（

Z
3
0］

g
ロ
）
の
ク
ー
デ
タ
ー
の

ニ
ュ
ー
ス
が
ロ
ン

ド
ン
に
届
い
た
と
き
も
、
ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
で
あ
る
ル
イ
・
ナ

ポ
リ
テ
イ
1
ク
・
ド
・
パ
ス
キ
ユ
作

ポ
レ
オ
ン
は
議
会
を
解
散
し
、
す
べ
て
の
権
力
を
要
求
し
た
。
バ
ラ
ン
ス

の
政
治
は
パ
リ
で

は
終
っ
て
お
り
、
軍
の
深
夜
の
蛮
行
が
そ
れ
に
と
っ
て
代
っ
て
い
た
。

「十
二
月
の
男
」
｜
｜

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
こ
の
仇
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
｜
｜
の
登
場
で
あ
る
。
博
覧
会

に
展
示
さ
れ
て
い
た
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
か
げ
で
、
十
二
人
の
人
が
殺
さ
れ
た
。

一
八
四
八
年
の

事
件
か
ら
ひ
き
続
い
て
起
っ
て
い
た
一
連
の
革
命
と
反
革
命
と
の
最
後
の
大
事
件
で
あ
る
こ

の
フ
ラ
ン
ス
の
危
機
が
与
え
た
衝
撃
か
ら
、
英
国
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る。

「
わ
れ
わ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
る
す
べ
て
の
爆
発
と
か
異
変
と
か
の
電
撃
を
感
じ
る

よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
」
と
ク
オ
ー
タ
リ
ー
－
レ
ヴ
ュ

l
紙
は
書
い
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
の
こ
ろ
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
電
信
機
器
に
よ
っ
て
英
国

へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
デ
イ
リ
ー
－
ニ

ュ
ー
ズ
紙
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
共
鳴
者
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
パ

I
マス

ト
ン
が
他
の
閣
僚
と
意
見
が
衝
突
し
た
と
い
う
噂
が
直
ち
に
掲
載
さ
れ
、

「
パ
リ
か
ら
驚
く
べ
き
至
急
報
が
届
く
や
い
な
や
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
は
す
で
に
閣
外
に
去

っ
た
と
い
う
報
告
が
届
い
て
い
る
。
」
と
書
か
れ
た
。
し
か
し
、そ
の
噂
は
ほ
ど
な
く
忘
れ
ら

れ
、
十
二
月
十
六
日
、
各
紙
は
、
大
臣
た
ち
が
「
フ
ラ
ン
ス
と
比
べ
、
英
国
の
情
勢
が
き
わ

め
て
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
お
互
い
に
、
間
違
い
な
く
喜
び
合
い
な
が
ら
」
ク
リ
ス
マ
ス
休

暇
を
過
ご
す
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
を
静
か
に
離
れ
つ
つ
あ
る
、
と
報
じ
た
。

一
皮
む
け
ば
、
閣
内
の
情
勢
は
平
穏
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
ク

ー
デ
タ
ー
の
二
日
後
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
ラ
ッ
セ
ル
に
手
紙
を
送
り
、
パ
リ
に
居
る
英
国
大
使
ノ
l
マ
ン
ビ
イ

（Z
2
5
2ご
）
公
に
、
目
下
進
行
中
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
完
全
に
消
極
策
を
続
け
、
い

か
な
る
役
目
を
も
果
た
さ
ず
、
ま
た
、
い
か
な
る
注
釈
も
加
え
な
い
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と

は
非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
説
い
た
。
女
王
の
忠
告
は
遅
す
ぎ
た
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
す
で

に
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
フ
ラ
ン
ス
在
外
使
臣
ヴ
ァ

l
レ
フ
ス
キ
イ
（
巧
巳
σ名目

E
）
に
ク
ー
デ

タ
ー
に
対
す
る
「
個
人
的
」
賛
意
を
表
し
、
ノ
l
マ
ン
ビ
イ
に
は
、
彼
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
敵

意
を
抱
い
て
い
る
と
し
て
非
難
の
意
を
表
明
し
、
。ハ

リ
で
の
事
件
の
成
り
行
き
を
も
っ
と
同

情
的
に
報
告
せ
よ
、
と
い
う
手
紙
を
書
き
始
め
て
い
た
。

ノ
l
マ
ン
ピ

イ
の
義
兄
弟
の
フ
ィ
プ
ス
大
佐
（
の
o

－oロ
己
巴
己
宅
凶
）
は
夫
君
殿
下
の
秘
書

官
で
あ
っ
た
。
ノ
l
マ
ン
ピ
イ
夫
人
は
大
佐
に
非
公
式
に
、
パ

ー
マ
ス
ト
ン
一
流
の
、
「
き

わ
め
て
軽
薄
な
」
行
為
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ
た
。
あ
の
人
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
ほ
ど
の

向
う
見
ず
な
振
る
舞
い
を
し
た
の
で
す
。
「
あ
の
人
は
政
体
の
理
念
を
愚

ろ
う
し
、
国
会

議
員
た
ち
に
何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
方
を
あ
ざ
け
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
（
英
国
人
）
ク
ラ
ブ
に
銃
弾
が
打
ち
込
ま
れ
、
中
に
い
る
英
国
人
が
兵
士
た
ち
に
あ
わ
や

殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
こ
と
を
笑
い
、
ま
た
、
そ
れ
を
冗
談
の
種
に
し
て

い
に
し

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ノ
l
マ
ン
ピ
イ
は

『
古
え
の
ロ

l
マ
市
民
』
で
あ
る
英
国
人
の
手
を
銃

弾
が
か
す
め
た
の
に
、
そ
れ
を
忘
れ
て
、
同
じ
銃
弾
が
鏡
を
く
だ
い
た
こ
と
を
く
よ
く
よ
し

て
い
る
の
だ
と
パ

l
マ
ス
ト
ン
は
言
っ

て
い
る
の
で
す
。
」
つ
い
一
年
前
、
ド
ン
・
パ
シ
フ

コ

（ロ
o
ロ

3
巳

r。
）
会
議
の
席
で
、
た
ま
た
ま
英
国
民
の

一
人
と
な
っ
て
い
た
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ル
の
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
利
を
弁
護
し
て
、
パ

ー
マ
ス
ト
ン
自
身
が
、
有
名
な

「
わ
れ
、
古

え
の
ロ

I
マ
人
な
り
」
と
い
う
演
説
を
行
っ
て
、
そ
の
中
で
英
国
民
す
べ
て
の
利
益
を
勇
敢

に
守
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
と
、
さ
き
の
振
る
舞
い
と
を
果
し
て

ど
う
一
致
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
し

ょ
う
か
。

十
二
月
十
三
日
、
女
王
は
、
ヴ
ァ

l
レ
フ
ス
キ
イ
と
パ

l
マ
ス
ト
ン
と
の
会
談
に
関
す
る

ノ
l
マ
ン
ピ
イ
か
ら
の
至
急
便
を
同
封
し
た
手
紙
を
送
り
、
「
ジ
ョ
ン
卿
に
お
か
れ
て
は
、

ク
ー
デ
タ
ー
に
賛
意
が
表
さ
れ
た
や
に
聞
く
が
、
何
か
御
存
知
か
。
も
し
そ
ん
な
事
実
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
英
国
政
府
の
誠
実
さ
と
威
厳
と
は
ま
た
し
て
も
全
世
界
の
目
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
よ
。
」
と
述
べ
た
。

ラ
ッ
セ
ル
は
パ

l
マ
ス
ト
ン
か
ら
き
わ
め
て
不
満
足
な
説
明
し
か
得
ら
れ
ず
、
彼
に
、
外

務
大
臣
に
代
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
督
の
地
位
を
申
し
出
た
が
、
パ

ー
マ
ス
ト
ン
が
非
常
に
格

の
下
が
る
こ
の
地
位
を
拒
む
と
、
つ
い
に
彼
を
解
任
し
、
穏
健
派
の
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
（
の
門

g
a

- 86 -



平
和
の
重
要
性
は
二
つ
の
原
理
で
色
彩
ら
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
人
の
感
じ
で
は
、
そ
れ

は
キ
リ
ス
ト
教
と
自
由
貿
易
と
い
う
、
同
一
原
理
の
二
つ
の
面
で
あ
っ
た
。
新
聞
は
読
者
に

一
八
四
六
年
の
穀
物
条
令
の
廃
止
と
一
八
五
一
年
の
国
際
的
な
取
引
の
調
和
の
望
み
の
関
連

を
思
い
起
さ
せ
る
あ
い
だ
に
、
大
主
教
の
開
会
式
の
祈
り
は
、
第
一
級
の
賓
客
に
、
す
べ
て

の
富
は
神
の
御
恵
み
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
英
国
は
、
神
の
恵
み
に
特
に
感
謝
、
と
り

わ
け
、

「域
内
と
王
室
に
溢
る
平
和
」
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
が
よ
い
、
と
い
う
気
持
を
呼

び
お
こ
し
た
。
賓
客
は
「
地
球
上
の
い
ろ
い
ろ
な
民
族
を
、
平
和
と
協
調
の
紳
で
結
び
合
せ

る
」
崇
高
な
目
的
を
果
す
と
き
に
、
神
よ
我
等
を
助
け
給
え
、
と
共
に
祈
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の

だ
。
世
界
と
そ
こ
に
住
む
人
々
も
神
の
創
造
物
な
の
だ
。
女
王
は
、
万
国
博
覧
会
開
幕
三
日

後
説
教
者
は
そ
が
の
式
典
に
言
及
し
聖
句
と
し
て
「
神
は
地
上
に
す
む
す
べ
て
の
民
族
を
一

つ
の
血
を
も
て
創
り
給
え
り
。
」
と
い
う
一
節
を
使
っ
た
「
素
晴
し
い
説
教
」
を
き
斗
満
足

さ
れ
た
。

平
和
の
望
み
は
や
が
て
打
砕
か
れ
た
。
当
時
の
す
〈
筆
家
に
は
、
そ
れ
が
余
り
大
袈
裟
に

言
わ
れ
る
よ
う
に
思
え
た
。
エ
ク
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
は
「
背
酷
な
事
実
が
華
や

か
な
表
面
の
蔭
で
の
た
う
っ
て
い
る
。
」
と
言
い
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
宣
伝
「
世
界

連
邦
政
府
」
が
、
楽
天
主
義
に

一
瞬
先
だ
っ
て
、
戦
争
時
代
の
前
触
れ
と
し
て
如
何
に
役
に

立
っ
た
か
を
指
摘
し
た
。

「歓
喜
の
涙
」
は
血
涙
と
な
り
、
大
地
を
し
と
と
濡
ら
し
た
。
こ

う
い
う
言
葉
は
、
同
じ
よ
う
な
恐
怖
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
万
国
博
覧
会
の
最
終
日
は
湿
っ
ぽ
く
、
重
苦
し
く
、
そ
の
年
の

暮
ま
で
に
工
事
請
負
業
者
が
水
晶
宮
の
屋
根
剥
ぎ
を
始
め
る
間
も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
事
件

が
新
世
界
誕
生
の
確
信
を
無
惨
に
粉
砕
し
た
こ
と
は

一
つ
の
前
兆
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
ま
た
、
そ
れ
が
ラ
ッ
セ
ル
政
府
の
夏
の
日
の
静
寂
を
打
ち
破
っ
た
の
で
あ
る
。

...L.. 
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万
国
博
覧
会
は
、
英
国
の
製
造
業
が
他
国
の
そ
れ
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
由
貿

易
と
世
界
平
和
の
素
晴
し
さ
を
世
に
示
す
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
英
国
の
政
治
体
制
の
魅
力

を
外
国
人
に
知
ら
し
め
よ
う
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
た
。
グ
ロ
ス
タ
l

（の一
o
c
o
g
Z円）

公
爵
夫
人
は
博
覧
会
が
開
会
さ
れ
た
翌
日
、
女
王
に

「
私
ど
も
が
皆
一
様
に
喜
ん
で
お
り
ま

す
こ
と
は
、
他
国
の
人
々
が
あ
な
た
様
並
び
に
御
家
族
に
人
々
が
愛
情
を
お
寄
せ
し
て
い
る

こ
と
、
な
ら
び
に
英
国
民
が
王
室
を
愛
し
、
尊
敬
申
し
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
目
の
あ
た
り
に

し
た
と
言
う
こ
と
で
す
よ
と
い
う
手
紙
を
送
っ
た
口
外
国
人
は
そ
う
簡
単
に
は
そ
う
い
う

教
訓
を
学
び
と
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
九
月
三
十
日
、
女
王
は
ベ
ル
ギ
ー
国
王
に
、

当

時
む
づ
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
王
室
の
地
位
に
つ
い
て
、
も
し
王
室
が
立
派
に
、
卒
直
に
振

る
舞
え
ば
、
王
室
の
地
位
の
「
む
づ
か
し
さ
は
は
る
か
に
少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
」
と
の
手

紙
を
送
っ
た
。
す
べ
て
の
理
性
的
な
人
や
善
意
の
気
持
を
持
っ
た
人
を
納
得
さ
せ
る
例
の
特

権
（
訳
注
普
通
選
挙
権
の
こ
と
）
を
徐
々
に
人
々
に
与
え
る
こ
と
は
、

「
共
産
主
義
的
な

共
和
論
者
の
力
を
弱
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
：
：
：
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
専
制
政
治
や
抑

圧
へ
の
復
古
運
動
が
現
在
の
人
々
の
声
で
あ
り
、
行
動
原
理
な
の
で
す
。
そ
し
て
す
べ
て
の

（
入
四
）

新
聞
や
書
物
は
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
（
E
Z
Z
E
R
r）
の
時
代
の
よ
う
に
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
、

禁
じ
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
」

女
王
と
夫
君
殿
下
は
王
室
の
義
務
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
外
務
大
臣
の
行
動
と
責
任
に

つ
い
て
も
強
硬
な
意
見
を
有
し
て
い
た
。
女
王
と
殿
下
は
一
八
五

O
年
に
は
外
務
大
臣
パ

ー

マ
ス
ト
ン
と
幾
度
も
衝
突
し
、
女
王
は
ラ
ッ
セ
ル
に
彼
を
ち
が
っ
た
役
職
へ
移
す
か
、
閣
外

へ
去
ら
せ
る
よ
う
、
強
く
説
得
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
関
し
て
、
女
王
と
パ

l
マ
ス
ト

ン
と
の
見
解
は
ま
っ
向
か
ら
対
立
し
た
。
二
月
危
機
は
パ

I
マ
ス
ト
ン
を
追
放
す
る
良
い
機

会
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
が
、
ラ
ッ
セ
ル
は
た
だ
ち
に
彼
を
更
迭
し
よ
う
と
は
考
え
な
か
っ

た
。
ラ
ッ
セ
ル
は
「
わ
が
党
が
ま
た
一
つ
に
団
結
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
る
ま
い
。
だ
か
ら
、

派
閥
に
分
裂
が
生
じ
る
と
、
次
々
に
そ
れ
が
議
員
に
波
及
し
、
致
命
的
な
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

と
書
い
て
い
る
。
ラ
ッ
セ
ル
は
、
自
分
が
政
府
の
弱
い
構
成
分
子
で
あ
り
、
一
方
、
パ

1
マ

ス
ト
ン
は
強
い
構
成
分
子
で
あ
っ
て
、
外
務
大
臣
を
更
迭
す
る
こ
と
は
行
政
機
能
を
破
壊
す

る
こ
と
に
な
る
の
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
人
に
も
そ
う
語
っ
た
。
彼
は
イ
ー
ス
タ
ー
休
暇
の

あ
い
だ
に
パ

l
マ
ス
ト
ン
を
更
迭
す
ベ
く
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
イ

ー
ス
タ
ー
が
来
た
と
き
、
こ
の
件
は
や
は
り
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
と
言
明
し
た
。
パ
ー
マ
ス
ト

ン
の
追
放
は
無
期
限
に
延
ば
さ
れ
、
そ
し
て
博
覧
会
と
な
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
問
題
は
す
べ

て
影
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
入
五
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
追
放
さ
れ
た
民
族
主
義
者
の
ル
イ
・
コ
ス

I
ス（
F
o巳
回
開

o
m
m
E
r）
が
英

国
を
訪
問
し
、
女
王
と
外
務
大
臣
と
の
あ
い
だ
の
対
立
が
再
燃
し
始
め
、
ま
た
、
外
務
大
臣

と
首
一
相
と
の
対
立
が
生
じ
た
と
き
、
パ
ー
マ
ス
ト

γ
更
迭
問
題
は
ほ
と
ん
ど
片
付
い
て
な

か
っ
た
。
コ
ス

l
ス
の
訪
問
は
人
々
の
注
目
を
集
め
た
そ
の
年
の
大
事
件
の

一つ

で
あ
っ

た
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
の
み
な
ら
ず
、
地
方
に
お
い
て
も
行
く
先
々
で
多
数
の
人
々
の
歓
待
を

「

D
口
O
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対
す
る
彼
等
の
確
信
と
期
待
と
同
じ
く
意
味
が
あ
っ
た
、
と
考
え
て
来
た
。
し
か
し
、
断
定

は
難
し
い
。
万
国
博
覧
会
客
の
二
人
の
青
年
の

一
人
二
O
才
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・ホ

ィ
ト
リ
ー

（巧
己－
E
E
巧

E
Z－4
）
は
、
ガ
ラ
ス
建
築
に
大
い
に
感
動
し
て
、
正
面
が
ガ
ラ
ス
張
り

の
よ
ろ
ず
屋
風
の
小
売
店
の
夢
を
描
き
始
め
た
。
も
う
一
人
の
十
七
才
の
青
年
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
モ
リ
ス
（
4
5一一
E
S
E
o口広）

は
、
万
国
博
覧
会
を
見
て
す
っ
か
り
動
揺
し
、
展
示
物
全

体
を

「驚
く
べ
き
醜
悪
さ
」
と
言
っ
た
。
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ヤ
朝
中
期
の
意
匠
ば
か
り
で
な
く
、

社
会
に
対
す
る
彼
の
反
抗
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
時
代
思
潮
の
激
し
い
変
化
を
表
わ
し
て
い

た
。
も
し
も
万
国
博
覧
会
が
当
時
の
優
れ
た
建
築
家
、土〈
君
殿
下
、
そ
し
て
疲
わ
を
知
ら
ぬ

彼
の
同
僚
で
、
庶
民
の
夫
君
殿
下
と
書
き
立
て
ら
れ
て
来
た
、
ヘ
ン
リ
l

・
コ
1
ル
等
の
手

で
計
画
さ
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
な
ら
ば
、
新
し
い
も
の
と
古
い
も
の
、
復
活
と
予
見

と
が
と
も
に
適
切
に
表
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
等
の
野
心
的
な
国
際
的
展
覧
会
計

画
の
因
は
非
常
に
と
る
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
王

立
美
術
協
会
は
、
一
七
六
一

年
以

来
、
農
業
と
産
業
機
械
に
懸
賞
を
出
し
て
来
た
が
、
一
八
四
四
・
五
年
に
は
二

つ
の
特
別
小

展
示
会
を
催
し
た
。
そ
の
会
は
芸
術
と
高
度
の
機
械
技
術
を
結
び
つ
け
る
可
能
性
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
の
だ
。
行
政
の
中
央
集
権
化
に
賛
成
し
て
い
る
官
僚
コ

l
ル
は
、
茶
器
セ
ッ
ト

の
モ
デ
ル
を
出
品
し
、
銀
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
協
会
の
指
導
会
員
に
な
っ

た
。
彼
は

「自
ら
の
手
で
や
り
た
い
も
の
は
、
す
べ
て
、
自
ら
の
力
で
せ
よ
。」
と
い
う
言

葉
を
自
伝
の
標
題
に
使
っ
た
こ
と
を
正
当
化
す
る
協
会
の
計
画
に
精
魂
を
傾
け
た
の
だ
。
夫

君
殿
下
と
彼
は
、
最
初
に
王
立
協
会
、
次
に
は
王
立
委
員
会
を
通
し
て
働
き
、

最
後
に
万
国

博
覧
会
の
規
模
と
壮
大
さ
の
直
接
責
任
者
と
な
っ
た
。
「
世
界
史
上
初
め
て
、

芸
術
、
科
学
、

商
業
各
界
の
人
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
か
ら
文
明
国
の
存
在
目
的
を
論
じ
、
推
進
す
る
た

め
に
、
一

堂
に
会
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
」
と
コ

l
ル
は
芸
術
院
会
員
に
語
っ
た
。

万
国
博
覧
会
に
は
、
産
業
お
よ
び
精
神
的
な
目
的
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
対
象
課
題
に

よ
っ
て
一
定
の
間
隔
に
区
切
ら
れ
た
時
代
に
つ
い
て
、
連
続
解
説
が
さ
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ

て
い
た
。
二
つ
の
労
働
主
題
｜
｜
即
ち
、
労
働
と
平
和
主
義
が
最
も
強
調
さ
れ
た
。

労
働
主
義
が
最
優
先
し
た
。
万
国
博
覧
会
は

「
世
界
の
働
き
蜂
を
讃
え
、
居
候
の
雄
蜂
に

無
言
の
反
省
を
促
す
た
め
に
計
画
さ
れ
た
の
だ
。
「
あ
ら
ゆ
る
型
の
働
き
蜂
が
本
当
に
す
ぐ

れ
た
人
物
と
し
て
優
位
に
立
つ
。
」
万
国
博
覧
会
メ
ダ
ル
に
は
、
一

f

そ
の
美
し
い
労
働
の
掌

は
仕
事
の
勲
章
」
（
司
己
与

2

2
ニ
Z
F
σ
0円
七
回
一
自
由
仏
ゅの
O

吋白門何

一回
寸
。
門
店
出
）
と
い
う
言
葉

が
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
祭
典
で
は
、
産
業
界
の
指
導
者
ば
か
り
で
な
く
手
工
業
労

働
者
も
忘
れ
ら
れ
ぬ
人
々
で
あ
っ
た
。
夫
君
殿
下
は
労
働
階
扱
の
条
件
改
善
協
会
の
一
八
四

四
年
の
総
裁
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

一
八
五
一
年
、
彼
は
、
労
働
者
モ
デ
ル
住
宅
を
既

（八
一一一）

に
建
て
た
こ
と
が
あ
る
へ
ン
リ
l

・
ロパ

l
ツ
（

Z
gミ
同

o
Zユ
凹
）
に
委
任
し
て
、
ナ
イ

ト
ブ
リ
ッ
ヂ
（
同
E
m
r
z
σ
ユ
牛
肉
巾
）
騎
兵
隊
に
隣
接
す
る
一
画
に
、
万
国
博
覧
会
用
の
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
さ
せ
た
。
見
物
客
の
関
心
は
否
応
な
し
に
貧
し
い
人
達
の
生
活
条
件
に
集

中
し
た
。
次
に
間
接
的
に
せ
よ
、
万
国
博
覧
会
は
既
に
オ
l
ル
ト
ン

・
ロ
ッ

ク
で
提
起
さ
れ

た
の
と
同
じ
一
連
の
問
題
に
注
意
を
集
め
た
。
「
我
々
は
見
栄
を
張
っ
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

楽
し
い
ぜ
い
た
く
品
を
誇
示
し
、
そ
れ
に
感
到
す
べ
き
人
の
状
態
を
暴
露
す
る
の
は
恥
し
い

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
よ
と
い
う
疑
問
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
当
時
の
そ
の
他
の
大
問
題
と
同
様
に
避
け
ら
れ
ぬ
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
物

質
的
精
神
的
進
歩
の
矛
盾
と
調
和
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
万
国
博
覧
会
の
幕
開
き
に
於
け

る
カ
ン
夕
、
ベ

l
僧
正
の
祈
り
は
、
神
が
手
控
ら
れ
で
も
当
然
至
極
と
思
わ
れ
る
思
恵
を
、
倍

も
授
か
っ
た
幸
福
な
国
民
の
祈
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
、
す
べ
て
の
疑
問
が
棚
上

げ
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

「
全
世
界
を
手
中
に
し
て
も
、
人
聞
が
魂
を
喪
失
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
何
の
い
t

ふ
こ
と
が
あ
ろ
う
か。」

平
和
主
義
は
労
働
主
義
と
同
じ
く
熱
烈
に
強
調
さ
れ
た
。

一
八
五
一
年
ま
で
に
、
多
く
の

産
業
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
。

一
八
五
一
年
の
万
国
博
覧
会
の
特
色
は
世
界
的
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る。

「
パ
ク
ス
ト
ン
よ
進
め
」

「
ガ
ラ
ス
と
鉄
を
利
用
し
、

美
と
力
と
が
手

を
結
び
、
世
界
の
産
業
館
を
建
て
る
の
だ
。
」
と
ア

ル
パ

l
ト
公
が
言
う
と
こ
ろ
を
パ
ン
チ

は
描
い
た
。
工
業
と
技
術
が
正
し
く
競
り
合
い
、
世
界
の
国
々
は
新
し
い
友
愛
関
係
を
見
出

す
の
だ
。
水
品
宮
は
世
界
の
民
族
が
一
つ
屋
根
の
下
に
集
い
、
互
に
握
手
を
交
す
平
和
の
殿

堂
と
考
え
ら
れ
た
。
パ
ク

ス
ト
ン
は
世
界
の
民
衆
と
と
も
に
。
（
E
E
O
D
〈

O
E
m
2
5）

- 84 -

植
樹
さ
れ
る
木
の
中
の
王
者
は
、
ハ
イ
ド
・
パ

l
ク
の
パ
ク
ス
ト
ン
宮
殿
に
根
を
下

す
こ
と
が
待
た
れ
る
巨
大
な
オ
リ
ー
ブ
の
木
な
の
だ
。
そ
れ
は
全
世
界
の
商
業
の
記
念

品
を
収
め
る
ガ
ラ
ス
の
殿
堂
に
力
付
け
ら
れ
、
庇
護
を
受
け
る
オ
リ
ー
ブ
の
木
。
多
彩

な
人
間
家
族
が
手
塩
に
か
け
て
創
り
上
げ
た
本
当
の
平
和
会
議
な
の
だ
。
オ
リ
ー
ブ
勲

章
が
あ
っ

て
は
な
ら
ぬ
理
由
が
判
ら
な
い
。
ア
ル
パ

l
ト
公
は
そ
れ
を
思
い
付
か
ぬ
の

だ
ろ
う
か
？



水
晶
宮
用
の
材
料
は
全
て
相
互
入
替
え
が
効
き
、
柱
、
桁
、
樋
、
窓
枠
は
建
物
全
体
を
通
し

て
同
一
規
格
で
あ
っ
た
。
殿
堂
完
成
を
待
た
ず
、
展
示
物
の
現
物
が
殺
到
し
始
め
、
五
月
一

日
の
公
式
の
開
会
日
、
未
到
着
の
展
示
物
は

ロ
シ
ヤ
の
出
品
物
だ
け
で
あ
っ
た
。
計
画
は
完

壁
で
あ
っ
た
。

出
品
者
は
二
二
、
0
0
0人
を
越
え
、
万
国
博
覧
会
会
場
全
体
の
半
分
は
大
英
帝
国
と
そ

の
植
民
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
残
り
の
半
分
が
外
国
勢
で
、
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ

ツ
が
最
も
主
な
国
で
あ
っ
た
。
展
示
品
は

一
八
五
一
年
に
頭
角
を
現
し
た
人
物
の
一
人
、
青

年
科
学
者
で
、
優
秀
な
官
吏
で
も
あ
る
勤
勉
な
学
者
ラ
イ
ア
ン
・
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
（

F
3ロ

（
七
八
）

E
ミ
FFH）

の
計
画
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
式
の
抽
象
概
念
に
基
づ

い
た
綿
倒
な
分
類
法
を
排
し
、
品
物
を
四
グ
ル
ー
プ
、
即
ち
原
料
、
生
産
機
械
、
工
業
製
品
、

芸
術
品
に
分
け
て
展
示
し
た
。

全
体
的
に
見
る
と
、
品
物
は
新
旧
の
合
流
を
示
唆
し
て
い
た
。
機
械
類
は
日
の
出
の
勢
い

で
あ
り
、
一
方
、
手
工
芸
品
も
尚
全
体
と
し
て
騒
を
見
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。
合
衆
国
製
の

（

七

九

）

（

八

O
）

ミ
シ
ン
、
ォ
I
ル
ダ
ム
（
O
E
E
B）
製
の
綿
操
り
機
と

一
緒
に
バ
ル
セ

ロ
ナ
（
回
白
円
2
一0
5）

（
入
ご

産
の
き
め
細
か
な
レ

l
ス
編
や
セ
l
ヴ
ル
（
印
加
〈
円
2
）
産
の
陶
器
が
あ
っ
た
。

と
り
入
れ
道
具
に
耕
作
機

糸
車
、
紡
ぎ
車
に
発
動
機

陽
の
さ
ふ
ぬ
山
に
眠
る

鉄
、
黄
金
、
石
炭
と
ぶ
ど
う
酒

美
し
い
も
の
、
役
に
立
つ
も
の

す
べ
て
が

こ
の
麗
わ
し
い
世
界
の
産
物
な
の
だ
。
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機
械
の
広
場
は
水
晶
宮
の
中
で
最
も
騒
し
く
人
気
の
あ
る
見
世
場
で
あ
っ
た
。
作
業
着
姿

の
農
夫
の
群
が
農
機
具
を
感
心
し
て
見
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
製
の
最
新
式
収
穫

機
械
も
あ
っ
た
。

リ
l
ズ
（
戸
内
え
る
や
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
か
ら
来
た
職
工
達
は
ジ
ャ
ッ
カ
ル

ド

G
R
A
S
L）
糸
車
や
デ
ラ
ル
l

（巴
σ
一白
河口
ゆ
）
製
の
包
装
機
に
群
が
っ
て
い
た
。
女
王

自
身
は
一
週
間
に
五

0
0
0万
個
の
メ
ダ
ル
を
製
造
す
る
機
械
に
特
に
興
味
を
持
た
れ
た
。

女
王
は
更
に
電
報
に
讃
嘆
の
限
を
見
張
り
、
エ
ジ
ン
パ
ラ
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
の
人
々
に
し

か
る
べ
き
お
言
葉
を
送
ら
れ
た
。
展
示
中
の
機
械
は
実
用
的
と
い
う
よ
り
も
巧
妙
な
も
の
が

多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
展
示
中
の
小
道
具
の
中
に
は

「
特
定
の
時
刻
に
起
し
て
く
れ
る
目

覚
し
・
時
計
付
ベ
ッ
ド
」
と
か
ご
流
投
手
が
い
な
い
時
に
代
役
を
す
る
ク
リ
ケ
ッ
ト
用
投
球

機
」
が
あ
っ
た
。

ニ
コ
ラ
ス
・

ベ
ヴ
ス
ナ
l

（Z
F
o
z
c
m
p〈凹
5
円）

教
授
が
言
っ
て
い
る
様
に
、
一
八
五

一
年
の
展
示
品
に
対
す
る
当
時
の
人
の
反
応
で
は
、
創
意
工
夫
の
誇
り
が
し
ば
し
ば
審
美
的

評
価
に
と
っ
て
代
っ
た
。
当
時
は
標
準
的
な
価
値
基
準
も
様
式
も
な
か
っ
た
。
豊
か
な
曲
線

好
み
や
装
飾
の
氾
濫
を
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
を
凝
ら
し
た
装
の
か
げ
に
隠
す
こ
と
が
出
来
た
。

「
ル
イ
十
四
世
」
は
「
ル
イ
十
五
世
」
と
競
い
、
両
者
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

・
イ
タ
リ
ヤ
と
古

代
エ
ジ
プ
ト
と
も
競
い
合
っ
た
。
綿
花
機
械
を
動
か
す
た
め
に
設
計
さ
れ
た
発
動
機
は
甲
虫

仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
大
き
な

「エ

リ
ザ
ベ
ス
朝
風
」
の
戸
棚
は
、
当
時
の
言
い
方
で
「
グ
ッ

タ
ベ
ル
カ
」
と
い
う
ゴ
ム
で
全
部
出
来
て
い
た
。
当
時
、
「
装
飾
過
剰
」
と
「
上
品
な
趣
味

を
こ
わ
す
罪
」
を
指
摘
す
る
批
評
家
が
少
し
は
い
た
が
、
万
国
博
覧
会
見
物
客
の
大
部
分

は
、
展
示
館
同
様
、
展
示
物
に
も
す
っ
か
り
夢
中
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ふ
っ
く
ら

と
し
た
曲
線
と
手
の
込
ん
だ
ぼ
か
し
技
法
は
、
財
産
の
豊
か
さ
と
恒
産
性
に
心
の
平
安
を
見

出
す
世
代
に
受
け
た
。
本
物
の
信
仰
は
一
つ
し
か
な
い
よ
う
に
、
様
式
は
た
い
二
つ
し
か
な

い
と
信
じ
て
い
る
当
時
た

x
一
人
の
芸
術
家
は
ピ
ュ

l
ジ
ン
（
司
ロ
恒
三
で
あ
っ
た
。
彼

の
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
暗
さ
は
一
八
五
一
年
の
流
行
で
あ
っ
た
。
ピ
ュ

l
ジ
ン
の
『
中
世
の
宮

廷
』
（
〉
b
b
g
b
目。。さ
a
H

）
は
、
他
の
展
示
物
と
は
別
に
し
て
あ
り
、
「
死
者
の
好
み
と
芸

術
と
を
表
わ
す
た
め
に
」
「
暗
く
荘
重
な
様
相
を
呈
し
て
」
い
た
。
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
暗
さ
と

水
晶
宮
の
明
る
さ
。
一
八
五

一
年
に
は
二
つ
の
顔
が
あ
っ
た
。
将
来
を
見
、
過
去
を
振
返
る

こ
と
が
出
来
た
。
ト
リ

ニ
テ
イ
の
学
長
ヒ
ユ
l
ア
ル
（
巧
「
作
者
己
一
）

博
士
と
数
学
者
チ
ャ

l

（
入
二
）

ル
ズ

・
パ
ピ
ヅ
ジ
（
の

Z
ュ2
目白『
σ
お
σ
）
が
大
量
生
産
時
代
を
創
り
出
す
た
め
、
機
械
と

予
備
交
換
部
品
に
渇
望
の
限
を
向
け
て
い
る
と
き
に
、
ピ
ュ

l
ジ
ン
は
満
足
気
に
十
四
世
紀

を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。
女
王
が
、
ロ
ン
ド
ン
市
と
共
に
万
国
博
覧
会
の
成
功
を
祝
福
す
る
た

め
、
七
月
ロ
ン
ド
ン
市
庁
を
訪
ね
た
と
き
、
晩
餐
会
場
は
地
下
納
骨
所
で
、
昔
の
華
麗
な
大

広
間
の
よ
う
に
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
設
備
が
ほ
ど
こ
し
で
あ
っ
た
。
中
世
の
甲
宵
を
つ
け

た
男
が
灯
り
を
運
ぶ
。
ろ
う
そ
く
と
ガ
ス
灯
と
夢
か
と
ま
ご
う
電
気
の
明
り
、
中
世
の
甲
胃

と
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
鉄
製
品
、
石
け
ん
と
政
府
委
員
に
「
カ
ト
リ
ヅ
ク
反
対
」
の
叫
び
に
恐

怖
感
を
い
だ
か
せ
る
大
き
な
教
会
の
装
飾
品
、
ー
！
こ
れ
ら
す
べ
て
が
一
八
五
一
年
を
作
り

た
て
ふ
い
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
朝
の
ゴ
シ
ッ
ク
趣
味
讃
美
を
流
行
ら
せ
た
最
近
の
多
く
の
文

筆
家
達
は
、
一
八
五
一
年
の
人
・
々
の
中
世
か
ぶ
れ
は
、
少
く
と
も
継
続
的
な
物
質
的
進
歩
に
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成
功
を
確
か
な
も
の
に
し
た
。
全
国
津
々
浦
々
か
ら
、
そ
し
て
海
外
か
ら
も
見
物
客
が
殺
到

し
た
。
こ
れ
程
静
か
で
行
儀
の
い
L
群
衆
は
ロ
ン
ド
ン
で
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
そ

の
機
会
を
精

一
杯
利
用
し
た
。
「
万
国
博
覧
会
の
と
き
ほ
ど
、
皆
が
満
悦
し
た
こ
と
は
み
f

だ

か
つ
て
私
の
記
憶
に
な
い
こ
と
で
す
。
」
と
女
王
は
書
い
て
い
る
。

（
七
三
）

そ
の
喜
び
の

一
部
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク
ス
ト
ン
（
』O
凹

3
7
司自門
O
ロ）

の
設
計
に
な
る

ガ
ラ
ス
の
殿
堂
の
素
晴
し
い
着
想
に
あ
っ
た
が
、
彼
は
英
国
人
の
中
で
最
も
ご
八
五

一
年

の
人
」
と
い
う
称
号
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
が
設
計
し
た
ガ
ラ
ス
と
鉄
の
巨
大
な

温
室
は
、
実
は
彼
が
庭
師
頭
を
し
て
い
る
チ
ャ
ッ
ト
ワ
l
ス

（h
E
Z
J
3
2
7
）
の
リ
リ
l

ハ

ウ
ス
（
t
f
Z
0
5
0）
の
拡
大
版
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
民
衆
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
心
を
捕
え
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
長
さ

一
八
四
八
フ
ィ
ト
、
幅
四

O
八
フ

ィ
ー
ト
、
高
さ
六
六
フ
ィ
ー
ト
で
、
ハ
イ
ド
パ

l
ク
育
ち
の
一
番
見
事
な
撤
の
木
を
屋
内
に

置
け
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
高
さ

一
O
八
フ
ィ
ー
ト
の
袖
廊
が
付
い
て
い
た
。
若
い
エ
ド
ワ
ー

ド
・
パ
l
ン
日
ジ
ョ

l
ン
ズ
（
開
ι〈
〈
日
仏
国
己

Emg』O
ロ
2
）
は
そ
の
建
物
を
「
も
の
淋
し
く
」

（
七
四
）

「単
調
」
だ
と
思
い
、
ま
た
ジ
ョ
ン

・
ラ
ス

キ
ン
（
』o
一g
H
N
E
E
D）
は
、
我
慢
の
な
ら
ぬ

軽
蔑
の
念
を
込
め
て
、
そ
れ
を
退
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
大
方
の
見
物
客
は
そ

の
建
物
を
見
て
喜
び
、
か
つ
驚
い
た。

魔
法
の
杖
か
ら
生
ま
れ
た
か
の
よ
う
に

明
る
く
輝
く
ガ
ラ
ス
の
ア
l
チ
は

緑
の
芝
生
に
噴
き
上
る
噴
水
に
似
て

天
空
に
高
く
高
く
聾
え
立
つ
。

ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク
ス

ト
ン
は
世
界
中
の
建
築
専
門
家
が
出
品
し
た
二
五
四
の
設
計
図
を
も

の
と
も
せ
ず
、
万
国
博
覧
会
建
築
設
計
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
だ
ガ
ラ
ス
に
重
税
が
か
斗
っ
て

い
た
一
八
三
七
年
に
は
既
に
仕
事
を
始
め
て
い
た
が
、
チ
ャ
ッ
ト
ワ

l
ス
の
温
室
を
応
用
し

た
の
は
想
像
力
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン

・サ

マ
i
ス
ン
（
］o
r
ロ
印
E
E
H百円
凹O
ロ
）
卿
が

言
う
よ
う
に
、「
パ
ク

ス
ト
ン
は
、
彼
の
設
計
し
た
建
物
と
同
じ
よ
う
に
、
当
時
独
特
の
新

し
い
型
の
創
作
家
で
あ
っ
た
。
」
庭
園
技
師
、
自
然
観
察
家
、
実
務
家
、
技
術
者
、
鉄
道
会
荘

重
役

（彼
は
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
（
冨
E
Fロ仏
）
鉄
道
の
取
紺
役
会
で
、
計
画
建
築
物
の
最
初
の

下
絵
を
吸
取
紙
に
書
い
た
。
）
そ
し
て
新
聞
雑
誌
の
創
立
者
で
も
あ
る
パ
ク
ス
ト
ン

は
、
文

（七
五）

芸
復
興
期
の
フ

ロ
ー
レ
ン
ス
の
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
（
〉
F
2
E）
に
劣
ら
ぬ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
朝
時

代
の
英
国
の
「
百
芸
の
達
人
」
と
思
わ
れ
て
い
た
。
彼
は
自
助
の
権
化
で
、
二
三
才
で
庭
師

頭
に
な
っ
て
か
ら
の
出
世
街
道
は
、
女
王
が
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
よ
う
に
、
底
辺
部
の
人

が
持
前
の
長
所
を
生
か
し
て
頭
角
を
現
し
、
社
会
の
最
高
の
地
位
に
到
達
出
来
る
様
子
を
具

体
的
に
示
し
て
い
た
。
彼
の
建
物
の
建
設
途
中
、
非
公
式
の
来
客
は
建
設
現
場
の
視
察
を
許

（
七
六
）

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
、
デ
ボ
ン
シ
ャ

l

（ロ
2
0ロ
mE
B）
公
爵
は
、
そ
の

「
世
話
」

の
お
蔭
で
パ
ク

ス
ト
ン

は
出
世
し
た
の
だ
が
、
「
パ
ク
ス
ト
ン
会
社
」
の
仲
間
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
例
外
と
さ
れ
た
。

建
物
自
体
は
、
建
築
様
式
に
十
九
世
紀
独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
見
出
そ
う
と
す
る
難
問
に
一

つ
の
解
決
を
与
え
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
或
る
解
説
者
は

こ
う
書
い
て
い

る
。
「
も
の
凄
く
高
価
な
大
量
の
煉
瓦
や
モ
ル
タ
ル
を
節
約
し
、
そ
の
代
り
、
我
々
は
今
こ
与

に
優
美
な
創
造
物
を
作
り
上
げ
た
。
そ
れ
は
新
し
い
道
を
進
む
第

一
歩
で
あ
り
、
示
唆
的
な

新
事
実
で
あ
る
。
建
築
は
植
物
研
究
家
の
助
け
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
建

物
は
時
代
と
完
全
に
調
和
し
て
い
る
。
そ
こ
は
英
国
民
の
現
実
的
性
格
と
建
物
の
実
用
性
と

が
美
的
に
花
開
い
て
い
る
。
」
「
実
用
的
」
と
「
魅
惑
的
な
美
し
さ
」
と
は
矛
盾
す
る
と
思
わ

れ
て
い
た
。
ガ
ラ
ス
は
禁
止
税
が
解
か
れ
た
ば
か
り
の
新
し
い
免
税
日
用
品
の

一
つ
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
れ
程
ま
ぶ
し
く
光
り
輝
く
物
も
な
か
っ
た
。
「
ロ
ン
ド

ン
子
の
次
の
世
代
が

温
床
胡
瓜
の
よ
う
に
な
ら
ね
ば
、
皆
が
失
望
す
る
。
」
と
パ
ン
チ
は
書
い
て
い
る
。
デ
ィ
ズ

レ
l
リ
は
も
っ
と

ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
彼
は
建
物
自
体
を

「教
養
と
学
識
を
備
え

た
王
子
の
明
敏
な
趣
味
と
先
見
の
明
あ
る
博
愛
思
想
が
、
英
国
の
栄
光
と
世
界
の
娯
楽
と
教

化
を
目
的
と
し
て
、
建
設
し
た
魅
惑
的
な
大
殿
堂
」
と
呼
ん
だ
。
ダ
グ
ラ
ス
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド

（
七
七
）

（ロ
O

己
∞
一回目

T
口
O
］仏
）
が
命
名
し
た
素
晴
し
い
「
水
晶
宮
」
と
い
う
名
前
は
完
壁
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
八
五
一
年
の
英
国
の
現
実
ば
か
り
か
秘
か
な
夢
を
も
と
ら
え
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

水
晶
宮
は
時
代
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
お
伽
噺
と
成
功
物
語
を
連
想
さ
せ

た
。
き
ら
び
や
か
さ
の
陰
に
人
間
ら
し
い
思
索
と
努
力
と
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。
パ
ク
ス

ト

ン
が
そ
の
素
晴
し
い
計
画
を
最
初
に
思
い
付
い
て
か
ら
、
青
写
真
を
仕
上
げ
る
ま
で
に
、

一

八
五

O
年
六
月
一
一

日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
、

一
月
以
上
の
日
数
を
要
し
た
。
工
事
請
負

業
者
の
仕
上
げ
も
ま
た
同
様
に
素
晴
し
か
っ
た
。

用
地
は
七
月
三

O
日
に
彼
等
に
引
渡
さ

れ
、
最
初
の
柱
が
九
月
二
六
日
に
立
て
ら
れ
た
。
着
工
後

一
七
週
以
内
に
、
約
一

O
O万
フ

ィ
ー
ト
の
ガ
ラ
ス
が
、
三
三

O
O本
の
柱
と
二
三

O
Oの
梁
で
出
来
て
い
る
蜘
妹
の
巣
状
の

骨
組
に
取
付
け
ら
れ
て
い
た
。
工
事
進
行
の
速
さ
の
秘
密
は
プ

レ
ハ

ブ
工
法
に
あ
っ
た
。

- 82 -



な
く
応
急
手
段
（
立
印
丘
一巾
円
）
と
し
て
復
帰
し
た
。
彼
等
は

名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
、
弱
々
し
く
、
評
判
が
悪
か
っ
た
。
祝
賀
の
大
鍔
火
も
た
か
れ
や
す
、

鐘
も
鳴
ら
ず
、
個
人
的
に
関
心
を
持
つ
人
以
外
に
事
態
を
喜
ぶ
人
は
一
人
も
居
な
か
っ

た
。
政
治
は
国
民
の
忍
耐
心
を
す
り
切
ら
せ
、
一

か
け
ら
の
熱
意
す
ら
残
っ
て
い
な
か

っ
た
。
追
従
者
の
間
に
退
屈
で
生
気
の
無
い
無
関
心
が
は
び
こ
り
、
国
は
信
用
出
来
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
内
閣
が
全
部
復
帰
し
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

166 

ラ
ッ
セ
ル
の
復
帰
が
議
会
の
行
詰
り
の
最
終
的
な
解
決
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
「
そ
れ

は
常
に
予
知
さ
れ
て
い
た
し
、
同
じ
情
況
で
は
ま
た
起
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

現
代
の
ジ
レ
ン
マ
の
特
徴
な
の
だ
。
普
通
の
挑
戦
を
受
け
て
権
力
の
手
綱
を
他
か
ら
受
取
る

能
力
の
あ
る
政
党
は
な
い
。
与
党
に
切
り
換
え
が
き
く
野
党
が
な
い
。
内
閣
が
執
務
す
る
限

り
、
そ
の
欠
陥
と
怠
慢
の
、
ま
た
国
家
が
最
早
行
動
出
来
な
く
な
る
と
き
、
そ
の
完
全
な
麻

癖
状
態
に
於
け
る
不
自
由
の
影
響
を
我
々
は
府
身
に
感
じ
る
の
だ
。
」
と
タ
イ
ム
ズ
は
書
い

て
い
る
。

再
発
し
そ
う
な
危
機
に
は
三
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ク
オ

ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー

の
一
読
者
即
ち
思
慮
深
い
ト
l
リ
l
党
員
は
、

一
八
五
一
年
の
ジ
レ
ン
マ
を
、
新
し
い
政
治

体
制
の
枠
組
の
不
変
の
特
色
、
つ
ま
り
一
八
三
二
年
の
選
挙
法
改
正
法
の
代
償
の
一
部
と
見

ょ
う
と
し
た
。
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
が
「
英
国
政
府
は
如
何
に
し
て
運
営
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
絶
え
間
の
な
い
妥
協
と
屈
服
に
よ
ら
ね
ば
そ
れ
は
不
可
能
だ
、

と
い
う
の
が
そ
の
答
え
で
あ
っ
た
。
ピ

1
ル
党
員
は
｜
｜
女
王
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ピ

l
ル
党
と
同
意
見
だ
が
ー
ー
そ
の
行
詰
り
を
ピ

l
ル
党
の
分
裂
と
哀
れ
に
も
ピ

l
ル
自
身
が

時
至
ら
ぬ
う
ち
に
死
ん
だ
こ
と
か
ら
、
大
部
分
は
個
人
的
な
も
の
と
考
え
よ
う
と
し
た
。
そ

し
て
急
進
派
は
そ
れ
を
未
完
成
の
政
治
革
命
の
一

章
と
考
え
よ
う
と
し
た
。
ホ
イ
ッ
グ
主
義

の
同
族
的
党
派
は
崩
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
既
に
起
き
た
事
態
が
こ
れ
を
促
進
す

る
だ
ろ
う
。
我
々
が
目
撃
し
て
来
た
も
の
は
、
英
国
民

一
般
の
権
利
が
法
制
化
さ
れ
る
ま
で

に
起
る
多
く
の
場
面
の
一
つ
に
し
か
過
ぎ
な
い
の
だ
。
寡
頭
政
治
支
配
の
時
代
は
終
っ
た
の

だ
。
今
ま
で
に
我
々
は
緒
戦
を
見
た
に
過
ぎ
な
い
。
本
当
の
争
い
が
将
来
必
ず
起
る
の
だ
。

誰
の
手
で
公
開
さ
れ
よ
う
と
、
ど
の
階
扱
に
見
ら
れ
よ
う
と
、
政
治
的
英
知
を
独
り
占
め
す

る
権
利
を
主
張
す
る
利
害
関
係
の
あ
る
派
閥
に
は
お
構
い
な
し
に
、
人
材
と
公
共
の
美
徳

を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
エ
ク
レ
テ
ィ
ッ
ク

・
レ
ビ
ュ
ー
は
書
い
た
。
こ
の
見
解
に
依
れ

ば
、
派
閥
が
ウ
エ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
i
の
政
治
を
支
配
す
る
限
り
、
彼
等
は
民
族
の
進
歩
に

関
り
の
な
い
単
な
る
派
閥
抗
争
に
無
駄
な
時
を
費
す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
危
機
の
解
釈
に
埋
れ
て
、
ラ
ッ
セ
ル
は
常
に
不
安
な
立
場
に
い
た
。
彼
は
い
つ

も
災
に
は
ま
り
込
む
よ
う
な
政
治
家
で
あ
っ
た
。
「
彼
の
不
運
の
愉
え
は
も
う
殆
ん
ど
種
切

れ
に
な
っ
た
。
」

「或
る
日
、
彼
は
馬
車
を
転
覆
さ
せ
る
と
、
翌
日
は
舟
を
沈
め
る
。
そ
し
て

失
意
の
底
に
沈
む
と
次
に
は
腹
を
立
て
、
会
議
に
出
る
と
心
は
リ
ス
の
如
く
、
遂
に
は
夜
回

り
を
命
じ
て
お
き
な
が
ら
、
ぐ
っ
す
り
安
眠
出
来
ぬ
の
だ
。
パ

イ
ロ

ン
（
回
三
O

ロ
）
提
督
が

『嵐
浪
太
郎
』
（
明
。
己
・名

g
F
2
F己
内
）
と
い
う
仇
名
に
相
応
し
く
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
。
」

と
或
る
著
述
家
は
述
べ
て
い
る
。
彼
の
苦
労
の
種
は
尽
き
な
か
っ
た
。
彼
は
無
事
新
し
い
年

に
駒
を
進
め
る
積
り
で
あ
っ
た
が
、
外
相
パ

l
マ
ス

ト
ン
卿
を
失
う
と
い
う
悲
し
い
犠
牲
を

払
い
、

一
八
五
二
年
に
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
た
。

一
八
五
一
年
十
二
月
の
パ

I
マ
ス

ト
ン
の

失
脚
は
、
二
月
危
機
以
上
の
非
常
に
大
き
な
政
治
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
。
と
い
う
の

は
当
世
紀
中
葉
の
政
治
を
支
配
す
る
は
ず
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
で
あ
り
、

ラ
ッ
セ
ル
で
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
パ

ー
マ
ス

ト
ン
こ
そ
下
院
の
統
制
術
を
見
つ
け
出

し
、そ
れ
に
よ
っ
て
改
革
半
ば
の
英
国
の
政
治
に
或
る
種
の
秩
序
と
連
続
性
を
与
え
た
の
だ
。

そ
し
て
パ

l
マ
ス
ト
ン
が
魔
術
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
議
会
改
革
に
新
薬
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
と
い
う
よ
り
は
、
彼
の
外
交
政
策
に
共
感
を
誘
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ

た
。

- 81 -

五

一
一
月
危
機
と
十
二
月
の
パ
I
マ
ス
ト
ン
辞
職
の
同
に
万
国
博
覧
会
が
聞
か
れ
た
。
議
会
の

先
行
に
限
を
凝
ら
し
て
み
る
と
、
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
「
彼
等
の
大
失
態

か
ら
民
衆
の
眼
を
そ
ら
す
、
政
府
に
対
す
る
天
の
恵
み
」
で
あ
っ
た
。
政
治
的
野
心
を
吹
き

込
む
興
味
の
な
い
人
々
に
は
、
そ
れ
は
国
家
的
な
芽
出
た
い
催
し
で
あ
っ
た
。
シ
ブ
ソ
l
プ

（
七
二

大
佐
（
の
o
一oロ何
一
切
手
F
o
召
）
の
よ
う
に
「
外
国
人
に
英
国
か
ら
名
誉
を
奪
い
と
ら
せ
る
よ

（
七
二
）

う
な
、
当
世
風
の
ベ
ル
グ
ラ
ヴ
ィ
ア
（
回
何
百
円
ω〈
S
）
の
中
心
で
開
か
れ
る
産
業
博
覧
会
、
即

ち
一
八
五

O
年
の
博
覧
会
計
画
と
場
所
を
、
か
つ
て
笑
い
も
の
に
し
た
不
平
家
達
は
、
一

般

の
無
関
心
と
経
済
的
な
失
敗
を
予
言
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
果
が
証
明
す
る
通
り
、
会
期
中

の
入
場
者
は
六

O
O万
人
を
越
え
た
。
シ
ブ
ソ
l
プ
大
佐
自
身
も
、
そ
の
年
の
夏
の
終
り
ま

で
に
一
度

「
派
手
な
安
び
か
も
の
」
を
見
に
行
っ
た
。
廉
価
な
旅
が
そ
の
冒
険
的
な
事
業
の
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い
わ
ゆ
る
国
を
治
め
る
こ
と
は
、
こ
の
異
質
の
調
和
の
と
れ
ぬ
大
勢
の
人
を
ま
と
め
て
、

い
か
な
る
統
制
下
に
も
お
く
技
術
に
外
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
政
商
と
権
力
の
引
立
て
の
裏

の
往
来
が
続
き
、
そ
し
て
教
会
と
憲
法
が
し
ば
し
ば
非
国
教
徒
と
急
進
派
の
犠
牲
に
な
り
、

漸
く
出
来
上
っ
た
も
の
な
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
問
題
の
本
当
の
難
し
き
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

政
治
危
機
の
原
因
で
あ
っ
た
。

情
況
は
慢
性
的
で
、
一

個
人
ま
た
は
事
件
の
特
殊
な
局
面
の
せ
い
に
は
出
来
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
一
八
五
二
年
の
深
刻
な
危
機
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
五
一

年
二
月

の
ラ
ッ
セ
ル
の
辞
職
は
数
日
間
の
熱
狂
的
な
興
奮

へ
と
発
展
し
た
。
「内
閣
の
動
き
と
政
治

的
往
来
の
混
雑
は
相
当
な
も
の
で
、
自
分
以
外
は
全
て
訪
問
相
手
で
あ
っ
た
。
玄
関
番
は
こ

ん
な
時
を
過
す
も
の
と
は
教
わ
っ
た
こ
と
が
な
く
、
訪
問
の
合
図
は
終
日
続
く
け
れ
ど
も
、

応
答
の
様
子
は
な
か

っ
た
」
と
パ

ン
チ
は
書
い
て
い
る
。

ト
l
リ
l
党
に
独
自
の
組
閣
能
力
は
な
か
っ
た
。
ク
オ

ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
が
ホ
イ
ッ

グ
党
の
弱
さ
に
つ
い
て
如
何
に
正
当
な
論
調
を
書
い
て
も
、
ト
l
リ
l
党
が
尚
弱
体
で
あ
る

こ
と
に
は
全
く
疑
い
の
余
地
が
な
か
っ
た
。
彼
等
は
単
な
る
議
会
の
小
数
派
で
は
な
か
っ
た
。

彼
等
は
明
ら
か
に
地
方
の
小
数
派
で
も
あ
っ
た
。
ホ
イ
ッ
グ
党
は
自
党
の
立
場
か
ら
二
つ
の

大
き
な
長
所
を
主
張
出
来
た
。
一
つ
は
行
政
経
験
、
即
ち
練
達
大
臣
の
内
閣
を
組
織
出
来
る

と
い
う
認
識
と
、「
時
代
精
神
」
と
彼
等
と
の
連
携
を
保
つ
自
由
貿
易
と
進
歩
と
い
う
ス

ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る
。
自
由
貿
易
が
外
か
ら
脅
威
を
受
け
る
と
、
彼
等
は
自
ら
の
地
位
を
固
め
る

の
み
な
ら
ず
支
持
基
盤
を
も
広
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
「
ス
タ
ン
リ
l
内
閣

の
最
初
の
提
案

に
基
づ
い
て
、
政
党
の
合
併
が
考
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
が
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
強
力
な
反
対
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
」
と
ピ
l
ル
党
の
指
導
者
ア
パ

l
デ
ィ
ン
（
〉

Z
E
g）
と
グ
レ
ア

ム
（
の
E
E
E）
が
女
王
に
言
っ
た
。
「
危
機
に
瀕
し
た
自
由
貿
易
」
の
叫
び
が
国
を
奮
起
さ

せ、

保
護
貿
易
主
義
政
府
の
仕
事
を
不
可
能
に
す
る
の
だ
。

「
私
は
無
能
な
男
な
の
で
す
。
」

と
ト
l
リ
l
党
の
ス
タ
ン
リ
l
は
危
機
が
過
ぎ
去
っ
た
と
き
に
ラ
ッ
セ
ル
に
言
っ
た
。

ト
l
リ
l
党
が
引
続
き
保
護
貿
易
制
度
と
手
を
結
ん
で
い
る
こ
と
が
外
部
の
自
に
は
彼
等

を
不
利
に
し
た
と
す
れ
ば
、
彼
等
の
経
験
不
足
と
掛
け
引
き
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
が
内

部
の
会
議
で
停
滞
と
分
裂
に
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
と
い
う
有
名
な

例
外
は
あ
る
が
、
彼
等
は
行
政
を
司
る
用
意
も
そ
の
責
任
を
負
う
用

E

意
も
な
か
っ
た
。
「前

政
府
が
倒
れ
た
の
は
私
自
身
又
は
一
人
の
友
人
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
」
「
そ
の
事

態
に
際
し
て
私
は
少
し
も
嬉
し
く
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
等
が
維
持
し
て
来
た
公
職
を
引

継
ぐ
の
に
あ
ま
り
強
い
不
安
を
感
じ
な
か
っ
た
。
」
と

ス
タ
ン

リ
l
は
上
院
で
語
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
彼
は
事
実

「最
期
の
手
と
し
て
な
ら
ば
別
で
す
が
、
公
職
の
就
任
を
要
請
さ

れ
な
い
よ
う
に
」
と
女
王
に
懇
請
し
た
。

ト
l
リ
l
党
は
組
閣
出
来
な
か
っ
た
。
野
党
の
大
政
党

・
ピ
l
ル
党
の
立
場
は
異
っ
て
い

た
。
彼
等
に
は
豊
富
な
行
政
経
験
は
あ
っ
た
が
、
単
独
で
は
何
も
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て

ま
た
、
彼
等
は
当
時
ホ
イ
ッ
グ
党
と
の
連
立
に
参
加
る
す
気
に
な
っ
て
い
た
。
ラ
ッ
セ
ル
と

の
交
渉
で
、
彼
等
は

「
聖
職
資
格
法
」
以
外
に
多
く
の
問
題
を
出
し
た
の
で
、
彼
等
の

一
部

は
連
立
を
望
ま
ぬ
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
彼
等
は
ス
タ
ン

リ
ー
や
ト
l
リ
l
党
と
了
解
に
達

す
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ピ

l
ル
の
亡
霊
と
自
由
貿
易
の
障
害
は

別
と
し
て
、
王
室
と
国
家
は
当
時
は
自
由
党
を
与
党
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
安
泰

な
の
だ
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
国
の
諸
制
度
に
反
対
す
る
急
進
派
運
動
に
無
理
や
り
参
加
さ
せ

ら
れ
る
、
と
彼
等
は
思
っ
た
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
危
機
の
聞
に
、
将
来
或
る
日
を

期
し
て
彼
等
は
自
分
達
に
有
利
な
条
件
で
ホ
イ
ッ
グ
党
に
加
入
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ

た
。
彼
等
は
、
実
は
、
も
う

一つ

の
更
に
重
大
な
危
機
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。
と
い
う
の

は
、
ク
ォ

l
タ
l
リ
l

・
レ
ビ
ュ
ー
が
論
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
こ
の
種
の
ホ
イ
ッ
グ
・
ピ

l
ル
連
合
は
冷
め
た
気
乗
り
し
な
い
出
来
事
で
、
そ
れ
は
一
人
二
人
の
主
役
が
踊
っ
て
出
来

る
こ
と
で
は
な
く
乱
戦
の
所
産
な
の
だ
。
」

女
王
は
出
来
る
限
り
の
現
実
的
組
合
せ
を
し
て
見
た
。
彼
女
は
、
政
治
上
の
行
詰
り
を
打

開
す
る
方
法
と
し
て
、
下
院
を
解
散
し
新
た
に
総
選
挙
を
す
る
こ
と
に
同
意
せ
ず
、
ス
タ
ン

リ
l
に
解
散
す
る
と
い
う
積
極
的
保
証
を
与
え
る
こ
と
を
拒
否
し
、「
緊
急
問
題
が
起
き
た

と
き
に
、
そ
の
問
題
を
論
議
し
よ
う
。
」
と
言
っ
た
。
彼
女
は
、
他
の
多
数
の
人
と
同
様

に
、
万
国
博
覧
会
の
年
に
は
解
散
を
避
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
特
別

の
配
慮
と
は
関
係
無
く
、
彼
女
は
、
全
く
必
要
も
な
い
の
に
、

国
内
に
選
挙
騒
ぎ
を
か
き
立

て
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
だ
。
女
王
の
姿
勢
は
、
選
挙
民
の
前
に
再
び
姿
を
見
せ
る
出
費
を
嫌

う
国
会
議
員
の
聞
に
広
く
行
き
わ
た
っ
て
お
り
、
ま
た

「
地
方
に
対
す
る
訴
え
」
に
一
般
は

殆
ん
ど
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
危
機
が
去
っ
た
後
、
グ
レ
ヴ
ィ
ル
は
次
の
様
に
言
っ

た
。
復
活
し
た
政
府
を
辛
抱
す
る
気
持
に
さ
せ
る
力
が
あ
り
そ
う
な
も
の
は
た
だ
一
つ
「
一

般
的
な
解
散
を
恐
れ
る
気
持
と
、
そ
れ
を
阻
止
し
た
い
議
員
の
切
な
る
気
持
」
で
あ
る
。

（七
O）

行
き
詰
り
に
対
す
る
唯
一
の
可
能
な
答
え
は
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
（
巧
巳
一5
m
gロ
）
老
公
爵

の
忠
告
に
従
い
ラ
ッ
セ
ル
内
閣
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
月
四
日
、
彼
等
は
己
む

ハU
Q
O
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こ
の
よ
う
な
文
明
を
背
景
に
し
て
、
二
月
の
内
閣
の
危
機
と
万
国
博
覧
会
は
際
立
っ
て
い

た
。
前
者
は
個
人
的
な
会
合
や
秘
密
会
議
か
ら
起
る
事
件
で
あ
り
、
後
者
は
群
衆
と
騒
ぎ
と

宣
伝
が
作
り
立
て
る
祭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
内
閣
の
危
機
が
全
国
民
的
背
景
と
は
全
く
無
関

係
の
ま
L
に
放
置
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
無
意
味
と
な
る
。
政
府
女
震
搭
さ
せ
た
の
は
予

算
に
対
す
る
反
応
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
か
ら
不
可
欠
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
支
持
を
奪
っ
た

の
は
、
国
家
的
信
仰
の
恐
慌
状
態
か
ら
生
ま
れ
た
聖
職
資
格
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ラ
ン

（
六
入
）

ズ
ダ
ウ
ン
（

FS
丘
0
2
5）
の
言
葉
で
言
え
ば
「
湯
呑
み
が
溢
れ
る
最
期
の
一
滴
」
を
落
し

た
の
は
、
議
会
改
革
、
即
ち
社
会
体
制
組
織
全
体
の
均
衡
に
対
す
る
脅
威
で
あ
っ
た
。

一
一
月
二

O
日
、
政
府
は
急
進
派
の
動
議
に
敗
れ
た
が
、
そ
れ
は
投
票
権
条
項
が
郡
部
も
自

治
都
市
と
同
様
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
単
純
、
穏
健
か
っ
実
際
的

な
計
画
」
は
ラ
ッ
セ
ル
自
身
の
総
合
的
一
大
法
律
案
の
前
奏
曲
と
し
て
提
案
さ
れ
た
に
過
ぎ

な
い
。
提
案
者
は
、
そ
れ
が
地
方
に
於
け
る
保
護
貿
易
主
義
者
の
特
権
的
な
政
治
の
紫
を
遂

に
は
打
砕
い
て
、
一
八
四
六
年
の
勝
利
に
有
終
の
美
を
な
す
の
だ
、
と
言
っ
た
。
保
護
貿
易

主
義
は
、
矢
張

「最
悪
の
形
を
と
る
と
共
産
主
義
に
似
通
っ
た
」
社
会
に
対
す
る
危
険
な
脅

威
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、

「
何
故
な
ら
ば
保
護
貿
易
は
小
数
が
多
数
か
ら
、
共
産
主
義
は

小
数
が
全
体
か
ら
収
奪
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
」
で
あ
る
。

ラ
ッ
セ
ル
は
そ
の
提
案
を
攻
撃
し
た
。
そ
れ
は
表
向
き
は
単
純
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
実

は
選
挙
権
改
革
の
全
て
が
基
礎
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
八
＝
三
年
選
挙
法
改
正
案
の
精

神
に
反
し
て
い
た
。
都
市
と
農
村
の
投
票
権
条
項
は
そ
れ
ま
で
故
意
に
別
々
に
さ
れ
て
い

た。

「
我
々
は
現
実
離
れ
の
し
た
新
し
い
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
な
い
で
、
古
い
も
の
に

調
和
と
便
宜
を
付
与
す
る
努
力
を
す
べ
き
な
の
だ
。
」
し
か
し
な
が
ら
、
尚
も
現
職
に
留
る

な
ら
、
次
の
国
会
期
中
に
、
彼
は
自
ら
の
改
正
法
案
を
提
出
す
る
と
誓
約
し
た
。
急
進
派
は

公
式
に
は
ラ
ッ
セ
ル
内
閣
を
支
持
し
た
が
、
こ
の
約
束
に
殆
ん
ど
注
目
せ
ず
、

下
院
を
割
っ

た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
と
保
護
貿
易
主
義
者
の
大
多
数
は
欠
席
し
、
政
府
は

一
O
O対
五
四

票
で
敗
れ
た
。
そ
の
年
の
後
半
に
、
十
四
代
目
の
ダ
l
ビ
イ
伯
と
し
て
父
の
後
を
継
い
だ
ト

l
リ
l
党
の
指
導
者
ス
タ
ン

リ
1
3
E己
ミ
）
卿
に
よ
れ
ば
、
小
数
派
の
内
訳
は
、
保
護

貿
易
主
義
者

一
七
、
種
々
の
点
で
政
府
側
に
立
つ
官
僚
二
七
、
そ
し
て
無
派
閥
の
ホ
イ
ッ
グ

党
議
員

一
O
で
あ
っ
た
。

こ
の
敗
北
に
よ
り
ラ
ッ
セ
ル
が
辞
職
の
道
を
選
ぶ
と
、
下
院
で
は
皆
が
驚
い
た
。

「彼
が

こ
の
敗
北
を
重
大
問
題
視
し
よ
う
と
は
、
院
の
内
外
で
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
」
と

グ
レ
ヴ
ィ
ル
（

O
B
〈
三
巾
）
は
書
い
て
い
る
。
辞
職
の
妥
当
性
に
つ
い
て
閣
僚
の
意
見
が
分

れ
た
。
し
か
し
、
女
王
は
そ
の
原
因
を
理
解
し
同
情
さ
れ
た
。

そ
れ
は
政
府
に
と
っ
て
決
定
的
な
問
題
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
の
支
持
が
非
常

に
弱
く
、
多
く
の
党
派
の
反
対
が
非
常
に
強
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
ジ
ョ
ン
卿
は
辞
職

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
実
に
ま
づ
い
事
で
す
。

何
故
な
ら
他
に
立
派
な
政
府
が

出
来
る
見
込
は
な
し
、
憐
れ
に
も
ピ

l
ル
は
最
早
こ
の
世
に
い
な
い
の
で
す
か
ら
・
：

し
か
し
、
ジ
ョ
ン
卿
は
支
持
を
失
っ
た
時
、
辞
職
す
る
の
は
正
し
い
こ
と
で
す
。
そ
し

て
そ
れ
が
政
治
家
と
し
て
彼
を
振
い
起
た
せ
、
将
来
、
彼
の
地
位
を
強
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
ょ
う

と
言
っ
た
。

ホ
イ
ッ
グ
党
の
宰
相
の
地
位
は
、
昔
か
ら
当
時
に
至
る
ま
で
も
な
お
、
非
常
に
難
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
特
別
の
危
機
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
朝
中
期
の
政
治
体
制
の
慢
性

的
な
弱
さ
を
表
わ
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
そ
こ
か
ら
眼
が
離
せ
な
い
の
だ
。

ト
I
リ

l
党
紙
、
ク
ウ
ォ

l
タ
リ
l

・
レ
ビ

ュ
ー
は
一
方
的
で
は
あ
る
が
問
題
の
鋭
い
分
析
を
出
し

た
。
先
づ

ホ
イ
ッ
グ
党
宰
相
は
全
く
時
を
同
じ
く
し
て
、「
政
治
運
動
と
煽
動
を
す
る
政
党
」

の
指
導
者
で
、
し
か
も
宰
相
で
あ
る
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
に
常
に
直
面
し
て
い
た
が
、「
あ
ら

ゆ
る
政
治
の
基
本
は
抑
制
と
抵
抗
で
あ
っ
た
。
表
向
き
は
と
も
か
く
も
、

必
ず
し
も
ホ
イ
ヅ

グ
党
支
持
と
は
限
ら
ぬ
極
端
な
急
進
派
の
末
輩
は
別
と
し
て
も
、
ホ
イ
ツ
グ
党
の
中
に
は
党

の
政
府
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
い
つ
も
政
府
を
支
持
し
た
く
な
い
多
数
の

「無
所
属
議
員
」

が
い
た
。
彼
等
は
後
に
パ

l
マ
ス
ト
ン
夫
人
の
名
刺
作
戦
で
味
方
に
引
込
ま
れ
た
よ
う
に
、

恩
恵
の
配
分
が
あ
る
と
味
方
に
な
り
そ
う
に
し
て
い
た
が
、
当
時
は
そ
れ
を
目
当
て
の
あ
ら

ゆ
る
要
求
に
思
恵
が
行
き
渡
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
八
四
六
年
以
降、

ラ
ッ
セ

ル
は

「
そ
の
日
暮
し
で
1

つ
ま
り
、
大
蔵
省
と
い
う
手
が
、
飢
え
た
議
員
と
い
う
口
に
投
げ
込
む

も
の
で
」
場
当
り
的
な
国
政
を
司
っ
て
い
た
。
思
恵
の
配
分
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
が
う
ま
く

行
き
そ
う
も
な
い
場
合
は
、
絶
え
ず
臨
機
の
処
置
が
必
要
で
あ
っ
た
。

一
八
三
二
年
の
選
挙

法
改
正
以
降
、
ホ
イ
ッ
グ
勢
力
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
支
持
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
た
。
そ

し
て
ま
た
急
進
派
連
合
の
間
欠
的
な
支
持
も
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

臨
機
の
処
置
に
絶
え
ず
依
存
す
る

一
つ
の
結
果
と
し
て
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第
二
読
解
は
骨
抜
き
の
形
で
、
四
三
八
対
九
五
の
絶
対
多
数
の
手
で
行
わ
れ
た
が
、
委
員
会

で
多
く
の
修
正
を
受
け
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
派
遣
団
が
意
味
有
り
気
に
見
栄
を
張
っ
て
演
説

や
投
票
を
控
え
て
い
る
と
、
新
教
徒
は
政
府
に
反
対
し
て
大
幅
な
修
正
を
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
新
教
徒
の
指
導
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
セ
シ
ジ
ャ
l

（
？
包

2
E内
吋

Z
巴
mゆる

は
、
彼
の
議
論
は

「
全
く
恐
る
べ
し
。
」
と
相
手

の
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン

に
書
か
れ
て
い
る

が
、
ラ
ッ
セ
ル
以
上
の
有
能
な
策
土
で
あ
る
こ
と
を
F

証
明
し
た
。
そ
の
法
案
は
新
教
徒
の
手

直
し
を
受
け
た
が
、
結
局
二
六
三
票
対
四
六
票
で
成
立
し
た
。

そ
こ
で
ピ

I
ル
党
員
と

一
握
り
の
急
進
派
か
ら
激
し
い
抗
議
が
起
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
非
常
に
説
得
力
の
あ
る
演
説
を
し
た
。
彼
は

ロ
I
マ
教
皇
の
告
一
示
の

「
自
負
と
誇
り
に
充
ち
た
特
質
」
が
嫌
い
だ
が
、
そ
の
法
案
は
尚
一
層
嫌
い
で
あ
る
、
と
言

っ
た
。
そ
れ
は
四
点
に
お
い
て
国
の
諸
制
度
に
反
し
て
い
た
。
先
づ
、
そ
れ
は
、
国
教
に
活

力
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
独
自
の
精
神
力
と
生
命
力
を
支
え
に
す
る
よ
り
は
他
の
支
え
に

依
存
せ
よ
、
と
国
教
に
教
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
そ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
法
の
権
威
を
損
い
、
弱
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
そ
れ
は
こ
の
賢
明

で
分
別
を
わ
き
ま
え
た
国
民
が
終
始

一
貫
立
法
の
基
礎
と
し
て
来
た
信
仰
の
自
由
と
い
う
素

晴
し
い
根
本
理
念
を
軽
視
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
は
英
国

民
全
て
の
階
層
と
宗
派
を
ま
と
め
る
べ
き
調
和
と
善
意
の
紳
を
破
壊
し
て
し
ま
お
う
と
す
る

（六
O）

も
の
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
タ
ン
（
の
円
巳
片
山
口
）
と
い
う
別
の
議
員
は
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
そ

の
法
案
を

「大
英
帝
国
に
於
け
る
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
自
由
布
教
活
動
を
妨
害
す

る
法
案
」
に
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

上
記
の
反
対
意
見
は
院
外
感
情
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
方
の
国
民
は
、
そ

の
法
案
は
余
り
行
き
過
ぎ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
た
い
ム
硬
貨
の
傷
つ
い
た
女
王
像
の
名
誉
を

守
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
ウ
イ
ン
チ
ル
シ
イ
（
巧
百
与

F
g）
卿
と
同
意
見
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
女
王
自
身
は
国
内
に
慢
延
す
る
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
狭
い
心
と
カ
ト
リ

ッ
ク
教
の
激
し
い
誹
誘
を
悲
し
ま
れ
た
が
、
彼
女
に
は
そ
れ
を
く
じ
く
た
め
に
出
来
る
こ
と

は
殆
ん
ど
無
か
っ
た
。
ロ

ー
マ

教
皇
権
と
同
じ
よ
う
に
国
教
を
嫌
い

「新
教
教
会
の
新
教
」

と
並
行
し
て

「
国
教
反
対
」
を
強
調
し
た
多
数
の
非
国
教
教
徒
さ
え
も
、
先
づ
英
国
人
宣
言

を
し
、
法
王
で
あ
れ
国
王
で
あ
れ
、
気
の
向
く
ま
与
に
英
国
分
割
を
試
み
る
外
国
君
主
の
考

（占ハ一一）

え
を
攻
撃
し
た
。
シ
ャ
！
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
（
の

Z
ユO
門
店
出
円
O
D
片
品
川
）
は
ワ
イ
ズ
マ
ン
枢

機
卿
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
到
着
し
た
時
、
「
ロ
ン
ド
ン
は
昔
日
の
面
影
を
な
く
し
、
今
日
こ

（ムハ
一ニ）

の
時
代
も
昔
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
新
生
の
ヨ
シ
ュ
ア
は
、
立
ち
止
ら
ず
、
六

世
紀
の
昔
に
帰
れ
と
太
陽
に
命
じ
る
だ
ろ
う
。
」
と
不
満
を
も
ら
し
た
ド
町
会
恐
慌
は
続
く
。

パ
l
ミ
ン
ガ
ム
選
出
議
員
の

一
人
ス
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ω岳
o
一巳
5
E
）
は
、
予
言
調
を

（
六
五
）

お
さ
え
て
、

「英
国
民
の

一
部
を
強
引
に
拘
禁
す
る
た
め
に
」
ニ

ュ
l
マ
ン
（
Z
命
名
目

g）の

神
学
校
に
庵
室
が
建
て
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
た
。
「
庵
室
」
は
食
料
庫
と
炊
事
場
が
あ
る
だ

け
だ
、
と

ニ
ュ
I
マ
ン
が
答
え
て
も
、
彼
は
納
得
し
な
か
っ
た
。
病
的
な
興
奮
の
兆
が
、
深

遠
な
宗
教
的
信
条
に
苦
悩
す
る
こ
と
の
な
い
多
く
の
人
々
に
も
、
同
じ
よ
う
に
表
わ
れ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

事
実
、
英
国
国
教
内
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
的
傾
向
に
好
意
的
な
エ
ク
レ

ジ
ア
ス
テ
ィ
ッ
ク
『
聖
職
者
』
（
同
町
内

N
S
E
N－
円
）
は
、
福
音
主
義
と
大
都
市
の

「神
を
否
定

す
る
大
衆
」
の
提
携
は
、
せ
い
ぜ
い
一

時
の
力
の
拠
り
所
を
与
え
る
に
過
ぎ
ず
、
た
ち
ま
ち

反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
が
反
キ
リ
ス
ト
教
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
警
告
し
た
。
成
る
程

一
八
五
一

年
で
も
、
宗
教
は
過
熱
気
味
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
宗
教
に
無
関
心
で
冷
淡
な
民

衆
が
潜
在
的
に
い
た
の
だ
。

一
八
五
一
年
の
宗
教
に
関
す
る
国
勢
調
査
は
、
怒
意
的
に
選
ん

だ
三
月
三

O
日
の
日
曜
日
に
礼
拝
に
出
た
人
数
の
統
計
を
出
し
て
い
る
が
、
人
口
の
半
数
以

上
が
礼
拝
に
参
加
せ
ず
、
僅
か
に
二
割
の
人
が
英
国
国
教
会
の
礼
拝
に
出
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
更
に
重
大
な
こ
と
は
、
彼
等
に
参
列
の
意
志
が
あ
っ
て
も
、
教
会
に

は
そ
の
人
数
の
日
%
分
の
席
し
か
な
く
、
例
え
ば
パ

1
ミ
ン
ガ
ム
で
は
お
・
7
%
、
ロ
ン
ド

ン
で
は
却

・
7
%
し
か
席
が
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ

教
皇
に
英
国
の
身
の
証
し
を
立
て
る
こ
と

は
、
国
民
感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
時
は
容
易
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

（ムハムハ）

キ
ン
グ
ス
リ

1
2
Z
L
2
間
百
ぬ印
］3
）
流
に
言
え
ば
、
「
神
の
正
統
性
を
国
民
に
説
く
こ

と
」
は
も
っ
と
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
都
市
の
労
働
者
居
住
区
は
殆
ん
ど
光
明
が
さ
斗

ぬ
地
域
で
、
そ
こ
で
は
多
数
の
人
が
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
は
殆
ん
ど
受
け
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
人
達
は
教
会
と
社
会
体
制
の
両
方
の
枠
か
ら
は
み
出
た
人
々
で
、
教
会
員
に
も
法
治
国

民
に
も
な
る
機
会
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
廉
い
食
料
を
支
給
さ
れ
た
が
、

そ
の
他
に
は
何
の
思
恵
に
も
あ
、
す
か
ら
な
か
っ
た
。
穀
物
条
令
の
廃
止
と
宗
教
復
活
に
は
必

然
的
な
関
連
は
全
く
な
い
と
指
摘
し
た
の
は
、
非
国
教
誌
エ
ク
レ
テ
ィ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
だ
け

で
あ
っ
た
。
事
実
、
急
速
に
変
容
す
る
世
界
の
中
で
、
政
治
と
宗
教
は
正
反
対
の
方
向
に
向

う
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
一
八
五

O
年
出
版
の
キ
ン
グ
ス
リ
！
の
小
説
『
オ
I
ル
ト
ン
・

ロ

（六
七
）

ヅ
ク
（
〉
一円
。ロ

F
2
一日
）
』
は
以
上
の
問
題
と
そ
の
類
似
の
問
題
を
提
示
し
て
い
た
。
「
そ
れ

は
一
つ
の
時
代
の
書
で
、
文
明
と
い
う
巨
大
な
釜
か
ら
ほ
う
り
上
げ
ら
れ
た
凝
固
物
の
よ
う

な
も
の
。
そ
こ
に
は
、
お
ご
り
と
不
潔
、
獣
性
と
芸
術
、
美
徳
と
知
性
、
暴
虐
と
悲
惨
と
が

混
沌
と
し
て
沸
騰
し
て
い
る
の
だ
よ
と
或
る
批
評
家
が
書
い
て
い
る
。
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と
も
驚
く
べ
き
騒
動
だ
。
全
く
収
り
そ
う
も
な
い
。
国
中
、
町
や
教
区
を
あ
げ
て
、
集
会
に

次
ぐ
集
会
だ
。
情
況
は
大
海
原
の
嵐
に
似
て
い
る
。
そ
れ
は
国
民
的
感
情
で
あ
り
、
国
家
的

蜂
起
だ
。
す
べ
て
の
意
見
が
、
当
分
の
聞
は
、
こ
の
一
つ
の
感
情
に
包
み
込
ま
れ
そ
う

だ
よ
と
彼
は
書
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
党
派
色
の
薄
い
観
察
者
は
、
第

一
次
選
挙
法
改
正

法
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
一
八
一
三
年
と
三
二
年
の
短
い
期
間
以
来
、
同
様
の

民
衆
の
叫
び
は
全
く
起
ら
な
か
っ
た
、
そ
し
て
一
八
五
一
年
に
は
当
時
の
様
に
、

「
社
会
で

普
通
は
最
も
穏
健
で
思
慮
深
い
部
類
に
属
す
る
中
産
階
級
の
人
々
」
が
そ
の
運
動
の
中
枢
に

い
た
、
と
言
っ
て
い
る
。
外
部
で
は
な
く
内
部
的
な
危
険
の
原
因
を
指
摘
す
る
人
の
手
で
火

は
煽
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
英
国
国
教
内
部
か
ら
ロ

l
マ
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
真
際
ま

で、

一
歩
。
つ
ふ
民
衆
を
導
び
こ
う
と
す
る
背
教
者
と
、
ナ
イ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー

ル
寺
院
を
追
わ
れ
、
一
八
五
一
年
に
は
サ
マ

l
セ
ッ
ト
（
印
0
5
σ
2
2）
で
隠
居
生
活
を
強
い

（五
五
）

ら
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
ネ
ッ
ト
（
者
ニ一
5
5
出向ロ
ロ
巾
門
門
）
の
よ
う
な
儀
式
主
義
者
の
脅
威

で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
復
興
の
勢
は
最
高
潮
に
達
し
、
多
数
の
英
国
国
教
の
牧
師
が
そ
れ

を
助
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
タ
イ
ム
ズ
祇
は

「
我
が
国
の
政
治
的
社
会
に
不
和
の
種

を
播
く
た
め
に
人
々
の
良
心
に
対
す
る
外
国
の
横
領
行
為
」
を
復
活
さ
せ
る

「
英
国
国
教
会

の
恐
る
べ
き
背
教
者
の
脅
威
」
を
警
告
し
た
。
国
会
が
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
侵
略
反
対

の
立
法
化
を
一
論
議
し
て
い
る
聞
に
、
英
国
国
教
会
の
若
手
牧
師
の
指
導
的
人
物
の
一
人
、
副

（五
六）

監
督

マ
ニ

ン
グ
（
玄
白
ロ
ロ
5
m）
は
英
国
国
教
会
か
ら

ロ
l
マ
教
会
に
鞍
替
え
し
て
行
っ
た
。

「
主
よ
、
そ
れ
な
る
人
々
の
教
会
を
追
放
し
給
え
。
心
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
あ
り
な
が
ら
、
な

お
英
国
国
教
の
パ
ン
を
食
し
、
国
力
を
衰
え
さ
せ
る
者
な
れ
ば
。
」
と
ア
シ
ュ
リ
I
は
日
記

に
書
い
て
い
る
。
マ

ニ
ン
グ
改
宗
の
知
ら
せ
が
届
い
た
時
、
そ
れ
は
個
人
的
な
侮
辱
行
為
の

様
に
み
え
た
、
と
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン
自
身
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
友
人
に

語
っ

て
い
る
。

「
私
は
マ
ニ
ン
グ
が
あ
た
か
も
母
を
誤
っ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
感

じ
た
。
」
と

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
言
っ
た
。

ラ
ッ
セ
ル
は
、
国
内
の
新
教
徒
の
叫
び
の
強
さ
を
認
識
し
、
一
八
五
一
年
二
月
に
立
法
に

よ
っ
て
教
皇
の
主
張
を
そ
ら
そ
う
と
試
み
て
、

教
会
職
資
格
法
（
開
2
－2
5
2
3巳
叶
三
2

回
一－
）
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
元
来
、

議
会
の
承
認
抜
き
で
肢
督
派
、
地
方
派
の
如
何
な

る
役
職
に
就
任
す
る
こ
と
も
禁
止
し
て
お
り
、
ま
た
ロ

l
マ
教
皇
の
勅
書
が
英
国
内
に
配
布

さ
れ
る
こ
と
も
許
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
法
律
は
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
下
院
の
内

外
を
問
わ
ず
、
戦
闘
的
新
教
徒
達
を
満
足
さ
せ
る
に
は
余
り
に
も
穏
や
か
な
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
法
制
化
の
せ
い
で
、
ホ
イ
ッ
グ
党
内
閣
の
命
運

を
左
右
す
る
票
数
を
持
つ
国
会
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
組
が
離
脱
し
て
し
ま

っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
議
員
は
、
そ
の
法
案
に
賛
成
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
員
と
全
く

同
じ
よ
う
に
、
法
案
反
対
の
選
挙
民
か
ら
強
力
か
つ
激
し
い
陳
情
運
動
を
受
け
た
。
例
え
ば

（
五
七
）

コ
l
ク
（
の
O
円「
）
選
出
議
員
は
、
他
区
の
激
昂
し
た
住
民
に
比
べ
て
夏
の
海
の
よ
う
に
静
か

な
自
区
選
挙
民
が
、
根
本
方
針
は
何
と
言
お
う
と
、
如
何
な
る
場
合
に
も
、
ホ
ィ
ッ
グ
党
政

府
に
反
対
投
票
を
彼
に
求
め
る
決
議
を
し
て
い
た
様
子
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
気
心

の
通
っ
た
忠
告
は
、
大
方
の
「
ロ

l
マ
教
皇
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」
に
よ
っ
て

喜
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
彼
等
は
臨
時
の
指
導
者
を

「
小
オ
コ
ン
ネ
ル
（

o
d
oロ
ロ
色
）

（
五
入
）

ジ
ョ
ン
・
サ
ド
ラ

1
2
0
r
ロ

ω包
一巳
円
）
に
見
出
し
て
い
た
。
一
八
五
一
年
の
ホ
イ
ッ
グ
党

政
府
衰
亡
の
最
も
重
要
な
要
素
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
支
持
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ラ

ッ
セ
ル
は
議
会
運
営
不
可

能
の
状
態
に
立
至
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
指
導
者
で
も
事
態
を

好
転
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
コ
ブ
デ
ン
が
書
い
て
い
る
よ
う

に
、
「
反
ロ

l
マ
教
皇
政
策
を
堅
持
す
る
政
府
は
す
べ
て
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
議
員
に
反
対
さ
れ
る
。
そ
し
て
内
閣
が
ロ

l
マ
教
皇
に
叛
か
な
け
れ
ば
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
人
か
ら
お
払
い
箱
に
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
皆
ど
う
し
て

い
斗
か
全
く
判
ら
な
い
の
だ
。
」

教
会
職
資
格
法
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
怠
慢
の
た
め
、
政
府
の
敗
北
と
行
政
の
危
機
に

間
接
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
危
機
の
間
も
そ
の
後
も
、
ホ
ィ
ッ
ク
党

が
、
ピ
l
ル
党
員
即
ち
一
八
五

O
年
の
ロ
パ
l
ト
・
ピ

I
ル
卿
の
没
後
飽
く
ま
で
そ
の
信
条

に
忠
実
な
保
護
貿
易
に
反
対
す
る
保
守
集
団
と
話
を
つ
け
る
の
を
妨
げ
た
。
幅
広
い
提
携
の

可
能
性
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
ピ

l
ル
党
員
と
急
進
派
の
一
部
、
特
に
ジ
ョ
ン

・
ブ
ラ

イ
ト
と
J
・
A
－
ロ
l
パ
ッ
ク
が
聖
職
に
関
す
る
立
法
に
断
固
反
対
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
も
し
ピ

l
ル
党
紙
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ク
ロ
ニ
ク
ル
（
足
。
3
3
h刊
の
か
さ
ミ
之
内
）
が
ワ
イ
ズ

マ
ン
枢
機
卿
自
身
の
所
有
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の
主
張
を
も
っ
と
熱
烈
に
、
し
か
も

徹
底
し
て
吹
き
込
む
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
或
る
新
教
徒
は
書
い
て
い
る
。

ピ
l
ル
党
員
は
政
治
提
携
に
加
わ
ら
ぬ
主
な
理
由
と
し
て
、
彼
等
が
カ
ト
リ
ッ
ク
問
題
に
関

す
る
新
し
い
立
法
に
反
対
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

「
ロ
l
マ
教
皇
、
英
国
に
権
勢
な

し
と
断
言
し
得
る
者
あ
り
や
、
彼
は
一
内
閣
を
失
脚
さ
せ
今
や
次
期
の
組
閣
を
妨
げ
て
い

る
。
」
と
ア
シ
ュ
リ
l
は
書
い
て
い
る
。

ホ
イ
ッ
グ
党
内
閣
が
二
月
の
政
治
危
機
後
も
居
座
る
と
、
ラ
ッ
セ
ル
は
教
会
職
資
格
法
を

（
五
九
）

縮
め
て
修
正
し
、
ロ
パ

l
ト
・
イ
ン
グ
ル
ス
（
同

ozz
r
m一一
回
）
卿
が
言
う
よ
う
に
、
そ
れ

を
ハ
ム
レ
ッ

ト
役
が
は
ず
さ
れ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
劇
の
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
法
案
の
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が
あ
る
か
と
尋
ね
る
と
、
す
ぐ
に
帰
っ
た
、
と
デ
ィ
ズ
レ
l
リ
は
書
い
て
い
る
。
「
一
ク
オ

l
タ
I
一
一
一
十
シ
リ
ン
グ
で
大
麦
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
レ
ッ
ド
ラ
ッ
プ
（

H
N
E
Z刀
）
の
鷲
き
は

想
像
出
来
よ
う
。
」
保
護
貿
↑
易
は
杜
絶
え
た
と
思
い
始
め
た
の
は
デ
ィ
ズ
レ
l
リ
と
彼
の
友

人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
ト
l
リ
！
の
上
を
行
く
ク
オ

ー
タ
リ
ー

－
レ
ビ
ュ
ー

（
C
Eミ
雪
守
同
S
R
S）
で
す
ら
、
英
国
の
長
業
経
営
者
の
展
望
は
落
胆
に
つ
な
が
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
書
い
た
。
そ
し
て
保
護
貿
易
主
義
は
地
主
の
保
護
で
は
な
く
て
、

貧
者
の
利
益
、
青
年
の
労
働
、
英
国
国
教
の
特
性
の
保
護
を
意
図
し
て
い
る
、
と
大
袈
裟
な

説
明
を
し
た
。

一
八
五

一
年
は
英
国
農
業
の
見
通
し
を
煉
り
直
す
の
も
困
難
な
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
は

鉄
道
網
の
開
通
と
工
業
が
も
た
ら
す
収
入
の
増
加
に
大
き
く
依
存
す
る
設
業
繁
栄
の
時
を
招

来
し
た
。
工
業
が
農
業
を
京
気
付
け
、
当
世
紀
中
期
は
農
民
、
実
業
家
の
両
方
に
と
っ
て
繁

栄
の
時
代
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

一
八
五

一
年
当
時
の
人
々
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
と
オ
l
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
金
の
新
発
見
を

物
価
上
昇
の
原
因
と
考
え
、
俄
か
景
気
を
、
タ
イ
ム
ズ
紙
流
に
言
え
ば
、
「
我
が
国
全
体
の

業
界
に
電
撃
的
な
衝
撃
」
を
与
え
る
基
本
的
な
力
と
考
え
た
。
万
国
博
覧
会
に
集
る
群
衆
が

カ
リ
フ

ォ
ル

ニ
ア
産
の
金
片
に
賛
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
る
と
き
に
、
大
英
帝
国
の
反
対
側
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
牧
師
達
ま
で
も
興
奮
の
場
に
引
寄

せ
、

（
五
二
）

或
る
解
説
者
が
言
う
よ
う
に
、
彼
等
は
天
職
を
忘
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
シ
ュ
リ
l

（〉
mZ
3）
は
胸
は
ず
ま
せ
て
歴
史
の
新
時
代
を
予
見
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ヤ
が
道
を
付
け

オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
後
に
続
く
、
と
日
記
に

書

い
て
い
る
。
「
の
ろ
わ
し
い
金
欲
（
〉
ロ
ユ

印
由
。

E
F
52
）
・
二
、
三
粒
の
金
片
が
放
浪
者
の
手
に
誇
示
さ
れ
る
と
、
聖
職
者
ま
で
も

狂
わ
せ、

突
然
予
想
外
の
事
件
が
起
る
の
だ
。
こ
れ
は
神
の
捉
を
成
就
し
『
地
上
を
生
物
で

充
た
す
』
た
め
に
神
が
選
ば
れ
た
道
で
あ
ろ
う
。
」

一
八
五

一
年
後
の
時
代
に
多
く
の
人
々
は
天
国
を
垣
間
見
た
と
思
っ
た
。
確
か
に
地
主
と

工
業
の
擁
護
者
、
主
人
と
使
用
人
と
の
間
の
緊
張
の
大
部
分
は
消
滅
し
た
。
利
益
の
均
衡
、

即
ち
パ

l
ン
（
者
・
「
四
日
ロ
）
教
授
が
名
付
け
た

「
均
衡
の
時
代
」
の
た
め
に
道
が
整
え

ら
れ
て
い
た。

当
時
の
小
説
は
政
治
と
同
様
に
時
代
の
変
化
を
映
し
出
し
て
い
た
。
社
会
の
基
本
的
な
構

成
が
痛
烈
な
皮
肉
と
熱
烈
な
表
現
で
論
じ
ら
れ
た
小
説
か
ら
、
す
っ
か
り
安
定
し
た
粧
い
を

見
せ
る
社
会
を
背
景
に
し
て
、
個
人
の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
小
説
へ
と
、
作
品
は
大
き
く
一
変

化
し
た
。

こ
う
い
う
情
況
に
於
い
て
、
政
治
の
大
問
題
、
つ
ま
り
穀
物
条
令
や
保
護
貿
易
問
題
の
み

な
ら
ず
、
議
会
改
革
と
労
働
階
級
に
投
票
権
を
認
め
る
問
題
ま
で
が
尻
す
ぼ
り
に
な
っ
て
行

っ
た
。
圧
力
団
体
の
不
毛
の
小
競
り
合
い
が
、
社
会
体
制
や
社
会
的
変
化
の
大
運
動
に
関
る

戦
い
よ
り
も
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
た
。
例
え
ば
、
水
道
会
社
と
厚
生
省
の
既
得
権

と
の
問
に
は
卑
劣
な
陰
謀
が
あ
り
、
社
会
の
異
っ
た
部
門
に
対
す
る
課
税
範
囲
に
つ
い
て

は
議
会
闘
争
が
行
わ
れ
た
。

ポ
ン
ド
当
り
七
ペ
ン
ス
の
割
合
の
所
得
税
は

「宗
教
裁
判
的
」

で
「
抑
圧
的
」
だ
と
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
大
門
大
臣
ウ

ッ
ド

（巧
0
0
己
）
が
、
何
と
か
廃
止

し
よ
う
と
し
た
恨
め
し
い
ガ
ラ
ス
窓
税
の
代
り
に
、
新
し
い
家
屋
税
を
持
出
そ
う
と
す
る

と
、
そ
の
提
案
は
彼
の
支
持
者
の
一
部
と
政
敵
の
結
託
に
よ
っ
て
廃
案
と
な
っ
た
。
政
府

を
負
か
し
た
人
々

は
、
激
し
い
過
激
論
者
で
も
な
く
、
。コ
ブ
デ
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
の
信
条
に

傾
倒
す
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
学
派
の
人
々
で
も
な
か
っ
た
。
彼
等
は
、
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー

ズ
（
り
日
々
～
fvgh）
が
論
評
す
る
通
り
、「
総
じ
て
用
心
深
く
、
大
人
し
く
堅
実
な
商
業

界
の
代
表
者
達
」
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
一
八
五
一
年
以
後
の
時
代
を
非
常
に
当
て
に
し
た
、

税
金
を
恐
れ
、
政
府
に
不
信
の
念
を
抱
い
た
人
々
で
あ
っ
た
。
貿
易
に
は
依
然
と
し
て
望
み

が
あ
り
、

農
業
が
向
上
し
て
行
く
に
つ
れ
て
、
彼
等
は
、
自
ら
が
欲
す
る
も
の
を
確
保
す
る

に
は
、
政
治
家
よ
り
も
自
分
達
が
信
頼
出
来
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
結
局
、
そ
こ
に
は
根

本
的
な
政
府
不
信
の
念
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
八
六
七
年
の
第
二
次
選
挙
法
改
正
法
案
の
通

過
後
ま
で
政
治
の
形
態
を
決
定
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
自
助
が
何
よ
り
も
優
先
し
た
。
政
治

は
国
外
関
係
の
処
理
と
自
助
を
促
進
す
る
代
理
機
関
と
し
て
は
別
と
し
て
も
、
日
常
の
関
心

事
項
の
中
で
は
非
常
に
低
い
位
置
に
あ
っ
た
。

- 76 -

確
か
に
宗
教
の
地
位
は
低
下
し
て
い
た
。
宗
教
問
題
は
、
一
八
五

一
年
の
前
半
は
、
万
国

博
覧
会
の
報
道
と
見
出
し
を
分
け
合
っ
て
い
た
。
当
時
の
人
が
言
う
よ
う
に
、
宗
教
上
の
危

機
は
続
い
て
い
た
が
、
英
国
を
分
割
し
て

ロ
l
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
主
教
管
区
に
し
、
正
規
の

（五一ニ）

カ
ト
リ
ッ
ク
階
級
組
織
を
復
活
さ
せ
る
教
皇
の
決
意
を
ワ
イ
ズ
マ
ン
（
宅

5
5
2）
が

一

（
五
四
）

八
五

O
年
に

「
ロ
l
マ
の
フ
ラ
ミ

ニ
ア

（吉
田
5
55
）
門
か
ら
公
表
し
た
」
こ
と
が
そ
の
端
緒

で
あ
っ
た
。
宰
相
で
、
宗
教
の
自
由
の
歴
史
的
な
闘
士
ラ
ッ
セ
ル
は
憤
然
と
し
た
新
教
徒
の

怒
り
の
代
弁
者
と
な
っ
た
。
教
皇
の
決
定
に
対
す
る
民
衆
の
反
応
の
叫
び
と
興
奮
は
、
長
い

間
こ
の
種
の
宗
教
的
危
機
を
予
見
し
て
い
た
福
音
派
の

ア
シ
ュ
リ
ー
を
も
驚
か
せ
た。

「
何
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て
、
商
業
や
製
造
業
で
支
配
的
な
グ
ル

ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
。
彼
等
が
尊
ぶ
美
徳
は
、

サ
ミ

ュ
エ
ル
・
ス
マ

イ
ル
ズ
が
主
張
す
る
自
助
、
忍
耐
、
義
務
、
倹
約
、
名
声
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
自
力
本
願
を
個
人
的
成
功
の
手
段
と
し
た
ば
か
り
か
、
社
会
改
良
の
推
進
力
と
信
じ

て
い
た
。
そ
し
て
人
は
皆
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
価
値
は
社
会
の
そ
の
他
の
集
団
に
も
教
え
ら
れ
、
そ
う
す
れ
ば
必
ず
成
功
し
た
の
で
あ

る
。
四
十
年
代
の
緊
張
が
緩
み
、
長
期
に
わ
た
る
闘
争
の
乱
暴
な
計
画
と
岐
惑
的
空
想
的

な
社
会
体
制
の

一
部
を
放
棄
し
た
の
に
伴
い
、

一
部
の
労
働
階
級
、
特
に
第

一
級
の
労
働
者

は
、
中
産
階
級
の
美
徳
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
八

五

一
年
に
は
技
術
者
連
合
協
会
の
設
立
を
見
た
が
、
そ
の
目
的
は

「
不
法
で
分
別
の
無
い
行

動
は
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
他
人
に
害
を
与
え
ず
、
自
ら
最
大
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と

だ
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
免
状
を
持
っ
て
い
る
医
師
や
著
作
権
で
保
護
さ
れ
て
い
る
作
家

の
よ
う
に
、
既
得
権
を
持
つ
も
の
に
対
し
て
同
様
の
統
制
力
を
行
使
す
る
の
は
我
々
の
義
務

で
あ
る
。
」
と
い
う
の
だ
。
労
働
階
級
が
上
を
見
て
い
る
と
、
少
く
と
も
上
流
階
級
の

一
部

は
下
を
見
て
い
た
。
中
産
階
級
の
理
想
が
国
民
の
標
準
を
定
め
た
。
そ
し
て
貴
族
階
扱
が

「食
料

品
屋
や
商
人
に
気
を
使
っ
て
生
活
し
始
め
る
間
に
」
、
女
王
夫
妻
は
尊
敬
に
値
す

る
幸
福
な
家
庭
生
活
の
最
良
の
手
本
を
用
意
し
て
い
た
。
万
国
博
覧
会
の
結
果
と
し
て
開

発
さ
れ
た

ロ
ン
ド
ン
の
新
興
地
区
サ
ウ
ス

・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
（
印
O
E
r
同

g巴
ロ
m
gロ
）
は
ア

（

四

六

）

（

四

七

）

ス
コ
ッ
ト

（〉
印
g
門）
や
守
フ
ラ
イ
ト
ン
（
回己

m
y
gロ
）
よ
り
も
は
る
か
に
ア
ル
パ
l
ト
公
の
性

に
ム
ロ
っ
て
い
た
。

中
産
階
級
の
価
値
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
中
産
階
級
の
楽
し
み
も
増
し
た
。
倹
約
は

滅
ろ
び
ず
、
い
く
つ
か
の
活
動
範
囲
で
は
美
徳
と
讃
え
ら
れ
た
。
し
か
し

一
八
五

一
年
新
刊

（
四
八
）

の
ジ

ョ
ン
・
ス
ト
ア
・
ス
ミ
ス
（
』0
7
ロ
日
o
z
m自
己
戸
）
著
『
句
O
R
Q
N
h
寺
町
内
ご
』
（
社
会

の
諸
相
）は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
位
ま
で
の
近
世
で
は
、
人
々
が
非
常
に
驚
い
た
か
も
知

れ
な
い
よ
う
な
敷
物
や
掛
物
を
、
当
時
の
中
産
階
級
の
家
庭
が
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
ロ
ン

ド
ン
の
大
勢
の
中
産
階
級
の
貿
易
商
が
、

一
時
代
前
の
の
多
数
の
地
方
地
主
よ
り
も
立
派
な

金
銀
製
食
器
や
リ
ネ
ン
製
品
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
特
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
ジ
ョ

ー
ジ

－

R
・
ポ
！
タ
l
の
『
吋
Z
M）ミ
匂
a
m
h
h

O
L

三
宮
ミ
ミ
3
3』
（
国
民
の
進
歩
）

一
八
五
一
年
版

は
、
豊
か
な
中
産
階
級
の
家
庭
の
似
た
よ
う
な
様
子
を
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
別
荘
の
壁
は

絵
や
彫
刻
で
埋
め
ら
れ
、
全
体
の
た
L
ず
ま
い
は
、
親
友
の
幾
人
か
は
人
の
心
を
快
く
啓
発

し
、
家
族
の
交
際
を
楽
し
く
し
が
ち
な
あ
の
優
雅
な
た
し
な
み
の
一
つ
や
二
つ
は
身
に
つ
け

て
い
る
こ
と
を
、
あ
た
り
い
っ
ぱ
い
に
見
せ
て
い
る
の
だ
。

商

・
工
業
の
中
産
階
級
が
繁
栄
を
亨
受
し
て
い
る
頃
、
即
ち

一
八
五

一
年
の
春
、
地
主

と
農
民
は
相
変
ら
ず
不
気
嫌
で
あ

っ
た
。
農
業
は
停
滞
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
農

業
は
国
民
の
大
部
分
に
仕
事
を
与
え
て
く
れ
た
け
れ
ど
も
、
世
界
的
に
は
も
は
や
国
民
的

繁
栄
の
主
力
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
八
五
一
年
初
頭
に
、
地
主
と
製
造
業
者

の
利
害
が
分
れ
た
こ
と
、
即
ち
ト
l
リ
l
党
の
デ
ィ
ズ

レ
l
リ
が
言
う

「
都
市
と
農
村
の
不

幸
な
争
い
」
と
急
進
派
ロ
l
パ
ッ
ク
が
言
う
、

一
八
三
二
年
以
来
の
英
国
史
の

「
難
問
解

決
の
鍵
」
は
、
政
治
上
の
争
い
の
最
も
重
要
な
源
で
あ
っ
た
。
農
業
の
困
窮
を
緩
和
す
る

た
め
、
政
府
を
動
か
す
可
能
性
の
あ
っ
た

一
八
五

一
年
二
月
の
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
提
出
の
法
案

は
十
四
票
の
僅
差
で
成
立
せ
ず
、
英
国
東
部
の
不
遇
な
農
民
は
、
パ
リ
よ
り
自
由
貿
易
の

（
四
九
）

都
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
（
玄
白
ロ
の
Z
m
Z円）
に
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
た
。
五
月
に
保
護
貿
易
論
者

（五
O

）

は
ド
リ
ア
リ
イ
・
レ
イ
ン
（
ロ
E
ミ

戸
山
口
巾
）
で

一
大
示
威
集
会
を
持
ち
、
そ
こ
で
彼
等
が
か

つ
て
は
非
常
に
慨
嘆
し
て
い
た

「
煽
動
者
の
手
口
や
暴
力
」
を
そ
の
ま
L
真
似
て
行
動
し
た
。

彼
等
の
経
済
力
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
力
の
差
は
ひ
ど
く
、
ど
ん
な
形
に
し
ろ
農
業

保
護
に
も
ど
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
。
一
八
五

一
年
ま
で
に
は
、
国
民
の
主
食
の
四
分
の
一

は
外
国
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
荏
大
な
穀
類
と
小
麦
の
輸
入
量
が
、
自
由
貿
易
論
者
ジ
ェ
ィ
ム

（
五
二

ス
・
グ
レ
ア
ム
（
』白
5
2
0
2
E
E）
卿
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
そ
う
で
も
し
な
く
て
は
食

に
あ
り
つ
け
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
幾
百
万
の
人
々
」
に
消
費
さ
れ
た
。
「
ピ
l
ル
は
今

は
亡
き
人
だ
け
れ
ど
も
、
彼
は
な
お
も
諮
り
、
そ
の
戸
が
墓
か
ら
聞
こ
え
る
。
」
賢
明
な

ト

I
リ
l
党
員
は
こ
の
数
字
を
無
視
出
来
、
す
、
利
口
な
政
治
家
達
は
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
な
予
測

を
立
て
る
場
合
に
、

一
つ
の
基
本
的
な
要
素
、
即
ち
過
去
五
年
以
上
も
自
由
貿
易
の
慣
例
と

な
っ
た
も
の
の
力
を
見
過
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
若
し
保
護
貿
易
論
者
が
一
八
四
六
年

の
決
定
を
覆
す
決
心
を
し
、
公
職
に
復
帰
す
れ
ば
、
議
会
外
の
新
し
い
運
動
の
脅
威
が
穀
物

条
令
反
対
同
盟
の
線
で
活
発
に
な
り
、
成
功
を
収
め
る
よ
う
な
反
発
を
生
み
出
す
と
い
う
こ

と
は
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
英
国
北
部
は
依
然
と
し
て
油
断
の
な
い
待
機
の
状
態
に
あ

っ
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
（
ミ

3
♀
2
同町、

C
5
1
b
g
H）
紙
が
述
べ
た
如

く
、
「
自
由
貿
易
の
精
神
的
効
果
は
、
数
年
の
煽
動
に
よ
っ
て
も
食
い
止
め
ら
れ
ず
、
コ

ブ

デ
ン
氏
の
雄
弁
も
言
い
尽
せ
な
か
っ
た
話
題
を
提
出
す
る
の
だ
。
」

豊
作
の
後

一
八
五

一
年
末
ま
で
に
は
、
当
世
紀
中
葉
を
通
し
て
続
く
こ
と
に
な
る
あ
の
農

業
復
興
の
確
か
な
兆
候
が
現
わ
れ
た
。
保
護
貿
易
は
ま
す
ま
す
不
必
要
な
も
の
に
思
わ
れ

た
。
ト
l
リ
l
党
の
傑
出
し
た
指
導
者
グ
ラ
ン
ピ
イ
（
の
E
ロ

ε）
は
、
十
一
月
に
ヒ
ュ
l
ア

ン
デ
ン
（

Z
E
mY3
2）
を
訪
れ
、
村
の
肉
屋
に
、
近
く
に
何
処
か
耕
作
を
止
め
た
土
地

- 75 -
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一
八
五
O
年
、
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
主
教
管
区
の
法
王
権
回
復
が
原
因
と
な
っ
た
旧
教

の
浸
透
に
対
す
る
打
続
く
警
戒
心
が
、
民
意
を
熱
烈
に
か
き
立
て
、内
閣
政
治
を
き
わ
め
て

困
難
に
し
た
。
好
戦
的
な
新
教
主
義
は
扇
動
さ
れ
民
衆
運
動
と
な
っ
た
。
「
政
党
は
穀
物
条

令
を
有
難
が
る
前
に
非
常
に
混
乱
し
て
い
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
要
素
が
混
乱
を
一

層
ひ

ど
く
し
て
し
ま
っ
た
。
」
と
コ
ブ
デ
ン
は
書
い
て
い
る
。
少
数
派
意
見
の
彼
の
見
解
で
は
、

英
国
自
身
が
教
皇
を
激
し
く
告
発
し
て
い
る
と
き
、
万
国
博
覧
会
の
年
に
、
自
ら
が

「
世
界

で
も
っ
と
も
心
の
狭
ま
い
国
民
で
あ
る
」
と
公
表
さ
れ
、
そ
の
結
果

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
英
国

を
非
難
し
、
ア
メ
リ
カ
は
英
国
を
噸
笑
す
る
」
と
は
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

多
数
意
見
は
、
国
家
の
名
誉
が
万
国
博
覧
会
と
宗
教
的
危
機
と
に
深
く
闘
っ
て
い
る
の

で
、
擁
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

万
国
博
覧
会
、
政
治
危
機
、
宗
教
上
の
異
常
な
興
奮
、
通
商
上
の
優
位
、
全
て
が
一
八
五

一
年
気
質
の
因
と
な
っ
て
い
た
。
自
負
と
偏
見
の
陰
に
は
疑
念
と
ジ

レ
ン
マ
が
潜
ん
で
い

た
。
英
国
人
は
万
国
博
覧
会
を
見
物
に
来
た
大
方
は
旧
教
徒
だ
ろ
う
に
、
多
数
の
外
国
人
を

ど
の
よ
う
に
し
て
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
、一

方
で
は
旧
教
の
浸
透
に
激
し
い

攻
撃
を
浴
び
せ
た
の
に
。
パ
ン
チ
（

3
2♀）
紙
は
考
え
ら
れ
そ
う
な
答
え
を
知
っ
て
い
る

ト
l
リ
I

（寸
o
ミ
）
党

の
長
老
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
が

円2
0ロ
ロ
何
回）
R
Z

3印

『

E
ロ
官
広
（
こ
ふ
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
は
駄
目
）
と
い
う
文
句
を
書
い
た
万
国
博
覧
会
の

告
知
板
を
屋
外
に
下
げ
て
い
る
絵
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で、

万
国
博
覧
会
が
終
る
と
、
万
国

博
覧
会
の
平
和
と
国
際
協
調
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
英
仏
海
峡
の
対
岸
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の

（四一一一）

ク
ー
デ
タ
ー
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ヘ
ッ
ド
（
？
白
ロ
の

z
z
g牛
）
卿
が
ほ
ん
の
一
年
前
に
注
意

を
喚
起
し
た
「
大
英
帝
国
の
不
安
な
丸
腰
状
態
」

の
情
報
と
を
如
何
に
し
て
調
和
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
と
矛
盾
は

一
八
五
一
年
の
人
々
の
落
着
と
自
信
と
同
様
に
重
要
な
も
の

で
あ
っ
た
。
水
晶
宮
は
永
遠
の
都
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
五
一
年
と
い
う
年
は
、

半
世
紀
の
進
歩
を
吟
味
し
て
み
る
に
は
有
利
な
時
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
将
来
は
最
初
の
一

瞥
の
感
じ
ほ
ど
け
っ
し
て
晴
や
か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
完
壁
な
調
査
の
あ
と
で
確
か

に
な
っ

た
こ
と
は
、
好
み
の
鉄
道
の
隠
鳴
を
用
い
る
と
、
素
晴
し
い
世
界
は
『
変
化
と
い

う
鐘
の
音
が
響
く
線
路
』
を
ど
こ
ま
で
も
駆
け
て
行
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
棚
卸

し
の
た
貯
に
一
休
み
し
て
見
る
と
き
、

最
終
予
想
を
立
て
る
に
は
無
数
の
困
難
が
あ
っ
た
。

ご
八
五
一
年
は

一
八

O
一
年
と
比
較
す
る
と
、
窓
ガ
ラ
ス
税
制
下
に
建
っ
た
家
に
比
べ
、

ガ
ラ
ス
の
宮
殿
の
よ
う
な
も
の
だ
。
」
と
い
う
エ
ク
レ

ク
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ

ー
（
町
内門町内丘町

h
g
N
2
e）
の
意
見
に
誰
も
が
同
意
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
時
代
の
幅
の

取
り
方
次
第
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
万
国
博
覧
会
に
来
た
人
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
、

（
四
凶
）

テ
ニ
ス
ン
の
イ
ン

・
メ
モ

リ
ア

ム
『
な
き
人
の
記
念
の
た
め
に
』
（

F
ミ
3
5
2ミ
と

は
万

国
防
覧
会
の
ガ
ラ
ス
の
家
と
同
様
に
時
代
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、彼
の
ロ
ッ
ク
ス

リ
l

・
ホ
l
ル
（
F
o
兵
ω
一ζ

出
巳
一
）
ほ
ど
、

工
業
化
と
進
歩
の
明
ら
か
な
勝
利
を
語
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
代
り
に
そ
れ
は
時
と
空
間
の
広
漠
と
し
た
広
が
り
を
語
っ
て
い
た
。

瀬
と
な
り
淵
と
な
り
て

久
遠
の
丘
を
流
れ
行
き

広
が
る
大
陸
に
種
子
を
橋
く
小
川
の
響
き

物
質
的
見
地
か
ら
楽
天
主
義
が
生
ま
れ
る
だ
け
の
土
壌
が
あ
っ
た
。
物
質
的
進
歩
の
統
計

は
英
国
の
工
業
的
地
位
の
強
さ
を
強
調
し
て
い
た
。
万
国
博
覧
会
は
英
国
が
製
造
業
に
於
い

て
は
完
壁
な
指
導
的
地
位
に
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
の
で
あ
る
。
英
国
の
蒸
気
機

関
は
経
済
の
勝
利
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
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こ
の
英
国
の
征
服
の
武
器
は

無
血
の
戦
勝
記
念

（
四
五
）

ラ
ン
カ
シ

ャ
l

（F
白ロ
g
m
F
F
円。）

の
製
造
業
者
は
す
べ
て
の
国
の
出
品
を
歓
迎
し
、
か
け

引
き
無
し
の
舞
台
と
公
正
な
競
争
と
を
要
求
す
る
用
意
が
あ
っ

た
。
と
い
う
の
は
彼
等
は
英

国
製
品
と
外
国
製
品
の
比
較
を
ま
っ
た
く
恐
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
英
国
の
商
業

と
経
済
に
於
け
る
優
位
性
は
際
立
っ
て
い
た
の
だ
。

し
か
し
、
商
人
、
製
造
業
者
、
熟
練
職
人
は
全
人
口
の
小
数
派
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
貿
易

と
工
業
の
目
覚
し
い
発
展
の
兆
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
全
国
男
子
の
四
分
の

一
以
上
が
な
お

も
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
十
才
以
上
の
全
女
性
の
九
人
に
一
人
は
女
中
奉
公
に
出
て

い
た
。
炭
坑
夫
よ
り
も
靴
屋
に
使
わ
れ
る
男
の
数
が
多
く
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
専
門
労
働
者

の
数
は
辛
う
じ
て
二
十
五
万
を
越
え
て
い
た
。

「中
産
階
級
」
と
い
う
広
い
層
の
中
で
独
立
し
た
少
数
の
人
が
、
小
売
り
ば
か
り
で
な
く



（一二九）

書
の
中
に
へ

I
ベ
の
聖
餐
の
杯
を
飲
み
干
す
。

－』
吋て

世
界
の
驚
異
は
集
っ
て
、
こ
の
世
の
奇
跡
の
殿
堂
、
水
晶
宮
の
光
景
を
喜
び
で
充
た
し

い
た
る
と
こ
ろ
、
力
は
正
義
の
前
に
奴
隷
と
な
る
の
だ
。

一
八
五
一
年
と
い
う
年
は

一
九
世
紀
の
英
国
を
調
べ
る
に
は
全
く
有
利
な
時
を
提
供
し
て

く
れ
る
。
そ
の
世
紀
は
半
ば
を
過
ぎ
、
当
時
の
人
々
は
、
「
飢
餓
の
四
十
年
代
」
の
彼
方
に
、

（四

O
）

（

四

こ

鉄
道
や

一
ペ
ニ
ー
郵
便
制
が
普
及
す
る
ま
で
、
即
ち
G
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
表
現
で
は
、
蒸
気

の
力
が
、
そ
れ
と
共
に
繁
栄
の
足
取
り
を
二
倍
も
速
く
し
て
し
ま
う
ま
で
の
、
古
い
世
界
を

振
り
返
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。
そ
し
て
彼
等
は
、
多
年
の
進
歩
、
生
産
と
拡
大
と
分
配
の

増
加
、
即
ち
風
刺
家
が
軽
蔑
し
て
言
う

「綿
業
千
年
祝
賀
祭
」
を
期
待
す
る
こ
と
も
出
来
た

の
だ
。一

八
五
一
年
の
大
博
覧
会
は
こ
の
よ
う
な
値
踏
み
を
す
る
好
機
を
与
え
、
そ
の
年
を
支
配

し
た
。
そ
の
目
的
は

「
全
人
類
が
到
達
し
た
進
歩
の
最
先
端
を
忠
実
に
検
ベ

、
そ
の
生
き

い
き
と
し
た
姿
を
見
せ
、
将
来
全
て
の
民
族
が

一
層
努
力
す
る
た
め
の
新
し
い
出
発
点
」
を

示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
印
象
的
な
建
物
と
、
そ
こ
に
展
示
さ
れ
た
広
汎
な
展
示
物
に
、

水
晶
宮
は
誇
ら
し
や
け
に
人
類
の
進
歩
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
見
せ
た
の
で
あ
る
。

主
要
な
後
援
者
の

一
人
、
ヘ
ン
リ
l

・
コ
I
ル

（出

g
q
の
O
｝巾）

が
言
う
よ
う
に
、

世
界
の
歴
史
が
、
人
間
の
勤
勉
さ
を
奨
励
し
よ
う
と
す
る
時
、
一
八
五
一
年
の
世
界
中
の

生
産
品
の
大
展
示
に
較
べ
ら
れ
る
出
来
事
は
、
歴
史
上
全
く
記
録
が
な
い
。
熟
練
と
技
術

が
作
り
上
げ
た
製
作
品
を
比
較
し
て
み
る
た
め
に
、
偉
大
な
国
民
が
す
べ
て
の
文
明
国
の

人
々
を
祭
典
に
招
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
独
自
の
民
間
資
本
で
実
行
さ
れ
、
古
代
の
偉
業
が

強
要
し
た
税
と
奴
隷
使
役
に
依
存
せ
ず
、
他
に
財
政
の
援
助
を
求
め
な
か
っ
た
。
抜
群
の

英
知
と
理
性
と
機
敏
さ
を
備
え
た
王
子
が
、
統
卒
力
と
す
ぐ
れ
た
実
行
力
を
以
っ
て
、
そ

の
冒
険
的
な
企
て
の
先
頭
に
立
ち
、
そ
れ
を
大
成
功
に
導
い
た
の
で
あ
る
。

174 

万
国
博
覧
会
は
目
覚
し
い
成
功
を
収
め
、
そ
こ
か
ら
芽
萌
え
た
誇
り
は
本
当
に
永
続
き

の
す
る
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
八
五
一
年
と
い
う
年
自
体
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な

も
の
と
欲
求
不
満
と
が
支
配
し
て
い
た
。
経
済
的
繁
栄
と
通
商
支
配
に
は
政
治

・
行
政

の
不
安
が
付
き
ま
と
っ
て
い
た
。
そ
の
年
の
始
め
に
は
、
一
般
の
期
待
と
希
望
は
、
ジ
ョ
ン

・
ラ

ッ
セ
ル
（
』
o
Z
河口凹凹己
一）
卿
の
ホ
イ
ッ
グ
（

4
5品
）
党
政
府
が
一
八
四
七
年
以
来

権
力
の
座
に
あ
り
、
弱
体
で
更
に
低
落
傾
向
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
謝
肉
祭
の
期
間
は
平
穏
に

職
務
に
当
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
閣
は
五
月

一
日
の
万
国
博
覧
会
の
幕
開

き
ま
で
も
無
事
に
も
た
な
か
っ
た
。
二
月
危
機
に
直
面
し
た
の
だ
。
盛
ん
な
政
治
的
往
来
の

後
で
、
内
閣
は
返
り
咲
い
た
が
、
そ
の
立
場
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
、
そ
の
状
態
が
一
年

続
い
た
。
十
二
月
、
外
務
大
臣
パ

l
マ
ス
ト
ン
卿
の
更
迭
後
、
一

八
五
二
年
の
総
辞
職
の

道
は
整
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

女
王
と
夫
君
殿
下
は
、

国
民
に
卒
先
し
て
、
万
国
博
に
湧
立
つ
興
奮
と
政
情
不
安
の
緊
張

と
不
便
さ
を
と
も
に
感
じ
て
い
た
。
夫
君
ア
ル
パ
！
ト
（
〉
－Z
Z）
公
は
万
国
博
覧
会
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
絶
え
間
の
な
い
努
力
を
重
ね
て
来
た
。
彼
は
、
そ
の
計
画
に
も
っ
と
も
影

（
回
二
）

響
力
を
持
つ
政
治
的
な
支
持
者
ピ
l
ル
（
思
己
）
卿
の
悲
劇
的
な
急
死
の
後
も
、
疲
れ
を
知

ら
ぬ
か
の
よ
う
に
苦
労
を
重
ね
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
五
一
年
始
め
、
準
備
万

端
が
整
っ
た
と
き
に
、
内
閣
の
危
機
が
暗
雲
を
も
た
ら
し
た
。
「
全
く
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
皆
が
苦
労
す
る
こ
と
で
し

上
う
。

こ
の
国
が
こ
れ
程
ま
で
に
非
常
に
繁
栄
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
ま
す
ま
す
心
の
骨
立
ち
を
覚
え
る
の
で
す
」
と
女
王
は
書
い
て
い
る
。

経
済
的
な
繁
栄
と
政
治
的
分
裂
の
間
に
あ
る
同
様
の
苛
立
た
し
い
対
立
が
、
当
世
紀
中
期
の

大
部
分
の
間
続
く
こ
と
に
な
り
、
女
王
と
ア
ル
パ

！
ト
公
は
国
情
と
政
党
の
状
態
は
二
つ
の

全
く
別
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
判
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
五

一
年
末
迄
に
は
、
政
治
不
安
の
原
因
の
一
つ
が
表
面
上
は
除
去
さ
れ
て
い
た
。
繁

栄
逓
増
が
反
抗
的
保
護
貿
易
論
者
に
影
響
を
与
え
、
穀
物
条
令
廃
止
の
年
、
即
ち

一
八
四
六

年
の
自
由
貿
易
反
対
の

ス
ロ
ー
ガ
ン

の
一
部
を
取
下
げ
さ
せ
た
。
彼
等
が
段
階
的
に
引
き
下

っ
た
た
め
、
政
治
か
ら
争
い
は
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
年
始
め
の
数
ヶ
月
の
う
ち
に
王
室
を

安
心
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
タ
l
ピ
！
（
ロ
日
ご
）
公
が
一
八
五
二
年
六
月
に
、

女
王
に
保
護
貿
易
弘
前
は

「
全
く
消
え
う
せ
た
」
と
思
う
と
言
っ
た
と
き
、
彼
女
は
い
く
ぶ
ん

う
ん
ざ
り
し
て
、
彼
が
も
う
少
し
早
く
こ
れ
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ

る
、
と
書
い
て
い
る
。
「
あ
れ
程
の
大
き
な
苛
立
ち
ゃ
困
難
は
省
け
た
だ
ろ
う
」
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
苛
立
ち
ゃ
困
難
は
全
て
が
保
護
貿
易
論
者
の
責
任
と
い
う
わ
け
で

は
な
か

っ
た
。

も
っ

と
も
、
彼
等
は
自
由
貿
易
だ
け
で
な
く
、
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て
も
、
と
く
に
臆
病
で

あ
っ
た
が
、
彼
等
の
一
部
は
そ
れ
を
「
英
国
民
に
と
っ
て
未
曾
有
の
大
き
な
つ
か
ま
せ
物

だ
。
」
と
非
難
し
た
。
一
八
五

一
年
は
自
負
と
偏
見
が
世
間

一
般
に
支
配
的
な
年
で
あ
っ
た
。

- 73 -



175 

（
ニ
入
）

レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
（
E
0
3ロ
S

Z
百
Z
E
mと
ゆ
）
の
よ
う
な
例
外
的
な
女
性
｜
｜

（
二
九
）

彼
女
た
ち
は
結
婚
と
い
う
も
の
は
「
満
足
を
求
め
て
や
ま
ぬ
道
徳
的
、
活
動
的
性
質
」
を
刺

激
す
る
も
の
を
与
え
て
く
れ
ぬ
と
い
う
理
由
で
、
結
婚
を
忌
避
し
、
代
り
に
奉
仕
を
と
っ
た

の
で
あ
る
ー
ー
は
、
国
民
生
活
の
最
前
面
に
立
っ
て
、
非
常
に
傑
出
し
た
役
割
を
演
じ
た
。

し
か
し
、
そ
の
他
多
勢
の
女
性
が
、
隷
属
の
地
位
に
伴
な
う
形
式
的
、
表
面
的
な
る
も
の
に

抵
抗
し
た
既
婚
婦
人
も
含
め
て
、
地
方
の
生
活
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
、
こ
の
研
究
の
ま
と
め
の
中
で
占
め
る
こ
と
に
な
る
地
位
は
、
リ
ッ
ト
ン
・

ス
ト
レ
イ
チ
の
著
書
で
彼
女
の
占
め
る
地
位
と
は
非
常
に
異
っ
た
も
の
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、

（一一一
O
）

彼
女
の
人
生
は
最
近
や
っ
と
、
セ
シ
ル
・
ウ
ッ
ド
ハ
ム
日
ス
ミ
ス
（
の
ゅ
の
ニ
巧

oop白
5
1

ω自
己
戸
）
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
新
人
物
伝
の
う
ち
で
も
最
高
の
伝
記
の
一
つ
の
中
で
再
－評

価
さ
れ
た
。
他
の
婦
人
は
、
私
の
本
の
主
題
か
ら
言
っ
て
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
ほ
ど
重
要

な
婦
人
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
面
で
は
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
夫
人
は
、
賢

明
な
名
刺
の
配
り
方
で
も
っ
て
、
下
院
に
お
け
る
夫
の
多
数
派
工
作
に
か
な
り
の
貢
献
を
な

し
た
と
い
う
こ
と
も
な
い
で
は
な
い
。

四

人
聞
が
私
の
本
の
主
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
は
人
間
で
は
な
く
て
、
一
八
五
一

年

と
い
う
年
に
つ
い
て
の
章
で
始
ま
り
、
ま
た
、
終
り
も
一
八
六
七
年
を
支
配
し
た
人
問
、
す

な
わ
ち
、
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
を
扱
う
と
と
も
に
二
八
六
七
年
と
い
う
年
を
扱
っ
た
章
で
終
る
。

一
八
五
一
年
と
い
う
年
は
、
明
白
な
出
発
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
非
常
な
興
奮
の
年
で
あ
り
、

多
く
の
若
き
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
人
々
は
生
涯
、
郷
愁
の
思
い
を
込
め
て
そ
の
年
を
振
り
返

り
、
多
く
の
年
老
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
王
朝
の
人
々
は
そ
の
年
を
英
国
史
の
ク
ラ
イ
マ
ヅ
ク
ス
で

あ
る
と
見
な
し
た
。
一
八
五
一
年
の
万
国
博
覧
会
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
水
晶
宮
と
い
う
シ

ン
ボ
ル
が
一
八
五
一
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
の
全
時
期
を
支
配
し
て
い
る
。
そ
の
建
物
自

体
は
大
変
弱
々
し
く
見
え
た
の
で
、
多
く
の
人
々
は
ひ
上
う
が
降
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
粉
々

（一一一一）

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
一
八
五
四
年
に
ハ
イ
ド
パ

I
ク
か
ら

（一一一一一）

ジ
ド
ナ
ム
（
ω三
ロ

E
S）
へ
移
さ
れ
、
一
九
三
六
年
の
あ
る
秋
の
夜
に
火
事
で
崩
壊
す
る
ま

で
八
十
五
年
間
も
も
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
崩
壊
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
と
の
、
自
に
は

見
え
ぬ
が
も
っ
と
も
興
味
深
い
連
結
の
鎖
の
一
つ
を
断
ち
切
っ
た
の
で
あ
る
。
「
そ
れ
は
わ

え
ん

れ
わ
れ
の
祖
先
の
神
々
が
、
終
鷲
を
待
っ
て
、
お
ご
そ
か
に
車
座
に
な
っ
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
朝
の
神
殿
が
燃
え
る
の
を
見
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
」

私
は
、
自
分
の
取
り
扱
っ
た
最
後
の
年
、
つ
ま
り
、
一
八
六
七
年
の
説
明
で
私
の
本
を
終

わ
り
に
し
て
い
る
。
一
八
六
七
年
に
も
国
際
的
な
博
覧
会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
パ

リ
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
で
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
英
国
に
あ
っ

て

は
興
奮
は
、
「
暗
闘
に
と
び
出
す
跳
躍
」
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
都
市
の
職
人
に
選
挙
権
を

与
え
る
と
い
う
素
敵
な
見
世
物
の
た
め
に
と
っ
て
お
か
れ
た
。
カ
l
ラ
イ
ル
は
そ
れ
を
「
あ

わ
れ
な
古
き
英
国
の
最
後
」
と
名
付
け
、
選
挙
権
授
与
の
動
き
を
支
持
す
る
者
さ
え
、
自
分

た
ち
が
非
常
に
危
険
な
賭
け
を
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
一
八
六
七
年
以
後
、
そ
の
世
紀

中
期
の
は
め
絵
の
一
つ
一
つ
が
再
び
は
ず
れ
、
絵
は
消
え
て
し
ま
う
。
十
年
を
経
ず
し
て
、

そ
の
複
雑
な
模
様
は
す
べ
て
完
全
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

人
々
自
身
も
変
り
つ
つ
あ
っ
た
。

コ
ブ
デ
ン
も
パ
l
マ
ス
ト
ン
も
一
八
六
五
年
に
死
ん
だ
。

パ
ッ
ク
ス
ト
ン
（

3
5ロ
）
（
一
一
部
）
晶
宮
を
設
計
し
た
チ
ヤ
ツ
ワ

l
ス
《

2白
門
凹

3
5）一一一切

庭
師
）
も
死
ん
だ
。
ロ
セ
ッ
テ
ィ
（
問
。
回
目
立
己
）
は
最
初
の
詩
集
を
出
版
孔
ド
）
デ
ィ
ル
ク

（ロ
E
a）
は
彼
の
最
初
の
政
治
学
の
本
を
出
版
し
、
ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
H
O
∞
3
r

（一三

ハ

）

（

一

ニ

七

）

（

U
Z
B
Z
H
t
E）
は
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
町
議
会
で
議
席
を
確
保
し
、
フ
オ

I
ス
タ
l
h司
O
円三
2
）

テ
ン
ポ
ラ
ム
タ
ン
ト
ル
ノ

λ
エ
ト

は
国
民
教
育
の
た
め
の
最
初
の
総
括
的
な
計
画
を
紹
介
し
た
。
時
代
は
変
わ
り
、
ま
た
、

ム
タ
ム
作
イ
ン
イ
リ
ス

わ
れ
わ
れ
も
変
っ
た
。
そ
し
て
あ
る
一
部
の
も
の
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
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第

章

水
日
間
宮
と
一
八
五
一
年
の
人
々

こ
の
二
十
年
、
そ
れ
は
つ
ふ
ま
し
い
無
数
の
庶
民
に
も

何
と
稔
り
豊
か
な
時
で
あ
っ
た
こ
と
か
。

神
の
智
業
は
疾
風
の
よ
う
に

貨
車
の
屋
根
に
ひ
る
が
え
る
躍
進
の
旗
を
進
め
給
う
。

こ
の
目
ま
ぐ
る
し
い
二
十
年
の
歳
月
は
、
昔
の
二
百
年
に
も
勝
る
豊
か
さ
を
も
た
ら
し

も
の
皆
す
べ
て
豊
か
に
、
手
助
け
、
成
功
、
快
楽
の
道
は
広
が
り
行
く
。

（
三
入
〉

人
は
み
な
、
イ
ジ
マ
ス
の
人
よ
り
も
速
く
旅
し
、
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る
力
の
な
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
家
側
の
姿
勢
を
受
け
入
れ
よ
う

と
も
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
階
級
の
団
結
よ
り
も
個
人
の
意
志
を
さ
ら
に
尊
重
す
る
と
い
う

こ
と
も
な
か
っ
た
。

一
八
五
一
年
創
立
の
技
術
者
連
合
協
会
の
よ
う
な
新
し
い
型
の
労
働
組

合
は
熟
達
の
職
人
た
ち
か
ら
成
っ
て
い
て
、
彼
ら
は
競
争
的
な
経
済
体
制
に
挑
戦
す
る
よ
り

は
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
経
済
体
制
に
適
合
す
る
の
が
当
然
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
彼
ら
が
挑
戦
の
方
を
と
ら
ず
に
、
組
織
と
行
動
と
い
う
労
働
組
合
の
基
本
的
権
利
を
と

っ
た
こ
と
は
、
二
十
年
後
に
未
熟
な
労
働
者
た
ち
が
決
起
す
る
こ
と
を
は
る
か
に
容
易
な
も

の
と
し
た
。

英
国
が
商
業
社
会
と
な
ら
な
か
っ
た
第
四
の
理
由
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
多
分
も
っ
と

も
興
味
を
ひ
く
理
由
で
あ
ろ
う
。
実
業
家
自
身
が
自
分
た
ち
が
そ
の
お
か
げ
で
力
を
得
る
に

い
た
っ
た
価
値
に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
反

逆
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
頭
が
低
く
、
自
主
独
立
的
人
間
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
俗
物
的

（
二
七
）

な
人
間
で
、
ふ
つ
う
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（
の
一包
2
0
5
）
言
う
と
こ
ろ
の
「
金
持
ケ
ン
カ
せ

ず
」
で
、
大
人
し
く
し
て
い
た
。
個
人
の
歴
史
で
言
え
ば
、
新
し
い
一
族
が
年
月
を
経
て
、

そ
の

一
族
の
メ
ン
バ

ー
た
ち
が
家
系
図
の
枝
に
登
っ
て
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
て
も
、
そ

は
し
ご

こ
へ
登
る
に
は
梯
子
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
時
が
そ
っ
と
や
っ
て
来

た
わ
け
で
あ
る
。
自
主
独
立
と
い
う
こ
と
は
第
二
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
第
一
の
世
代
に
と

っ
て
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
哲
学
で
は
な
く
な
っ
た
。
実
業
家
が
成
功
は
し
た
が
、
自
分
の
存
命

中
に

「紳
士
」
と
な
る
の
が
む
づ
か
し
か
っ
た
場
合
、
自
分
の
子
供
た
ち
に
は
新
し
い
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
で
教
育
を
受
け
さ
せ
、
紳
士
階
級
の
子
女
と
結
婚
さ
せ
て
、
つ
い
に
は
子

供
た
ち
が

「貴
婦
人
」
と
な
り
、「
紳
士」

と
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
希
望
を
そ
の
実
業
家

が
抱
い
た
と
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
そ
う
し
た
い
と
思
え
ば
、
老
後
を

「先
祖
捜
し
」
を
し
て
、
「
州
の
旧
家
の
中
で
も
一
段
高
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
証
し
」
を

求
め
て
、
そ
の
翼
を
ひ
ろ
げ
て
捜
し
回
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
社
会
を
非
民
主
的
だ
と
称
す
る
の
は
あ
ま
り
に
控
え
目
な
表
現

と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
誇
り
で
あ
っ
た
の
は
、
平
等
で
は
な
く
て
、
均
衡
の
と
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
社
会
的
身
分
に
微
妙
な
差
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
が

究
極
的
に
は
一
つ
に
ま
と
ま
る
理
想
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
の
国

や
大
西
洋
の
向
う
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
国
の
社
会
よ
り
も
英
国
の
社
会
の
ほ
う
が
ず
っ
と
す

ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
誇
り
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
社
会

は
そ
の
永
続
性
に
つ
い
て
露
疑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
八
五
二
年
に
、
あ
る
パ
ン
フ
レ
ヅ

ト
出
版
者
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
あ
る
教
区
民
が
今
日
、
社
会
的
な
秤
で
は
か

つ
て
、
等
し
い
地
位
に
お
か
れ
た
と
し
て
も
、

一
年
を
経
ず
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
中
か
ら
、

貴
族
｜
｜
「
紋
章
な
し
の
新
興
貴
族
」
ー
ー
が
一
人
出
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
。
ト

ロロ

l
プ
も
「
今
日
人
聞
を
す
べ
て
等
し
く
し
て
み
た
ま
え
。
明
日
に
は
彼
ら
は
平
等
で
な

く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
神
は
人
聞
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
朝
中
期
の
人
々
は
神
が
必
要
な
と
き
は
い
つ
で
も
、
あ
い
も
変
ら
ず
、
神
を
考
え
の
中
に

持
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
は

「
聖
な
る
制
度
」
で
あ
る
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
何
千
と
い
う
説
教
の
中
で
、
英
国
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
制
度
は
神
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

一
つ
一
つ
の
神
意
の
働
き
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の

だ
と
説
か
れ
た
。
日
曜
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
神
が
彼
ら
に
「
善
意
と
お
恵
み
」
を
垂
れ
給

う
て
彼
ら
を
「
幸
福
な
英
国
の
子
供
た
ち
」
に
し
て
下
さ
る
の
だ
か
ら
、
神
に
感
謝
す
る
よ

う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。

こ
の
本
に
お
け
る
私
の
研
究
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
社
会
の
性
格
を
そ
の
時
代
の
人
々

に
感
じ
ら
れ
た
ま
ま
に
明
る
み
に
出
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
各
章
は
独
立
し
た
研
究
で

あ
る
が
、
章
全
体
は
連
続
し
、

一
括
し
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
る
。
副
題
、
例

え
ば
、
ク
リ
ミ
ア
戦
役
は
思
潮
に
対
し
、
ま
た
、
そ
の
時
代
の
英
国
の
世
界
的
地
位
を
評

価
す
る
に
際
し
、
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
、
と
か
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
、
と

か
の
副
題
ー
ー
も
っ
と
も
、
後
者
の
件
を
十
分
に
探
究
す
る
に
は
こ
の
本
と
同
じ
長
さ
の
も

う

一
冊
の
本
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
、

こ
う
い
う
副
題
が
前
記
の
意
図
を

達
す
る
た
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

や
む
を
得
ず
割
愛
し
た
も
の
も
あ
る
。
学
校
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
っ
て
い
る
が
、
私
は

も
っ
と
老
人
と
若
者
と
の
関
係
に
触
れ
た
か
っ
た
。

「子
供
ら
は
眺
め
る
べ
し
、
聞
く
べ
き

に
あ
ら
ず
」
と
い
う
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
格
言
は
、
一

八
六

O
年
の
平
均
的
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
朝
の
家
族
は
五
人
、
な
い
し
、
六
人
の
子
供
が
い
た
点
を
考
え
る
と
、
当
然
の
、
か
っ
、

分
別
あ
る
忠
告
で
あ
っ
た
。
私
は
ま
た
、
男
女
聞
の
関
係
に
つ
い
て
も
っ
と
語
り
、
こ
の
研

究
の
ま
と
め
に
少
な
く
と
も
一
人
の
女
性
を
含
め
た
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
女
は

l
lし

ば
し
ば
「
未
婚
婦
人
」
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
だ
が
｜
｜
家
庭
の
安
寧
の
み
な
ら
ず
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
政
策
を
決
定
し
た
り
、
理
想
的
な
奉
仕
精
神
を
実
地
に
応
用
す
る
に
際

し
、
主
導
者
な
役
割
を
演
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
進
す
る
こ
と
に
没
頭
し
、
か
っ
、
親
譲
り

の
権
威
と
か
、
公
式
化
し
た
職
業
意
識
と
か
の
男
の
規
範
で
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
ら
れ
て
い

る
社
会
と
い
う
の
は
、
活
発
に
し
て
有
能
な
女
性
を
生
み
出
す
基
盤
に
乏
し
か
っ
た
。
フ

ロ
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る
べ
き
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
二
十
年
た
っ
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
人
々
は
あ
る
「
時
代
と
し
て
の
魅
力
」
を
獲
得
し
始
め
た
。
今
日
に
な
っ
て
や
っ
と
彼
ら

は
自
分
た
ち
の
力
で
も
っ
て
、

重
要
か
つ
興
味
あ
る
人
々
と
し
て
受
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
。

二
入
）

ジ
ョ
ン

・
ハ
ロ
ウ
ェ
イ
（
』0
7
D

E

回一一
。
毛
ミ
）
が
そ
の
著
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
朝
の
賢
人
』

（吋
と
さ
円
H
O
N
ak
g

F

H

h

川
町
）
に
書
い
て
い
る
と
う
り
、
「
わ
れ
わ
れ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時

代
の
人
々
が
盲
目
で
あ
り
、
種
々
の
タ
ブ
ー
を
持
ち
、
そ
の
う
え
野
非
で
未
熟
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識
や
技
術
や
社
会
の
多
く
の
変
化
の
た
め
、
そ
の
仕
事
が
不
可
能
に
近

い
ほ
ど
困
難
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
維
持
し
、
再
編
成
し
、
深

め
よ
う
と
さ
え
す
る
試
み
を
立
派
に
、
ま
た
魅
力
的
に
興
味
深
い
や
り
方
で
行
っ
た
こ
と
に

気
付
き
始
め
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

私
が
選
ん
だ
人
々
は
無
名
の
「
横
町
の
人
」
で
も
な
い
し
、
ま
た
、
忘
れ
去
ら
れ
た
人
で

も
な
く
、
そ
の
時
代
の
性
格
を
決
め
る
の
に
き
わ
だ
っ
て
貢
献
し
た
人
々
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
の
幾
人
か
は
自
ら
の
生
き
た
時
代
の
最
高
の
批
評
家
で
あ
り
、
ま
た
は
、
そ
の
時
代
の
歴

史
の
最
高
の
記
録
者
で
あ
っ
た
。
他
の
者
は
社
会
的
、
文
化
的
に
価
値
あ
る
も
の
を
作
り
出

し
た
り
、
も
し
く
は
、
そ
う
い
う
価
値
あ
る
も
の
を
能
弁
に
賞
讃
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
社
会
の
変
化
の
過
程
を
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
い
と
願

っ
た
改
事
者
た
ち
が
い
る
。
こ
の
選
ば
れ
た
人
々
の
中
に
は
多
数
の
政
治
家
が
含
ま
れ
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
に
選
ん
だ
政
治
家
の
多
く
は
片
手
間
仕
事
に
議
員
を
勤
め
て
い
た
人

（

一

九

）

（

二

O
）

々
で
は
あ
る
。
ロ
ウ
パ
ヅ
ク
（
問
。
$

5
7）、
ブ
ラ
イ
ト
（
回
三

mE
）
、
ロ
ウ
、
及
び
デ
ィ
ズ

（二

一
）

フ

片

タ

イ

ム

レ
l
リ
（
豆
印円
2
r）
は
専
門
の
国
会
議
員
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
数
年
間
議
場
に
坐
り
続

（
一
一一一）

け
た
ヒ
ュ

ー
ズ
（
同
己
mr
g
）
は
『
ト
ム
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
学
校
時
代
』
（
吋
O

三
回

3
8
5
匂円
E

O

N

U
3
占
）
の
作
者
と
し
て
の
ほ
う
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
の
政

治
や
行
政
に
は
、
は
な
ば
な
し
い
出
来
事
や
事
件
に
比
較
的
乏
し
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

（二一一一）

ず
、
大
変
な
名
誉
が
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
小
説
家
の
ト
ロ
ロ

l
プ
（
叶
s
z
o宮
）
や
、

（
二
四
）

経
済
学
者
で
あ
り
、
編
集
者
で
も
あ
る
パ
ジ
ヨ
ッ

ト

（回
ω
官
「
o
C

で
さ
え
1
1

4
こ
の
二
人

を
私
は
実
際
の
行
動
者
と
い
う
よ
り
も
、
注
釈
者
と
し
て
の
意
義
を
認
め
て
こ
の
本
に
選
ん

で
お
い
た
が

l
l下
院
議
員
に
な
ろ
う
と
試
み
て
失
敗
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
意
義
深
い

こ
と
で
あ
る
。

国
会
議
事
堂
の
中
に
席
を
占
め
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
教
育
あ
る
英
国
人
の
最
高
の
目
的

で
あ
り
、
大
望
の
は
ず
で
あ
る
と
い
う
信
念
は
、
二
十
世
紀
に
あ
っ
て
さ
え
も
広
く
行
き
わ

た
り
、
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
英
国
の
高
等
教
育
制
度
は
実
業
界
に
お
け
る
成
功
よ
り

も
、
前
記
の
信
念
に
努
力
の
鉾
先
を
向
け
て
き
た
。
「
紳
士
」
の
伝
統
的
資
質
も
同
じ
方
向

を
指
向
し
た
。
こ
の
本
で
個
々
の
人
聞
を
研
究
し
て
い
る
の
は
、
小
伝
を
書
く
こ
と
を
意
図

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
社
会
の
価
値
判
断
と
好
み
を
探
究
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
た
め
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
社
会
の
特
徴
は
英
国
史
の
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
を

研
究
す
る
者
に
と
っ
て
も
か
な
り
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
産
業
は
繁
栄
を
続
け
、
一

八
五

一
年
か
ら
一
八
六
七
年
の
あ
い
だ
、
実
業
家
の
富
は
大
い
に
増
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
英
国
は
商
業
社
会
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ン

・
ブ
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
ク

エ
ー
カ
ー

教
徒
の
実
業
家
は
国
民
生
活
の
多
く
の
流
れ
か
ら
い
ぜ
ん
と
し
て
切
り
離
さ
れ
て
い
た
。
サ

（
二
五
）

ミ
ユ

エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
（
∞
ω
自己
己
∞
自己
ゆ
る
の
よ
う
に
職
業
上
の
成
功
が
大
切
だ
と
主

張
す
る
も
の
も
自
主
独
立
と
い
う
信
条
を
そ
の
時
代
の
絶
対
の
信
条
と
す
る
こ
と
に
成
功
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
は
そ
の
後
の
英
国
の
社
会
と
政
治
の
展
開
を
決

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
業
家
の
も
っ
て
い
る
力
へ
の
抵
抗
は
三
つ
の
異
っ
た
方
向
か
ら
生
ま
れ
た
。
わ
ず
か
の

数
の
紳
士
階
級
は
富
に
対
し
少
し
の
関
心
し
か
抱
か
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
や
大
学
等

の
学
校
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
息
子
ら
に
伝
統
的
な
行
動
規
範
を
教
え
込
ん
だ
。
ブ
ラ
イ

ト
が
し
ば
し
ば
不
満
を
洩
ら
し
、
ま
た
コ
ブ
デ
ン
（
の
o
r
母
ロ
）
が
い
っ
そ
う
声
を
大
に
し
て

不
満
を
洩
ら
し
た
よ
う
に
、
貴
族
階
級
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
鋭
い
観
察
限
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ク
ラ
ク
ロ
フ

ト

（回
σ
三
回目
5

（

U
E
R
o
r）
は
一
八
六
六
年
に

こ
う
書
い
て
い
る
。
「
貴
族
た
ち
の
伝
統
的
な
力
は
あ
ま
り
に
も
巨
大
で
、
ま
た
、
国
中
に

広
く
お
お
い
か
ぶ
さ
り
、
そ
の
根
は
あ
ま
り
に
深
く
、
ま
た
昔
か
ら
あ
る
も
の
で
、
そ
の
巻

し
ゆ

き
ひ
げ
や
つ
る
や
触
揺
は
非
常
に
数
が
多
く
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
危
険

な
こ
と
は
、
貴
族
た
ち
の
権
力
が
小
さ
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
い
つ
も
、
彼
ら

が
権
力
を
持
ち
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
無
意
識
的
に
し
ろ
、

下
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
の
あ
る
新
し
い
生
命
を
窒
息
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」

新
し
い
公
務
員
は
、
ふ
つ
う
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
や
大
学
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
彼

ら
は
地
主
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
然

「
紳
士
」
に
な
る
も
の
と
目
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
結
果
、
ヤ
ン
グ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
こ
れ
ま
で
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
権
力
と
繁
栄
と
知

識
と
を
手
に
入
れ
て
い
た
も
の
が
、
新
し
い
公
務
員
機
構
の
中
で
は
、
義
務
と
自
己
抑
制
と

い
う
堅
固
な
規
ノ制
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
わ
け
で
あ
る
。

最
後
に
、
労
働
界
は
、
革
命
的
、
も
し
く
は
理
論
的
社
会
主
義
が
ほ
と
ん
ど
人
心
に
訴
え
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い
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
英
国
は
単
一
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
簡

単
に
、
一
八
五

一
年
の
万
国
博
覧
会
へ
戻
っ
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
一
八
八
七
年
の
女
王
在

位
五
十
周
年
の
年
へ
戻
っ
て
み
た
り
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
十
九
世
紀
を
理
解
で
き
る
の

は
、
わ
れ
わ
れ
が
十
九
世
紀
へ
戻
る
道
の
多
く
に
は
障
害
物
が
あ
り
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が

テ
ラ
・
イ
ン
コ
グ
ニ
タ

調
査
し
よ
う
と
望
ん
で
い
る
そ
の
歴
史
上
の
風
土
は
一
目
見
た
と
き
に
は
未
知
の
国
の
よ
う

に
見
え
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
英
国
を
、
こ
の
本
で
論
議
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
個
々
の
細
部
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に
真
の
一
貫
性
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
そ
れ
を
構

成
す
る
個
々
の
時
期
の
統
一
性
が
十
分
に
調
査
さ
れ
た
と
き
に
の
み
、
明
ら
か
に
な
り
始
め

る
の
で
あ
る
。
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あ
る
時
代
に
統
一
性
が
あ
る
こ
と
を
一
示
す
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中

期
を
研
究
す
る
最
大
の
歴
史
家
G
・
M
－
ヤ
ン
グ
は
「
世
代
」
を
用
い
て
考
察
し
て
い
る
。

彼
の
著
書
『
時
代
の
肖
像
』
（
可
ミ
守
E
H
久
Q

昌
弘
常
）
（
一
九
三
六
年
に
分
冊
と
し
て
出
版
）

は
き
ら
び
や
か
な
印
象
主
義
の
手
法
で
世
代
か
ら
世
代
へ
と
続
く
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
希
望

と
不
安
と
を
描
写
し
て
い
る
。
彼
の
最
大
の
強
み
は
「
自
分
は
動
画
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
一
連
の
ス
チ
ー
ル
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ

た
点
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
世
代
の
連
続
と
い
う
も
の
は
絶
え
ざ
る
小
川
の

流
れ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
人
は
み
な
他
の
誰
か
よ
り
少
々
年
老
い
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も

若
い
か
と
い
う
帰
結
に
な
る
の
で
あ
る
よ
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
世
代
聞
の
討
論
は
、

富
者
と
貧
者
、
あ
る
い
は
、
自
由
主
義
者
と
保
守
主
義
者
と
の
聞
の
討
論
と
同
じ
く
ら
い
に

重
要
で
あ
る
。
「
文
化
は
状
態
で
は
な
く
て
過
程
で
あ
る

0

・
：
両
親
や
、
乳
母
や
、
女
家
庭

教
師
や
、
牧
師
や
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
指
導
者
の
判
断
は
概
し
て
均
衡
の
と
れ
た
社
会
の
声

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
均
衡
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
若
い
世
代
の
判

断
は
概
し
て
異
を
唱
え
る
集
団
、
探
究
的
な
集
団
の
戸
で
あ
る
。
」
各
時
代
に
統
一
性
が
あ
る

か
な
い
か
は
、
均
衡
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
英
国

に
あ
っ
て
は
そ
の
均
衡
は
非
常
に
微
妙
に
調
整
さ
れ
て
い
た
た
め
、
秩
序
と
変
化
両
者
の
妙

が
得
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヤ
ン
グ
は
「
わ
が
国
の
歴
史
の
う
ち
か
ら
、
若
返
っ
て
住
み

た
い
十
年
を
選
べ
と
言
わ
れ
た
ら
、
賢
明
な
人
な
ら
一
八
五

0
年
代
を
取
る
で
あ
ろ
う
。
」
と

結
論
し
て
い
る
。

外
国
人
の
注
解
者
で
は
あ
る
が
、
十
九
世
紀
を
研
究
す
る
さ
ら
に
二
人
の
歴
史
家
は
、
別

（
一
七
）

の
技
術
と
流
儀
と
を
用
い
て
書
い
て
い
る
。

W
－

w
・
ロ
ス
ト
ウ
（
H
N
S
Zヨ
）
教
授
は
そ
の

『
十
九
世
紀
の
英
国
経
済
』
（
同
ミ
Hhp
同
3
5言
、
久
忠
司

3．一言
H
S
ミ
p
h
s
z
ミ
）
の

中
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
英
国
を
初
期
、
中
期
、
後
期
と
は
分
け
ず
に
、
物
価
の
上
昇
期

か
下
降
期
か
と
い
う

「時
代
の
傾
き
」
で
分
け
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期

は
、
物
価
の
上
昇
の
た
め
に
統
一
性
が
獲
得
さ
れ
た
と
言
う
。
そ
の
物
価
の
上
昇
と
は
す
な

わ
ち
、
一
八
五

O
年
ご
ろ
か
ら
一
八
七
三
年
の
経
済
危
機
ま
で
続
い
た
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

期
の
に
わ
か
景
気
｜
｜
こ

の
言
葉
は
か
な
り
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
！
l
sと
い
わ
れ
る
物
価
高

騰
」
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
何
度
か
の
相
場
の
暴
落
は
資
本
輸
出
の
量
と
動
き
の

変
化
、
な
ら
び
に
、
一
般
の
経
済
活
動
の
変
動
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
分
析
は
興
味
深
い

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
ぼ
ん
や
り
し
た
片
隅
の

い
く
つ
か
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
は
す
る
が
、
し
か
し
、
社
会
歴
史
家
に
言
わ
せ
れ
ば
、

き
わ
め
て
限
ら
れ
た
価
値
し
か
持
た
な
い
分
析
な
の
で
あ
る
。

外
国
人
の
英
国
史
の
研
究
家
の
う
ち
で
も
っ
と
も
傑
出
し
た
エ
イ
リ
l

・
ア
レ
イ
ヴ
ィ

（
巴
芯
目
白
－

r匂
）
は
、
英
国
の
「
道
徳
上
の
、
ま
た
宗
教
上
の
憲
法
」
と
な
っ
て
い
る
慣

例
や
行
動
様
式
を
人
々
が
固
執
す
る
点
に
統
一
性
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼

の
六
巻
本
の
権
威
あ
る
十
九
世
紀
研
究
書
（

『
十
九
世
紀
の
英
国
民
史
』
（
同
宣
。
守
町
人
R

H
U
S
M
V
N
m
g
h
N
b
u
s
h
H片
岡
悶
ど
町
内
向
〔

S
H
N
l
h〕
）
で
は
、
こ
の
本
が
取
扱
っ
て
い
る
時
期

は
欠
落
し
て
い
て
、

一
八
九
五
年
か
ら
再
び
始
っ
て
い
る
。
こ
の
年
に
は
社
会
情
勢
は

一
八

五
O
年
の
こ
ろ
と
は
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
彼
は
「

一
八
九
五
年
か
ら
一

九
一
四
年
ま
で
の
時
期
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
十
九
世
紀
に
は
属
し
て
い
な
い
。
」
と
結

論
を
下
し
た
。
現
代
の
歴
史
家
は
ア
レ
イ
ヴ
ィ
の
「
隙
間
」
を
埋
め
て
み
よ
う
と
い
う
誘
惑

に
抵
抗
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、

一八
五
O
年
と
一
八
九
五
年
と
の
雰
囲
気
の
違
い
を
説

明
す
る
鍵
は
、
こ
の
世
紀
中
期
の
社
会
構
造
と
社
会
の
適
応
の
仕
方
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
本
で
私
の
と
っ
た
方
法
は
一
八
五

0
年
代
と
一
八
六

0
年
代
に
生
き
て
活
躍
し
た
人

々
を
選
び
、
研
究
す
る
こ
と
で
社
会
に
統
一
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
人
々
は
ス
ト
レ
イ
チ
の
選
ん
だ
人
物
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
「
見
本
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
意
図
的
に
選
ば
れ
た
見
本
で
は
な
い
。

ス
ト
レ
イ
チ
が
も
の
を
書
い
て
い
た
こ
ろ
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
人
々
は
こ
っ
け
い
で
、

風
刺
す
る
に
は
も
っ
て
こ
い
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
当
然
風
刺
さ
れ
て
し
か
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（
一
一
一
）

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
以
降
は
、
ロ
パ

l
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
（
同

o
Z叶門

回
円

0
2己
D
m）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
喜
び
と
自
信
に
満
ち
た
朝
は
二
度
と
来
な
か
っ
た
」

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
統
一
と
形
態
と
を
公
平
に
－
評
価
す
る
こ
と
は
二
十

世
紀
中
期
に
い
た
っ
て
や
っ
と
可
能
に
な
っ
た
。
「
か
な
り
確
か
な
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
慰
め
に
な
る
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ど
ん
な
に
復
興
運

動
が
押
し
進
め
ら
れ
よ
う
と
、
十
九
世
紀
を
復
活
さ
せ
た
い
と
望
む
も
の
は
い
な
い
だ
ろ
う

（
一
一
ニ
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
よ
と
レ
ズ

リ
l

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
F
2
一日
目

S
Y巾ロ
）
は
書
い
て
い

る
。
今
世
紀
初
頭
の
歴
史
家
は
彼
の
判
断
を
お
う
む
返
し
に
唱
え
、
ま
た
、
彼
以
上
に
深
入

り
し
て
、
世
代
聞
の
争
い
を
舞
台
に
の
ぼ
せ
た
い
と
い
う
誘
惑
に
屈
し
た
こ
と
も
た
び
た
び

（
一
回
）

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
（
垣
内
＝
凹
）
は
『
新
し
い
マ
キ
ア
ベ

リ
』
（
吋
Z

2
2
e
ミ

R
E
S町
内
ご
）
（
一
九
一
一
年
）
の
中
で
、
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
は
性
急
な
実
験
、

そ
れ
も
、
も
っ
と
も
い
い
加
減
で
浪
費
的
な
大
実
験
」
だ
と
述
べ
た
。
「
今
か
ら
百
年
後
、

い
っ
た
い
誰
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
人
の
建
て
た
家
に
住
み
、
彼
ら
の
作
っ
た
道
や
鉄
道
を
用
い

て
旅
行
し
た
い
と
思
っ
た
り
、
ま
た
は
、
彼
ら
が
製
作
し
た
つ
く
り
つ
け
家
具
の
価
値
を
認

め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
い
っ
た
い
誰
が
、
好
奇
心
か
歴
史
上
の
一
時
期
だ
っ
た

か
ら
と
い
う
理
由
以
外
の
理
由
で
、
当
時
の
人
々
の
心
を
満
足
さ
せ
た
一
時
的
な
芸
術
と
か
、

か
た
わ
で
限
界
の
あ
る
文
学
を
高
く
－
評
価
し
た
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
か
。
」
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
の
人
々
は

「抑
え
つ
け
ら
れ
、
し
つ
け
も
で
き
て
い
ず
、
権
力
と
財
産
と
、
今
ま
で
に
な

い
大
き
な
自
由
と
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
ら
を
文
化
的
に
用
い
る
こ
と
な
ど
ま
っ

た
く
で
き
な
か
っ
た
」
人
々
で
あ
っ
た
。

二
十
世
紀
の
き
わ
め
て
異
色
の
歴
史
家
リ
ッ
ト
ン
・
ス
ト
レ
イ
チ
（
F
1
5ロ
印門店の

Z
て）

は

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
す
ぐ
れ
た
人
た
ち
』
（同
3
3
3
H
ざ
h
H
0
1
3
h）
の
中
で
、
「
よ
り

巧
妙
な
戦
術
」
を
用
い
た
。
彼
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
を
全
体
と
し
て
は
攻
撃
し
な
が
ら

も
、
正
面
攻
撃
で
進
む
こ
と
を
せ
ず
、
意
外
な
場
所
、
つ
ま
り
、
両
側
面
、
も
し
く
は
背
面
に

電
撃
作
戦
を
敢
行
し
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
英
国
を
研
究
す
る
ス
ト
レ
イ
チ
の
仕
事
は
、

「
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
暗
い
隅
々
に
突
然
、
す
べ
て
を
明
る
み
に
出
す
探

照
灯
を
あ
て
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
歴
史
家
は
資
料
の
広
い
海
を
漕
ぎ
回
っ
て
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
で
海
の
中
へ
小
さ
な
バ
ケ
ツ
を
沈
め
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
そ
の
バ
ケ
ツ
は
あ
の
深

い
海
の
底
か
ら
あ
る
特
徴
的
な
サ
ン
プ
ル
を
白
日
の
下
に
す
く
い
あ
げ
、
そ
し
て
、
そ
れ
は

注
意
深
い
好
奇
の
目
で
調
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
パ
ケ
ツ
は
優
雅
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の

で
あ
っ
た
が
、
特
徴
的
な
サ
ン
プ
ル
は
し
か
る
べ
く
汚
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
人

々
は
強
い
印
象
を
受
け
た
。
ス
ト
レ
イ
チ
の
簡
潔
に
し
て
、
才
気
あ
ふ
れ
る
伝
記
中
の
ス
ケ

ッ
チ
が
脂
っ
こ
い
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
公
式
の

『
人
物
伝
』
（h
t
s
h
）
に
と
っ
て
代
っ
た
。

そ
し
て
ス
ト
レ
イ
チ
は
そ
う
い
う
『
人
物
伝
』
を
、
「
の
ろ
く
さ
い
、
葬
式
の
と
き
の
野
蒋

趣
味
」
を
身
に
つ
け
た
葬
儀
屋
の
お
供
の
役
を
す
る
も
の
と
し
て
無
視
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ェ
ル
ズ
と
ス
ト
レ
イ
チ
は
反
逆
を
企
て
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

と
同
様
に
、
ほ
こ
り
の
か
ぶ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
伝
記
が
棚
か
ら
取
り
お
ろ
さ
れ
る
こ

〉
ピ
っ

と
も
あ
る
ま
い
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
骨
董
品
が
途
方
も
な
い
値
で
売
ら
れ
る
こ
と
も
な

い
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
。
彼
ら
は
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
と
い
う
過
去
を
抹
殺
す
る
の
に
非

常
に
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、
二
十
世
紀
と
い
う
未
来
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
へ
の
興
味
は
現
代
社
会
が
複
雑
さ
を
増
し
、
ま
た
、
安
定
を
欠
く
に
伴
な
っ
て
、

大
き
く
な
っ
て
き
た
。

一
九
三
四
年
に
G
・
M
－
ヤ
ソ
グ
の
編
集
し
た
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

時

C

’h

初
期
の
英
国
』
（
同
5
・守

ざ
立。、・
5
3
同
司

MEss－
ζ

い
う
大
作
の
出
版
は
資
料
編
纂
学
に

お
け
る
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
人
の
思
想
信
条
は
、

あ
る
最
近
の
ラ
ジ
オ
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
流
に
言
え
ば
、
「
今
日
わ
れ
わ
れ
を
混
迷
さ

せ
て
い
る
問
題
に
光
明
を
」
投
げ
か
け
よ
う
と
い
う
試
み
の
中
で
し
ば
し
ば
再
評
価
さ
れ
て

き
た
。
今
日
、

一
八
五
一
年
の
万
国
博
覧
会
の
と
き
の
英
国
を
郷
愁
を
込
め
て
ふ
り
返
る
の

が
流
行
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
人
の
生
き
残
り
で
あ
る
ア
ル
ジ
ャ
ノ
ン

・

（
一
五
）

セ
シ
ル
（
E
m
2ロO
D

（

U
2ニ
）
が
一
九
五
三
年
に
、
彼
は
二
十
世
紀
の
空
気
よ
り
も
「
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
の
空
気
の
方
が
も
っ
と
自
由
に
呼
吸
」
で
き
る
と
述
べ
た
と
き
、
驚
く
も
の
は

（
一
ムハ）

一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
作
家
ベ
イ
ス
ル
・
ウ
ィ

リ

1
3
白色

巧

三
ミ）

は
、
「
不
愉
快
な
今
世
紀
に
あ
っ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ほ
と
ん
ど
は
場
違
い
な
と
こ
ろ
に
い

る
人
間
だ
。
多
く
の
者
は
あ
こ
が
れ
の
国
に
向
う
が
如
く
、
十
九
世
紀
へ
飛
ん
で
行
き
、
不

法
な
移
民
者
の
よ
う
に
そ
こ
で
余
生
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

不
幸
な
こ
と
に

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
反
逆
的
な
歴
史
家
に
用

い
ら
れ
た
と
き
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
現
実
逃
避
的
な
歴
史
家
が
用
い
る
と
き
に
も
、

ぼ
ん
や
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
英
国
を
全
体
と
し
て
排
撃
し
去
る
こ

と
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
全
体
と
し
て
受
け
容
れ
る
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
で
き
な

。。
ハh
u



生
ず
る
。
真
理
と
い
う
の
は
大
部
分
が
、
人
生
の
実
際
的
な
大
問
題
に
あ
っ
て
は
、
あ
い

反
す
る
も
の
を
和
解
さ
せ
、
結
合
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
の
で
、
正
し
さ
に
行
き
着
く

道
を
考
え
た
う
え
で
調
整
を
や
り
得
る
ほ
ど
の
包
括
力
の
あ
る
、
公
平
な
心
を
も
っ
た
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
調
整
は
あ
い
反
す
る
旗
じ
る
し
の
下
で
戦
う
敵
同

志
の
戦
い
と
い
う
荒
っ
ぽ
い
過
程
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
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パ－
7
ン
久

十
九
世
紀
の
最
後
の
二
十
五
年
間
に
、
一
八
五
一
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
続
い
た
均
衡
を

維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
、
均
衡
は
い
つ

も
流
動
的
で
あ
り
、
一
瞬
た
り
と
も
完
全
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
経
済
上
の
不
安
か
ら

は
完
全
に
解
放
さ
れ
て
は
い
た
が
、
一
八
五
七
年
と

一
八
六
六
年
に
は
経
済
危
機
が
あ
り
、

そ
の
時
は
た
く
さ
ん
の
企
業
倒
産
と
、
労
働
者
階
級
の
非
常
な
困
窮
と
が
あ
っ
た
。
英
国
の

安
全
に
対
す
る
脅
威
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
八
五
二
年
と
一
八
五
九
年
に
は
戦
争
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
が
生
じ
た
。
一
八
五
四
年
や
一
八
五
五
年
の
よ
う
に
そ
の
時

時
に
お
い
て
は
、
英
国
の
代
表
的
な
諸
制
度
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
信
仰
は
あ
り
な
が
ら

も
、
そ
の
諸
制
度
は
十
九
世
紀
の
他
の
い
か
な
る
時
期
よ
り
も
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ

た
。
共
通
の
道
徳
律
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
無
理
な
こ
じ
つ
け
で
あ
っ
た
り
、
も

き

ざ

し
く
は
、
気
障
な
言
辞
や
偽
善
に
支
え
ら
れ
て
表
面
的
に
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

っ

た
。
自
由
な
討
論
は
あ
っ
た
が
、
討
論
の
範
囲
は
限
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
話
題
が
注
意
深

く
触
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
。

大
胆
に

一
般
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
時
代
に
統
一
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な

ど
は
い
さ
さ
か
当
て
に
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
全
般
的
な
繁
栄
が
あ
っ
た
と
は
言
う
も
の

の
、
か
な
り
の
階
層
の
人
々
は
社
会
的
不
安
か
ら
救
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
マ
シ
ュ
！
・
ア

（七）

l
ノ
ル
ド
（
Z
E
F何
者
〉

5
0一
仏
）
に
よ
れ
ば
、
貧
者
の
パ
ン
に
課
税
し
な
い
こ
と
は
貧
者

の
た
め
に
安
い
食
物
を
生
み
出
し
た
反
面
、
そ
れ
を
食
べ
ね
ば
な
ら
な
い
さ
ら
に
多
く
の
貧

者
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
機
械
は
国
の
富
を
増
し
は
し
た
が
、
ま
た
、
非
常
に
多
く

の
み
じ
め
で
、

活
気
に
乏
し
く
、
無
知
な
人
闘
を
作
り
続
け
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
敬
う
べ

き
貧
者
と
そ
う
で
な
い
貧
者
と
を
都
合
よ
く
区
別
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
貧
し
さ
の
生
じ
る

ゆ
え
ん

所
以
を
綿
密
に
調
べ
よ
う
と
す
る
の
を
ぼ
か
し
て
し
ま
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
う
し
て

社
会
の
諸
問
題
は
道
徳
と
い
う
快
い
毛
布
で
つ
つ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

自
由
討
議
は
比
較
的
少
数
の
人
々
が
参
加
し
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
考
え
の
自
由

な
交
換
は
多
数
の
人
よ
り
む
し
ろ
少
数
の
人
に
向
い
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
公
開
の
場
で

よ
り
も
、
し
ば
し
ば
、
内
輪
で
行
わ
れ
る
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
協
調
よ
り
も
、

意
見
の
対
立

の
ほ
う
が
も
っ
と
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
あ
く
ま
で
議
論
の
枠
内
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ヴ

（八）

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
人
々
を
は
じ
め
て
批
評
し
た
人

の一

人
で
あ
る

G
・W
・E
・
ラ
ッ
セ
ル

（河口凹凹巾
＝
）
は
そ
の
著
『
収
集
と
再
収
集
』
（
の
と
な
立
芯
ミ

S
人
同
町
内
。
$
2
1
0
5）
の
中
で
、

「
人
生
問
題
や
思
想
問
題
の
全
部
門
に
お
い
て
、
自
信
家
が
地
上
を
制
し
た
よ
う
だ
。

．

重
要
な
点
で
、
ま
た
、

少
な
か
ら
ぬ
点
で
他
人
と
異
っ
て
い
て
も
、
彼
ら
（
議
論
に
参
加
し

て
い
る
者
）
は
次
の
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
正
し
い
と
い

う
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
と
い
う
点
で
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ラ
ッ
セ

ル
は
誇
張
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
疑
っ
て
み
る
、
と
い
う
重
要
な
原
理
が
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
中
期
の
英
国
に
は
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
っ
て
、
彼
が
事
実
を
偽
っ

た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

こ
の
時
代
が
安
定
し
て
い
た
こ
と
を
誇
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
暴
力
に
訴
え
た
い
と
い

う
本
能
と
暴
力
へ
の
関
心
は
残
っ
て
い
た
。
前
者
の
本
能
は
時
々
の
ケ
ン
カ
騒
ぎ
｜
｜
t

こ
れ

（九）

は
選
挙
時
に
ピ

l
ク
に
達
し
た
ー
ー
や
、
ま
た
、
ク
リ
ミ
ア
戦
役
や
遠
い
植
民
地
で
の
戦
闘

な
ど
で
満
足
さ
せ
ら
れ
、
後
者
の
、
暴
力
へ
の
関
心
は
、
犯
罪
も
の
や
恐
怖
も
の
の
本
を
読

ん
だ
り
、
公
開
の
死
刑
執
行
を
見
た
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
諸
事
件
を
調
べ
た
り
す
る
代
理
手

段
に
よ
っ
て
満
足
さ
せ
ら
れ
た
。
殺
人
者
ミ
ュ
ラ
l

（冨
巳一
2
）
の
死
刑
執
行
に
つ
い
て
書

（

一

O）

か
れ
た
身
の
毛
も
よ
だ
っ
詩
は
二
十
八
万
部
も
売
れ
た
。
一
八
五
七
年
の
「
セ
ポ
イ
の
乱
」

ほ
ど
こ
の
時
代
の
人
々
に
強
い
影
響
を
与
え
た
事
件
は
他
に
は
な
い
。

永
久
的
な
安
定
に
と
っ
て
、
も
っ
と
重
大
な
脅
威
は
都
市
に
お
け
る
戦
闘
的
な
急
進
主
義

の
拾
頭
で
あ
っ
た
。
産
業
社
会
と
小
さ
な
町
や
村
と
の
あ
い
だ
に
は
い
つ
も
大
き
な
谷
、
そ

れ
も
橋
を
か
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
谷
が
あ
っ
た
。
「
も
し
あ
な
た
が
今
晩
眠
り
に
お
ち
て
、

一
八
六

O
年
に
目
を
さ
ま
す
と
す
れ
ば
、
あ
な
た
が
最
初
に
気
づ
く
こ
と
は
何
か
」
と

G
・

M
－
ヤ
ン
グ
（
〈
O

己
ロ
ぬ
）
は
あ
る
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
こ
う
書
き
始
め
て
い
る
。
そ
の
答
え
は
一

つ
で
は
な
い
。

答
え
は
あ
な
た
が
ど
こ
で
目
を
さ
ま
し
た
か
に
よ
る
。
都
市
の
人
々
と
、
彼

ら
に
影
響
を
与
え
た
指
導
者
た
ち
は
、
こ
の
時
期
は
ず
っ
と
、
人
民
の
力
を
大
々
的
に
解
き

放
つ
準
備
を
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
は

一
八
六
七
年
の
選
挙
法
改
正
案
で
可
能
に
な
っ
た

の
で
あ
る
o

都
市
の
労
働
者
階
級
が
改
革
を
求
め
て
は
っ
き
り
動
き
出
し
た
と
き
、
ロ
パ

l

（

一

一

）

ト
・
ロ

ウ
（
同
o
z
z
F
042）
の
知
的
な
議
論
は
政
治
的
な
均
衡
が
完
全
に
変
わ
る
の
を
妨

げ
る
力
を
ま
っ
た
く
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
同
様
に
、
政
治
経
済
学
と
し
て
通
っ
て
い
た
理

性
と
ド
グ
マ
の
混
合
物
は
、
一

八
七
三
年
以
降
の
経
済
上
の
嵐
を
説
明
も
で
き
ね
ば
、
制
御
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こ
れ
が
一
八
五

一
年
の
雰
囲
気
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
一
八
六
七
年
ま
で
続
い
た
。

こ
の
時
期
は
全
体
と
し
て
英
国
民
の
意
識
の
発
展
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
大
な
時
期
で
あ

っ
た
。

態
度
は
誇
ら
し
げ
に
、
目
は
挑
む
が
如
く
、

人
間
の
冠
た
る
者
の
行
く
を
見
る
。

五
つ
の
大
き
な
影
響
力
が
国
民
の
雰
囲
気
を
作
り
あ
げ
た
。
第
一
は
繁
栄
の
も
た
ら
す
直

接
の
影
響
力
で
あ
る
。
前
の
世
代
が
こ
う
む
っ
た
経
済
的
な
苦
難
は
、
ま
る
で
魔
法
で
も
か

け
た
か
の
よ
う
に
消
え
去
っ
た
。
一
八
五

O
年
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
の
投
機
的
な
事
業
ー
ー
そ

の
後
長
い
あ
い
だ
利
益
を
生
み
出
す
も
の
も
あ
れ
ば
、
戦
争
や

e

コ
ー
ル
ド
ラ

ッ
シ

ュ
の
よ
う

に
経
済
的
な
見
返
り
の
ま
っ
た
く
な
い
も
の
も
あ
っ
た
が
ー
ー
に
投
資
し
た
結
果
、
物
価
が

値
上
り
し
た
。
英
国
は
世
界
の
仕
事
場
で
あ
り
、
世
界
の
船
大
工
で
あ
り
、
世
界
の
運
送
業

者
で
あ
り
、
世
界
の
銀
行
家
で
あ
り
、
世
界
の
手
形
交
換
所
で
あ
っ
た
。
自
由
貿
易
と
い
う

（
一
一
）

の
が
そ
の
こ
ろ
の
支
配
的
な
経
済
哲
学
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
よ
う
に
あ

が
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
地
主
に
は
社
会
的
、
政

治
的
な
実
力
が
あ
り
、
事
業
家
の
み
な
ら
ず
、
農
民
や
労
働
者
も
繁
栄
に
浴
し
て
い
た
。
長

（
一
一
一
）

民
は
一
八
四
六
年
の
穀
物
条
令
の
廃
止
で
、
保
護
を
失
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
地
理
的
な
利

点
の
ゆ
え
に
、
安
い
食
料
の
輸
入
に
対
抗
で
き
る
と
い
う
自
然
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
た
。
農

民
は
製
造
業
者
と
同
様
に
、
鉄
道
網
の
拡
大
の
直
接
の
利
益
を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。
労
働

者
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
物
価
は
あ
が
っ
た
が
、
実
質
賃
金
も
ま
た
あ
が
り
続

け
た
か
ら
で
あ
る
。
食
料
に
か
け
ら
れ
る
税
が
減
少
し
た
こ
と
と
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
た

こ
と
は
、
か

つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
に
労
働
者
階
級
が
向
上
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

利
益

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
ま
た
、
経
済
上
の
不
安
は
比
較
的
に
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
八
四

0
年
代
や
、
一

八
八

0
年
代
に
あ
っ
た
政
治
的
な
動
乱
、
つ
ま
り
地
主
の
利
益
は
製
造
業
者

の
利
益
と
衝
突
し
、
未
熟
練
工
は
言
わ
ず
も
が
な
、
熟
練
工
さ
え
も
そ
の
日
の
食
い
ぶ
ち
を

求
め
て
、
す
さ
ま
じ
い
革
命
へ
と
突
き
進
ん
だ
と
き
の
動
乱
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
国
が
安
全
で
あ
る
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
。
英
国
は
海

を
支
配
し
て
お
り
、
そ
の
海
軍
力
の
優
勢
に
対
す
る
脅
威
、
言
い
換
え
れ
ば
、
英
国
の
安
全

シ

ヴ

に
対
す
る
外
部
か
ら
の
真
の
脅
威
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
「
か
つ
て
ロ

l
マ
人
が
、
『
わ
れ
、

ィ
久

ロ

マ

ナ

只

久

ム

ロ
ー
マ
の
市
民
な
り
』
と
一言？
え
る
限
り
は
不
面
目
な
目
に
会
わ
ず
に
済
む
と
考
え
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
英
国
の
国
民
も
ま
た
、
た
と
え
ど
こ
に
居
ょ
う
と
、
英
国
の
注
意
深
い
日
と
強

い
腕
と
が
自
分
を
不
正
や
不
当
な
扱

い
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
と
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
言

（

四

）

う
の
が
、
ま
さ
し
く
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
（

3
一日色白
印門O
ロ
）
卿
の
誇
り
で
す
ら
あ
っ
た
。

英
国
の
代
表
的
な
諸
制
度
が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
信
念
が
強
ま
っ
た
の
は
、
国

が
繁
栄
し
、
か
っ
、
安
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。
英
国
の
諸
制
度
は

一
八
四
八
年
の
革

（

五

）

命
に
も
持
ち
こ
た
え
た
が
、
そ
の
革
命
は
カ
l
ラ
イ
ル
（
の
∞
ユ
ヱ
巾
）
の
よ
う
な
英
国
の
予
言

者
が

「
彼
ら
の
時
が
来
た
」

と
感
じ
た
ほ
ど
の
も
の
で
す
ら
あ
っ
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
英

国
の
諸
制
度
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
自
由
か
ら
君
主
制
政
治

へ
と
揺
れ
動
き
、
ア

メ
リ
カ
合

衆
国
が
内
乱
で
二
分
さ
れ
て
い
る
と
き
に
も
確
固
と
し
て
続
い
た
の
で
あ
る
。
政
体
の
根
本

的
な
変
更
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

安
定
し
た
政
治
の
国

公
正
と
古
い
伝
統
を
誇
る
国

自
由
が
判
例
の
出
る
た
び
ご
と
に

次
第
に
大
き
く
な
っ
て
行
く
国

の
中
で、

暴
力
を
用
い
ず
に
、
改
正
と
改
革
を
絶
え
間
な
く
行
お
う
と
す
る
動
き
は
あ
っ

た。

こ
の
、
第
コ
万
影
響
を
与
え
た
も
の
、
つ
ま
り
諸
制
度

へ
の
信
頼
と
い
う
も
の
が
根
底
か
ら

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
強
力
な
政
府
は
必
要
で
も
な
け
れ
ば
、

望
ま
し
い
も
の

で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
社
会
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
っ
た
。

第
四
と
第
五
の
影
響
力
は
秩
序
と
変
化
と
が
調
和
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
義
務
と
自
己

抑
制
に
基
盤
を
置
い
た
共
通
の
道
徳
律
へ
の
信
念
は
、
科
学
者
や
創
造
的
な
芸
術
家
や
知
識

人
を
含
め
て
社
会
の
大
部
分
の
グ
ル
ー
プ
が
分
か
ち
持
っ
て
い
た
。
学
校
や
任
z
意
団
体
や
労

働
組
合
や
、
な
か
ん
ず
く
家
庭
と
い
う
よ
う
な
諸
集
団
は
社
会
を

一つ

に
ま
と
め
る
価
値
を

維
持
し
続
け
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
る
の
を
拒
ん
だ
反
逆
者
た
ち

で
さ
え
、
人
聞
は
神
の
た
め
で
な
く
、

普
の
た
め
に
善
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
。
が
、

実
際
問
題
と
し
て
は
、
そ
の
区
別
を
つ
け
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
同
時
に
、
自
由
な
討
論
と

探
究
に
対
す
る
信
仰
も
あ
っ
た
。
対
立
す
る
見
解
を
持
っ
た
人
々
は
、
た
と
え
も
っ
と
も
激

し
い
討
論
に
な
っ
て
も
、
な
ぐ
り
合
い
を
望
ま
ず
に
、
相
違
点
を
論
議
し
よ
う
と
い
う
態
度

（

ι
ハ）

が
で
き
て
い
た
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
l
ト
・
ミ
ル
（
』
0

｝

5
T
5
2
Zニ一）

は
そ
の
『
自
由
諭
』
（
同
ロ
Q
句
。
己

h
s
s・q
）
の
中
で
こ
う
言
っ
て
い
る
。
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あ
い
反
す
る
意
見
が
衝
突
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み、

真
理
の
隙
聞
を
埋
め
る
機
会
が
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英
国
の
歴
史
の
な
か
で
、
一
八
五
一
年
の
万
国
博
覧
会
か
ら
一
八
六
七
年
の
第
二
次
選
挙

法
改
正
案
ま
で
の
時
期
は
、
英
国
史
の
な
か
で
も
っ
と
も
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

も
っ
と
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ

る
。
第
一
は
、
政
治
的
に
複
雑
で
、
各
省
庁
の
仕
事
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
お
り
、
ま
た
、

政
治
的
な
結
合
が
絶
え
ず
変
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
事
件
と
い
う
面
で
は
比

較
的
に
平
穏
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

十
九
世
紀
の
華
々
し
い
戦
い
は
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
時

期
の
前
か
後
に
来
て
い
る
。
人
々
が
階
級
闘
争
だ
と
か
、
革
命
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
公
然

と
口
に
の
ぼ
せ
た

一
八
四

0
年
代
の
激
し
い
争
い
は
こ
の
時
期
の
前
に
あ
り
、
ま
た
、
こ
の

時
期
の
あ
と
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
家
主
義
が
英
国
史
を
形
づ
く
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

急
進
主
義
が
二
十
世
紀
社
会
主
義
と
重
な
っ
て
く
る
一
八
八

0
年
代
の
厳
し
い
戦
い
が
来

る
。
十
九
世
紀
中
期
は
、
周
囲
を
深
い
谷
と
危
険
な
崖
に
と
り
固
ま
れ
た
大
き
な
台
地
を
な

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
台
地
は
そ
れ
独
得
の
魅
力
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
魅
力
は
近
年
さ
ら
に
大

き
く
な
っ
て
、
二
十
世
紀
の
文
筆
家
や
思
想
家
は
、
因
襲
打
破
主
義
に
立
つ
先
人
た
ち
と
は

違
っ
て
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
が
き
わ
め
て
興
味
深
い
時
期
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
一
八

ロ
口口

→同
0 '::'." 
(/) ':!! 

喜本主川
口......

Pず

i
 
l
 

’EE
，，，
 

(/) 
ロー

同 5・
2敬義尚

8 ~ 
0 戸

。
之 司

五
一
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
の
時
期
は
、
英
国
が
も
っ
と
も
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
的
な
英
国

で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
社
会
は
安
定
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
独
得
の
特
徴
的
文
化
が
生

み
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
キ
l
・
ワ

l
ド
は
、
「
思
索
」
と
「
勤
労
」
と
「
進
歩
」
で
あ

っ
た
。
明
解
な
思
索
の
ほ
う
が
衝
動
的
言
動
や
偏
見
よ
り
も
好
ま
れ
、
考
え
を
戦
わ
す
ほ
う

が
問
答
無
用
式
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
よ
り
も
好
ま
れ
た
時
代
で
あ
る
。
懸
命
な
勤
労
が
す
べ
て
の

物
質
的
な
進
歩
の
根
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
明
解
な
思
索
と
懸
命
な
勤
労
の
双
方
が
国
の

絶
え
間
な
い
進
歩
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

思
索
、
勤
労
、
及
び
進
歩
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
気
取
り
ゃ
退
屈
さ
を
伴
な
い
、

ま
た
、
そ
の
時
代
の
人
、
特
に
サ
タ
デ
l
・
レ
ビ
ュ
ー
（

F
E
1
A
h
q
h
g芯
S
）
の
若
く
、

キ

ャ

ン

ト

て
聡
明
な
知
識
人
た
ち
が
「
偽
善
的
言
辞
」
と
呼
ぶ
も
の
を
伴
な
い
は
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
ま
た
、
国
民
の
プ
ラ
イ
ド
の
高
揚
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
G
－

R
・
ポ
l

タ

1
3
2
5・）
の
『
国
民
の
進
歩
』
（
句、
．

aミ
ロ
ミ
円
と
う
引
ミ
3
3）
の
一
八
五
一
年
版
の

序
文
は
そ
の
雰
囲
気
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。
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あ
る
社
会
が
他
の
国
々
よ
り
も
優
位
に
立
つ
に
い
た

っ
た
方
法
を
究
明
す
る
こ
と
は
、

常
に
、
非
常
に
興
味
の
あ
る
、
ま
た
、
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
国

を
他
に
抜
き
ん
出
た
も
の
に
し
た
環
境
の
進
歩
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
義
務
で
あ
る
と
言
っ
て

も
良
い
ほ
ど
だ
と
思
わ
れ
る
。
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明
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写
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一
詠
草
の
う
ち
を
し
る
し
と
斗
め
た
る
か
つ
も
り
た
る
や
さ
れ
と

親
し
き
と
も
た
ち
の
限
り
は
か
な
ら
す
み
つ
ょ
っ
ふ
た
つ
し
ひ
て

く
は
へ
つ
れ
は
ま
た
し
き
も
有
ぬ
へ
し

歌
の
さ
ま
は
先
に
も
い
へ
る
こ
と
く
良
心
に
し
て
よ
く
さ
と
り
や
す
き

を
の
み
選
り
い
て
与
今
振
の
花
や
か
に
た
く
み
な
る
と
ま
た
さ
と
ひ

こ
斗
ろ
に
ち
か
き
は
わ
か
身
に
あ
た
は
ね
は
く
は
へ
す
ま
た
こ
れ
に
し
る

し
た
る
友
達
も
し
ひ
ら
き
見
は
わ
か
ち
か
ら
ひ
と
つ
に
た
く
み
に

を
か
し
う
よ
み
出
た
る
は
と
ら
て
を
さ
な
く
た
斗
こ
と
な
る
を
の
み
ひ
ろ
ひ

又
い
さ
斗
か
い
ろ
ひ
な
と
も
し
て
蛇
に
足
そ
へ
た
り
僻
事
す
な
る

翁
か
な
ふ
と
の
斗
し
ら
む
人
も
あ
へ
け
れ
と
そ
は
い
か
与
は
せ
む

も
と
よ
り
人
に
み
せ
ん
為
に
も
あ
ら
す
た
斗
わ
か
っ
れ
／
＼
な
る
心
や

り
に
つ
み
集
て
折
々
の
慰
草
に
箆
の
中
に
ひ
め
お
く

へ
き
類
な
れ
は
何
事
も
ほ
れ
翁
の
わ
さ
と
見
ゆ
る
し

て
よ
か
し

慶
応
二
年
寅
の
水
無
月

石

松

元

啓し
る
す

作

者

目
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六
回

し
る
し
つ
る
言
の
葉
な
く
は
竹
の
子
の
栄
え
む
末
を
何
に
し
ら
ま
し

長
月
は
か
り
も
と
啓
か
も
と
に
て
歌
の
ま
と
ゐ

し
け
る
時
祝
の
こ
L
ろ

を

よ

め

る

知

し
ら
菊
に
君
か
や
ち
ょ
や
契
ら
ま
し
匂
は
ぬ
秋
も
あ
ら
し
と
お
も
へ
は

秋

の

祝

と

い

ふ

こ

と

を

人

の

よ

ま

せ

け

る

に

増

秋
ふ
か
み
菊
の
下
水
か
き
や
れ
と
千
年
の
影
は
猶
う
か
ふ
也

寄

名

所

祝

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

し

け

み
よ
し
の
斗
よ
し
の
斗
山
の
花
よ
り
も
君
か
齢
の
奥
そ
し
ら
れ
ぬ

一克

千
早
振
神
の
御
代
よ
り
常
盤
に
て
い
く
千
代
か
経
し
千
代
の
松
原

海

に

よ

せ

て

祝

の

こ

斗

ろ

を

よ

め

る

よ

し

治
れ
る
御
代
の
め
く
み
に
く
ら
ふ
れ
は
何
か
は
深
き
渡
津
海
の
そ
こ

寄
神
祇
祝
と
い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

明

散
り
う
せ
ぬ
こ
と
葉
の
花
に
千
早
振
神
代
の
風
は
猶
匂
ひ
け
り

祝

の

こ

斗

ろ

を

道

に

よ

せ

て

よ

め

る

な

ほ

神
代
よ
り
伝
え
し
ま
ふ
に
式
嶋
の
道
の
誠
を
仰
く
か
し
こ
さ

寄
国
祝
と
い
ふ
こ
と
を
詠

る

近

出
る
日
の
も
と
つ
国
と
て
国
と
い
ふ
く
に
斗
御
影
を
仰
か
ぬ
は
な
し

道

六
回
三

六
回
目

六四五
六四六

六四七
十
（
四
八

六
甲
山

プて
三五
Cコ

プて
三五

久
方
之
天
御
柱
千
五
百
代
母
不
動
国
曾
吾
大
御
国

此
長
再
龍
麟
静
然
可
愛
者
松
也
氷
肌
玉
骨

酒
然
可
愛
者
梅
也
一
以
其
花
一
以
其
葉
而
其

美
以
足
冠
百
井
失
石
松
翁
自
少
噌
永

言
至
老
不
衰
嘗
慕
本
藩
法
家
歌
名
目

山
里
輯
所
諸

藩
祖
口
菅
神
句
也
今
改
著
続
篇
使
余

政
之
其
所
載
挺
勤
高
潔
如
松
枝
之
帯

雪
宛
約
清
麗
如
梅
花
之
含
月
詞
林
花
葉

何
其
美
也
菅
神
句
有
松
梅
表
久
之
語

実
兆
於
藩
祖
之
夢
而
所
謂
表
久
者
余

周
A＞，、

!'!l=l 

の

ふ
」
九
六
オ

啓

ひ

ろ

よ

い

K
－司凶

」
九
六
ウ

し信足
」
九
七
オ

」
九
七
ウ

」
九
八
オ

於
斯
輯
乎
知
其
果
験
失

慶
応
戊
辰
仲
春

宮

本

4ii究

""' 

信

謹
撰
」
九
八
ウ

元
啓
わ
か
h

ふ
り
し
よ
り
此
道
を
好
み
古
し
へ
人
の
歌
も
今
人
の
も
見

き
く
ま
に
／
＼
憐
と
念
ふ
を
か
い
あ
つ
め
た
る
か
こ
斗
ら
に
な
り
ぬ
る
を
さ
り
し

天
保
の
は
し
め
こ
斗
ろ
慰
に
ぬ
き
い
て
斗
三
巻
と
な
し
与
を
二
川
の

翁
の
山
里
歌
集
と
名
に
お
は
せ
ら
れ
ぬ
其
こ
と
は
そ
の
巻
の
し
り
へ

に
い
へ
り
そ
れ
よ
り
慶
応
の
こ
と
し
ま
て
凡
三
十
年
あ
ま
り
の
閉
継
て

か
い
集
た
る
か
ま
た
こ
ふ
ら
に
な
り
ぬ
れ
は
ま
た
ぬ
き
い
て
ふ
三
巻
と

な
し
つ
る
は
山
里
歌
集
ふ
た
あ
み
め
と
と
な
へ
ま
く
お
も
ひ
て
な
り

先
の
巻
は
凡
己
ゑ
り
い
て
斗
四
季
雑
と
わ
か
ち
物
し
た
る
を
翁
の

か
う
か
へ
て
ゑ
り
と
斗
の
へ
く
は
へ
も
し
は
ふ
き
も
せ
ら
れ
し
を
こ
た
ひ
は

」
九
九
オ

わ
か
心
ひ
と
つ
に
物
し
け
れ
は
ひ
か
こ
と
の
み
そ
多
か
ら
む
き
こ
え
ぬ
も

ま
し
り
て
こ
そ
あ
ら
め
三
十
年
あ
ま
り
前
は
世
の
中
此
寄
の

さ
ま
も
新
幹
と
て
二
条
家
の
御
教
を
守
り
古
鉢
と
て
良
湖
宣
長

か
を
し
へ
を
む
ね
と
す
る
の
み
な
り
し
か
こ
の
道
い
よ
／
＼
盛
に
な
り

も
て
行
ま
斗
に
都
部
の
宗
匠
と
唱
ふ
る
者
吾
才
を
た
の
み
口
に

ま
か
せ
て
ほ
こ
り
罵
る
ま
斗
寄
の
ふ
り
千
々
に
わ
か
れ
て
い
つ
れ
を

よ
し
と
わ
か
っ
へ
く
も
あ
ら
す
わ
か
こ
と
き
さ
え
な
き
も
の
斗
か
つ
老
は
て

ぬ
る
は
今
さ
ら
新
し
く
お
も
し
ろ
き
ふ
り
に
う
つ
り
う
へ
く
も
あ

ら
す
た
斗
翁
の
を
し
へ
お
か
れ
し
教
を
む
ね
と
思
へ
と
夫
も
か
な
は
す
」
完
ウ

い
は
ゆ
る
昔
ふ
り
の
筑
紫
歌
を
の
み
な
む
詠
い
て
け
る
そ
の
つ
く
し

寄
に
の
み
な
れ
て
今
の
よ
の
風
し
ら
ね
は
人
々

の
一
訴
事
も
つ
く
し

歌
め
き
た
る
を
憐
と
ゑ
り
い
て
ら
る
ふ
こ
そ
す
へ
な
け
れ

古
し
へ
人
の
寄
は
い
か
に
そ
や
思
は
る
斗
も
む
ね
と
ゑ
り
い
れ
ぬ
そ
は
わ
か
も
と

の
こ

L
ろ
お
き
て
な
れ
は
な
り
今
人
の
は
此
道
に
て
ま
し
ら
ひ
し

か
き
り
を
し
る
し
て
さ
ら
ぬ
人
の
は
短
冊
な
と
乞
得
た
る
を
う
つ
し

ぬ
い
ま
宗
匠
と
唱
ふ
る
人
ま
た
職
高
き
人
の
く
は
へ
す
そ
は

故
有
は
也
友
達
と
て
も
あ
な
か
ち
に
乞
来
た
る
は
な
し
点
取

歌
合
な
と
の
折
々
又
は
か
た
み
に
あ
け
つ
ろ
ひ
な
と
し
た
る
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信

ブて

仇
守
つ
く
し
の
国
に
大
君
の
御
楯
と
な
り
て
在
す
神
か
も

社

頭

の

こ

ふ

ろ

を

よ

る

歌

の

中

に

や

す

神
垣
に
む
か
へ
は
誰
も
き
よ
く
な
る
こ
斗
ろ
を
常
の
心
と
も
か
な

八
十
に
な
り
け
る
年
の
弥
生
は
か
り
例
に
よ
り
て

君
の
御
前
に
め
し
出
さ
れ
て
物
な
と
賜
は
せ
け
る
を

か
し
こ
み
な
か
ら
よ
ろ
こ
ほ
ひ
て
よ
み
て
奉
り
け
る
正

わ
か
君
の
常
盤
に
ま
さ
む
蔭
に
ゐ
て
猶
も
千
年
の
春
を
へ
て
し
か

継
高
公
五
十
の
御
賀
の
御
扉
風
の
歌

松
添
栄
色
と
い
ふ
こ
と
を

十
か
へ
り
の
松
に
花
さ
く
深
み
と
り
生
そ
ふ
世
々
は
君
の
み
そ
見
む

此
寄
は

吉
之
公
の
北
御
方
の
御
う
た
な
り
と
い
へ
り

千
代
や
ち
ょ
君
に
契
り
て
若
葉
さ
す
松
の
み
と
り
の
い
ろ
そ
は
え
行

此
歌
は

北
御
方
の
御
一
苛
な
り
と

色
添
や
幾
十
か
へ
り
の
花
も
み
ん
栄
行
君
に
松
も
な
ら
ひ
て

此
歌
は

藤
姫
君
の
御
う
た
な
り
と

栄
え
行
君
か
齢
に
と
も
な
ひ
て
松
も
千
と
せ
の
色
を
添
ら
し

此
歌
は

為
姫
君
の
御
歌
な
り
と

幾
千
代
も
か
き
り
し
ら
れ
ぬ
松
か
え
に
猶
も
栄
行
色
を
そ
ふ
ら
ん

此
う
た
は

友
姫
君
の
御
歌
な
り
と

此
歌
と
も
の
し
り
へ
に
詠
て
か
き
つ
け
ふ
る

か
き
つ
め
て
み
る
た
に
千
代
の
数
々
を
齢
に
契
る
松
の
言
の
葉

こ
の
歌
は

継
高
公
の
御
豆
町
な
り
と
な
む

継
高
公
七
十
の
御
賀
遊
し
け
る
時
詠
て
奉
る

君
か
住
み
き
り
に
な
れ
て
幾
千
代
も
猶
重
ぬ
へ
き
鶴
の
毛
衣

六
二
三

プて

IZ!!{ 
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三玉．

六
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ニ
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ブて

此
寄
は
或
人
い
へ
り

甲
斐
守
長
恵
公
の
御
歌
な
り
と

父

の

八

十

の

賀

し

け

る

む

し

ろ

に

て

詠

る

篤

信

百
年
を
経
る
と
も
あ
ま
た
手
を
折
て
末
は
る
か
な
る
世
を
計
へ
な
む

桜
漢
に
住
け
る
頃
母
の
六
十
年
の
賀
せ
む
と
て

人

々

っ

と

へ

て

豊

の

明

り

し

け

る

時

よ

め

る

元

生
繁
る
峰
の
小
松
も
今
日
よ
り
は
君
か
八
千
代
を
例
に
や
せ
む

直
陳
か
母
の
六
十
の
賀
し
け
る
時
冬
祝
と
い
ふ
こ
と
を

よ

め

る

令

’

冬
な
れ
は
降
や
あ
ら
れ
の
白
玉
を
君
か
千
年
の
数
と
り
に
せ
む

本
居
太
平
か
六
十
の
賀
に
寄
木
祝
と
い
ふ
こ
と
を

人

の

よ

ま

せ

け

れ

は

す

け

君
か
代
に
ち
た
ひ
や
ち
た
ひ
生
か
は
る
紀
路
の
橘
実
に
な
り
け
り

加
茂
季
庶
か
七
十
の
賀
に
人
に
こ
は
れ
て
よ
み
て

っ
か
は
し
け
る

こ
と
の
葉
の
い
ろ
に
あ
え
た
る
花
紅
葉
君
か
千
年
の
友
と
な
り
つ

L

岡
田
何
か
し
か
八
十
八
年
の
ほ
き
し
け
る
席
に
て

よ

め

る

照

八
十
あ
ま
り
八
重
山
吹
の
花
の
う
へ
に
露
も
ち
と
せ
の
数
む
す
ふ
也

人

の

八

十

の

賀

し

け

る

む

し

ろ

に

て

よ

め

る

安

幾
千
世
そ
千
代
の
名
に
負
松
原
の
ま
つ
の
か
す
ノ
ベ
契
る
齢
は

人

に

こ

は

れ

て

竹

口

返

年

と

い

ふ

こ

と

を

詠

る

み

ち

今
よ
り
は
千
代
万
代
も
呉
竹
の
起
ふ
し
安
き
蔭
し
め
て
す
め

若
君
は
し
め
て
大
城
に
い
ら
せ
給
ひ
し
時
蒼
生

と
も
か
こ
L

ら
打
む
れ
て
御
庭
の
沙
を
は
こ
へ

り

け

る

を

見

て

ゑ

み

な

か

ら

よ

め

る

友

君
か
齢
を
け
ふ
の
民
砂
の
数
は
か
り
お
は
し
ま
せ
と
や
奉
る
ら
む

祐
連
か
そ
は
め
の
は
ら
に
を
の
こ
う
ま
せ
け
る

ほ

き

い

ひ

遣

す

と

て

し

け

千
尋
あ
る
蔭
に
生
ひ
出
る
竹
の
こ
は
栄
え
む
末
の
し
る
く
も
有
か
な

か

へ

し

す

け

ゴて六
一言

:;fて

ヨ王．

プて

プて

六
三
七

六
三
八

六
三
九

六
回
（
〕

ヅて
Eヨ

妻啓
」

九
回
オ

山

ち

？》
」

九
回
ウ
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徳弼

た

り
」

九
五
オ

古

tJ> 

竺〉

ザコ

ら

」

九
五
ウ
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づて
Cコ
ヨ王．

千
年
ふ
る
薬
と
き
く
の
し
ら
露
も
今
日
は
一
択
の
珠
と
社
み
れ

貝
原
篤
信
百
年
の
忌
に
寄
月
懐
旧
と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

立

此
秋
は
わ
き
て
そ
仰
く
月
の
前
有
し
教
の
文
に
む
か
ひ
て

菅
和
泉
守
ぬ
し
の
二
百
年
の
祭
り
に
詠
て
奥

城

の

前

に

手

向

け

る

相

物
部
の
盤
手
の
里
を
指
て
い
て
し
弓
弦
の
音
や
万
代
の
こ
ゑ

五
条
三
位
俊
成
卿
五
百
五
十
年
の
忌
に

冷
泉
信
相
卿
よ
り
御
題
を
賜
り
て
寄
雪
懐

旧
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
て
奉

る

か

光
そ
ふ
道
を
見
る
に
も
白
雪
の
ふ
り
に
し
あ
と
を
猶
あ
ふ
く
哉

西

行

上

人

六

百

五

十

年

の

忌

に

よ

め

る

昌

山
作
楽
見
る
に
つ
け
て
も
偲
哉
む
か
し
の
人
の
め
て
し
こ
斗
ろ
を

三
宅
栄
茂
か
琵
琶
掌
へ
る
こ
ろ
わ
か
ち
与
の

ょ
っ
の
緒
の
し
ら
へ
に
か
よ
ふ
松
風
の
音
す
る
か
た
は

月
い
て
に
け
り
と
よ
み
て
あ
た
へ
玉
へ
り
し
短
冊
を

マ
〈
な
く
な
ら
せ
玉
ひ
て
の
ち
お
の
れ
に
か
へ
し
ゃ
る
と
て

中
ノ
＼
に
な
み
た
の
種
と
な
る
物
を
永
き
形
見
と

何
お
も
ひ
け
む
と
よ
み
て
そ
へ
た
り
け
る
に
返
し

の
こ

L
ろ
を

見
度
に
一
段
の
瀧
は
ま
さ
れ
と
も
君
か
情
そ
懐
し
か
り
け
る

大
涼
山
の
玉
堂
あ
ら
た
に
造
り
を
は
り
て
入

仏
供
養
有
け
る
日
ま
う
て
け
る
か
其
比
都
よ
り

く
た
り
玉
け
る
菊
口
僧
正
導
師
に
て
御
法
の

わ
き
あ
り
か
れ
も
こ
れ
も
い
と
尊
く
お
ほ
え
け
れ
は

ひ
た
す
ら
額
拝
か
そ
う
し
を
る
こ
斗
ろ
の
中
に

お
も
ひ
っ

L
け
る

極
楽
の
花
降
国
を
み
つ
る
哉
仮
の
此
世
に
住
身
な
か
ら
も

靭
遇
突
知
の
神
の
あ
ら
ひ
有
て
家
ゐ
を
は
し
め

調
度
と
も
み
な
焼
う
し
な
ひ
け
る
時
に

一
詠
る

ヲ匂

亡＝コ
ヲミて

六｛〕七

六（〕八

六（〕－
m

六
一
口

プて

友由し

花ぜっけ
古

種

礼近
」

八

八

ウ

み

竺〉ト
ぃ
ヒ

似
叫

」

八

九

オ

妻
」

八

九

ウ

寛

も

と

つ
み
お
き
し
業
の
薪
を
焼
す
て
ふ
今
そ
火
宅
の
門
を
出
ぬ
る

し
か
の
嶋
の
文
珠
大
士
を
拝
み
奉
り
て
よ
め
る
仙

六
二
一
一
紫
の
雲
の
棚
引
嶋
か
け
に
涌
出
玉
ふ
文
珠
な
る
哉

二
祖
雪
立
の
こ
斗
ろ
を
よ
め
る

さ
よ
ふ
け
て
い
か
に
や
雪
に
立
つ
ら
む
昨
日
も
今
日
も
匂
ふ
梅
か
L

衆
生
心
水
浄
菩
提
影
現
中
と
い
ふ
心
を
よ
め
る

海
川
も
草
木
の
末
に
置
露
も
水
清
け
れ
は
月
そ
や
と
れ
る

東
長
精
舎
へ
相
し
れ
る
人
ひ
と
り
ふ
た
り
と
も

な
ひ
行
て
物
か
た
り
せ
し
時
礎
師
寺
公
紘
入
道

か
高
野
山
の
古
詠
を
お
も
ひ
い
て
斗
よ
め
る

フAてプて

IZ!<l 

プて

ヨ王．

プて

プて

か

っ

こ
斗
に
で
も
そ
の
瞬
を
ま
つ
風
に
同
し
う
き
ょ
の
夢
や
さ
む
ら
む

黒
崎
な
る
国
祖
神
宮
の
御
祭
に
そ
の
宮

人
橘
常
成
か
歌
も
と
め
け
る
に
恐
み
な
か
ら

よ

み

て

奉

れ

る

相

国
祖
の
神
し
在
す
は
か
く
は
か
り
豊
け
き
御
代
に
逢
さ
ら
ま
し
を

大
御
国
銀
た
ま
ひ
し
く
に
お
や
の
神
の
御
稜
威
は
貴
日
鴨

江
戸
に
有
け
る
時
溜
池
の
御
館
の
御
庭
に
鎮
り

座
し
け
る
霊
廟
を
ふ
た
ふ
ひ
ふ
と
う
清
ら
に

造
り
皆
せ
給
ひ
け
る
時
延
寿
王
院
信
全
か
ま
う

の
ほ
り
き
ゐ
た
る
に
仰
て
御
遷
座
の
式
を
初
め

万
の
こ
と
調
へ
さ
せ
玉
ふ
天
徳
寺
の
法
師
ら
ま
か
て
斗

奏
楽
奉
る
亀
井
戸
の
別
当
信
教
幣

奉
る
式
お
こ
な
ふ
折
し
も
賀
殿
の
曲
ふ
き
あ
は
せ

た
る
こ
よ
な
う
め
で
た
く
お
ほ
え
け
れ
は
よ
め
る
直

御
幣
の
を
り
に
あ
ひ
た
る
笛
竹
の
よ
斗
に
栄
え
む
宮
そ
此
宮

太
宰
府
に
詣
け
る
時
老
松
明
神
の
社
に

一

散

て

奉

れ

る

大

し
た
ひ
こ
し
心
つ
く
し
の
古
し
へ
を
問
は
や
千
代
の
松
の
神
垣

神

祇

の

う

た

と

て

よ

め

る

竹

仰
け
た
斗
に
し
の
都
に
跡
た
れ
て
め
く
み
天
満
神
の
盟
を

フ句 プて

A ペコ

：：＞＇て

チu

7て

Cコ
プて

匡野田

禅

し
」
九
（
〕
オ

み

」
九
（
）
ウ

つ近
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九

一

オ

陳

貞

」

九

一

ウ

勝

定

澄
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五
八
八

痩
果
て
骨
と
皮
と
を
残
す
身
は
枯
木
に
か
斗
る
蔦
の
衣
手

題
し
ら
す

垂
乳
根
の
撫
に
し
髪
惜
け
れ
と
君
に
手
向
る
事
そ
う
れ
し
き

此
歌
は
或
人
い
へ
り

継
高
公
の
北
御
方
公
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て
の
ち

三
七
日
と
申
に
御
誕
の
前
に
て
御
か
さ
り
お
ろ

さ
せ
玉
ひ
け
る
時
よ
ま
せ
玉
ひ
て
御
偏
見
の
前

に
さ
L
け
さ
せ
玉
ひ
け
る
時
の
御
寄
な
り
と

斉
隆
公
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
け
る
時
髪
を
た
ち
て

御

一

砲

に

納

た

て

ま

つ

る

と

て

よ

め

る

伊

黒
髪
よ
千
筋
に
君
を
思
ふ
身
に
か
は
り
て
守
れ
死
出
の
山
道

斉
清
公
か
く
れ
さ
せ
玉
ひ
て
後
弥
生
の
は
し
め

っ
か
た
麻
布
天
民
寺
に
て
い
と
尊
き
御
法

の
わ
き
と
も
執
行
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
時
御
援

屋
の
ま
へ
な
る
さ
く
ら
の
盛
過
た
る
か
引
導

な
と
す
る
法
師
の
袖
に
か
つ
／
＼
ち
り
か
L
り

て
い
と
憐
な
り
此
花
の
木
は
も
と
青
山
の

御
館
の
御
庭
に
有
し
を
の
ち
に
こ
与
に
う

つ
さ
せ
玉
ひ
た
る
な
り
と
人
の
い
ひ
け
る
を
き
ふ
て

か
し
こ
み
な
か
ら
よ
め
る

五
八
九

五
九
（
〕

五
九

直

か
L
れ
と
て
う
っ
し
ゃ
う
ゑ
し
庭
桜
今
日
の
御
法
の
花
と
散
つ

L

題
し
ら
す

な
き
と
き
く
風
の
た
よ
り
の
是
ひ
と
つ
ょ
に
な
ら
は
し
の
儒
も
か
な

此
耳
刊
は
あ
る
人
い
へ
り

長
興
公
歌
の
事
学
は
せ
玉
ひ
し
何
か
し
の
卿

身
ま
か
り
玉
ひ
ぬ
と
都
よ
り
告
こ
し
奉
り
け
る

時
よ
ま
せ
玉
ひ
け
る
御
歌
な
り
と

妻
な
る
も
の

斗
父
吉
留
渉
か
よ
る
い
ね
た
る
ま
斗

に
て

身

ま

か

り

し

時

よ

め

る

あ

き

夏
の
夜
の
ゆ
め
と
や
い
は
む
ぬ
る
か
う
ち
に
昔
の
人
と
君
か
な
り
ぬ
る

五九一
一

五
九
三

」

八

回

ウ

明
Lー←

F、
ヨ王．

オ

陳
Lー

／＼ 

ウ

さ

オ2
L_  

F、、

""' オ

五九四

あ
か
師
三
宅
義
元
か
身
ま
か
り
け
る
時
一
試
る
相

常
な
か
る
世
と
し
り
な
か
ら
わ
か
仰
く
人
の
う
へ
と
は
お
も
ひ
か
け
き
や

妹

の

身

ま

か

り

け

る

時

に

よ

め

る

す

け

つ

空
蝉
の
世
を
は
か
な
し
と
今
そ
し
る
か
斗
る
な
け
き
の
露
に
ぬ
れ
つ

L

い

と

け

な

き

子

を

う

し

な

ひ

て

詠

る

正

と
も
す
れ
は
猶
と
の
み
お
も
は
れ
て
わ
か
な
て
し
こ
の
名
を
そ
よ
ひ
け
る

衣
笠
守
由
か
妻
の
身
退
り
け
る
時
一
散
て
遣
し
け
る

お
も
ひ
き
や
し
は
し
う
と
く
て
有
し
ま
に
此
世
を
さ
へ
も
隔
へ
し
と
は

元

啓

か

お

は

の

身

ま

か

り

け

れ

は

よ

め

る

直

垂
乳
根
の
母
な
ら
な
く
に
な
そ
も
か
く
別
れ
し
人
の
悲
し
か
る
ら
む

兄
種
正
か
母
の
身
ま
か
り
け
る
時
我
身
も
い
た
く
病

に
ふ
し
な
か
ら
何
く
れ
と
事
と
り
歎
け
る
か
廿
日

あ
ま
り
を
へ
て
つ
ひ
に
身
ま
か
り
け
る
時
よ
め
る
た
ね
は

昨
日
ま
て
歎
暮
し
て
け
ふ
は
又
な
け
か
る
L
身
と
な
れ
る
君
か
な

あ

る

人

身

ま

か

り

し

と

き

一

散

る

貝

原

玄

端

明
日
よ
り
は
道
に
い
さ
な
ふ
人
も
あ
ら
し
今
日
の
わ
か
れ
を
し
た
ふ
の
み
か
は

元
啓
か
母
の
お
も
ひ
に
有
け
る
時
な
L
七
日
に
あ
た
れ

る
日
消
息
し
け
る
文
の
は
し
に
よ
み
で
か
き

つ

け

斗

る

祐

習
ひ
と
も
お
も
ひ
も
わ
か
す
藤
衣
ぬ
く
に
も
ぬ
れ
む
君
か
扶
は

か

へ

し

元

藤
衣
今
日
ぬ
き
捨
る
一
択
を
も
君
な
ら
す
し
て
誰
か
問
へ
き

弥
生
に
娘
を
う
し
な
へ
り
け
る
年
の
秋
箆
祭

す

る

と

て

詠

る

あ

つ

の

干
あ
え
ぬ
袖
に
露
そ
ふ
タ
か
な
け
ふ
さ
か
き
ま
の
魂
祭
し
て

二
川
た
き
こ
か
奥
城
に
ま
ふ
て
た
る
に
松
風
す

こ
う
聞
ゆ
る
に
む
か
し
琵
琶
悼
す
な
と
つ
ね
に

あ
は
せ
て
遊
ひ
し
こ
と
を
お
も
ひ
い
て
斗
よ
め
る
明

っ
か
の
う
へ
に
聞
こ
そ
さ
ら
に
か
な
し
け
れ
な
れ
し
軒
端
の
松
風
の
こ
ゑ

祐
連
の
妻
の
七
め
く
り
の
忌
に
対
菊
偲
昔

と
い
ふ
こ
と
を
詠
せ
け
る
に

近ら

五
九
五

臣

」

八

六

ウ

五
九
六

五
九
七

日
日

五
九
八

る

」

八

七

オ

五
九
九

プて
Cコ
Cコ

寿

プて
Cコ

プて
Cコ

啓
」

八

七

ウ

ν~－， 

プて
Eコ

誠

六
（
）
四

も

あ

」

八

八

オ

キ
C

と
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篤

慨
事
も
う
れ
し
き
事
も
静
な
る
人
の
心
そ
お
も
ひ
し
る
へ
き

ち

か

ち

か

今
さ
ら
に
何
か
な
け
か
む
何
事
も
な
さ
は
成
な
む
世
を
あ
た
に
し
て

由

五
七
一
一
一
藻
屑
の
み
か
き
あ
つ
め
つ
斗
年
月
を
ふ
る
社
和
歌
の
う
ら
み
也
け
れ

と

し

乏
四
月
に
あ
か
し
花
に
暮
し
て
楽
し
ま
む
老
の
命
の
あ
ら
ん
か
き
り
は

一万

五
七
五
と
も
す
れ
は
山
の
奥
こ
そ
し
の
は
る
れ
君
に
仕
ふ
る
身
と
は
し
れ
と
も

仙

庄

禅

毛
穴
生
れ
来
て
何
を
憂
世
と
厭
ら
ん
い
と
ふ
こ
・
ふ
ろ
そ
変
世
也
け
る

題

し

ら

す

た

ね

五
七
七
明
日
と
い
ふ
日
を
は
た
の
ま
て
け
ふ
の
日
を
限
り
と
学
へ
物
部
の
道

あ

る

時

に

よ

め

る

道

五
七
八
村
雀
物
い
ひ
さ
は
く
あ
た
し
ょ
の
人
の
心
は
た
の
ま
れ
そ
せ
ぬ

独

思

往

時

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

も

と

毛
如
何
し
か
も
袈
身
の
む
か
し
し
の
ふ
ら
む
世
の
習
の
物
忘
れ
せ
て

題

し

ら

す

相

五人
口

し
た
ふ
と
も
か
へ
り
く
ま
し
き
古
し
へ
と
思
ふ
物
か
ら
し
ひ
て
恋
敷

夢

を

よ

め

る

城

五
人
一
昔
人
逢
を
う
れ
し
み
い
ふ
こ
と
も
ま
た
尽
せ
ぬ
に
さ
む
る
ゆ
め
か
な

題

し

ら

す

ま

さ

五八
ニ

い
に
し
へ
を
し
の
ふ
涙
の
雨
雲
は
人
の
こ
斗
ろ
の
中
よ
り
そ
立

朝

顔

無

常

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

泰

巌

五
八
三
朝
顔
の
や
か
て
し
ほ
る
斗
花
の
う
へ
に
お
く
露
よ
り
も
頼
な
の
よ
や

題
し
ら
す

こ
与
に
き
く
芦
の
な
こ
り
も
や
か
て
又
か
た
ら
む
死
出
の
山
郭
公

こ
の
歌
は
あ
る
人
の
い
へ
る

継
高
公
の
北
御
方
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
け
る
五
月
の

三5.

"""' 五・4
ニ

五八回

信

のの

ふ
」
八
一
オ

ふ寛

も

り啓師
」
八
一ウ

ま

k
f
A」足

あ

み弘
主き

武

貞近
Lー

／九

オ

ち

tJ、

法

’冊
」
八
ニ
ウ

五八五

朔
日
こ
ろ
ほ
と
斗
き
す
の
な
く
を
聞
し
め
し
て
詠

せ
玉
ひ
け
る
御
歌
に
て
御
そ
は
に
有
つ
る
人

ひ
と
身
に
し
み
で
か
な
し
う
お
ほ
え
け
る
か
や
か
て

御
辞
世
の
や
う
に
成
し
と
な
む

問
人
も
と
は
る
L
人
も
お
そ
く
と
く
誰
か
こ
の
世
に
残
は
つ
へ
き

此
歌
も
あ
る
人
い
へ
り

利
母
姫
君
秋
田
少
隔
の
北
方
に
そ
な
は
ら
せ

給
ひ
て
の
ち
延
享
二
の
と
し
む
月
廿
日
あ
ま
り
三

日
と
い
ふ
に
か
く
れ
さ
せ
玉
ひ
け
り
常
に
敷
島

の
道
に
御
心
ょ
せ
玉
ひ
ま
た
仏
の
道
に
も

御
志
し
ふ
か
く
法
華
経
読
請
を
こ
た
ら
せ

玉
は
す
さ
れ
は
御
身
の
な
や
み
も
ま
し
ま
さ
す
に

は
か
な
る
や
う
に
て
乱
れ
さ
せ
玉
ふ
こ
と
も
な
く
て

か
く
れ
さ
せ
玉
ひ
け
る
か
み
こ
L

ろ
ひ
と
つ
に
は

か
ね
て
そ
の
期
や
し
る
く
お
は
し
ま
し
け
む
此

司
を
物
に
か
い
つ
け
お
か
せ
玉
ひ
ぬ
る
に
そ
人
々
も

お
も
ひ
合
せ
け
る
と
な
む
歌
の
事
は
烏
丸
光

栄
卿
の
御
教
を
請
さ
せ
玉
ひ
し
か
卿
此
事
を

き
か
せ
給
ひ
い
と
悲
し
み
を
し
ま
せ
給
ひ
御
悼

の
詞
御
寄
み
た
ま
の
前
に
手
向
さ
せ
玉
ふ
卿
の

御
集
の
中
に
の
せ
ら
れ
た
り
そ
の
御
寄
序

に
し
る
す
お
き
い
て
し
朝
の
床
に

さ
め
ぬ
ら
し
四
十
四
と
せ
の
春
の
よ
の
夢

口
し
れ
有
し
を
し
た
ぷ
名
残
に
は
せ
め
て

手
向
の
つ
ゅ
の
言
の
葉

身

ま

か

り

な

ん

と

て

よ

め

る

竹

森

薪
っ
き
火
を
け
ち
ぬ
る
か
こ
と
く
に
て
我
も
こ
の
よ
を
今
は
さ
る
哉

明

石

正

あ
た
ら
よ
の
夢
は
さ
め
け
り
友
と
わ
か
契
り
お
き
つ
る
月
は
み
す
て
斗

此
人
身
退
き
て
名
を
友
月
と
い
ひ
け
る
故
な
る
へ
し

身
ま
か
ら
ん
と
て
よ
め
る

仙

五八六五八七

匡

」
八
三
オ

」
八三ウ

一 58-

貞

平
」ー

ノL
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貞

禅

デ
巾
巾

向
口
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安
政
三
と
せ
の
秋

わ
か
君
の
御
供
に
さ
ふ
ら
ひ
て
江
戸
に
行
け
る
と
き

安
芸
国
海
田
市
と
い
へ
る
駅
の
旅
や
か
た
に

と
の
ゐ
し
侍
り
て
月
を
見
て
よ
め
る

草
枕
た
ひ
の
館
に
と
の
ゐ
し
て
更
行
よ
半
の
月
を
み
る
哉

難
波
に
あ
り
け
る
こ
ろ
川
越
直
陳
か
江
戸

に

有

け

る

に

消

息

し

け

る

文

の

は

し

に

大

岡

む
さ
し
の
斗
秋
の
憐
ゃ
い
か
な
ら
ん
月
の
光
は
こ
与
も
か
は
ら
し

か

へ

し

直

月
落
る
そ
ら
そ
こ
ひ
し
き
む
さ
し
の
ふ
露
の
憐
は
さ
る
物
に
し
て

題

し

ら

す

行

岡
越
の
縫
に
た
か
き
道
な
れ
と
松
の
葉
こ
し
に
海
も
み
ゆ
也

旅
の
こ
a
ふ

ろ

を

よ

め

る

や

す

し
ほ
る
へ
き
末
も
し
ら
れ
て
旅
衣
け
ふ
か
け
そ
む
る
道
芝
の
露す

け

ち

タ
さ
れ
は
吾
屋
に
か
へ
る
心
中
し
て
た
ひ
の
や
と
り
も
な
つ
か
し
き
哉

家

に

歌

会

し

け

る

時

名

所

旅

を

よ

め

る

由

霊
一
吾
妹
子
に
わ
か
れ
紀
の
路
の
名
草
山
何
に
な
く
さ
む
旅
の
心
か

霊
ニ
は
る
ノ
＼
と
思
ひ
わ
た
り
し
橋
立
の
松
も
旅
ね
の
枕
に
そ
見
る

都
ま
て
吹
も
通
は
L
甲
斐
か
ね
の
風
の
便
に
こ
と
や
っ
て
ま
しな

ほ

の

ふ
る
郷
に
安
く
帰
り
し
夢
は
か
り
た
ひ
に
有
身
に
懐
し
き
は
な
し

よ
る
淀
川
を
く
た
り
け
る
時
よ
め
る

吾
妻
に
て
み
な
れ
し
月
の
都
鳥
お
も
か
け
う
か
ふ
淀
の
川
つ
ら

高
瀬
舟
に
の
り
て
よ
と
河
を
の
ほ
り
け
る
時
に

よ

め

る

櫛

橋

良

綱
手
と
る
身
は
い
か
な
ら
む
淀
川
の
舟
に
ね
て
き
へ
寒
き
此
夜
を

長
崎
の
ま
け
玉
は
り
し
帰
る
さ
文
月
朔
日
肥
の

国

ひ

ら

と

の

湊

に

船

を

は

て

け

る

夜

よ

め

る

ま

さ

火
の
国
や
平
戸
の
う
み
の
波
の
音
に
秋
を
し
ら
む
と
思
ひ
か
け
き
や

正

五
四
五

五
回
穴

五
四
七

五
回
〈

王
国
内

三E
三E
Cコ

ミ昆
三E

五
五
回

三五
三五
三五

三五
三五
プて

五
五
七

隣

克

」
右
ウ

俊陳敏

.¥.. 

かけ
」一

一bF、
オ

寛誠ふ
」
七
八
ウ

新を
」
七
九
オ

五
五
八

江
戸
よ
り
帰
る
さ
長
門
の
国
上
の
関
に
舟
を

と

斗

め

て

潮

ま

ち

け

る

聞

に

よ

め

る

直

ま
と
ろ
ま
ぬ
ま
斗
に
枕
を
そ
は
た
て
込
聞
も
悲
し
き
か
せ
の
音
か
な

海

路

の

歌

の

中

に

重

朝
な
き
に
鳥
羽
の
湊
を
舟
出
し
て
波
聞
に
不
尽
の
山
を
見
哉

す
け
つ
ら
の
妻

泊
舟
岩
う
つ
波
の
お
と
た
か
み
幾
夜
う
き
ね
の
夢
も
結
は
す

故
郷
に
か
へ
る
舟
路
の
遠
け
れ
は
む
こ
の
泊
に
年
は
は
て
け
り

昌
雄
ぬ
し
か
原
田
に
あ
り
け
る
時
と
む
ら
ひ
て
ひ
と

よ
ね
に
け
り
ま
た
あ
く
る
よ
も
と
L

め
ら
れ
け
れ
は

よ

め

る

つ

ね

た

草
枕
か
へ
る
な
ら
ひ
の
旅
な
か
ら
こ
よ
ひ
は
せ
め
て
同
し
ゃ
と
り
に

心

を

題

に

て

よ

め

る

種

花
を
め
て
鳥
を
う
ら
や
み
敷
島
の
ひ
と
っ
こ
斗
ろ
も
千
種
と
は
な
る

仙

庄

禅

名
の
み
し
て
か
た
ち
な
き
こ
そ
心
な
る
に
い
か
て
万
の
物
を
か
た
と
る

迷
は
す
は
西
も
東
も
何
と
は
ん
浄
土
も
織
土
も
吾
心
か
ら

題

し

ら

す

正

老
ぬ
れ
は
心
に
た
ね
も
ま
か
な
く
に
物
思
草
生
し
け
る
哉

あ
る
翁
の
も
と
に
や
と
り
け
る
に
翁
も
吾
と
ひ
と

し
き
お
も
ひ
あ
る
人
に
て
よ
も
す
か
ら
打

か

た

ら

ひ

て

よ

め

る

つ

ね

諸
共
に
一市
こ
そ
あ
か
せ
長
夜
も
お
な
し
お
も
ひ
を
語
り
あ
ひ
っ
斗

斉
隆
公
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て
の
ち
職
を
か
へ
さ
ひ

奉
ら
む
こ
と
を
み
そ
か
に
小
河
直
能
か
も
と
に

申
遣
し
け
る
消
息
の
は
し
に
詠
て
書
つ

け

込

る

伊

う
き
な
か
ら
残
り
で
す
め
る
水
鳥
の
あ
と
を
濁
さ
ぬ
心
と
を
し
れ

述
懐
の
寄
と
て
一
散
る
中
に

誠
と
は
聞
人
あ
ら
し
か
す
／
＼
の
身
の
う
き
品
は
語
り
は
っ
と
も

か
く
し
つ
斗
末
は
何
と
か
奈
良
坂
や
此
手
柏
の
し
け
り
あ
ふ
世
は

」
人
口
オ

陳ヱヱ
r
d
q』
’

五
一
品
目
九

五
六
（
）

道
」
尤
ウ

ヨ五
プて

り

五五
ブて

麿

五
六
三
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五
六
回
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六
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五
六
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明
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五
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五
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五
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〕
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五
＝
・
穴

言
甲
斐
も
浪
の
友
綱
き
れ
し
よ
り
湊
に
の
こ
る
大
船
も
な
し

鴎
陽
子
読
書
の
詩
の
終
り
に
か
き
つ
け
斗
る

う

た

貝

楽
し
み
は
道
よ
り
外
に
何
か
あ
ら
む
朝
夕
に
見
る
古
し
へ
の
書

題
し
ら
す

春
の
罵
帰
る
な
ら
ひ
も
有
明
の

つ
き
ぬ
名
凝
を
友
よ
忘
る
な

此
歌
は
或
人
い
へ
り
宝
暦
四
年
の
は
る
に
や

継
高
公
江
戸
よ
り
帰
ら
せ
給
ひ
け
る
御
時

仙
意
少
将
の
御
も
と
よ
り
御
別
を
し
み
玉
ひ
て

故
郷
の
花
を
や
思
ふ
ひ
と
つ
ら
の
友
に
さ
き
た
つ

は
る
の
罵
金
と
よ
み
て
お
こ
せ
玉
ひ
け
る
御
返
し
と
て

よ
ま
せ
玉
ひ
け
る
御
歌
な
り
と

弥
生
は
か
り
友
達
の
都
に
の
ほ
り
け
る
に

詠

て

つ

か

は

し

け

る

揮

暮
て
行
春
と
与
も
ね
の
旅
枕
散
か
ふ
花
や
ふ
す
ま
な
る
ら
む

人

の

遠

き

所

に

行

け

る

に

よ

み

て

遣

し

け

る

か

つ

み

旅
衣
立
お
く
れ
め
や
ゆ
く
か
た
に
そ
ふ
る
こ
L
ろ
は
め
に
見
え
ね
と
も

茂
原
何
か
し
か
江
戸
に
行
け
る
馬
の
腫
に

よ

め

る

正

臣

わ
か
る
斗
も
中

J
＼
に
こ
そ
憧
し
け
れ
ま
た
め
つ
ら
し
く
逢
む
と
お
も
へ
は

直

陳

か

江

戸

に

ゆ

き

け

る

時

臆

に

よ

め

る

元

啓

逢
見
ぬ
は
年
の
ふ
た
と
せ
ふ
る
と
い
へ
は
命
さ
へ
こ
そ
延
ま
ほ
し
け
れ

神
無
月
は
か
り
人
の
古
郷
に
か
へ
り
け
る
に

詠

て

遣

し

け

る

威

立
帰
る
旅
路
な
か
ら
も
こ
斗
ろ
せ
よ
野
山
の
嵐
肌
寒
き
頃

旅
の
歌
の
中
に

た
ひ
こ
ろ
も
け
ふ
九
重
を
立
い
て
斗
い
く
は
る
ノ
＼
、
も
東
路
の
そ
ら

此
歌
は
或
人
の
い
は
く

孝
高
公
の
北
の
御
方
元
和
の
は
し
め
江
戸
に

趣
か
せ
給
ひ
け
る
時
都
に
の
ほ
り
し
は
し

お
ほ
ん
と
斗
ま
り
ま
し
ノ
＼
て
そ
こ
こ
斗
み
そ

原

五一五
五
二
八

五
二
九

三正

Eコ
三昆

一五一一三
三昆

一
五
三
回

篤

信
」

七

回

オ

官Eっ」

七

回

ウ

明
L__ 

-b 
2五

オ

ヨヨL

三五

な
は
し
て
後
ま
た
宮
古
を
出
さ
せ
玉
ふ
時

よ
ま
せ
給
へ
る
御
歌
な
り

き
ふ
し
よ
り
見
て
こ
そ
ま
さ
れ
不
二
の
山
雲
は
準
の
麓
な
り
け
り

此
歌
も
同
し
時
三
河
国
吉
田
の
宿
よ
り
不
二

の
山
を
見
そ
な
は
し
て
よ
ま
せ
玉
へ
る
御
歌
也
と
な
ん
い
へ
る

江
戸
よ
り
帰
る
さ
駿
河
国
薩
陀
の
嶺
な
る
岩

倉
と
い
へ
る
虚
に
し
は
し
や
す
ら
ひ
て
冨
士
を

見
て
よ
め
る

田
子
の
浦
や
波
路
へ
た
て
ふ
夕
日
影
う
つ
ろ
ふ
不
二
の
峰
の
し
ら
雪

此
歌
は
あ
る
人

斉
清
公
の
御
歌
な
り
と
い
へ
り

江
戸
に
行
け
る
時
小
夜
の
中
山
に
て
詠
る

三
年
経
て
又
こ
え
行
も
い
の
ち
そ
と
お
も
へ
は
う
れ
し
さ
よ
の
中
山

此
寄
は
あ
る
人
い
へ
り

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

江
戸
に
ゆ
き
け
る
と
き
箱
根
山
に
て
よ
め
る
（
作
者
股
カ
）

箱
根
山
猶
ふ
も
と
行
こ
斗
ち
し
て
い
つ
し
ら
雲
の
う
へ
を
踏
け
る

阿

部

野

に

て

詠

る

し

け

か

田
鶴
の
鳴
あ
へ
の
を
ゆ
け
は
住
吉
の
松
の
葉
こ
し
に
淡
路
島
み
ゆ

須

磨

の

う

ら

に

て

よ

め

る

宮

川

尚

旅
衣
は
る
は
ま
た
き
て
須
磨
の
浦
の
若
木
の
桜
折
や
か
さ
斗
む

寄
華
旅
と
い
ふ
こ
と
を
一
散
る

今
日
幾
か
花
に
な
れ
ゆ
く
旅
衣
は
る
ノ
＼
き
ぬ
る
う
さ
も
忘
れ
て

此
歌
は
或
人
い
へ
り

継
高
公
の
北
御
方
の
御
寄
也
と

旅

の

う

た

と

て

よ

め

る

元

憂
物
と
お
も
ひ
は
て
め
や
み
よ
し
の
斗
花
を
も
み
つ
れ
旅
行
は
こ
そ

た

け

あ

き

ら

- 56 -
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オ

五一毛
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」

実

ウ

五
回
口

五
回

啓

五
回
ニ

三E.
!ZS 

夏
衣
木
曾
路
は
花
の
盛
に
て
春
の
旅
行
こ
斗
ち
こ
そ
す
れ

」

七

七

オ

載

五
四
回

義

古
郷
の
軒
端
に
な
れ
し
月
を
し
も
武
蔵
野
の
原
に
詠
つ
る
哉
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ト
4

お
く
し
も
の
白
髪
み
れ
は
民
十
鏡
う
ら
な
る
鶴
の
ね
そ
な
か
れ
け
る

櫛
を
一
散
る

昌

雄

う
つ
く
し
き
玉
の
を
く
し
は
得
た
れ
と
も
さ
斗
せ
て
見
ま
く
ほ
し
き
子
も
な
し
」
者
オ

船

を

一

散

る

知

定

沖
つ
か
せ
あ
ら
く
吹
ら
し
海
人
衣
袖
の
湊
に
舟
こ
き
か
へ
る

と

も

し

火

を

一

散

る

ま

す

て

燈
火
の
影
は
残
れ
と
暁
の
夢
の
行
ゑ
は
照
さ
斗
り
け
り

晩

鐘

を

聞

て

よ

め

る

令

入
相
の
か
ね
の
ひ
L
き
を
聞
な
か
ら
驚
か
ぬ
身
を
憐
と
そ
念

五

十

首

よ

め

る

歌

の

中

に

眺

望

を

ま

さ

眉
な
せ
る
山
は
し
ら
き
の
山
に
か
も
つ
し
ま
の
沖
に
た
て
る
雲
か
も

浦

の

司

賜

り

け

る

時

に

詠

る

明

い
か
に
し
て
慰
て
ま
し
う
ら
人
か
や
く
や
も
し
ほ
の
か
ら
き
命
を

い
に
し
と
し
わ
か
書
て
奉
り
し
大
井
川
行

幸
の
歌
の
序
を

君
め
て
さ
せ
給
ひ
か
た
し
け
な
く
も
巻
物
に

よ
そ
は
せ
玉
ひ
し
と
い
ふ
仰
こ
と
う
け
玉
は
り
て

父

母

か

謹

の

前

に

き

こ

え

け

る

相

今
さ
ら
に
何
か
な
け
か
む
た
ら
ち
ね
の
形
見
の
わ
さ
を
君
に
さ
斗
け
て

山
中
幸
雄
か
も
と
よ
り
廿
一
代
集
を
か
り
で
か
へ

し
た
る
に
損
し
た
る
よ
し
う
ら
み
顔
に
き
こ
え

け
れ
は
い
た
く
身
に
し
み
て
く
や
し
く
覚

る
か
ら
に
詠
て
つ
か
は
し
け
る

い
か
に
せ
ん
千
種
の
花
に
あ
く
か
れ
て
ふ
み
あ
ら
し
た
る
秋
の
花
野
を

冬
は
か
り
一
一政
る
歌
と
も
を
相
近
か
も
と
に
遣
し

け
る
詠
草
の
し
り
に
よ
み
て
か
き
つ
け
込
る
昌

み
雪
降
る
こ
ろ
に
し
な
れ
は
山
里
も
か
き
あ
っ
む
へ
き
木
葉
谷
な
し

そ
の
お
く
に
よ
み
て
書
つ

け

ふ

る

す

け

ち

紅
葉
の
い
ろ
も
け
た
れ
ぬ
し
ら
雪
と
名
に
負
る
歌
に
た
く
ふ
こ
と
の
葉

か
ふ
み
の
う
ら
に
鶴
の
か
た
か
い
た
る
を
見
て
よ
め
る

し

五
ロ
セ

五
（
〕
八

五
（
〕
九

三五

Cコ

三丘三正三丘五
一
回

三E

2ヨL

三E

プて

五
一
行

ひ

ろる[l_j を
」
七
ロ
ウ

b
A
 

ニ
＝
同近

」
七
一
オ

か雄
L__ 

-b 

ウ

五
一
八

あ
る
人
こ
は
う
り
物
な
り
と
も
て
き
た
る
を
み
れ
は

故
修
理
太
夫
の
君
か
斗
せ
玉
ひ
た
る
墨
書
の

駒
の
か
た
に
し
て
い
と
め
で
た
く
狩
野
の
何
か
し
ら
か

か
け
る
と
思
ふ
は
か
り
に
な
ん
遊
し
げ
る
其
軸
に

上
宮
太
子
に
餓
人
の
一
散
て
奉
れ
る
い
か
る
か
や

と
み
の
を
川
の
た
え
は
こ
そ
吾
大
君
の
御
名

忘
れ
せ
め
と
い
へ
る
歌
を
ち
い
さ
き
需
に

書
て
は
り
つ
け
た
り
い
か
な
る
人
の
わ
さ
に
や
つ
ら
ノ
t＼

お
も
ふ
に
な
く
／
＼
う
る
先
朝
の
旧
賜
琴
な
と

い
へ
る
た
く
ひ
に
や
い
と
悲
し
く
お
ほ
え
け
れ
は
よ
め
る

ふ
る
事
を
い
ま
の
う
つ
与
に
た
く
へ
つ
与
し
の
ふ
心
を
誰
に
か
た
ら
む

羅
浮
仙
女
の
か
た
書
る
に
よ
め
る

の
こ
り
な
く
憂
世
の
夢
の
さ
め
て
こ
そ
月
と
花
と
は
み
る
へ
か
り
け
れ

萱
草
を
つ
み
き
た
り
て
か
た
に
う
つ
し
て
そ
の

う
へ
に
か
い
つ
け
ふ
る
歌
其
筆
の
っ
た
な
き
を
も
忘
れ

と

い

ふ

重

つ
め
や
つ
め
よ
き
も
あ
し
き
も
わ
す
れ
草
わ
す
る
ふ
事
も
ま
た
萱
草

海

人

の

鏡

み

た

る

鹿

か

け

る

に

つ

ね

朝
か
斗
み
ね
み
た
れ
髪
を
は
つ
か
し
と
見
し
ょ
こ
ひ
し
き
我
姿
か
な

そ
ふ
し
に
な
て
し
こ
咲
た
る
家
の
こ
ふ
ろ
ほ
そ
け

な
る
に
女
の
斗
そ
き
た
る
か
た
画
る
に
よ
め
る
直

独
の
み
見
む
と
て
我
は
植
さ
り
し
庭
の
撫
子
花
聞
に
け
り

旅
人
の
山
路
こ
え
行
か
た
か
け
る
に
祐
寿
か
歌
よ

め

と

い

ひ

け

れ

は

詠

る

も

と

故
郷
の
山
こ
そ
見
ゆ
れ
父
母
も
い
か
に
ま
つ
ら
ん
い
そ
き
て
ゆ
か
む

あ
る
人
古
し
へ
の
名
た
ふ
る
軍
の
君
物
部
を
わ
か

ち
て
歌
よ
ま
せ
け
る
中
に
鎌
倉
右
大
将
を
よ
め
る
貞

ヒ
作
ガ
コ
ヅ
マ

末
つ
ひ
に
鹿
か
ぬ
草
も
な
か
り
け
り
蛭
子
島
の
秋
の
タ
風

張

良

を

一

散

る

す

け

河
水
に
な
か
れ
し
く
つ
を
さ
ふ
け
し
も
吾
君
し
の
ふ
誠
な
ら
す
や

拒

諌

差

雄

散

と

い

ふ

こ

ふ

ろ

を

よ

め

る

井

手

三E

九」

三五

cコ
五
二
回

三E.

三E.

」
占
ニ
オ

根
」
七
ニ
ウ

- 55 

た

り陳

あ

女
」
」
七
三
オ

行

ち

七、

伊

明
」
主
ウ
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四八回

憐
吾
過
し
昔
の
よ
か
た
り
を
き
斗
し
る
程
の
山
賎
も
か
な

国

家

の

心

を

よ

め

る

す

事
し
け
き
世
に
も
ま
し
ら
て
山
田
守
身
社
な
か
／
＼
心
安
け
れ

住
よ
し
の
御
宮
の
か
た
は
ら
な
る
む
か
し
東
福
寺
の

徹
書
記
か
住
け
る
松
月
庵
の
あ
と
に
か
た
は
か
り

の
い
ほ
り
を
結
ひ
て
す
み
そ
め
け
る
時
に
よ
め
る
重

世
の
中
を
め
く
り
ノ
＼
て
松
蔭
に
け
ふ
ぬ
き
す
つ
る
破
わ
ら
く
つ

か

く

れ

か

結

ひ

け

る

時

よ

め

る

つ

ね

き
え
ぬ
ま
の
露
の
此
身
の
置
虚
結
ふ
も
は
か
な
草
の
か
り
庵

閑

居

の

心

を

よ

め

る

由

松
風
も
き
か
て
な
か
／
＼
都
こ
そ
し
っ
か
に
す
め
は
静
な
り
け
れ

今ド

お
の
か
ま
斗
し
け
ら
は
し
け
れ
花
に
さ
へ
人
も
問
こ
ぬ
庭
の
蓬
生

祐
寿
か
荒
津
の
か
た
に
家
居
賜
り
て
移
り
け
る

時
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

思
へ
と
も
道
を
遠
し
と
こ
と
よ
せ
て

こ
斗
ろ
な
き
身
と
へ
た
で
す
も
か
な

か

へ

し

祐

遠
し
と
て
何
か
い
と
は
む
往
通
ふ
心
の
末
を
た
め
し
て
も
み
よ

吉
祥
院
を
身
退
き
て
染
井
の
さ
と
に
う
つ
り

住

け

る

時

よ

め

る

権

少

僧

都

連

龍

西
へ
行
日
に
と
も
な
ひ
て
き
つ
る
哉
今
日
よ
り
こ
与
に
墨
染
の
袖

蔦
か
山
獄
の
麓
に
住
侍
り
け
る
時
や
こ
と
な
き
人
の

ふ

り

は

へ

と

は

れ

し

時

よ

み

て

見

せ

け

る

す

な

か
り
の
こ
す
門
田
に
あ
さ
る
む
ら
す
斗
め
立
こ
そ
さ
わ
け
君
か
き
ま
せ
は

最
を
一
詠
る
サ
、
ν
イ

シ

種

人
な
ら
は
閉
ま
し
物
を
細
石
の
い
は
ほ
と
な
り
し
昔
か
た
り
を

都
の
人
の
嵯
峨
山
松
と
い
ふ
こ
と
を
詠
せ
け
る
に
信

千
代
を
ふ
る
松
に
と
は
斗
や
さ
か
の
山
有
し
御
幸
の
昔
い
か
に
と

叉
の
四
十
年
あ
ま
り
の
は
る
歯
の
落
た
り
け
る

時
ふ
り
に
け
る
身
の
か
な
し
さ
は
春
な
か
ら
ま

た
き
こ
の
は
の
落
る
な
り
け
り
と
申
さ
れ
し
か
は
よ
め
る

け

四八五
四八六

四八七四八八四八九
回
向
。

Eヨ
ラu四九

一一

四九
一一一

四九回
四九五

ひ

さ

l土、

る根
Lー

プて
プて

ウ

寛山
」
六七オ

寿ま
」
六七ウ

麿敏

明

誠

か
け
し
け
み
千
年
を
松
の
し
た
葉
こ
そ
時
し
も
わ
か
す
落
る
て
ふ
な
れ

矢
野
幸
端
江
戸
よ
り
帰
る
さ
美
濃
路
に
懸
り

会
渡
関
ケ
原
の
昔
の
あ
と
を
尋
み
て
古
事

し
の
ふ
あ
ま
り
名
に
し
お
ふ
黒
田
柳
を

一
枝
折

も
て
帰
ら
れ
し
か
相
近
に
わ
か
ち
お
く
ら
れ

し
を
さ
し
た
る
か
よ
く
根
お
ろ
し
て
し
み
さ
か
え

た
り
そ
を
お
の
れ
乞
え
て
帰
り
た
る
を
知
周
か

同
し
こ
ふ
ろ
に
古
し
へ
し
の
ふ
人
な
れ
は
わ
か
ち
ゃ
る
と
て

よ

み

て

そ

へ

た

る

元

も
の
ふ
ふ
の
剛
き
渡
の
川
柳
う
ゑ
て
を
し
の
へ
神
の
昔
を

か

へ

し

知

昔
神
駒
わ
た
し
け
む
川
浪
も
見
る
こ
・
ふ
ち
す
る
青
柳
か
も

竹
を
よ
め
る

う
つ
ろ
は
ぬ
色
社
あ
は
れ
く
れ
竹
の
よ
の
う
き
ふ
し
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ

直

吾
植
し
い
さ
込
む
ら
竹
村
鳥
の
ね
く
ら
と
る
ま
で
し
け
り
ぬ
る
哉

川
藻

を

よ

め

る

あ

き

速
き
瀬
に
瞬
く
玉
藻
は
行
水
の
い
か
な
る
ひ
ま
に
根
さ
し
初
け
ん

太
万
を

よ

め

る

明

石

た
ち
の
緒
の
永
く
治
る
世
な
り
と
も
結
ひ
忘
る
な
丈
夫
の
伴

信
国
義
昌
に
あ
つ
ら
へ
つ
け
て
あ
ら
た
に

餌
う
た
せ
け
る
な
か
こ
に
一
鯨
報
国
て
ふ
四
文

字
ゑ
ら
せ
て
こ
か
ね
に
て
埋
さ
せ
け
る
時
よ
め
る
と
も

き
三

曇
な
き
此
焼
太
万
は
丈
夫
の
君
に
仕
ふ
る
心
と
を
し
れ

玉

を

一

散

る

泰

最

御
仏
に
さ
L
け
し
て
へ
る
古
し
へ
の
龍
の
慮
女
の
珠
そ
ゆ
か
し
き

鏡

を

よ

め

る

つ

ね

憐
と
も
誰
か
は
問
む
朝
こ
と
に
向
ふ
か
斗
み
の
影
な
ら
す
し
て直一

む
か
し
た
か
と
る
手
に
馴
し
丸
鏡
憐
そ
の
世
を
見
る
よ
し
も
か
な

四九六四九七
四九八四九九

三正
Cコ
Cコ

三五
cコ

三五
cコ五（

〕回
三五
Cコ
三五

五
口十六

女
」
六
八
オ

啓
」六人
ウ

周日
日

- 54 -

の

り

行

」
六九オ

敏

ち

七、

法

師
」
宍九ウ

る

は：

陳
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h
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紅
葉
は
今
日
の
御
幸
の
秋
ま
て
を
此
山
か
け
に
幾
世
そ
め
け
む

神
無
月
の
つ
こ
も
り
菩
詠
け
る
に
際
居
の

う
し
の
忌
日
な
る
こ
と
な
と
お
も
ひ
い
て
L
よ

め

る

こ

神
無
月
ま
な
く
し
く
れ
の
降
こ
ろ
は
唯
い
に
し
へ
の
人
を
社
思
へ

お
も
ふ
こ
と
有
け
る
頃
人
の
き
た
り
て
歌
よ
み
け
る

に

積

雪

埋

道

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

令

山

こ

え

ゆ

か

ん

山

路

は

雪

そ

埋

け

る

ま

こ

と

の

道

に

立

帰

れ

と

や

」

歪

ウ

江

戸

に

有

け

る

と

し

の

暮

に

よ

め

る

）

た

け

あ

き

ら

故
郷
に
か
へ
ら
む
は
る
の
い
そ
か
れ
て
惜
と
し
も
年
の
暮
か
な

芝

山

家

御

歌

会

に

雲

を

一

詠

由

墨
江
の
沖
つ
し
ほ
か
せ
吹
た
え
て
淡
路
の
せ
と
に
雲
立
わ
た
る

元
啓
か
す
ふ
め
て
よ
ま
せ
け
る
五
首
の
歌
の
中
暁

を

友

古

お
も
ひ
出
る
過
し
む
か
し
も
暁
の
ね
さ
め
ノ
＼
に
遠
さ
か
る
な
り

題

し

ら

す

な

ほ

の

ひ
き
さ
し
L
宵
の
小
琴
を
ね
さ
め
よ
り
ま
た
か
き
な
ら
し
あ
く
る
を
そ
待

山
を
詠
る

動
な
き
国
の
ひ
か
り
と
仰
み
む
神
代
な
か
ら
の
不
二
の
白
雪

此
歌
は
あ
る
人
い
へ
り

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

四六（〕

四
の
緒
の
し
ら
へ
と
L
も
に
澄
わ
た
る
月
に
そ
し
の
ふ
逢
坂
の
関

題

し

ら

す

青

木

義

世
の
う
き
に
か
へ
て
は
す
め
と
さ
ひ
し
ら
に
鹿
も
音
を
な
く
秋
の
山
里

も
む
政
七
と
い
ふ
と
し
の
秋
紅
葉
の
さ
か
り
に

仙
洞
御
所
修
学
院
に
御
幸
ま
し
／
＼
て
山
蔭
の

御
製
あ
ら
せ
ら
れ
し
ょ
し
は
る
か
に
っ
た
へ
う
け

た
ま
は
り
て
恐
し
こ
み
な
か
ら
詠
る

~ 
P句

匿

四六ニ

と

四六三
四六回

四六五
四六六

四
穴
七

四
六
八

四
六
九

重

四七（〕

吹
払
麓
の
塵
の
い
か
に
し
て
荒
天
の
山
と
お
も
ひ
口
け
む

濃
布
を
一
詠
る

ち

み

貫

禅

」
穴
三
オ

し

み

ち寛妻ふ
」
六
回
オ

根

fこ

り

さ
や
か
な
る
月
に
さ
ら
し
て
夜
さ
へ
も
ま
か
ふ
筋
な
き
瀧
の
し
ら
糸

山
影
写
水
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

（
歌
脱
カ
）

此
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
北
の
御
方
の
御
歌
な
り
と
い
へ
り

名

所

関

を

よ

め

る

安

田
中
ニ
今
は
そ
の
名
の
み
と
ふ
め
て
逢
坂
や
有
け
む
関
の
跡
も
わ
か
れ
す

里

を

よ

め

る

も

と

あ

四
主
一
一
古
事
を
し
の
へ
は
か
な
し
み
芳
野
の
よ
し
の
ふ
さ
と
の
名
に
は
お
へ
と
も

題

し

ら

す

直

八
重
葎
し
け
れ
る
か
た
を
古
し
へ
の
車
大
路
と
き
く
か
ふ
な
し
さ

平

井

重

心
か
ら
す
め
は
住
世
を
何
し
か
も
山
の
お
く
に
と
お
も
ひ
い
る
ら
む

元
啓
か
す
斗
め
け
る
三
十
首
の
歌
の
中
に

山
里
を
一
詠
る

ま

さ

雄

う
き
こ
と
の
き
こ
え
ぬ
山
の
お
く
ま
で
は
お
も
ひ
も
い
ら
す
世
は
い
と
へ
と
も

山

里

の

心

を

一

詠

る

知

周

淋
し
と
も
何
か
お
も
は
む
花
紅
葉
折
に
つ
け
た
る
友
は
有
け
り

~ 
F 恒

」
穴
回
ウ

T
L守
JF
 

き陳

四
半
四

信
」
歪
オ

四七五

53 -

四七穴
四七七

み

ち

四
七
回
ハ

こ

と

谷
陰
の
こ
与
に
か
し
こ
に
か
た
よ
り
て
淋
し
か
る
へ
く
見
ゆ
る
山
里

山

里

の

う

た

の

中

に

重

山
ふ
か
く
お
も
ひ
入
て
そ
思
し
る
誠
に
雨
は
さ
ひ
し
か
り
け
れや

す

わ
か
入
し
山
よ
り
お
く
の
山
す
み
も
あ
り
と
は
立
る
姻
に
そ
し
る

山
さ
と
の
清
き
な
か
れ
を
結
ひ
あ
け
て
よ
の
塵
な
き
を
水
に
し
る
か
な

正

睦
敷
こ
斗
ろ
も
く
み
て
し
ら
れ
け
り
蓄
な
ら
ふ
る
山
井
の
水

よ
し
か
つ
の

妻

山
さ
と
に
こ
・
ふ
ろ
は
ふ
か
く
す
み
ぬ
る
を
ゆ
め
は
都
に
な
と
か
へ
る
ら
む

」

奈

オ

山

家

述

懐

と

い

ふ

こ

と

を

詠

重

勝

勝
」
六
五
ウ

四
七
九

5斗

け

四
人
口

道

Eヨ
ノ1

臣

Eヨ
/'-

四
八
三
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や

す

t
A

ふ
り
つ
も
る
雪
も
い
と
は
て
行
年
の
あ
と
た
に
あ
れ
な
し
た
ひ
て
も
見
む

っ

こ

も

り

の

日

詠

る

友

古

ゆ
く
と
し
に
わ
か
る
斗
こ
と
も
六
十
年
あ
ま
り
な
る
れ
と
を
し
き
け
ふ
に
も
有
か
な

重

勝

身
に
と
ま
る
年
の
ゆ
く
ゑ
を
夕
暮
の
か
と
に
い
て
与
も
な
か
め
鶴
哉
」
売
オ

」
五
九
ウ

年
の
く
れ
に
雪
の
ふ
り
け
る
を
み
て
よ
め
る

四一言
四三人四三九

四回｛〕
四回一

雑

歌春

の

は

し

め

に

一

散

る

相

は
る
た
て
と
我
身
く
ち
木
に
な
り
ぬ
れ
は
何
を
心
の
花
に
な
さ
ま
し

春
毎
に
高
嶺
に
見
え
ぬ
白
雪
や
わ
か
も
と
ゆ
ひ
の
物
と
な
り
け
む

題

し

ら

す

月

形

一
詠
つ
斗
し
の
ふ
昔
の
な
く
も
か
な
う
め
開
や
と
の
は
る
の
よ
の
月

は
る
の
よ
物
へ
ま
か
り
で
か
へ
る
さ
直
陳
か
や
と
の
ま
へ
を

過
け
る
に
主
し
琴
ひ
き
け
る
を
り
か
ら
鷹
の
鳴

て
過
け
れ
は
よ
み
て
い
ひ
入
け
る

!ZS 
Eヨ

円

u
h
J
 

四
回
一
一
一
今
は
と
て
こ
し
路
に
か
へ
る
か
り
か
ね
も
引
と
込
む
へ
き
琴
の
ね
そ
す
る

花

の

う

た

よ

め

る

中

に

仙

匡

禅

も
し
や
人
こ
斗
ろ
を
つ
け
て
花
を
み
は
吉
野
の
は
る
も
庭
の
一
本

散
時
に
ち
れ
は
こ
そ
あ
れ
咲
華
の
ち
ら
す
は
何
を
花
と
詠
む

な

ほ

の

を
し
ま
れ
て
ち
る
こ
そ
あ
は
れ
作
楽
花
我
世
は
い
か
に
は
て
む
と
す
ら
む

正

わ
か
こ
と
く
花
も
老
木
の
ひ
と
さ
か
り
有
し
む
か
し
の
春
や
こ
ふ
ら
ん

あ

き

の

は
る
毎
の
花
に
こ
L
ろ
は
染
し
か
と
匂
ふ
は
か
り
の
こ
と
の
は
も
な
し

弥

生

の

つ

こ

も

り

比

郭

公

を

き

ふ

て

よ

め

る

友

待
々
て
き
く
た
に
稀
の
ほ
と
斗
き
す
や
よ
ひ
の
暗
に
思
ひ
か
け
き
や

五
月
半
つ
き
あ
か
き
夜
友
達
の
聞
き
た
り
け
る
か
何

四四四
四四五

四四六
四四七

四四人四四九

け
L__ 

3三
/¥.. 

ウ

近質
」穴〔）オ

周しふ臣
」
穴
（
）
ウ

り古

あ

き

花
す
L
き
招
く
も
の
か
ら
か
な
し
き
は
む
か
し
の
秋
の
帰
り
こ
ぬ
な
り

は
っ
き
は
か
り
植
木
の
里
な
る
香
月
春
専
か
も
と

へ
消
息
し
け
る
に
久
し
く
か
へ
り
こ
と
も
せ
き
り
け
れ
は

ま

た

詠

て

遣

し

け

る

相

秋
霧
に
は
つ
鷹
金
や
ま
と
ひ
け
む
我
玉
章
の
行
ゑ
し
ら
す
も

葉
月
は
か
り
仙
匡
禅
師
の
も
と
を
は
し
め
て

聞

は

へ

り

て

よ

め

る

信

濃

守

浦

毎

保

玉
鉾
の
道
の
し
ら
露
ふ
み
わ
け
で
尊
き
君
に
逢
そ
憶
し

き

」

六

ニ

オ

か

へ

し

仙

匿

し

か
く
れ
す
む
我
柴
の
戸
に
さ
し
い
る
も
高
聞
か
原
に
す
め
る
月
影

月

を

一

詠

る

歌

の

中

に

か

っ

月
や
こ
れ
み
つ
れ
は
か
く
る
理
り
の
有
世
を
み
す
る
鏡
な
る
ら
む

ま

さ

大
方
の
人
の
こ
斗
ろ
を
か
斗
れ
と
て
い
さ
め
顔
に
も
す
め
る
月
か
な

竹

田

篠
の
葉
の
露
の
う
へ
に
も
影
や
と
す
水
に
こ
斗
ろ
を
ょ
す
る
月
か
な

此
寄
は
定
直
九
歳
の
時
は
し
め
て
よ
め
る
と
な
む

月
の
あ
か
ふ
り
け
る
夜
琵
琶
掻
な
ら
し
つ
斗
よ
め
る

四五（〕

事
に
か
し
は
し
も
と
斗
ま
ら
て
い
に
け
れ
は
あ
く
る

あ

し

た

詠

て

遣

し

け

る

ち

か

の

ほ
と
L
き
す
た
斗
ひ
と
声
を
有
明
の
月
に
の
こ
し
て
な
と
か
い
に
け
む

題

し

ら

す

種

集
つ
る
学
の
窓
を
お
も
ふ
に
も
照
す
笹
の
は
つ
か
し
き
哉

世
の
中
お
と
ろ
へ
行
ぬ
な
と
人
の
歎
か
た
ら
ひ
け
る

折

し

も

日

晩

の

鳴

を

き

斗

て

よ

め

る

安

部

実

風
を
ま
っ
こ
の
は
の
露
を
い
の
ち
に
て
そ
の
日
暮
し
の
鳴
ね
か
な
し
も

一一
川
友
古
か
も
と
問
侍
り
し
に
故
翁
の
う
ゑ
お
か
れ

し
薄
の
ほ
に
出
た
る
を
見
て
そ
の
か
み
問
き
た
り
て
遊
ひ

せ
し
折
翁
の
四
の
緒
か
い
斗
た
き
秋
風
楽
い
と

憐
に
ひ
か
れ
た
り
し
こ
と
な
と
思
ひ
い
て
ふ
よ
め
る

四五!ZS 
三五四五三

四五回四五五
四五六

四五七
四五八四五九

と

も

ふ
」
六
一
オ

麿壬イl

さ

ね
Lー

プて

ウ

近
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禅み

子〉

ち
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定

直

三〉

」
穴
ニウ

る



豊
国
大
貞
八
幡
宮
奉
納
五
十
首
の
う
た
の
中
に

逐
日
雪
深
と
い
ふ
こ
と
を
詠
る

問
人
も
か
よ
ひ
た
え
に
し
冬
の
ひ
の
つ
も
る
も
ふ
か
き
庭
の
し
ら
雪

此
歌
は
あ
る
人
い
へ
り

宣
政
公
の
北
の
御
方
の
御
歌
な
り
と

お
な
し
こ
斗
ろ
を
よ
め
る

日
数
さ
へ
つ
も
り
に
け
り
な
庭
の
面
に
見
る
も
め
つ
ら
し
雪
の
白
山

こ
の
う
た
は
あ
る
人

利
母
姫
君
の
御
歌
な
り
と
い
へ
り

雪
の
歌
と
て
よ
め
る
中
に

威

ふ
る
ま
斗
に
擁
の
竹
の
末
ふ
し
て
背
振
の
山
の
雪
を
見
る
哉

由

四
三
舟
と
む
る
せ
と
の
潮
風
さ
え
ノ
＼
て
佐
夜
か
た
山
に
ゆ
き
降
に
け
り

重

う
ち
む
れ
て
時
に
か
へ
る
タ
烏
た
か
ね
の
雪
の
隈
と
な
り
け
りみ

卯
花
の
に
ほ
へ
る
頃
の
お
も
ほ
え
て
淡
雪
ふ
れ
り
玉
川
の
さ
と

四
一
口

gs gs gs 

gs 

ち

gs 

三五．

四
一
六

も

と

あ

め
つ
ら
し
と
し
は
し
み
し
ま
に
降
敷
て
帰
る
さ
ま
と
ふ
野
路
の
し
ら
雪

正

色
と
り
の
は
し
め
と
や
み
ん
白
妙
に
つ
も
る
絵
嶋
の
雪
の
け
し
き
は

祐

連

旅
人
の
舟
よ
は
ふ
戸
も
あ
は
れ
な
り
遠
き
渡
の
雪
の
タ
へ
に

gs 

-b 

Eヨ

/'-

E宮

内」

ト

ι

踏
分
て
と
へ
か
し
と
思
ふ
山
里
の
雪
は
あ
さ
き
そ
憎
し
か
り
け
る

手々

山
里
の
あ
ら
し
の
庭
に
か
た
よ
り
て
落
葉
か
う
へ
に
つ
も
る
白
雪

安

都
人
ま
つ
ら
ん
物
を
み
せ
は
ゃ
な
今
朝
山
里
の
木
々
の
白
雪

ヵ

し
と
斗
鳴
垣
ほ
の
竹
の
雪
折
に
道
た
え
は
つ
る
山
本
の
さ
と

し

回
ニ
〔
）
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!ZS 

一〉

gs 

」
五
五
オ

明

」

歪

ウ

寛任

Tこ

り年
C

」
五
六
オ

隣妻

ひ

ろ事L弼
」
五
六
ウ

み

ザコ

gs 

直

絵
に
か
き
て
見
る
た
に
寒
き
山
里
の
か
き
ほ
に
あ
ま
る
雪
の
夕
暮

ま

さ

あ
と
た
え
て
雪
も
日
数
も
古
郷
は
い
か
に
さ
ひ
し
く
冬
こ
も
る
ら
む

雪
の

木

に

ふ

り

か

ふ

り

け

る

を

よ

め

る

祐

花
を
ま
つ
人
の
こ
t
A

ろ
を
な
く
さ
め
て
さ
く
ら
の
枝
に
つ
も
る
白
雪

一ゴ一口

木
毎
に
は
つ
も
り
で
あ
れ
と
ふ
る
雪
の
花
も
桜
に
ま
さ
れ
る
は
な
し

題

を

わ

か

ち

て

馬

上

雪

を

よ

め

る

信

鞭
う
ち
て
み
ち
い
そ
か
は
や
休
ら
は
斗
駒
野
の
雪
や
ふ
か
く
な
ら
ま
し

家
に
て
歌
よ
み
け
る
時
雪
中
遠
情
と
い
ふ
こ
と
を

よ

め

る

な

ほ

の

わ
か
こ
え
し
は
る
た
に
さ
え
し
大
木
曾
の
山
路
ゃ
い
か
に
今
朝
の
白
雪

冬
の
豆
町

の

中

に

昌

網
代
守
あ
は
れ
幾
よ
か
明
す
ら
ん
月
見
る
ほ
と
も
寒
き
川
辺
によ

し

氷
魚
な
ら
ぬ
友
も
待
ら
し
網
代
人
雪
お
も
し
ろ
き
宇
治
の
川
へ
に

若
君
の
御
前
に
侍
り
け
る
時
憧
辺
閉
談
と

い
ふ
御
題
を
賜
り
て
詠
て
た
て
ま
つ
り
け
る
繁

か
く
し
こ
そ
ま
し
は
焼
つ
斗
か
た
ら
は
め
楯
を
枕
に
仮
寝
す
る
夜
も

題

し

ら

す

す

け

ち

治
れ
る
御
代
に
乱
を
忘
れ
し
と
御
狩
た
、
ふ
せ
る
君
そ
か
し
こ
き直

鷲
の
住
外
山
の
丸
雪
し
ふ
き
斗
て
弓
末
も
な
ひ
く
御
狩
野
の
原

年

の

う

ち

に

さ

け

る

梅

を

詠

る

し

け

か

梅
か
斗
に
驚
か
さ
れ
て
月
よ
め
は
誠
は
花
の
は
や
き
な
り
け
り

載
の
は
て
に
相
近
か
も
と
に
消
息
し
け
る
つ
ひ
て
に

一詠
て
遣
し

け

る

明

う
ゑ
お
き
し
小
松
か
も
と
を
掻
は
き
で
は
る
待
や
と
そ
楽
し
か
る
へ
き

か

へ

し

す

け

ち

吾
背
子
を
松
の
こ
の
ま
に
枝
さ
し
て
ほ
ふ
め
る
梅
も
な
つ
か
し
き
か
な

gs 

gs 

回
二
五

回
二
六

回
二
七

回
二
八

Eヨ

チu

四
三
口

四
三

四
一一一

四
三
三

四
三
回

四
三
五

四
三
六

陳

を

ん寿
」
五
七
オ

道全よ、寛雄
L_  
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ウ
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五
八
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一
八
五

木
間
行
谷
の
を
か
は
も
色
っ
き
ぬ
水
の
時
雨
は
紅
葉
な
り
け
り

の
こ
れ
る
菊
を
一
詠
る

言

淋
し
ら
に
残
れ
る
物
を
菊
花
し
く
れ
の
雨
に
ぬ
れ
ぬ
日
は
な
し

千

鳥

を

一

詠

る

照

な
み
枕
官
も
る
月
を
か
た
し
き
の
袖
の
湊
に
千
鳥
鳴
な
り

他l 1息

一
八
六

一
八
七

A 
ーロ

l勾

一八
人

荒
津
潟
潮
干
に
け
ら
し
友
千
鳥
友
呼
戸
の
遠
さ
か
り
つ
L

全
」
五
ニ
オ

一
八
九

信

う
ら
風
に
麹
ふ
か
れ
て
さ
よ
ち
と
り
思
は
ぬ
か
た
の
妻
や
と
ふ
ら
む

立

花

友
千
鳥
よ
る
と
鳴
音
も
所
か
ら
こ

斗
ろ
細
し
ゃ
恰
土
の
浜
風

此
歌
よ
ま
れ
し
こ
ろ
或
人
都
に
で
あ
る
公
卿
に
き
こ
え

奉
り
し
に
い
と
よ
し
と
あ
ま
た
斗
ひ
め
て
ほ
め
給
ひ

し
か
又
か
与
る
歌
よ
ま
む
人
な
か
ら
へ
て
は
よ
も
あ

ら
し
い
か
に
な
り
ぬ
る
ひ
と
そ
と
問
せ
給
ふ
い
や

何
事
も
さ
ふ
ら
は
す
用
人
と
て
国
に
て
は
よ
き

職
に
て
侍
る
も
の
な
り
と
聞
え
奉
り
し
に

い
な
さ
は
あ
ら
し
ま
た
世
に
あ
る
へ
き
人
に
は
あ
ら
し
と

の
玉
ひ
し
を
あ
や
し
き
事
に
思
ひ
ゐ
し
か

此
人
都
よ
り
帰
り
し
頃
は
重
根
と
く
罪
か
う

む
り
て
世
に
な
く
な
り
ゐ
し
と
そ
か
く
ふ
る
翁

の
か
た
り
伝
え
た
れ
と
誠
な
り
や
し
ら
す

冬

の

歌

の

中

に

増

木
業
散
そ
と
も
の
杜
に
ふ
く
ろ
ふ
の
鳴
声
淋
し
冬
の
よ
の
月

人
影
も
な
く
て
さ
む
け
き
大
路
か
な
ゆ
く
か
た
遠
く
月
は
て
ら
せ
と

円
M

A
J
 

天
の
戸
の
明
て
も
の
こ
る
月
影
は
浅
茅
に
お
け
る
霜
に
そ
有
け
る

と

し

あ

き

ら

朝
日
さ
す
こ
す
え
は
露
と
消
な
か
ら
し
た
草
し
ろ
く
残
る
初
霜重

」
五
ニ
ウ

重

根

一九
（）

責員

チu一九
ニ

道
」

五
三
オ

周

一九
三

一九
回

任

一
九
五

朝
日
か
け
匂
ふ
か
た
よ
り
霜
き
え
て
露
の
玉
し
く
野
と
な
り
に
け
り

知

さ
ら
ぬ
た
に
ゐ
せ
き
に
よ
と
む
川
水
を
猶
も
ら
さ
し
と
氷
ゐ
に
け
り

相

今
朝
は
し
も
野
沢
に
あ
さ
る
直
田
鶴
の
踏
な
ら
す
ま
て
氷
ゐ
に
け
り

一
九
六

一
九
七

一九
八

渡
瀬
も
冬
は
氷
て
鞠
子
川
駒
の
け
あ
け
に
立
波
も
な
し

雪
を
待
と

斗
ろ
を
一詠

る

し

け

は
な
L

ら
て
こ
れ
も
こ
k

ふ
ろ
に
か
・
ふ
り
け
り
雪
待
頃
の
峰
の
し
ら
雲

初
雪
を

よ

め

る

昌

お
と
つ
ひ
も
昨
日
も
雪
は
降
し
か
と
つ
も
る
は
今
朝
そ
初
な
り
け
る

今
よ
り
は
っ
き
て
や
ふ
ら
ん
ふ
り
そ
め
し
庭
の
み
ゆ
き
の
き
え
か
て
に
す
る

雪
の
ふ
る
を
見
て
よ
め
る

深
山
に
は
さ
こ
そ
つ
も
ら
め
め
つ
ら
し
く
み
そ
む
る
今
朝
の
庭
の
し
ら
雪

こ
の
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
い
へ
り

雪
の

降

り

け

る

日

よ

め

る

元

ふ
り
そ
ひ
し
雪
も
友
ま
つ
わ
か
や
と
に
跡
い
と
ふ
と
や
人
の
み
に
こ
ぬ

友

古

の

今
朝
は
し
も
庭
に
勿
来
の
関
も
か
な
か
ふ
る
み
雪
に
人
ゃ
あ
と
せ
ん

吉

留

雪
ふ
れ
は
み
な
し
ろ
た
へ
に
な
り
に
け
り
か
と
た
の
鶴
の
声
は
か
り
し
て

な

ほ

の

風
は
や
み
や
と
の
梢
に
横
切
れ
て
い
つ
く
の
空
の
雪
か
降
り
く
る

ロu
口

ふ庁，

老
ぬ
れ
は
雪
の
ふ
か
さ
の
人
伝
を
唯
埋
火
の
も
と
に
こ
そ
き
け

雪
の
い
と
う
つ
も
り
け
る
あ
し
た
言
道
か
と
ひ
き
た
り
け
る
に
詠
る

や
か
て
さ
く
梅
に
は
ま
ち
し
わ
か
せ
こ
を
今
朝
の
み
雪
に
お
も
ひ
か
け
き
や

ゆ
き
の
ふ
り
つ
も
り
け
る
日
独
ゐ
て
思
ひ

つ
ふ
け
ふ

る
ム市

告
や
ら
は
あ
た
ら
み
雪
に
跡
つ
け
む
さ
り
と
て
独
見
て
や
ふ
む
へ
き

一
九
九

四
〔）己

回
｛〕

一

回
口

回
口
一一一

回
口
四

四
（玉

四
（〕
六

回
口
占

四
（〕
八

回
｛
〕
九

定近

」

圭
一一
ウ

誠

iJ、

"".:) 体
位

4I炉

」

五
回
オ

啓
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妻渉ふ
」

五回
ウ

近山



く
れ
て
行
秋
の
形
見
に
な
ら
し
と
や
黄
葉
も
け
ふ
は
散
増
る
ら
む

秋
の
は
つ
る
こ
L

ろ

を

よ

め

る

す

け

つ

ら

妹

と
ふ
ま
ら
ぬ
秋
を
し
た
ひ
て
鳴
音
さ
へ
よ
は
り
は
て
ぬ
る
熔
蜂
哉

」
四九ウ

元

啓

形
見
に
は
菊
も
紅
葉
も
の
こ
れ
と
も
暮
行
秋
は
惜
と
こ
そ
お
も
へ

都
人
お
も
ひ
も
か
け
ぬ
程
に
こ
そ
も
み
ち
は
折
て
み
せ
ま
ほ
し
け
れ

江
戸
に
あ
り
け
る
年
の
秋
口
井
成
枝
か
王
子
の
社
に

詣
て
帰
る
さ
色
こ
き
紅
葉
の
校
に
つ
け
て

紅
葉
は
か
く
こ
そ
て
れ
ふ
瀧
の
川
あ
ら
し
の
風
も

う
し
ろ
め
た
き
に
と
よ
み
て
お
こ
せ
け
る
に
か
へ
し
に

よ

め

る

直

落
瀧
っ
た
き
の
は
や
川
は
や
く
み
む
紅
葉
の
錦
風
た
斗
ぬ
ま
に

殿
守
の
社
奉
納
と
て
吉
祥
院
海
流
か
う
た

も

と

め

け

る

に

社

頭

紅

葉

を

よ

め

る

も

と

散
さ
し
と
神
も
め
て
斗
や
守
ら
む
い
垣
の
紅
葉
錦
な
す
こ
ろ

題

し

ら

す

正

も
み
ち
は
の
散
て
か
斗
れ
は
旅
人
の
菅
の
小
笠
に
に
し
き
は
り
け
り

な

か

月

は

か

り

山

里

に

て

よ

め

る

か

っ

鳴
の
な
く
を
か
へ
の
櫨
木
紅
葉
し
て
夕
日
淋
し
き
秋
の
山
里

祐
弄
か
も
と
に
て
題
を
わ
か
ち
て
紅
葉
留
人
と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

祐

三
歪
過
か
て
に
人
も
み
る
ま
て
草
呑
江
の
堤
の
櫨
は
紅
葉
し
に
け
り

秋

の

う

た

の

中

に

近

這
績
ふ
梢
の
蔦
の
も
み
ち
は
に
松
も
し
く
れ
し
ほ
と
は
見
え
け
り

す

け

（政
カ）

春
こ
え
し
山
路
の
磁
を
り
か
へ
て
こ
ふ
ろ
そ
と
ま
る
蔦
の
も
み
ち
は

紅

葉

残

梢

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

祐

連

ふ
く
風
は
の
こ
す
梢
の
紅
葉
も
や
か
て
暮
行
秋
や
き
そ
は
む

題

し

ら

す

立

紅
葉
を
秋
の
か
た
み
と
篠
蟹
の
い
と
引
か
け
て
枝
に
の
こ
せ
り古

ι

一五人一五九一六（
〕

プて一六
ニ

一六回プて
三玉

プて
プて

一六七一六八
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一六九一七（〕

花

」
四
人
オ

陳

あ

き澄
」
四
八
ウ

み

ペコ連信

ち

か
」
四九オ

妻

増

式

さ

、.. 
’~ 

ペコ

終
夜
惜
秋
と
い
ふ
こ
と

を

よ

め

る

直

あ
け
行
は
か
た
み
顔
に
も
の
こ
る
哉
秋
を
斗
し
み
し
よ
は
の
燈
火

陳
L_  

2王
Cコ
オ

弘

歌

一占ニ

神
無
月
の
朔
日
の
ひ
よ
め

る

正

降
音
は
昨
日
の
あ
き
に
か
は
ら
ね
と
今
日
社
冬
の
初
し
く
れ
な
れ

す

け

桜
花
開
て
わ
か
れ
し
う
つ
み
ひ
の
ま
た
し
た
は
る
ふ
冬
は
来
に
け
り

明

誠

北
窓
を
け
ふ
の
し
く
れ
に
と
ち
つ
る
や
冬
寵
す
る
始
な
る
ら
む

し

く

れ

を

よ

め

る

元

三
日
月
の
か
け
は
雲
聞
に
猶
み
え
て
ひ
と
む
ら
過
る
初
時
雨
か
な

祐

染
の
こ
す
梢
た
つ
ね
て
い
く
度
か
し
く
れ
の
雲
の
山
め
く
り
す
る

な

ほ

の

ま
か
ひ
つ
る
軒
の
こ
の
は
は
散
は
て
ふ
ま
こ
と
し
く
れ
の
音
を
聞
哉

貞

暮
る
ま
で
し
く
れ
し
遠
の
山
の
は
を
村
雲
な
か
ら
い
つ
る
月
か
な

た
け
あ
き
ら
の
妻

- 49 -

臣

ち

か

一七
三

女

一占回一七
五

啓
」
五
｛〕
ウ

寿

一七
六

ふ〉

-l::l 
4ョ

行

一七八一七九

」
か
ら
し
の
雲
吹
払
山
の
は
に
月
を
残
し
て
ゆ
く
鐘
れ
哉

誠
」五一

オ

一八
口

荒
天
吹
月
よ
り
遠
の
浮
雲
に
よ
そ
の
空
行
し
く
れ
を
そ
み
る

F、

ま

さ

を

み
か
さ
を
と
妹
か
い
ひ
し
を
と
ら
す
き
て
の
ち
の
し
く
れ
に
濡
に
け
る
哉

題

を

わ

か

ち

て

野

時

雨

を

一

詠

る

重

夕
日
暮
ま
た
も
降
き
ぬ
大
江
山
こ
え
て
い
く
野
の
末
も
し
ら
ぬ
に

落

葉

を

よ

め

る

友

か
せ
吹
は
紅
葉
ち
り
か
ふ
嵐
山
葉
守
の
神
ゃ
う
は
の
空
な
る

あ

ね
」
五
一
ウ

陳 ん勝

/"-. 

古

妻

一八三

き

さ

/"-. 
IZ!!I 

神
無
月
し
く
わ
よ
り
け
に
降
物
は
軒
は
の
山
の
木
葉
也
け
り

直
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と

も

Cコ

故
郷
の
こ
斗
ち
も
や
す
る
初
鷹
の
今
朝
は
門
田
に
な
れ
て
鳴
な
り

知

紅
葉
を
や
花
に
ま
さ
り
て
思
ふ
ら
ん
金
風
ふ
け
は
来
鳴
始
鷹

明

は
っ
か
り
の
声
め
つ
ら
し
み
出
て
み
れ
て
棚
引
雲
に
秋
風
そ
吹－

よ
ま

一

7

L

V

花
薄
ま
ね
く
か
た
の
ふ
タ
風
に
ふ
か
れ
て
わ
た
る
初
か
り
の
こ
ゑ

月
の
あ
か
斗
り
け
る
夜
鷹
の
一暗
て
過
け
れ
は

よ

め

る

直

月
見
れ
は
よ
の
う
き
事
も
な
く
さ
む
に
鳴
っ
ふ
腐
の
な
と
わ
た
る
ら
む

か

り

の

鳴

を

聞

て

よ

め

る

友

古

旅
の
空
い
く
よ
か
ね
つ
る
か
り
金
は
こ
よ
ひ
都
に
鳴
て
来
に
け
り

か

り

を

詠

る

威

ま
ち
ノ
＼
て
き
く
も
催
し
き
か
り
金
の
か
と
た
に
さ
へ
も
や
か
て
落
く
る

し

け

の

こ
れ
や
そ
の
声
有
絵
か
も
山
の
端
の
月
に
横
き
る
腐
の
ひ
と
つ
ら

一万

昨
日
こ
し
門
田
の
か
り
の
な
れ
か
ほ
に
雲
ゐ
を
わ
た
る
友
よ
は
ふ
な
り

旅
の
や
と
り
に
初
か
り
の
鳴
を
き
斗
て
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

都
に
も
今
や
鳴
ら
む
は
っ
か
り
は
旅
の
ね
さ
め
を
ま
つ
や
問
ら
む

百

首

歌

一

詠

る

中

に

霧

を

相

誰
し
か
も
淀
の
わ
た
り
に
立
い
て
う
ゆ
ふ
へ
の
き
り
に
船
よ
は
ふ
ら
む

わ

か

梓

の

屋

の

タ

の

そ

ら

を

詠

て

よ

め

る

よ

し

山
の
は
の
ね
く
ら
の
松
も
見
え
わ
か
て
霧
に
き
え
行
秋
の
む
ら
鳥

時
間
衣
を
よ
め
る

こ
斗
ろ
な
き
賎
も
か
と
た
の
い
ね
か
て
に
月
見
か
て
ら
や
衣
う
つ
ら
ん

重

吾
ひ
と
り
を
し
み
あ
か
す
と
見
る
月
の
か
た
ふ
く
か
た
に
う
つ
砧
か
な

連
夜
詩
衣

と

い

ふ

こ

と

を

詠

る

と

も

た
か
為
か
葉
月
長
月
な
か
き
夜
を
か
さ
ね
て
賎
か
衣
う
つ
ら
む

Eヨ一一三昆プて♂旬A ナu一回。
IZEJ 一四

一一
一四
三

一四回

ふ〉

る周
」
四
回
ウ

誠

の

よラ回
目明妻

(_  

Eヨ
ヨ王．

オ

ふ〉啓近
」
四
五
ウ

口三ロ

見手
ム

r
4t
 

さ

た
」
四六オ

一四五

出
回
衣
の
歌
と
て
よ
め
あ
中
に

伊
駒
山
月
夜
を
清
み
秋
篠
の
外
山
の
里
に
衣
う
つ
な
り

種£
 

チ
J

秋
き
り
の
八
重
山
ふ
か
く
閣
の
た
れ
松
の
戸
に
衣
う
つ
ら
む

繁

更
科
の
山
の
月
か
け
ま
き
こ
め
て
木
曾
の
麻
衣
よ
は
に
捧
也

歌
会
し
け
る
時
山
路

菊

を

一

散

る

も

仙
人
の
す
め
る
あ
た
り
や
近
か
ら
む
道
も
せ
に
さ
く
白
き
く
の
花

秋

の

歌

の

中

に

す

け

高
祖
山
雲
に
な
り
行
い
か
は
か
り
時
雨
の
あ
め
の
木
々
を
染
ら
む

知

初
時
雨
ふ
り
い
つ
る
音
に
ね
さ
め
し
て
明
日
の
紅
葉
を
思
ひ
や
る
か
な

紅

葉

の

頃

人

の

問

き

た

り

け

る

に

詠

友

君
か
け
ふ
聞
を
待
て
や
紅
葉
の
歓
顔
に
も
照
ま
さ
る
ら
む

紅

葉

を

詠

る

さ

を
し
な
へ
で
も
み
ち
に
け
り
な
大
野
山
残
る
青
葉
の
珍
き
哉

相

三
五
三
龍
田
山
過
し
し
く
れ
の
跡
見
え
て
紅
葉
に
や
と
る
有
明
の
月

一四六一回包
一
四
八

Eヨ
チu

三c:.
Cコ

三正三E一五回

も

押
並
て
色
つ
く
山
の
村
し
く
れ
松
は
か
り
を
や
よ
き
て
降
け
む信

染
川
の
み
な
も
と
ふ
へ
は
紅
葉
に
し
く
る
込
山
の
し
つ
く
也
け
り

題
し
ら
す

し
た
葉
ま
て
心
の
ま
与
に
染
て
け
り
池
に
う
つ
ろ
ふ
山
の
紅
葉

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

斉
隆
公
溜
池
の
御
館
に
遊
は
せ
玉
ひ
け
る
時

よ
ま
せ
玉
ひ
け
る
御
歌
な
り

住
吉
に
詣
け
る
時
裳
嶋

と

い

ふ

庭

に

て

よ

め

る

由

賎
か
き
る
実
嶋
い
か
に
し
く
れ
け
む
ち
し
ほ
に
な
り
ぬ
里
の
紅
葉

元
啓
か
も
と
に
て
歌
よ
み
け
る
に
紅
葉
を
折
と
い
ふ
こ
と
を
詠
る

日
目

三正
三正

三三

プて一五七

麿

』ま

よラ

の

信

と

あ

かき
(_  

IZEJ 
プて

ウ

ち

周古

た

み

- 48 -

ち近
」
回
七
オ

と

あ

き全
」
四
七
ウ

寛雄
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;It; 
九4

ほ
の
か
に
も
笛
の
音
す
也
深
き
夜
の
月
を
ま
た
み
る
人
も
有
け
り

？と

も

ち

？》

一C
O

衣
皆
お
と
さ
へ
た
え
て
さ
よ
中
に
更
行
月
を
独
見
し
か
な

月
の
あ
か
ふ
り
け
る
夜
す
の
こ
に
い
て
斗
独
な
か
め
ゐ

た
る
に
い
た
う
夜
も
更
ぬ
う
ち
に
い
り
ね
な
と
女
と
も
の

い

ひ

け

れ

は

よ

め

る

直

月
夜
よ
し
よ
斗
し
と
人
の
問
き
な
は
ね
て
あ
か
す
や
と
い
ひ
も
こ
そ
す
れ

同
し
夜
に
よ
め
る

物
思
は
ふ
こ
ふ
ろ
の
隈
や
う
つ
ら
ま
し
あ
ま
り
さ
や
け
き
秋
の
よ
の
月

月

前

風

を

よ

め

る

令

目
に
見
え
ぬ
風
も
こ
の
は
を
吹
あ
け
て
月
の
く
ま
と
も
し
は
し
な
り
ぬ
る

月

前

待

人

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

常

い
て
な
は
と
た
の
め
し
人
は
お
と
も
せ
て
我
松
の
戸
に
月
そ
傾
く

祐
寿
か
も
と
に
て
題
を
分
ち
て
月
下
遠
鐘
と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

す

け

つ

ほ
の
か
に
も
の
で
ら
の
か
ね
そ
き
こ
ゆ
な
る
月
見
程
に
よ
や
更
ぬ
ら
ん

月

の

歌

と

て

よ

め

る

中

に

細

井

三

千

代

麿

可
也
の
山
こ
の
も
か
の
も
に
鳴
鹿
の
声
の
か
そ
け
き
夕
月
夜
鴨貞

Cコ

｜凍
L_  

Eヨ

オ

Cコ

11.J 

Cコ

春

一口四

ら
」
四
一
ウ

一口五一口六

行

一口七
一守ハ

露
ふ
か
き
野
辺
の
道
芝
踏
分
て
月
見
に
出
る
都
方
人

月
よ
し
と
う
か
る
斗
の
へ
に
逢
人
や
し
る
も
し
ら
ぬ
も
念
共
な
る

み

ち

玉
手
次
お
も
ひ
か
け
す
も
狩
く
れ
て
か
た
の
ふ
み
の
斗
月
を
見
る
哉

か

っ

水
茎
の
岡
の
や
か
た
の
よ
は
の
月
妹
と
有
と
も
ね
て
は
明
さ
し一一一

代

麿

fこ

り

一口九

み

つ
」
四
一
一
オ

Cコ

千

遠
つ
人
松
浦
ち
行
は
家
も
な
し
玉
嶋
川
の
月
に
あ
か
さ
む

月
見
に
友
た
ち
か
い
つ
ら
ね
て
灘
の
川
の
ほ
と
り
せ
う

よ
う
し
て
さ
け
な
と
の
み
け
る
時
よ
め
る

水
音
の
清
き
川
辺
に
う
た
け
し
て
念
共
と
ち
月
を
見
る
哉

な
の
川
の
は
し
の
う
へ
に
た
ち
て
月
を
見
て
詠
る

と

も

ち

力、

明

誠
」
四
ニ
ウ

一
三
一
ニ
待
い
つ
る
月
の
か
つ
ら
の
し
た
露
ゃ
な
か
れ
て
す
め
る
水
の
み
な
か
み

つ

き

の

歌

の

中

に

た

ね

ま

を
り
た
ち
て
わ
た
ら
は
影
の
さ
は
か
ま
し
月
の
や
と
ら
ぬ
川
の
せ
も
か
な

わ
か
や
と
の
池
に
う
か
へ
て
見
つ
る
哉
水
な
き
そ
ら
の
月
の
み
舟
を

也
口
い
円
、
，
J

台

凡

そ

月
影
の
や
と
れ
る
み
れ
は
池
水
の
底
の
か
き
り
も
雲
ゐ
な
り
け
り

小

森

か
た
ふ
か
て
月
も
と
斗
ま
れ
沼
水
の
ゆ
く
か
た
波
に
影
を
や
と
せ
は

よ

し

お
の
か
す
む
浦
の
浜
荻
折
し
き
て
伊
勢
を
の
海
人
も
月
や
見
る
覧

入
月
を
斗
し
ま
の
磯
の
海
部
な
ら
は
波
か
き
分
て
猶
や
み
て
ま
し

弘
の
う
ら
贋
音
寺
に
遊
け
る
時
月
を
見
て
よ
め
る
仙
庄

秋
は
れ
て
康
の
う
ら
な
み
す
み
わ
た
る
月
の
う
へ
こ
く
彊
の
釣
舟

家

に

歌

会

し

け

る

時

船

中

月

を

よ

め

る

も

舟
う
け
て
そ
て
の
湊
に
月
見
れ
は
我
も
旅
な
る
心
中
こ
そ
す
れ

月

の

歌

と

て

よ

め

る

す

す
み
昇
る
我
山
里
の
月
影
を
憐
都
の
人
に
み
せ
は
や

一一島宝L Eヨフ‘て-b ヅu ノlCコIZS 

祐

吾
独
の
か
る
と
思
ひ
し
山
里
に
い
つ
よ
り
す
め
る
秋
夜
の
月

信

よ
も
す
か
ら
秋
の
小
山
田
守
を
ち
は
ひ
た
す
ら
馴
て
月
や
見
る
ら
む

さ

三五ム

ま

蓬
生
の
ふ
は
ら
と
な
れ
る
古
郷
に
月
も
む
か
し
の
影
な
ら
ぬ
哉上回ハ

プて

思
友
う
か
れ
し
月
を
草
枕
た
ひ
に
し
あ
れ
は
独
見
る
か
な

聖

廟

奉

納

に

社

頭

月

を

一

一

誌

や

す

名
に
た
て
る
松
の
ひ
と
よ
を
明
し
で
も
み
は
や
北
野
の
神
垣
の
月

は

っ

か

り

を

よ

め

る

昌

雄

わ
か
ふ
と
の
わ
き
た
も
い
ま
た
か
ら
な
く
に
初
雁
か
ね
そ
む
れ
て
き
に
け
る

相

近

夜
を
こ
め
て
こ
こ
に
も
し
る
く
朝
霧
の
た
な
引
田
ゐ
に
初
鷹
な
く
も

-b F、すu

さ

東

蔭

俊

経

ひ

ろ
」
四
三
オ

山岡
T

A
d－－ 

市川叩’
HHトト

と

啓

け

- 47 -

ち

寿 か
し－

IZS 

ウ

全を
ノー－
fT 

3、

け
」
四
回
オ
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正

つ
ゆ
ふ
か
き
田
中
の
杜
の
下
草
に
タ
も
ま
た
て
虫
そ
鳴
な
る

し

け

浅
茅
生
の
つ
ゅ
の
そ
こ
ま
で
澄
月
の
い
つ
く
の
隈
に
む
し
の
鳴
ら
む

直

よ
ひ
／
＼
に
た
ひ
ね
の
床
は
か
は
れ
と
も
枕
に
む
し
の
戸
そ
な
れ
行

友

古

の

妻

か
り
い
れ
し
し
っ
か
お
し
ね
に
や
と
し
め
て
夜
寒
を
つ
く
る
き
り
／
＼
す
か
な
」＝一七
ウ

仕
比

4
u砂

-b 一七
三

ー匂
!ZS 

七
五

」ョ
ブて

回
目

表
ふ
る
姿
ゃ
あ
は
れ
い
か
な
ら
む
擁
の
む
し
の
戸
よ
は
る
也

葉

月

は

か

り

た

れ

こ

め

け

る

折

に

よ

め

る

友

古

よ
な
／
＼
の
ね
さ
め
に
な
る
込
む
し
の
ね
を
友
と
た
の
み
て
幾
夜
へ
ぬ
ら
ん

し

か

を

詠

る

す

け

ち

か

タ
さ
れ
は
鹿
の
音
悲
し
金
風
に
お
の
か
た
ち
と
の
萩
や
ち
る
ら
ん

安

小
倉
山
松
風
さ
そ
ふ
し
か
の
音
を
う
き
世
の
さ
か
の
タ
に
そ
き
く

直

一
占
七

-b 
F、一七九一八口

樟
鹿
の
声
を
あ
ら
し
に
た
く
は
せ
て
萩
か
花
妻
鹿
と
そ
暗

元
啓
か
母
五
十
の
賀
し
け
る
扉
風
の
歌
に

鹿

を

よ

め

る

ま

さ

し
か
の
音
の
今
宵
は
る
か
に
な
り
ぬ
る
は
山
田
守
子
や
驚
か
し
け
む

題

を

わ

か

ち

て

月

前

鹿

を

よ

め

る

由

か
け
落
る
月
の
中
よ
り
声
す
也
を
し
か
妻
こ
ふ
有
明
の
山

野

露

を

よ

め

る

ま

さ

ち

我
駒
を
い
さ
む
る
鞭
の
末
ふ
れ
て
花
の
露
ち
る
野
路
の
萩
原

月
の
歌
よ
め
る
中
に

散
残
る
の
き
は
の
桐
の
う
ら
葉
に
も
か
く
れ
て
い
て
ぬ
三
日
月
の
か
け

正

一
村
の
雲
の
よ
こ
き
る
山
の
は
に
あ
ら
し
も
月
も
ま
た
れ
け
る
哉

寺
4

早

々

C

い
る
か
け
を
斗
し
と
見
し
ょ
に
く
ら
ふ
れ
は
待
は
う
れ
し
き
月
に
も
有
哉

／九一八
三

ノI
Eヨ

一八
五

一
八
六

澄

力、

ペ〉陳弼陳
」
一
二
八
オ

を寛道か
Lー

A 

ウ

臣を

A 
4ョ

直

雲
の
波
あ
と
な
き
空
に
さ
し
出
る
月
の
み
ふ
ね
の
影
し
っ
か
也し

と

ふ
」
一
言
オ

日
日

ノ九
ノ九

け

山
の
端
は
出
た
る
月
を
む
ら
く
も
の
へ
た
て
ふ
ま
た
も
待
せ
つ
る
か
な

威

明

村
雨
の
ふ
り
く
ら
し
た
る
た
か
ね
よ
り
お
も
ひ
も
か
け
す
出
る
月
哉

八
月
十
五
夜
の
心
を
よ
め
る

岩
清
水
は
な
て
る
魚
の
数
見
え
て
塵
も
く
も
ら
ぬ
夜
は
の
月
哉

此
歌
は
或
人
い
へ
り

斎
清
公
の
北
の
御
方
の
御
歌
な
り
と

十

五

夜

の

心

を

よ

め

る

な

ほ

の

い
つ
る
よ
り
更
行
か
け
そ
を
し
ま
る
斗
年
に
ま
た
な
き
此
よ
は
の
月

十
五
夜
月
の
ま
と
ゐ
し
け
る
時
詠
る

重

手
に
と
り
て
た
れ
も
み
よ
と
や
翠
の
中
に
も
影
の
有
明
の
月

葉
月
望
の
よ
黒
田
興
栄
の
も
と
よ
り
こ
よ
ひ

友
た
ち
う
ち
っ
と
ひ
て
月
の
う
た
け
す
る
に
己
に
も
歌

よ

み

て

よ

と

申

っ

か

は

し

け

れ

は

相

春
雨
に
ね
こ
し
て
植
し
萩
薄
秋
の
こ
よ
ひ
の
月
に
見
る
哉

十
六
日
の
夜
に
詠
る

あ
か
す
見
し
き
の
ふ
の
そ
ら
に
を
と
ら
す
も
影
さ
や
か
な
る
不
知
夜
月

あ
る
人
此
歌
は

利
母
姫
君
の
御
歌
な
り
と
い
へ
り

月

を

よ

め

る

明

う
ら
や
ま
し
老
と
な
る
ま
で
詠
て
も
お
も
か
は
り
せ
ぬ
秋
の
よ
の
月

と

も

ふ

る

妻

わ
か
身
か
ら
物
お
も
ひ
っ
斗
月
に
し
も
濡
衣
き
せ
て
詠
つ
る
哉一克

月
を
み
て
こ
そ
を
こ
と
し
に
忍
れ
は
思
出
多
く
成
も
行
か
な

ち

か

澄
ま
さ
る
軒
端
の
月
の
あ
か
な
く
に
ね
よ
て
ふ
鐘
の
音
信
も
う
し

安

」
四
ロ
オ

妻

A 
ナu

一
九
口

歩U

任 ふ
し一

歩u

7 

一九二

近

- 46 -

一九
三

内J
iz!;書

誠

一
九
五

一九
六

啓

一九
・4

の

ふ
」
四
〔〕ウ

すu
A 

弼
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」
三
回オ

た

け

あ

き

ら

う
ゑ
て
こ
そ
憐
と
は
し
れ
敷
妙
の
枕
に
そ
よ
く
荻
の
上
か
せ

休
山
に
あ
き
の
花
み
む
と
て
迫
造
し
け
る
時
か
へ

る
さ
萩
の
花
を
つ
と
に
折
け
る
つ
い
で
に
よ
め
る
元

日
も
暮
ぬ
折
て
か
へ
ら
む
芽
子
華
よ
る
の
錦
と
い
か
て
み
す
て
む

芽

子

花

を

よ

め

る

祐

ね
こ
し
た
る
も
と
の
野
辺
さ
へ
な
つ
か
し
な
簸
の
萩
の
花
開
し
よ
り

友

古

わ
け
行
か
は
散
も
や
す
る
と
分
か
ね
し
の
は
た
の
は
き
を
秋
の
風
吹

古

品

々

C

折
て
こ
そ
見
る
へ
か
り
け
れ
生
し
け
る
蒋
の
中
の
萩
の
初
は
な

ふ
る
郷
と
な
り
て
そ
い
と
も
あ
は
れ
な
る
古
枝
に
さ
け
る
秋
は
き
の
花

野

村

祐

見
し
人
は
す
ま
す
な
り
に
し
ゃ
と
そ
と
も
し
ら
て
や
萩
の
開
ま
さ
る
ら
ん

薄

を

よ

め

る

こ

と

み

中
垣
の
そ
と
も
に
生
し
花
す
与
き
ほ
に
い
て
斗
こ
そ
我
も
し
り
ぬ
れ

貞

移
植
し
ゃ
と
の
薄
を
見
る
か
ら
に
故
郷
人
の
な
つ
か
し
き
か
なす

こ
と
草
は
よ
る
の
錦
と
な
り
ぬ
る
を
月
に
は
へ
た
る
花
薄
か
な

を

み

な

へ

し

を

詠

る

由

女
郎
花
な
ま
め
く
野
へ
に
旅
寝
せ
む
尾
花
か
袖
を
枕
に
も
し
て

~ 
2玉

題

し

ら

す

昌

袖
ひ
ち
て
あ
か
す
も
水
を
結
ふ
か
な
の
こ
る
暑
に
秋
も
し
ら
ね
は

ふ

月

十

五

日

に

よ

め

る

す

け

ち

魂
祭
る
け
ふ
こ
そ
い
と
ふ
し
の
は
る
れ
仕
へ
し
世
々
の
君
の
め
く
み
は

秋

の

歌

の

中

に

直

風
渡
る
あ
し
た
の
原
の
荻
の
穂
に
あ
ら
は
れ
そ
め
ぬ
秩
の
け
し
き
は

人
の
も
と
よ
り
荻
を
ね
こ
し
て
う
ゑ
し
秋
よ
め
る

一四
六

~ 
－己

一四
人

~ 
チu

三fi.
Eコ

三昆三五 三正

一一
三昆
IZ9 

三玉．
3王．

三五ム
プ『

け

一五
七

五
八

一五
九

ま

石
上
ふ
る
か
ら
を
の
は
ふ
り
ぬ
れ
と
独
時
め
く
を
み
な
へ
し
か
な

雄力、陳啓寿妻
」
一言
ウ

を連ち行
」

一言
オ

ち

力、£均三

J完L

さ

‘＿. 
包f

朝

顔

を

よ

め

る

直

ふ
り
て
ょ
に
い
と
は
れ
し
と
や
朝
顔
の
あ
さ
な
／
＼
に
咲
か
は
る
ら
ん

仙

匡

禅

明
ぬ
れ
は
暮
る
物
と
も
し
ら
露
を
い
の
ち
に
さ
け
る
朝
顔
の
花

苅
萱
を
よ
め
る

い
つ
の
秋
い
か
な
る
風
の
こ
斗
ろ
よ
り
乱
そ
め
け
む
野
辺
の
か
る
か
や

此
歌
は
あ
る
人

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
い
へ
り

草
花
の
歌
よ
め
る
時
野
見
宿
禰
の
ふ
る
事
を

お

も

ひ

い

て

斗

よ

め

る

津

田

守

定

腰
折
田
あ
れ
し
当
麻
の
里
に
し
も
猶
す
ま
い
草
花
咲
に
け
り

」
一
実
オ

題

し

ら

す

明

誠

女

さ
ら
に
ま
た
つ
み
て
こ
そ
み
め
な
つ
か
し
き
し
め
の
斗
克
芽
子
花
さ
き
に
け
り

秋

の

奇

の

中

に

か

つ

み

つ

何
故
に
か
く
は
た
も
と
の
ぬ
る
L
そ
と
問
は
や
人
に
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

正

昔
よ
り
か
な
し
と
い
へ
る
こ
と
の
葉
の
い
つ
は
り
な
ら
ぬ
秋
の
夕
暮

古

品

交

」

豊
な
る
秋
の
田
面
を
ふ
く
風
の
タ
と
な
れ
は
お
と
の
か
な
し
き

題
し
ら
す（

歌
脱
カ
）

こ
の
歌
は
あ
る
人
い
へ
り

藤
姫
君
の
御
歌
な
り
と

む

し

の

歌

と

て

詠

る

威

秋
も
ま
た
よ
索
、
な
ら
ぬ
を
熔
蝉
つ
ふ
り
さ
せ
と
は
誰
に
つ
く
ら
む

種

か
り
残
す
庭
の
浅
茅
の
な
か
り
せ
は
い
か
て
か
虫
の
芦
を
き
か
ま
し

仙

匡

禅

秋
は
猶
に
は
の
千
種
を
し
け
ら
せ
て
虫
の
な
く
ね
を
聞
む
と
そ
お
も
ふ

も

と

あ

吾
袖
の
涙
か
せ
と
や
き
り
／
＼
す
枕
辺
ち
か
く
鳴
て
よ
る
ら
む

一六〔
〕

フ匂フ‘て7て

ー
フ匂
~ 

フ‘て
三昆

一穴
六

一六
匂

一六
八

一
六
九

--b 
cコ

--b 

し陳
」－

3玉

ウ

隣

- 45 -

を
」
＝
一
六

ウ

明礼しき
」一
言
オ
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プて

の
き
近
き
篠
の
葉
分
の
風
こ
め
に
も
る
影
す
与
し
夏
夜
の
月

信

-b 

尋
こ
し
野
中
の
清
水
埋
れ
て
む
す
ふ
は
夏
の
草
葉
也
け
り

ノ九

一
筋
に
生
お
く
れ
た
る
夏
草
の
み
ゆ
る
や
も
と
の
山
路
な
る
ら
む

矢

野

遣
水
の
細
き
な
か
れ
を
っ
た
ひ
き
て
簸
か
も
と
に
水
鶏
な
く
也威

月
み
つ
t
A

我
は
と
さ
ふ
て
ね
ぬ
物
を
た
ふ
く
水
鶏
や
隣
な
る
ら
む

と と

歩uCコ

も

は
か
り
っ
と
た
斗
く
水
鶏
や
思
ふ
ら
ん
月
ゆ
へ
明
し
闘
の
妻
戸
を

貝

原

思
出
も
な
き
身
ふ
り
ぬ
る
さ
み
た
れ
に
何
し
の
へ
と
て
匂
ふ
立
花

ト

ι

山
川
の
水
せ
き
い
れ
し
タ
よ
り
鐙
も
庵
の
物
と
な
り
に
き

!ZS 

重

タ
月
の
や
と
れ
る
ほ
と
は
棒
の
露
も
ほ
た
る
の
数
に
か
そ
へ
つた

久
か
た
の
星
の
ひ
か
り
の
数
そ
へ
て
天
の
川
原
に
飛
鐙
か
な

た

け

あ

き

ら

う
な
ゐ
子
か
う
た
む
と
す
れ
は
影
き
え
て
中
空
高
く
と
ふ
鐙
か
な

納
涼
の
こ
t

ふ
ろ
を
よ
め
る

い
さ
や
子
ら
馬
に
く
ら
お
け
灘
の
川
に
水
か
ひ
か
て
ら
夕
涼
せ
む

令・

遣
水
も
波
た
つ

は
か
り
ふ
く
風
に
夏
な
き
ゃ
と
斗
な
り
に
け
る
哉

直

い
さ
し
は
し
ひ
ろ
ひ
て
ゆ
か
む
住
吉
の
浦
ふ
く
風
に
夏
忘
貝

元
啓
か
家
の
廿
景
に

住

吉

夏

践

を

詠

る

す

け

ち

御
放
す
と
な
の
川
の
へ
に
い
て
た
て
は
神
代
な
か
ら
の
心
中
こ
そ
す
れ

夏

放

の

こ

ふ

ろ

を

よ

め

る

由

宮
川
ゃ
な
か
る
L
水
の
い
ち
は
や
き
神
を
な
こ
し
の
放
す
ら
し
も

ね

三五プて，匂／九九」Cコ

全

み

ち

照

ふ
区

O
An
b
 

あ

き明
L 

Cコ
オ

常

春

し

寛任

寺
4
F

さ
」
一
言
ウ

iJj か陳
Lー

オ

寛

正

今
朝
よ
り
は
涼
し
き
風
の
立
田
川
夜
半
に
わ
た
り
て
秋
や
き
ぬ
ら
ん

題

し

ら

す

ま

さ

時
わ
か
ぬ
物
と
思
ひ
し
を
玉
篠
の
葉
分
の
風
そ
秋
を
し
ら
す
る友

古

妻

風
ふ
け
は
か
と
た
の
稲
葉
露
ち
り
て
秋
と
見
え
行
此
朝
け
か
な
」

一ニ一
一ウ

野

村

祐

迫

妻

い
と
は
や
も
秋
は
き
ぬ
る
か
わ
か
や
と
の
小
萩
の
花
も
咲
あ
へ
な
く
に

威

明

山
里
も
ま
た
秋
風
は
ふ
か
ね
と
も
夕
日
の
影
は
夏
と
し
も
な
し

祐

連

か

家

の

歌

会

に

初

秋

月

を

よ

め

る

し

け

か

は
つ
月
の
ま
た
ほ
の
か
な
る
影
を
し
も
秋
と
て
袖
に
や
と
し
ぬ
る
哉

七

夕

の

心

を

よ

め

る

祐

織
女
の
雲
の
こ
ろ
も
を
う
ち
か
さ
ね
妻
ま
つ
宵
に
成
に
け
る
哉友

古

の

万
代
の
秩
を
契
れ
は
た
な
は
た
の
心
や
す
く
や
待
わ
た
る
ら
ん

七
日
の
ひ
雨
ふ
り
け
る
か
タ
つ
く
ま
斗
に
は
れ
け
れ
は

よ

め

る

相

天
の
川
ほ
し
の
姿
も
見
え
そ
め
て
は
る
斗
う
れ
し
き
夕
立
の
空ム市

秋
風
は
い
た
く
な
吹
そ
天
の
川
ま
れ
の
逢
瀬
に
波
や
立
ら
む

な
ぬ
か
の
夜
子
共
ら
か
な
斗
く
さ
の
か
た
ゑ
か
き
て

年
祭
け
る
を
見
て
女
郎
花
の
と
こ
ろ
に
よ
み
で
か
き
つ
け
L
る

も

と

あ

た
な
は
た
に
習
ふ
も
の
か
ら
を
み
な
へ
し
た
れ
に
契
り
て
秋
を
待
ら
ん

河

御
敢
河
す
ふ
し
く
流
す
麻
の
葉
に
タ
浪
こ
え
て
秩
風
そ
ふ
く

秋

歌秋
た
つ
日
よ
め
る

散
そ
む
る
桐
の
ひ
と
業
に
行
末
の
憐
を
み
せ
て
秋
風
そ
吹

区耳三五プてー匂ノ1チu一回。EヨtlS 一回一
一一

一四回

直

包
己

」
一三
ウ

」
一ニ一一
オ

貫。隣を妻
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き
斗
っ
と
や
強
て
か
た
ら
む
ほ
と
ふ
き
す
よ
は
の
初
音
は
き
た
か
な
ら
ね
と

威

明

妻

三
日
月
の
ほ
の
か
に
な
の
る
ほ
と
ふ
き
す
は
し
ゐ
う
れ
し
き
此
タ
か
も

直

ほ
と
斗
き
す
い
ま
一
声
と
猶
そ
待
わ
り
な
や
聞
は
き
斗
の
す
さ
み
に

み

ち

た

二
声
と
何
お
も
ふ
ら
む
子
規
き
か
て
明
ぬ
る
夜
は
も
在
し
を

正

し
ひ
て
ま
つ
心
に
ま
け
て
ほ
と
斗
き
す
し
の
ふ
初
音
や
も
ら
し
そ
め
兼

や

す

/¥.. 
ブU

ナu
cコ

すuチu九
三

し
の
ひ
ね
は
月
も
よ
き
て
や
郭
公
暁
暗
の
空
に
な
く
ら
む

チu
IZS 

重

き
斗
つ
や
と
か
た
り
あ
ふ
へ
き
友
も
な
し
あ
た
ら
タ
の
山
時
鳥ま

聞
人
の
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
ほ
と
斗
き
す
鳴
音
は
雨
に
あ
ら
ぬ
物
か
ら

祐

さ
み
た
れ
の
雲
間
の
月
の
ほ
の
か
に
も
鳴
て
過
ぬ
る
郭
公
哉

た

ね

月
影
の
入
て
の
L
ち
も
残
る
よ
の
あ
り
と
鳴
な
る
郭
公
か
な

郭

公

戸

頻

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

由

待
て
た
に
つ
れ
な
か
り
し
を
杜
山
い
く
た
ひ
夜
半
の
腔
さ
め
と
ふ
ら
ん

貞

ね
さ
め
に
も
鳴
声
す
な
り
霊
公
鳥
待
て
あ
か
し
斗
よ
は
も
有
し
を

郭

公

留

客

と

い

ふ

こ

と

を

詠

元

時
鳥
っ
き
て
な
か
ぬ
も
こ
L
ろ
あ
れ
や
今
一
こ
ゑ
と
人
の
と
ま
れ
る

時
鳥

の

歌

と

て

詠

る

中

に

あ

き

五
月
山
う
ち
こ
え
く
れ
は
子
規
タ
ゐ
る
雲
の
お
く
に
鳴
な
り

さ

すu
三fi.

九
六

チu
--b 

すえA
/¥.. 

ブU
九」

一口｛〕
亡コ亡コ

カ

し
の
ひ
音
や
こ
与
に
鳴
ら
む
時
鳥
耳
無
山
は
人
も
き
か
し
と

泰

巌

法

今
来
な
け
い
ま
き
の
岡
の
ほ
と
、

L
cす
待
夜
の
数
も
あ
ま
た
つ
も
り
ぬ

ペコ

Cコ

陳り臣
」
二
六
ウ

J、

け勝

ち

七、

ま

寿
」
ニ
ヤ
オ

さ寛行

さ

啓
」
ニ
七
ウ

ね

み

日コし

一
口
四

渡
郭
公
を
よ
め
る

船
出
し
て
聞
も
め
つ
ら
し
ほ
と
斗
き
す
淀
の
渡
の
ま
た
夜
深
き
に

此
歌
は
或
人

継
高
公
の
御
歌
也
と
い
へ
り

郭
公
の
う
た
の
中
に

山
里
を
う
ち
い
て
斗
聞
は
杜
宇
都
の
か
た
の
月
に
鳴
な
り

け

す

Cコ
三五

亡コ
フ句

信

時
鳥
芦
な
し
の
ひ
そ
吾
も
ま
た
す
め
る
は
お
な
し
み
や
ま
か
く
れ
に

馬

上

聞

郭

公

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

な

ほ

ほ
と
t

ヰ
c
す
鳴
す
て
L
行
先
お
へ
と
お
よ
は
ぬ
駒
の
あ
か
き
わ
り
な
き

さ
月
の
こ
ろ
久
し
く
郭
公
の
な
か
さ
り
け
れ
は

よ

め

る

友

古

此
こ
ろ
は
い
っ
ち
ゆ
き
け
む
子
規
お
の
か
五
月
も
空
た
の
め
し
て

五
月
に
う
る
ふ
月
あ
り
け
る
年
人
の
も
と
に
て
よ
め
る

正

杜
川
を
ち
か
へ
り
な
け
く
は
斗
れ
る
五
月
も
お
の
か
時
に
や
は
あ
ら
ぬ

五

月

雨

を

よ

め

る

高

井

知

春
は
猶
霞
し
程
の
山
の
端
も
雲
の
よ
そ
な
る
五
月
雨
の
頃

一ロセ
一口入

Cコ
拘 4亡コ

」
＝
八
オ

ち

七、敏

の

ふ〉妻
」
ニ
八
ウ

臣
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さ
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た
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こ
ろ

よ
し
か
つ
の
妻
」
ニ
九
オ

（
歌
脱
カ
）

IZS 

言

道

水
無
月
も
ち
か
く
な
り
し
を
さ
み
た
れ
は
い
つ
を
か
き
り
に
は
れ
ん
と
す
ら
む

夏
の

歌

の

中

に

正

澄

湊
田
の
か
な
た
こ
な
た
に
舟
よ
せ
て
さ
な
へ
と
る
な
り
彊
の
を
と
め
こ

し

け

の

さ
み
た
る
L
雲
に
田
歌
の
声
す
也
山
田
の
さ
な
へ
今
や
と
る
ら
む

泰
一
蹴

時
鳥
鳥
羽
田
の
早
苗
老
ぬ
と
て
い
そ
く
し
つ
の
め
憐
い
と
な
し直

三fi.

足三事

法

十
巾
叩

〆
ト
ト
ト陳

」
ニ
九
ウ
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な

つ

の

は

し

め

に

一

詠

る

昌

暮
行
し
は
る
の
か
た
み
は
多
け
れ
と
夏
の
し
る
し
と
何
を
か
も
み
む

一冗

郭
公
今
朝
よ
り
ま
た
は
う
ち
つ
け
に
か
は
る
心
と
花
ゃ
う
ら
み
む

う
月
に
さ
け
る
桜
を
よ
め
る

お
そ
桜
あ
ま
た
咲
た
る
山
里
は
春
く
れ
ぬ
と
も
し
ら
す
や
有
ら
む

卯
月
の
は
し
め
近
信
ぬ
し
の
ま
か
り
し
に
泰
山
木

と
か
い
へ
る
桜
の
さ
か
り
な
り
け
る
に
う
た
よ
め
と
有
け
れ
は
よ
め
る
」

ニ三
ウ

大

賀

信

敏

憎
ま
れ
て
く
れ
に
し
は
る
の
行
ゑ
を
も
此
一
本
の
花
や
み
す
ら
ん

首

夏

藤

を

よ

め

る

や

す

ふ
ち
波
の
盛
は
な
つ
に
か

斗
り
け
り
春
咲
花
の
名
に
は
た
て
と
も

題
を
わ
か
ち
て
卯
花
を
よ
め
る

時
な
ら
ぬ
雪
と
こ
そ
み
れ
山
里
の
垣
根
も
た
は
に
さ
け
る
卯
華

此
歌
は
あ
る
人
い
へ
り

斉
清
公
の
御
歌
な
り
と

夏

の

歌

と

て

よ

め

る

中

に

相

消
そ
む
る
雪
の
し
つ
く
と
見
ゆ
る
ま
で
葉
末
に
か
与
る
卯
花
の
露

し

け

プて

青

柳

ゆ
く
春
の
と
ま
り
を
と
へ
は
吉
野
川
な
つ
み
の
淀
に
花
の
波
よ
る

雨
の
ふ
り
け
る
日
く
れ
行
春
の
こ
斗
ろ
を
よ
め
る
な
ほ
の

と
ふ
ま
ら
ぬ
習
を
L
し
む
世
の
人
の
な
か
め
に
ぬ
れ
て
春
や
ゆ
く
ら
む

威

散
花
に
お
く
れ
し
は
る
の
日
数
さ
へ
け
ふ
を
か
き
り
に
な
り
に
け
る
哉

ま
た
れ
つ
る
春
の
日
数
も
末
の
松
こ
え
て
跡
な
き
花
の
し
ら
波

：；；.＇てプて

ー
一
六
回

夏

歌

:?"' 三E:.
フ匂
プて

H
f
 

F

／」
六
八六町

担

（
）

，匂戸旬

夕
晴
の
く
ら
ふ
の
山
の
う
っ
き
は
ら
花
を
限
の
月
夜
な
り
け
り

卯
華
作
垣
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

F重

麿ふ明
」
ニニ
ウ

貫
」
二三オ

民主啓

5込

け近
」
＝
四オ

力、

イ〉

一
七
三

つ
ら
か
ら
ぬ
や
と
の
へ
た
て
や
山
か
つ
の
真
柴
に
あ
ら
ぬ
卯
木
埼
根
は

此
歌
は
或
人

継
高
公
の
御
歌
な
り
と
い
へ
り

題
し

ら

す

正

吾
宿
の
ひ
と
む
ら
う
っ
き
花
ち
り
て
庭
お
も
し
ろ
く
成
に
け
る
哉

寄
会

し

け

る

時

新

樹

を

一

試

る

立

花

延

こ
か
ひ
す
る
賎
か
か
き
ほ
の
新
桑
の
つ
ま
れ
て
も
猶
し
け
る
こ
ろ
か
な

た

ね

ま

し
け
り
あ
ふ
木
々
の
緑
の
中
に
し
も
ま
か
ふ
筋
な
き
青
柳
の
糸

桜
か
峰
の
麓
に
住
け
る
時
卯
月
な
か
は
知
周
か
と
ひ

来
り
て
唐
歌
な
と
物
し
け
る
折
よ
み
て
出
し
け
る
も
と
あ

山
里
に
君
を
と
ふ
め
て
ほ
と
斗
き
す
い
と
与
ま
た
る
L
夜
半
に
も
有
哉

時
鳥
ま
っ
こ
ふ
ろ
を
よ
め
る

ま
つ
人
の
こ
斗
ろ
を
わ
か
は
郭
公
お
く
れ
て
き
か
む
我
な
ら
な
く
に

正

わ
か
た
め
の
は
つ
ね
な
ら
ね
と
ほ
と
L
き
す
待
を
憂
身
の
慰
に
し
て

久

待

時

鳥

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

高

畠

一

不
眠
て
ま
つ
よ
の
か
す
も
つ
も
る
哉
枕
の
塵
の
山
郭
公

郭

公

の

歌

と

て

よ

め

る

中

に

昌

君
公
鳥
待
夕
暮
の
大
そ
ら
は
も
の
思
ふ
は
か
り
な
か
め
社
ゃ
れ

い
つ
く
を
か
き
し
て
た
つ
ね
む
杜
糾
三
笠
の
社
も
ち
か
ふ
ら
な
く
に

と
も
ふ
る
の
妻
」
二
五ウ

初
戸
を
我
に
き
か
せ
よ
ほ
と
斗
き
す
人
よ
り
先
に
人
に
か
た
ら
む

つ
れ
な
し
と
お
も
ひ
絶
た
る
暁
に
名
の
る
も
う
れ
し
は
つ
時
鳥

郭
公
と
く
き
斗
っ
と
人
の
か
た
り
け
れ
は
よ
め
る
言

一
声
の
お
ほ
つ
か
な
き
も
ほ
と
L
き
す
さ
た
か
に
な
し
て
人
の
い
ふ
ら
ん

と

も

ち

人
は
み
な
き
斗
っ
と
か
た
る
杜
川
い
つ
わ
か
や
と
に
な
か
む
と
す
ら
む

時

鳥

を

詠

る

歌

の

中

に

令

ま
と
ろ
ま
て
ま
ち
し
も
の
か
ら
郭
公
た
斗
一
声
は
夢
か
と
そ
念
ふ

あ

き
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区宮

相
し
れ
り
け
る
人
の
か
く
れ
家
を
と
ひ
け
る
に
大
方
の

花
は
散
過
た
る
こ
ろ
な
る
に
一
木
猶
さ
か
り
な
る
か

有

け

れ

は

よ

め

る

令

風
に
た
に
し
ら
れ
ぬ
花
を
見
つ
る
哉
変
世
に
遠
き
ゃ
と
を
尋
て

弥
生
の
末
っ
か
た
遅
桜
の
た
、
二
木
咲

残
り
し
こ
ろ
人
の
問
き
た
り
け
る
に
詠
て
み
せ
け
る
か
つ

ほ
か
の
ち
る
後
に
し
さ
き
て
わ
か
や
と
の
花
も
稀
な
る
人
や
待
け
む

春

の

歌

の

中

に

道

悼
姫
の
た
つ
や
震
の
衣
手
に
つ
ど
4
て
匂
ふ
は
る
の
よ
の
月

祐

さ
く
花
に
光
ゆ
つ
り
て
大
空
は
お
ほ
ろ
に
か
す
む
は
る
の
夜
の
月

泰

巌

互主プて-b 

旅
衣
春
雨
ふ
り
く
う
く
ひ
す
よ
梅
の
花
笠
我
に
か
さ
南

f、、

ト
仇

荻
カ

萩
薄
し
な
わ
く
は
か
り
な
り
に
け
り
園
の
小
草
の
は
る
雨
の
頃

人
の
も
と
に
山
館

春

雨

と

い

ふ

こ

と

を

詠

る

正

麓
田
の
百
代
水
と
な
り
ぬ
ら
む
我
山
里
の
軒
の
は
る
雨

は

る

の

歌

の

中

に

令

永
き
日
に
あ
そ
ひ
っ
か
れ
て
胡
蝶
さ
へ
花
の
木
聞
に
打
眠
ら
む威

し

チu
園
口

Eヨ

春
風
に
散
か
ふ
花
を
友
と
み
て
む
つ
る
L
蝶
の
憐
な
る
哉

12'.9 

知

わ
か
や
と
は
や
か
て
田
面
も
ひ
と
つ
に
て
庭
に
落
く
る
タ
ひ
は
り
哉

由

菜
花
は
口
な
し
色
の
春
の
斗
に
か
し
か
ま
し
く
も
暗
雲
雀
哉

も

と

あ

か
し
ま
し
く
な
け
と
も
は
し
き
雲
雀
か
な
さ
か
な
き
人
の
物
い
ひ
に
に
て

原
因
の
里
に
あ
り
け
る
時
か
り
え
た
る
雑
子
を
相
近
か

も

と

へ

お

く

る

と

て

よ

み

て

そ

へ

た

る

昌

み
せ
は
ゃ
な
野
辺
の
緑
も
う
す
霞
き
与
し
妻
呼
春
の
歌
け
を

か

へ

し

相

一
回一一
一

IZ9 
Eヨ

一
四
五

il.J 

み

日コ足
」一
九
オ

寿

法

し

ひ

ろ隣
」

一九
ウ

山明周寛
」
ニ
ロ
オ

b
c
 

雄近

一
四
六

吾
た
め
と
弓
末
ふ
り
た
て
鳥
狩
せ
し
三
笠
の
L

へ
の
春
の
ゆ
か
し
さ

春
の
歌
の
中
に

木
際
行
い
さ
込
小
川
の
水
さ
へ
も
あ
は
れ
時
め
く
苗
代
の
こ
ろ友

古

散
花
を
水
の
ま
に
／
＼
せ
き
い
れ
て
ゆ
た
ね
ま
く
な
り
賎
か
山
田
に

よ

し

Eヨ
ーと’

一
四
人

一四九

苗
代
の
水
引
い
れ
し
タ
よ
り
小
田
守
か
ほ
に
な
く
蛙
す
哉

直

三E:.
Cコ

桜
花
散
て
う
か
へ
る
池
水
に
声
な
つ
か
し
く
蛙
な
く
な
り

三E:.

あ

（
絞
カ
）

を
し
と
お
も
ふ
深
山
桜
の
し
た
被
そ
を
た
に
折
て
家
琶
に
せ
む直

土
筆
お
も
は
ぬ
庭
に
生
い
て
ぬ
子
の
日
の
松
に
曳
や
添
け
む

前

栽

の

藤

の

開

た

る

を

よ

め

る

相

紫
の
ゆ
か
り
は
か
り
の
春
の
色
を
木
際
の
藤
の
花
に
見
る
哉

は

る

の

う

た

の

中

に

ま

み
な
人
の
こ
斗
ろ
も
は
る
は
空
な
る
を
梢
は
る
か
に
か
ふ
る
藤
哉

ム市

ふ
ち
の
花
は
ひ
ま
つ
は
る
斗
心
中
し
て
春
の
L
の
へ
に
け
ふ
は
暮
し
つ

山
吹
を
よ
め
る

折
袖
に
露
も
こ
ほ
れ
て
匂
ふ
也
さ
と
の
垣
根
の
山
吹
の
華

此
歌
は
あ
る
人
い
へ
り

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

三五三五

一
一
五
回

三丘
三E

三丘
プて

一
五
七

岸

山
内
か
ふ
せ
屋
の
軒
も
み
え
ぬ
ま
で
開
に
さ
き
た
る
山
吹
の
花古品

よ
し
の
川
岩
う
つ
波
に
う
ち
ぬ
れ
て
今
そ
咲
な
る
山
ふ
き
の
花正

山
吹
の
花
を
さ
そ
ひ
て
な
か
れ
行
水
せ
き
と
め
よ
井
手
の
里
人

は
る

の

は

て

の

歌

と

て

よ

め

る

堀

移
り
行
月
日
も
し
ら
ぬ
山
里
は
花
を
か
き
り
に
は
る
そ
暮
行

一
五
八

一五九プて
Cコ

」
ニ
ロ
ウ

妻

ひ

ろ回
目

き

ね

さ

陳
」
三

オ

近

さ

を
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il.J 
」
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h
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を

正
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」
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真

藤

心
な
く
い
ま
ひ
と
枝
と
て
手
折
か
な
花
の
梢
の
さ
ま
か
は
る
ま
で

花

の

う

た

と

て

よ

め

る

中

に

伊

藤

朝
霞
ま
た
吹
と
か
ぬ
あ
ら
し
山
花
の
匂
ひ
も
お
ほ
ろ
な
る
哉

み

ち

た

か
た
り
な
は
な
か
ノ
＼
花
の
い
ろ
も
か
も
浅
く
や
な
ら
む
み
よ
し
の
ふ
山

（

7

7
）
 

し
つ
け
は
か
ふ
る
さ
く
ら
の
折
に
た
に
人
も
と
ひ
来
ぬ
蓬
生
の
宿

権

少

僧

都

令

山
」
一五ウ

。｛
〕

Cコ
。ニ。一一

一
。回。

一品

関
守
ゃ
を
し
み
と
め
け
む
逢
坂
の
杉
聞
の
桜
猶
さ
か
り
也

と
ふ
人
を
か
ね
て
は
い
と
ふ
山
里
も
花
に
は
さ
す
か
ま
た
れ
ぬ
る
か
な

依

華

客

来

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

ま

さ

春
こ
と
に
花
の
さ
か
り
の
な
か
り
せ
は
い
よ
ノ
＼
人
は
う
と
く
な
ら
ま
し

花
の
苛

一

刊

の

中

に

信

世
の
う
さ
を
忘
れ
て
め
つ
る
花
に
し
も
物
念
ひ
そ
ふ
春
の
山
風三

好

義

匂
ふ
か
と
見
れ
は
か
っ
ち
る
さ
く
ら
花
人
の
こ
斗
ろ
も
永
き
春
日
に

花
欲
散
と
い
ふ
こ

と

を

よ

め

る

も

と

あ

ま
つ
人
の
け
ふ
た
に
と
は
ふ
桜
花
あ
た
な
る
名
を
も
立
さ
ら
ま
し
を

令
山
か
花
見
に
と
て
と
ひ
来
り
け
る
そ
の
よ
斗
り
雨

い
と
う
降
て
ち
り
は
て
け
れ
は
明
る
あ
し
た
よ
み
て

つ
か
は
し
け
る

散
ぬ
る
も
さ
ら
に
歎
か
し
花
さ
か
り
君
に
見
せ
し
を
思
出
に
し
て

か

へ

し

令

心
な
き
わ
れ
に
と
は
れ
て
さ
く
ら
花
さ
く
か
ひ
な
し
と
ち
り
ゃ
は
て
け
む

桜

の

花

の

散

を

詠

る

ま

さ

吹
風
に
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
さ
そ
は
れ
て
主
し
を
よ
そ
に
な
す
作
楽
か
な

ち
る
と
み
て
夢
に
も
花
を
与
し
む
よ
は
さ
む
る
蒋
そ
憶
し
か
り
け
る

友

古

い
か
は
か
り
う
き
世
の
中
と
い
と
へ
は
か
散
方
い
そ
く
桜
な
る
ら
ん

花
の
も
と
に
宴
し
け
る
折
に
よ
め
る

と

も

わ
き
て
を
し
む
心
を
花
も
し
れ
は
か
も
我
盃
に
ち
り
て
う
か
へ
る

一
口・穴一0・恒

一
口
八

亡コ
すuCコIZ!>l 三正

矛lj

明

常

「寸

バニりを全載年
C

」一
六
オ

u~ 
』，
包f

」一
六ウ

妻

ふ〉

る

ト
J
仇

風
を
の
み
な
に
恨
け
む
吹
た
え
し
け
ふ
た
に
花
の
ち
ら
す
や
は
あ
る

吹
迷
ふ
あ
ら
し
の
風
に
さ
そ
は
れ
て
花
は
根
に
し
も
か
へ
ら
さ
り
け
り

一元

人
毎
に
を
し
と
は
い
へ
と
い
つ
は
り
の
世
の
こ
と
く
さ
と
花
や
ち
る
ら
ん

物
い
は
L
と
ひ
て
み
ま
ほ
し
を
し
め
と
も
強
て
散
行
花
の
心
を

見

花

忘

老

と

い

ふ

こ

と

を

詠

る

直

桜
花
ち
り
か
ひ
く
も
る
こ
の
も
と
に
老
も
わ
す
れ
て
か
り
ね
せ
し
か
な

雨
中
落
華
を
よ
め
る

世
の
人
の
を
し
む
涙
の
雨
に
し
も
さ
そ
は
れ
て
な
と
花
の
ち
る
ら
む

花
如
雪
と

い

ふ

こ

と

を

詠

る

み

ち

た

雪
と
の
み
さ
な
か
ら
見
え
て
散
花
に
今
日
は
嵐
の
う
さ
は
わ
す
れ
つ

花
の
歌
の
中
に

さ
そ
ひ
行
ち
か
ら
つ
か
れ
て
散
花
を
な
か
る
斗
水
に
ゆ
っ
る
春
風

重

春
こ
と
に
わ
か
分
な
れ
し
や
ま
ち
さ
へ
た
と
る
は
か
り
に
ち
る
作
楽
哉

母

里

敬

勝

妻

」一
八
オ

山
お
ろ
し
ふ
く
や
か
た
の
斗
夕
暮
に
震
を
わ
け
で
花
そ
ち
り
く
る

行

路

落

花

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

厚

旅
人
の
菅
の
小
笠
も
お
も
る
ま
で
ち
る
か
山
路
の
花
の
し
ら
雪

華

漸

稀

と

い

ふ

こ

と

を

よ

め

る

泰

春
も
や
斗
淋
し
く
な
り
ぬ
吉
野
山
ま
れ
に
は
遺
る
花
も
有
れ
共

春
の
歌
と
て

よ

め

る

と

花
も
み
な
散
に
し
ゃ
と
の
夕
暮
に
ひ
と
り
淋
し
き
符
の
こ
ゑ

噌
自
国

花
は
み
な
な
か
れ
は
て
に
し
山
川
を
水
か
み
遠
く
尋
つ
る
哉

司匂 プて

花

の

散

を

見

て

詠

る

正

花
の
蔭
た
ふ
ま
く
を
し
み
な
か
ゐ
し
て
な
か
／
＼
に
散
う
き
め
み
し
か
な

ふ
く
か
た
に
心
や
す
く
も
さ
そ
は
る
ふ
花
と
風
と
や
お
も
ふ
と
ち
な
る

令

や
か
て
散
花
と
も
し
ら
で
は
る
風
の
さ
そ
ひ
も
行
か
つ
ら
き
名
た
て
に

し

ひ

一一八Cコヅ＂
一一一
回ヨ王．

一一
一六ーじ

一一一人一一
一九

巌

Cコ

も

臣山
」

一七
オ

ろ啓陳
L.. 

-b 

ウ

り
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七
三

花
咲
た
る
よ
し
つ
け
や
り
け
れ
と
お
と
も
せ
き
り

け
れ
は
ま
た
よ
み
て
遣
し
け
る

ほ
り
す
て
し
心
中
す
れ
は
や
開
花
の
た
よ
り
聞
つ
斗
君
か
き
ま
さ
ぬ

か

へ

し

元

咲
ま
さ
る
花
を
し
み
な
は
今
さ
ら
に
を
し
く
や
あ
ら
ん
と
問
す
成
に
き

前
栽
の
華
の
さ
か
り
に
詠
る

お
も
ふ
こ
と
な
け
に
も
み
ゆ
る
作
楽
か
な
世
を
わ
ひ
人
の
宿
に
さ
け
れ
と

同
し
こ
ろ
む
か
ひ
な
る
繁
辰
か
も
と
に
詠
て
つ
か
は
し
け
る

心
な
き
君
に
も
有
哉
垣
こ
し
に
花
の
梢
は
見
ゆ
ら
ん
物
を

か

へ

し

藤

井

繁

こ
斗
ろ
な
き
吾
ゃ
い
と
ふ
と
よ
そ
な
か
ら
花
の
梢
を
見
る
斗
也

人

の

も

と

に

花

見

に

行

て

夕

暮

に

よ

め

る

直

天
つ
日
の
光
を
花
に
ゆ
っ
れ
は
や
ゆ
ふ
へ
は
花
の
匂
ひ
そ
ふ
ら
ん

前
栽
の
花
の
さ
か
り
に
元
啓
か
問
来
り
て
う
き
世
の

事
な
と
打
な
け
か
ひ
か
た
ら
ひ
て
後
ゃ
う
／
＼
花
の

も
と
に
を
り
た
ち
迫
遣
し
け
れ
は
詠
て
み
せ
け
る
相

世
の
う
さ
を
語
り
つ
く
せ
し
後
に
こ
そ
花
を
憐
と
君
は
み
る
ら
め

折
か
ら
ふ
と
っ
き
い
て
た
る
い
り
あ
ひ
の
か
ね
い
と
を
か

し
う
お
ほ
え
け
れ
は
ま
た
よ
め
る

打
わ
た
す
遠
の
ふ
て
ら
の
鐘
の
音
も
春
の
物
な
る
タ
震
哉

明
る
あ
し
た
ま
た
よ
み
て
お
く
り
け
る

ま
つ
人
に
見
せ
て
の
斗
ち
も
散
事
の
こ
斗
ろ
に
か
ふ
る
花
の
蔭
哉

題

し

ら

す

青

柳

種

間
来
ぬ
を
う
ら
み
か
て
ら
に
き
て
み
れ
は
こ
斗
に
も
花
の
さ
か
り
な
り
け
り

心

在

山

花

と

い

ふ

こ

と

を

詠

る

宮

崎

安

弼

明
日
間
む
か
た
を
い
つ
く
と
お
も
ひ
ね
の
夢
に
先
み
る
花
の
山
／
＼

花
の
こ
ろ
桜
狩
せ
ん
と
て
と
も
た
ち
の
も
と
に
よ
み

て

遣

し

け

る

知

山
呈
の
つ
か
ひ
ま
つ
聞
に
作
楽
花
雪
と
散
な
は
か
ひ
ゃ
な
か
ら
む

題

し

ら

す

し

け

つ
け
や
り
し
花
の
使
の
か
へ
る
間
も
う
し
ろ
め
た
し
ゃ
春
の
山
風

」
三
ウ

回
日

雄
」
二
ウ

啓

-b 
IZ!'! 

-b 
三fi.

去フ
プて

4ョ
-b 

陳辰
Lー

オ

自己
/'-... 

近

-b 
プU

人
（
｝

F、

春

／九八
三

周
」
二
一
一
オ

F、
IZ!'! 

か

ぐコ

八
五

/'-... /'-... 
-b プて

け
ふ
も
ま
た
お
も
ふ
か
た
の
ふ
桜
か
り
風
よ
り
先
に
あ
ゆ
め
黒
駒

心
な
き
雲
も
さ
く
ら
に
ま
か
は
し
と
あ
し
た
は
峰
を
出
る
な
り
け
り

繁

い
さ
急
け
い
そ
け
黒
駒
な
れ
か
行
ま
に
も
や
ち
ら
ん
山
桜
花

直

呼
子
鳥
喚
声
す
な
り
人
し
れ
す
咲
る
深
山
の
花
を
み
よ
と
か

か
ら
衣
日
も
夕
暮
の
か
ね
の
音
を
花
の
木
の
聞
に
け
ふ
も
聞
か
な

君
よ
り
大
御
筆
賜
り
て
試
よ
と
仰
こ
と
有
け
る

時
字
書
て
奉
る
と
て
江
村
晩
帰
と
い
ふ
唐
歌

つ

く

り

て

お

な

し

く

よ

め

る

歌

相

咲
花
を
震
の
よ
そ
に
か
へ
り
見
て
下
回
に
帰
る
は
る
の
夕
暮

工

ま

4
M

，J
λ

u

・

あ
か
て
こ
し
山
路
の
花
ゃ
い
か
な
ら
む
帰
る
さ
寒
き
の
へ
の
タ
風

威

あ
か
な
く
に
く
れ
ぬ
る
花
の
木
間
よ
り
い
さ
よ
ふ
月
の
影
憐
な
り

永

野

晩
て
ま
た
開
ま
さ
る
と
も
見
ゆ
る
哉
月
影
う
つ
る
花
の
梢
は

と
も
ふ
る
の
妻

帰
る
さ
の
し
ほ
り
わ
す
れ
て
都
人
花
に
ま
と
へ
る
春
の
山
道

大

隈

言

不
厭
し
て
か
へ
り
し
ゅ
へ
か
思
寝
の
夢
路
に
つ

L
く
花
の
山
々

華
見
に
行
て
か
へ
り
け
る
ま
た
の
あ
し
た
に
よ
め
る
山
路
重

手
折
こ
し
華
を
し
み
れ
は
今
日
も
ま
た
き
そ
の
山
へ
の
な
つ
か
し
き
哉

題

し

ら

す

こ

と

み

わ
か
や
と
の
庭
に
桜
を
う
ゑ
て
こ
そ
花
の
を
し
さ
は
し
ら
る
へ
ら
な
れ

と
な
り
な
る
人
の
若
木
の
桜
の
こ
の
ひ
と
ふ
せ
ふ
た
と
せ

よ
り
開
そ
め
た
る
を
こ
ふ
ら
折
て
み
せ
け
れ
は

一

詠

て

遣

し

け

る

相

吾
為
と
手
折
し
人
も
な
か
ノ
＼
に
つ
ら
し
と
は
か
り
お
も
ふ
花
か
な

前
栽
の
花
の
さ
か
り
に
ひ
と
り
ふ
た
り
聞
き
た

り
て
を
り
も
て
い
に
け
る
か
ま
た
も
き
て
け
れ
は
よ
め
る
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四
六

た
を
り
な
は
誰
袖
ふ
れ
し
匂
ひ
そ
と
妹
や
と
か
め
む
の
ち
の
梅
枝

明

梅
花
匂
ふ
川
辺
の
う
す
氷
ふ
む
と
も
い
か
t

？
を
り
て
見
さ
ら
む

前
裁
の
鴬
宿
梅
を
ふ
り
て
直
陳
か
も
と
に
つ
か
は
す

と

て

よ

め

る

も

と

あ

う
く
ひ
す
の
や
と
て
ふ
梅
の
名
に
は
お
へ
と
鳴
音
な
か
ら
は
を
ら
れ
さ
り
け
り

か

へ

し

な

を

の

ふ

戸
な
か
ら
折
ぬ
と
は
か
り
お
も
ふ
哉
香
に
ひ
か
れ
き
て
鴬
の
帰

題
を
わ
か
ち
て
旅
宿
梅
を
詠

等
閑
に
折
こ
し
う
め
の
一
枝
た
に
旅
の
ね
さ
め
を
な
く
さ
む
る
哉

山

里

梅

を

よ

め

る

威

香
を
と
め
て
ま
た
ぬ
人
さ
へ
と
ひ
に
け
り
う
め
咲
こ
ろ
の
春
の
山
里

元
啓
か
も
と
に
て
寄
よ
み
け
る
に
山
路
重
任
か
ゆ
く
り

な
く
問
き
た
り
け
れ
は
主
し
に
か
は
り
て
一
散
る
ま
さ

君
こ
む
と
か
ね
て
し
り
せ
は
梅
花
け
ふ
は
ま
ち
見
て
ち
れ
と
い
は
ま
し
を

春
の
歌
と

て

詠

る

友

古

か
け
う
つ
る
柳
の
い
と
を
経
緯
に
水
の
綾
織
春
風
そ
ふ
く

t1'.S 
七ー

E耳r、、t1'.S 
すl;

五
（
〕

2玉三正五五

力、

三三
Eヨ

ち

殊
木
に
は
ふ
く
と
し
も
な
き
春
風
を
瞬
く
柳
の
姿
に
そ
見
る

帰

鳩

の

戸

を

聞

て

一

散

る

二

故
郷
に
か
へ
る
と
思
へ
は
罵
た
に
も
憧
し
き
戸
に
鳴
っ
斗
そ
行た

け

あ

き

ら

花
さ
か
は
さ
す
か
心
や
ひ
か
れ
ん
と
帰
る
さ
い
そ
く
春
の
鳴
か
も

元

啓

は
な
に
た
に

こ
ふ
ろ
を
と
め
ぬ
岡
崎
金
も
物
う
き
旅
と
な
く
／
＼
や
行

暁

か

へ

る

か

り

を

き

斗

て

よ

め

る

権

大

僧

都

信

全

春
の
よ
の
し
ら
む
も
ま
た
す
有
明
の
つ
れ
な
く
か
り
の
鳴
て
行
ら
ん

霞
中
帰
岡
崎
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

声
は
か
り
か
す
み
に
も
れ
て
ゆ
く
か
た
は
そ
こ
と
も
わ
か
ぬ
春
の
鳩
金

此
歌
は
あ
る
人
い
へ
り

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

Jll 

三丘
三五

三五
プて

三丘
ー己

三E:.
f」

五
加

誠

女
」
八
オ

き明
し一

八
ウ

古住妻

の

ふ〉

友

古
」
九
オ

」
九
ウ

」
二
オ

と
も
ふ
る
の
妻

春
風
に
柳
の
口
口
の
な
ひ
く
た
に
し
つ
こ
斗
ろ
な
き
花
の
蔭
哉倉

八

ち
る
事
を
し
ら
ぬ
桜
の
花
し
あ
ら
は
常
に
見
て
世
の
う
さ
忘
れ
ま
し

ま

さ

中
惜
の
へ
た
て
も
つ
ら
く
見
し
花
の
梢
た
か
く
も
成
に
け
る
か
な

も
と
あ
き
か
も
と
よ
り
ね
こ
し
て
う
ゑ
じ
桜
の
は
し
め
て

穴
口

題

し

ら

す

直

今
日
も
猶
春
の
な
か
め
の
は
れ
ぬ
哉
花
咲
こ
ろ
に
な
り
に
し
物
を

花

を

待

こ

・

ふ

ろ

を

一

試

る

か

つ

ま
つ
ほ
と
を
慰
に
せ
ん
作
楽
花
さ
け
は
か
つ
散
思
ひ
も
そ
有

花

の

う

た

と

て

よ

め

る

中

に

貞

よ
そ
な
か
ら
ま
た
る
斗
物
は
藍
垣
の
と
な
り
の
花
の
さ
か
り
な
り
け
り

威

明

フミてプてフ句

一
春
震
立
か
さ
な
れ
る
山
の
は
に
わ
か
待
花
は
咲
や
初
ら
む

チて
t1'.S 

古品

し
つ
の
め
か
都
の
っ
と
斗
も
て
出
る
花
は
い
つ
く
の
山
さ
く
ら
そ
も

初

華

を

一

詠

る

加

来

お
き
い
て
込
み
れ
は
よ
の
ま
に
咲
そ
め
て
中
／
＼
＼
花
や
我
を
待
兼

直一

先
た
ち
て
ち
ら
む
と
思
へ
は
な
か
／
＼
に
ま
ち
得
し
花
の
今
は
悲
し
き

花
の
う
た
と
て
よ
め
る

い
か
に
見
む
い
か
に
な
か
め
む
桜
花
ち
斗
に
こ
斗
ろ
の
う
つ
る
と
の
も
と

此
歌
は
あ
る
人
の
い
は
く

斉
清
公
の
北
の
御
方
の
御
歌
な
り
と

花
の
ま
と
ゐ
し
け
る
虚
に
ゆ
く
り
な
く
行
け
れ
は

主
し
う
た
ひ
と
つ
よ
め
と
し
ひ
て
言
け
れ
は
よ
め
る
白
水

嬉
よ
り
ゆ
め
こ
そ
我
は
慎
し
け
れ
ま
さ
め
に
花
の
咲
を
み
つ
れ
は

此
人
眼
し
ひ
た
れ
は
な
り

花

の

歌

と

て

よ

め

る

中

に

仙

華
盛
今
日
は
か
と
の
と
い
さ
斗
さ
む
人
来
ノ
＼
と
鴬
の
な
く

フ匂
三E:.

フ句
7て

六
七

六
八

匡

フ匂
ナU

七
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〕

--b 4ョ

回
目

み

ペ〉
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4丁妻

」
一
ロ
オ

さ

を

正

直陳
」
一
ロ
ウ
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重

栄

十単

し

正

隣

を

ん
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い
さ
け
ふ
は
都
の
手
ふ
り
な
ら
ひ
っ
ふ
小
松
ひ
か
は
や
は
し
り
て
の
野
に

安

東

利

子
日
す
る
人
に
ひ
か
れ
て
姫
小
松
け
ふ
よ
り
千
代
の
宿
や
定
め
ん

睦
月
の
は
し
め
平
井
重
信
か
も
と
に
消
息
し

け

る

文

の

は

し

に

黒

田

一

忘
れ
て
は
花
か
と
そ
お
も
ふ
霞
つ
ふ
時
は
木
の
め
も
春
の
あ
わ
雪

の

こ

れ

る

雪

を

み

て

よ

め

る

と

も

ふ

る

の

妻

日
影
見
ぬ
み
山
か
く
れ
の
し
ら
雪
は
は
る
と
も
し
ら
す
友
を
待
か
な

若

菜

を

よ

め

る

野

村

祐

春

妻

消
あ
へ
ぬ
雪
を
若
な
に
つ
み
そ
へ
て
ま
た
袖
さ
む
き
野
へ
の
は
る
風

阿

部

威

明

妻

産
田
鶴
の
あ
さ
る
田
の
も
の
初
若
な
と
も
に
千
年
の
春
を
つ
ま
は
や
」
五
オ

名

所

若

菜

を

一

詠

る

宮

本

繁

信

武
蔵
女
か
は
て
な
き
野
辺
に
摘
若
な
袖
に
み
て
る
を
か
き
り
と
や
せ
ん

春

の

歌

の

中

に

堀

尾

貞

古
郷
に
も
ゆ
る
わ
か
な
そ
あ
は
れ
な
る
つ
む
人
な
し
に
老
む
と
思
へ
は

立

花

種

鴬
の
い
て
か
て
に
す
る
山
里
は
春
の
日
影
の
う
と
く
ゃ
あ
る
ら
む

鷲

の

な

く

を

聞

て

よ

め

る

友

う
く
ひ
す
は
筆
っ
た
ひ
今
朝
や
来
し
開
出
る
梅
に
初
音
を
そ
な
く

直

い
て
斗
見
は
鷲
や
せ
む
鴬
の
木
伝
ふ
さ
ま
は
ゆ
か
し
け
れ
と
も

4コノ1ブuCコll!! 三5:.プ『-b 

と

も

A 

誰
旦
も
同
し
に
ほ
ひ
の
梅
な
れ
は
わ
か
や
と
に
の
み
鳴
や
鴬

貞

ブu

と
く
起
て
わ
れ
に
も
み
よ
と
朝
ま
た
き
梅
の
梢
に
鴬
の
鳴

鴬

の

苛

一

同

の

中

に

ま

山
か
く
れ
ひ
と
り
鳴
な
る
う
く
ひ
す
は
都
に
出
る
友
ゃ
な
か
ら
ん

野

村

cコ

タ
か
け
て
ま
た
も
鳴
な
り
滞
は
吾
家
の
竹
を
時
に
や
す
る

も

と

執
L一
四
ウ

貫
,,_ 
4丁礼

古

衰：陳
」
五
ウ

ち

台、行

さ

を

祐

寿
」
六
オ

お
C

あ

ll!! 

夕
暮
の
花
に
こ
っ
た
ふ
鴬
は
ね
く
ら
の
枝
や
定
か
ぬ
ら
む

祐
連
か
歌
会
せ
ん
と
て
よ
ま
せ
け
る
時
雨
中
鷲

を
よ
め
る

は
る
さ
め
に
う
は
け
し
ほ
れ
て
鴬
の
朝
一昭
芦
の
憐
な
る
哉

竹

間

鴬

を

一

詠

る

岡

呉
竹
の
世
の
う
き
ふ
し
を
慰
て
た
え
す
来
鳴
か
あ
は
れ
黄
鳥

は
り
ま
の
国
明
石
人
麿
社
奉
納
と
て
人
の
す
ふ
め
け
る

十

首

の

歌

の

中

に

鴬

を

一

献

す

く
れ
た
け
の
そ
な
た
に
残
る
燈
の
明
石
の
里
に
来
鳴
鴬

鴬
声
和
琴
と
い
ふ
こ
と
を
詠

る

岡

崎

鴬
も
軒
端
に
な
れ
て
つ
ま
こ
と
の
春
の
し
ら
へ
に
音
を
か
は
す
哉

前
栽
の
梅
の
開
そ
め
た
る
こ
ろ
元
啓
か
も
と
に

よ

み

て

つ

か

は

し

け

る

ま

し
つ
え
の
み
ま
は
ら
に
開
て
梅
華
人
ま
ち
か
ほ
に
日
数
経
る
哉

梅
の
花
に
雪
の
降
か

ふ
れ
る
を
一
詠

る

知

花
こ
め
に
散
も
や
す
る
と
梅
か
え
に
か
ふ
れ
る
雪
を
払
は
て
そ
見
る

水

雲

梅

の

寄

と

て

よ

め

る

川

越

春
の
風
こ

ふ
ろ
し
あ
ら
は
我
君
の
あ
た
り
に
梅
の
呑
を
さ
そ
は
な
む

梅

の

歌

と

て

詠

る

貞

梅
の
花
さ
け
る
踏
根
を
過
し
た
に
か
は
か
り
袖
の
に
ほ
ひ
ぬ
る
哉

吉

田
立

三E:.フ‘て--b A ブu
回
（
〕

IZEf 

軒
端
ま
て
霞
こ
め
た
る
朝
ほ
ら
け
立
枝
も
見
え
す
燕
梅
哉

四
ニ

ま

す

風
た
え
て
梅
か
を
る
よ
は
山
窓
も
月
に
ま
か
せ
て
と
さ
ふ
さ
り
け
り

魚

住

遠
近
の
こ
す
え
も
わ
か
す
春
は
た
斗
風
こ
そ
梅
の
匂
ひ
な
り
け
れ

春

の

夜

梅

花

を

よ

め

る

す

け

い
つ
も
か
く
梅
さ
く
こ
ろ
の
春
風
を
夜
床
に
し
め
て
朝
い
し
て
し
か

家
の
う
し
ろ
に
さ
け
り
け
る
梅
を
折
て
よ
め
る

朝
夕
に
み
え
む
あ
た
り
は
咲
た
ら
は
う
ち
手
折
へ
き
花
不
在
国

梅

の

花

を

折

む

と

て

一

散

る

黒

四
三

tzS 
!ZS 

四
五

花昔日け田

増

熊

威

明

ち

か
」
六
ウ

厚
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占－

c

を

直
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」
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オ

日
田
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夫
歌
は
月
雪
花
の
折
々
は
さ
ら
な
り
を
り
に
ふ
れ
時
に

つ
け
つ
斗
お
も
ふ
こ
と
を
打
い
つ
る
こ
と
に
し
あ
れ
は
人
の

こ
ふ
ろ
の
を
ふ
し
き
み
や
ひ
な
る
な
さ
け
の
深
き
浅

き
さ
ま
／
＼
に
聞
わ
け
ら
る
ふ
物
に
て
上
つ
世
に
て
は

こ
を
も
て
才
の
ほ
と
も
は
か
り
し
る
事
に
な
む

有
け
ら
し
さ
れ
は
石
松
の
翁
こ
の
道
を
深
く
こ
の
ま

れ
て
御
国
人
の
古
き
新
ら
し
き
た
ふ
と
き
い
や
し
き

の
も
一
つ
に
撰
集
ら
れ
た
る
冊
子
を
山
里
集
と

な
ん
名
つ
け
与
る
こ
と
の
よ
し
前
の
集
に
仙
庄

の
せ
し
二
川
の
翁
つ
は
ら
に
の
へ
ら
れ
た
れ
は
更
に

何
を
か
い
は
ん
さ
れ
と
又
こ
の
後
の
集
に
は
し
か
き

な
く
て
は
さ
う
ノ
ー
、
し
と
せ
ち
に
乞
る
与
を
よ
く

お
も
へ
は
翁
は
我
父
直
昌
と
は
こ
よ
な
き
み
や
ひ

の
交
ら
ひ
に
て
は
ら
か
ら
と
も
い
ふ
へ
か
り
し
か
は

お
の
れ
こ
の
道
に
と
り
で
は
お
ち
と
も
い
ふ
へ
き
事

ら
ひ
な
る
を
か
へ
さ
ひ
い
な
ま
ん
は
中
々
に
他

人
め
く
へ
け
れ
は
と
て
こ
れ
や
我
国
の

こ
と
は
の
花

か
た
み
見
て
を
し
の
は
ぬ
世
そ
な
か
ら
ま
し

と
そ

慶
応
三
年
五
月
川
越
直
陳
し
る
す

山
里
和
歌
集
巻
之
二
上

春

歌春
立
日
よ
め
る

先
む
か
ふ
そ
ら
に
霞
も
た
ち
そ
め
て
日
影
の
と
け
き
春
は
来
に
・
見

此
豆
町
は
或
人
の
い
は
く

綱
政
公
の
御
歌
な
り
と

は

る

立

け

る

日

詠

る

黒

田

た
ち
か
へ
り
お
も
へ
は
お
な
し
神
代
よ
り
幾
度
今
日
の
春
は
来
ぬ
覧

は

る

の

日

よ

め

る

こ

川

相

朝
日
影
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
山
こ
え
て
け
ふ
こ
そ
御
代
の
春
は
来
に
け
れ

」
一
オ

」
一
ウ

」
二
オ

誠近
」
二
ウ

四

う
な
ゐ
子
の
心
な
か
ら
に
と
し
を
へ
て
け
ふ
は
六
十
の
翁
な
り
け
り

官
問
、
氷

四
十
あ
ま
り
三
つ
の
浜
辺
の
老
の
波
よ
せ
て
か
へ
ら
ぬ
春
は
き
に
け
り

は
る
の
日
雪
の

ふ

り

け

れ

は

よ

め

る

杉

山

昌

春
き
ぬ
と
聞
さ
へ
い
と
斗
う
れ
し
き
に
花
に
も
ま
か
ふ
今
朝
の
白
雪

山

立

春

を

詠

る

岡

崎

近

天
の
戸
の
明
れ
は
霞
む
を
し
ほ
山
神
代
の

は
る
も
か
く
や
立
け
む

関
立
春
を
よ
め
る

関
の
戸
も
け
さ
よ
り
春
に
明
そ
め
て
震
わ
た
れ
る
逢
坂
の
山

此
歌
は
或
人
い
へ
り

継
高
公
の
御
歌
な
り
と

題
を
わ
か
ち
て
初
春
震
を
詠
る

春
浅
み
雪
気
さ
む
け
き
空
な
か
ら
か
す
み
棚
引
よ
も
の
の
と
け
さ

此
寄
は
或
人
い
へ
る

斉
隆
公
寛
政
五
の
と
し
正
月
十
一
日
御
念
始

の
を
り
に
よ
ま
せ
給
へ
る
御
歌
な
り
と

春
の
初
の
う
た
と
て

よ

め

る

川

越

直

沖
つ
風
あ
ら
津
の
海
も
春
く
れ
は
霞
よ
り
外
た
つ
波
も
な
し

震

を

よ

め

る

こ

川

友

古

妻

い
つ
の
ま
に
た
ち
て
縫
け
ん
悼
姫
の
震
の
衣
春
は
来
に
け
り
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鏡
山
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も
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や
春
の
し
る
し
な
る
ら
む

一克

啓

~ 

古品

は
る
き
て
も
ひ
と
日
ふ
た
ひ
は
遠
山
の
高
嶺
は
か
り
そ
霞
そ
め
ぬ
る

高

井

常
に
見
る
山
里
な
か
ら
は
る
震
へ
た
つ
る
今
朝
は
な
つ
か
し
き
か
な

大

音

香
椎
潟
潮
干
に
あ
さ
る
誼
田
鶴
の
戸
は
か
り
こ
そ
震
の
こ
せ
れ田

さ
ほ
姫
の
霞
の
衣
引
は
へ
て
よ
こ
を
り
ふ
せ
る
能
古
の
嶋
山

子

の

日

の

こ

ふ

ろ

を

詠

る

す

さ

を

知

周
」
四
オ

重

勝

五五

尻

道

足

プて

け

ち

fJ、
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－oD
。
h
D
m
g
zー
ペ
日
出
宮
山
件
。
l
同
mzrcこ

（。。
－－
0
2
Z
D
。
同
当
よ
｝
内
向
）

iま

め

じ
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「
山
里
歌

集

二

篇
」
九
州
大
学
文
学
部
蔵
。
石
松
元
啓
が
慶
応
二
年
丙
寅
（
H

∞
虫
）
六

月
に
編
ん
だ
歌
集
で
あ
る
。

元
啓
は
、
通
称
甚
助
（
甚
右
衛
門
）
、
福
岡
藩
士
、
明
治
十
六
年
十
二
月
十
二
日
没
、
年

八
十
七
才。

「
間
窓
揖
録
」
の
著
（
「閲
史
釜
蹄
筑
前
郷
土
史
」
に
よ
る
）
、
「
山
里
歌
集
（
初

篇）
」
「
山
里
歌
集
二
篇
」
の
編
著
が
あ
る
。
二
川
相
近
を
師
友
と
し
、
そ
の
交
情
は

「山

里
歌
集
」
の
随
所
に
窺
わ
れ
る
。
（
相
近
は
、
大
隈
言
道
の
師
で
、
書
、
歌
、
今
様
、
琴
な

ど
を
よ
く
し
、
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。
）

「
山
里
歌
集
（
初
篇
）

」
は
天
保
四
年
葵
巳
（
呂
ωω
）
五
月
の
編
、
元
啓
が
高
下
を
問
わ

ず
福
岡
藩
古
今
の
人
々
の
歌
を
収
集
し
た
中
か
ら
五
百
余
首
の
歌
を
え
ら
び
相
近
の
闘
を
受

け
て
成
っ
た
。
（
有
明
高
専
紀
要
第
九
号
昭
和
必
年
1
月
拙
稿
参
照
）

「
二
篇
」
は
以
後
三

十
余
年
の
聞
の
収
集
歌
の
中
か
ら

「
わ
が
心
ひ
と
つ
に
」
え
ら
び
集
め
た
と
後
序
に
言
う
。

作
者
は
、
目
録
に
よ
れ
ば
一

O
二
人
、
藩
公
、
藩
士
、
そ
の
家
族
、
町
人
に
亘
る
。
編
者
の

周
辺
の
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
歌
数
は

六
五
一
首
（
脱
漏
は
含
ま
な

い）、

春
、
夏
、

秋
、
冬
、

雑
の
五
つ
に
部
立
て
さ
れ
て
い
る
。

木
稿
の
底
本
に
用
い
た
の
は
、
こ
の
集
の
作
者
の
一
人
で
あ
る
倉
八
正
隣
が
明
治
二
年
筆

写
し
た
本
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
誤
脱
が
あ
る
よ
う
で
、
か
な
ら
ず
し
も
最
も
よ
い
本
と
は

言
え
な
い
が
、
現
在
ま
で
管
見
に
入
ら
な
い
。
こ
の
稿
が
多
く
の
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
よ
い
本
の
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
。

書

山
里
歌
集

二
篇

表

紙
外

題
目
録
題
議

内

表

紙

内

題
丁

数凡

rム，
）＼、

山

健

cr' 
、く

寸

m
w
w
g
E
〉
白
川
凶

U
R
H
B
m凶

誌

写
本
一
冊

九
州
大
学
文
学
部
蔵

四
セ

ン
チ
×
お
セ
ン
チ
後
装

「山
里
和
歌
集
後
篇
」

「
川
越
直
陳
序
文
宮
本
繁
信
政
文

「
山
里
歌

集

二

篇

全

」

「山
里
和
歌
集
巻
之
二
上
」

序

一
丁
半
本
文
九
五
丁
半
政
一

丁

録
三
丁
半
計
一

O
六
丁
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編
輯
者
石
松
元
啓
後
序
」

後
序
二
丁
半

作
者
目

伊l

一
、
漢
字
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
に
し
た
が
っ
た
。

一
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
本
に
し
た
が
っ
た
。

一
、
底
本
で
誤
字
を
－
訂
正
し
た
も
の
は
、
正
さ
れ
た
も
の
の
み
掲
げ
た
。

一
、
丁
う
つ
り
は
、
」
で
示
し
、
丁
数
を
数
字
で
、
表
裏
を
ォ
、
ウ
の
記
号
で
示
し
た
。

一
、
検
索
の
使
の
た
め
に
番
号
を
付
け
た
。
た
だ
し
、
詞
書

・
作
者

・
左
註
の
み
あ
っ
て
歌

が
漏
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
番
号
を
つ
け
て
い
な
い
。





こ
の
二
つ
の
結
果
を
ど
う
位
置
づ
け
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
『
見
ぬ
世
の
友
』

に
於
い
て
は
『
語
園
』
以
上
に
重
要
な
説
話
の
付
載
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
辻
原
元

甫
の
作
品
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
3
年
後
に
『
智
恵
鑑
』
の
発
刊
を
見
る
の
で
あ
る
。
『
智
恵

鑑
』
は
主
と
し
て
そ
の
典
擦
を
中
国
類
書

沼
田
蕊
』
に
拠
り
な
が
ら
、
他
に
『
列
女
伝
』
や

『裳
陰
比
事
』
更
に
『
事
文
類
集
』
等
か
ら
も
説
話
を
引
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に

は
仮
名
草
子
全
般
の
問
題
意
識
で
あ
る
啓
蒙
教
訓
的
態
度
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
た
。

そ
う
い
う
一
連
の
製
作
傾
向
の
中
で
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
は
『
語
圏
』
に
な
か
っ
た
「
女

部
」
の
編
集
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
見
ぬ
世
の
友
』
は
当
代
の
女

訓
物
作
品
の
影
響
を
受
け
、
『
語
園
』
に
於
い
て
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
い
た
女
性
教
訓
の
部

を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
語
圏
』
に
見
え
て
い
た
教
訓
的
編
集
態
度
を
よ
り
い
っ
そ

う
強
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

確
か
に
『
見
ぬ
世
の
友
』
は
『
語
園
』
の
単
な
る
仮
名
文
に
よ
る
制
訳
作
品
で
あ
っ
た
し

作
者
の
創
作
に
か
か
わ
る
部
分
も
少
な
か
っ
た
。
だ
が
、
近
世
前
期
と
い
う
印
刷
術
の
発
展

期
に
於
い
て
は
仮
名
で
書
か
れ
た
書
籍
と
い
う
だ
け
で
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
は

一
つ
の
文

芸
作
品
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
片
仮
名
漢
字
混
合
女
体
を

平
仮
名
漢
字
混
合
文
体
に
直
し
、
一
冊
の
木
に
ま
と
め
た
と
い
う
だ
け
で
も
歴
史
的
発
展
の

意
義
を
感
ず
る
。
そ
こ
に
は
内
容
的
に
特
筆
す
べ
き
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
が
、
『
見
ぬ
世
の
友
』
で
は
『
語
圏
』
に
見
え
て
い
た
説
話
の
文
脈
を
よ
り
い
っ
そ
う

完
成
さ
せ
て
い
る
個
所
も
数
々
あ
る
し
、
一
つ
の
説
話
と
し
て
分
か
り
易
く
記
載
し
よ
う
と

し
た
工
夫
は
そ
れ
な
り
に
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
求
め
た
読
者
の
存
在
も
現
実

と
し
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

辻
原
元
甫
は
『
見
ぬ
世
の
友
』
で
試
み
た
教
訓
的
態
度
の
延
長
と
し
て
『
智
恵
鑑
』
を
製

作
し
た
。
即
ち
、
『
見
ぬ
世
の
友
』

は

『智
恵
鑑
』
に
集
大
成
さ
れ
て
行
く
テ
l
マ
別
教
訓
、

或
い
は
啓
蒙
の
書
籍
の
中
間
的
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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。
に
関
し
て
は
此
等
教
訓
物
の
典
抜
書
籍
の
態
様
が
つ
か
め
る
。
『智
恵
銑
』
に
於
い
て

は
そ
の
典
拠
作
品
は
『
智
袈
』
が
主
体
で
あ
っ
た
。
更
に
、
『
勘
忍
記
』
や
『
理
窟
物
語
』

に
於
い
て
も
、
正
統
の
原
中
国
作
品
か
ら
典
擦
を
求
め
た
と
は
言
い
難
い
。
『
語
園
』
も
そ

の
例
に
も
れ
ず
、
『
見
ぬ
世
の
友
』
の
作
者
辻
原
元
甫
も
『
語
圏
』
以
上
に
自
ら
出
典
を
求

め
る
こ
と
を
せ
ず
『
事
文
類
集
』
に
按
っ
て
い
た
。

従
っ
て
、
こ
の
類
書
に
よ
る
と
い
う
事
は
仮
名
草
子
教
訓
物
の
一
般
的
態
度
で
あ
っ

た
よ

う
だ
。

だ
が
、
類
書
を
利
用
す
る
と
い
う
事
は
何
も
近
世
だ
け
に
限
ら
な
い
。
小
島
憲
之
氏
は

注
7

『芸
文
類
集
』
等
の
利
用
が
あ
っ
た
事
を
近
世
以
前
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

更
に
、
後
代
元
禄
時
代
に
於
け
る
『
怪
談
全
書
』
等
も
原
中
国
怪
異
小
説
を
個
別
的
に
付

す
も
の
の
、
実
は

『事
文
類
集
』
に
拠
る
こ
と
が
早
川
光
三
郎
氏
に
よ

っ
て
考
証
さ
れ
て
い

校
8

る
。
浮
世
草
子
の
典
様
作
品
を
窺
っ
て
も
多
数
に
亘
っ
て
色
々
な
作
品
の
場
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

正
統
中
国
作
品
に
対
し
て
此
等
様
々
な
類
書
を
雑
書
と
仮
に
呼
ぶ
な
ら
ば
、
こ
の
雑
書
の

考
究
も
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
木
稿
で
扱
っ
た
作
品
や
『
怪
談
全
書
』
等
に
は

そ
れ
ら
類
書
を
利
用
し
な
が
ら
も
引
用
書
目
名
を
付
す
段
階
で
は
原
典
の
正
統
の
作
品
名
を

付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
学
的
態
度
と
言

っ
て
良
か
ろ
う
。
こ
の
街
学
的
態
度
も

一
般
的
態
度
と
し
て
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
近
世
前
期
の
仮
名
草
子
界
は
貧
欲
に
中

国
文
学
作
品
に
素
材
を
求
め
開
拓
し
て
い
っ
た
。
だ
が
そ
の
様
本
と
な
っ
た
の
は
古
今
の
学

識
を
簡
単
に
得
や
す
い

こ
れ
ら
類
書
に
も
よ
る
よ
う
だ
。
本
稿
で
は
そ
の
一
端
を
述
べ
た
。
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2 

中
村
幸
彦
氏
「
印
刷
の
時
点
」
（
『
文
学
研
究
』
日
輯
）

『
国
語
国
文
学
論
集
』
所
収

「浅
井
了
意
の
二
著
に
つ
き
て
」
（
『
近
世
文
芸
と
研
究
』
八
号）

「釈
迦
八
相
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
近
世
文
芸
と
研
究
』
七
号
）

無
刊
記
九
州
大
学
蔵
本

一
部
拙
稿
と
重
複
。
（
『
国
語
国
文
学
研
究
』
日
号
）

『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
（
「
類
書
」
の
項
）

『
滋
賀
大
国
文
』
第
七
号

猶
『
事
文
類
集
』
は
熊
大
所
蔵
刊
本
に
よ
る
。

3 3 5 6 ／ 8 
八
木
稿
は
昭
和
白
年
度
熊
本
大
学
及
び
西
日
本
国
語
国
文
学
会
発
表
資
料
に
基
づ
く
。
〉
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下
の
お

後
集
巻
十
三

女
部
付
の
五

〈
婚
姻
〉

『
同
書
』

別
集
巻
三
十
一
〈
施
思
〉

女
部
伺
の
九

後
集
巻
十
四

〈
夫
婦
〉

上
の
お

後
集
巻
二
十
三
〈
豆
〉

上
の
郎

後
集
巻
二
十
四
〈
苧
〉

上
の
引

後
集
巻
二
十
五

ι」
「
J
円

b

－U
Q
J
 

後
集
巻
二
十
六
〈
瓜
〉

下
の
日

別
集
巻
十
八

〈
倹
約
〉

上
の
部

別
集
巻
二
十
三
〈
治
盗
〉

下
の
位

別
集
巻
二
十
六
〈
書
簡
〉

一寸

不
レ背
一日I］カ

約
－」ーニ

夢
渓
記

一「 一－， －「

レ買テ馬 夫
苧一行宅悪
止； ぃ犯す こ新ム
盗－－妻子久 衣
」－ 1一一ヲー」ーヲ

耳て

明

曹
嘩
停

不

明

一「 ー「 一寸

貴V い献 博
亦〆 v瓜持

尚トぃ援カ ぃ集 ，，，
倹フ v 官］vv樹f
Lーヲ 」ー ヲ L一一

耳ミ

明

不

明

不

明

一「 ー「

拝一盗，
l 一生命：一

嬰v 丸
二安~－！；
書ノ

ーしー ヲ

不

明

不

明

「美
葉
報
徳」

戦
闘
策

以
上
の
様
に
全
体
の
約
半
数
は

『
事
文
類
集
』
に
一
記
載
さ
れ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。

第

θ
項
で
は
と
も
か
く
各
説
話
部
分
に
そ
の
引
用
書
名
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
第

②
項
で
は
『
語
圏
』
や

『
見
ぬ
世
の
友
』
に
種
々
な
引
用
量一回目
名
が
付
さ
れ
な
が
ら
も

『
事

文
類
集
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
。

こ
れ
は
ま
だ
『
事
文
類

集
』
の
全
て
の
巻
に
わ
た
っ
て
調
査
し
終
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
勢
い
で
行
く
と
そ
の

殆
ど
の
説
話
を

『
事
文
類
集
』
に
指
摘
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

更
に
第
②
項
に
於
い
て
、
出
典
不
明
と
さ
れ
て
い
た
説
話
も
数
多
く
新
し
く
『
事
文
類

集
』
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
作
者
は
何
故
こ
れ
ら
②
項
の
説
話
に

G
項
の

よ
う
に

『
事
文
類
集
』
と
引
用
書

目
名
を
付
記
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
残
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
『
見
ぬ
世
の
友
』
の
作
者
辻
原
元
甫
も
自
ら
そ
の
出
典
を
探
る
事
は
し
て
い
な
い
。

第
②
項
が

『
語
圏
』
と

『
事
文
類
集
』
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
一
つ
の
問
題
項
で
あ
る

こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
こ
で
更
に
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
『
語
園
』
上
の
必
と
上
の
必

は
そ

れ
ぞ
れ
『
史
記
』
や
『
後
漢
書
』
か
ら
話
を
抜
粋
し
て
構
成
し
た
と
い
う
体
裁
を
採
っ
て
い

る
、
が
、
こ

の
両
話
は

『事
文
類
集
』
前
集
巻
三
十
六

の
〈
貨
殖
家
〉
の
項
に
連
続
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
話
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
作
者
は
こ
の
両
話
を

『
史
記
』
や

『後
漢
書
』
か

ら
採
録
し
、
偶
然
に
隣
り
合
わ
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
や
は
り
『
事
文
類
集
』
か
ら
抜

粋
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
様
に
上
の
弘
、
上
の
日
も
前
集
巻
四
十
二
八
射
〉
の
項
に
見
え
て
い
る
話
で
あ
る
。
上

の
7
、
上
の
8
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
事
は
2
話
だ
け
で
な
く
、
上
の
旬
、
上
の
目、

上
の

似
も
そ
れ
ぞ
れ
後
集
巻
二
十
五
〈
李
賢
〉
や
〈
一
提
〉
の
話
か
ら
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て

い
る。

3
話
並
列
の
例
で
あ
る
。

と
言

っ
て
も
厳
密
な
意
味
で
そ
の

こ
と
ご
と
く
を

『
事
文
類
集
』
の
文
章
に
拠
っ
た
だ
ろ

う
か
と
い
う
事
は
各
書
籍
と
の
本
文
考
証
を
必
要
と
し
よ
う
。
『
事
文
類
集
』
に
不
明
と
さ

れ
て
い
た
説
話
に
就
い
て
は
自
ら
そ
の
出
典
を
探
っ
た
の
か
、
ち
ゃ
ん
と
出
典
書
籍
名
を
銘

記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
調
査
一
読
し
た
限
り
で
は
『
事
文
類
集
』
の
文
章
に
大
き

く
逸
脱
す
る
個
所
は
見
出
し
難
く
、
『
事
文
類
集
』
の
訓
読
に
大
概
従
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
り
し
か
し

一
歩
ゆ
ず
っ
て
慎
重
に
扱
う
と、

最
底

『事
文
類
集
』
が
説
話
構
成
の

ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
、
と
い
う
事
は
確
実
に
言
え
そ
う
だ
。

こ
の
説
話
順
序
の
点
に
注
意
し
て
み
る
と
、
前
に
あ
げ
た

『
理
窟
物
語
』
四
の
十
四
、

一

の
十
五
、

一
の
四
、

一
の
三
、
二
の
十
九
、

一
の
六
は
夫
々
、
『
語
園
』
下
の
灯
、
下
の
郎、

下
の

ω、
下
の
向
、
下
の
礼
、
下
の
η
に
相
応
す
る
の
で
あ
り
、
『
語
圏
』
刊
行
時
が
寛
永

四
年
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
『
理
窟
物
語
』
の
作
者
は
『
語
圏
』
に
も
ヒ
ン
ト
を
得
た
の

か
と
も
想
起
さ
れ
る
。
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（四〉

結

革
問

以
上
の
考
察
を
通
じ
て
次
の
二
つ
の
こ
と
の
結
果
を
得
た
。

θ
仮
名
草
子

『
見
ぬ
世
の
友
』
は
『
語
圏
』
の
内
容
と
殆
ど

一
致
し
、
序
文
に
於
い
て
女

部
を
追
加
し
た
と
い
う
こ
と
も
単
に
『
語
圏
』
を
編
集
し
直
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
何
ら

新
し
い
説
話
の
追
補
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
『事
文
類
緊
』
よ
り
二
話
、
『
女

誠
』
婦
行
第
四
辺
り
よ
り
一
話
（
付
の
一
）
、
更
に
他
9
話
の
入
集
を
見
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

。

『
語
圏
』
『
見
ぬ
世
の
友
』
共
、
説
話
付
記
の
引
用
書
目
名
は
信
ず
る
に
値
し
難
く
、

木
作
品
の
場
合
、
実
質
の
典
操
作
品
は

『
事
文
類
集
』
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
女
部
伺
七

後
集

巻
二
十
四
八
竹
〉

後
集

巻
二
十
四
〈
苧
〉

巻
二
十
五
〈
葡
萄
〉

後
集

後
集

巻
二
十
五
〈
李
賢
〉

後
集

巻
二
十
六
〈
瓜
〉

後
集

別
集

巻
十
六

巻
二
十
六
〈
南
史
〉

〈
徳
量
〉

別
集

巻
十
六

巻

十
八
八
卜
E五
→ ， 

d了
〉
一「ー「

一占 一掩 「
一舟 v鼻 ヲ 溺

ー無寸し進， 死
ν足ヲ v 謀者 ν不
」 」ヲ救

Lー

別
集

巻
十
七

別
集

巻
十
八

別
集

巻
十
八

別
集

巻
二
十

別
集

巻
二
十

同
右

同

同
右

同

同
右

同

同
右

同

同
右

同

同
右

同

絞
集
巻
三

〈
徳
量
〉

〈
清
廉
〉

〈
精
敏
〉

〈
倹
約
〉

〈
滑
稽
〉

〈
滑
稽
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

右

〈
同
右
〉

〈
道
路
〉

「
班
竹
」

；.＝；下

レ’ i一二づ戸

ト司ヲ

ν盃7
L一一

「
葡
萄
遺
母

ー「ー「ー「ー「

誤品寒 い盗品一円長
一昨よ瓜 v 瓜~ －李
一玉y 遣，L 一知二一伐

ー盃コ v母： v悦二 v樹
L ’ L一一 Lー〆 しー

「
唾
面
白
乾
」

一「一「

五一受
事 v 魚二
随ニ失J
E在 京妾！

こクとヲ

博
物
志

南
史

劉
斧
翰
府
名
談

一一I －「 ー「 ー「

一以酒牽費
一何 瓶 v 船コー興

一姓ー ..1.JIL, ..操二 v 事
戯 7 VIP旨： v揚よ稽主
」 Jレ 」 ノ 相 ノ 」 会

戯札
しー，E

斐
啓
胡
三五

林

「
耳
大
自
笑
」

「
九
百
相
戯
」

一「ー「

好品ー戯
一畜よ一人，
一古’ 性ノ

ー器司ー急ナ
L'  LJレ

寸

ヲ

「
一
首
又
一

首」

一「

両
ニ弘
イヨ

レ：？
」一一

列
女
停
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弘荘開明
景子言星
本 道 来m
集 上40 事録

上55上49上62上44 上41 上37上25
上89上47上42上58上39上38 上33
下3 上59 下12上97 上43
下17上60 下13下26 上46
下63 下19下59 上47
下105 下60下99 上84

（見） 下113 下41
女部 下50
2の1 下52

下78
下81
下92
（見）
女部
1の2

後
漢
書

高
僧
伝

列
仙
停

史
言己

韓
非
子

類
説

文
選
注

新呂西
話氏京
注春雑

下7 秋記
下79上76 下6

下23 上68上61
下33

漢
書

太
平
庚
記

呉
越
春

女部女部秋 下77下45
1の81の4 下86

下111

詩
話

究
か
垣
間

宋
書

左
惇

戦
国
策

ヴ

t
ウ
t上

ウ
d

1
ょ
っ
L

つd

ワ
’
ウ
t
n
i
ウ
d

上
下
下
下

門

J
円
む

け
μ

上
下
下

nδ 上

類
説

新
序

L

1
L
 

荒
川公
一
＝
ロ

孝
子
停

円

L
Pb
n
U
円

4

上
下
下
下

円
叫
d上

4
6
H
U丹
、

j
k
μ
6
官
8

M
M刊
刊
況
対
ゆ
対
初

長
子
春
秋

音

量百一

文
選
注

ーもド
巴

＝三↓タ

女部女部下93 下9
1の71の1（見） 下53下44下84下6

女部 下106
2のお 下108

下109

才
子
停

一
尚
子
停

唐
書

貌
目各

宋
史

こ
の
他
に
引
用
書
目
名
を
付
載
し
て
い
な
い
、
所
謂
出
典
不
明
の
個
所
が
、
日
ケ
所
あ
る
。

不
明

ーヒ48
上83
ーヒ86
上91
ーと96
下l
下2
下14
下34
下35
下57
下82
下83
下88
（見）
女部
1の5
2の9

※ 

（見）
は二
見
ぬ
ー世
の
友
の

え｜

以
上
の
様
に
そ
の
読
書
傾
向
は
、
漢
書
、
公
害
、
普
書
、
唐
書
、
史
記
、
宋
史
等
、
史
書

の
類
を
始
め
と
し
た
古
典
の
作
品
か
ら
抜
粋
翻
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『事
文
類
集
』
か
ら
の
引
用
が
他
書
籍
に
比
べ
て

圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
事
文
類
集
』
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
そ
れ
は
大
部

（七
集
）
の
書
な
の
で
あ
り
、
第
何
集
の
何
巻
か
は
っ
き
り
し
な
い
限
り
本
文
を
検
索
で
き

な
い
。
こ
の
『
事
文
類
集
』
か
ら
は
前
記
『
理
窟
物
語
』
も
日
話
程
引
用
し
て
い
る
。
更
に
、

『
智
恵
鑑
』
に
於
い
て
も

『
事
文
類
集
』
の
占
め
る
割
合
は
大
き
か
っ
た
。

と
す
る
な
ら
ば
、
『
語
圏
』
、
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
出
典
不
明
と
な
っ
て
い
る
説
話
に
『
事

文
類
集
』
か
ら
の
引
用
説
話
が
予
想
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
全
体
と
し
て

『見
ぬ

世
の
友
』
や

『
語
圏
』
と

『事
文
類
集
』
と
は
ど
の
よ
う
な
程
度
の
関
連
を
有
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
当
代
に
お
け
る
文
献
引
用
の
特
色
が
見
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ

れ
ら
の
問
題
点
や
推
定
の
上
に
立
っ
て
『
事

文
類
集
』
と

『語
圏
』
、
『
見
ぬ
世
の
友
』
の

関
係
に
つ

い
て
、
現
在
ま
で
の
私
の
調
査
を
報
告
し
て
み
た
い
。

結
論
的
に
言
っ
て

『事
文
類
集
』
と
の
関
連
説
話
を
探
る
際
、
そ
の
説
話
の
関
係
は
次
の

三
つ
に
整
理
さ
れ
る
よ
う
だ
。

θ
『語
園
』
『
見
ぬ
世
の
友
』
共
出
典
名
を
『
事
文
類
集
』
と
し
て
、
『事
文
類
集
』
に
そ

の
説
話
を
見
出
せ
る
も
の
。

。

『
語
園
』
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
は

『事
文
類
集
』
以
外
の
引
用
書
目
名
を
記
し
て
、
そ

の
説
話
を
『
事
文
類
集
』
に
も
見
出
せ
る
も
の
。

e
『
語
圏
』
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
は
引
用
書
目
名
が
記
し
て
な
く
て
、
そ
の
説
話
を
『
事

文
類
集
』
に
見
出
せ
る
も
の
。

特
に
②
項
で
は
該
当
説
話
が
『
事
文
類
集
』
に
振
っ
た
の
か
、
若
し
く
は
該
当
引
用
書
白
書

に
操
っ
た
の
か
問
題
と
な
る
点
で
あ
ろ
う
。
表
記
し
て
み
よ
う
。
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る
。
色
々
な
場
の
色
々
な
編
集
方
法
に
よ
っ
て
同
じ
話
柄
が
何
遍
も
利
用
さ
れ
た
。
例
え
ば

咋
J

P
O

『
語
圏
』
を
基
と
し
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

220 

ω上
の

3

（
三
国
士
山
）

ー
智
恵
鑑
六
の
十
一
一
一

比
事
物
語
七
十

清
水
物
語

ω上
の
∞
∞
（
三
国
士
山
）

ー
智
恵
鑑
八
の
七

ω上
の

4

（
事
文
）

ー
智
恵
鑑
六
の
十
一

ω上
の
ロ
（
事
文）

ー
堪
忍
記
三
の
十
二
の
三

ω上
の
お
（
事
文
）

ー
理
窟
物
語
三
の
六

（
引
用
同
書
）

ω上
の
叩
（
世
説
）

理
窟
物
語
二
の
十
八

（
引
用
書
不
明
）

明
上
の
辺
（
世
説
）

ー
智
恵
鑑
六
の
十
二

ω下
の

8

（
世
説
）

理
窟
物
語
二
の
六

（
引
用
同
書
）

制
上
の
は
（
列
女
伝
）

ー
智
恵
鑑
九
の
二
十
二

帥
上
の
叩
（
列
女
伝
）

ー
新
鑑
草
七
の
三

ω上
の
臼
（
列
女
伝
）

ー
理
窟
物
語
（
列
子
）

幽
下
の
印
（
事
文）

｜
理
窟
物
語
一
の
四

（
引
用
帰
回
録
）

倒
下
の
叩
（
事
文）

ー
理
窟
物
語
一
の
一
一
一

凶
下
の
日
（
事
文）

ー
智
恵
鑑
二
の
二
十

倒
下
の
臼
（
事
文）

ー
理
窟
物
語
一
の
一
一

（
引
用
袈
啓
胡
語
林
）

倒
下
の
句
（
事
文）

ー
嚇
物
語
（
中
巻
）

制
下
の
臼
（
長
子
春
秋）

ー
理
窟
物
語
一
の
一

智
恵
鑑
七
の
一

倒
下
の
山
（
晋
書
）

ー
理
窟
物
語
五
の
三

倒
下
の

7

（漢
書
）

ー
智
恵
鑑
七
の
十
五

理
窟
物
語
三
の
土

倒
下
の
制
（
説
苑
）

ー
智
恵
鑑
一
の
六

堪
忍
忌
二
の
九
の
一

ω下
の
却
（
後
漢
書
）

ー
堪
忍
記
五
の
十
九
の
七

理
窟
物
語
二
の
十
四

（
引
用
事
文
）

同
上
の
必
（
荘
子
）

理
窟
物
語
二
の
十
三

（
引
用
事
文
）

ω下
の
3
（
史
記
）

ー
智
恵
鑑
七
の
十
一
一
一

同
上
の
臼
（
事
文）

ー
理
窟
物
語
四
の
一

（
引
用
列
子
）

同
下
の
幻
（
事
文）

智
恵
鑑
七
の
二

制
下
の
幻
（
事
文
）

ー
堪
忍
記
二
の
八
の
七

制
下
の
礼
（
類
説
）

ー
理
窟
物
語
二
の
十
九

（
引
用
事
文）

同
下
の

η
（
類
説
）

ー
理
窟
物
語
一
の
六

（
引
用
事
文）

帥
下
の
訂
（
事
文）

ー
理
窟
物
語
四
の
十
四

（
引
用
同
書
）

ω下
の
川
（
説
苑
）

的
下
の
侃
（
事
文

）

｜

理

窟

物

語

三

の

十

ー
理
窟
物
語
一
の
十
五
（
事
文
）
一
一一

（
列
子
）

こ
れ
ら
各
作
品
が
一
体
ど
の
よ
う
な
書
籍
に
よ
っ
た
の
か
は
断
定
で
き
な
い
『
堪
忍
記
』

や
『
理
窟
物
語
』
等
に
お
い
て
は
各
翻
訳
作
品
が
各
翻
訳
作
品
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

ω、
制
で
は
『
語
園
』
は
『
類
説
』
に
よ
る
と
す
る
が
『
理
窟
物
語
』
で
は

『事
文
類
集
』
と
す
る
。
逆
に
倒
で
は
『
語
圏
』
が
『
事
文
類
集
』
と
す
る
が
、
『
理
窟
物
語
』

で
は
『
帰
目
録
』
に
拠
る
と
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
各
説
話
の
後
に
一
記
さ
れ
た
引
用
書
目
名
は
多
分
に
流
動
的
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
仮
名
草
子
群
に
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
『
語
園
』
や
『
見
ぬ
世
の
友
』
は
一
体
ど
の

よ
う
な
書
籍
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
な
ら
ば
『
見
ぬ
世
の
友
』
の
出
典
一
覧
表
を

付
す
べ
き
で
あ
る
が
、
付
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
見
ぬ
世
の
友
』
は
そ
の
殆
ど
全
て
を

『
語
圏
』
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、
『
語
圏
』
を
調
査
す
る
こ
と
が
『
見
ぬ
世
の
友
』
を
調
査

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
つ
て
『
語
圏
』
記
載
の
引
用
書
目
名
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
そ
の
表
を
掲
げ
て
み
よ
う
。
引
用
書
目
名
を
文
字
通
り
信
用
す
る

な
ら
ば
作
者

一
条
兼
良
が
読
了
し
た
書
籍
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

列
子

4
1
5
 

1
5
1
4
1
 

上
上
下
下

- 27 

幼
童
惇

n
L
 

L
L
 Q

U
D
O
 

つd
口
δ
1
A

上
上
下

国
志

排
韻

上23 上10上8 上7
下87上20上13上22ヒ82下22

上14下8 下43 下47上72上4
上26下80下65 下48上73上5
上28下91 下49上74上6
上30下110 下50上75上9
上65（見）下51上79上12
上34女部 下54上85上11
上701の3 下55上87上15

下回上90上16
下58下4 上17
下64下5 上18
下66上95上19
下67下10ヒ21
下回下20上24
下69下27よ27
下70下24上29
下74下25上31
下75下21上32
下76下28上35
下85下29上36
下90下30上50
下94下31上51
下回下32上52
下97下36上53
下回下37上56
下100下38上63
下102下39上64
下103下40上66
下107下43上69
下114下46上71

事
す〈類
集

声さ手
品、こ

求
世
説

列
女
伝

神
仙
伝

正
日
一
盟
国



二
の
五

221 

二
の
六

二
の
七

二
の
十

二
の
十
一

二
の
十
二

二
の
十
三

二
の
十
四

二
の
十
五

二
の
十
六

二
の
十
七

二
の
十
八

二
の
十
九

二
の
二
十

二
の
廿
一

二
の
廿
三

二
の
廿
四

二
の
廿
五

一
択
竹
を
そ
む
る
事

一
事
文
類
緊
一

両
車
み
ち
を
あ
ら
そ

同｜｜同
右II右

棟
木
を
お
か
す
事

ふ
事

後
の
妻
を
め
と
ら
ぬ
一
事
文
類
緊
一

事梨
じ
ゅ
く
せ
ず
し
て
一
同
右

妻
を
さ
る
事

三
度
隣
を
う
っ
す
事

岡
阿
同
一

孟
子
の
母
機
を
断
事

1~1 

母
に
佐
川
を
お
く
る
事
一
事
文
類
緊
一

母
に
鮒
を
お
く
る
事

一
同
右

1~1 

母
尭
姿
を
打
事

不

客
と
物
語
す
る
を
立
一
事
文
類
緊
一

聞
の
事

私
の
愛
な
き
事

開
岡
崎
一

子
を
捨
て
姪
を
抱
事

1i1 Iii Iii 

女
桑
を
と
る
事

す
つ
る
事

ふ男今
事婁

カ1
カミ
tま
ね
を
掩

｜列l女｜
惇！ 明

L」
Fb

ス
む

一
訳
竹
ヲ
染
ル
事

｜同11同｜｜同｜

上
回

雨＊＊
車木
道チブ

ヲ侵
争 事
事

上
お

上
叩

ノ

ム

男
其
ヨ
メ
ヲ
留
事

｜同｜

上
72 

後
妻
ヲ
要
ヌ
事

｜同｜

二
q
u

l
」
ワ
i

梨
熟
セ
ズ
ジ
テ
妻
ヲ
山
山
事
一
阿
川
一

ド
」
円
J

一
司
1
ム

三
度
隣
ヲ
遷
ス
事

｜同｜

上
14 

孟
子
ノ
母
機
ヲ
断
事

l同｜

上
回

母
ニ
鮎
ヲ
送
ル
事

l同！

上
16 

母

ニ
蛸
ヲ
送
ル
事

｜同｜

上
打

客母
ト尭
物，姿
語1ヲ
ス 撃
ノレ 事
ヲ

立
聞ノ

一一 l弓号｜ 一－

l同｜｜文｜｜同｜

足
之
庇
ヲ
見
テ
泣
事

ーと
18 

ヒ
川口

事ー

－一円
h
U

一
円
，
L

~~I同｜門

女
火

－一
趣
ク
事

上
28 

子
ヲ
捨
テ
姪
ヲ
抱
事

上
初

女
桑
ヲ
取
ル
事

上
お

上
65 

臥日
婁
骸
ヲ
掩
フ
事

一同いい一

二
の
廿
六

扉
風
に
女
の
給
を
き
関
岡
国
一

l同｜

下
92 

扉
風

一一
女
ノ
緒
ヲ
悪
事

ら
ふ
事

右
の
よ
う
に
『
見
ぬ
世
の
友
』
の
女
部
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
『
語
圏
』
に
負
う
て
い
る
こ

と
が
分
っ
た
。

結
論
と
し
て
、
作
者
は

『
語
圏
』
の
中
で
女
性
に
関
し
た
も
の
だ
け
を
抜
き
出
し
、
そ
れ

を
『
見
ぬ
世
の
友
』
女
部
に
編
集
し
直
し
た
だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
新
し
く
作
者
が
付
与

し
た
話
は

一
の
一
女
は
徳
を
木
と
す
る
事

〈
貌
略
〉

一
の
二
貧
な
り
し
時
の
妻
を
捨
さ
る
事

〈
後
漢
書
〉

一
の
三
閲
雌
危
斯
を
な
ん
ず
る
事

〈
世
説
〉

一
の
四
娘
を
み
な
し
子
の
方
へ
っ
か
は
す
事

〈
宋
書
〉

一
の
五
百
日
に
な
り
た
る
娘
を
む
か
ゆ
る
事

〈
な
し
〉

一
の
六
恩
を
報
ず
る
背景

〈
晋
書
〉

一
の
七
婚
姻
の
心
得
の
事

〈
宋
史
〉

一
の
八
妻
お
っ
と
を
こ
ろ
さ
す
る
事

〈
左
惇
〉

二
の
一
悪
女
の
人
ま
ね
の
事

〈
荘
子
〉

二
の
三
満
安
仁
張
孟
陽
が
事

〈
語
林
〉

二
の
八

雪
を
も
の
に
た
と
ゆ
る
事
〈
晋
書
〉

二
の
九
新
し
き
衣
装
を
き
ざ
る
事

〈
な
し
〉

二
の
主
一
貞
女
の
事

〈
唐
書
〉

の
日
話
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
見
ぬ
世
の
友
』
女
部
は
新
し
く
話
を
追
加
し
た
の
で
は
な
く
、
殆
ど
を

『
語
園
』
の
中
の
女
性
に
関
し
た
話
か
ら
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
序
文

O
で
あ
げ
た

「
追
加
」
と
い
う
こ
と
ば
は
そ
の
意
味
に
応
わ
し
く
な
い
こ
と
ば
だ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ

は
正
し
く
追
加
し
た
と
い
う
意
味
で
な
く
、
新
し
く
『
語
園
』
を
編
集
し
直
し
た
、
と
い
う

意
味
で
捕
ら
え
る
可
き
言
辞
だ
っ
た
。
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此
等
仮
名
草
子
周
辺
に
位
置
す
る
各
翻
訳
作
品
に
は
共
通
な
類
話
が
数
多
く
見
出
さ
れ
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d匂 プて 三E:. IZ9 三三
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酒

OJ刈 76 75 74 73 72 71 70 69んム
は．
欠
落
個
所

片
八

f.2l 

ナ仲
F、

IZ9 IZ9 
寸ー 寸ー
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〈 歩

食 物

非
vm

f丹

ブ什
九4

寸ー

IZ9 
寸ー

三五
寸ー

4ff-

IZ9 
十

ヨヨL
寸ー

オ枠

IZ9 

－← 

五
十

チf十

四
十
三

＋仲
Eヨ

四
十
四

チ枠
三E:.

四
十
五

品
川
穴

四
十
六

チ什
F己

四
十
七

は

順

不

同
。

99 98 97 96 95 94 R⑪ 90 89 
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→ー 寸ー 寸ー →ー ート
ニニーー チ，＿， /'-

〈 ト

断 酒

114 113 112 Ill 110 109 108 107 （虫）（思） 102 100*101 
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以
上
の
様
に
欠
落
個
所
が
日
ケ
所
で
あ
り
、
順
不
同
の
個
所
も
わ
ず
か
2
ケ
所
と
い
う
結

果
が
出
て
い
る
。
如
何
に
『
語
閤
』
に
忠
実
に
従
っ
た
か
が
窺
い
知
れ
よ
う。

だ
が
次
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
欠
落
個
所
白
話
の
内

m話
は
女
部
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
総
体
と
し
て
削
除
さ
れ
た
の
は

語

圏

上

＠

女

魯

国
ヲ
憂
ル
事

列
女
惇

同

下

＠

蜘

蚊

集
レ
パ

喜
ヒ
来
ル
事

西
京
雑
記

同
下
（
側
）
飯
ノ
異
同
ヲ
疑
事

史

記

の
3
話
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

で
は
一
体
ど
の
よ
う
な
話
が
抜
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
語
圏
』
の

1
J
幻
ま
で

は
主
に
小
さ
な
子
供
の
事
を
中
心
と
し
た
話
だ
っ
た
。
所
、
が
そ
の
内
で
も
お
J
四
は
子
供
の

話
に
せ
よ
母
の
い
さ
め
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
そ
の
賢
母
の
話
で
あ
る
点
に

注
目
し
て
こ
れ
ら
一

連
の
話
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に
、
お
女
火

一
一
趣
ク
事

ぬ
女
桑
ヲ
取
ル
事

犯
品
ヲ
掩
テ
説
ス
ル
事

犯
妻
ヲ
取
テ
金
ヲ
捨
ル
事

日

女
魯
国
ヲ
愁
ル
事

日
雨
車
道
ヲ
争
フ
事

等
す
べ
て
女
性
に
関
す
る
話
は
殆
ど
抜
き
去
っ
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て
い
る
。
更
に
、
九

強
ヲ
撰
事

万
統
ヲ
ヒ
カ
セ
テ
聾
ヲ
取
事
等
は
聾
を
と
る
と
い
う

話
だ
が
、
こ
れ
も
女
性
の
話
と
し
て
抜
い
て
い
る
。
特
に
下
初
期
鵡
賊
ヲ
告
事

は
表

に
よ
っ
て
も
分
る
様
に
鶴
や
鳩
や
長
等
鳥

一
般
の
話
に
登
場
し
、
こ
の
話
の
限
点
は
鶴
鵡
が

賊
の
名
を
告
げ
た
と
い
う
点
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
賊
が
実
は
殺
さ
れ
た
夫
の
妻
と
密
通
し

て
い
た
と
い
う
関
連
だ
け
で
抜
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
話
の
テ
l
マ
は
重
要
視
し
な
い
で

外
形
的
な
相
関
だ
け
で
抜
き
出
し
た
点
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
事
は

下

回

肉

陣

之

事
や

下
回
扉
風
ニ
女
ノ
緒
ヲ
悪
事
に
も
共
通
し
て
い
る
。
更

に

下

山

妻
ヲ
タ
ブ
ラ
カ
シ
テ

酒
ヲ
飲
ム
事
等
に
至
っ
て
は
も
は
や
妻
が
登
場
す
る
だ
け
で
本
質
的
に
女
性
の
話
と
は
言
い

難
い
。
あ
く
ま
で
も
酒
の
話
で
あ
り、

妻
を
だ
ま
し
た
酔
漢
の
話
で
あ
る
。

以
上
よ
り
次
に
『
見
ぬ
世
の
友
』
女
部
と
『
語
園
』
と
の
関
係
を
記
し
て
み
よ
う
。
門
川
一

内
は
引
用
書
目
名
で
あ
り
、
同
じ
場
合
は
一
回
と
記
す
。

『見
ぬ
世
の
友
』
女
部

一
の
九

一
の
十

一
の
十

一
の
十
二

一
の
十
三

一
の
十
四

一
の
十
五

一
の
十
六

二
の
二

二
の
四

い婿
とを
をえ
ひら
か む
せ 事

品目
緊

む
こ
を
と
る
事

右

嬰自 両
鵡と
盗 な
をり
つ 貧
ぐ 富
る の
事事

｜芳llI新｜
一元II話l
門戸J ！注｜語｜事｜一

女
を
よ
る
家

へ
い
れ
ざ

る
事

妻
を
た
ぶ
ら
か
し
て
酒

を
の
む
事

冠
の
緒
を
き
る
事

肉
陣
の
事

炉1'

を
掩
で
ざ
ん
す
る

Iii 

事桃
の
わ
け
を
君
に
ま
い

ら
す
る
事

開
聞
閣
同一

閣制
団
一

同
剛
一

l~I 
上『
74 語

国
公ロム 巴＝
耳 三
ヲ

撰~
司平手

｜同｜

」二
75 

女 鵠 雨ヲ綜
ヲ鵡隣古取1レヲ
夜1レ賊 貧 J 事 ヒ
家 ヲ 富 カ
ニ告ノ セ

入 v 事事 テ

子同 ｜雨空
手U ー｜｜同｜

J: 
67 

下
部

ピ
l
F
O

一口。
-F 
I 011 

飲ム 妻
事 ヲ

タ

フ
フ

カ
シ

ア

酒
ヲ

｜同l

下

冠
ノ
緒
キ
ル
、

事

下
回

肉
陣
之
事

－4

円
ノ一
｝

－nべU

品
ヲ
掩
テ
一
唱団
ス
ル
事

一
一n
H
d

二
円
、

桃
ノ
飴
ヲ
君

－一
興
ル
事
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こ
れ
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
知
れ
る
。

。
書
名
の
由
来
は
徒
然
草
十
三
段
に
よ
る
こ
と
。

。

『
語
圏
』
を
翻
訳
す
る
だ
け
で
は
な
く

「
女
部
」
を
追
加
し
た
る
事
。

②

日
本
の
故
事
で
は
な
く
中
国
の
故
事
に
典
範
を
求
め
た
と
い
う
編
集
態
度
。

⑮
唐
の
こ
と
ば
に
昏
い
手
弱
女
を
導
か
ん
と
い
う
編
集
意
図
。

等
で
あ
り
、
当
代
文
壇
風
潮
た
る
啓
蒙
教
訓
的
姿
勢
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に

O
の
女
部

追
加
の
条
は

『
語
園
』
に
な
か
っ
た
発
展
的
要
素
の
体
を
見
せ
て
い
る
。

主
5

『
語
圏
』

に
は
総
計
2
1
2

（
管
見
の
一
本
は
2
1
1
）
の
説
話
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
『
見
ぬ
世
の
友
』
で
は
上
巻
臼
中
巻
町
下
巻
叩
（
上
、
中
、
下
の
呼
称
は
柱
刻
に

よ
る
）
女
部
一
巻
目
二
巻
町
却
（
女
部
の
呼
称
は
目
録
題
に
よ
る
）
総
計
2
2
1
の
話
が
載
っ

て
い
る
。
『
見
ぬ
世
の
友
』

は

『
語
圏
』
の
翻
訳
作
品
で
あ
る
た
め
そ
の
殆
ど
の
説
話
を

『
語

園
』
掲
載
順
序
に
従
っ
て
記
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
の
仕
方
は
雑
然
と
見
え
る
が
よ
く
検
討

し
て
み
る
と
あ
る
一
定
の
テ
l
マ
に
従
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
み
た
い
で
あ
る
。
や
斗
煩
雑

で
あ
る
が
、
両
書
の
関
係
を
説
話
順
番
の
番
号
に
よ
っ
て
表
示
し
て
み
よ
う
。

引
引
川
副
到
叶
叶
引
副

一

上

一

日

…

一

一

日

ハ一

d
斗

品

目

1i
円

4

5

一
2っL

、

3

q

u

I
1

つL4
 

ゥ
4

一つん

一
一
一
円
一
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注
1

仮
名
草
子
に
は
往
々
に
し
て
著
者
名
を
附
さ
な
い
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
本
作
品
も

そ
の
一
つ
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
『
国
書
総
目
録
』
を
播
い
て
み
て
も
作
者
名
を
見
出
す
事
が

で
き
な
い
。

管
見
の
一
本
は

明
暦
四
戊
戊
天
大
族
吉
日

の
刊
記
を
持
つ
、
五
巻
五
冊
木
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。

書
離
は
京
都
二
条
寺
町

（
拾
哨
堂
）
こ
と
野
田
弥
兵
衛
版
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
文
十
年
刊
、
十
一
年
刊
等
書
籍
目

録
（
『
斯
道
文
庫
編
』
）
「
懐
宇
和
書
類
」
の
部
を
通
検
す
る
と
作
者
に
辻
原
元
甫
と
あ
る
。

『
日
本
古
典
全
書
仮
名
草
子
集
』
所
載
野
田
寿
雄
氏
解
説
を
は
じ
め
、
他
論
考
に
も
作
者
名

を
辻
原
元
甫
と
扱
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
前
記
書
籍
目
録
等
の
記
載
に
従
っ
て
本
稿
で
も

辻
原
元
甫
の
作
品
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。

内
容
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
を
仮
名
草
子
と
い
う
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

採
り
入
れ
る
事
に
は
異
論
が
あ
る
。
仮
名
草
子
と
い
う
名
称
を
文
芸
的
用
語
と
し
て
の
み
と

ら
え
る
限
り
混
濁
は
免
れ
得
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
文
芸
的
と
い
う
概
念
自
体
が
陵
昧
に
す

ぎ
る
。
更
に
、
『
見
ぬ
世
の
友
』
は
そ
れ
ら
仮
名
草
子
の
中
で
も
よ
り
前
代
に
位
置
し
て
い

る
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
冨
士
昭
雄
氏
は

「仮
名
草
子
周
辺
の
問
題
」
で
木
作
品
に
言

注
2

及
さ
れ
、
本
作
品
等
は
所
謂

「小
説
」
の
範
陪
に
は
入
れ
難
い
と
し
て
代
わ
り
に
近
世

「
説

花

〈
昭 明
和 三 国
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話
」
「随
筆
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
立
て
ら
れ
て
木
格
的
仮
名
草
子
群
と
区
別
す
る
べ
き
だ
と
提

唱
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
は
仮
名
草
子
全
般
に
亘
る
小
説
概
念
の
問
題
を
含
む
た
め
、
暫
く
筆
を
置
き
た

h
b
 前

記
古
典
全
書
本
解
説
に
よ
る
と
、
仮
名
草
子
中
国
文
学
翻
訳
作
品
と
し
て
は
、
『
戒
殺

物
語
』
『
釈
朔
八
相
物
語
』

等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
口
『
戒
殺
放
生
物
語
仮
名
』
に
就
い
て

は
、
近
年
小
川
武
彦
氏
に
よ
っ
て
そ
の
説
話
の
多
く
を

『戒
殺
放
生
文
』
及
び
、
明
代
善
書

法

3

た
る
『
廼
吉
録
』
に
典
拠
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
後
者
に
関
し
て
も
青
山
忠

注
4

一
氏
の
論
考
が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
作
品
も
一
条
兼
良
作

『
語
圏
』
の
翻
訳
物
で
あ
る
こ
と

が
判
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
今
、
そ
の
序
文
を
記
し
て
み
る
。

も
と
よ
り
世
に
お
こ
な
は
れ
し
語
圏
と
い
へ
る
者
は
か
た
じ
け
な
く
も
一
保
禅
閣
の

御
作
な
り
此
公
は
和
漢
風
月
の
才
た
ぐ
ひ
ま
れ
な
る
御
聞
へ
あ
り
け
れ
ば
菅
丞
相
の
後

は
公
よ
り
外
に
お
し
つ

x
き
給
へ
る
人
な
し
と
ぞ
い
ひ
っ
た
へ
侍
る
な
り
き
れ
ば
に
や

か
斗
る
書
を
あ
ら
は
し
を
き
給
ひ
て
唐
の
こ
と
ば
に
く
ら
き
と
も
が
ら
に
巻
を
出
ず
し

て
天
か
下
の
こ
と
わ
ざ
を
し
ら
せ
給
は
ん
と
の
御
こ
L

ろ
ざ
し
い
と
あ
り
が
た
き
御
め

ぐ
み
な
ら
ず
や
今
こ
れ
に
な
ら
ひ
た
て
ま
つ
り
で
か
の
や
ま
と
こ
と
ば
の
み
を
も
て
あ

そ
び
て
も
ろ
こ
し
の
さ
か
し
お
ろ
か
な
る
し
な
y
〈
＼
を
も
わ
き
ま
へ
し
ら
ぬ
た
を
や
め

を
も
み
ち
ひ
か
め
と
て
女
の
部
を
追
加
し
て
見
ぬ
世
の
友
と
そ
名
づ
け
侍
る
こ
れ
や
兼

好
法
師
が
ひ
と
り
と
も
し
火
の
も
と
に
ふ
み
を
ひ
ろ
げ
て
と
い
ひ
し
を
げ
に
と
思
ひ
て

こ
そ

23 
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た
ち
を
数
名
あ
と
に
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス

デ
ル
・
リ
オ
神
父
こ
れ
に
つ
い
て
は
参
照
し
た
ハ
ン
ザ
l
版
と
ア
ウ
フ
パ
ウ
版
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
人
物
を
挙
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
を
採
る
べ
き
か
決
め
手
に
な
る
も

の
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
両
者
を
併
記
し
て
お
く
。
（
ハ
ン
ザ
l
版
）
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ル
・
リ
オ
（
一
五
五
一
l
l

一
六

O
八
）
ス
ペ
イ
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会

士
。
魔
女
裁
判
で
大
い
に
活
用
さ
れ
た
『
魔
女
に
関
す
る
研
究
』
（
一
六

O
O）
の
著

者
。
（
ア
ウ
フ
パ
ウ
版
）
ル

l
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
デ
ル
・
リ
オ
ス
ペ
イ
ン

の
狂
信
的
宗
教
家
。

一
五
六
七
年
オ
ラ
ン
ダ
で
ア
ル
パ
に
よ
り
宗
教
裁
判
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
メ
ン

バ
ー
。

ア
ル
ガ
ル
ベ
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
最
南
端
地
方
ま
た
そ
の
昔
の
小
王
国
。

人
相
学

J
・
C
－
ラ
l
ヴ
ァ

l
タ
l
（
一
七
四
一
ー
ー
一
八

O
一
）
の
『
人
相
学
断
片
』

（
四
巻
・
一
七
七
五
1

七
八
）
に
対
す
る
榔
撒
。
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
と
の
聞
に
一
七
七
五

年
文
通
に
よ
る
親
交
が
は
じ
ま
る
が
、
頭
や
顔
の
形
か
ら
性
格
を
云
々
す
る
人
相
学
に

関
し
て
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
は
疑
念
を
表
明
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
（

『
ド
イ
ツ

の
メ

ル
ク
l
ル
』
誌
、
一
七
七
五
）
。

（
原
註
）
エ
ポ
プ
ト
（
観
照
家
）
と
は
、
試
練
に
耐
え
た
あ
と
、
エ
レ
ウ
シ
ス
で
行
わ

れ
る
（
女
神
デ
メ
テ
ル
祭
典
の
｜
｜
訳
註
）
大
い
な
る
秘
儀
の
観
照
を
許
さ
れ
た
者
た

ち
の
こ
と
で
あ
る
。

グ
ラ
エ
ク
リ

（
原
註
）
と
う
て
い
信
じ
が
た
い
多
筆
家
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
驚
く
べ
き
体
力
や
大

食
に
つ
い
て
の
驚
異
を
語
ら
れ
て
い
る
男
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
は
た
っ
ぷ
り
肥
ら
せ

た
牡
牛
を
肩
に
か
つ
い
で
三
百
歩
運
び
、
し
か
る
の
ち
、
げ
ん
こ
つ
を
一
発
く
ら
わ
し

て
殺
す
と
、
一
日
で
平
ら
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
D

（
ク
ロ
ト
ナ
は
現
ク
ロ
ト
l
ネ。

南
部
イ
タ
リ
ア
、
カ
ラ
ブ
リ
ア
に
あ
る
都
市
。
第
二
ポ
エ
ニ
戦
役
の
戦
場
と
な
っ
た
｜
｜

訳
註
）

（
原
註
）
人
類
の
半
分
に
憎
ま
れ
る
さ
か
し
ら
さ
｜
｜
と
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
ム

ス
・
マ
グ
ネ
ヌ
ス
は
こ
れ
を
そ
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
伝
に
お
い
て
呼
ん
で
い
る
。

ハ
l
ゲ
ド
ル
ン
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ

l
ゲ
ド
ル
ン
（
一
七

O
八
l
一
七
五

四
）
ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義
時
代
初
期
の
詩
人
。
こ
こ
で
は
彼
の
次
の
詩
が
下
地
に
あ

る。

41 40 42 43 44 45 
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よ
し
ん
ば
奥
方
眉
目
う
る
わ
し
く
と
も

そ
の
甘
い
煽
び
に
彼
は
歓
喜
し

心
乱
す
も
の
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
・

接
吻
の
か
す
か
な
音
を
耳
に
し
な
が
ら

妻
の
貞
淑
を
思
い

他
の
人
が
不
実
に
気
を
病
む
時

煩
悶
に
と
り
つ
か
れ
る
こ
と
も
な
い

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
二
の
舞
彼
が
狂
乱
の
女
た
ち
（
メ
ナ
ン
デ
ス
）
に
八
裂
き
に
さ
れ

た
こ
と
を
い
う
。

（
原
註
）
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
『
博
物
誌
』
の
中
に
真
偽
と
り
ま
ぜ
た
話
を
集
め
て
い
る
が
、

そ
の
第
一

O
巻
第
四
九
章
に
お
い
て
大
真
面
目
に
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
デ
モ

ク
リ
ト
ス
は
そ
の
著
作
の
一
つ
に
あ
る
種
の
鳥
の
名
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
血
の
混
っ
た

中
か
ら
蛇
が
生
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
そ
れ
を
（
酢
と
油
を
そ
え
て
と
彼
は
言
っ
て
い

な
い
）
食
べ
た
者
が
そ
の
時
か
ら
鳥
た
ち
の
語
り
あ
う
こ
と
を
す
べ
て
理
解
す
る
と
い

う
特
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
馬
鹿
話
が
（
彼
の
言
に
よ
る

と
）
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
著
作
に
は
ひ
し
め
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
そ
れ
ら
に
関
す

る
文
章
を
知
っ
た
か
ぶ
り
に
彼
は
そ
の
書
物
の
別
な
箇
所
に
拾
い
集
め
て
い
る
。
し
か

し
ゲ
リ
ウ
ス
（
一
二
三
頃

l
一
六
五
、
ロ
ー
マ
の
文
法
家
）
は
わ
が
哲
学
者
を
プ

リ
ニ

ウ
ス
が
断
罪
し
た
よ
り
は
ま
し
な
理
由
を
あ
げ
て
弁
護
し
て
い
る
。
ア
ブ
デ
ラ
人
が
愚

か
に
も
彼
の
本
気
で
言
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
皮
肉
と
取
り
、
冗
談
ご
か
し
に
言
っ
た
こ

と
を
す
べ
て
木
気
と
取
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
ど
ん
な
責
任
が
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
彼
の
死
後
ま
も
な
く
ア
ブ
デ
ラ
流
の
頭
を
し
た
連
中
が
彼
の
考
え
も
及

ば
な
か
っ
た
数
々
の
馬
鹿
話
を
彼
の
名
前
と
名
声
に
か
こ
つ
け
て
ア
ブ
デ
ラ
人
並
み
の

別
人
に
売
り
っ
た
け
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
彼
が
そ
れ
を
妨
げ
ら
れ
た
と
い
う

の
か
。
ど
ん
な
に
あ
き
ま
し
い
こ
と
を
一
六
四
宍
年
に
な
っ
て
ま
で
マ
グ
ネ
ヌ
ス
は
そ

の
『
匙
る
デ
モ
ク
リ
ト
ス
』
の
中
で
彼
に
言
わ
せ
た
か
。
そ
れ
に
あ
の
世
に
い
る
人
が

自
分
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
で
き
る
と
い
う
の
か
。

（
原
註
）
こ
れ
は
多
分
翻
訳
者
（
誰
の
こ
と
か
不
明
｜
｜
訳
者
）
の
誤
り
で
あ
る
。
シ

チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
が
西
イ
ン
ド
諸
島
か
ら
は
じ
め
て
わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
、
わ
が
半
球
の

そ
の
ほ
か
の
地
域
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
鳥
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身

の
知
ら
な
か
っ
た
、
知
ら
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
わ
か
り
き
っ
た
こ
と

だ
か
ら
で
あ
る
。

一 22-
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ア
ル
キ
ノ
オ
ス
の
庭
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
旅
行
の
途
次
、
伝
説
上
の
王
ア
ル
キ
ノ

オ
ス
の
許
に
立
ち
寄
る
が
、
そ
こ
の
庭
の
木
々
は
常
時
実
を
た
わ
わ
に
つ
け
て
い
た
、

と
あ
る
。
（
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
』
第
七
巻
一
一
二
行
以
下
）

テ
レ
ク
リ
デ
ス
前
五
世
紀
中
葉
の
ギ
リ
シ
ア

の
喜
劇
作
家
。
『
ア
ン
フ
ィ
ク
テ
ュ
オ

ネ
ス
（
ア
ン
フ
ィ
ク
テ
ィ
オ

ニ
ア
会
議
員
た
ち
）
』
は
断
片
が
残
っ
て
い
る
。

（
原
註
）
サ
ラ
パ
ン
ダ
夫
人
は
真
実
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。

ド
ル
ノ
ア
夫
人
の
『
去
勢

羊
』
よ
り
も
は
る
か
昔
に
ル
キ
ア
ノ
ス
が
『
真
実
の
話
』
に
お
い
て
、
そ
の
ル
キ
ア
ノ

ス
よ
り
も
は
る
か
昔
に
ギ
リ
シ
ア
の
喜
劇
作
家
メ
タ
ゲ
ネ
ス
や
フ
ェ
レ
ク
ラ
テ
ス
、
テ

レ
ク
リ
デ
ス
、
ク
ラ
テ
ス
、
ク
ラ
テ
ィ
ノ
ス
ら
が
怠
け
者
天
国
や
そ
の
生
活
に

つ
い
て

活
写
し
て
い
る
が
、
こ
の
連
中
は
そ
こ
で
、
近
世
の
で
た
ら
め
話
作
者
の
放
埼
な
空
想

力
が
働
く
余
地
を
残
す
ま
い
と
競
い
あ
っ
て
い
る
。
デ
モ
ク

リ
ト

ス
の
描
い
た
奔
放
き

わ
ま
り
な
い
筆
致
の
部
分
は
、
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
が
そ
の

『食
通
大
全
』
の
第
六
巻
に
書

き
留
め
て
お
い
て
く
れ
た
断
片
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
時
代
農
業
の
神
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
治
世
は
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
人
は
二
一
月
一
七
日
に
こ
の
神
に
サ
ト
ゥ
ル
ナ
リ
ア
な
る

祭
典
を
捧
げ
た
。

（
原
註
）
読
者
の
中
で
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス

・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
も
、
デ
ラ
ン
ド
と
か
ブ

ル
ッ
カ
！
の
批
判
的
哲
学
史
も
、
ま
た
フ
ォ
ル

ミ
氏
や
ロ

・ピ

ュ
シ
ン
グ
氏
の
概
説
な

ど
も
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
方
々
に
誤
っ
た
憶
測
を
さ
せ
な
い
た
め
、
著
者
は
、
こ
こ
に

登
場
す
る
仮
説
が
す
べ
て
尊
敬
お
く
あ
た
わ
ざ
る
古
代
の
、
そ
れ
も
一
部
に
は
多
数
の

支
持
者
信
奉
者
を
擁
し
て
い
る
点
に
留
意
し
て
お
く
。
わ
が
デ

モ
ク
リ
ト
ス

の
意
見
は

た
だ
ひ
と
つ
党
派
を
な
さ
な
か
っ
た
意
見
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
単
に
そ
れ
が
も
っ

と
も
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う。

エ
ン
ベ
ド
ク
レ
ス
前
五
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
万
物
は
火
、
風
、
水
、

地
の

四
元
素
の
混
合
で
あ
り
、
こ
れ
に
相
反
す
る
こ
つ
の
力
、
愛
と
憎
し
み
が
作
用
し
て
、

結
合
あ
る
い
は
分
離
す
る
と
し
た
。
な
お
エ
ト
ナ
山
は
古
代
よ
り
有
名
な
シ
チ
リ
ア
島

東
北
部
の
活
火
山
。

ホ
メ
オ
メ
リ
エ
ン
（
同
質
の
種
子
）
ギ
リ
シ
ア
の

自
然
科
学
者

ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス

（
前
五

O
O頃
｜
四
二
八
頃
）
は
、
世
界
は
ホ
メ
オ
メ
リ
エ
ン
か
ら
成
る
、
と
し
た
。

デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
プ
ラ
ト
ン
『
テ
イ
マ
イ
オ
ス
』
に
よ
る
と
世
界
創
造
者
の

こ
と
。

ゼ
ウ
ク
シ
ス
や
パ
ル
ラ
シ
オ
ス
両
者
と
も
前
四
二

O
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
画
家
。
伝
説

26 27 28 29 30 31 33 32 
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に
よ
る
と
両
人
が
競
争
し
て
、
ゼ

ウ
ク
ツ
ス
は
ぶ
ど
う
を
描
い
た
と
こ
ろ
、
鳩
が
つ
い

ば
み
に
来
、
パ
ル
ラ
シ
オ
ス
が
カ
ー
テ
ン
を
描
い
た
と
こ
ろ
、
ゼ
ウ
ク

シ
ス
は

「絵
が

見
え
る
よ
う
、
カ
ー
テ

ン
を
あ
げ
て
く
れ
」
と
言
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

プ
ネ
ウ
マ
テ
ィ
ク
（
精
気
論
）
ス

ト
ア
学
派
で
は
、
い
っ
さ
い
の
存
在
の
原
理
、
つ

ま
り
す
べ
て
に
内
在
し
す
べ
て
に
浸
透
し
す
べ
て
を
自
己
か
ら
形
成
す
る
生
命
と
理
性

と
を
そ
な
え
た
、
自
己
運
動
す
る
物
質
を
プ
ネ
ウ
マ
（
精
気
）
と
よ
ん
だ
。

世
界
市
民
た
る
者
：
：
：
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
は
こ
の
小
説
の
第
二
巻
ア
ブ
デ
ラ
の
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
第
六
章
に
お
い
て
や
や
詳
細
に

「
世
界
市
民
」
な
る
も
の
に
言
及
し
、
さ
ら
に

《
ロ
自

のゆ

7
2
5
2
m
L
2
同

2
5
0旬
。
一
広
巾
ロ
O
円
仏

g
m》
（
《
ロ
2
叶

2
円
印
の
｝
お
冨

2
r
c
H》

〉
己
∞
ロ
巳
己
・

o
z
o
σ
2
口
∞
∞
・
一
口
一
巧

2
一
日
〈
O
ロ
出
血
ロ

m
2・〉
5
∞白

r
p
E・
ω、
印
・

印印
O
J
可
印
）
に
お
い
て
詳
述
に
取
り
か
か
っ
た
。
第
二
章
ま
で
で
未
完
に
終
っ
た
こ
の

論
文
は
、
そ
の
序
文
に
よ
る
と
『
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
』
に
お
け
る
言
及
が
読
者
の
関
心

を
刺
戟
し
、

種
々
の
反
響
を
呼
ん
だ
た
め
に
執
筆
を
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
本
文
に
あ
る
「
立
場
上
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
い
一
線
」
と
い
う
の
は
、
世
界
市
民
が

そ
の
性
格
か
ら
相
対
的
な
も
の
の
観
方
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
国
家
、
社
会
と

の
関
係
に
お
い
て
例
え
ば
祖
国
に
関
心
を
寄
せ
る
場
合
で
も
他
国
に
先
ん
じ
て
自
国
の

利
益
を
は
か
る
類
の
愛
国
的
立
場
を
取
り
え
な
い
「
一
線
」
を
指
し
て
言
わ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
作
者
は
そ
の
小
説
『
ア
ガ
ト
ン
』
（
初
版
一

七
六
六
J
六
七
年
）
に

お
い
て
主
人
公
ア
ガ
ト
ン

に
「
こ
の
一
個
の
都
市
（
ア

テ
ネ
）
の
利
害
は
わ
た
し
の
目

に
は
あ
ま
り
に
小
さ
な
問
題
で
あ
り
、
人
類
全
体
の
福
祉
に
先
行
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
（
第
七
巻
第
七
章
）
と
言
わ
せ
て
、
一
国
の
良
き
市
民
で
あ
る
こ
と
が
同
時

に
世
界
市
民
の
資
格
に
な
る
と
い
う
道
を
模
索
さ
せ
て
い
る
。

ベ
ー
コ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（
一
五
六
一
ー
ー
二
ハ
二
六
）
哲
学
者
、
政
治
家
。

イ
ギ
リ
ス
唯
物
論
及
び
経
験
学
の
父
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
は
経
験
の
源
と
し
て
、
自

然
観
察
を
第
一
に
お
き
、
単
な
る
思
弁
を
し
り
ぞ
け
た
。

ボ
リ
チ
ウ
ス
オ
ラ
I
フ
・
ボ
ル
チ
ウ
ス
（
一
六
二
六
1

一
六
九

O
）

デ

ン

マ
ー
ク

の
医
者
、
文
献
学
者
。
ヴ
ィ

I
ラ
ン
ト
は
、
『
ア
ブ
デ
ラ
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス

の
錬
金
術

に
関
す
る

一
考
察
』
（
一
七
七
五
）
で
彼
の
こ
と
を
榔
撤
し
て
い
る
。

（
原
註
）
ク
セ
ル
ク
セ
ス
は
、
そ
の
対
ギ
リ
シ
ア
人
の
遠
征
の
折
に
数
日
間
ア
ブ
デ
ラ

の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
父
の
も
と
に
本
営
を
お
い
た
こ
と
が
あ
り
、
当
時
ま
だ
ご
く
若
か

マ
1
ギ
ア

っ
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
を
愛
で
て
、
彼
の
よ
り
よ
い
教
育
の
た
め
に
と
連
れ
て
い
た
学
者

- 21 -
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な
た
は
私
た
ち
に
秘
伝
を
見
破
ら
れ
た
く
な
い
だ
け
な
ん
だ
わ
。
私
た
ち
は
あ
な
た
に
つ
き

ま
と
っ
て
離
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
、
覚
悟
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
私
た
ち
は
竜
を
見
た
い
の
よ
、

触
っ
た
り
、
臭
い
を
か
い
だ
り
、
味
わ
っ
た
り
、
皮
と
骨
ご
と
食
べ
て
み
た
り
し
た
い
の
、

や
は
り
｜
｜
あ
な
た
は
お
っ
し
ゃ
る
べ
き
ょ
、
何
故
い
け
な
い
の
か
き

註

2 

ヒュ

ベ
ル
ボ
ル
ス
大
口
の
人
、
ほ
ら
吹
き
の
意
。

オ
ペ
ラ

・
ブ
フ
ア

（
原
註
）
イ
タ
リ
ア
の
喜
歌
劇
（
一
八
世
紀
に
発
達
し
た
｜
｜』
訳
註
）
と
多
少
類
似
点

の
あ
る
ギ
リ
シ
ア
の
茶
番
狂
言
。
こ
の
種
の
も
の
を
わ
れ
わ
れ
が
知
る
手
が
か
り
と
し

て
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
キ
ュ
ク
ロ
プ
ス
』
が
た
だ
一
つ
残
存
し
て
い
る
だ
け
だ
。

ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
前
五
二
五
頃

l
l四
五
六
ギ
リ
シ
ア
三
大
悲
劇
詩
人
中
の
最

初
の
人
。
『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
』
『
縛
ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
』
な
ど
七
篇
が
伝
存
し
て
い

る。

3 4 

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
前
四
八
五
頃
l
四

O
六

頃

ギ

リ
シ
ア

三
大
悲
劇
詩
人
中
の
最
後
の

人
。
彼
は
伝
統
、
宗
教
、
神
話
を
そ
の
ま
ま
許
容
す
る
こ
と
な
く
、
つ
ね
に
批
判
的
立

場
に
立
ち
、
新
し
い
傾
向
と
手
法
を
示
し
た
。
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
『
エ
レ
ク
ト
ラ
』
な

ど
一
八
篇
が
伝
存
し
て
い
る
。

ア
リ
ス
ト
ア
ァ
ネ
ス
前
四
四
五
頃
｜
三
八
五
頃
ギ
リ
シ
ア
の
大
喜
劇
詩
人
。
『平

和
』
『
蛙
』
『
雲
』
な
ど
一
一

篇
が
伝
存
し
て
い
る
。

ア
ガ
ト
ン
前
四
五

O
頃
ア
テ
ネ
に
生
る
。
悲
劇
詩
人
。
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
は
、

彼
が
悲
劇
の
競
演
に
お
い
て
勝
利
を
得
た
の
を
祝
っ
て
開
か
れ
た
宴
の
こ
と
を
書
い
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

シ
キ
ュ
オ
ン
コ
リ
ン
ト
西
北
地
方
の
古
代
都
市
。

ヘ
カ
ベ
ト
ロ
イ
ア
の
プ
リ
ア
モ
ス
王
の
妻
。

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
前
四
九
六
四

O
六
ギ
リ
ジ
ア
の
悲
劇
作
家
。
彼
の
劇
は
、
ア
ヅ

テ
ィ
カ
悲
劇
の
技
巧
的
完
成
の
頂
点
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
』

『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
な
ど
七
悲
劇
の
ほ
か
多
少
の
断
片
が
現
存
し
て
い
る

J

デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
前
四
一

二
三
二
三
黒
海
沿
岸
シ
ノ
ベ
生
れ
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学

者
。
無
欲
こ
そ
人
間
に
独
立
と
自
由
を
保
証
す
る
も
の
と
考
え
、
栂
に
住
ん
だ
。
詰
誰

と
機
知
に
富
む
哲
人
「
樽
の
中
の
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
」
と
し
て
有
名
。
コ
リ
ン
ト
で
し
ば

5 6 7 8 9 10 

12 11 

ら
く
奴
隷
の
身
で
あ
っ
た
。

グ
リ
ュ
ル
ス
子
豚
、
き
た
な
い
人
の
意
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
前
四
六
九
l
三
九
九
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
貴
族
政
体
の
擁
護
者
と

し
て
若
者
を
煽
動
し
民
主
政
体
を
お
び
や
か
し
た
と
告
発
さ
れ
、
死
刑
の
宣
告
を
受
け

毒
杯
を
仰
い
だ
。

祭
司
長

エ
ウ
リ
ュ
メ
ド
ン
・
：

・
こ
の
話
は

p
・ベ

l
ル
（
一
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の

哲
学
者
）
の
『
歴
史
的
批
評
的
辞
典
』
の
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
の
項
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
三
世
紀
前
半
頃
の
哲
学
史
家
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス

・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス

（
『
哲
人
伝
一

O
巻
』
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

ネ
ス
ト
ル
ト
ロ
イ
ア
戦
争
の
際
の
ギ
リ
シ
ア
軍
最
長
老
の
将
軍

J

蛙
鼠
戦
争
『
イ
リ
ア
ス
』
を
茶
化
し
た
前
五
世
紀
頃
の
訊
刺
的
叙
事
詩
の
題
名
。
ァ

ブ
デ
ラ
と
レ
ム
ノ
ス
問
の
戦
争
は
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
の
創
作
。

（
原
註
）
ア
テ
ネ
人
が
メ
ガ
ラ
と
戦
争
す
る
ま
と
も
な
理
由
は
な
に
ひ
と
つ
な
か
っ
た
、

あ
る
と
す
れ
ば
（
ア
リ
ス
ト
ア
ァ
ネ
ス
の
言
を
信
じ
て
よ
い
も
の
な
ら
）
メ
ガ
ラ
の
若

者
数
名
が
、
メ
ガ
ラ
の
遊
女
一
人
を
位
致
さ
れ
た
仕
返
し
に
、
ア
ス
パ
シ
ア
の
遊
女
養

成
所
か
ら
若
い
女
を
二
、
三
人
位
致
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ス
パ
シ
ア
は
ベ

リ
ク
レ

ス
を
、
。
へ
リ
ク
レ
ス
は
ア
テ
ネ
を
思
い
の
ま
ま
に
で
き
た
、
か
く
て
メ
ガ
ラ
に
対
し
宣

戦
が
布
告
さ
れ
た
。

チ
ュ
ニ
ス
ク
ス

犬
、
吠
え
る
犬
、
か
み
つ
く
犬
の
意
。

ピ
テ
カ

社
猿
の
意
。

フ
ァ

l
マ
こ
れ
全
身
耳
と
舌
だ
け
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ロ

l
マ
神
話
の
噂
の
女

市中
。

ょっ小
hグ

リ
ュ
プ
ス
ラ
イ
オ
ン
の
胴
、

鷲
の
頭
と
翼
を
も
っ
怪
物
。

ギ
ム
ノ
ゾ
フ
ィ
ス
ト
（
裸
の
行
者
）
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
行
者
（
瑞
伽
師
）
を
指
す
ギ
リ

シ
ア
の
呼
称
。

メ
デ
ィ
チ
家
の
ヴ
ェ
ヌ
ス
前
の
所
有
者
メ
デ
ィ
チ
に
ち
な
ん
で
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば

れ
て
い
る
前
三
世
紀
の
彫
刻
。

ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
娘
た
ち
ス
パ
ル
タ
の
娘
た
ち
。
そ
の
教
育

・
訓
練
に
つ
い
て
は
例

え
ば
太
田
秀
道
著
『
ス
パ
ル
タ
と
ア
テ
ネ
』
（
岩
波
新
書
）
一
八
八
頁
を
参
照
。

ク
ラ
テ
ュ
ロ
ス
前
五
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
プ
ラ
ト
ン
の
最
初
の
哲
学
教

師
と
い
わ
れ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
『
ク
ラ
テ
ュ
ロ
ス
』
に
登
場
。

- 20 
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「
お
聞
き
の
通
り
の
ま
だ
子
供
な
ん
で
す
」
母
親
が
言
っ
た

「多
く
の
方
々
が
、
私
の
妹

で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
る
く
ら
い
、
体
ば
か
り
大
き
く
な
っ
て
。
小
娘
の
言
う
た
わ
言
な

ど
、
気
に
な
さ
ら
な
い
で
、
自
分
が
何
を
言
っ
て
る
か
も
、
ま
だ
わ
か
っ
ち
ゃ
い
な
い
の
よ
」

「
ナ
ニ
オ
ン
に
は
感
受
性
が
あ
り
ま
す
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
言
っ
た

「自
然
の
戸
を
聞
き

と
る
心
が
あ
り
ま
す
、
も
し
か
し
た
ら
理
解
の
点
で
は
、
む
し
ろ
｜
｜
」

「
お
お
、
後
生
で
す
か
ら
、
う
ち
の
お
馬
鹿
さ
ん
を
こ
れ
以
上
増
長
さ
せ
な
い
で
ち
ょ
う

だ
い
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、
結
構
こ
ざ
か
し
く
、
こ
ま
し
b

く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
｜
｜
」

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
思
っ
た
、
こ
の
ま
ま
伸
び
て
さ
え
く
れ
れ
ば
、
万
万
歳
だ
。
こ
の
調
子

で
い
け
ば
、
小
さ
な
ナ
ニ
オ
ン
の
頭
と
心
に
は
ま
だ
望
み
が
持
て
る
だ
ろ
う
。

「木
題
に
戻
り
ま
し
ょ
う
よ
（
ア
ブ
デ
ラ
女
は
続
け
た
が
、
こ
の
女
、
ど
う
い
う
わ
け
で

そ
う
な
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
よ
く
考
え
て
み
た
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
ナ
ニ
オ
ン
の
母
と
い
う

名
誉
に
気
づ

い
て
い
な
か
っ
た
）
鳥
の
言
葉
を
ど
う
や
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

説
明
し
て
下
さ
る
の
で
し
ょ
う
」

わ
れ
わ
れ
に
は
、
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
を
公
平
に
扱
う
義
務
が
あ
る
か
ら
、
隠
さ
ず
言
う

が
、
彼
女
た
ち
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
言
っ
た
鳥
語
に
つ
い
て
の
知
識
は
す
べ
て
単
な
る
知

っ
た
か
ぶ
り
に
す
ぎ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
こ

の
話
題
の
続
き
が
彼
女
た
ち
の
感

興
を
ひ
ど
く
殺
ぐ
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
彼
女
た
ち
は
、

信
じ
て
は
い
な
い
の
に
、
や
は
り
信
じ
て
し
ま
う
よ
う
な
話
を
聞
く
の
が
な
に
よ
り
好
き
だ

ジ

ピ

ュ

V

っ
た
か
ら
で
あ
る
、
例
え
ば
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
や
海
坊
主
、
お
い
ぼ
れ
魔
女
、
妖
魔
、
お
化

け
、
幽
霊
な
ど
、
こ
の
類
の
も
の
な
ら
何
で
も
い
い
わ
け
で
、
鳥
の
言
葉
も
こ
の
部
類
に
は

い
る
も
の
と
彼
女
た
ち
は
考
え
た
。

「
こ
れ
は
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
返
答
し
た

「
私
が
メ
ン
フ
ィ
ス
で
、
エ
ジ
プ
ト
流
の
秘
儀

に
招
じ
入
れ
ら
れ
た
と
き
、
そ
こ
の
祭
司
長
か
ら
学
ん
だ
秘
伝
で
す
。
彼
は
ひ
上
ろ
長
い
や

せ
た
男
で
、
ひ
じ
よ
う
に
長
い
名
前
を
持
ち
、
そ
れ
よ
り
も
長
い
白
髪
の
ひ
げ
は
、
腰
帯
に

ま
で
達
し
て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
方
な
ら
別
世
界
の
男
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
、
そ

れ
ほ
ど
に
荘
厳
で
神
秘
的
に
見
え
ま
し
た
よ
、
尖
っ
た
僧
帽
を
か
ぶ
り
、
マ

ン
ト
を
引
き
ず

っ
て
い
る
彼
が
」

ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
の
関
心
は
目
に
見
え
て
高
ま
っ
た
。
後
へ
少
し
離
れ
て
座
っ
て
い
た
ナ

ニ
オ
ン

は
、
左
の
耳
を
サ

ヨ
ナ
キ
ド
リ
に
傾
け
な
が
ら
、
時
ど
き
感
謝
を
こ
め
て
横
目
に
哲

学
者
を
見
ゃ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
彼
は
、
母
親
が
自
分
の
胸
に
目
を
や
っ
た
り
、
犬
に

接
吻
し
た
り
す
る
す
き
を
見
計
ら
っ
て
、
微
笑
で
答
え
て
や
っ
た
。

「秘
伝
の
一
部
始
終
は
」
彼
は
続
け
た

「こ
う
で
す
、
星
辰
が
あ
る
位
置
に
き
た
と
き
、

種
類
の
異
な
る
七
羽
の
鳥
の
（
そ
の
名
前
は
打
ち
明
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
）
首
を
切
り
落
し
て
、

こ
の
目
的
の
た
め
に
地
面
に
掘
っ
た
小
さ
な
穴
に
そ
の
血
を
流
し
込
み
、
月
桂
樹
の
枝
で
穴

を
ふ
さ
い
で
｜
｜
立
ち
去
り
ま
す
。
一
一
一
日
経
っ
た
と
こ
ろ
で
再
び
出
か
け
、
穴
の
お
お
い

を
取
る
と
、
奇
妙
な
姿
の
小
さ
な
竜
が
い
ま
す
、
こ
れ
は
血
が
混
じ
り
合
っ
て
腐
闘
し
た
も

の
の
中
か
ら
生
じ
た
も
の
で
1

l
」

「
竜
で
す
っ
て
」

l
lア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
思
い
思
い
の
驚
き
を
表
に
見
せ
て
叫
ん
だ
。

「
そ
う
、
竜
で
す
、
と
い

っ
て
も
普
通
の
コ

l
モ
リ
と
比
べ
て
さ
ほ
ど
大
き
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
。
こ
の
竜
を
取
り
出
し
て
、

小
さ
く
切
り
刻
み
、
酢
と
油
と
胡
械
を
な
に
が
し
か

混
ぜ
て
、
少
し
も
余
さ
ず
食
べ
尽
し
、
そ
れ
か
ら
床
に
つ
き
、
十
分
寝
具
に
く
る
ま
っ
て
、

二
一
時
間
ぶ
っ
続
け
に
眠
り
続
け
る
の
で
す
。
そ
の
あ
と
目
を
覚
ま
し
、
着
物
を
き
て
、
庭

か
林
に
出
て
行
く
と
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
あ
た
り
中
を
鳥
に
閉
ま
れ
て
挨
拶
を
さ
れ
、
し
か

も
そ
の
言
葉
や
歌
声
が
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
の
問
、
ほ
か
で
も
な
い
カ
サ
サ
ギ
か
小
さ
な
ガ

チ
ョ
ウ
か
シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
で
で
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
よ
く
わ
か
る
と
き
で
は
、
少
な
か

ら
ず
驚
か
れ
る
で
し
上
う
」

デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
に
事
の
始
終
を
平
然
と
真
面
目
く
さ
っ
て
語
っ

て
聞
か
せ
た
も
の
だ
か
ら
、
彼
女
た
ち
は
、
彼
を
信
用
せ
ざ
る
え
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
が

（
彼
女
た
ち
の
意
見
に
よ
れ
ば
）
木
当
で
な
か
っ
た
ら
、
事
の
詳
細
を
あ
そ
こ
ま
で
詳
し
く

話
せ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
て
、
な
お
さ
ら
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
必
要

な
だ
け
は
知
っ
た
も
の
の
、
そ
う
な
れ
ば
な
っ
た
で
、
す
べ
て
が
知
り
た
く
て
、
ま
す
ま
す

い
ら
だ
た
し
い
思
い
に
か
ら
れ
た
。
ーーー

「
と
こ
ろ
で
」
彼
女
た
ち
は
尋
ね
た

「
そ
れ
に
必
要
な
の
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
鳥
で
す
か
。

ス
ズ
メ
、
ア
ト
リ
、
サ
ヨ

ナ
キ
ド
リ
、
カ
サ
サ
ギ
、
ウ
ズ
ラ
、
カ
ラ

ス
、
タ
ゲ
リ
、
フ
ク
ロ

ウ
な
ど
が
も
し
や
そ
の
中
に
い
る
の
で
は
。
竜
は
ど
ん
な
外
見
を
し
て
い
ま
す
の
。
翼
は
あ

り
ま
す
か
。
何
枚
あ
る
の
か
し
ら
。
色
は
黄
か
し
ら
、
そ
れ
と
も
緑
か
、
青
か
、
パ
ラ
色
か

し
ら
。
火
を
吐
き
ま
す
の
。
触
ろ
う
と
し
て
も
、
か
ん
だ
り
、
刺
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。
食

べ
る
と
お
い
し
い
で
す
か
。
ど
ん
な
味
か
し
ら
。
消
化
の
具
合
は
。
そ
れ
に
合
う
飲
物
は
」

｜
｜
人
の
良
い
自
然
科
学
者
は
、
四
方
八
方
か
ら
質
問
攻
め
に
合

っ
て
、
さ
す
が
に
血
が
の

ぼ
り
、
結
局
こ
の
喧
騒
を
手
早
く
収
拾
さ
せ
る
に
は
、
今
の
話
は
全
部
、
単
な
る
陣
興
に
で

っ
ち
あ
げ
た
も
の
だ
、
と
木
当
の
こ
と
を
言
う
の
が
い
ち
ば
ん
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。

「
あ
ら
、
誰
が
そ
の
手
に
の
る
も
の
で
す
か
」
｜
｜
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
叫
ん
だ
「
あ

- 19 -
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。
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ま
た
別
な
折
、
美
し
い
春
の
宵
に
、
わ
が
哲
学
者
は
、
一
行
と
共
に
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が

町
の
周
辺
を
美
化
す
る
た
め
に
造
っ
た
庭
園
の
ひ
と
つ
に
出
か
け
た
。

「
本
当
に
美
化
さ
れ
て
い
た
の
？
」
｜
｜
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
っ
て
、

自
然
は
芸
術
よ
り
美
し
く
、
技
巧
を
こ
ら
す
こ
と
と
美
化
す
る
こ
と
と
は
違
う
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
ど
う
し
て
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
に
理
解
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
さ
し
当
っ
て
そ

の
話
題
は
お
く
と
す
る
。

参
会
者
は
、
高
い
園
亭
の
下
、
花
を
ち
り
ば
め
た
や
わ
ら
か
い
芝
生
に
輸
を
作
っ
て
い
た
。

近
く
の
木
の
枝
で
は
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
が
鳴
い
て
い
た
。

一
四
歳
の
ア
ブ
デ
ラ
娘
が
そ
れ
を
聞

い
て
他
の
者
が
感
じ
な
か
っ
た
何
か
を
感
じ
た
ら
し
か
っ
た
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
そ
れ
に
気

づ
い
た
。
や
さ
し
い
顔
立
ち
の
女
の
子
で
、
目
が
生
き
て
い
た
。
ア
ブ
デ
ラ
生
れ
と
は
気
の

毒
な
、
と
彼
は
思
っ
た
。
ア
ブ
デ
ラ
で
お
前
の
感
じ
や
す
い
魂
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
前
を
不
幸
に
す
る
だ
け
で
は
。
い
や
そ
の
心
配
な
ら
ご
無
用
。
母
親
や
祖
母
の
教
育
で
台

な
し
に
な
ら
な
か
っ
た
部
分
は
、
わ
が
執
政
官
や
市
参
事
会
員
ら
の
坊
主
ど
も
が
、
そ
し
て

坊
主
ど
も
が
手
を
つ
け
な
か
っ
た
部
分
は
、
お
前
の
女
友
だ
ち
の
お
手
本
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

に
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
四
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
お
前
は
他
の
者
と
変
ら
ぬ
一
人
前
の
ア
ブ

デ
ラ
女
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
鳩
尾
の
上
に
蛙
の
舌
を
お
い
て
も
別
に
ど
う
っ
て
こ
と
は
な
い

と
知
っ
た
日
に
は

l
l

「
何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
い
、
美
し
い
ナ
ニ
オ
ン
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
女
の
子
に
言
っ
た
。

「
あ
の
木
の
下
に
行
っ
て
、
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
を
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
聞
け
た
ら
、
と
思
っ

て
る
の
」

「馬
鹿
な
子
ね
」
女
の
子
の
母
親
が
言
っ

た
。
「
お
前
は
ま
だ
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
を
聞
い
た

こ
と
が
な
い
の
か
い
f

一

小
さ
な
ナ
ニ
オ
ン
は
赤
く
な
り
な
が
ら
目
を
伏
せ
て
黙
っ
た
。

「
ナ
ニ
オ
ン
の
言
う
通
り
よ
」
美
し
い
ト
リ
ャ
リ
ス
が
言
っ
た
「
私
だ
っ
て
是
が
非
で
も

サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
に
耳
を
傾
け
た
い
わ
。
あ
ん
な
に
激
し
く
鳴
い
て
い
る
、
そ
れ
に
あ
の
独
特

の
転
調
は
ど
う
、
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
っ
た
ら
い
い
の
に
、
と
よ
く
考
え

た
も
の
だ
わ
。
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
美
し
い
こ
と
が
聞
け
る
の
は
、
確
か
よ
。
と
こ
ろ
で
デ

モ
ク
リ
ト
ス
、
あ
な
た
は
何
で
も
ご
存
知
だ
け
ど
、
ま
さ
か
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
の
言
葉
も
わ
か

る
と
は
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
」

「
何
か
い
け
な
い
理
由
で
も
」
デ
モ
ク

リ
ト
ス

は
例
の
粘
液
質
の
調
子
で
答
え
た
「
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
他
の
鳥
の
言
葉
も
す
べ
て
わ
か
り
ま
す
よ
」

「
真
面
目
な
の
」

「
ご
存
知
の
通
り
、
い
つ
だ

っ
て
真
面
目
で
す
よ
」

「
ま
あ
素
敵
な
こ
と
。
で
は
早
速
、
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
の
言
葉
を
翻
訳
し
て
下
さ
る
？
ナ

ニ
オ
ン
が
心
を
動
か
さ
れ
た
と
き
、
あ
そ
こ
で
鳴
い
て
い
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
ま
し
た
の
」

「あ
な
た
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
簡
単
に
は
ギ
リ
シ
ア
語
に
翻
訳
で
き
ま
せ
ん
よ
、
美
し
い

ト
リ
ャ
リ
ス
。
あ
れ
ほ
ど
繊
細
で
激
し
い
言
い
回
し
は
、
私
た
ち
の
言
葉
に
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
ね
」

「
で
も
、
聞
い
た
こ
と
を
ギ
リ
シ
ア
語
で
言
え
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
い
っ
た
い
あ
な
た

は
ど
う
や
っ
て
鳥
の
言
葉
を
理
解
す
る
の
で
す
」

「鳥
だ
っ
て
ギ
リ
シ
ア
語
が
で
き
ま
せ
ん
、
そ
れ
で
も
お
互
い
わ
か
る
の
で
す
」

「
あ
な
た
は
、
私
た
ち
を
い
つ
も
お
ち
ゃ
ら
か
し
て
ば
か
り
い
る
や
く
ざ
な
男
で
は
あ
っ

て
も
、
鳥
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
も
の
ね
」

「
ア
ブ
デ
ラ
と
い
う
所
は
、
い
ち
ば
ん
身
近
な
も
の
を
悪
く
ば
か
り
と
り
た
が
る
の
だ
か

ら
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
が
、
あ
な
た
へ
の
答
に

な
り
ま
す
よ
。
鳥
は
あ
る
種
の
テ
レ
パ
シ
ー
で
理
解
し
合
う
の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
通
常
、

同
種
の
生
物
問
で
し
か
起
り
ま
せ
ん
。
鳴
い
て
い
る
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
の
調
べ

は
ど
れ
も
感
情

ウ
ニ
ソ

1
ノ

の
生
の
表
現
で
し
て
、
そ
れ
が
聞
い
て
い
る
方
に
直
接
伝
わ
り
、
そ
の
感
情
と
同
じ
音
階
を

鳴
動
さ
せ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
相
手
の
言
お
う
と
し
た
こ
と
を
自
分
自
身
の
琴
線
に

触
れ
さ
せ
て
、
理
解
し
ま
す
。
私
も
ま
さ
し
く
同
じ
方
法
で
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
で
も
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
な
の
」

l
l数
人
の
ア
ブ
デ
ラ
の
女
が
尋
ね
た
。

今
、
こ
ん
な
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
ば
か
り
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
あ

ま
り
と
言
え
ば
あ
ま
り
な
こ
の
ア
ブ
デ
ラ
的
質
問
を
、
気
軽
に
受
け
流
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
彼
は
一
瞬
思
案
し
た
。

「
私
に
は
彼
の
言
う
こ
と
が
わ
か
る
わ
」
｜
｜
小
さ
な
ナ
ニ
オ
ン
が
小
戸
で
言
ヮ
た
。

「
お
前
に
わ
か
る
ん
だ
っ
て
、
小
娘
の
く
せ
し
て
こ
ぎ
か
し
い
」
母
親
は
か
よ
わ
い
女
の

子
に
向
っ
て
わ
め
き
散
ら
し
た
｜
「
さ
あ
、
聞
か
せ
て
お
く
れ
、
お
り
こ
う
さ
ん
、
い
っ

た
い
何
が
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
さ
」

「
言
葉
で
は
言
え
な
い
の
、
で
も
感
じ
る
の
、
そ
ん
な
に
思
え
て
」
ナ
ニ
オ
ン
が
返
答
し

た
。

。。
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さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
恐
れ
て
い
た
。

「
ね
え
、
あ
な
た
」
｜

｜
ト
リ

ャ
リ
ス
は
ご
亭
主
の
頬
を
愛
想
よ
く
軽
く
た
た
き
な
が
ら

言
っ
た
「
わ
ざ
わ
ざ
試
し
て
み
る
ま
で
も
な
く
、
私
の

こ
と
よ
く
ご
存
知
よ
ね
」

「
う
ち
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
の

こ
と
は
思
い
つ
く
か
も
し
れ
な
い
わ
」
ラ
ギ
ス
カ
が
言
っ

た。

「
試
す
と
い
う
の
は
疑
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
ど
だ
い
妻
の
貞
操
を
疑
う
夫
な
ん
て

l

l
」

「
自
ら
の
疑
い
を
確
信
に
変
え
る
危
険
を
お
か
す
男
だ
」
彼
女
が
言
い
よ
ど
む
の
を
見

て
、
デ
モ
ク

リ
ト

ス
は
付
け
加
え
た
。
｜
｜
「
そ
う
言
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
美
し
い

ラ
ギ
ス

カ
」

「あ
な
た
は
女
性
の
敵
だ
」

ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は

一
斉
に
叫
ん
だ
「
こ
こ
が
ト
ラ
キ
ア

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
、

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の

二
の
舞
に
な
ら
ぬ
よ
う
用

心
な
さ
る
こ
と

ね
」冗

談
ご
か
し
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
本
気
で
も
あ
っ
た

。当
り
前
の

こ
と
な

が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
好
き
こ
の
ん
で
眠
れ
ぬ
夜
を
迎
え
た
い
者
な
ど
い
る
わ
け
が
な
く
、
彼
に

は
自
分
の
思
い
つ
き
の
結
果
が
当
然
予
想
で
き
た
は
ず
な
の
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は

な
お
の

こ
と
哲
学
者
の
も
く
ろ
み
を
無
条
件
で
は
賛
成
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
実
際
こ
う
し

た
事
態
に
な
っ
て
、
七
人
の
ご
婦
人
は
い
ろ
い
ろ
思
案
す
べ
き
こ
と
が
生
じ
、
一
晩
中
ま
ん

じ
り
と
も
し
な
か
っ
た
し
、
翌
日
に
は
こ
の
眉
つ
ば
も
の
の
秘
伝
が
ア
ブ
デ
ラ
中
に
広
ま
り
、

そ
れ
か
ら
数
夜
、
彼
は
町
中
を
不
眠
症
に
お
と
し
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
女
た
ち
は
夜
に
と
り
そ
こ
ね
た
分
を
、
昼
寝
で
埋
め
合
わ
せ
た
が
、

何
人
か
は
、
昼
寝
し
て
い
る
時
で
も
夜
と
同
様
秘
儀
は
行
え
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
思
い
至

ら
ず
、
寝
室
の
問
を
締
め
忘
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
男
た
ち
は
思
い
が
け
な
く
、
蛙
の
舌
を
利

用
す
る
機
会
に
あ
り
つ
け
た
の
で
あ
る
。
リ
ュ
シ
ス
ト
ラ
タ
に
ト
リ
ャ
リ
ス
、
そ
の
他
二
、

三
の
女
は
、
い
ち
ば
ん
試
さ
れ
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い
た
か
ら
、

最
初
に
試
め
さ
れ
た
口

だ
が
、
結
果
は
容
易
に
予
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
上
首
尾
に
終
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
だ
つ
た
か
ら
こ
そ
、
程
な
く
ア
ブ
デ
ラ
に
再
び
平
穏
が
も
ど
っ
て
き
た
。

ご
婦
人
に
二
度
三
度
と
こ
の
手
だ
て
を
用
い
て
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
男
た
ち
は
、
こ
れ

は
ど
う
い
う
意
味
な
ん
だ
ろ
う
と
問
い
合
せ
る
た
め
、
一
目
散
に
哲
学
者
の
も
と
に
駈
け
つ

け
た
ol
l－「
そ
れ
で
」
彼
は
彼
ら
に
向
か
っ
て
言
っ
た

「蛙
の
舌
の
効
き
目
は
あ
り
ま
し
た

か
。
女
房
ど
の
は
告
白
さ
れ
ま
し
た
か
」
｜
｜

「
一
言
半
句
さ
え
も
」
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は

言
っ
た
。

l
l
l

「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
」
デ
モ
ク

リ
ト

ス
は
大
き
な
芦
で
言
っ
た

「
祝
盃
を
あ

げ
る
ん
で
す
な
。
眠
っ
て
い
る
女
が
、
胸
に
蛙
の
舌
を
お
い
て
何
も
言
わ
な
い
の
は
、
そ
れ

は
｜
｜
何
も
言
う
こ
と
が
な
い
印
で
す
。
お
め
で
と
う
、
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
方
は
み
ん
な
、

お
う
ち
に

フ
ェ
ニ
ク
ス
の
よ
う
な
奥
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
自
慢
し
な
く
て
は
」

わ
が
ア
ブ
デ
ラ
人
以
上
に
幸
せ
者
が
ま
た
と
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
や
っ
て
来
た
時
と
同
じ

く
、
す
ば
や
く
走
っ
て
戻
る
と
、
び
っ
く
り
し
て
い
る
女
房
ど
の
の
首
っ
た
ま
に
か
じ
り
っ

き
、
接
吻
と
抱
擁
で
息
を
つ
ま
ら
せ
て
お
い
て
、
や
お
ら
自
分
の
方
か
ら
、
伴
侶
の
貞
操
を

（
も
ち
ろ
ん
確
信
し
て
は
い
た
が
、
と
彼
ら
は
言
ヲ
た
）
も

っ
と
も
っ
と
確
信
す
る
た
め
に
、

自
分
が
何
を
し
た
か
を
白
状
し
た
。

善
良
な
女
房
ど
の
に
す
れ
ば
、
自
分
の
日
や
耳
を
信
じ
て
い

い
も
の
や
ら
見
当
が
つ
か
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
は
ア
ブ
デ
ラ
女
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
あ
た
り
の
呼
吸

は
十
分
の
み
こ
ん
で
い
て
、
即
座
に
気
を
静
め
、
思
い
や
り
も
な
く
邪
気
を
ま
わ
し
た
と
い

っ
て
、
自
責
の
念
に
か
ら
れ
て
い
る
亭
主
を
激
し
く
な
じ
っ
た
。
数
人
は
一択
を
流
す
こ
と
ま

で
や
っ
て
の
け
た
が
、
ど
の
女
も
こ
の
よ
う
に
思
い
が
け
な
く
自
分
の
貞
操
の
証
し
が
た
つ

て
、
嬉
し
さ
が
こ
み
あ
げ
、
そ
れ
を
隠
す
の
に
ひ
と
苦
労
だ
っ
た
し
、
ま
た
、
ま
と
も
に
考

え
れ
ば
デ
モ
ク

リ
ト

ス
に
く
っ
て
か
か
る
の
が
当
り
前
の
と
こ
ろ
を
、
み
ん
な
本
心
は、

こ

れ
ほ
ど
自
分
た
ち
の
た
め
に
尽
し
て
く
れ
た
お
礼
に
彼
を
抱
き
し
め
て
あ
げ
た
い
気
持
だ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
彼
が
望
ん
だ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、

ア
ブ
デ
ラ
人

相
手
で
は
、
冗
談
言
う
に
も
用
心
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
、
彼
は
こ
の
た
っ
た
一
度

の
罪
の
な
い
冗
談
の
成
行
き
を
見
て
、
教
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て

（
こ
の
世
の
物
事
に
は
す
べ
て
一
つ
な
ら
ず
い
ろ
い
ろ
の
面
が
あ
る
よ
う
に
）
わ
れ
ら
が
哲

学
者
は
ア
ブ
デ
ラ
人
に
対
し
、
意
に
反
し
て
悪
を
な
し
て
し
ま
っ
た
、
と
こ
ろ
が
案
に
相
違

し
て
蛙
の
舌
の
効
き
目
故
に
、
期
待
を
上
廻
る
善
が
跳
び
出
し
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
亭

主
は
女
房
を
限
り
な
い
安
堵
感
で
、
女
房
は
亭
主
を
上
機
嫌
に
世
話
を
や
い
て
幸
せ
に
し

た
。
世
界
の
ど
こ
に
も
、
ア
ブ
デ
ラ
の
夫
婦
以
上
に
満
足
し
合
っ
て
い
る
夫
婦
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
い
う
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ア
ブ
デ
ラ
男
の
額
は
つ
る
り

と
し
て
い
た
し
、

ア
ブ
デ
ラ
女
の
耳
ξ
舌
も
清
純
無
垢
で
あ
っ
た
、
他
国
の
人
々
の
そ
れ
と

同
様
に
。
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い
う
の
で
す
」

「
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
る
手
だ
て
は
、
未
婚
の
者
に
も
効
き
目
が
あ
り
ま
す
の
」
｜
｜
・こ

の
よ
う
な
質
問
を
す
る
に
し
て
は
若
く
も
な
い
し
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
と
も
思
え
な
い
ア
ブ
デ

ラ
女
が
尋
ね
た
。

「
一
O
歳
か
ら
八

O
歳
ま
で
の
人
々
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
」
彼
は
返
答
し
た
「
そ
の

他
、
ご
婦
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
に
関
係
な
く
」

テ
ス
モ

事
態
は
真
剣
味
を
帯
び
は
じ
め
た
。

l
l
「
ご
冗
談
で
す
わ
ね
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
」
立
法

家
夫
人
が
口
を
き
っ
た
、
き
っ
ぱ
り
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
秘
か
な
不
安
を
ぬ

ぐ
い
き
れ
ず
に
。

「
お
試
し
に
な
り
ま
す
か
、
リ
ュ
シ
ス
ト
ラ
タ
」

「
試
す
？
｜
｜
試
し
て
い
け
な
い
理
由
で
も
あ
り
ま
し
て
｜
｜
魔
法
は
何
も
使
わ
な
い
と

い
う
条
件
を
付
け
て
な
ら
。
だ
っ
て
あ
な
た
な
ら
、
ま
じ
な
い
や
精
霊
の
助
け
を
借
り
て
、

哀
れ
な
女
か
ら
お
望
み
の
こ
と
を
聞
き
だ
せ
る
の
で
す
か
ら
」

「
精
霊
も
ま
じ
な
い
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
っ
た
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
な
の
で
す
。
私

の
用
い
る
手
だ
て
は
世
界
一
簡
単
な
も
の
で
す
」

ご
婦
人
た
ち
は
、
気
丈
な
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
、
無
理
し
て
い
ろ
い
ろ
し
か
め
つ
つ
ら

を
し
た
も
の
の
、
不
安
は
お
お
う
べ
く
も
な
く
、
哲
学
者
を
ひ
ど
く
興
が
ら
せ
た
。
｜
｜
t

「あ

な
た
が
、
世
間
の
人
々
を
お
ち
ゃ
ら
か
す
皮
肉
屋
だ
と
知
ら
な
い
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
｜
｜
s

で

も
、
あ
な
た
の
手
だ
て
と
や
ら
を
、
お
き
き
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
こ
と
」

「
申
し
上
げ
た
通
り
、
世
界
で
い
ち
ば
ん
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
く
小
さ
な
毒
に
も

み
守
山
由
ち

薬
に
も
な
ら
な
い
も
の
を
、
眠
っ
て
い
る
女
性
の
鳩
尾
に
お
き
ま
す
、
こ
れ
が
秘
法
の
す
べ

て
で
す
が
、
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
奇
跡
を
起
す
の
で
し
て
、
私
の
言
う
の
を
信
じ
て
下
さ
い
。

心
の
い
ち
ば
ん
奥
に
し
ろ
、
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
こ
れ
が
喋
ら
せ
て

く
れ
ま
す
」

そ
こ
に
い
た
七
人
の
女
性
の
う
ち
、
顔
色
ひ
と
つ
変
え
ず
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ
態
度
を
と

り
続
け
た
の
は
、
た
っ
た
一
人
だ
っ
た
。
そ
の
女
、
と
し
よ
り
だ
っ
た
と
、
醜
か
っ
た
と
、

貞
操
堅
固
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。
彼
女
は
｜
｜

つ
ん
ぽ

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「私
た
ち
に
信
じ
ろ
と
言
う
の
な
ら
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
あ
な
た
の
手
だ
て
と
や
ら
を
お

っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
る
」

「私
は
、
美
し
い
ト
リ
ャ
リ
ス
の
ご
主
人
に
耳
う
ち
す
る
つ
も
り
で
し
て
」
意
地
悪
な
自

然
科
学
者
は
話
し
た
。

美
し
い
ト
リ
ャ
リ
ス
の
ご
主
人
と
い
う
の
は
、
盲
で
こ
そ
な
い
が
、
ハ
l
ゲ
ド
ル
ン
い
う

と
こ
ろ
の
、
美
人
の
奥
さ
ん
を
持
っ
た
盲
人
の
よ
う
な
幸
せ
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
家
に
は
い

つ
も
上
流
人
土
が
、
そ
こ
ま
で
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
ア
ブ
デ
ラ
で
は
そ
れ
で
通
っ
て
い
る
連
中

が
集
ま
っ
た
。
こ
の
善
良
な
男
は
、
自
分
と
の
交
友
を
、
そ
し
て
訪
問
客
の
前
で
朗
読
す
る

な
ら
わ
し
の
自
分
の
詩
を
、
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
。
彼
に

は
自
作
の
下
手
な
詩
を
読
ま
せ
る
と
、
満
更
で
も
な
い
と
い
う
取
柄
が
あ
っ
た
の
は
事
実
だ

が
、
読
む
の
に
夢
中
に
な
る
と
、
聴
衆
が
詩
に
注
意
を
向
け
る
代
り
に
、
美
し
い
ト
リ
ャ
リ

ス
に
色
目
を
つ
か
う
の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
市
参
事
会
員
ス
ミ
ラ
ク
ス
は
、
自

分
を
買
い
か
ぶ
り
す
ぎ
て
、
奥
さ
ん
の
貞
操
に
気
を
ま
わ
す
よ
う
な
男
で
は
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
彼
は
、

一
瞬
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
そ
の
秘
伝
に
耳
を
借
し
た
の
で
あ
る
。

「
ほ
か
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
哲
学
者
は
彼
の
耳
に
さ
さ
や
い
た

「生
き
て
い
る
蛙
の
舌

を
、
眠
っ
て
い
る
ご
婦
人
の
左
胸
に
お
け
ば
よ
い
の
で
す
。
で
も
舌
を
引
き
抜
く
時
に
は
十

分
注
意
し
て
、
他
の
も
の
は
一
切
く
っ
つ
い
て
こ
な
い
よ
う
に
し
、
蛙
は
ま
た
水
に
返
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
l

一

「
そ
れ
は
満
更
で
も
な
い
手
だ
て
で
す
な
」
ス
ミ
ラ
ク
ス
は
小
戸
で
言
っ
た

「
た
だ
残
念

な
の
は
、
多
少
難
点
が
あ
る
こ
と
で
す
。
司
祭
ス
ト
ロ
ピ
ュ
ル
ス
が
何
と
言
う
で
し
ょ
う
か

ね」
「
そ
の
ご
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
返
答
し
た
「
蛙
は
蛙
で
あ
っ
て
、
ラ

ト
ナ
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
祭
司
ス

ト
ロ

ピ
ュ
ル
ス
に
は
好
き
な
よ
う
に
言
わ
し
て
お
け

ば
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
に
、
蛙
の
生
命
に
は
別
状
な
い
の
で
す
か
ら
」

「
そ
れ
で
は
、
人
に
教
え
て
も
い
い
で
す
ね
」
ス
ミ
ラ
ク
ス
は
尋
ね
た
。

「
結
構
で
す
と
も
。
お
集
り
の
男
子
の
方
は
み
ん
な
お
知
り
に
な
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん

し
、
各
人
、
ご
遠
慮
な
く
お
知
り
合
い
の
方
々
に
打
ち
明
け
ら
れ
て
い
い
の
で
す
が
、
た
だ

条
件
が
あ
り
ま
し
て
、
ど
な
た
も
奥
さ
ん
、
恋
人
に
は
お
漏
ら
し
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
」

善
良
な
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
彼
女
た
ち
に
は
、
そ
れ
が
あ
り
え
な
い
こ
と
と
は
思
え
な
か
っ
た
し
、
ア
プ

デ
ラ
の
男
た
ち
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
あ
り
え
な
い
こ
と
と
思
え
た
で
あ
ろ
う
か

o
l
l
a現

在
夫
で
あ
る
人
や
好
き
な
女
性
が
い
る
人
は
、
な
お
の
こ
と
落
ち
着
い
て
は
お
ら
れ
ず
、
お

の
お
の
秘
か
に
、
こ
の
手
だ
て
を
時
を
移
さ
ず
試
し
て
み
よ
う
と
決
心
は
し
た
も
の
の
、
み

ん
な
は
（
幸
せ
者
の
ス

ミ
ラ
ク
ス
を
除
け
ば
）
そ
の
た
め
に
知
り
た
く
な
い
こ
と
ま
で
聞
か

- 16 -
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な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
こ
ん
な
目
に
あ
う
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
ア
ブ
デ
ラ
人
の
馬
鹿
さ
加
減
は
度
し
が
た
く
、
彼
が
皮
肉
で
言
っ
た

こ
と
を
な
ん
で
も
字
義
通
り
に
受
け
取
り
、
そ
の
た
め
い
ろ
い
ろ
と
辻
棲
の
合
わ
な
い
説
や

作
り
話
が
生
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
彼
の
や
っ
た
こ
と
だ
、
と
世
界
で
言
い
ふ
ら
さ
れ
、
彼
の

死
後
何
世
紀
も
経
っ
て
か
ら
ま
で
、
別
の
ア
ブ
デ
ラ
人
の
類
か
ら
真
に
受
け
ら
れ
た
り
、
少

な
く
と
も
不
当
に
も
本
人
が
そ
の
種
を
ま
い
た
の
だ
と
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
彼
は
人
相
学
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
理
論
は
、
一
部
は
自
ら
の
観

察
に
基
づ
い
て
、
一
部
は
他
の
人
の
観
察
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
利
用
法

に
つ
い
て
（
私
た
ち
に
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
思
え
る
の
だ
が
）
彼
が
見
解
を
明
ら
か
に

し
て
言
う
に
は
、
こ
れ
が
理
論
で
あ
る
以
上
、

詩
文
の
で
あ
れ
、
他
の
何
か
の
芸
術
の
で
あ

れ
、
理
論
に
ほ
か
な
ら
ず
、
法
則
を
鵜
呑
み
に
し
た
だ
け
で
、
立
派
な
詩
人
や
芸
術
家
に
な

れ
た
試
し
は
い
ま
だ
な
く
、
も
っ
て
生
れ
た
才
能
、
熱
心
な
研
究
、
か
た
く
な
な
ま
で
の
努

力
、
た
ゆ
ま
ぬ
錬
磨
の
す
え
に
詩
人
や
芸
術
家
に
な
っ
た
人
だ
け
が
、
芸
術
の
法
則
を
正
し

く
理
解
し
、
応
用
で
き
る
の
で
あ
る
、
人
間
の
外
面
を
見
て
内
面
を
推
し
測
る
術
の
理
論
と

て
そ
れ
と
同
じ
で
、
鑑
定
の
才
に
恵
ま
れ
た
人
々
に
の
み
使
え
る
も
の
で
、
そ
う
で
な
い
人

人
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
あ
や
ふ
や
で
、
い
か
が
わ
し
い
も
の
は
な
く
、
ま
さ
し
く
そ
れ

故
、
こ
れ
は
哲
学
の
神
秘
な
知
識
や
お
ご
そ
か
な
秘
法
の
一
つ
と
し
て
、
つ
ね
に
限
ら
れ
た

エ
ポ
プ
ト
位

観
照
家
に
の
み
許
さ
れ
る
技
な
の
だ
、
と
。

こ
う
い
う
も
の
の
考
え
方
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
ほ
ら
吹
き
で
な
か

っ
た
こ
と
を
－
証
明
し

て
い
る
の
に
、
ア
ブ
デ
ラ
人
と
き
た
ら
、
単
に
そ
れ
を
、
彼
が
自
分
の
学
問
を
秘
密
に
し
て

い
る
証
拠
と
し
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
話
題
が
そ
れ
に
及
ぶ
と
い
つ
も
、
意
地
悪
く
、
少
し
ぐ

ら
い
打
ち
明
け
て
く
れ
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
執
劫
に
ま
つ
わ
り
つ
い
た
。
特
に
ア
ブ

デ
ラ
女
た
ち
の
詮
索
が
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
外
面
の
目
印
で
誠
実
な
恋
人
を
見

分
け
る
の
か
、
ク
ロ
ト
ナ
の
ミ
ロ
ン
は
ひ
じ
よ
う
に
大
き
な
鼻
を
し
て
い
た
の
か
、
惚
れ
た

男
は
必
ず
蒼
白
い
顔
を
し
て
る
の
か
な
ど
と
そ
れ
は
う
る
さ
く
、
こ
の
種
の
お
び
た
だ
し
い

質
問
攻
め
に
、
さ
す
が
の
彼
も
勘
忍
袋
の
緒
を
切
っ
て
、
と
う
と
う
彼
女
ら
を
厄
介
払
い

す
る
た
め
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
少
し
脅
か
し
て
や
っ
た
。

「
あ
な
た
方
は
考
え
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
ね
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
言
っ
た

「
処
女
に

は
目
に
間
違
い
よ
う
の
な
い
目
印
が
あ
る
な
ん
て
」

「
目
に
で
す
っ
て
」
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
叫
ん
だ
。
「
ま
あ
あ
、
そ
ん
な
こ
と
あ
り
え

ま
せ
ん
わ
。
ど
う
し
て
、
よ
り
に
よ
っ
て
目
な
ん
で
す
の
」

「
目
だ
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
」
彼
は
返
答
し
た
「
私
の
言
う
こ
と
を
き
っ
と
信
じ
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
こ
れ
ま
で
に
た
び
た
び
こ
の
目
印
で
老
若
を
問
わ
ず
、
美
し

き
方
々
の
秘
密
を
、
そ
れ
も
、
本
人
の
自
発
的
打
ち
明
け
話
で
は
知
り
ょ
う
の
な
い
こ
と
ま

で
知
り
ま
し
た
」

も
っ
と
も
ら
し
い
口
調
で
彼
が
こ
う
言
う
と
、
い
く
ら
か
蒼
ざ
め
た
も
の
の
、
そ
こ
は
ア

ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
（
向
性
の
共
通
の
身
の
保
全
が
問
題
に
な
る
場
合
は
い
つ
で
も
お
互
い
忠

実
に
か
ば
い
合
う
の
が
常
で
あ
っ
た
）
彼
の
言
う
秘
密
な
ん
て
た
わ
言
だ
、
と
向
き
に
な
っ

て
言
い
張
っ
た
。

「
あ
な
た
た
ち
の
よ
う
に
疑
つ
で
か
か
ら
れ
て
は
、
私
と
し
て
も
も
っ

と
話
さ
な
い
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
」
哲
学
者
は
続
け
た
。
「
自
然
は
こ
の
よ
う
な
秘
密
に
満
ち
満
ち
て
い
る

の
で
す
、
美
し
い
ご
婦
人
方
よ
、
労
が
報
わ
れ
な
い
な
ら
、
何
の
た
め
エ
チ
オ
ピ
ア
や
イ
ン

ド
く
ん
だ
り
ま
で
出
か
け
て
行
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
裸
の
行
者
｜
｜
知
つ
て
の
通
り
ー
ー

そ
の
女
た
ち
は
裸
な
の
で
す
が
、
彼
ら
が
、
耳
よ
り
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
」

「
例
え
ば
？
」
｜
｜
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
言
っ
た
。

「
と
り
わ
け
あ
る
秘
密
な
ど
は
、
私
が
結
婚
し
て
い
た
ら
、
む
し
ろ
知
ら
な
い
方
が
い
い

よ
う
な
も
の
で
す
」

「あ
は
あ
、
そ
れ
で
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
結
婚
し
た
が
ら
な
い
わ
け
が
わ
か
っ
た
わ
」
ー
ー
ー

美
し
い
ト
リ
ャ
リ
ス
が
叫
ん
だ
。

「
ま
る
で
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
口
ぶ
り
ね
」
サ
ラ
パ
ン
ダ
が
言
っ
た

「
あ
の

エ
チ
オ
ピ
ア
の
ヴ
ヰ
ヌ
ス
の
せ
い
で
、
彼
は
、
私
た
ち
ギ
リ
シ
ア
女
に
こ
ん
な
に
無
関
心
な

の
よ
。
ー
ー
そ
の
秘
密
と
や
ら
を
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
も
し
け
が
れ
を
知
ら
ぬ
耳
に
入
れ
て

も
さ
し
っ
か
え
な
い
の
な
ら
」

「
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
と
も
、
そ
の
証
拠
に
、
私
は
こ
こ
に
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
方

の
お
耳
に
入
れ
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
」
自
然
科
学
者
は
答
え
た
。
「
眠
っ
て
い
る
ご
婦
人

に
、
心
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
い
ざ
ら
い
は
っ
き
り
聞
き
と
れ
る
よ
う
に
言
わ
せ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
間
違
い
っ
こ
な
い
手
だ
て
を
知
っ
て
い
ま
す
」

「
ま
あ
あ
、
よ
し
て
ち
ょ
う
だ
い
」
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
叫
ん
だ
「
私
た
ち
を
脅
か
そ

う
と
い
う
魂
胆
で
す
ね
。
で
も
｜
｜
そ
う
や
す
や
す
と
は
恐
が
り
ま
せ
ん
こ
と
よ
」

「
恐
が
ら
す
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
言
っ
た
「
も
し
手
だ
て
を
話
す

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ど
な
た
で
あ
れ
貞
淑
な
ご
婦
人
方
に
は
、
ご
主
人
に
知
ら
れ
て
困
る

よ
う
な
隠
し
ご
と
は
何
ひ
と
つ
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
機
会
を
作
っ
て
あ
げ
よ
う
と
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囲
に
限
ら
ざ
る
を
え
ず
、
彼
は
自
ら
を
こ
の
小
さ
な
共
和
国
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
無
用
な
人

物
の
一
人
だ
、
と
み
な
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
い
ち
ば
ん
必
要
と
し
て

い
る
も
の
は
、
彼
は
考
え
た
、
私
が
彼
ら
に
し
て
や
れ
る
最
善
の
こ
と
は
、
彼
ら
に
分
別
を

持
た
せ
て
や
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
ア
ブ
デ
ラ
人
は
自
由
な
国
民
だ
。
分
別
を

持
と
う
と
い
う
気
に
な
っ
て
く
れ
な
い
な
ら
、
誰
が
無
理
強
い
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
な
事
情
で
は
、
彼
が
ア
ブ
デ
ラ
人
と
し
て
、
ア
ブ
デ
ラ
人
の
た
め
に
尽
せ
る
こ
と
な

ど
ま
っ
た
く
無
い
か
、
あ
っ
て
も
高
が
知
れ
て
い
た
か
ら
、
彼
の
方
で
も
最
低
自
分
の
身
の

保
全
を
考
え
て
、
世
界
市
民
と
し
て
の
務
め
を
果
す
の
に
あ
て
て
い
た
時
間
を
、
可
能
な
限

り
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
も
、
理
は
十
分
自
分
の
方
に
あ
る
と
考
え
た
。

こ
れ
ま
で
の
隠
れ
家
は
、
ア
ブ
デ
ラ
か
ら
十
分
離
れ
て
い
た
と
も
い
え
ず
、
ま
た
、
場
所

柄
捨
て
が
た
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
に
こ
と
の
ほ
か
気
に
入
ら
れ
、
わ
ざ

わ
ざ
田
舎
住
い
し
な
が
ら
、
い
つ
も
彼
ら
に
つ
き
ま
と
わ
れ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
更
に
数
時

間
か
か
る
、
彼
の
地
所
の
一
部
を
な
す
森
に
引
き
こ
も
り
、
わ
け
て
も
い
ち
ば
ん
荒
れ
果
て

た
所
に
小
さ
な
家
を
建
て
、
時
間
の
大
半
を
l
l
a哲
学
者
や
詩
人
の
本
分
で
あ
る
孤
独
な
静

け
さ
の
中
で
｜
｜
自
然
の
研
究
と
観
察
に
打
ち
込
ん
だ
。

最
近
に
な
っ
て
二
、
三
の
学
者
が
｜
｜
t

ア
ブ
デ
ラ
人
か
否
か
は
、
こ
こ
で
は
決
め
な
い
で

お
こ
う
｜
｜
一
人
暮
し
の
こ
の
ギ
リ
シ
ア
の
ベ
ー
コ
ン
が
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
至
極
も
つ
り
」
も
な
、
さ
れ
ど
奇
妙
な
見
解
を
出
し
て
い
る
。
｜
｜
「
彼

は
賢
者
の
石
の
研
究
を
し
た
」
ボ
リ
チ
ウ
ス
は
言
う
「
そ
れ
を
発
見
し
、
金
を
造
り
だ
し
た
」

ー
ー
そ
の
証
拠
と
し
て
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
石
と
金
属
に
関
す
る
本
を
書
い
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。

彼
の
同
時
代
人
で
あ
り
、
か
つ
同
胞
の
ア
ブ
デ
ラ
人
は
、
も
っ
と
飛
躍
し
て
い
た
に
し
ろ
、

そ
の
臆
測
は
｜
｜
ア
ブ
デ
デ
ラ
人
の
頭
の
中
で
、
即
座
に
確
信
に
変
わ
っ
た
の
だ
が
、
ー
ー
ー
ボ

リ
チ
ウ
ス
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
推
論
に
基
づ
い
て
い
た
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
ベ
ル
シ
ア

7
1
ギ

ア

犯

の
学
者
か
ら
教
育
を
受
け
た
の
ち
、
二

0
年
関
東
方
の
国
々
を
旅
し
て
廻
り
、
エ
ジ
プ
ト
の

カ

W
‘
デ
ア

神
官
を
は
じ
め
、
パ
ビ
ロ
ニ
ア
の
占
星
師
、
イ
ン
ド
の
婆
羅
門
、
イ
ン
ド
の
裸
の
行
者
た
ち

と
交
り
を
持
ち
、
彼
ら
の
あ
ら
ゆ
る
秘
法
の
奥
儀
を
き
わ
め
た
上
、
千
に
も
及
ぶ
秘
薬
を
旅

先
か
ら
持
ち
帰
り
、
ア
ブ
デ
ラ
人
の
想
像
だ
に
つ
か
ぬ
こ
と
を
含
め
て
、
そ
れ
に
十
倍
す
る

こ
と
を
心
得
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
｜
｜
a

こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
出
揃
う
と
、
彼
が
魔
法
及
び

そ
れ
に
附
随
す
る
あ
ら
ゆ
る
術
の
大
家
だ
と
い
う
完
壁
な
証
拠
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
｜
｜
あ
の
尊
師
デ
ル
・
リ
オ
神
父
な
ら
、
こ
れ
ら
の
証
拠
の
半
分
も
あ
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
ル
ガ
ル
ベ
を
灰
燈
に
帰
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
善
良
な
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
、
同
郷
の
学
者
が
1
1
0
多
少
と
も
魔
法
を
つ
か

え
る
の
だ
と
い
う
、
も
っ
と
確
か
な
証
拠
を
手
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
日
蝕
や
月

蝕
、
凶
作
、
伝
染
病
、
そ
の
他
未
来
の
こ
と
を
予
言
し
た
。
手
相
を
見
て
、
浮
気
娘
に
は
破

滅
す
る
だ
ろ
う
と
、
ま
た
生
涯
寝
て
美
食
を
摂
る
だ
け
の
ア
ブ
デ
ラ
市
参
事
会
員
に
は
消
化

不
良
で
死
ぬ
だ
ろ
う
と
占
っ
て
や
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
両
者
と
も
的
中
し
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
不
思
議
な
記
号
が
の
っ
て
い
る
数
々
の
本
を
見
か
け
た
り
、
鳥
や
動
物
の
血
を
用

い
て
、
お
そ
ら
く
は
魔
術
的
処
置
を
施
し
て
い
る
彼
に
出
く
わ
し
た
り
、
あ
や
し
げ
な
草
を

煮
て
い
る
の
を
目
に
し
た
り
し
て
い
た
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
数
人
の
若
者
に
い
た
っ
て

は
、
彼
が
夜
更
け
に
ー
ー
ー
蒼
白
い
月
明
り
の
も
と
｜
｜
墓
の
聞
に
坐
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ

に
奇
襲
を
か
け
た
、
と
言
っ
て
い
た
。

「
彼
を
脅
か
そ
う
と
、
ぼ
く
ら
は
身
の
毛
の
よ
だ
つ

よ
う
な
仮
装
を
し
て
い
ま
し
た
」
彼
ら
は
言
っ
た
「
角
、
山
羊
の
足
、
サ
タ
ン
の
尻
尾
と
、

細
工
は
り
ゅ
う
り
ゅ
う
で
、
生
身
の
悪
魔
か
幽
霊
に
見
え
た
は
ず
で
す
し
、
鼻
と
耳
か
ら
は
、

煙
ま
で
出
し
て
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
と
彼
に
ま
と
わ
り
つ
い
た
の
だ
か
ら
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
だ
っ

て
、
び
っ
く
り
し
て
女
み
た
い
に
な
っ
て
い
い
と
乙
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
が
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と

き
た
ら
、
ぼ
く
ら
の
こ
と
は
気
に
も
と
め
ず
、
こ
ち
ら
が
ラ
チ
が
あ
か
ず
や
き
も
き
し
て
い

る
と
、
こ
と
も
な
げ
に
言
つ
て
の
け
た
の
で
す
『
そ
れ
で
子
供
だ
ま
し
は
ま
だ
ま
だ
続
く
の

か
ね
』
っ
て
」

「
こ
れ
で
は
っ
き
り
し
た
」
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
言
っ
た
「
彼
は
ま
と
も
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

幽
霊
な
ん
か
彼
に
は
ち
っ
と
も
珍
し
く
な
い
し
、
彼
ら
と
は
先
刻
承
知
の
間
柄
に
ち
が
い

な
い
」「彼

は
魔
法
使
い
な
の
で
す
。

こ
れ
以
上
確
か
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
祭
司
ス
ト
ロ
ピ

ュ
ル
ス
が
言
っ
た
「
私
た
ち
と
し
て
は
、
彼
を
も
う
少
し
よ
く
監
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ぞ」
実
を
い
う
と
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
不
注
意
か
ら
か
（
い
や
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
）

同
郷
の
人
々
の
意
見
を
ほ
と
ん
ど
意
に
介
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
自
ら
あ
れ
こ
れ
と
悪
い
噂
を

た
て
ら
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
で
も
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
の

間
で
暮
し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
い
誘
惑
に
か
ら
れ
る
の
で
あ
っ

た
ふ
彼
ら
に
は
、
出
し
ゃ
ば
り
で
信
じ
や
す
い
一
面
と
、
自
分
た
ち
は
頭
が
切
れ
る
の
だ
と

強
く
自
惚
れ
て
い
る
一
面
が
あ
り
、
い
う
な
れ
ば
こ
れ
が
人
の
心
を
そ
そ
っ
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
に
加
え
て
、
そ
れ
以
外
に
こ
れ
と
い
っ
て
彼
ら
を
相
手
に
退
屈
を
ま
ぎ
ら
す
手
だ
て
が
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て
大
気
中
及
び
水
中
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
の
起
源
を
、
原
子
や
感
応
作
用
や
偶
発
的
運
動

や
ハ
ン
マ
ー
の
た
っ
た
の
一
撃
で
説
明
し
よ
う
な
ん
て
、
お
笑
い
草
で
す
。
元
素
を
支
配
し
、

天
球
を
動
か
し
、
有
機
体
を
形
成
し
、
春
を
自
然
の
花
の
衣
裳
で
彩
ど
り
、
秋
の
実
り
を
自

然
の
ふ
と
こ
ろ
に
注
い
で
く
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
精
霊
た
ち
な
の
で
す
。
こ
の
理
論
よ
り
平

明
で
好
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
こ
れ
で
説
明
が
つ
き
ま
す
、
ど
ん
な
作

用
で
あ
れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
原
因
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
説
き
明
か
し
、
他
の
い
か
な
る
学

説
で
も
説
明
の
つ
か
な
い
自
然
の
業
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
、
さ
な
が
ら
ゼ
ウ
ク

シ
ス
や
パ
ル
ラ
ジ
オ
ス
が
わ
ず
か
の
彩
色
土
で
、
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
風
景
画
と
か
デ
ィ

ア
ナ
の
水
浴
図
と
か
を
も
の
に
す
る
過
程
で
も
見
る
よ
う
に
」

「
哲
学
と
は
何
と
す
て
き
な
の
だ
」
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
言
っ
た
。
「
せ
い
ぜ
い
非
難
で

き
て
、
見
事
な
理
論
が
よ
り
ど
り
み
ど
り
で
、
選
択
に
頭
が
痛
い
、
と
い
う
く
ら
い
の
こ
と

だ
か
れ
こ
れ
す
る
う
ち
に
、
す
べ
て
を
精
霊
で
片
付
け
て
の
け
た
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
学
徒
に
凱

歌
が
あ
が
っ
た
。
詩
人
、
画
家
、
そ
の
他
ム
サ
の
庇
護
を
受
け
る
者
た
ち
す
べ
て
が
、
ア
ブ

デ
ラ
の
全
女
性
を
先
頭
に
、
賛
意
を
表
し
た
ー
ー
ー
精
霊
に
、
た
だ
し
そ
の
姿
形
は
各
人
の
好

み
に
あ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
て
も
よ
い
、
と
い
う
条
件
付
き
で
。

「
私
は
特
に
哲
学
の
愛
好
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
祭
司
ス
ト
ロ
ピ
ュ
ル
ス
が
言

っ
た
）
そ
れ
も
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
が
。
さ
り
な
が
ら
、
ア
ブ
デ
ラ
人
に
は
所
詮
、
ど

う
し
て
、
何
故
、
と
穿
墜
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
例
に
よ
っ
て
ほ
ん
の
一
言
デ
モ

フ
イ
ジ
l
ク

ナ
ク
ス
の
自
然
学
に
文
句
を
言
わ
せ
て
も
ら
う
が
、
相
応
の
制
限
を
加
え
る
と
、
か
な
り
通

用
す
る
と
し
て
1
｜｜」

「
む
ろ
ん
、
世
界
の
こ
と
に
は
何
に
で
も
通
用
し
ま
す
と
も
」
デ
モ
ナ
ク
ス
が
言
っ
た

「
ま
さ
し
く
そ
こ
が
こ
れ
の
い
い
所
な
の
で
す
」

遂
に
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
発
言
し
た
「
朋
輩
諸
君
、
見
事
な
、
面
白
い
こ
と
を
聞
か
せ
て
も

ら
っ
た
あ
と
で
す
が
、
ひ
と
つ
、
私
の
取
る
に
足
り
な
い
意
見
に
も
耳
を
借
し
て
く
れ
ま
せ

ん
か
。
実
際
君
た
ち
が
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
君
た
ち
を
取
り
ま
い
て
い
る
事
柄
の
在

り
様
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
に
は
、
君
た
ち
が
途
方
も
な
い
遠
回
り
を
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
世
界
は
ひ
じ
よ
う
に
大
き
い
の
で
す
。
私
た
ち
が
の
ぞ
き
こ
ん
で
い

る
地
点
か
ら
、
世
界
の
主
な
る
地
方
と
都
ま
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
距
離
が
あ
り
ま
す
（
自
分
の

生
れ
た
小
さ
な
村
を
除
け
ば
）
他
は
す
べ
て
国
境
さ
え
も
知
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の

中
の
誰
ひ
と
り
国
の
地
図
を
拡
げ
る
こ
と
も
思
い
つ
か
な
い
の
か
、
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。

思
う
に
、
宇
宙
進
化
論
や
宇
宙
論
の
夢
想
に
ふ
け
る
く
ら
い
な
ら
、
腰
を
す
え
て
、
例
え
ば

ク
モ
の
巣
の
出
来
方
な
り
と
観
察
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
、
そ
れ
も
か
な
り
持
続
的
に
、
せ

め
て
五
感
を
じ
っ
く
り
働
か
し
た
ら
見
つ
け
出
せ
る
く
ら
い
の
も
の
が
、
探
り
出
せ
る
ま
で
。

お
の
ず
と
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
っ
て
き
ま
す
、
私
の
言
葉
を
お
信
じ
な
さ
い
。
そ
う
す

る
と
、
君
た
ち
も
、
こ
の
た
っ
た
一
つ
の
ク
モ
の
巣
か
ら
自
然
の
偉
大
な
体
系
に
つ
い
て
多

く
の
解
明
を
、
そ
の
創
始
者
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
、
そ
れ
は
、

起
き
て
い
る
間
も
眠
っ
て
い
る
間
も
君
た
ち
自
身
の
脳
髄
が
紡
ぎ
だ
し
た
と
い
う
見
事
な
宇

宙
体
系
な
ど
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
本
気
で
こ
の
よ
う
に
考
え
た
が
、
ア
ブ
デ
ラ
の
哲
学
者
た
ち
は
、
彼
が

日
目
プ
ネ
ウ
マ
テ
ィ
ク

自
分
た
ち
を
か
ら
か
っ
て
い
る
の
だ
、
と
思
っ
た
。
「
彼
に
は
精
気
論
が
皆
目
わ
か
っ
て
い

な
い
」
一
人
が
言
っ
た
。
「
自
然
学
に
い
た
っ
て
は
な
お
さ
ら
だ
」
も
う
一
人
が
言
っ
た
。

「
彼
は
懐
疑
家
な
の
だ
｜
｜
彼
は
原
衝
動
を
信
じ
て
い
な
い
ー
ー
ー
世
界
精
神
を
｜
｜
デ
ミ
ウ

ル
ゴ
ス
を
｜
｜
ひ
い
て
は
神
を
」
三
人
目
が
、
四
人
目
が
、
五
人
目
が
、
六
人
目
が
、
そ
し

て
七
人
目
が
言
っ
た
。
「
い
や
し
く
も
こ
の
よ
う
な
輩
が
、
共
同
体
に
居
る
こ
と
を
許
し
て

い
い
も
の
か
」
祭
司
ス
ト
ロ
ピ
ュ
ル
ス
が
言
っ
た
。
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デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
ア
ブ
デ
ラ
か
ら
更
に
遠
く
離
れ
た
所
に
引
き
こ
も
る
。
一
人
暮

し
の
様
子
。
ア
ブ
デ
ラ
人
に
、
魔
法
を
つ
か
う
、
と
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
。
そ

の
際
、
ア
ブ
デ
ラ
の
ご
婦
人
連
を
相
手
に
し
た
実
験
、
そ
し
て
そ
の
成
行
き
。

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
言
葉
の
真
の
意
味
に
お
い
て
、
人
間

嫌
い
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
人
間
に
対
し
て
好
意
を
抱
い
て
い
た
し
、
何
が

嬉
し
い
と
い
っ
て
、
悪
を
防
ぎ
、
善
を
行
い
、
促
し
、
進
め
て
行
く
時
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は

間
山
ヴ
ェ
作
ト
ピ
ュ
ル
’
ガ
l

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
世
界
市
民
た
る
者
は
、
胤
牒
が
生
じ
た
場
合
、
立
場
上
ど
う
し
て

も
譲
れ
な
い
一
線
が
あ
る
、
と
わ
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
彼
が
そ
れ
に
劣
ら
ず
強
い
義
務
感

に
お
そ
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ア
ブ
デ
ラ
の
市
民
と
し
て
祖
国
の
状
態
に
関
心
を
寄
せ
、
で

き
る
限
り
そ
の
改
善
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
善
を
施
す
に

し
て
も
、
人
々
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
範
囲
で
し
か
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人

人
に
よ
っ
て
際
限
な
く
邪
魔
さ
れ
て
は
、
彼
の
才
能
が
発
揮
で
き
る
場
も
い
き
お
い
狭
い
範
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う
に
な
っ
た
の
を
、
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
私
だ
っ
て
む
ろ
ん
執
政
官
た
ち

が

『
い
ず
れ
良
く
な
る
だ
ろ
う
、
い
ず
れ
そ
う
な
る
だ
ろ
う
、
あ
れ
に
し
ろ
こ
れ
に
し
ろ
い

ず
れ
な
ん
と
か
う
ま
く
行
く
だ
ろ
う
』
と
言
う
の
を
千
四
も
聞
き
は
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

散
々
待
っ
た
挙
句
が
、
結
局
良
く
な
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
し
、
う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
の
で
す
」

「執
政
官
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
は
、
ま
あ
そ
ん
な
も
ん
だ
（
国
民
の
間
で
は
見
識
の
あ
る
男

で
通
り
、
こ
の
次
の
選
挙
で
組
合
長
の
椅
子
を
虎
視
た
ん
た
ん
と
狙
っ
て
い
る
年
か
さ
の
靴

屋
が
言
っ
た
）
で
も
自
然
の
仕
事
ぷ
り
と
な
る
と
、
世
界
の
在
り
様
か
ら
い
っ
て
、
事
情
は

違
う
か
も
し
れ
ん
。
キ
ノ
コ
が
大
地
か
ら
芽
を
出
す
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
世
界
が
混
沌

か
ら
生
れ
て
、
何
故
い
け
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
」

「
プ
フ
リ
l
ム
親
方
」
哲
学
者
は
応
じ
た
「
組
合
長
に
は
、
私
と
私
の
縁
者
は
み
ん
な
、

旦
那
を
推
し
ま
す
よ
、
で
も
私
の
説
に
横
槍
を
入
れ
る
の
は
ど
免
こ
う
む
り
た
い
。
キ
ノ
コ

は
む
ろ
ん
自
ず
と
大
地
か
ら
芽
を
ふ
き
ま
す
、
つ
ま
り
：
：
：
つ
ま
り
：
：
：
そ
れ
が
キ
ノ
コ
だ

か
ら
で
す
。
で
も
、
世
界
は
自
ず
と
生
じ
た
り
は
し
ま
せ
ん
、
キ
ノ

コ
で
は
な
い
の
で
す
か

ら
。
お
わ
か
り
か
な
、
プ
フ
リ
l
ム
親
方
」

居
あ
わ
せ
た
者
は
み
ん
な
、
プ
フ

リ
l
ム
親
方
が
こ
の
よ
う
に
や
り
こ
め
ら
れ
た
の
を
見

て
、
心
底
か
ら
笑
っ
た
。

「
世
界
は
キ
ノ
コ
で
は
な
い
、
こ
れ
は
お
天
道
様
に
照
ら
し
て
明
ら

か
だ
」
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
叫
ん
だ
「
こ
れ
に
は
何
も
文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
は
ず
だ
、

プ
フ
リ
l
ム
親
方
」

「や
り
き
れ
ん
な
あ
」
未
来
の
組
合
長
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
た

「雪
が
白
い
、
と
証
明
で
き

る
連
中
と
か
か
わ
る
か
ら
、
こ
ん
な
目
に
あ
う
わ
」

「黒
い
、
と
言
い
た
い
の
で
す
ね
、
大
将
は
」

「自
分
が
何
を
言
っ
た
か
、
何
を
言
お
う
と
し
た
か
く
ら
い
、
承
知
し
て
い
る
さ
」
プ
フ

リ
l
ム
親
方
は
答
え
た

「
た
だ
わ
し
が
望
む
の
は
、
共
和
国
が
｜
｜
」

「
忘
れ
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
よ
、
私
は
一
四
票
お
世
話
で
き
る
ん
で
す
か
ら
ね
、
プフ

リ
ー

ム
親
方
」
哲
学
者
は
叫
ん
だ
。

ー
ー

「
わ
か
っ
て
る
、
わ
か
っ
て
る
、
よ
く
わ
か
っ
て
る
よ
。
で
も
、
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
｜
｜
こ

．
デ
マ
ゴ

ー

グ

れ
が
、
わ
し
の
耳
に
は
煽
動
政
治
家
と
聞
こ
え
て
仕
方
が
な
い
ん
だ
。
わ
し
は
デ
マ
ゴ

ー
グ

も
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
も
欲
し
く
な
い
、
わ
し
は
自
由
に
味
方
す
る
、
わ
れ
こ
そ
は
善
良
な
ア
ブ

デ
ラ
人
だ
と
い
う
者
が
い
れ
ば
、
帽
子
を
振
っ
て
、
わ
し
に
つ
い
て
来
て
く
れ
」

こ
う
言
っ
て
プ
フ
リ
l
ム
親
方
は
そ
こ
を
去
っ
た
（
読
者
は
先
刻
お
気
づ
き
と
思
う
が
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
ア
ブ
デ
ラ
の
会
堂
で
話
さ
れ
た
）
す
る
と
、
い
つ
だ
っ
て
彼
の
お
伴
を
し

て
い
る
の
ら
く
ら
者
が
二
、
三
人
、
彼
に
従
っ
た
。

だ
が
哲
学
者
は
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
よ
う
な
素
ぶ
り
で
続
け
た

「建
築
師
、
デ
ミ
ウ
ル

ゴ
ス
、
名
称
は
何
で
あ
れ
、
そ
の
人
な
く
し
て
は
、
道
理
上
、
世
界
は
作
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
い
い
で
す
か
、
作
る
か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
に
作
る
か
は
、
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
次
第
な
の

で
す
、
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
着
手
し
た
か
を
、
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
っ
た
く
硬
度
な
、

と
て
つ
も
な
い
水
晶
の
塊
で
あ
る
物
質
を
、
思
い
浮
か
べ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
デ
ミ
ウ
ル

ゴ
ス
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
大
き
な
ハ
ン
マ

ー
で

一
撃
を
加
え
、
こ
の
塊
を
多
数
の
無
限
に

小
さ
な
小
片
に
打
ち
砕
き
、
そ
れ
ら
が
、
何
百
万
立
万
マ
イ
ル
の
空
間
に
四
散
し
た
の
で
す
。

当
然
、
こ
の
無
限
に
小
さ
な
水
晶
の
小
片
は
、
い
ろ
い
ろ
に
砕
け
、
そ
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
ハ
ン
マ
ー
の
衝
撃
を
受
け
て
生
じ
た
激
し
い
運
動
の
た
め
に
、
何
千
も
の
反
援
が
起
り
、

入
り
乱
れ
て
四
方
八
方
で
衝
突
し
、
ぶ
つ
か
り
合
い
、
摩
擦
し
合
っ
て
、
そ
こ
か
ら
必
然
的

に
い
ろ
い
ろ
不
規
則
な
形
を
し
た
無
数
の
小
物
体
が
生
れ
た
の
で
す
。
三
角
、
四
角
、
八
角
、

多
角
、
そ
し
て
丸
い
の
が
。
丸
い
の
か
ら
、
水
と
そ
れ
か
ら
う
す
め
ら
れ
た
水
に
他
な
ら
な

い
空
気
が
生
じ
、
三
角
の
か
ら
は
火
が
、
他
の
も
の
か
ら
は
大
地
が
、
そ
し
て
こ
の
四
つ
の

元
素
を
も
と
に
、
ご
存
じ
の
通
り
、
自
然
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
体
を
合
成
し
た
の
で
す
」

「
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
、
実
に
素
晴
ら
し
い
、
こ
れ
な
ら
わ
か
る
」
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は

言
っ
た
。
「
水
晶
の
塊
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
ハ
ン
マ
ー
、
そ
し
て
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
、
彼
の
一
撃

は
水
晶
を
粉
々
に
し
、
そ
の
名
人
芸
に
、
そ
れ
以
上
手
を
加
え
ず
と
も
、
そ
の
か
け
ら
か
ら

世
界
が
生
ず
る
と
は
！

事
実
、
考
え
ら
れ
う
る
い
ち
ば
ん
明
察
に
富
む
仮
説
と
い
え
る
、

そ
れ
な
の
に
そ
の
単
純
さ
た
る
や
、
い
ま
に
自
分
ら
に
も
思
い
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
え
る
ほ
ど
だ
」

「
こ
の
い
と
も
単
純
な
仮
定
を
使
っ
て
、
私
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
活
動
を
説
明

し
ま
す
」
哲
学
者
は
ほ
く
そ
え
み
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
で
も
あ
る
ま
い
し
」
こ
れ
ま
で
朋
輩
の
主
張
を
、
無
言
の
う
ち
に
軽

蔑
を
み
せ
、
耳
を
傾
け
て
い
た
デ
モ
ナ
ク
ス
と
い
う
名
の
九
人
目
が
叫
ん
だ
。

「
こ
の
宇
宙

の
よ
う
に
大
き
く
、
美
し
く
、
不
思
議
な
器
を
仕
上
げ
る
に
は
、
別
な
力
、
別
な
仕
掛
が
働

い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
施
行
す
る
に
は
、
二
流
ど
こ
ろ
の
親
方
連
中
で
事
足
り
る
、
と

し
て
も
、
こ
の
計
画
を
思
い
つ
け
る
の
は
、
ひ
と
り
完
壁
な
頭
脳
の
持
主
だ
け
な
の
で
す
。

彼
は
、
様
々
な
部
門
の
下
位
の
神
々
に
そ
れ
を
委
ね
、
部
門
ご
と
に
働
く
場
を
割
り
当
て
、

自
ら
は
全
体
を
監
督
す
る
こ
と
で
満
足
し
た
の
で
す
。
天
体
、
大
地
、
植
物
、
動
物
、
そ
し

- 12 -
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い
こ
ん
で
い
た
が
、
所
詮
そ
の
差
は
た
い
し
た
こ
と
も
な
く
、
分
別
の
あ
る
者
か
ら
み
れ
ば
、

そ
れ
は
イ
チ
ジ
ク
一
個
分
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ア
ブ

デ
ラ
の
哲
学
者
は
、
何
の
意
味
も
な
い
一
二
三
の
言
葉
を
除
け
ば
、
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
の
う

ち
で
｜
｜
・
い
ち
ば
ん
物
事
を
知
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
者
と
、
何
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

哲
学
者
は
、
察
す
る
に
、
自
然
の
こ
と
な
ど
わ
ざ
わ
ざ
委
曲
を
尽
し
て
述
べ
る
の
は
、
積

事
に
す
ぎ
ぬ
と
考
え
、
人
知
の
限
界
外
に
あ
る
課
題
だ
け
に
身
を
や
っ
し
て
い
た
。
こ
こ
ま

で
は
、
彼
ら
は
考
え
た
、
誰
も
｜
｜
同
業
者
以
外
追
っ
て
は
来
ま
い
、
と
、
そ
し
て
ア
ブ
デ

ラ
人
た
ち
の
前
で
何
と
公
言
し
よ
う
と
、
誰
も
わ
れ
わ
れ
の
嘘
を
と
が
め
だ
て
で
き
る
も
の

は
い
な
い
は
ず
だ
、
と
。

例
え
ば
彼
ら
が
好
ん
だ
題
目
の
一
つ
は
、
つ
ま
り
、
い
か
に
し
て
、
何
故
、
ど
こ
か
ら
世

界
は
生
じ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

「
そ
れ
は
卵
か
ら
出
来
た
の
だ
」
一
人
が
言
っ
た
「
大
気
は
白
身
で
、
混
沌
は
黄
身
、
そ

し
て
夜
が
そ
れ
を
瞬
化
し
た
の
だ
」

「そ
れ
は
火
と
水
か
ら
生
じ
た
の
で
す
」
も
う
一
人
が
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
ぜ
ん
ぜ
ん
生
じ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
」
三
人
目
が
一
出
回
っ
た
「
す
べ
て

は

つ
ね
に
あ
る
が
ま
ま
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
つ
ね
に
あ
る
が
ま
ま
を
持
続
し
て
行
く
で
し

ょ
う
」

こ
の
意
見
は
、
ア
ブ
デ
ラ
で
は
そ
の
調
法
さ
が
か
わ
れ
て
大
方
の
賛
成
を
得
た
。

「
万
事

こ
れ
で
説
明
が
つ
く
」
彼
ら
は
言
っ
た
「
な
が
な
が
と
頭
を
悩
ま
す
必
要
は
な
い
」
「
つ
ね

に
こ
う
だ
つ
た
」
こ
れ
が
ア
ブ
デ
ラ
人
に
事
の
理
由
や
原
因
を
尋
ね
た
時
の
き
ま
り
き
っ
た

答
え
で
、
そ
れ
に
飽
き
た
り
な
い
者
は
頭
が
鈍
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
君
た
ち
が
世
界
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
」
四
人
目
が
言
っ
た
「
本
来
延
々
と
続
く
世
界

の
連
り
で
、
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
の
よ
う
に
重
な
り
合
っ
て
い
て
、
し
だ
い
し
だ
い
に
は
が
れ
て

い
く
も
の
な
の
で
す
」

「
ひ
じ
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
だ
」
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
言
っ
た
「
ひ
じ
よ
う
に
わ

か
り
や
す
い
」
タ
マ
ネ
ギ
が
ど
ん
な
も
の
か
、
彼
ら
は
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
、
哲
学
者
の

言
葉
が
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
た
。

「
妄
想
だ
！
」
五
人
目
が
語
っ
た
。
「
も
ち
ろ
ん
世
界
は
無
数
に
あ
り
は
し
ま
す
が
、
そ

れ
は
分
ち
が
た
い
日
の
光
に
漂
う
塵
介
が
偶
然
動
き
出
し
て
生
じ
た
も
の
で
、
千
の
一
万
倍

に
及
ぶ
出
来
そ
こ
な
い
が
生
じ
た
後
、
や
っ
と
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
ぐ
ら
い
に
な
ん
と
か
理

に
か
な
っ
た
と
思
え
る
の
が
出
現
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
幸
運
な
の
で
す
」

「原
子
説
を
私
は
と
り
ま
す
」
六
人
目
が
語
っ
た
「
が
、
偶
然
の
闇
雲
な
運
動
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
原
子
は
無
で
す
、
い
や
、
そ
れ
は
一
定
の
力
と
特
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
お
互
い
似
て
い
る
、
似
て
い
な
い
悦
応
じ
て
、
互
い
に
引
き
合
っ
た
り
、
反
擁
し
合

っ
た
り
す
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
賢
明
な
エ
ン
ベ
ド
ク
レ
ス
（
こ
の
男
、
エ

ト
ナ
山
の
真
の

姿
を
探
ろ
う
と
、
よ
く
よ
く
考
え
て
そ
の
火
口
に
飛
び
込
ん
だ
、
と
言
わ
れ
て
い
る
）
は
愛

と
憎
し
み
を
あ
ら
ゆ
る
合
成
物
の
第
一
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
エ
ン
ベ
ド
ク
レ

ス
は
正
し
い
の
で
す
」

「
失
礼
な
が
ら
、
諸
君
、
君
た
ち
は
み
ん
な
間
違
っ
て
い
る
」
哲
学
者
シ
サ
ミ
ス
は
語
っ

M
M

ホ
メ
オ
メ
リ
エ
ン

た。

「断
じ
て
、
神
秘
的
な
卵
か
ら
も
、
火
と
水
の
結
合
か
ら
も
、
原
子
か
ら
も
、
同
質
種
子

か
ら
も
、
世
界
は
出
来
は
し
な
い
で
し
ょ
う
、
も
し
精
神
の
助
け
を
借
り
な
い
の
で
あ
れ
ば
。

世
界
は
（
そ
れ
ぞ
れ
他
の
動
物
と
同
じ
く
）
物
質
と
精
神
の
合
成
物
な
の
で
す
。
物
に
形
を

与
え
て
い
る
の
が
精
神
で
、
両
者
は
永
遠
の
昔
か
ら
一
つ
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
、
そ

し
て
、
部
分
を
一
緒
に
ま
と
め
て
い
る
精
神
が
身
を
引
け
ば
、
た
ち
ど
亡
ろ
に
個
々
の
物
体

は
分
解
さ
れ
る
よ
う
に
も
し
普
遍
的
世
界
精
神
が
全
体
を
包
括
し
、
活
気
づ
け
る
こ
と
を
や

め
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
そ
の
瞬
間
に
天
地
は
単
な
る
得
体
の
知
れ
な
い
、
形
の

な
い
、
無
気
味
な
、
死
の
塊
と
化
す
で
し
ょ
う
」

「
ど
う
か
ユ
ピ
テ
ル
と
ラ
ト
ナ
の
ご
加
護
を
！
」
男
が
そ
の
よ
う
な
恐
し
い
脅
し
女
句
を

吐
く
の
を
聞
い
て
、
驚
く
ま
い
こ
と
か
、
び
ゥ
く
り
仰
天
し
て
、
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
叫
ん

だ
も
の
だ
。

「
危
険
は
な
い
」
祭
司
ス
ト
ロ
ビ
ュ
ル
ス
は
言
っ
た
「
ラ
ト
ナ
の
蛙
が
わ
が
町
に
い
る
限

り
、
シ
サ
ミ
ス
の
言
う
世
界
精
神
が
こ
の
世
に
そ
の
よ
う
な
非
道
を
加
え
る
は
ず
が
な
い
」

「
同
胞
諸
君
」
八
人
目
が
語

っ
た
「
賢
い
シ

サ
ミ
ス
の
言
う
世
界
精
神
と
て
、
わ
が
朋
友

ら
の
言
う
原
子
や
同
質
の
種
子
や
タ
マ
ネ
ギ
や
卵
と
同
類
の
も
の
で
す
。
世
界
が
あ
る
と
言

う
な
ら
、
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
た
る
世
界
創
造
者
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
な
ん
と
な

れ
ば
、
建
物
が
あ
る
か
ら
に
は
、
建
築
師
か
、
少
く
と
も
大
工
の
棟
梁
の
存
在
が
そ
の
前
提

に
な
る
し
、
誰
で
も
知
つ
て
の
通
り
、
自
ず
と
生
ず
る
も
の
な
ど
何
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
か

ら
で
す
」

「
そ
れ
で
も
日
頃
言
っ

て
ま
す
よ
、
い
ず
れ
自
ず
と
そ
う
な
る
だ
ろ
う
と
か
、
自
ず
と
う

ま
く
行
く
だ
ろ
う
と
か
」
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
言
っ
た
。

「
そ
ん
な
ふ
う
に
言
い
は
し
ま
す
が
」
前
者
は
答
え
た
「
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
そ
の
よ

- 11 -
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パ
ン
ダ
の
胸
に
見
惚
れ
て
、
一
種
の
魂
の
ま
ど
ろ
み
状
態
に
陥
り
、
ホ
タ
ル
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
覚
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

1
i’
「
道
学
者
の
話
を
し
て
い
る
ん
だ
、

と
思
っ
て
ま
し
た
」

「
道
学
者
な
り
、
ホ
タ
ル
な
り
、
お
好
き
な
よ
う
に
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
応
じ
た
。
「
話

題
に
し
て
い
る
事
柄
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
、
私
が
言
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
こ
う
で
す
、

永
遠
の
平
和
が
支
配
し
、
人
間
は
す
べ
て
等
し
く
自
由
で
幸
福
な
園
、
詩
と
悪
と
が
混
在
す

る
こ
と
な
く
、
苦
痛
と
歓
喜
、
徳
と
悪
徳
が
隣
り
合
う
こ
と
も
な
い
、

美
だ
け
が
、
秩
序
だ

け
が
、
調
和
だ
け
が
あ
る
と
い
う
国
l
l
a
一
言
で
言
え
ば
、
あ
な
た
方
の
道
学
者
た
ち
が
こ

の
地
上
を
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
国
は
、
胃
や
下
半
身
の
な
い
人
々
が
住
む
国

か
、
さ
も
な
く
ば
、
ま
っ
た
く
の
と
こ
ろ
、
テ
レ
ク
リ
デ
ス
が
描
い
て
み
せ
る
国
の
い
ず
れ

か
で
す
、
私
の
お
話
し
た
の
は
（
美
し
い
サ
ラ
パ
ン
ダ
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
通
り
）
彼

の
『
ア
ン
フ
ィ
ク
テ
ュ
オ
ネ
ス
』
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。
完
全
な
平
等
、
現
実
に
対
す
る

完
全
な
満
足
、
変
る
こ
と
な
き
融
和
｜
｜
要
す
る
に
、
国
王
や
祭
司
も
、
兵
士
、
市
参
事
会

員
、
道
学
者
、
仕
立
屋
、
料
理
人
、
医
者
、
刑
吏
も
一
人
と
し
て
必
要
と
し
な
い
サ
ト
ゥ
ル

ヌ
ス
の
黄
金
時
代
と
い
う
の
は
、
丸
焼
き
の
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
が
人
の
口
に
飛
ん
で
く
る
と
か

（
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
お
よ
そ
似
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
）
人
が
何
の
欲
望
も
持
た
な
い

と
か
の
国
に
お
い
て
し
か
実
現
し
え
な
い
の
で
す
。
こ
れ
で
一
目
瞭
然
だ
、
と
思
い
ま
す
か

ら
、
こ
れ
で
も
暗
く
て
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、
火
炎
天
の
光
を
か
き
集
め
た
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
以
上
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
上
う
。
な
の
に
、
あ
な
た
方
の
道
学
者

と
き
た
ら
、
あ
り
の
ま
ま
の
世
間
に
腹
を
立
て
、
何
故
世
間
が
変
ら
な
い
か
、
そ
の
理
由
を

知
っ
て
い
る
ま
と
も
な
哲
学
者
が
こ
の
よ
う
な
紳
士
連
の
腹
立
ち
を
お
か
し
が
る
と
、
あ

た
か
も
神
々
と
人
間
の
敵
で
あ
る
か
の
よ
う
に
突
っ
か
か
っ
て
く
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
自

体
、
確
か
に
滑
稽
き
わ
ま
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
と
し
て
こ
の
牌
臓
病
み
の
紳
士
連

が
わ
が
も
の
顔
に
ふ
る
ま
い
だ
す
と
、
か
な
り
悲
劇
的
な
結
果
も
起
っ
た
り
す
る
の
で
す
」

「
で
は
い
っ
た
い
あ
な
た
は
、

道
学
者
に
何
を
し
ろ
、
と
言
わ
れ
る
の
で
す
か
」

「
自
分
た
ち
の
方
が
も
っ
と
良
く
知
っ
て
い
る
な
ど
と
言
う
前
に
、
ま
ず
、
自
然
を
少
し

で
も
識
る
こ
と
で
す
。
人
々
の
愚
行
や
不
作
法
を
我
慢
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
す
、
自
分

た
ち
の
だ
っ
て
我
慢
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
血
も
一
択
も
な
い
鏡
舌
で
う
ん
ざ
り

さ
せ
た
り
、
中
傷
し
て
怒
ら
せ
た
り
す
る
代
り
に
、
お
手
本
に
な
る
こ
と
で
す
。
火
の
な
い

所
に
煙
を
求
め
た
り
、
登
ら
な
い
う
ち
か
ら
、
山
の
頂
上
に
立
っ
た
つ
も
り
に
な
ら
な
い
こ

と
で
す
」

「
な
ん
ぼ
な
ん
で
も
そ
こ
ま
で
非
常
識
な
人
は
い
ま
す
ま
い
」
ア
ブ
デ
ラ
人
の
一
人
が
言

っ
た
。

「
そ
れ
ほ
ど
非
常
識
な
の
で
す
、

立
法
者
や
立
案
者
、
教
師
に
世
直
し
屋
の
九
割
ま
で
が

地
球
上
は
い
つ
の
世
で
も
そ
う
な
ん
で
す
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
言
っ
た
。

暇
つ
ぶ
し
の
連
中
も
、
自
然
科
学
者
の
気
ま
ぐ
れ
に
は
さ
す
が
に
閉
口
し
て
、
再
び
家
路

に
つ
き
、
途
中
、
宵
の
明
星
輝
く
快
い
薄
明
り
の
も
と
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
、
一
角
獣
、
裸
の

行
者
、
怠
け
者
天
国
に
つ
い
て
ベ
チ
ャ
ク
チ
十
だ
べ
り
あ
っ
た
、
そ
し
て
話
さ
れ
だ
馬
鹿
話

の
内
容
は
千
差
万
別
で
あ
っ
て
も
、
全
員
が
一
致
し
て
同
意
し
た
の
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は

風
変
り
な
、
自
惚
れ
の
強
い
、
利
口
ぶ
っ
た
、
あ
ら
探
し
の
好
き
な
変
人
だ
が
、
そ
れ
で
も

な
か
な
か
退
屈
し
の
ぎ
に
は
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
彼
の
う
ち
に
あ
る
も
の
で
は
、

ぶ
ど
う
酒
が
最
高
だ
」
市
参
事
会
員
が
言
っ
た
。

寛
大
な
死
神
ア
ヌ
ビ
ス
よ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
再
び
一
人
に
な
っ
て
思
っ
た
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
の
話
し
相
手
に
な
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
｜
｜
t

彼
ら
の
暇
を

ま
ぎ
ら
す
た
め
に
。

第

.==. 
与L
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ア
ブ
デ
ラ
の
哲
学
者
た
ち
の
一
面
、
そ
し
て
好
意
か
ら
二
、
三
言
葉
を
か
け
信
用

を
お
と
し
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
不
運
。

そ
れ
は
そ
う
と
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
す
べ
て
例
外
な
く
、
誓
約
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は

市
民
宣
誓
に
よ
っ
て
、
祖
母
や
乳
母
、
市
参
事
会
員
た
ち
よ
り
分
別
を
持
た
な
い
よ
う
に
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
勘
ぐ
ら
れ
な
い
よ
う
。
ア
テ
ネ
の
ラ
イ
バ
ル
、

ア
ブ
デ
ラ
に
も
哲
学
者
は
い
た
、
す
な
わ
ち
、
画
家
や
詩
人
が
い
た
如
く

l
l哲
学
者
も
い

た
の
で
あ
る
。
あ
の
有
名
な
詑
弁
家
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
ア
ブ
デ
ラ
人
で
、
た
く
さ
ん
弟
子
を

育
て
て
い
た
が
、
こ
の
弟
子
た
ち
、
機
知
と
雄
弁
で
は
師
と
比
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
の
に
、

そ
の
分
、
自
惚
れ
と
馬
鹿
さ
か
げ
ん
で
は
師
を
凌
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
先
生
方
は
調
法
な
哲
学
を
編
み
出
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
質
問
に
も
難
な
く

答
え
、
天
上
天
下
を
問
わ
ず
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
よ
ど
み
な
く
し
ゃ
べ
り

ま
く
っ
て
い
た
か
ら
｜
！
と
に
か
く
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
を
聴
衆
に
し
て
い
る
限
り
｜
｜
善
良

な
聴
衆
は
、
さ
す
が
に
哲
学
者
は
自
分
た
ち
よ
り
な
ん
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
、
と
固
く
思
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よ
う
に
温
順
で
、
神
々
の
よ
う
に
幸
福
な
国
の
こ
と
を
。
そ
の
よ
う
な
国
の
こ
と
を
こ
れ
ま

で
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
思
い
出
せ
ま
せ
ん
わ
」

「
つ
ま
り
こ
ん
な
国
な
ん
で
す
よ
、
ク
ロ
ナ
リ
オ
ン
、
そ
こ
は
暑
す
ぎ
も
寒
す
ぎ
も
せ
ず
、

湿
潤
す
ぎ
る
こ
と
も
乾
燥
し
す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
、
春
と
秋
は
交
互
に
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、

ア
ル
キ
ノ
オ
ス
の
庭
さ
な
が
ら
に
、
永
遠
の
調
和
を
保
っ
て
共
存
し
て
い
る
の
で
す
。
山
や

谷
、
森
や
沃
野
に
は
、
人
間
の
心
が
欲
し
が
り
そ
う
な
も
の
な
ら
何
で
も
揃
っ
て
い
ま
す
。

兎
を
狩
る
に
し
ろ
、
鳥
か
魚
を
捕
え
る
に
し
ろ
、
果
実
を
摘
む
に
し
ろ
、
食
べ
物
を
手
に
入

れ
る
の
に
人
々
は
お
よ
そ
苦
労
な
ん
か
す
る
心
要
は
な
く
、
ま
た
、
気
楽
な
生
活
を
楽
し
む

の
も
、
散
々
い
や
な
思
い
を
し
た
末
で
な
け
れ
ば
、
で
き
か
ね
る
と
い
う
の
で
も
な
い
の
で

す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
す
べ
て
は
自
ず
と
生
ず
る
の
で
す
。
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
と
ヤ
マ
シ
ギ
は
、

ぎ
っ
し
り
詰
め
物
を
さ
れ
た
丸
焼
き
に
な
っ
て
、
人
々
の
口
許
を
飛
び
か
い
、
食
べ
て
も
ら

い
た
い
、
と
腰
を
低
く
し
て
頼
み
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
魚
は
、
考
え
ら
れ
る
限
り
の
ス

i
プ

の
池
を
、
料
理
さ
れ
て
泳
ぎ
、
そ
の
岸
辺
に
は
い
つ
も
、
牡
嫡
や
カ
ニ
、
パ
イ
、
ハ
ム
、
牛

の
舌
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
兎
や
牡
ノ
ロ
シ
カ
は
、
自
分
の
方
か
ら
跳
ん
で
き
て
、
す
っ
ぽ

り
皮
を
は
ぎ
、
自
分
で
焼
き
串
に
さ
さ
り
、
焼
け
る
と
、
自
分
で
丸
鉢
に
お
さ
ま
る
の
で
す
。

い
た
る
所
に
食
事
の
準
備
が
自
ら
整
う
食
卓
が
あ
り
、
い
た
る
所
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
効
い
た

柔
ら
か
い
小
さ
な
寝
椅
子
が
あ
っ
て
、
無
為
か
ら
｜
｜
休
息
へ
と
、
そ
し
て
心
地
良
い
倦
怠

へ
と
誘
う
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
傍
に
は
、
ミ
ル
ク
や
蜂
蜜
、
キ
プ
ロ
ス
産
の
ブ
ド
ウ
酒
や
レ

モ
ン
水
や
そ
の
他
お
い
し
い
飲
物
が
、
小
さ
な
小
川
と
な
っ
て
き
ら
き
ら
流
れ
、
そ
し
て
そ

の
上
に
ア

I
チ
を
描
く
バ
ラ
や
ジ
ャ
ス
ミ
ン
を
混
え
た
濯
木
に
は
、
飲
み
ほ
さ
れ
る
た
び
に
、

た
ち
ま
ち
ひ
と
り
で
に
満
た
さ
れ
る
杯
や
グ
ラ
ス
が
花
と
咲
き
こ
ぼ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ

こ
に
は
、
果
実
の
代
り
に
、
小
さ
な
パ
イ
や
炎
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ハ
タ
ン
キ
ョ
ウ
入
り
あ
げ

パ
ン
、
パ
タ
l
入
り
巻
き
パ
ン
が
な
っ
て
い
る
木
々
が
あ
り
、
別
な
木
々
で
は
、
枝
と
い
う

枝
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ハ

l
プ
、
ツ
ィ
タ
l
、
低
音
琴
、
笛
、
角
笛
が
さ
が
り
、
二
度
と

聞
け
な
い
最
高
の
演
奏
を
ひ
と
り
で
に
や
る
の
で
す
。
こ
の
幸
福
な
人
た
ち
は
、
暖
か
い
日

中
は
眠
っ
て
過
し
、
タ
ベ
と
も
な
る
と
、
踊
り
や
歌
や
お
し
ゃ
べ
り
に
興
じ
、
そ
の
後
は
、

ひ
ん
や
り
し
た
大
理
石
の
浴
場
で
、
目
に
見
え
な
い
手
に
や
さ
し
く
こ
す
ら
れ
、
ひ
と
り
で

に
紡
ぎ
、
織
ら
れ
た
肌
ざ
わ
り
の
良
い
亜
麻
織
布
で
ふ
き
と
ら
れ
、
タ
ベ
の
雲
が
と
け
て
出

来
た
最
高
級
の
香
料
を
塗
り
こ
ま
れ
て
、
気
分
を
あ
ら
た
に
す
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
ふ

く
ら
ん
だ
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
横
た
え
て
、
山
の
よ
う
に
ご
馳
走
の
な
ら
ん
だ
食
卓
を
囲
み
、

食
べ
、
飲
み
、
笑
い
、
歌
い
、
恋
に
た
わ
む
れ
、
接
吻
す
る
の
で
す
、
永
遠
の
満
月
の
お
か

げ
で
穏
や
か
な
昼
と
見
紛
う
夜
を
徹
し
て
、
な
か
で
も
ー
ー
や
は
り
い
ち
ば
ん
楽
し
い
こ
と

は
｜
｜
｜
」

「
ま
あ
、
よ
し
て
下
さ
い
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
さ
ん
、
人
を
お
ち
ゃ
ら
か
し
て
。
話
さ
れ
て

シ
ュ
－
7
－7
ッ
フ
ェ
ン
－
7
ン
ト

い
る
こ
と
は
、
お
と
ぎ
話
の
怠
け
者
天
国
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ま
だ
小
さ
な
娘
の
時
分
に
、

乳
母
か
ら
散
々
聞
か
さ
れ
ま
し
た
わ
」

「
で
も
ク
ロ
ナ
リ
オ
ン
、
あ
な
た
だ
っ
て
こ
の
国
は
住
み
心
地
が
良
さ
そ
う
だ
、
と
思
う

で
し
ょ
う
」

「
気
づ
か
な
い
の
か
ね
、
そ
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
秘
か
な
意
味
に
」
賢
い
市
参
事
会
平

会
員
が
言
っ
た
「
察
す
る
に
、
快
楽
の
中
に
最
高
普
を
求
め
る
あ
る
種
の
哲
学
者
へ
の
訊
刺

で
す
よ
」

的
が
は
ず
れ
て
ま
す
よ
、
市
参
事
会
員
さ
ん
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
思
っ
た
。

「
テ
レ
ク
リ
デ
ス
の
『
ア
ン
フ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ニ
ア
ン
』
の
中
で
、
似
た
よ
う
な
黄
金
時
代

の
描
写
を
読
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
わ
」

l
lサ
ラ
パ
ン
ダ
夫
け
八
は
言
っ
た
。

「
私
が
美
し
い
ク
ロ
ナ
リ
オ
ン
に
話
し
て
聞
か
せ
た
国
は
」
自
然
科
学
者
は
話
し
た
「
風

刺
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
賢
い
君
た
ち
の
一

O
人
が
一

O
人
、
心
中
秘
か
に
憧
れ
、
な
ろ
う

こ
と
な
ら
そ
こ
へ
行
こ
う
と
あ
く
せ
く
し
、
ア
ブ
デ
ラ
の
道
学
先
生
ら
に
い
た
っ
て
は
、
い

い
こ
と
ず
く
め
の
演
説
を
ぶ
っ
て
、
私
ど
も
を
そ
こ
へ
と
そ
そ
の
か
し
て
い
る
国
の
こ
と
で

す
。
万
一
彼
ら
の
長
広
舌
に
何
か
意
味
が
あ
る
と
し
て
の
話
で
す
が
」

「
あ
な
た
が
そ
れ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
、
ぜ
ひ
知
り
た
い
も
の
で
す
な
」
市

参
事
会
員
が
言
っ
た
、
こ
の
男
（
上
の
空
で
聞
い
た
り
、
参
事
会
で
寝
ぼ
け
な
が
ら
一
票
を

投
ず
る
長
年
の
習
慣
か
ら
）
わ
ざ
わ
ざ
労
し
て
物
事
を
じ
っ
く
り
考
え
る
の
は
苦
手
で
あ
っ

た

「
ど
う
や
ら
強
い
照
明
が
お
好
き
な
よ
う
で
す
ね
、
議
員
先
生
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
返
答

し
た
。
「
し
か
し
光
が
多
す
ぎ
る
の
も
、
少
な
す
ぎ
る
の
と
同
様
、
見
る
の
に
は
不
便
な
も

の
な
の
で
す
。
薄
明
り
、
こ
れ
こ
そ
こ
う
い
う
物
を
過
不
足
な
く
見
る
光
と
し
て
は
い
ち
ば

ん
だ
、
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
が
そ
も
そ
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
仮
定
し
て
の
こ
と
で

す
。
と
い
う
の
は
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
多
分
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
が
、
見
る
と
い
う

こ
と
で
は
、
一
万
に
及
ぶ
太
陽
の
光
が
あ
っ
て
も
、
ホ
タ
ル
の
明
り
と
変
る
と
こ
ろ
が
な
い

の
で
す
か
ら
」

「
ホ
タ
ル
の
話
で
？
」
｜
｜
・
と
彼
は
言
っ
た
が
、
彼
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
話
す
問
、
サ
ラ
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恥
知
ら
ず
に
も
ほ
ど
が
あ
る
わ
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
娘
た
ち
に
も
劣
る
じ
ゃ
な
い
の
。
そ
ん

な
こ
と
誰
が
信
じ
ら
れ
て
」

「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
」
自
然
科
学
者
は
言
っ
た
「
裸
の
行
者
の
女
た
ち
は
、
完
全
正

装
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
女
た
ち
ほ
ど
に
も
裸
で
は
な
く
、
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
爪
先
ま
で
、
け

が
れ
が
な
く
、
身
だ
し
な
み
も
立
派
で
す
」

「
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
の
」

「
も
っ
と
は
っ
き
り
言
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
」

「
あ
は
あ
、
わ
か
り
ま
し
た
。
皮
肉
の
お
つ
も
り
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
と
も
け
が
れ
の
な

さ
や
身
だ
し
な
み
の
こ
と
を
茶
化
し
て
お
ら
れ
る
だ
け
の
こ
と
か
し
ら
。
裸
の
行
者
の
女
た

ち
が
、
そ
れ
ほ
ど
き
ち
ん
と
着
物
を
着
て
い
な
い
の
で
し
た
ら
｜
｜
き
っ
と
彼
女
ら
が
ひ

じ
よ
う
に
醜
い
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
国
の
男
た
ち
が
ひ
じ
よ
う
に
冷
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
す

わ」
「
ど
ち
ら
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
女
た
ち
の
姿
は
整
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
子
供
た
ち
は

健
康
で
、
生
気
に
満
ち
て
い
ま
す
よ
、
思
う
に
、
こ
れ
な
ど
父
親
の
態
度
を
雄
弁
に
物
語
る

な
に
よ
り
の
証
拠
に
な
り
ま
す
ね
」

「
あ
な
た
は
逆
説
の
お
好
き
な
方
だ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
」
例
の
大
物
が
口
を
き
い
た
「
で

も
わ
し
を
言
い
く
る
め
よ
う
な
ど
と
金
輪
際
考
え
な
い
こ
と
で
す
、
あ
る
国
民
の
女
た
ち
が

裸
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
国
民
の
道
徳
は
洗
練
さ
れ
て
く
る
な
ん
て
」

「
私
が
責
め
ら
れ
て
い
る
通
り
の
、
大
の
逆
説
好
き
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
、
例
を
挙
げ
、

理
由
を
挙
げ
て
、
あ
な
た
を
ま
る
め
こ
む
ぐ
ら
い
、
朝
飯
前
で
し
ょ
う
。
で
も
、
弁
護
人
を
買

っ
て
で
る
ほ
ど
、
裸
の
女
行
者
た
ち
の
風
俗
に
肩
入
れ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
れ
に
私
の
本
意
は
、
あ
の
機
知
縦
横
な
ク
ラ
テ
ュ
ロ
ス
の
言
い
そ
う
な
こ
と
を
言
う
こ
と

で
は
ぜ
ん
ぜ
ん
な
い
の
で
す
。
私
は
た
だ
、
こ
の
種
の
風
俗
は
す
べ
て
、
習
慣
や
環
境
の
な
せ

る
業
だ
、
と
裸
の
行
者
た
ち
の
女
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
す
。
ス
パ
ル
タ
の

娘
た
ち
の
ス
カ
ー
ト
が
短
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
た
イ
ン
ダ
ス
河
流
域
の
娘
た
ち
が
ス
カ
ー

ト
を
は
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
た
め
に
徳
を
七
枚
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
く
る
ん
だ
者
た
ち

よ
り
無
節
操
だ
と
も
、
よ
り
大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

対
象
で
は
な
く
、
対
象
に
対
す
る
私
た
ち
の
心
構
え
が
、
み
だ
ら
な
情
熱
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
裸
の
行
者
た
ち
は
、
人
体
の
一
部
を
他
と
比
べ
て
卑
し
い
と
は
考
え
な
い
か

ら
、
女
た
ち
が
生
れ
つ
き
の
毛
皮
し
か
身
に
つ
け
て
い
な
く
と
も
、
着
衣
し
て
い
る
と
と
り

ま
す
、
そ
れ
は
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
ス
人
が
、
腰
に
山
猫
の
毛
皮
を
ま
と
っ
た
彼
ら
の
女
た
ち
を

着
衣
し
て
い
る
と
み
な
す
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
な
の
で
す
」

「
願
い
さ
げ
に
し
た
い
な
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
哲
学
を
武
器
に
女
た
ち
を
い
い
よ
う
に
ふ

り
ま
わ
し
て
、
彼
女
た
ち
が
ロ
ク
で
も
な
い
こ
と
を
頭
に
吹
き
こ
ま
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
」

｜
｜
毛
皮
製
品
を
商
っ
て
い
る
実
直
で
融
通
の
き
か
な
い
ア
ブ
デ
ラ
人
が
言
っ
た
。

「
わ
し
も
だ
よ
」
｜
｜
亜
麻
布
商
人
が
同
調
し
た
。

「
私
と
て
思
い
は
同
じ
で
す
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
言
っ
た
「
毛
皮
や
亜
麻
布
こ
そ
商
っ
て

い
ま
せ
ん
が
」

「
も
う
ひ
と
つ
質
問
さ
せ
て
下
さ
い
」
生
き
て
い
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
を
見
た
か
っ
た
、
と

か
言
う
例
の
お
節
介
女
が
舌
足
ら
ず
に
言
っ
た
「
あ
な
た
は
世
界
中
を
め
ぐ
っ
て
来
ら
れ
た

そ
う
で
す
が
、
不
思
議
な
国
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
何
ご
と
も
私
た
ち
の
所
と
は
違
っ
て
い

る
と
か
｜
｜
｜
」

「
そ
ん
な
こ
と
、
一
言
た
り
と
も
信
じ
ら
れ
な
い
」
市
参
事
会
員
は
、
さ
な
が
ら
ホ
メ
ロ

ス
描
く
ユ
ピ
テ
ル
の
よ
う
に
、
知
恵
に
ふ
く
ら
ん
だ
頭
の
こ
の
世
な
ら
ぬ
見
事
な
髪
を
振
り

乱
し
て
、
ぶ
つ
く
さ
言
っ
た
。

「
さ
あ
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
」
お
節
介
女
は
続
け
た
「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
国
々
の
う
ち

で
、
ど
こ
が
い
ち
ば
ん
お
気
に
召
し
ま
し
た
の
」

「
ど
こ
か
に
も
っ
と
気
に
入
る
よ
う
な
所
が
あ
る
か
つ
て
言
う
の
で
す
ね
ー
ー
ー
ア
プ
デ
ラ

よ
り
も
」

「
む
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
な
た
が
本
気
で
な
い
こ
と
く
ら
い
、
先
刻
承
知
し
て
い
ま

す
ぞ
。
お
世
辞
は
抜
き
に
し
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
こ
の
若
い
ご
婦
人
に
言
っ
て
や
っ
て
下

さ
い
」
｜
｜
市
参
事
会
員
が
言
っ
た
。

「
私
を
笑
い
も
の
に
す
る
で
し
ょ
う
ね
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
応
じ
た
「
し
か
し
、
お
望
み

と
あ
ら
ば
、
美
し
い
ク
ロ
ナ
リ
オ
ン
、
正
真
正
銘
の
真
実
を
話
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
自

然
が
好
意
的
で
、
自
ら
の
営
み
の
か
た
わ
ら
、
人
間
の
仕
事
ま
で
引
き
受
け
て
く
れ
る
、
そ

ん
な
国
の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
永
遠
の
平
和
が
支
配
し
て
い
る
国
の
こ

と
を
。
そ
こ
で
は
誰
も
奴
隷
で
な
く
、
誰
も
主
人
で
な
い
、
誰
も
貧
し
く
な
く
、
誰
も
が
豊

か
で
あ
る
、
黄
金
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
で
、
黄
金
へ
の
渇
望
が
犯
罪
を
生
む
こ
と
も

な
く
、
利
鎌
は
剣
と
同
様
未
知
の
も
の
で
、
勤
勉
な
人
が
怠
け
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
も
な

い
、
誰
も
病
気
に
な
ら
な
い
の
で
、
医
者
は
お
ら
ず
、
争
い
ご
と
が
な
い
の
で
、
裁
判
官
は

い
な
い
、
誰
も
が
満
足
し
て
い
る
の
で
、
争
い
ご
と
が
な
く
、
誰
も
が
望
み
さ
え
す
れ
ば
何

で
も
持
て
る
の
で
、
誰
も
が
満
足
し
て
い
る
ー
ー
ー
一
言
で
言
え
ば
、
人
々
が
す
べ
て
小
羊
の
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界
の
見
事
な
博
物
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
剥
製
の
動
物
や
鳥
、
魚
の
ミ

イ
ラ
、
珍
し
い
蝶
や
貝
や
化
石
に
鉱
石
な
ど
を
。
す
べ
て
が
ア
ブ
デ
ラ
人
に
は
目
新
し
い
も

の
で
、
す
べ
て
が
彼
ら
を
驚
嘆
さ
せ
た
。
こ
の
す
ぐ
れ
た
自
然
科
学
者
は
、
瞬
時
に
、
耳
を

聾
す
る
質
問
攻
め
に
あ
っ
て
、
こ
れ
す
べ
て
耳
と
舌
か
ら
で
き
て
い
る
フ
ァ
l
マ
に
で
も
成

り
か
わ
ら
な
い
と
、
全
部
に
答
え
て
や
る
な
ど
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
ど
う
か
説
明
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
何
で
す
、
名
前
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
、
ど
う

し
て
そ
う
な
る
の
で
す
、
何
故
そ
う
し
て
い
る
の
で
す
」

で
き
る
限
り
、
知
っ
て
る
限
り
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
説
明
し
た
も
の
の
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人

人
に
は
何
ひ
と
つ
そ
れ
で
前
よ
り
合
点
が
い
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
、
彼
が
説
明
し

て
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
わ
か
ら
な
く
な
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
そ
れ
は
彼
の
責

任
で
は
な
か
っ
た
。

「
素
晴
ら
し
い
！
不
可
解
だ
！
実
に
素
晴
ら
し
い
！
」
は
ね
返
っ
て
く
る
反
応
は
、

ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
。

「
世
間
に
あ
り
ふ
れ
て
い
ま
す
よ
」
彼
は
ま
っ
た
く
冷
や
か
に
応
じ
た
。

「ど
だ
い
謙
一
遜
が
過
ぎ
る
ん
で
す
よ
、
お
宅
さ
ん
は
。
そ
れ
と
も
何
で
す
か
、
も
し
か
し

て
あ
な
た
の
立
派
な
趣
味
と
大
旅
行
に
も
っ
と
敬
意
を
表
せ
よ
、
と
言
う
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
ね
」

「
そ
れ
で
し
た
ら
余
計
な
気
づ
か
い
は
無
用
で
す
、
み
な
さ
ん
。
私
は
万
事
の
み
こ
ん
で

お
り
ま
す
」

「
で
も
な
ん
で
す
ね
、
や
は
り
世
界
を
奥
深
く
旅
す
る
の
は
、
楽
し
い
こ
と
で
し

ょ
う
ね
」

｜
｜
一
人
の
ア
ブ
デ
ラ
人
が
言
っ
た
。

「
ま
っ
た
く
逆
だ
と
思
う
な
」
も
う
一
人
が
応
じ
た
。
｜
｜
「
考
え
て
も
ご
ら
ん
、
毎
日
、

危
険
と
困
難
に
さ
ら
さ
抗
、
道
路
は
悪
い
し
、
旅
館
も
ひ
ど
い
、
浅
瀬
や
座
礁
、
そ
れ
に
野

獣
や
ワ

ニ
や
一
角
獣
、
戸
リ
ュ
プ
ス
、
翼
の
あ
る
ラ
イ
オ
ン
、
こ
れ
ら
が
み
ん
な
、
蛮
地
に

は
う
ご
め
い
て
い
る
ん
だ
よ
。
1
1
1
」

「
す
る
と
、
結
局
、
何
か
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
ね
（
ア
ブ
デ
ラ
の
大
物
が
口
を
は

さ
ん
だ
）
世
界
が
ど
ん
な
に
大
き
い
か
を
見
て
来
た
か
ら
と
い
っ
て
。
思
う
に
、
そ
う
な
る

と
、
わ
し
の
所
有
し
て
い
る
土
地
な
ど
ち
っ
ぽ
け
に
見
え
て
、
も
う
嬉
し
く
も
な
ん
と
も
な

く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
」

「
た
く
さ
ん
の
人
聞
を
見
る
の
は
、
何
の
た
し
に
も
な
ら
な
い
の
で
す
か
」
｜
｜
最
初
の

男
が
応
じ
た
。

そ
ん
な
も
の
居
な
が
ら
に
し
て
見
ら
れ
た
は
ず

「
い
っ
た
い
何
を
見
る
っ
て
。
人
間
！

だ
よ
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
お
ん
な
じ
さ
」

「
ま
あ
、
こ
こ
に
は
足
の
な
い
鳥
ま
で
い
る
わ
」
若
い
ご
婦
人
が
叫
ん
だ
。

「
足
が
な
い
で
す
っ
て
。
｜
｜
そ
れ
に
こ
の
鳥
、
体
中
探
し
て
も
羽
は
片
方
だ
け
ま
。
び

っ
く
り
だ
わ
」
｜
｜
別
の
女
が
言
っ

た
。
「
ど
う
い
う
こ
と
か
、
お
わ
か
り
に
な
り
ま
し
て
」

「お
願
い
で
す
か
ら
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
さ
ま
、
足
が
な
く
て
、
ど
う
や

っ
て
歩
け
る
の
か
、

説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
」

「
そ
れ
に
片
方
の
羽
だ
け
で
ど
う
や
っ
て
飛
ぶ
の
で
す
か
」

「
あ
あ
、
私
が
い
ち
ば
ん
見
た
い
の
は
」
で
し
ゃ
ば
り
女
の
一
人
が
言
っ

た

「そ
れ
は
生

き
て
い
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
な
の
。
l
l
eあ
な
た
は

エ
ジ
プ
ト
で
、

多
分
、
た
く
さ
ん
見
つ
け

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
」

む
ギ
ム
ノ
ゾ
フ
イ
ス
ト

「
い
っ
た
い
本
当
な
の
、
ね
え
、
イ
ン
ド
で
は
例
の
裸
の
行
者
た
ち
の
女
や
娘
た
ち
が
ー
ー

人
の
話
で
す
け
ど
｜
｜

お
わ
か
り
で
す
ね
、
私
の
尋
ね
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
」

「
私
に
は
と
ん
と
、
サ
ラ
パ
ン
ダ
夫
人
」

「
い
え
、
あ
な
た
に
は
お
わ
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す
わ
、
き
っ
と
。
あ
な
た
は
イ
ン
ド
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
裸
の
行
者
の
女
た
ち
を
ど
覧
に
な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
」

「
も
ち
ろ
ん
で
す
と
も
、
で
す
か
ら
、
私
を
信
じ
て
も
ら

っ
て
い
い
の
で
す
が
、
裸
の
行

者
た
ち
の
女
は
、
ア
ブ
デ
ラ
の
女
と
ち

っ
と
も
変
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
で
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

「
あ
な
た
は
私
た
ち
に
遠
慮
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
私
が
知
り
た
い
の
は
、
そ
ん
な
乙
と

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
あ
れ
が
木
当
な
の
か
ど
う
か
お
尋
ね
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

彼
女
た
ち
が
｜
｜
t

」
こ
こ
で
サ
匂
パ
ン
ダ
夫
人
は
一
方
の
手
を
胸
に
あ
て
、
そ
し
て
も
う

一

方
を
｜
｜
要
す
る
に
彼
女
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
ヴ
ェ
ヌ
ス
の
ポ
I
ズ
を
と
っ
て
、
自
分
の
知

り
た
が
っ
て
い
る
こ
と
を
哲
学
者
に
わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
「
こ
れ
で
お
わ
か
り
で
す
わ

ね
」
彼
女
は
言

っ
た
。

マ
ダ
ム

「
え
え
、
奥
様
、
自
然
は
他
と
比
べ
て
彼
女
た
ち
に
対
し
て
物
惜
し
み
し
た
形
跡
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
い
や
は
や
な
ん
と
も
こ
の
ご
質
問
は
」

「
わ
か
ろ
う
と
し
て
下
さ
ら
な
い
の
で
す
ね
。
い
や
な
方
。
か
な
り
は
っ
き
り
申
し
上
げ

た
つ
も
り
で
す
け
ど
、
私
が
知
り
た
い
の
は
、
あ
れ
が
、
つ
ま
り
彼
女
ら
が
ー
ー
ー
あ
な
た
が

あ
か
ら
さ
ま
に
言
う
の
を
、
た
っ
て
お
望
み
の
よ
う
な
の
で
、

吾一
口
い
ま
す
が
｜
｜
こ
の
世
に

生
れ
て
き
た
ま
ま
の
裸
で
い
る
の
は
本
当
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
裸
で
す

っ
て
」
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
一
人
残
ら
ず
一
斉
に
叫
ん
だ
。
「彼
女
ら
っ
て
、

-7-



241 

と
を
望
ん
だ
小
間
物
屋
の
跡
取
り
は
、
同
地
で
小
間
物
造
り
の
女
の
子
や
花
売
り
娘
と
ね
ん

ご
ろ
な
関
係
を
深
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
通
達
は
、
こ
の
青
年
紳

士
た
ち
の
お
か
れ
て
い
る
よ
う
な
特
別
な
場
合
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
は
ど

う
す
る
か
で
あ
っ
た
。
法
律
の
改
正
を
提
案
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
日
下
の
場
合
は
、
特
例

と
し
て
扱
っ
て
も
ら
う
よ
う
市
参
事
会
に
願
い
出
て
、

事
た
れ
り
と
す
る
か
。

「
両
方
と
も
ま
ず
い
」
ち
ょ
う
ど
ラ
ト
ナ
の
祝
祭
に
新
し
い
踊
り
を
奉
納
し
て
、
こ
と
の

ほ
か
ご
満
悦
の
ノ
モ
フ
イ
ラ
ク
ス
が
言
っ
た
。
「
法
律
を
多
少
な
り
と
変
え
る
に
は
、
そ
の

た
め
に
国
民
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
う
な
る
と
わ
れ
わ
れ
に
含
む
と

こ
ろ
が
あ
る
輩
に
大
口
を
た
た
く
機
会
を
与
え
る
だ
け
だ
ろ
う
。
特
例
に
関
し
て
言
え
ば
、

な
る
ほ
ど
法
律
は
た
い
て
い
特
例
の
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
疑
う
ま
で
も

な
く
、
似
た
よ
う
な
ケ
l
ス
に
お
い
て
、
誰
か
が
異
議
申
し
立
て
を
行
っ
て
要
求
す
る
こ
と

を
、
市
参
事
会
は
難
か
し
い
こ
と
を
言
わ
ず
に
認
め
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
う
な

る
と
ど
う
し
て
も
義
務
の
免
除
は
、
恩
典
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
て
く
る
し
、
そ
れ
に

私
た
ち
が
負
い
目
を
し
よ
い
こ
む
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
法
律
は
眠
れ
る
ラ
イ
オ
ン

で
、
起
こ
さ
な
い
限
り
、
そ
の
側
を
通
り
抜
け
る
の
は
、
子
羊
の
側
を
通
り
抜
け
る
よ
う
に

安
全
な
の
だ
。
ノ
モ
フ
イ
ラ
ク
ス
の
息
子
に
け
し
か
け
る
た
め
、
ラ
イ
オ
ン
を
起
こ
す
ほ
ど

恥
知
ら
ず
な
者
と
か
、
向
こ
う
見
ず
な
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
」

こ
の
法
律
の
擁
護
者
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
る
と
こ
ろ
、
法
律
と
自
分
の
職
務
に
つ
い
て
の

考
え
方
も
な
か
な
か
垢
抜
け
の
し
た
男
で
、
職
掌
柄
生
じ
る
利
得
を
巧
み
に
利
用
す
る
の
に

も
た
け
た
男
で
あ
っ
た
。
彼
の
名
前
は
と
ど
め
て
お
く
に
ふ
さ
わ
し
い
。
彼
は
グ
リ
ュ
ル
ス
、

つ
ま
り
チ
ュ

ニ
ス
ク
ス
の
息
子
と
自
称
し
て
い
た
。

第

十

.:C:. 
与主

デ
モ
ク
リ
ト
ス
田
舎
に
引
き
こ
も
り
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
足
繁
く
訪
ね
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
世
に
も
珍
奇
な
こ
と
、
道
学
先
生
ら
怠
け
者
天
国
に
つ
い
て
放
談
の
こ
と
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
と
き
、
そ
れ
ま
で
に
研
鏡
を
積
ん
だ
思
考
や
心
情

の
す
べ
て
が
、
国
の
た
め
役
立
つ
と
考
え
、
悦
に
入
っ
て
い
た
。
ア
ブ
デ
ラ
人
の
頭
が
、
今

現
実
に
目
に
す
る
ほ
ど
ひ
ど
い
と
は
、
夢
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く

彼
ら
の
も
と
に
身
を
お
い
て
み
て
、
改
良
し
て
や
ろ
う
な
ど
と
い
う
の
は
、
は
か
な
い
企
て

で
あ
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
彼
は
み
て
と
っ
た
。
彼
ら
は
何
ご
と
に
よ
ら
ず
ず
れ
が
ひ
ど
く
、

ど
こ
か
ら
改
良
に
と
り
か
か
っ
た
ら
い
い
も
の
か
、
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
悪
習

は
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
他
の
二

O
の
悪
習
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
国
家
全
体
を
改
造
せ
ず
し

て
、
そ
の
一
つ
を
取
り
除
く
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
国
民
全
体
を
（
彼
は
考
え
た
）

｜
｜

ち
上
う
ど
乳
母
が
い
な
く
と
も
困
ら
ぬ
ほ
ど
成
長
し
た
子
供
数
十
人
を
除
い
て
ー
ー
ー
こ
の
世

か
ら
根
絶
や
し
に
す
る
都
合
の
よ
い
悪
疫
で
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ア
ブ
デ
ラ
の
町
を
救
え
る

た
っ
た
一
つ
の
手
段
で
は
な
か
ろ
う
か
、
ま
こ
と
に
ア
ブ
デ
ラ
人
は
救
い
が
た
い
。

か
く
て
彼
は
潔
く
彼
ら
か
ら
身
を
引
い
て
、
そ
の
地
方
に
所
有
し
て
い
た
小
さ
な
農
園
に

住
む
こ
と
に
決
め
、
好
き
な
勉
強
で
あ
る
自
然
活
動
の
研
究
を
し
て
、
残
っ
た
時
間
は
農
園

の
利
用
と
美
化
に
つ
と
め
た
。
し
か
し
彼
に
と
り
不
運
だ
っ
た
こ
と
に
、
農
園
は
ア
ブ
デ
ラ

に
近
す
ぎ
た
。
そ
の
辺
り
は
と
び
き
り
美
し
く
、
そ
こ
へ
の
道
筋
は
最
高
に
快
適
な
散
歩
道

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
平
隠
な
毎
日
は
、
い
い
天
気
や
快
適
な
散
歩
を
口
実
に
、

の
ど
か
な
彼
の
一
人
暮
し
を
邪
魔
す
る
ア
ブ
デ
ラ
の
男
女
（
お
節
介
焼
き
の
連
中
ば
か
り
）

の
群
で
悩
ま
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
、
ど
ち
ら
か
が
余
計
に
相
手
を
気
に
入
っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
に
、
や
る
こ
と
は
ま
る
で
別
で
あ
っ
た
。
彼
が
、
退
屈
さ
せ
ら
れ
る

の
で
彼
ら
を
避
け
る
と
、
彼
ら
は
、
時
間
つ
ぶ
し
に
な
る
の
で
彼
を
探
し
た
。
彼
は
自
分
の

時
間
の
使
い
道
を
心
得
て
い
た
が
、
彼
ら
の
方
は
、
ほ
か
に
こ
れ
と
い
っ
て
す
る
こ
と
を
持

た
な
か
っ
た
。

「
あ
な
た
の
一
人
暮
し
の
無
柳
を
慰
め
に
ま
い
り
ま
し
た
」
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
言
っ
た
。

「
私
は
自
分
だ
け
の
世
界
で
、
い
つ
も
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
い
ま
す
」
デ
モ
ク
リ
ト

ス
は
言
っ
た
。

「
で
も
、
い
つ
も
そ
ん
な
に
一
人
で
い
ら
れ
る
な
ん
て
、
ど
う
か
し
て
い
る
わ
」
美
し
い

ピ
テ
カ
が
叫
ん
だ
。
「私
な
ら
、
た
っ
た
一
日
で
も
人
を
見
ず
に
い
た
ら
、
退
屈
の
あ
ま
り

死
ん
じ
ゃ
う
で
し
ょ
う
」

「
言
い
間
違
い
ま
し
た
よ
、
ピ
テ
ヵ
、
人
に
見
ら
れ
ず
に
、
と
言
い
た
い
の
で
し
ょ
う
」

「
で
も
（
一
人
が
口
を
す
べ
ら
し
た
）
わ
れ
ら
の
友
人
が
退
屈
し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て

わ
か
る
の
で
す
。
家
中
珍
し
い
物
だ
ら
け
な
ん
で
す
よ
。
ひ
と
つ
さ
し
っ
か
え
な
け
れ
ば
、

デ
モ
ク
リ
ト
ス
｜
｜
旅
で
集
め
て
こ
ら
れ
た
と
か
い
う
素
晴
ら
し
い
も
の
を
、
ぜ
ひ
拝
見
さ

せ
て
下
さ
い
」

さ
て
い
よ
い
よ
あ
わ
れ
な
世
捨
て
人
の
悩
み
が
始
ま
っ
た
。
事
実
彼
は
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
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魔
を
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
不
当
な
こ
と
だ
ろ
う
。
た
と
え
君
た
ち
の
お
人
形
が
醜
い
に
し

ろ
、
君
た
ち
が
自
分
た
ち
の
お
馬
と
呼
ん
で
い
る
も
の
が
、
前
か
ら
見
て
も
後
か
ら
見
て
も
、

小
牛
か
小
ロ
バ
に
似
て
い
る
に
し
ろ
、
そ
れ
が
何
だ
と
い
う
の
で
す
。
も
し
君
た
ち
の
愚
行

が
君
た
ち
を
幸
福
に
し
、
誰
も
不
幸
に
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
愚
行
で
あ
る
こ
と
が
、
他
人

に
何
の
関
係
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
も
し
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参
事
会
員
や
市
民
が
望
む
の
で
あ
れ

ば
、
ア
ブ
デ
ラ
市
参
事
会
の
お
偉
ら
方
が
、
次
か
ら
次
と
順
番
に
、
市
庁
舎
か
ら
ラ
ト
ナ
の

寺
院
ま
で
厳
か
に
行
列
し
て
｜
｜
と
ん
ぼ
返
り
を
う
っ
て
何
故
い
け
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。

君
た
ち
最
高
の
建
物
を
場
末
に
建
て
、
美
し
い
小
ヴ
ェ
ヌ
ス
像
を
オ
ベ
リ
ス
ク
の
上
に
す
え

て
何
故
い
け
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。
ー
ー
し
か
し
、
わ
が
親
愛
な
る
同
郷
の
方
々
よ
、
君
た

ち
の
愚
行
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
に
罪
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
し
、
気
ま
ぐ
れ
と
の
ぼ

せ
性
の
お
か
げ
で
君
た
ち
が
傷
つ
く
の
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
黙
っ
て
見
て
い
る
と
す
れ

ば
、
私
は
君
た
ち
の
友
人
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
君
た
ち
と
レ
ム
ノ
ス
人
と

の
蛙
鼠
戦
争
な
ど
、
不
必
要
で
無
思
慮
な
戦
争
の
最
た
る
も
の
だ
、
そ
れ
も
た
か
が
踊
り
子

一
人
が
も
と
で
お
っ
ぱ
じ
め
た
の
だ
か
ら
。
｜
｜
そ
れ
を
決
意
し
た
当
時
、
君
た
ち
が
悪
霊

の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
い
る
の
が
目
に
は
い
り
、
そ
う
し
な
い
よ
う
に
と
人
が
ど
ん
な
に

君
た
ち
を
さ
と
し
て
も
、
何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。
レ
ム
ノ
ス
人
を
懲
ら
し
め
な
く
て

は
、
と
い
う
わ
け
だ
が
、
君
た
ち
の
生
き
生
き
し
た
想
像
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
彼
ら
の
島

全
体
を
支
配
す
る
の
は
、
い
と
も
た
や
す
い
こ
と
に
思
え
た
ら
し
い
。
と
い
う
の
が
、
事
の

難
し
さ
に
鼻
つ
き
合
わ
せ
る
ま
で
は
、
決
し
て
熟
考
し
な
い
の
が
君
た
ち
の
常
な
の
だ
か
ら
。

そ
れ
で
も
君
た
ち
が
せ
め
て
計
画
の
遂
行
を
有
能
な
男
に
委
ね
て
さ
え
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
す

ア
フ
ロ
ユ

べ
で
は
ま
だ
し
も
う
ま
く
行
っ
た
だ
ろ
う
。
青
二
才
の
阿
呆
を
将
軍
に
し
た
こ
と
自
体
、
美

美
し
く
新
し
い
武
具
に
身
を
か
た
め
た
そ
の
姿
が
、
パ
リ
ス
と
見
紛
う
ほ
ど
美
し
い
、
と
女

ど
も
が
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
と
い
っ
て
理
由
も
見
当
ら
な
い
と
き

て
い
る
、
し
か
も
｜
｜
脳
な
し
の
頭
上
で
大
き
な
火
色
の
羽
飾
り
が
ゆ
ら
め
く
の
を
見
る
の

に
夢
中
に
な
っ
て
｜
｜
戦
争
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
を
忘
れ
て
し
ま

う
、
こ
こ
ら
が
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
ら
が
ア
ブ
デ
ラ
人
の
や
り
口
な

の
だ
。
そ
し
て
、
名
誉
と
ガ
レ

l
船
と
最
高
の
軍
隊
を
失
く
し
た
今
に
な
っ
て
、
君
た
ち
の

愚
行
の
お
手
本
に
な
っ
た
ア
テ
ネ
人
が
、
い
つ
も
な
か
な
か
気
の
き
い
た
こ
と
を
や
っ
て
の

け
、
時
と
し
て
上
首
尾
に
終
っ
て
い
る
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
君
た
ち
に
何
の
役

に
立
つ
と
い
う
の
か
」

こ
ん
な
調
子
で
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
と
機
会
あ
る
ご
と
に
話
し
、
そ
れ
も

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
だ
っ
た
と
は
い
え
、
彼
ら
が
こ
ん
な
調
子
に
慣
れ
て
、
そ
れ
を
快
い
と
思
う

の
は
、
や
は
り
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
言
っ
た
「
小
生
意
気
な
若
造
に
、
広
い

世
間
を
旅
し
て
廻
る
の
を
許
す
と
、
こ
ん
な
も
ん
で
、
祖
国
を
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
を
覚
え
、

一
O
年
か
二

O
年
後
に
外
国
か
ぶ
れ
の

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
な
っ
て
ご
帰
還
に
及
ぶ
や
、
じ

い
さ
ん
よ
り
何
で
も
良
く
知
っ
て
い
て
、
他
国
の
も
の
が
国
の
も
の
よ
り
何
で
も
良
く
見
え

る
と
き
た
。
せ
め
て
五

O
年
の
甲
羅
を
経
る
ま
で
は
、
誰
も
旅
さ
せ
な
か
っ
た
昔
の
エ
ジ
プ

ト
人
は
さ
す
が
だ
」

そ
し
て
、
あ
わ
て
て
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
仕
事
に
か
か
り
、
ア
ブ
デ
ラ
の
子
弟
は
今
後
、

コ
リ
ン
ト
地
狭
以
遠
を
、
一
年
以
上
、
ア
ブ
デ
ラ
古
来
の
考
え
方
習
慣
を
身
に
つ
け
た
、
根

っ
か
ら
の
ア
ブ
デ
ラ
人
で
あ
る
、
年
の
い
っ
た
家
庭
教
師
の
監
督
を
受
け
ず
し
て
、
旅
行
し

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
法
律
を
作
っ
た
。
「
若
者
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
世
界
を
見
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
」
と
通
達
は
述
べ
て
い
る
「
し
か
し
ま
さ
し
く
そ
れ
故
、
ど
の
土
地
に
せ
よ
、

目
に
す
べ
き
も
の
を
す
べ
て
見
終
れ
ば
、
そ
れ
以
上
滞
在
す
べ
き
で
な
い
。
特
に
家
庭
教
師

は
、
ど
ん
な
旅
館
に
行
き
、
ど
ん
な
物
を
食
べ
、
ど
れ
く
ら
い
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
を
、
今
後
同
胞
が
そ
の
有
益
な
秘
密
情
報
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
遂
一
記
録
す
べ
き
で
あ

る
。
更
に
（
通
達
は
続
く
）
一
ケ
所
に
滞
在
が
長
引
い
て
出
費
が
か
き
ま
ぬ
た
め
に
、
家
庭

教
師
は
、
ア
ブ
デ
ラ
の
若
者
が
不
必
要
な
交
友
関
係
に
巻
き
込
ま
れ
ぬ
よ
う
、
目
を
配
る
べ

き
で
あ
る
。
宿
の
主
人
や
使
用
人
が
、
偏
見
の
な
い
土
着
の
人
物
な
ら
、
土
地
の
見
る
べ
き

も
の
や
、
そ
の
地
の
学
者
、
芸
術
家
の
名
前
、
そ
れ
に
彼
ら
の
住
ん
で
い
る
所
と
か
、
会
え

る
時
間
な
ど
、
い
ち
ば
ん
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
家
庭
教
師
は
日
記
に
記
入

し
て
お
け
ば
、
時
聞
を
上
手
に
振
り
分
け
て
、
二
、
三
日
で
た
く
さ
ん
の
も
の
を
見
学
で
き

る
の
で
あ
る
」

こ
の
行
き
届
い
た
通
達
に
と
っ
て
不
運
な
こ
と
に
、
そ
れ
が
作
成
さ
れ
（
昔
か
ら
の
習
慣

に
従
っ
て
）
町
の
主
だ
っ
た
広
場
に
お
い
て
、
国
民
の
前
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
と
き
、
ア
ブ

デ
ラ
の
い
い
と
こ
ろ
の
青
年
紳
士
が
数
名
、
ち
ょ
う
ど
国
外
に
い
た
の
で
あ
る
。
一
人
は
小

間
物
屋
の
息
子
で
、
こ
の
小
間
物
屋
、
苔
音
と
商
売
上
の
手
練
手
管
で
四

O
年
の
う
ち
に
か

な
り
な
財
産
を
か
き
集
め
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
娘
（
ア
ブ
デ
ラ
一
の
醜
く
お
ろ
か
な
小
娘
）

を
、
前
に
ご
登
場
願
っ
た
、
あ
の
チ
ピ
で
太
っ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
の
甥
と
先
頃
結
婚
さ
せ

て
い
た
。
も
う
一
人
は
ノ
モ
フ
イ
ラ
ク
ス
の
一
人
息
子
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
、
こ
の
職
務
に

父
と
共
に
坐
る
の
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良
い
と
い
う
わ
け
で
、
ア
テ
ネ
に
旅
を
し
、
そ

の
地
で
も
っ
と
音
楽
の
造
詣
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
彼
に
同
行
す
る
こ

-5-
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気
の
い
い
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
、
そ
れ
で
い
て
礼
儀
知
ら
ず
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
へ
の

仕
返
し
は
心
得
た
も
の
。
彼
の
お
説
教
の
見
本
を
一
つ
。
旅
行
す
れ
ば
ア
ブ
デ
ラ

の
甘
え
ん
坊
も
も
っ
と
賢
く
な
れ
た
ろ
う
に
、
ア
ブ
デ
ラ
人
は
旅
行
取
締
法
を
作

る
。
例
の
ノ
モ
フ
イ
ラ
ク
ス
こ
と
グ
リ
ュ
ル
ス
が
こ
の
法
律
か
ら
生
じ
た
難
題
を

解
決
し
た
そ
の
注
目
す
べ
き
お
手
並
。

同
胞
よ
り
分
別
が
あ
る
の
は
、
普
通
で
も
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
れ
を

生
命
で
購
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ア
テ
ネ
の
祭
司
長
エ
ウ
リ
ュ
メ
ド
ン
に
異
端
を
告
発

さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
無
事
に
免
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
、
彼
が
時
を
逸
せ
ず

ず
ら
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
私
は
ア
テ
ネ
の
人
々
に
」
彼
は
言
っ
た
「
二
度
と

哲
学
に
対
し
て
罪
を
犯
す
機
会
を
与
え
た
く
な
い
」

ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
人
間
ら
し
い
弱
点
は
あ
る
に
し
て
も
、
少
く
と
も
ひ
じ
よ
う
に
悪
意

の
あ
る
人
々
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
も
と
で
な
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
て
ホ
メ
ロ
ス
描
く
ネ

ス
ト
ル
と
同
じ
く
ら
い
生
き
な
が
ら
え
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
な
ら
彼
を
変
り
種
の
馬
鹿
と
み

な
し
て
、
彼
の
愚
行
な
る
も
の
を
か
ら
か
い
は
し
た
ろ
う
が
、
彼
ら
の
性
格
か
ら
し
て
、
毒

杯
を
仰
ぐ
ま
で
事
態
を
深
刻
化
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
彼

ら
に
手
厳
し
く
当
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
陽
気
で
な
い
国
民
な
ら
我
慢
で
き
な
く
な
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
彼
ら
が
や
っ
た
仕
返
し
と
言
え
ば
、
彼
ら
の
方
で
も
（
理
由
な

ん
か
に
お
構
い
な
く
）
彼
と
同
じ
く
ら
い
彼
の
悪
口
を
言
つ
て
の
け
、
彼
の
や
る
こ
と
に
は

何
で
も
ケ
チ
を
つ
け
、
彼
が
言
う
こ
と
は
何
で
も
笑
い
も
の
に
し
、
彼
が
忠
告
し
て
く
れ
る

こ
と
は
何
で
も
そ
れ
と
正
反
対
の
こ
と
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
哲
学
者
に
一
泡
吹
か
せ

な
く
ち
ゃ
」
彼
ら
は
言
っ
た
「
彼
が
私
た
ち
よ
り
何
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
な
ど
と
思
わ
せ

て
は
だ
め
だ
」
｜
｜
そ
し
て
こ
の
さ
か
し
ら
な
原
則
に
従
っ
て
、
気
の
い
い
連
中
は
愚
行
に

愚
行
を
重
ね
、
彼
に
い
や
な
思
い
を
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
勝
ち
だ
、
と
考
え
た
。
し
か
し

そ
の
点
で
彼
ら
は
ぜ
ん
ぜ
ん
目
的
を
達
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
一
緒

に
な
っ
て
笑
い
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
ど
こ
吹
く
風
、
白
髪
一
本
ふ
え
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

1
ー
「
お
や
お
や
、
ア
ブ
デ
ラ
の
方
々
よ
、
ア
ブ
デ
ラ
の
方
々
と
被
は
時
お
り
呼
び

か
け
た
「
ま
た
ま
た
自
分
の
横
面
を
張
り
飛
ば
し
ま
し
た
ね
、
私
を
痛
い
目
に
あ
わ
せ
よ
う

と
期
待
し
て
」

仁
ち

「
で
も
（
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
言
っ
た
）
こ
れ
以
上
質
の
悪
い
人
聞
が
い
る
な
ん
て
考
え

ら
れ
ま
す
か
。
世
の
中
の
こ
と
は
何
に
つ
け
私
た
ち
と
意
見
が
違
う
。
私
た
ち
が
気
に
入
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
も
、
何
か
と
ケ
チ
を
つ
け
た
が
る
。
い
つ
も
反
対
ば
か
り
さ
れ
れ
ば
、

や
っ
ぱ
り
い
い
気
は
し
ま
せ
ん
よ
」

「
で
も
何
と
い
っ
て
も
君
た
ち
が
間
違
っ
て
る
ん
で
あ
れ
ば
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
答
え
た
。

｜
｜
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
、
ひ
と
つ
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
｜
｜
君
た

ち
の
考
え
方
は
す
べ
て
乳
母
か
ら
授
か
っ
た
、
へ
の
で
、
何
事
に
よ
ら
ず
君
た
ち
の
考
え
は
子

供
だ
っ
た
時
の
ま
ま
だ
。
君
た
ち
の
肉
体
は
成
長
し
た
、
と
こ
ろ
が
君
た
ち
の
魂
は
ま
だ
揺

り
龍
の
中
だ
。
君
た
ち
の
う
ち
に
、
何
か
を
真
で
あ
り
、
善
で
あ
り
、
美
で
あ
る
と
い
う
の

は
何
故
か
、
そ
の
理
由
を
探
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
み
た
者
が
、
い
っ
た
い
何
人
い
る
だ
ろ

う
か
。
幼
な
児
や
乳
呑
み
子
と
同
じ
で
、
君
た
ち
の
感
覚
を
く
す
ぐ
り
、
君
た
ち
の
気
に
入

る
も
の
な
ら
何
で
も
、
君
た
ち
に
と
っ
て
善
で
あ
り
美
な
の
だ
。
君
た
ち
が
気
に
入
っ
て
い

る
か
ら
、
い
な
い
か
ら
と
い
う
よ
う
な
、
何
と
も
取
る
に
足
り
な
い
、
時
と
し
て
ま
っ
た
く

本
題
か
ら
ず
れ
た
理
由
や
事
情
を
依
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
何
故

こ
れ
が
好
き
で
、
あ
れ
が
嫌
い
か
、
を
言
う
羽
目
に
陥
っ
た
と
き
、
し
ば
し
ば
君
た
ち
が
見

せ
る
あ
の
当
惑
ぶ
り
は
ど
う
だ
。
気
ま
ぐ
れ
で
気
む
ず
か
し
く
、
片
意
地
で
他
人
に
引
き
ず

り
廻
さ
れ
や
す
く
、
他
人
の
目
で
も
の
を
見
、
他
人
の
耳
で
も
の
を
聞
き
、
他
人
が
聞
か
せ

た
口
笛
を
ま
ね
て
吹
く
癖
、
こ
う
い
う
も
の
が
理
性
に
代
っ
て
君
た
ち
を
動
か
し
て
い
る
パ

ネ
な
の
だ
。
誤
り
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
言
っ
て
欲
し
い
の
で
す
か
。
君
た
ち
は
自
由
に
つ
い

て
間
違
っ
た
考
え
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
。
三
、
四
歳
の
君
た
ち
の
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
に
つ
い
て
同
じ
考
え
方
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
そ
れ
を
正
せ
な
い
。
『
私
た
ち
は
自

由
な
国
民
だ
』
と
君
た
ち
は
言
い
な
が
ら
、
理
性
に
は
君
た
ち
を
説
得
す
る
力
が
な
い
、
と

信
じ
て
い
る
。

『何
故
私
た
ち
は
好
き
な
よ
う
に
考
え
て
は
い
け
な
い
の
か
、
何
故
好
き
な

よ
う
に
愛
し
憎
み
、
好
き
な
よ
う
に
感
心
し
軽
蔑
し
て
は
い
け
な
い
の
か
。
私
た
ち
に
釈
明

を
求
め
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
趣
味
や
性
癖
を
法
廷
に
引
き
ず
り
出
す
権
利
が
誰
に
あ
る
と

い
う
の
だ
』
ー
ー
さ
て
き
て
、
わ
が
親
愛
な
る
ア
ブ
デ
ラ
の
方
々
よ
、
そ
れ
で
は
、
お
好
き

な
よ
う
に
、
お
好
き
な
時
に
、
お
好
き
な
こ
と
を
、
考
え
た
り
で
っ
ち
上
げ
た
り
、
愛
し
た

り
憎
ん
だ
り
、
感
心
し
た
り
軽
蔑
し
た
り
し
給
え
。
何
回
で
も
お
好
き
な
だ
け
の
愚
行
を
や

り
給
え
。
お
好
き
な
よ
う
に
、
物
笑
い
の
種
に
な
り
給
え
。
結
局
誰
が
そ
ん
な
こ
と
を
気
に

か
け
よ
う
。
そ
れ
が
些
細
な
こ
と
や
、
お
人
形
や
お
馬
だ
け
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
お

人
形
を
勝
手
に
飾
り
、
自
分
の
お
馬
に
勝
手
に
ま
た
が
る
権
利
が
あ
る
の
に
、
君
た
ち
の
邪
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て
舌
が
ま
わ
り
す
ぎ
た
り
、
舌
足
ら
ず
に
な
っ
た
り
し
な
い
で
、
体
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
衣

裳
に
似
て
、
つ
ね
に
話
じ
手
固
有
の
精
神
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
、
そ
ん
な
も
の
を
要
求
し

て
い
る
の
で
す
。

私
が
要
求
す
る
の
は
、
あ
え
て
英
雄
に
科
白
を
つ
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
自
ら
偉
大
な
魂

を
持
ち
、
し
か
も
圧
倒
的
な
熱
狂
の
力
に
よ
っ
て
自
ら
英
雄
に
成
り
変
り
、
彼
に
言
わ
せ
る

す
べ
て
を
、
自
身
の
心
に
感
じ
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
要
求
す
る
の
は

l
l」

「
ま
あ
ま
あ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
さ
ん
」

｜
｜
こ
れ
以
上
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
ア
ブ
デ
ラ

の
人
々
が
戸
を
あ
げ
た
｜
｜
「
何
と
言
っ
て
も
今
あ
な
た
は
要
求
ず
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

な
ん
な
り
と
お
望
み
の
も
の
を
要
求
さ
れ
て
結
構
で
す
。
ア
ブ
デ
ラ
で
は
、
そ
ん
な
大
そ
れ

た
も
の
は
必
要
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
詩
人
が
感
動
さ
せ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
満
足
な

の
で
す
。
笑
わ
せ
た
り
、
泣
か
せ
た
り
し
て
く
れ
る
男
は
、
私
た
ち
の
目
に
は
、
神
の
よ
う

な
男
に
映
る
の
で
あ
っ
て
、
や
り
方
は
彼
の
好
き
に
し
て
も
ら
っ
て
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
彼
の
問
題
で
、
私
た
ち
の
問
題
じ
吊
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
ヒ
ュ
ベ
ル
ボ
ル
ス
が

好
き
で
す
し
、
彼
が
私
た
ち
を
感
動
さ
せ
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
す
れ
ば
、
時
々
ア
ク
ピ

さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
や
は
り
彼
は
偉
大
な
詩
人
に
か
わ
り
な
い
の
で
す
。
そ
れ
以
上

の
証
拠
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」

「
黄
金
海
岸
の
黒
人
た
ち
は
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
言
っ
た
「
み
す
ぼ
ら
し
い
羊
の
皮
ゃ
い

く
つ
か
の
ブ
リ
キ
片
を
打
ち
鳴
ら
し
、
そ
の
騒
音
に
あ
わ
せ
て
熱
狂
的
に
踊
り
ま
す
。
そ
れ

に
牛
の
鈴
を
二
つ
三
つ
と
風
笛
で
も
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
、
そ
う
す
れ
ば
彼
ら
は
も
う
極

楽
で
す
よ
。
君
た
ち
が
ま
だ
子
供
だ
っ
た
頃
、
乳
母
が
お
話
を
し
て
君
た
ち
を
感
動
さ
せ
る

の
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
才
知
を
必
要
と
し
た
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま
ら
な
い
童
話
が
ぼ
そ
ぼ
そ

と
単
調
に
話
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
、
黒
人
の
音

楽
は
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
乳
母
の
童
話
も
等
し
く
立
派
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
で
て
き
ま
す

か」
「
あ
な
た
っ
て
方
は
ほ
ん
と
に
礼
儀
正
し
い
の
ね
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
」

「
ど
う
も
失
礼
。
私
は
礼
儀
知
ら
ず
な
も
の
で
す
か
ら
、
な
に
ご
と
に
も
遠
慮
会
釈
な
く
、

そ
れ
に
片
意
地
と
き
て
い
る
の
で
、
ひ
と
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ひ
と
が
美
し
い
と

か
素
晴
ら
し
い
と
か
言
う
と
き
、
そ
れ
に
唱
和
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
」

「
と
は
言
っ
て
も
、
国
民
全
体
の
感
じ
は
、
た
っ
た
一
人
の
自
惚
れ
よ
り
も
意
味
が
あ
る

ん
で
し
ょ
う
」

「
自
惚
れ
で
す
っ
て
？
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そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
私
が
ム
サ
の
諸
芸
か
ら
一
掃
し
た
が
っ
て
い

る
も
の
な
の
で
す
。
す
べ
て
の
要
求
、
ア
ブ
デ
ラ
の
方
々
は
お
気
に
入
り
の
ヒ
ュ
ベ
ル
ボ
ル

ス
に
は
、
親
切
に
も
、
そ
れ
を
免
除
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
も
っ
と
も
だ
、

と
言
え
な
い
も
の
な
ど
一
つ
だ
っ
て
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
民
全
体
の
感
じ
に
し
た
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
が
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
当
て
に
な
ら
な
い
例
は
数
知
れ
ず
あ

り
え
ま
す
し
、
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

「
な
ん
で
す
っ
て
、
忌
ま
い
ま
し
い
」
自
分
の
感
じ
に
十
分
自
信
の
あ
る
ら
し
い
ア
ブ
デ

ラ
人
が
叫
ん
だ
「
あ
な
た
っ
て
人
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
五
感
に
ま
で
ケ
チ
を
つ

け
る
ん
で
す
ね
」

「
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
答
え
た
。
「
あ
な
た
が
慎
ま
し
く
五
感
だ

け
を
た
の
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
あ
な
た
の
五
感
を
掻
き
乱
そ
う
と
す

る
の
は
、
き
わ
め
て
不
当
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
五
感
は
、
殊
に
五
つ
全
部
が
一
緒
に
な
っ

た
時
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
お
い
て
、
白
か
黒
か
、
滑
ら
か
か
組
い
か
、
柔
ら
か
い
か
堅
い

か
、
苦
い
か
甘
い
か
を
決
め
る
に
当
っ
て
、
い
ち
ば
ん
頼
り
に
な
る
裁
判
官
な
の
で
す
。
五

感
に
導
び
か
れ
て
行
き
す
ぎ
な
い
人
は
、
い
つ
だ
っ
て
確
か
で
す
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ヒ

ュ
ベ
ル
ボ
ル
ス
が
彼
の
芝
居
で
ど
の
感
覚
を
も
楽
し
ま
壮
」
て
く
れ
、
ひ
と
つ
と
し
て
苛
ま
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
彼
の
作
品
が
今
の
十
倍
も
つ

ま
ら
な
い
も
の
で
あ
れ
、
私
は
彼
を
快
く
受
け
入
れ
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

も
し
も
ア
ブ
デ
ラ
に
お
け
る
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
立
場
が
、
コ
リ

ン
ト
に
お
け
る
デ
ィ
オ
ゲ

ネ
ス
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
っ
た
ら
、

言
い
た
い
放
題
の
こ
と
を
言
っ
た
彼
の
身
に

は
、
も
し
か
す
る
と
い
く
ら
か
面
倒
な
こ
と
が
起
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ア

ブ
デ
ラ
の
人
々
は
大
事
な
こ
と
を
茶
化
す
の
が
好
き
な
く
せ
に
、
自
分
た
ち
の
お
気
に
入
り

の
お
人
形
や
お
馬
が
か
ら
か
わ
れ
る
の
は
我
慢
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
デ
モ

ク
リ
ト
ス
は
ア
ブ
デ
ラ
最
上
流
の
出
で
あ
っ
た
上
に
、
こ
れ
は
も
っ
と
重
要
な
こ
と
だ
が
、

金
持
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
事
情
の
お
か
げ
で
彼
は
、

佐
槙
マ
ン
ト
の
哲
学
者
に
は
許
さ
れ

に
く
い
こ
と
で
も
、
大
目
に
見
て
も
ら
え
た
わ
け
で
あ
る
。

「
あ
な
た
っ
て
人
は
、
ほ
ん
と

に
我
慢
な
ら
な
い
人
ね
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
」

美
し
い
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
ぶ
つ
く
さ
言
っ

た
、
そ
し
て
｜
｜
結
局
我
慢
し
て
い
た
。

詩
人
ヒ
ュ
ベ
ル
ボ
ル
ス
は
そ
の
晩
の
う
ち
に
こ
の
哲
学
者
を
こ

っ
び
ど
く
当
て
こ
す

っ
た

楓
刺
詩
を
創
っ
た
。
次
の
朝
は
、
そ
れ
が
化
粧
室
と
い
う
化
粧
室
に
行
き
わ
た
り
、
三
日
目

の
夜
は
、
ア
ブ
デ
ラ
の
辻
々
で
歌
わ
れ
た
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
そ
れ
に

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
や
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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な
ら
、
作
家
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
」

「
ひ
じ
よ
う
に
感
動
的
だ
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
」

「
作
品
に
ひ
じ
よ
う
に
感
動
的
な
と
こ
ろ
が
二
、
三
あ
っ
て
も
、
ひ
じ
上
う
に
く
だ
ら
ぬ

作
品
だ
っ
て
あ
り
ま
す
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
言
っ
た
。
「
私
は
シ
キ
ュ
オ
ン
の
あ
る
彫
刻
家

を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
は
た
だ
ひ
た
す
日
愛
の
女
神
た
ち
を
彫
る
こ
と
だ
け
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
女
神
た
ち
、
総
じ
て
蓮
っ
葉
な
女
た
ち
に
似
て
い
る
の
に
、
足
は
ど
れ
も

世
に
も
ま
れ
な
る
美
し
さ
な
の
で
す
。
事
の
真
相
を
言
え
ば
、
こ
の
男
が
自
分
の
女
房
を
モ

デ
ル
に
使
っ
て
い
た
か
ら
で
、
彼
女
が
せ
め
て
足
な
り
と
ひ
じ
よ
う
に
美
し
か
っ
た
の
が
、

ヴ
ェ
ヌ
ス
像
に
と
っ
て
は
も
っ
け
の
幸
い
と
言
う
も
の
で
す
。
こ
う
い
う
風
に
三
文
詩
人
で

も
、
時
に
は
感
動
的
な
と
こ
ろ
の
一
つ
く
ら
い
も
の
に
で
き
る
の
で
す
、
た
ま
た
ま
彼
が
恋

を
し
て
い
る
時
と
か
、
友
人
を
失
く
し
た
時
と
か
、
偶
然
彼
の
気
持
が
科
白
を
つ
け
る
べ
き

人
物
の
立
場
に
た
ち
や
す
い
心
境
に
あ
る
時
と
か
で
あ
れ
ば
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
わ
れ
ら
が
詩
人
の
『
ヘ
カ
ベ
』
を
素
晴
ら
し
い
、
と
思
わ
れ
な
い
の
で

す
ね
」「

そ
の
人
は
お
そ
ら
く
最
善
を
尽
さ
れ
た
の
だ
、
と
思
い
ま
す
。
あ
る
時
は
ア
イ
ス
キ
ュ

ロ
ス
か
ら
、
あ
る
時
は
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
か
ら
、
あ
る
時
は
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
か
ら
と
、
多
く
の

羽
毛
を
む
し
り
と
っ
て
き
で
は
、
そ
れ
で
自
分
の
弱
点
を
取
り
繕
お
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
、
私
ほ
ど
こ
の
詩
人
た
ち
の
こ
と
に
通
じ
て
い
な
い
大
方
の
聴
衆
の
目
に
は
、
も
し

か
す
る
と
彼
の
名
誉
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
に
し
て
も
、
私
の
目
に
は
、
彼
を
損
う
も
の
に

映
る
の
で
す
。
神
が
創
造
し
た
カ
ラ
ス
は
、
ク
ジ
ャ
ク
や
キ
ジ
の
羽
で
身
を
飾
り
た
て
る
よ

り
も
、
そ
の
ま
ま
の
方
が
ず
っ
と
美
し
く
み
え
ま
す
。
と
に
か
く
私
は
、
悲
劇
作
者
に
は
私

の
拍
手
に
見
合
う
素
晴
ら
し
い
悲
劇
を
求
め
ま
す
が
、
そ
れ
は
靴
屋
に
は
お
金
に
見
合
う
だ

け
の
長
靴
を
求
め
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
、
も
ち
ろ
ん
、
い
い
長
靴
よ
り
も
い
い
悲
劇
を
作

る
の
が
難
し
い
こ
と
ぐ
ら
い
百
も
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悲
劇
は
い
い
悲
劇
に

必
要
な
す
べ
て
の
特
性
を
備
え
て
欲
し
い
と
い
う
の
は
、
長
靴
に
は
い
い
長
靴
に
必
要
な
す

べ
て
が
備
わ
っ
て
い
て
欲
し
い
と
い
う
の
と
選
む
と
こ
ろ
が
な
く
、
私
が
あ
な
が
ち
無
理
難

題
を
言
っ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
」

「
そ
れ
で
、
あ
な
た
の
考
え
で
は
、
ち
ゃ
ん
と
長
靴
を
は
い
た
悲
劇
に
は
い
っ
た
い
何
が

必
要
な
の
で
す
」
｜
若
い
ア
ブ
デ
ラ
の
都
市
貴
族
は
尋
ね
て
、
彼
の
考
え
で
は
、
い
い
着
想

が
浮
ん
だ
と
、
快
心
の
笑
み
を
も
ら
し
た
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
小
さ
な
輪
を
作
っ
て
彼
に
耳
を
傾
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
人
々
を

相
手
に
こ
の
話
題
を
楽
し
み
、
し
ゃ
れ
の
う
ま
い
青
年
紳
士
の
質
問
に
は
頓
着
せ
ず
、
語
り

続
け
た
。
「
芸
術
作
品
の
本
当
の
基
準
は
」
彼
は
話
し
た
「
決
し
て
勝
手
気
ま
ま
な
も
の
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
私
が
悲
劇
に
要
求
す
る
も
の
、
そ
れ
は
ほ
か
で
も
あ
り
ま
せ

ん
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
が
自
ら
の
悲
劇
に
要
求
し
た
も
の
で
す
し
、
そ
れ
は
事
の
性
質
、
意
図

か
ら
自
ず
と
生
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
、

よ
く
練
ら
れ
た
わ
か
り
や
す
い
プ
ラ
ン
で
あ
っ
て
、
詩
人
が
す
べ
て
を
見
越
し
、
す
べ
て
を

用
意
し
、
す
べ
て
を
自
然
に
つ
な
ぎ
合
せ
、
十
べ
て
を
一
点
に
向
け
て
導
い
て
い
る

0

フ
ラ
ン

で
あ
れ
ば
、
そ
の
各
部
分
は
不
可
欠
の
構
成
肢
と
な
り
、
全
体
は
有
機
的
に
結
合
し
た
美
し

い
一
体
と
し
て
、
自
由
な
品
位
あ
る
印
象
を
与
え
る
の
で
す
。
退
屈
な
導
入
部
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
穴
埋
め
の
場
面
、
終
り
が
待
ち
遠
し
く
て
ア
ク
ピ
が
出
る
よ
う
な
長
広
舌
、
本
筋
に
は

関
係
の
な
い
事
件
の
進
行
な
ん
か
一
切
い
り
ま
せ
ん
。
自
然
か
ら
写
し
と
っ
た
興
味
の
も
て

る
役
柄
な
ら
ば
、
純
化
さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
た
だ
誤
解
を
招
く
よ
う
な
人
間
性
は

絶
対
避
け
る
べ
き
で
す
し
、
超
人
的
徳
性
、
悪
意
の
化
物
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

人
物
は
各
自
が
つ
ね
に
自
分
の
考
え
や
感
情
に
応
じ
て
も
の
を
言
い
、
行
動
す
る
こ
と
が
肝

心
で
、
そ
の
さ
い
こ
れ
ま
で
の
そ
し
て
現
在
の
事
情
や
設
定
か
ら
す
れ
ば
、
今
こ
の
場
に
お

い
て
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
も
の
を
言
い
、
こ
ん
な
ふ
う
に
行
動
す
る
の
が
当
然
で
、
さ
も
な

く
ば
そ
ん
な
ふ
う
に
存
在
す
る
こ
と
自
体
を
止
め
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
、
と
絶
え
ず
人
が

感
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

私
が
要
求
す
る
こ
と
は
、
詩
人
が
人
間
の
本
性
を
彼
の
一
切
の
模
倣
の
手
本
に
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
精
通
す
る
だ
け
で
終
ら
ず
に
、
聴
衆
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
、
ど

ん
な
道
筋
を
通
っ
て
彼
ら
の
心
を
思
い
通
り
操
る
か
十
分
心
得
て
い
る
こ
と
、
彼
が
与
え
よ

う
と
し
て
い
る
強
い
衝
撃
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
、
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
気
持
の
用

意
を
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
潮
時
を
心
得
て
、
単
調
な
印
象
で
う
ん
ざ
り
さ
せ
る
と
か
、
私
た

ち
の
中
に
興
奮
が
昂
じ
て
肉
体
的
な
苦
痛
に
ま
で
な
ら
な
い
前
に
、
心
が
一
息
つ
け
る
ち
ょ

っ
と
し
た
休
息
の
間
合
を
も
う
け
て
や
り
、
本
来
の
効
果
を
弱
め
ず
に
、
私
た
ち
に
伝
え
る

感
動
を
多
様
化
す
る
す
べ
を
心
得
て
い
る
こ
と
が
、
私
の
要
求
な
の
で
す
。

私
が
彼
に
要
求
す
る
の
は
、
こ
せ
こ
せ
せ
ず
大
い
に
精
を
だ
し
て
推
敵
し
た
美
し
い
言
葉
、

つ
ま
り
、
つ
ね
に
温
か
い
力
の
こ
も
っ
た
表
現
で
あ
る
、
飾
り
気
な
く
高
尚
で
、
か
と
言
っ

て
ふ
く
ら
ん
だ
り
し
ぼ
ん
だ
り
も
せ
ず
、
強
く
た
く
ま
し
く
、
で
も
粗
野
で
硬
く
も
な
ら
ず
、

輝
き
な
が
ら
も
幻
惑
す
る
こ
と
が
な
い
、
要
す
る
に
、
真
の
英
雄
の
言
葉
で
あ
る
、
つ
ね
に

偉
大
な
魂
の
生
き
生
き
し
た
表
現
、
直
接
そ
の
場
の
感
情
に
息
吹
き
を
吹
き
こ
ま
れ
、
決
し
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巻

ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
と
デ
毛
ク
リ
ト
ス

第

人

.::!:::. 
与主

ま
ず
は
ア
ブ
デ
ラ
演
劇
界
に
つ
い
て
の
事
情
説
明
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
無
理
に
意
見

を
求
め
ら
れ
る
。

ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
自
分
た
ち
の
劇
場
が
た
い
へ
ん
自
慢
で
あ
っ
た
。
俳
優
は
ア
プ
デ
ラ

在
住
の
、
手
仕
事
で
は
暮
し
て
い
け
な
い
者
と
か
、
あ
る
い
は
怠
け
が
す
ぎ
て
そ
れ
を
修
得

し
そ
こ
ね
た
者
と
か
の
、
普
通
の
市
民
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
芸
術
に
関
し
て
学
問
的
見
識
は

な
か
っ
た
。
が
、
そ
れ
だ
け
に
自
分
自
身
の
技
量
に
つ
い
て
の
自
惚
れ
は
相
当
な
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
事
実
彼
ら
に
天
分
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
ア
ブ
デ
ラ
人
と

言
え
ば
生
れ
な
が
ら
の
道
化
師
で
、
剰
軽
者
で
、
役
者
で
、
言
っ
て
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
意

味
が
な
い
時
で
も
、
身
振
り
手
振
り
を
加
え
て
話
に
花
を
添
え
る
の
が
常
だ
っ
た
の
だ
か

ら。

246 

彼
ら
に
は
専
属
の
台
本
家
も
一
人
い
て
、
名
前
を
ヒ
ュ
ベ
ル
ボ
ル
ス
と
い
っ
た
が
、
彼
こ

そ
（
彼
ら
の
言
を
信
ず
れ
ば
）
彼
ら
の
舞
台
を
ア
テ
ネ
の
そ
れ
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
と
こ
ろ

ま
で
引
き
上
げ
て
く
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
喜
劇
も
悲
劇
同
様
に
こ
な
し
た
ば
か
り
か
、

世
界
一
奇
想
天
外
な
サ

テ
ュ
ロ

ス
劇
ま
で
作
っ
て
、
彼
自
身
の
悲
劇
を
面
白
お
か
し
く
茶
化

し
て
み
せ
た
の
で
、
ア
プ
デ
ラ
の
人
々
の
言
い
草
に
よ
れ
ば
、
あ
ま
り
な
こ
と
に
腹
を
か
か

え
て
笑
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
考
え
で
は
、
彼
は
そ
の
悲
劇
に

お
い
て
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
激
し
い
躍
動
や
力
強
い
想
像
力
と
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
雄
弁
や

情
念
を
結
合
さ
せ
、
喜
劇
に
お
い
て
は
、
ア
リ
ス
ト
ア
ア
ネ
ス
の
気
ま
ぐ
れ
や
気
ま
ま
な
機

知
と
ア
ガ
ト
ン
の
上
品
な
趣
味
や
優
雅
を
結
合
さ
せ
て
い
た
。
彼
が
い
ち
ば
ん
誇
り
に
し
て

い
る
才
能
は
、
作
品
を
生
み
出
す
そ
の
手
早
き
だ
っ
た
。
彼
は
毎
月
悲
劇
を
提
供
し
た
、
ち

ょ
っ
と
し
た
茶
番
狂
言
を
添
え
物
に
し
て
。
「
私
の
最
高
の
出
来
栄
え
の
喜
劇
で
も
」
彼
は

語
っ
た

「
二
週
間
と
は
か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
上
演
に
は
、
優
に
四
時
間

か
ら
五
時
間
を
要
す
る
で
し
ょ
う
」

神
よ
私
た
ち
の
身
に
も
な
っ
て
く
れ
、
と
デ
モ
ク
リ
ト

ス
は
思
っ
た
。

さ
て
、
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
は
四
方
八
方
か
ら
や
い
の
や
い
の
と
せ
め
た
て
、
自
分
た
ち
の

劇
場
に
つ
い
て
彼
に
意
見
を
求
め
て
止
ま
ず
、
彼
と
し
て
は
、
彼
ら
の
趣
味
の
こ
と
で
、
彼

ら
と
言
い
争
う
の
は
厭
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
み
ん
な
し
て
彼
の
考
え
を
無
理
強
い
す
る
と

な
る
と
、
彼
ら
に
お
世
辞
を
遣
う
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

「
こ
の
新
し
い
悲
劇
は
お
気
に
召
し
ま
し
た
か
」

「
題
材
の
選
択
は
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
材
を
す
っ
か
り
駄
目
に
す
る
よ
う
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